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ま
え
が
き

現
代
社
会
を
生
き
る
人
々
の
、
も
の
の
考
え
方
と
、

日
常
生
活
の
あ
り
方
の
関
係
を
探
る
|
|
こ
れ
は
社
会
学
の
最
も
ベ

l
シ
ァ
ク

な
問
題
設
定
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
も
の
の
考
え
方
に
第
一
義
的
関
心
を
お
く
社
会
意
識
論
は
、

日
常
生
活
と
の
重
要
な

接
点
を
職
業
生
活
に
求
め
て
き
た
。
他
方
、
人
々
の
日
常
生
活
の
あ
り
方
を
探
る
領
域
の
ひ
と
つ
で
あ
る
階
層
研
究
は
、
職
業
か
ら
端

を
発
L
、
そ
の
所
産
を
社
会
意
識
論
へ
と
受
け
渡
す
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
も
両
者
は
と
も
に
、
諸
個

人
の
社
会
的
出
自
か
ら
、
学
校
教
育
を
経
て
、
到
達
し
た
生
活
構
造
へ
と
い
う
ミ
ク
ロ
な
ラ
イ
フ
・
コ
ー
ス
と
、
戦
後
日
本
社
会
か
ら
、

高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
豊
か
な
先
進
工
業
社
会
へ
と
い
う
マ
ク
ロ
な
社
会
変
動
を
同
時
に
視
野
に
入
れ
て
き
た
分
野
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
互
い
に
手
を
差
し
伸
べ
あ
っ
て
い
る
は
ず
の
こ
の
こ
つ
の
領
域
の
聞
に
は
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
ほ
ど
の
「
空
白
地
帯
」
が

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
思
弁
的
・
質
的
・
解
釈
的
な
方
法
で
展
開
さ
れ
て
き
た
社
会
意
識
論
と
、
実
証
的
・
計
量
的
な
方
法
で
展

関
さ
れ
る
階
層
研
究
の
方
法
論
上
の
相
違
に
一
因
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
と
き
に
は
社
会
意
識
論
と

社
会
学
的
社
会
心
理
学

(805-品
目
。
Z
o
g
J
4
0
F
O古
里
)
の
論
点
の
相
違
と
し
て
、
あ
る
い
は
階
級
論
と
階
層
研
究
の
論
点
の
相

違
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
も
重
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
魅
惑
的
な
「
空
白
地
帯
」
に
研
究
を
展
開
し
よ
う
と
す

る
場
合
は
、
ど
ち
ら
の
領
域
に
足
場
を
お
く
か
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
ど
の
よ
う
を
方
法
で
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
も
、

よ
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

現
状
で
は
文
化
的
再
生
産
論
が
、
社
会
意
識
論
に
近
い
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
こ
の
二
つ
の
領
域
の
関
連
を
扱
う
第
一
の

新
次
元
を
拓
き
始
め
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
方
法
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
思
弁
的
・



u 

解
釈
的
な
方
法
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
に
お
い
て
階
層
研
究
に
近
い
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
る
と
す
れ
ば
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
階
層
意

識
を
扱
う
研
究
か
ら
論
点
を
起
こ
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
お
の
ず
か
ら
実
証
的
・
計
量
的
な
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
だ

マウ、つ。こ
の
よ
う
な
認
識
に
立
っ
た
う
え
で
本
書
で
は
、
後
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
す
な
わ
ち
社
会
調
査
デ
ー
タ
の
計
量
分
析
に
よ
っ
て
、
こ

の
エ
リ
ア
を
論
じ
て
い
く
。
も
っ
と
も
、
全
体
社
会
の
社
会
意
識
を
計
量
的
に
扱
っ
て
み
て
、
ま
ず
感
じ
る
の
は
、
そ
の
動
き
の
「
鈍

さ
」
と
「
重
さ
」
と
「
微
少
さ
」
で
あ
る
。
予
兆
的
な
事
実
に
つ
い
て
結
論
を
性
急
に
得
ょ
う
と
し
て
も
、
調
査
デ
ー
タ
は
絶
対
に
つ

い
て
こ
な
い
。
計
量
的
な
研
究
で
は
、
先
鋭
的
な
も
の
で
は
な
く
社
会
的
に
「
当
た
り
前
」
の
事
実
が
粛
々
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
み

な
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
本
書
は
決
し
て
、
現
代
日
本
社
会
の
思
想
・
文
化
的
潮
流
に
つ
い
て
大
胆
に
論
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
計
量
研
究
の

整
合
的
蓄
積
と
、
分
析
結
果
の
系
統
的
整
理
に
よ
っ
て
、
現
代
日
本
社
会
に
つ
い
て
の
知
見
を
正
確
な
方
向
に
深
め
る
こ
と
に
私
の
本

意
は
あ
る
。
こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
た
と
え
れ
ば
、
華
や
か
な
パ
ス
・
プ
レ
ー
に
よ
る
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
、

む
し
ろ
周
到
な
ラ
ン
・
プ
レ

1

(
正
面
突
破
)
に
よ
る
ゲ
イ
ン
を
狙
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
計
量
的
手

法
だ
け
に
頼
る
」
と
い
う
、
現
代
日
本
の
社
会
学
で
は
決
し
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
は
な
い
方
法
で
、

い
っ
た
い
ど
こ
ま
で
前
進
で
き
る
の

か
?
本
書
は
こ
う
し
た
意
味
で
は
少
な
か
ら
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
意
図
に
基
づ
い
て
い
る
と
も
い
え
る
。

し
か
し
そ
う
は
い
っ
て
も
、
計
量
的
な
社
会
学
、
社
会
意
識
論
、
階
層
研
究
、
教
育
社
会
学
な
ど
に
あ
ま
り
関
心
が
な
い
読
者
に
は

全
く
理
解
で
き
な
い
よ
う
な
、
難
解
な
分
析
と
極
め
て
専
門
的
な
議
論
を
展
開
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
本
書
で
は
、
数
値
情
報

の
大
量
の
羅
列
を
避
け
、

で
き
る
だ
け
整
理
し
た
図
示
を
行
な
い
、
平
明
で
直
感
し
や
す
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
論
理
展
開
を
心

掛
け
た
つ
も
り
で
あ
る
。
家
庭
電
器
製
品
の
カ
タ
ロ
グ
を
「
精
読
」
す
る
と
き
の
よ
う
な
注
意
力
と
若
干
の
興
味
が
あ
れ
ば
、
本
書
の



働

W
U
W
M閉
じ
即
附
さ
れ
る
も
の
と
傭
例
L
て
い
る
刷

ゆ
え
に
、
各
章
に
お
け
る
側
々
の
計
量
研
究
の
内
容
自
体
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
専
門
領
域
の
読
者
は
、
分
析
視
座
を
明
確

に
す
る
目
的
で
脅
か
れ
た
第
一
章
、
第
二
章
、
第
六
章
は
読
み
飛
ば
し
て
、
実
証
研
究
の
部
分
を
拾
い
読
み
し
て
い
た
だ
い
て
も
か
ま

わ
な
い
と
思
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
各
章
は
順
を
追
っ
た
思
考
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
全
体
を
通
じ
た
理
論
の
流

れ
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
読
者
に
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
さ
ら
に
幸
甚
で
あ
る
。

本
書
は
文
部
省
平
成
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
「
研
究
成
果
公
開
促
進
費
」
を
受
け
て
刊
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

まえカ哲き'" 



階
層
・
教
育
と
社
会
意
識
の
形
成
同
】
同
由
民

社
会
意
識
論
の
磁
界

I



v> 

ま
え
が
き

序

章

社
会
意
識
論
再
考

1 

現
代
日
本
社
ぷ〉、

"" 
お
け
る
社
会
意
識
論

l 

城
戸

杉
の
社
会
意
識
研
究

9 

社
会
意
識
の
正
確
な
測
定
・
多
元
的
精
綴
化
・
系
統
的
整
理

i

・
:
・
:
・
:
・
・
・
:
・
;
ロ

四

本
書
の
構
成

17 

第
一
部
階
層
意
議
研
究
の
再
構
成

第

章

干土
A、
'" 階
層
と
階
層
意
識

22 

分
析
視
角
と
し
て
の
社
h. 
Z弐

的
態
度

22 

社
会
意
識
の
説
明
要
因
と
し
て
の
社
会
階
層
・

:

i

-

:

:

:

・

:

・

i

i

n

社
会
的
属
性
の
顕
在
的
な
結
節
点
と
し
て
の
職
業
階
層
・

j
i
-
-・
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
i
a
i
-
-
:
-
j
i
-
-
幻

第
二
章

階
層
意
識
の
研
究
と
自
己

キ
令
性

社
会
階
層
と
職
業
条
件

37 

「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
自
己
|
指
令
性

41 

『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
研
究
の
成
果
・
限
界
・
課
題

:
:
j
i
-
-
-
・
:
・
・
:
・

-
j
i
-
-
:
:
必

四

権
威
主
義
的
性
格

干
指
令
的

高
性



第

章

ー-，

見
か
け
上
'-

の
階
層
意
識

62 

自
己
|
指
令
的
志
向
性
の
多
元
的
精
綴
化
-------------------EE-----EE-------------------------------------m

階
層
意
識
の
形
成
過
程
の
多
様
性
:
・
:
・
・
:
:
:
・
・
・
・
・

:

:

η

第
四
章

権
威
主
義
的
態
度
と
環
境
保
護
意
識
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
・
・
・
・

::ω

権
威
主
義
的
態
度
尺
度
の
有
用
性

j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
:・

'
j
i
-
-
:
j
i
-
-・:・
m仰

い

ま

、

権

威

主

義

で

何

を

「

斬

る

」

か

っ

・

・

・

:

:

:

:

:

・

・

:

お

社
会
的
態
度
聞
の
関
連
の
検
討
:
・

i
j
i
-
-
:・j
i
-
-
i・
，

a
i
-
-
:
j
i
-
-
:・
ω

社
会
階
層
と
環
境
保
護
意
識
、
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス

92 

四五

権
威
主
義
的
態
度
と
現
代
社
会

98 

第
五
章

職
業
階
層
は
社
会
意
識
の
差
異
化
要
因
か
っ

103 

狭
義
の
階
層
意
識

I郎

社
会
意
識
の
階
層
差
の
実
態

目。

階
層
意
識
研
究
の
再
構
成

118 

次

第
二
部
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程

目'" 

第
六
章

青
少
年
の
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
の
分
析
枠
組

:
:
:
j
i
-
-
-
j
m



四

分
析
視
野
の
転
換

130 

社
会
的
態
度
の
形
成
要
因
の
分
類

131 

第

次
青
少
年
調
査
の
実
施

139 

第
七
章

干土
メう、

lE 
親能

雪葺
互の
商世
の i-1:;
相関
盟関
器係

143 

分
析
設
計
と
サ
ン
プ
Jレ
の
特
性

143 

干士
A 
A 

的

震
の
親
子

者
の
相
関
関
係

l時

現
代
日
本
社
会

お
け
る
杜
A、
Z三

的
背医

度
の
世
代
間
関
係

154 

第
八
章

干士
A 
A 

l的
夏能

回毎
帰安

手返
ル成
年要
よ因
る
測

干

I伍

学
校
教
育
の
諸
条
件
の
測
定

l伍

何
が
ど
れ
だ
け
効
果
を
も
っ
て
い
る
の
か
ヮ
，
a

a

-

-

-

:

:

・:
:
j
i
-
-
・:・
i
・e
・-・・:・・:・

m

第
九
章

社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
j
i
-
-
i
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
j
i
-
-
・

:

:

・

似

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
因
果
モ
デ
ル
|

作
業
仮
説
の
再
構
成

l恒

青
少
年
の
杜
t、
A 

的
肯旨

度
の
形
成
過
程

191 

学
校
教
育

よ
る
社
b、
ヱミ

意
識
形
成

2佃
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52 
会文
い11:
i!的
2!!? 
高揚
力!
と:
適 i
用:
範:
囲:
の:
iJ!IJ 

干:

宜盟

文
化
的
再
生
産
論
と
階
層
・
移
動
研
究

j

i

-

-
・

:
j
i
-
-
:
・
・
・

:
j
i
-
-
m

言
語
能
力
に
よ
る
文
化
的
再
生
産
の
分
析
枠
組
・

:
:
i
j
i
-
-
:
:
・
:
:
:
:
:
・
・
:
・
;
-
m

現
代
日
本
社
会

お
け
る
文
化
的
再
生
産
論
の
「

磁
界
」

215 

第
十
一
章

学
校
教
育
と
戦
後
日
本
の
社
会
意
識
の
民
主
化
・
:
・
・
j
i
-
-
-
-
-
-
m

戦
後
日
本
の
社
会
意
識
の
民
主
化
:
:
:
・
・
:
:
:
j
i
-
-
:

・:・・
j
a
-
-
-
-
-
-
m

社
会
意
識
の
民
主
化
と
そ
の
指
標
・
:
:
:
:
:
:
・
:
j
i
-
-
・
・
・
・

:
j
i
-
-
-
m

教
育
年
数
と
権
威
主
義
的
態
度
の
「
剥
奪
効
果
」

:
:
j
i
-
-
:
:
i
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
m

四

教
育
制
度
の
新

!日
と
権
威
主
義
的
態
度

m 

五

学
校
教
育
と
社
会
意
識
形
成

m 

終

章

現
代
日
本
の
社
A 
Z実

意
識
論
の
磁
界

剖l

社
会
意
識
の
形
成
過
程
の
系
統
的
整
理

担l

学
校
教
育
と
社
メ'-
E 

意
識
の
形
成

担8

〆。、
寸

後
の
課
題
と
展
望

耳4

次目

補

遺

「
青
少
年
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
」

の
概
要
:EE--EE--::

・
:
j
i
-
-
:・:翻

>x 

実
施
の
背
景

澗



x 

対
象
サ
ン
プ
Jレ
と
調
査
設
計

2日

サ
ン
プ
)v 
の
特
性
と
実
施
期
間

回
収
法

盟7

あ
と
が
き

文
献
一
覧

事
項
索
引
/
人
名
索
引



序

章

社
会
意
識
論
再
考

現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
社
会
意
識
論

社
会
意
訟
と
社
会
意
識
論

「
現
代
日
本
社
会
」
と
い
う
言
葉
に
ど
の
程
度
の
時
間
的
な
範
囲
を
も
た
せ
て
用
い
る
の
か
を
一
義
的
に
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
日
本
社
会
の
現
状
と
い
う
意
味
で
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
は
、
昭
和
か
ら
平
成
へ
、
あ
る
い
は
一
九
八

0
年
代
か
ら

九
0
年
代
へ
、
と
い
う
変
遷
を
ひ
と
つ
の
時
代
の
転
機
と
み
て
、
社
会
の
様
々
な
変
化
を
論
じ
る
風
潮
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
風
潮
に
手
放
し
で
同
調
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
だ
が
、
高
度
情
報
化
、
国
際
化
、
高
齢
化
、
環
境
問
題
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
な
ど
の
事
象
が
、
社
会
科
学
者
に
よ
っ
て
予
兆
と
し
て
語
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
日
常
の
生
活
世
界
で
わ
れ
わ
れ
が
体
験
し
う
る
、

社
会
的
な
出
来
事
と
し
て
急
速
に
立
ち
現
れ
始
め
た
の
は
、
お
お
よ
そ
こ
の
時
期
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
現
状
を

ふ
ま
え
て
、
本
書
で
は
現
代
日
本
社
会
と
い
う
言
葉
で
こ
の
一

O
年
ほ
ど
の
日
本
社
会
を
意
味
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
し
以
下
で

は
、
こ
の
現
代
日
本
社
会
の
相
対
的
な
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
現
状
に
至
る
ま
で
の
直
近
の
日
本
社
会
の
変
動
を
検
討
し
て
、
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現
代
日
本
社
会
の
時
系
列
上
の
位
置
を
把
握
す
る
よ
う
に
努
め
る
。
ま
た
欧
米
の
先
行
研
究
や
比
較
デ
ー
タ
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
を
導

入
し
て
、
現
代
日
本
社
会
の
国
際
比
較
上
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
も
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
本
書
は
最
終
的

に
は
あ
く
ま
で
現
代
日
本
社
会
の
社
会
意
識
研
究
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
付
言
し
て
お
け
ば
、
私
自
身
が
自
信
を
も
っ
て
当
該
社
会

の
構
成
員
と
し
て
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
語
り
う
る
の
も
、
多
少
の
社
会
学
的
な
知
識
と
関
心
を
も
っ
て
日
本
社
会
を
見
て
き
た
こ
の
十
年

余
り
の
こ
と
で
あ
る
。

き
て
、
「
|
社
会
意
識
論
の
磁
界
!
」
と
い
う
副
題
が
一
示
す
と
お
り
、
私
は
本
書
の
分
析
視
座
が
社
会
意
識
論
の
分
野
に
属
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
「
社
会
意
識
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
、
「
社
会
意
識
論
」
と
は
ど
の
よ
う
な
分
野
で
あ
る
べ
き
な
の
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
本
書
に
お
け
る
解
釈
を
は
じ
め
に
明
確
に
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

社
会
意
識
と
は
、
広
い
意
味
で
は
「
あ
る
社
会
集
団
の
成
員
に
共
有
さ
れ
て
い
る
意
識
」
(
見
田
宗
介
ロ
由
選

5
己
)
で
あ
り
、
「
さ

ま
ざ
ま
な
階
級
・
階
層
・
民
族
・
世
代
そ
の
他
の
社
会
集
団
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
諸
条
件
に
規
定
さ
れ
つ
つ
形
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

(存
市在
占諸
条
と ι

5是
zzfg 。ヨす
だ K

22 
ロい
E !さ
る且
，草

おZ
*た
吉宮
社苧
会 ζ

暗し
かて
五f1
2守
主1
皇2
傾し
向て
をの
1]k 司

っ精
際神
の岡
概諸
念過
を程
遺と
漏諸
な形
〈象
包で
括あ
しる
、」

整
理
す
る
目
的
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
現
代
社
会
の

O
O問
題
、

0
0事
象
と
い
う
よ
う
な
、
個
別
の
分
析
対
象
を
念
頭
に
お

い
た
、
具
体
的
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
「
社
会
意
識
」
そ
の
も
の
を
分
析
概
念
と
し
て
実
質
的
研
究
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
実
際
に
は
人
々
の
心
理
的
諸
傾
向
に
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
の
関
心
と
理
解
の
様
式
を
付
与
し
た
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
社
会

心
理
、

エ
ー
ト
ス
、
社
会
的
性
格
、
心
性
、
価
値
意
識
、
態
度
、
志
向
性
な
ど
の
社
会
意
識
の
下
位
概
念
が
用
い
ら
れ
る
研
究
が
圧
倒

的
に
多
い
の
で
あ
る
(
富
島
喬

E
g
u
]
)
。

ま
た
社
会
学
の
一
分
野
の
名
称
で
あ
る
社
会
意
識
論
は
「
社
会
意
識
の
構
造
と
機
能
、
そ
の
形
成
と
展
開
と
止
揚
の
過
程
を
、
経
験

的
か
つ
理
論
的
に
研
究
す
る
こ
と
を
そ
の
課
題
と
し
て
い
る
」
(
見
回
[
前
掲
書
二

215N])
分
野
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
定
義
か



ら
も
‘
『
岨
明
神
的
鮒
過
税
と
叫
州
形
象
」
に
つ
い
て
の
「
経
験
的
か
つ
別
論
的
」
な
あ
ら
ゆ
る
研
究
が
村
会
意
織
論
に
合
ま
れ
う
る
こ
と

が
わ
か
る
。
し
か
し
こ
れ
も
領
域
の
外
延
を
確
定
す
る
目
的
で
な
さ
れ
た
広
い
定
義
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
他
の
研
究
分
野
と
の
重

複
を
許
容
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
も
そ
も
社
会
的
事
象
を
主
体
(
心
理
)
的
な
要
因
に
注
目
し
て
検
討
す
る
方
法
は
、
社
会
学
の
最
も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ア
プ
ロ

ー
チ
の
ひ
と
つ
な
の
で
、
政
治
、
教
育
、
家
族
、
性
、
組
織
、
運
動
、
宗
教
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
個
別
の
分
野
に
お
い

て
、
前
述
の
定
義
に
適
う
研
究
は
数
多
く
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
高
学
歴
化
、
核
家
族
化
、
女
性
の
社
会
参
加
、

新
・
新
宗
教
へ
の
帰
依
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
、
住
民
運
動
や
政
治
運
動
、
政
党
支
持
傾
向
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
間

の
摩
擦
・
障
壁
:
な
ど
と
い
っ
た
表
出
し
た
個
別
の
社
会
事
象
を
、
主
体
(
心
理
)
的
な
動
因
か
ら
解
明
す
る
目
的
で
行
な
わ
れ
る

研
究
で
あ
る
。
だ
が
、
政
治
に
つ
い
て
の
意
識
研
究
は
副
次
的
に
は
社
会
意
識
論
で
あ
り
う
る
が
、
第
一
義
的
に
は
あ
く
ま
で
政
治
社

会
学
で
あ
る
し
、
家
族
に
つ
い
て
の
意
識
研
究
も
社
会
意
識
論
で
あ
り
う
る
が
、
第
一
義
的
に
は
あ
く
ま
で
家
族
社
会
学
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
研
究
で
あ
る
。
要
す
る
に
こ
う
し
た
研
究
は
、
必
ず
し
も
社
会
意
識
論
と
し
て
の
積
極
的
な
自

覚
を
も
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
前
述
の
定
義
で
は
、
方
法
に
つ
い
て
も
「
経
験
的
か
つ
理
論
的
に
研

究
す
る
」
と
い
う
緩
や
か
な
限
定
が
あ
る
の
み
で
、
計
量
的
な
方
法
を
は
じ
め
、
テ
キ
ス
ト
分
析
・
会
話
分
析
や
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ

1
、

社会意識論再考

参
与
観
察
な
ど
の
質
的
デ
ー
タ
の
解
釈
・
検
討
か
ら
、
社
会
史
研
究
に
お
け
る
心
性
の
分
析
、
あ
る
い
は
社
会
シ
ス
テ
ム
論
の
一
部
に

至
る
ま
で
、
か
な
り
広
範
な
分
野
に
お
け
る
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
研
究
を
社
会
意
識
論
に
含
み
込
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
一
方
で
は
、
現
代
思
想
や
日
本
文
化
論
、
あ
る
い
は
社
会
心
理
学
な
ど
の
隣
接
分
野
と
の
異
同
も
明
確
で
は
な
く
、
社
会
意

重量

識
論
に
固
有
の
課
題
や
論
点
、
そ
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

序3 
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社
会
意
識
の
「
磁
界
」
の
測
量

そ
れ
で
は
い
っ
た
い
社
会
意
識
論
に
固
有
の
課
題
は
何
な
の
か
、
そ
し
て
本
書
で
は
い
か
な
る
方
法
で
そ
の
課
題
に
取
り
組
め
ば
よ

い
の
か
、
と
い
う
聞
い
が
あ
ら
た
め
て
た
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
前
者
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
結
論
か
ら
い
え
ば
私
は
、
社
会
意
識
論
の
固
有
の
課
題
は
、
当
該
社
会
に
底
通
す
る
心
理
的
諸
傾

向
の
社
会
的
な
「
磁
界
」
を
測
量
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
。
社
会
学
の
個
々
の
領
域
で
扱
わ
れ
る
事
象
に
は
、
確
か
に
そ

の
事
象
に
固
有
の
社
会
学
的
な
環
境
や
問
題
設
定
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
研
究
が
蓄
積
さ
れ
、
議
論
が
深
化
し
て
い
る
。
し
か

し
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
象
に
は
当
該
社
会
で
あ
る
現
代
日
本
社
会
の
社
会
意
識
の
特
性
が
、
共
通
の
「
磁
界
」
と
し
て
は
た
ら
い

て
い
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
家
族
形
態
に
も
、
女
性
の
就
労
行
動
に
も
、

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
と
の
関
係
に
も
、
宗
教
的
行
動
に
も
、
政
治
的
行
動
に
も
、
す
べ
て
に
底
通
す
る
現
代
日
本
社
会
特
有
の
社
会
意
識
の
「
磁
界
」

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
社
会
意
識
の
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
あ
た
る
部
分
の
性
質
を
解
明
し
て
い
く

こ
と
が
、
社
会
意
識
論
の
固
有
の
課
題
で
あ
る
と
本
書
で
は
考
え
た
い
。

た
だ
し
こ
こ
で
「
磁
界
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
い
る
も
の
は
、
い
わ
ば
現
代
日
本
社
会
の
思
想
・
文
化
的
背
景
全
体
の
特
性
で

あ
り
、
定
洋
と
し
た
実
体
で
あ
る
。

一
方
、
本
書
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
広
大
な
対
象
領
域
の
う
ち
の
、

い
く
つ
か
の
要

所
に
お
け
る
精
密
で
は
あ
る
が
部
分
的
な
測
量
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
個
別
社
会
事
象
の
動
因
と
し
て
の
心
理
的
諸
傾
向
で
は
な
く
、
全

体
社
会
の
意
識
の
特
性
を
把
握
す
る
意
図
で
導
き
出
さ
れ
る
知
見
は
、
特
定
の
形
を
切
り
出
す
た
め
の
特
殊
な
刃
物
で
は
な
く
、
何
で

も
切
れ
る
が
何
を
切
る
に
も
使
い
勝
手
の
悪
い
刃
物
に
た
と
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
以
下
の

各
章
で
展
開
す
る
研
究
か
ら
判
読
さ
れ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
、
つ
し
た
限
界
も
、
本
書
に
お
け
る
課
題
設
定
を
社
会
意
識
の
構
造

と
機
能
の
解
明
で
は
な
く
、
社
会
意
識
の
「
磁
界
」
の
測
量
と
す
る
こ
と
の
合
意
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。



社
会
意
箇
箇
の
方
法

次
に
社
会
意
識
論
の
方
法
に
つ
い
て
本
書
の
立
場
を
示
し
て
お
こ
う
。
見
回
は
日
本
の
社
会
学
に
こ
の
術
語
を
位
置
づ
け
る
に
あ
た

っ
て
、
前
述
し
た
広
範
な
研
究
領
域
の
確
定
と
並
立
し
て
、
対
象
と
方
法
に
つ
い
て
さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
次
の
よ
う
な
規
定
を
付
記
し

て
い
る
。

「
(
社
会
意
識
論
と
は
)
社
会
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
被
規
定
性
と
主
体
性

l
l歴
史
の
必
然
と
人
聞
の
自
由
1
1の
弁
証
法

的
に
交
錯
す
る
現
実
の
深
部
の
構
造
を
、
実
証
科
学
の
武
器
を
も
っ
て
閉
塞
す
る
企
て
(
で
あ
る
。
)
」
(
同
上
、
括
弧
内
は
引
用
者
)

こ
の
方
針
規
定
の
前
半
は
、
当
該
社
会
シ
ス
テ
ム
に
行
為
主
体
を
ど
の
よ
う
に
定
位
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
「
物
質
的
社

会
関
係
」
と
「
社
会
意
識
諸
形
態
」
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
以
来
の
理
解
の
様
式
へ
の
思
い
入
れ
を
指
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
発
想
が

社
会
意
識
論
の
基
調
を
奏
で
て
い
た
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
後
半
部
分
の
「
実
証

科
学
の
武
器
を
も
っ
て
閉
塞
す
る
」
と
い
う
言
明
で
あ
る
。
実
証
科
学
と
い
う
言
葉
の
解
釈
に
も
よ
る
が
、
私
は
こ
こ
に
、
社
会
意
識

論
の
方
法
と
し
て
計
量
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
認
め
ら
れ
た
意
義
と
、
こ
の
方
法
に
対
す
る
本
来
の
「
期
待
」
を
汲
み
取
り
た
い
。
そ
し
て

杜会意曲論再考

全
体
社
会
に
お
け
る
社
会
意
識
の
「
磁
界
」
を
測
量
す
る
と
い
う
本
書
の
研
究
課
題
を
加
味
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
実
証
科
学
の
武

器
」
の
筆
頭
と
し
て
は
、
ま
ず
も
っ
て
社
会
調
査
デ
ー
タ
の
計
量
分
析
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
社
会
意
識
論
の
方

針
規
定
は
、
見
回
自
身
よ
り
も
む
し
ろ
宮
島
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
お
り
、
彼
は
社
会
意
識
論
の
方
法
に
関
し
て
次
の
よ
う

章

に
述
べ
て
い
る
。

序5 

「
社
会
意
識
の
実
体
的
な
担
い
手
は
個
人
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
実
際
上
、
個
人
に
焦
点
を
あ
わ
せ
た
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い
わ
ば
微
分
的
な
研
究
な
く
し
て
、
社
会
意
識
の
機
能
化
や
変
動
の
過
程
を
じ
?
っ
ぷ
ん
に
跡
づ
け
る
こ
と
も
む
ず
か
し
い
。
そ

こ
か
ら
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
方
法
上
の
要
請
が
う
ま
れ
て
く
る
。
第
一
に
、
所
与
の
社
会
意
識
が
個
々
人
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
い
か
な
る

欲
求
や
価
値
意
識
に
対
応
し
て
い
る
か
、
ま
た
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

第
二
に
、
社
会
意
識
が
、
逆
に
、
個
々
人
の
欲
求
や
価
値
意
識
に
ど
の
よ
う
な
規
制
的
作
用
を
お
よ
ぼ
す
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
。
じ
じ
っ
、
こ
う
し
た
要
請
に
も
と
づ
き
、
社
会
意
識
研
究
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
社
会
心
理
学
的
方
法
を
用
い
て
き
た
の
で
あ
っ

た
。
」
(
宮
島
[
戸

g
u
s，E])

日
本
の
社
会
学
に
定
位
さ
れ
た
当
初
、
社
会
意
識
論
は
こ
う
し
た
方
針
に
従
っ
て
、
実
証
的
な
研
究
を
着
実
に
蓄
積
し

て
い
く
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
日
本
の
社
会
学
に
お
い
て
社
会
意
識
論
を
積
極
的
に
標
祷

す
る
研
究
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
で
計
量
的
な
方
法
を
用
い
た
社
会
意
識
論
に
さ
ら
に
絞
り
込
む
と
、
そ
の
数
は

意
外
な
ほ
ど
少
な
い
。
確
か
に
見
回
や
宮
島
は
こ
の
分
野
に
つ
い
て
丹
念
に
理
論
的
な
整
理
(
見
回
[
前
掲
書
]
、
宮
島
[
前
掲
書
]
)
を

行
な
っ
て
い
る
し
、
田
中
義
久

[HS巴
や
高
橋
徹
[
右
∞
叶
]
の
理
論
研
究
も
社
会
意
識
論
の
一
角
を
構
成
し
て
い
る
(
見
回
・
山
本
泰

以
上
か
ら
、

-
佐
藤
健
二
[
同
事
印
]
)
。
し
か
し
「
実
証
科
学
の
武
器
を
も
っ
て
閉
塞
す
る
企
て
」
と
い
う
高
ら
か
な
言
明
に
十
分
応
え
う
る
研
究
は
、

そ
の
後
に
数
多
く
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
よ
う
に
み
え
る
。
事
実
、

一
九
九

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は

日
本
国
内
の
学
術

雑
誌
で
社
会
意
識
論
の
特
集
が
組
ま
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
社
会
学
関
連
の
学
会
大
会
で
も
、
「
社
会
意
識
」
に
関
す
る
部
会
は
ほ

〈

Z
)

と
ん
ど
存
立
し
て
い
な
い
状
況
仁
あ
る
。
と
り
わ
け
、
そ
の
本
流
と
目
さ
れ
る
社
会
全
体
の
意
識
の
「
磁
界
」
を
対
象
と
し
た
「
社
会

心
理
学
的
」
な
研
究
は
、
統
計
数
理
研
究
所
の
「
日
本
人
の
国
民
性
」
に
関
す
る
継
続
研
究
や
、
各
種
の
「
世
論
調
査
」
の
記
述
的
報

告
を
除
く
と
、
数
え
る
ほ
ど
し
か
行
な
わ
れ
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。



花
の

ま
た
他
方
で
は
、
類
似
・
重
複
す
る
対
象
に
つ
い
て
「
文
化
の
社
会
学
」
と
い
う
術
語
が
そ
の
後
「
発
明
」
さ
れ
、
そ
れ
が
広
く
普

及
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
計
量
的
な
社
会
意
識
論
の
凋
落
は
、

一
九
九

0
年
代
に
入
っ
て
、

い
っ
そ
う
鮮
明
な
も
の
と
な
っ
た
よ
う
に

も
感
じ
ら
れ
る
。
文
化
の
社
会
学
は
社
会
意
識
論
と
同
じ
く
、
当
該
全
体
社
会
の
特
性
を
見
据
え
て
、
行
為
主
体
の
在
り
方
を
問
、
つ
分

野
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
分
野
で
は
実
践
(
プ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
)
へ
の
強
い
関
心
か
ら
、
視
点
を
意
識
に
留
め
る
こ
と
な
く
、
行
為
と
し

て
表
出
し
た
文
化
現
象
や
潜
在
す
る
性
向
、
例
え
ば
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
や
ハ
ピ
ト
ゥ
ス
に
ま
で
拡
げ
、
意
識
論
で
は
な
く
文
化
論
と

し
て
研
究
が
展
開
さ
れ
る
(
宮
島
編

[HS印
]
)
。
確
か
に
こ
う
し
た
観
点
に
よ
っ
て
、
社
会
集
団
聞
の
文
化
対
立
・
障
壁
の
構
造
や
文

化
的
再
生
産
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
論
じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
文
化
の
社
会
学
で
は
、
集
合

感
情
や
集
合
意
識
な
ど
と
し
て
扱
わ
れ
る
、
社
会
意
識
の
社
会
的
事
実
と
し
て
の
機
能
に
よ
り
強
い
関
心
を
お
く
た
め
、
方
法
論
的
集

合
主
義
に
傾
斜
し
た
立
場
が
と
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
質
的
あ
る
い
は
思
弁
的
、

つ
ま
り
は
「
非
」
計
量
的
ア
プ
ロ

ー
チ
に
社
会
学
的
想
像
力
の
源
泉
を
求
め
る
場
合
が
多
い
。

社会意融輪再考

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
方
法
と
領
域
に
つ
い
て
の
自
由
度
の
高
さ
ゆ
え
か
、
文
化
の
社
会
学
に
自
ら
の
研
究
を
帰
属
さ
せ
る
研
究
者
は

近
年
、
明
ら
か
に
増
え
つ
つ
あ
る
。
実
際
、
見
回
や
宮
島
も
現
在
で
は
自
ら
の
最
近
の
研
究
を
、
社
会
意
識
論
で
は
な
く
、
文
化
の
社

会
学
に
位
置
付
け
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
近
年
で
は
、
前
述
し
た
領
域
確
定
概
念
と
し
て
の
社
会
意
識
論
の
役
割
は
、
類
似
し

章

た
課
題
に
異
な
っ
た
視
点
と
方
法
で
取
り
組
む
文
化
の
社
会
学
に
よ
っ
て
、
事
実
上
と
っ
て
替
わ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
。

一
方
、
社
会
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
て
行
な
わ
れ
る
、
諸
個
人
の
「
微
分
的
な
」
意
識
傾
向
の
総
和
に
よ
る
全
体
社
会
の
把
握
に
は
、

意
識
の
様
態
を
鳥
雌
的
か
っ
「
(
実
証
的
な
判
断
基
準
で
い
え
ば
)
正
確
」
に
把
握
で
き
る
と
い
う
他
に
代
え
難
い
特
長
が
あ
る
。
た

序

だ
し
方
法
論
的
個
人
主
義
の
限
界
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
お
り
、
外
在
的
な
社
会
的
事
実
と
し
て
の
社
会
意
識
の
機
能
を
把
握
し

7 

き
れ
な
い
と
い
う
限
界
か
ら
は
逃
れ
え
な
い
。
そ
の
た
め
わ
れ
わ
れ
研
究
者
は
、
計
量
的
な
社
会
意
識
研
究
を
展
開
す
る
際
に
は
、
そ
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の
特
長
と
と
も
に
、
常
に
こ
の
限
界
も
考
慮
し
な
が
ら
議
論
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
集
団
聞
の
意
識
・
文
化
の
差
異
・

多
様
性
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
対
立
・
障
壁
の
潜
在
的
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
実
践
の
構
図
を
計
量
的
手
法
で
解
明
す
る
に
は
、
機
動
性
と

い
う
面
で
限
界
が
あ
る
こ
と
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

的
)だ

方が
法
を翻
用つ
いて
た考

斐さ
A ，し
意ぼ
識社
研会
究音
と識
し論

Z阜
相花
対 m

E益
要事
d 2 
t持
つ H

よそちつ

自主て

哲暫
し子
~. 

Eそ
みさ
るれ
こな
~ "、
がが

E計
る量
の的
で(
は社
な会
u、'L'、
だ理
ろ学

う
か
。
ま
た
本
書
で
展
開
す
る
よ
う
な
地
道
な
計
量
研
究
に
、
「
文
化
」
と
い
う
文
字
を
冠
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
あ

ま
り
に
も
荷
が
重
す
ぎ
る
よ
う
に
も
実
感
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
現
在
、
双
方
の
分
野
の
特
性
と
差
異
に
基
づ
い
て
、
文
化
の
杜
会
学
と
社
会
意
識
論
は
有
機
的
分
業
を
想
定
し
う
る
状
況

に
あ
る
と
私
見
で
は
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
示
し
た
分
類
は
、
見
回
[
H

曲
目
印
]
と
安
田
三
郎
[
同

20]
の
聞
で
論
争
が

交
わ
さ
れ
た
、
数
量
的
デ
ー
タ
と
「
質
的
」
な
デ
ー
タ
の
扱
い
方
を
め
ぐ
る
方
法
論
上
・
解
釈
上
の
旧
来
か
ら
の
争
点
を
、
社
会
意
識

(
3〉

論
と
文
化
の
社
会
学
の
分
類
境
界
に
シ
フ
ト
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
判
断
に
基
づ
い
て
本
書
で
は
、
社
会
意
識
論
の
主
た
る
方
法
を
計
量
的
(
社
会
心
理
学
的
)
な
も
の
に
限
定
し
て
扱
う

立
場
を
と
り
、
そ
の
う
え
で
本
書
で
展
開
さ
れ
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
社
会
意
識
論
を
積
極
的
に
標
祷
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
は

い
く
ぶ
ん
偏
っ
た
解
釈
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

い
わ
ば
主
の
移
っ
た
後
の
「
空
き
家
」
同
然
と
な
っ
て
い
る

こ
の
分
野
を
、
積
極
的
に
継
承
・
再
建
す
る
た
め
の
論
理
と
し
て
は
一
定
の
意
義
を
見
出
し
う
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、

二
十
年
前
に
見
田
に
よ
っ
て
預
言
さ
れ
た
「
実
証
科
学
の
武
器
」
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
性
能
の
飛
躍
的
な
向
上
と
、
共
分
散
構
造

方
程
式
モ
デ
ル
に
代
表
さ
れ
る
新
た
な
統
計
的
手
法
の
開
発
と
普
及
に
よ
っ
て
、

一
九
九

0
年
代
以
降
そ
の
威
力
を
急
速
に
増
し
、
よ

う
や
く
社
会
意
識
の
自
由
な
「
開
撃
」
の
企
て
に
堪
え
る
程
に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
社
会
構
造
(
社
会
的
存

在
)
と
社
会
意
識
の
関
連
を
解
明
す
る
研
究
で
あ
れ
ば
、
も
は
や
マ
ル
ク
ス
以
来
の
格
式
あ
る
理
解
の
様
式
に
必
要
以
上
に
固
執
す
る



切
と
も
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か

城
戸
・
杉
の
社
会
意
識
研
究

「
社
会
意
醤
の
構
造
」
論
文

そ
れ
で
は
社
会
意
識
論
で
は
具
体
的
に
は
い
か
な
る
テ
!
?
を
、
ど
の
よ
う
に
検
討
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点
に
つ

い
て
の
本
書
の
立
場
を
も
う
少
し
具
体
的
に
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
こ
で
社
会
意
識
の
計
量
研
究
と
し
て
、
私
自
身
が
ど
の
よ
う
な

ス
タ
イ
ル
の
研
究
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
を
、

日
本
社
会
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
先
行
研
究
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

し
た
い
。

戦
後
日
本
社
会
を
対
象
と
し
た
社
会
意
識
の
計
量
分
析
の
先
駆
的
研
究
に
、
城
戸
浩
太
郎
、
杉
政
孝
の
研
究
報
告
「
社
会
意
識
の
構

造
」
(
城
戸
・
杉

[HS恥
]
)
が
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
大
衆
社
会
論
の
テ
1
7
と
、
分
析
手
法
と
し
て
の
重
回
帰
分
析
を
日
本
の
社
会

意
識
研
究
に
は
じ
め
て
導
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
見
回
や
宮
島
が
典
型
的
な
社
会
意
識
論
と
み
な
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ

う
に
、
問
題
設
定
、
方
法
の
両
面
に
お
い
て
日
本
の
社
会
意
識
論
の
「
本
流
の
水
源
」
と
解
釈
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

社会意識論再考

こ
の
研
究
の
時
点
で
は
、
戦
後
日
本
の
社
会
意
識
論
に
は
衆
目
の
一
致
す
る
論
点
が
存
在
し
て
い
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
そ
れ
は
、

戦
後
日
本
の
社
会
意
識
の
伝
統
性
と
近
代
性
の
重
層
構
造
や
相
克
の
様
態
の
解
明
で
あ
る
。
そ
し
て
伝
統
性
(
「
旧
意
識
」
、
「
伝
統
的

エ
ト
ス
」
)
と
近
代
性
(
戦
後
民
主
主
義
の
理
念
)
を
両
極
と
し
て
構
成
さ
れ
る
伝
統

l
近
代
の
分
析
基
軸
は
、
後
述
す
る
社
会
意
識

重軽

の
階
層
差
と
と
も
に
、
以
後
の
社
会
意
識
論
の
重
要
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
は
じ
め
に
こ
の
論
点
に
基
づ
い
て
、
「
伝
統

序

的
価
値
に
絡
み
つ
く
権
威
主
義
的
態
度
」
と
、
戦
後
活
発
化
し
た
「
社
会
主
義
的
問
題
解
決
へ
の
志
向
を
中
心
と
す
る
政
治
・
経
済
的

9 

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

の
二
つ
の
社
会
的
態
度
を
測
定
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
権
威
主
義
的
態
度
は
、
「
本
質
的
に
権
威
主
義
的
で
あ
っ
た
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伝
統
的
価
値
態
度
体
系
へ
の
志
向
を
態
度
測
定
尺
度
で
測
定
す
る
た
め
に
、
ア
ド
ル
ノ
等
に
よ
っ
て
権
威
主
義
的
性
格
構
造
の
主
要
特

性
と
し
て
数
え
ら
れ
る
諸
特
徴
の
枠
の
中
に
、
日
本
的
な
伝
統
的
価
値
・
態
度
体
系
の
特
性
を
投
げ
込
み
」
[
同
論
文
二
叶
]
構
成
さ
れ

た
も
の
で
、

A
Z
E
F
o
E
Z
E
)
ス
ケ
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、
研
究
上
の
信
念
と
し
て
不
可
欠
の
概
念
で
あ
っ
た
社
会
主
義
的
な

問
題
解
決
へ
の
志
向
は
、
同
じ
よ
う
な
方
法
で
O
(
O宮
言
。
己
ス
ケ
ー
ル
と
し
て
測
定
さ
れ
、
こ
の
二
つ
の
目
的
概
念
が
、
ど
の
よ
う

な
社
会
的
要
因
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
の
か
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
態
度
形
成
に
関
す
る
複
数
の
社
会
的
要
因
を
探
索
す

る
計
量
分
析
の
結
果
、
彼
ら
が
予
断
的
に
仮
定
し
た
、
権
威
主
義
的
で
あ
れ
ば
保
守
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
ち
、
反
権
威
主
義

的

(
H
民
主
主
義
的
)
で
あ
れ
ば
社
会
主
義
的
問
題
解
決
を
志
向
す
る
と
い
う
予
測
に
つ
い
て
、
「
A
ス
ケ
ー
ル
に
お
け
る
反
権
威
主

義
的
傾
向
と

O
ス
ケ
ー
ル
に
お
け
る
社
会
主
義
的
傾
向
と
は
必
ず
し
も
相
関
し
あ
わ
な
い
異
質
的
な
次
元
を
つ
く
っ
て
い
る
」
[
同
論

文
一
率
]
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
論
理
が
「
職
人
」
な
ど
の
一
部
の
階
層
に
お
い
て
部
分
的
に
し
か
あ
て
は
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

謙
虚
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

本
書
に
も
た
ら
す
研
究
指
針

こ
の
論
文
か
ら
は
本
書
で
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る
議
論
に
関
し
て
、
三
つ
の
示
唆
的
な
点
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
第

一
は
、
社
会
意
識
を
研
究
す
る
う
え
で
の
関
心
と
、
問
題
を
捉
え
る
糸
口
で
あ
る
。
彼
ら
の
研
究
は
、
大
衆
社
会
論
の
論
点
を
問
題
関

心
と
し
て
い
る
。
大
衆
社
会
論
と
は
、
「
同
一
の
焦
点
に
対
し
て
社
会
の
メ
ン
バ
ー
が
個
々
ば
ら
ば
ら
に
、
し
か
し
多
か
れ
少
な
か
れ

類
似
し
た
や
り
方
で
対
応
す
る
社
会
」
(
梶
田
孝
道

[
H
S
ω
]
)
と
し
て
当
該
社
会
を
捉
え
る
見
方
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
社
会
に
画
一
性

を
も
た
ら
す
大
衆
社
会
の
構
造
的
基
盤
(
大
衆
伝
達
、
中
間
集
団
の
喪
失
、

エ
リ
ー
ト
支
配
、
均
一
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
大
量
供
給
な

ど
)
と
対
応
し
た
、
市
民
H
大
衆
の
心
理
的
基
盤
(
不
安
感
、
孤
独
感
、
向
調
性
、
無
関
心
、
権
威
主
義
)
が
、
近
代
産
業
社
会
に
固

有
の
社
会
病
理
を
生
起
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
近
代
社
会
の
構
造
的
な
問
題
点
や
病
理
的
な
社
会
現
象
を
論
じ
る
に
あ
た



っ
て
、
こ
う
し
た
市
民
H
大
衆
の
主
体
性
の
欠
如
の
啓
発
に
力
点
を
お
く
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
大
衆
社
会
論
は
、

当
該
全
体
社
会
に
お
け
る
、
市
民
H
大
衆
の
受
動
的
で
消
極
的
な
、
そ
し
て
同
時
に
均
質
で
画
一
的
な
生
活
条
件
や
心
理
状
態
に
注
目

〈

4
〕

す
る
分
野
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
彼
ら
の
論
文
は
こ
の
論
点
を
い
ち
は
や
く
日
本
社
会
に
紹
介
し
、
導
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
権
威

主
義
的
性
格
は
、
後
ほ
ど
詳
し
く
検
討
す
る
と
お
り
、
こ
の
大
衆
社
会
論
で
研
究
さ
れ
る
社
会
心
理
の
中
核
的
な
概
念
と
し
て
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
最
も
発
見
的
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
ま
た
彼
ら
が
、
こ
の
態
度
と
関
連
す
る
最
も
重
要
な
要
因

と
し
て
、
職
業
階
層
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
階
層
意
識
の
研
究
」
の
ス
タ
イ
ル
を
と
り
、
社
会
意
識
の
階
層
差
を
論
点
と
し
て
い

る
こ
と
も
、
本
書
に
対
し
て
の
重
要
な
糸
口
を
示
し
て
い
る
。

研
究さ
はら
安に
田第
が二
中点
心目
とは
な、
っこ
ての
精研
密究
に古宮
構正
成確
しな
た計
、量

日研
本究
での
最方
初法
のと
本社
格会
的学
な的
調不
査唆
T '" 1 両
夕立
(さ
安せ
田て
[い

8手
w " 
)い

をう
用こ
いと
てで
いあ
るる。。
同こ
時の

に
態
度
尺
度
に
よ
る
分
析
の
先
駆
的
研
究
で
あ
る
『
権
威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」

3
〉
骨

E
z
t
[
円。g])
に
お
け
る
社
会
心

理
学
的
な
方
法
と
概
念
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
適
合
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
態
度
尺
度
を
、
た
だ
鵜
呑

社会意融歯再考

み
に
す
る
か
た
ち
で
持
ち
込
ん
だ
の
で
は
な
く
、
日
本
社
会
に
お
い
て
は
権
威
主
義
的
態
度
は
伝
統
的
価
値
体
系
と
不
可
分
に
融
合
し

た
形
態
で
し
か
検
出
で
き
な
い
と
い
う
判
断
に
基
づ
い
て
、
後
に
「
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
」
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
以
降
の
日
本
社
会
に

お
け
る
権
威
主
義
研
究
の
基
調
と
な
る
概
念
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
研
究
を
端
緒
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
権
威
主
義
的
性

格
の
社
会
学
的
研
究
の
多
く
は
、
伝
統
近
代
の
分
析
基
軸
を
下
敷
き
に
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

宣告

当
該
社
会
の
実
態
を
適
切
に
把
握
し
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を
損
な
わ
な
い
、
切
れ
味
の
よ
い
操
作
概
念
を
構
成
し
た
と
い
、
つ
点
で
評
価
で
き

る
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
こ
と
が
彼
ら
の
研
究
に
、
社
会
心
理
学
の
単
な
る
一
研
究
論
文
で
は
な
く
、
当
該
社
会
の
固
有
の
問
題
に
つ
い

て
の
示
唆
に
富
ん
だ
、
(
社
会
学
的
な
)
社
会
意
識
論
と
し
て
の
意
義
を
与
え
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
民
o
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第
三
点
目
は
、
具
体
的
な
分
析
の
手
顕
で
あ
る
。
こ
の
研
究
で
は
複
数
の
質
問
項
目
か
ら
潜
在
的
な
社
会
的
態
度
を
構
成
す
る
手
法



" 

r・ら
れ
て
い
る

.
tぺ
そ

の
H
H晶
品
想
曲
叫
に
効
燥
を
且
ぽ
す
要
倒
と
し
く
ま
ず
鴫
犠
階
層
、
次
に
伊
哩
年
齢
1

生
活
純
度
と

い
う
‘
現
住
わ
れ
わ
れ
が
川
い
晶
、
そ
し
て
本
・
の
作
曲
早
に
お
け
る
研
兜
の
主
製
な
論
点
と
な
る
要
凶
に
絞
っ
て
餓
諭
が
行
な
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
「
事
実
を
測
定
す
る
』
と
い
う
関
心
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
態
度
傾
向
の
差
異
を
丁
寧
に
記
述

し
、
そ
の
う
え
で
「
仮
説
理
論
を
検
証
す
る
」
目
的
で
、
当
時
最
新
の
手
法
で
あ
っ
た
線
形
多
変
量
解
析
を
適
用
し
、
権
威
主
義
的
態

度
の
形
成
に
直
接
効
果
を
も
っ
社
会
的
要
因
を
検
討
し
て
い
る
。
現
在
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
こ
で
行
な
わ
れ
た
潜
在
概
念
の
測
定
、
概
念

聞
の
因
果
関
係
の
推
定
の
手
続
き
を
、
共
分
散
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
な
ど
に
よ
っ
て
一
瞬
に
し
て
解
明
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
基
本
的
な
手
続
き
の
骨
組
み
や
、
検
討
さ
れ
る
社
会
的
要
因
、
そ
し
て
何
よ
り
も
そ
の
分
析
者
と
し
て
の
感
性
に
は
、
や

は
り
社
会
意
識
論
の
典
型
と
し
て
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
で
彼
ら
の
研
究
は
、
現
代
日
本
の
社
会
意
識
論
の
展
開
に
有
益
な
示
唆
を
も
た
ら
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
す
で
に
ふ
れ
た
と
お
り
、
こ
の
研
究
の
方
針
を
継
承
す
る
よ
う
な
、
社
会
的
要
因
と
社
会
意
識
の
関
連
構
造
の
解
明
を
目

指
し
た
計
量
研
究
は
、
後
述
す
る
「
階
層
意
識
の
研
究
」
の
分
野
以
外
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ

る
。
こ
れ
は
主
た
る
研
究
分
担
者
で
あ
る
城
戸
が
夫
逝
し
た
こ
と
も
一
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
現
在
、
こ
の
論

文
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
四
五
年
が
経
通
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

社
会
意
識
の
正
確
な
測
定
・
多
元
的
精
級
化
・
系
統
的
整
理

当
該
社
会
の
多
様
化
・
複
雑
化

現
代
日
本
社
会
の
社
会
意
識
の
現
状
は
、
誰
の
目
に
も
複
雑
化
と
多
様
化
の
方
向
に
進
行
し
つ
つ
あ
る
と
み
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は

単
な
る
社
会
理
論
の
成
熟
や
高
度
化
で
は
な
く
、
社
会
学
に
全
く
関
心
を
も
た
な
い
普
通
の
人
々
の
皮
膚
感
覚
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
複



雑
化
で
あ
り
、
多
様
化
で
あ
る
。
社
会
の
現
状
を
説
得
力
を
も
っ
て
論
じ
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
社
会
学
は
、
こ
う
し
た
現
状
の
多
様

化
、
複
雑
化
に
歩
調
を
あ
わ
せ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
社
会
的
地
位
達
成
に
ご
く
簡
単
な
例
を
と
っ
て
み
よ
う
。
産
業
化
の
段
階
が
低
い
社
会
で
は
、
社
会
的
地
位

は
社
会
的
出
自
に
大
き
く
従
属
す
る
。
そ
こ
で
は
農
業
従
事
者
は
先
祖
伝
来
の
農
地
を
相
続
し
、
そ
の
農
地
を
維
持
し
な
が
ら
次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
る
だ
ろ
う
し
、
商
底
主
は
多
く
の
場
合
、
商
庖
主
と
し
て
生
ま
れ
、
商
底
主
を
目
指
し
て
育
ち
、
商
庖
主
に
な
り
、

商
庖
主
と
し
て
老
い
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
社
会
的
地
位
が
等
し
い
集
団
内
で
は
、
社
会
的
出
自
、
ラ
イ
7
・コ

ー
ス
、
生
活
構
造
な
ど
の
条
件
は
均
質
な
も
の
と
な
り
が
ち
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
極
め
て
単
純
な
階
層
構
造
の
記
述
(
す
な
わ
ち

「
農
業
従
事
者
」
、
「
商
庖
主
」
)
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
諸
個
人
の
社
会
的
地
位
は
、
教
育
機
会
・

教
育
達
成
、
職
歴
、
は
た
ま
た
諸
個
人
の
文
化
資
本
な
ど
様
々
な
要
因
の
相
互
関
連
に
基
づ
い
て
達
成
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し

て
同
時
に
、
非
労
働
的
場
面
に
お
け
る
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
も
多
様
化
し
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
要
因
の
関
連
構
造
に
つ
い
て

は
、
産
業
化
に
よ
る
構
造
変
動
に
起
因
す
る
生
年
世
代
間
の
社
会
状
況
の
格
差
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
現

京社会意識論再考

代
社
会
の
現
状
を
す
べ
て
考
慮
し
よ
う
と
す
る
と
、
社
会
的
属
性
の
記
述
は
、
た
と
え
ば
「
農
村
出
身
・
高
学
歴
・
壮
年
・
大
都
市
居

住
・
一
般
従
業
者
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
必
然
的
に
複
雑
化
、
多
元
化
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
従
来

な
ら
ば
あ
る
心
理
的
傾
向
を
説
明
す
る
場
合
に
、
「
A
と
い
う
心
理
的
傾
向
は

α
と
い
う
社
会
関
係
に
よ
っ
て
形
成
き
れ
る
」
と
い
う

説
明
要
因
と
目
的
概
念
の
一
対
一
の
シ
ン
プ
ル
な
関
連
の
命
題
で
表
現
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
「
A
と
い
う
心
理
的
傾
向
は

α
F
Y

・
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
」
と
い
う
、
多
数
の
社
会
的
要
因
を
絡
み
合
わ
せ
た
複
合
的
な
説
明
を
必
要
と
す
る
よ
う
に

(
6〉

な
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

13 序

も
う
ひ
と
つ
別
の
側
面
を
示
し
て
み
よ
う
。
社
会
意
識
の
傾
向
を
説
明
す
る
の
に
は

O
O性、

0
0傾
向
、

O
O志
向
と
い
う
言
葉

が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
の
他
に

O
O主
義
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
伝
統
主
義
、
近
代
主
義
、
保
守
主
義
、
集
団
主
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義
、
物
質
主
義

l
脱
物
質
主
義
、
あ
る
い
は
自
分
主
義
、
私
生
活
主
義
、

マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
:
:
な
ど
と
い
う
用
法
が
こ
れ
に
あ
た
り
、

根
元
的
で
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
社
会
意
識
の
基
軸
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
現
代
社
会
の
よ
う
に
社
会
意
識
の
現
状
が
多
様

化
、
複
雑
化
す
る
と
、
こ
う
し
た

O
O主
義
と
い
う
理
解
の
様
式
は
、
や
は
り
次
第
に
あ
て
は
ま
り
に
く
く
な
っ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
多
集
団
の
交
錯
を
は
じ
め
と
し
た
社
会
構
造
の
複
雑
化
に
伴
っ
て
、
全
体
社
会
の
根
元
的
で
一
般
性
を
も
っ
た
単
一
の
基
軸
を
見

出
す
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
戦
後
日
本
の
社
会
意
識
の
基
軸
と
し
て
一
貫
し
て
検
出
さ
れ
て
き
た
「
伝
統

ー
近
代
」
を
両
極
と
す
る
志
向
性
は
、

一
九
八

0
年
代
以
降
、
実
証
デ
ー
タ
か
ら
は
見
出
せ
な
く
な
っ
た
こ
と
が
相
次
い
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
(
林
知
己
夫

[-82、
綿
貫
譲
治
ロ
由
窓
]
)
。
伝
統
主
義

l
対
l
近
代
主
義
と
い
う
社
会
意
識
の
あ
ま
り
に
も
大
掴
み
な
分
析
軸

が
崩
壊
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一
元
的
な
分
析
軸
の
崩
壊
は
、
決
し
て
研
究
者
の
捉
え
方
の
変
化
で
は
な
く
、
社
会
意
識
の
現
状

が
実
際
に
一
元
的
な
も
の
か
ら
多
様
な
形
へ
と
変
化
し
た
事
実
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
多
様
化
、
複
雑
化
し
た
現
代
日
本
社
会
を
分
析
す
る
に
は
、
ま
ず
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
大
前
提
と
ま
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
現
実
の
捉
え
方
に
決
定
的
な
誤
認
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
展
開
さ
れ
る
理
論
に
説
得
力
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
で
あ
る
。
現
代
社
会
の
社
会
意
識
の
「
磁
界
」
を
で
き
る
だ
け
正
確
か
つ
的
確
に
測
量
し
な
け
れ
ば
、
引
き
続
く
分
析
・
解
釈
は

始
ま
り
ょ
う
が
な
い
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
正
確
な
把
握
が
う
ま
く
行
な
わ
れ
た
と
し
て
も
、
情
報
量
が
多
す
ぎ
る
と
単
な
る
記
述
に
留

ま
っ
て
し
ま
う
し
、
逆
に
あ
ま
り
簡
潔
す
ぎ
る
と
、
現
実
に
対
す
る
妥
当
性
が
損
な
わ
れ
る
。

そ
こ
で
研
究
者
は
、
「
説
明
力
は
不
十
分
だ
が
シ
ン
プ
ル
な
命
題
」
と
「
説
明
力
は
高
い
が
複
雑
な
命
題
」
の
問
の
ト
レ
ー
ド
・
オ

7
の
状
況
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
あ
ま
り
に
リ
ア
リ
テ
ィ
の
把
握
に
偏
重
し
す
ぎ
た
研
究
を
展
開
す
れ
ば
、
い
く
ら
正
確
に
当

該
社
会
の
現
状
を
「
記
述
」
し
て
い
て
も
、
「
説
明
」
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
説
明
と
は
情
報
量
を
適
切
に
集
約
し

て
、
複
雑
な
事
実
を
簡
明
に
整
理
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
、
従
来
の
シ
ン
プ
ル
な
命
題
を
高
度
に
複
雑
化
し
た

現
状
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
と
、
説
得
力
を
失
い
、
理
論
が
空
転
す
る
結
果
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
好
み
や
セ
ン
ス
の
問
題
も
あ
る
が
、



少
な
く
と
も
研
究
者
は
、
こ
の
両
者
の
聞
の
適
切
な
均
衡
点
を
自
覚
的
に
探
索
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
社
会
意
識
研
究
で
は
、
社
会
意
識
の
構
造
が
急
速
に
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い
く
な
か
で
、

一
方
で
は
セ
ン
サ
ス
や
観
察
に
よ
る
冗
長
な
「
記
述
」
が
な
さ
れ
、
他
方
、
社
会
意
識
を
「
説
明
」
す
る
た
め
に
は
、
相
変
わ
ら
ず
過

度
に
情
報
量
を
集
約
し
た
類
型
論
や
単
一
の
志
向
性
に
よ
る
シ
ン
プ
ル
(
単
純
)
な
図
式
が
用
い
ら
れ
続
け
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
本
来
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
の
関
係
に
あ
る
は
ず
の
説
明
力
と
簡
明
き
の
関
係
が
、
事
実
上
「
理
論
の
な
い
記
述
的
測
定
」
と

「
説
明
力
の
な
い
単
純
な
理
論
」
に
二
極
分
解
し
て
い
る
傾
向
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
さ
に
、

R
・
K
・
7
1
ト

ン
が
社
会
学
理
論
と
社
会
調
査
の
統
合
の
必
要
性
を
述
べ
た
際
の
問
題
点
の
指
摘
と
一
致
し
て
い
る
(
問
問

Z
2
S
[
H宮
@
]
)
。
ま
た
、

こ
う
し
た
問
題
を
引
き
起
こ
す
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
計
量
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
も
つ
、
正
確
に
分
析
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
多
様
性
、

複
雑
性
を
鮮
明
に
し
、
情
報
量
を
集
約
し
た
簡
明
な
説
明
を
ま
す
ま
す
困
難
に
す
る
、
と
い
う
性
質
が
あ
げ
ら
れ
る
。
計
量
研
究
は
そ

の
社
会
的
リ
ア
リ
テ
ィ
に
対
す
る
忠
実
さ
ゆ
え
に
、
複
雑
化
、
多
様
化
し
た
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
シ
ン
プ
ル
な
命
題
の
飛
躍
的
な

導
出
に
は
向
か
な
い
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
社
会
意
識
の
計
量
研
究
の
社
会
学
界
に
お
け
る
衰
退
も
、
多
様
化
、
複
雑
化
し
た
社
会

意
識
の
現
状
に
対
し
て
、
従
来
ど
お
り
の
簡
明
な
命
題
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
研
究
者
の
意
図
に
、
「
実
証
科
学
の
武
器
を
も
っ
て
開

輩社会意融給再考

究撃
者す
をる
し企
てて
、」ー

風が
潮十
か分
らに
文対
化応
をし
語え
るな
驚か
異つ
的た
なこ
異と
能に

社図
会が
学あ
的る
想と
像い
力え
をな
託い
きだ
しろ
めう
るか
現。

状そ
をし
導て
いこ
たの
の不
で自
は由
なさ
いが
だ、

ろ多
うく
かの
。研

正
確
な
測
定
・
多
元
的
精
緑
化
・
系
統
的
整
理

序

そ
こ
で
本
書
で
は
、
前
述
し
た
社
会
意
識
論
の
課
題
と
方
法
に
加
え
て
、
計
量
的
な
社
会
意
識
論
の
三
つ
の
方
向
性
を
提
唱
し
て
実

践
し
た
い
。
ま
ず
ひ
と
つ
め
は
、
社
会
意
識
の
正
確
な
測
定
で
あ
る
。
何
ら
か
の
理
論
を
展
開
す
る
た
め
に
は
ま
ず
、
正
確
に
現
実
を

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
複
雑
で
多
様
な
社
会
意
識
の
構
造
は
、
い
た
ず
ら
に
単
純
化
し
て
説
明
を
始
め
る
前
に
、
ま
ず
そ
の
ま
ま

15 
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正
確
に
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
各
種
の
セ
ン
サ
ス
・
デ
ー
タ
や
社
会
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
た
計
量
的
な
方
法
は
、

そ
の
た
め
の
最
も
有
効
な
方
策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
マ

l
ト
ン
が
「
調
査
が
一
定
の
方
向
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
限
り
、
知

見
の
理
由
づ
け
は
そ
れ
が
発
見
さ
れ
る
以
前
に
な
さ
れ
て
い
る
。
」

(
Z
E
E
[森
他
訳
ぷ
∞
]
)
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
計
量
研
究
で

用
い
ら
れ
る
数
値
は
研
究
者
の
主
観
的
な
作
業
仮
説
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
完
全
な
客
観
デ
ー
タ
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

し
か
し
、
計
量
的
な
手
続
き
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
か
な
る
作
業
仮
説
に
基
づ
い
て
社
会
を
捉
え
た
か
を
明
確
に
示
し
て
、
「
形

式
的
導
出
」
の
形
態
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
計
量
的
手
法
の
特
長
を
生
か
し
て
、
理
論
を
展
開
す
る
前
に
、
こ
れ
か
ら
解

き
明
か
し
て
い
く
対
象
と
問
題
の
所
在
を
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
と
共
有
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
正

確
な
測
定
」
と
い
う
一
宣
言
葉
を
突
き
詰
め
れ
ば
、
社
会
的
事
象
を
で
き
る
だ
け
客
観
的
か
つ
明
確
に
記
述
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に

つ
め
は

上
述
の
過
程
を
経
て
測
定
さ
れ
る
複
雑
で

急
な
社
必λ

"" 的
事
象

対
応
し
た

説
明
カ
の
あ
る
命
題
を
導
出
す

る
こ
シ
」
、

つ
ま
り
命
題
の
多
元
的
精
綴
化
で
あ
る
。
先
に
、
研
究
者
は
命
題
を
導
出
す
る
際
の
説
明
力
と
簡
明
き
の
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ

の
関
係
に
つ
い
て
自
覚
的
で
あ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
(
あ
る
意
味
で
は
当
た
り
前
の
)
主
張
を
あ
え
て
し
た
が
、
多
元
的
精
綴
化
と
い

う
言
葉
は
、
ま
き
に
こ
の
点
に
つ
い
て
の
私
の
方
針
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
多
元
的
精
級
化
と
は
、
理
論
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、

簡
明
(
単
純
)
化
さ
れ
た
一
元
的
な
命
題
を
強
引
に
導
出
す
る
の
で
は
な
く
、
情
報
量
の
集
約
の
度
合
を
一
段
階
緩
め
、
多
元
的
な
説

明
概
念
と
多
元
的
な
目
的
概
念
に
よ
り
、
や
や
複
雑
だ
が
よ
り
説
明
力
の
高
い
命
題
を
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
従
来
蓄
積
さ
れ

て
き
た
、
冗
長
な
デ
ー
タ
の
記
述
と
、
あ
ま
り
に
も
一
元
的
で
シ
ン
プ
ル
な
理
論
の
間
隙
を
埋
め
る
位
置
に
命
題
を
構
築
し
よ
う
と
い

う
試
み
で
あ
る
。
説
得
力
の
あ
る
説
明
を
行
な
う
た
め
に
は
、
情
報
量
を
適
切
に
調
整
し
て
提
示
す
る
こ
と
は
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る

が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
計
量
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
客
観
的
基
準
を
導
入
し
て
、
反
証
可
能
性
を
残
し
な
が
ら
、
論
理
的
に
情
報
量
を

調
整
し
て
い
く
こ
と
を
可
能
に
す
る
手
法
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
述
べ
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
多
元
的
精
般
化
と
は
マ

l
ト
ン
の
示
し

た
計
量
研
究
に
よ
る
中
範
囲
の
理
論
構
築
と
極
め
て
親
和
的
な
方
向
性
に
他
な
ら
な
い
。



そ
し
て
第
三
は
、
獲
得
さ
れ
た
命
題
の
系
統
的
整
理
で
あ
る
。
経
験
的
調
査
の
社
会
学
瑚
槍
に
対
す
る
役
制
は
‘
『
園
内
摘
を
創
始
し
.

作
り
直
し
、
方
向
を
か
え
、
ま
た
明
確
化
す
る
」
と
い
う
四
つ
の
機
能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
い
く
つ
か
の
調
査
研
究
を
系
統

的
に
整
理
す
る
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
と
さ
れ
る

(
Z
2
2
[
O匂
主
]
)
。
だ
が
こ
の
作
業
は
計
量
研
究
者
に
対
し
て
、
自
ら
の
社
会
学

的
想
像
力
の
源
泉
を
、
実
証
デ
ー
タ
が
示
し
て
く
れ
る
分
析
結
果
か
ら
、
論
理
的
思
弁
へ
と
転
換
す
る
こ
と
を
迫
る
作
業
で
あ
る
。
そ

し
て
少
な
く
と
も
私
に
と
っ
て
は
、
論
理
の
飛
躍
に
よ
っ
て
精
綴
化
さ
れ
た
知
見
を
大
き
く
損
ね
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
畏

れ
か
ら
、
と
き
と
し
て
そ
の
勇
気
を
削
が
れ
て
し
ま
い
が
ち
な
営
為
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
漫
然
と
調
査
研
究
を
行
な
っ
て
き

た
わ
け
で
は
な
し、

以
上

実
証
研
究
の
諸
知
見
を
で
き
る
か
ぎ
り
系
統
的

整
理
し
て
刀ミ

す
責
任
は

分
析
者
で
あ
る
私
自
身

課
さ

れ
て
い
る
。
も
し
も
こ
の
作
業
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、

7
1
ト
ン
の
危
倶
に
応
え
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
社
会
意

識
の
「
磁
界
」
の
測
量
の
結
果
は
、
こ
の
系
統
的
整
理
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
社
会
学
理
論
に
接
続
し
う
る
形
態
と
な
る
。
紙
幅
の
限
ら

れ
た
単
発
の
学
術
論
文
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
分
量
を
許
さ
れ
た
本
書
の
重
要
な
目
的
は
、
計
量
研
究
の
諸
結
果
の
系
統
的
整
理
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四

本

書

の

構

成

社会意融論再考

第
一
部
の
関
心
領
域

本
書
は
二
部
か
ら
な
っ
て
い
る
。
「
第
一
部

階
層
意
識
研
究
の
再
構
成
」
で
は
、
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
社
会
階
層
と
社
会
意

量管

識
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
ま
ず
第
一
章
で
は
本
書
の
視
座
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
分
析
視
角
と
し
て
の
社
会
的
態
度
、

序

議
論
の
糸
口
と
な
る
階
層
意
識
研
究
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。
第
二
章
で
は

M
・L
・コ
l
ン
ら
が
行
な
っ
て

17 

き
た
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
を
整
理
し
な
が
ら
紹
介
し
、
彼
ら
の
研
究
と
大
衆
社
会
論
に
お
け
る
権
威
主
義
研
究
の
接
点
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を
採
る
こ
と
に
よ
り
、
階
層
意
識
の
研
究
が
も
っ
、
社
会
意
識
論
と
し
て
の
「
広
が
り
」
と
「
奥
行
き
」
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
三
章
l
第
五
章
で
は
、
計
量
研
究
に
基
づ
い
て
現
代
日
本
の
社
会
階
層
と
社
会
意
識
の
関
係
が
検
討
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
章
は
第

一
部
の
「
核
心
」
に
あ
た
る
部
分
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
は
第
三
章
で
は
階
層
意
識
の
ひ
と
つ
の
基
軸
で
あ
る
自
己
|
指
令
的

志
向
性
を
多
元
的
に
精
綾
化
し
、
議
論
の
再
構
成
を
試
み
る
。
第
四
章
で
は
、
「
古
典
的
」
な
権
威
主
義
研
究
の
現
代
的
意
義
を
模
索

す
る
と
い
う
関
心
か
ら
発
し
て
、
環
境
や
健
康
に
対
す
る
人
々
の
意
識
の
形
成
要
因
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
第
五
章
で
は
、
狭
い
意
味

で
の
階
層
意
識
で
あ
る
階
層
帰
属
意
識
・
生
活
満
足
度
と
社
会
階
層
の
関
連
性
を
再
検
討
し
、
さ
ら
に
複
数
の
社
会
的
態
度
の
階
層
差

を
検
討
し
た
結
果
を
総
合
し
て
、
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
社
会
階
層
と
社
会
意
識
の
関
係
の
多
元
的
精
綴
化
と
系
統
的
整
理
を
行
な

う
。
こ
れ
ら
の
議
論
に
よ
っ
て
第
一
部
で
は
「
階
層
に
よ
る
意
識
差
の
本
質
は
い
っ
た
い
何
か
?
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
現
代
日

本
社
会
に
お
け
る
現
状
を
明
示
し
た
い
。

第
二
部
の
関
心
領
域

社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
」
で
は
、
第
-
部
の
議
論
が
示
唆
す
る
成
人
以
前
の
社
会
意
識
形
成
の
様
態
に
踏
み
込
み
、

青
少
年
の
社
会
的
態
度
の
形
成
要
因
と
し
て
、
生
得
的
属
性
、
社
会
的
出
自
、
学
校
教
育
の
影
響
力
を
解
明
し
て
い
く
。
第
六
章
で
は

ま
ず
、
第
二
部
の
分
析
視
角
と
論
点
が
整
理
さ
れ
る
。
続
く
第
七
章
、
第
八
章
で
は
、
青
少
年
の
社
会
的
態
度
の
形
成
に
関
与
す
る
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
る
、
両
親
と
学
校
教
育
の
影
響
力
を
順
次
検
討
し
て
い
く
。
さ
ら
に
そ
の
結
果
は
第
九
章
に
お
い
て
社
会
的
態
度
の

「
第
二
部

形
成
過
程
の
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
と
し
て
分
析
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
三
つ
の
章
に
お
い
て
示
さ
れ
た
基
礎
的
な
知
見
を
応
用
し

て
、
第
十
章
で
は
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
出
身
階
層
と
両
親
の
影
響
力
の
希
薄
性
が
、
文
化
的
再
生
産
論
の
「
磁
界
」
と
し
て
ど
の

よ
う
に
意
味
付
け
ら
れ
る
か
を
検
証
す
る
。
ま
た
第
十
一
章
で
は
、
学
校
教
育
の
社
会
意
識
形
成
機
能
に
つ
い
て
検
討
し
、
戦
後
日
本

の
社
会
意
識
の
民
主
化
と
学
校
教
育
を
め
ぐ
る
趨
勢
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。



そ
し
て
終
章
で
は
各
章
に
お
け
る
計
量
分
析
の
結
果
を
総
合
し
、
現
代
日
本
の
社
会
意
識
論
の
「
磁
界
」
に
つ
い
て
本
書
に
お
け
る

主
張
を
明
確
に
す
る
。

注
(
l
)
 

社会意融瞳再考

社
会
意
識
と
い
う
言
葉
は
学
説
史
的
背
景
を
も
っ
た
欧
米
語
の
直
接
の
訳
語
で
は
な
く
、
現
代
日
本
の
社
会
学
で
用
い
ら
れ
る
固
有
の
術
語

で
あ
り
、
現
在
の
用
い
ら
れ
方
は
、
こ
の
概
念
を
用
い
て
前
記
の
定
義
や
方
法
の
確
定
を
行
な
っ
た
見
回
の
理
語
的
研
究
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
す

る
。
初
期
の
定
義
で
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
見
回
の
最
近
の
論
及
で
は
、
対
応
す
る
欧
米
語
に
つ
い
て
は
、
社
会
意
識
を
直
訳
し
て

S

E
t
O
O
Z
E
0
5
5目
と
し
た
の
で
は
、
精
神
分
析
的
な
用
語
で
あ
る
無
意
識
を
含
ま
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
「
む
し
ろ
、

g
=
2言、
o

s
g
z一
ミ
司
自

g
E
H
E
g
r
o
C〈
ゆ
(
集
合
心
性
)
な
ど
と
し
て
説
明
す
る
方
が
近
く
、
ま
た
、
社
会
意
識
論
の
カ
バ
ー
す
る
領
域
の
外
延

は
、
実
質
上
、
英
語
圏
で
の
(
旨
宮
崎
O
)
8
2巳
官
官
ro]O唱
の
そ
れ
と
相
覆
っ
て
い
る
。
」
(
見
回
[
戸
由
也
?
凹
由
N
1印

8])
と
さ
れ
る
。

(
2
)

『
社
会
学
評
論
」
誌
に
ま
と
め
ら
れ
る
日
本
社
会
学
会
大
会
と
各
地
区
学
会
の
報
告
題
目
一
覧
を
み
る
と
、
各
年
の
社
会
意
識
の
部
会
と
報

告
件
数
は
一
九
八
六
年
に
は
二
部
会
六
報
告
、
一
九
八
七
年
に
は
二
部
会
七
報
告
、
一
九
八
八
年
に
は
一
部
会
五
報
告
、
一
九
八
九
年
に
は
二

部
会
大
報
告
と
、
一
九
八

0
年
代
に
は
、
ほ
ほ
毎
年
二
部
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
九
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
一
九
九
O

年
に
は
一
部
会
三
報
告
、
一
九
九
一
年
に
は
一
部
会
四
報
告
、
一
九
九
二
年
に
は
O
部
会
、
そ
し
て
一
九
九
三
年
以
降
は
文
化
・
社
会
意
識
の

合
同
部
会
と
な
り
、
社
会
意
識
論
と
み
な
さ
れ
る
報
告
タ
イ
ト
ル
は
激
減
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
か
ら
も
社
会
意
識
論
と
い
う
研
究

分
野
の
衰
退
と
、
文
化
の
社
会
学
の
隆
盛
の
一
端
を
が
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
(
日
本
社
会
学
会
口
笛
品
、
同
[
円
富
田
]
、
同

[SE]、

同
[
呂
田
口
]
、
同

[HS己
、
同

[HSN]
、
同

[HSω]、
同

[HS色
、
同

[HS白
]
、
同
[
志
田
町
]
、
同

[HSユ)。

(
3
)

し
た
が
っ
て
、
見
回
の
一
九
七
0
年
代
の
社
会
意
識
論
に
対
す
る
解
釈
と
、
私
が
こ
こ
で
表
明
し
た
解
釈
は
、
と
く
に
「
実
証
科
学
の
武

器
」
と
い
う
表
現
の
合
意
に
関
し
て
大
え
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
本
書
に
お
い
て
は
、
見
回
に
よ
る
社
会
意
識
論
の
諸
デ
l
タ
の
分
類
(
見

回
[
回
虫
色
)
う
ち
の
、
「
引
き
出
さ
れ
た
・
表
明
的
な
・
数
量
的
な
デ
1
タ
」
と
い
う
一
角
の
み
に
焦
点
を
当
て
て
議
論
が
進
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
文
中
に
述
べ
た
二
点
、
つ
ま
り

ω文
化
の
社
会
学
と
い
う
術
語
の
出
現
に
よ
る
社
会
意
識
論
の
対
象
領
域
の
シ
フ
ト
、

ω

章序19 
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fロ数セ量
ス的
はやデ
大可 l
き能タ
く性に

充員し
しすて
てる指
い動摘
.a，的さ
v 聖れ

抱た

の定
恩返
置」

さ這
同体
投験
術fI.'J
fl<lな

ii T 
蘇解
消!'r

よ f~
つの

てS
iE総
分合
'f 的
b ・
め~
〈・次
る元

在写
会把
学極
的の
な困
」難

量売
は変
固化
半の
世プ

(
4
)
 
す
で
に
周
知
の
こ
と
と
は
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
大
衆
社
会
論
の
研
究
上
の
消
長
も
簡
単
に
追
っ
て
お
こ
号
。
大
衆
社
会
齢
は
も
と
も
と
、

第
二
次
大
戦
中
の
全
体
主
義
国
家
体
制
、
あ
る
い
は
一
九
四

O
l
五
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
な
ど
を
当
該
社
会
と
し
て
展
開
さ
れ
た
議
論
で
あ
っ

た
(
開
司
問
。
日
自

[
5
2
]
4
宅
問
o
z
r。
5
2
[
-
s
s
-
回
目
2
g自

[
H
8
S
)。
し
か
し
一
九
六

0
年
代
に
入
る
と
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
こ
う
し
た
均
質
性
の
幻
想
は
崩
壊
し
、
エ
ス
子
ン
テ
ィ
や
ジ
エ
ン
ダ
1
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
集
団
聞
の
相
容
れ
な
い
異
質
性
と
、

そ
れ
に
基
づ
く
格
差
、
対
立
、
障
壁
が
こ
れ
に
代
わ
る
テ
l
マ
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
一
九
五

0
年
代
の
比
較
的
早
い
時

期
に
戦
後
社
会
の
分
析
枠
組
と
し
て
導
入
さ
れ
、
社
会
意
識
の
伝
統
性

i
近
代
性
と
い
う
戦
後
日
本
の
社
会
意
識
論
に
閤
有
の
議
論
を
取
り
込

ん
で
展
開
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
日
本
社
会
に
つ
い
て
も
、
高
度
経
済
成
長
期
お
よ
び
そ
の
後
の
社
会
構
造
の
変
動
に
伴
っ
て
、
中
間
大
衆
の

い
わ
ゆ
る
「
分
衆
」
化
が
指
摘
さ
れ
る
の
と
期
を
同
じ
く
し
て
、
大
衆
社
会
と
い
う
社
会
認
識
は
ほ
ぼ
完
全
に
過
去
の
も
の
と
な
っ
て
久
し
い
。

そ
し
て
こ
の
大
衆
社
会
論
の
領
域
の
う
ち
で
、
構
造
的
基
盤
で
は
な
く
、
大
衆
の
心
理
的
基
盤
の
在
り
方
を
扱
う
研
究
が
、
社
会
意
識
論
に

お
い
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
文
中
に
お
い
て
述
べ
た
社
会
意
識
論
の
衰
退
は
大
衆
社
会
論
自
体
の
研
究
上
の
衰
退

の
一
端
と
し
て
も
理
解
さ
れ
る
。

5 
) 

こ
の
当
時
に
は
社
会
意
識
論
や
文
化
の
社
会
学
と
い
う
言
葉
は
ま
だ
一
般
的
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
研
究
は
、
「
社
会
心
理
学
」
と
呼
ば
れ

て
い
た
。
「
社
会
心
理
学
」
に
つ
い
て
は
高
橋
徹

[
H
S叶
]
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
よ
う
な
多
元
性
を
宮
島

[HSω]
は
、
意
識
と
社
会
的
存
在
の
聞
に
、
様
々
な
社
会
的
要
因
が
介
在
し
て
、
そ
の
関
係
が
成
立
し
て

い
る
、
と
い
う
「
媒
介
過
極
論
」
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。
本
書
の
議
論
の
焦
点
は
ま
さ
に
こ
札
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
私
見
で
は
、

多
元
的
要
因
に
よ
る
社
会
意
識
形
成
を
、
何
ら
か
の
「
媒
介
」
過
程
で
あ
る
と
み
る
必
然
性
を
感
じ
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
社
会
的
要
因
(
と

り
わ
け
家
族
と
学
校
教
育
)
は
本
書
で
は
純
然
た
る
独
立
変
数
と
し
て
、
そ
の
固
有
の
意
味
を
検
討
す
べ
き
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
く
。

(
6
)
 



第

部

階
層
意
識
研
究
の
再
構
成



'1 

第
一
章

社
会
階
層
と
階
層
意
識

分
析
視
角
と
し
て
の
社
会
的
態
度

社
会
意
義
の
計
量
研
究
の
ス
空
イ
ル

人
々
の
心
理
状
態
は
、
社
会
的
属
性
を
指
標
と
す
る
社
会
関
係
、
つ
ま
り
ど
の
よ
う
な
集
団
に
属
し
、
い
か
な
る
役
割
を
も
ち
、
人

生
の
い
か
な
る
時
期
を
、
ど
の
よ
う
な
生
活
条
件
の
も
と
で
過
ご
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
様
々
に
異
な
る
。
た
と
え
ば
、
男
性

と
女
性
の
性
役
割
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
意
識
に
は
差
異
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
し
、
年
齢
に
よ
る
意
識
の
格
差
は
、
生
活
条
件
の

生
年
世
代
聞
の
差
異
や
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
の
差
異
、
あ
る
い
は
体
力
の
減
退
に
よ
る
活
動
量
の
低
下
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
宗
教
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
の
集
団
仁
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
価
値
志
向
や
態
度
に
変
化
が
生
じ
る
こ
と

も
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、
余
暇
の
過
ご
し
方
、
家
族
形
態
、
居
住
地
域
、
あ
る
い
は
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
人
々
の
意
識
は
多
少

な
り
と
も
異
な
る
。
そ
し
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
職
業
的
地
位
に
よ
っ
て
も
意
識
の
差
異
は
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
社
会
意
識
と
社
会
構
造

(
H
社
会
関
係
)
の
関
連
を
一
紋
的
な
体
系
理
論
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
も
、
社
会
意
識
論
の
ひ



と
つ
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
本
書
で
採
用
す
る
計
量
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
精
綴
で
は
あ
る
が
適
用
範

囲
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
導
出
さ
れ
る
理
論
の
一
般
性
よ
り
も
、
社
会
的
現
実
の
正
確
な
記
述
と
説
明
に
重
点
を
お
い
た
方
法
で

あ
る
。
そ
の
た
め
む
し
ろ
、
過
度
の
一
般
化
に
よ
る
「
勇
み
足
」
を
避
け
る
こ
と
を
常
に
心
掛
け
、
社
会
意
識
と
社
会
構
造
の
関
連
の

う
ち
の
特
定
の
部
分
に
絞
っ
て
そ
の
様
態
を
解
明
す
る
、
中
範
囲
の
理
論
構
築
を
意
識
的
に
指
向
し
て
い
く
。
な
お
社
会
構
造
と
い
う

言
葉
は
本
書
で
は
、
か
な
り
狭
義
の
意
味
を
込
め
て
用
い
る
こ
と
と
し
、
意
識
「
構
造
」
ま
で
を
含
め
た
社
会
シ
ス
テ
ム
を
指
す
わ
け

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
社
会
意
識
と
対
置
し
う
る
構
造
化
さ
れ
た
社
会
関
係
を
指
す
も
の
と
す
る
。

き
て
、
意
識
(
あ
る
い
は
社
会
的
な
行
動
)
と
社
会
構
造
の
関
連
を
計
量
分
析
に
よ
っ
て
検
討
す
る
研
究
は
、
通
常
そ
の
研
究
者
が

最
も
関
心
を
も
ち
、
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
目
的
概
念
、
つ
ま
り
社
会
的
態
度
の
尺
度
や
社
会
的
行
為
の
形
態
を
測
定
す
る
こ

と
か
ら
始
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
政
治
的
行
動
の
研
究
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
投
票
一
行
動
や
政
党
支
持
傾
向
、
政
党
好
感
度
、
政
治
的
有

効
性
感
覚
な
ど
が
測
定
さ
れ
る
。
ま
た
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
研
究
す
る
場
合
に
は
エ
ス
ニ
y
ク
・
ス
ケ
ー
ル
が
目
的
概
念
と
し
て
測
定
さ

第一章社会階層と階層意融

れ
る
の
が
本
来
の
手
順
で
あ
る
し
、
家
庭
内
に
お
け
る
性
別
分
業
や
女
性
の
産
業
局
面
へ
の
参
入
に
際
し
て
の
心
理
的
要
因
を
研
究
す

る
場
合
に
は
、
は
じ
め
に
性
別
役
割
分
業
意
識
が
測
定
さ
れ
る
。
ま
た
諸
個
人
の
身
に
つ
け
て
い
る
文
化
資
本
に
焦
点
を
お
け
ば
、
言

語
能
力
や
、
文
化
的
活
動
の
様
態
を
測
定
す
る
こ
と
が
計
量
分
析
の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
概
念
の
測
定
に
た
だ
終
始
し
て
、
肝
心
の
杜
会
的
属
性
の
方
が
明
ら
か
な
構
造
を
も
っ
て
議
論
さ
れ
な

け
れ
ば
、
社
会
意
識
の
計
量
分
析
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
社
会
心
理
学
の
態
度
分
析
と
研
究
領
域
を
完
全
に
重
複
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
。
本
書
の
よ
う
に
社
会
学
的
な
関
心
か
ら
意
識
の
計
量
研
究
を
行
な
う
場
合
、
研
究
の
主
眼
は
、
決
し
て
こ
う
し
た
心
理
的
概
念

の
測
定
や
、
心
理
変
数
聞
の
関
連
性
の
検
討
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
あ
る
社
会
意
識
を
生
起
さ
せ
る
社
会
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
解
明
し
、
そ
の
社
会
意
識
が
現
代
社
会
に
ど
の
よ
う
に
定
位
し
て
い
る
か
を
示
す
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え

23 

ぱ
生
活
満
足
度
と
性
別
役
割
分
業
意
識
に
相
関
関
係
が
み
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
を
突
き
詰
め
て
分
析
し
、
心
理
内
的
構
造
を
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明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
社
会
意
識
論
の
主
要
な
課
題
で
は
な
い
。
む
し
ろ
い
か
な
る
社
会
的
要
因
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
識
を
形
成
し
、

階層意識研究の再構成

そ
れ
ら
の
関
係
を
も
た
ら
し
た
社
会
的
強
制
力
は
い
っ
た
い
何
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
態
度
が
、
現
代
社
会
に
も
た
ら
す
影
響
は
何
な

の
か
、
と
い
う
問
い
が
社
会
意
識
論
の
主
た
る
関
心
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
-
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
動
す
れ

ば
意
識
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
、
意
識
が
ど
の
よ
う
に
変
容
す
れ
ば
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
動
す
る
か
、
と
い
う
問
題
が
、
社
会
意
識

論
に
お
い
て
は
設
定
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

第一部

社
会
的
態
度

す
で
に
先
走
っ
て
論
じ
て
き
た
と
お
り
、
本
書
で
は
、
社
会
意
識
論
が
扱
う
二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
、

ω社
会
意
識
が
存
在
諸
条
件
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
る
過
程
と
、
逆
に
聞
社
会
意
識
が
存
在
諸
条
件
を
変
容
す
る
過
程
の
う
ち
で
、
社
会
意
識
を
目
的
概
念
と
し
た

ωの
プ

ロ
セ
ス
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
。
社
会
意
識
と
社
会
構
造
の
遠
大
な
相
互
作
用
過
程
の
う
ち
で
、
社
会
構
造
に
よ
っ
て
社
会
意
識
が

形
成
・
変
容
さ
れ
る
前
半
の
過
程
を
論
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
は
、
社
会
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
に
則
し
た
社
会
構
造
の
理

論
モ
デ
ル
を
あ
ら
か
じ
め
も
っ
て
い
る
こ
と
が
、
研
究
上
不
可
欠
な
条
件
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
モ
デ
ル
化
さ
れ
た
社
会
構
造
が
、

諸
個
人
に
対
し
て
い
か
な
る
機
能
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
、
諸
個
人
の
意
識
を
ど
の
よ
う
に
左
右
し
て
い
る
か

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
書
の
目
指
す
目
的
と
な
る
。

社
会
意
識
と
社
会
構
造
と
い
う
「
伝
統
的
」
な
二
分
法
は
単
純
で
は
あ
る
が
、
社
会
意
識
の
実
証
研
究
を
行
な
う
た
め
に
は
最
も
有

効
な
概
念
整
理
の
方
法
で
あ
る
。
次
に
こ
れ
に
従
っ
て
、
社
会
構
造
、
社
会
意
識
の
双
方
仁
対
す
る
本
書
の
分
析
視
角
を
整
理
し
て
お

き
た
い
。

は
じ
め
に
社
会
構
造
に
対
す
る
分
析
視
角
を
簡
単
に
確
認
し
て
お
こ
う
。
社
会
構
造
は
、
社
会
調
査
デ
ー
タ
の
計
量
研
究
に
お
い
て

は
、
諸
個
人
の
レ
ベ
ル
で
の
微
分
的
な
事
実
の
総
体
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
要
素
で
あ
る
諸
個
人
の
社
会
構
造
上
の
位
置
づ



け
が
社
会
的
属
性
で
あ
っ
て
、
ミ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
で
社
会
的
属
性
を
測
定
し
、
そ
れ
を
集
積
し
て
マ
ク
ロ
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

社
会
構
造
が
検
討
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
諸
個
人
の
社
会
的
地
位
の
集
積
か
ら
階
層
構
造
を
、
諸
個
人
の
年
齢
の
集

積
か
ら
人
口
学
的
構
造
を
、
性
別
か
ら
性
別
役
割
構
造
を
、
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
、
家
族
形
態
、
任
意
的
組
織
へ
の
参
加
形
態
な
ど
か

ら
生
活
構
造
を
・
:
と
い
う
よ
う
に
、
社
会
的
属
性
(
の
集
積
)
か
ら
全
体
社
会
の
構
造
を
測
定
し
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
社
会
意
識
の
分
析
視
角
で
あ
る
が
、
社
会
意
識
は
集
合
体
レ
ベ
ル
で
扱
わ
れ
る
心
理
的
諸
機
能
で
あ
り
、
社
会
調
査
デ
ー
タ

の
計
量
研
究
で
は
、
や
は
り
諸
個
人
の
主
観
的
デ
ー
タ
の
総
体
、
つ
ま
り
個
人
の
意
識
の
社
会
的
分
布
と
し
て
獲
得
さ
れ
る
。
す
る
と

や
は
り
社
会
構
造
を
論
じ
る
際
の
社
会
的
属
性
と
対
置
さ
れ
る
べ
き
、
諸
個
人
の
主
観
的
な
特
性
が
測
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
意
識

調
査
で
測
定
さ
れ
る
こ
の
よ
う
な
個
人
の
主
観
的
な
デ
ー
タ
は
、
心
理
テ
ス
ト
な
ど
で
心
的
な
能
力
を
問
う
場
合
を
除
け
ば
、

般

態
度
と
総
称
さ
れ
る
。

態
度
は
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
比
較
的
表
層
に
近
い
部
分
で
、
具
体
的
な
行
為
を
行
な
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
諸
個
人
が
と
る
、
心
的

社会階眉と階層意融

準
備
状
態
で
あ
る
お
と
q
o
z
[
H
S叶
]
)
。
そ
し
て
、
諸
個
人
に
よ
っ
て
認
知
さ
れ
た
状
況
と
、
経
験
に
基
づ
い
て
内
在
化
さ
れ
た
社

会
規
範
や
文
化
体
系
と
、
有
機
体
的
欲
求
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
短
い
周
期
(
た
と
え
ば
心
理
学
実
験
に

お
け
る
実
験
条
件
の
前
後
)
で
変
化
し
う
る
精
神
状
態

P
Z
E
)
で
は
な
く
、
比
較
的
長
期
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
諸
個
人
の
心
的

な
特
性

(
E
E
)
を
捉
え
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。

一
般
に
は
か
な
り
心
理
学
的
な
術
語
で
あ
り
、
そ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
布
置
や
、
そ
れ

を
表
出
さ
せ
る
心
理
内
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
心
理
学
的
な
意
味
が
解
釈
さ
れ
る
(
土
田
昭
司

[HSN])。
し
か
し

』
の
態
度
と
い
う
操
作
概
念
は

第一意

一
方
で
、
態
度
は
社
会
的
行
為
に
対
し
て
強
い
直
接
の
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
要
因
で
あ
り
、
現
在
お
よ
び
過
去
そ
し
て
未
来
の
社
会

的
な
存
在
諸
条
件
が
そ
の
主
た
る
形
成
要
因
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
諸
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
う
ち
で
も
社
会
構
造
と
密
接
に

25 

関
連
し
た
部
分
で
あ
る
。



階層意識研究の再構成田

本
書
に
お
け
る
社
会
意
識
の
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
態
度
の
社
会
構
造
と
の
接
点
を
検
討
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
姿
勢

や
理
解
の
様
式
を
う
ま
く
表
現
す
る
術
語
は
、
実
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
の
だ
が
、
私
は
安
田
が
階
層
研
究
の
所
産
か
ら
意
識
構
造

を
解
明
す
る
際
に
用
い
て
い
る
表
現
に
倣
っ
て
、
「
社
会
的
態
度
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
安
田
は
「
社
会
的
態

度
と
は
、
社
会
的
事
物
に
対
し
て
む
け
ら
れ
た
態
度
を
い
う
。
「
社
会
」
は
社
会
学
的
に
は
個
人
と
社
会
の
二
つ
の
水
準
か
ら
成
立
す

る
と
ふ
つ
う
考
え
ら
れ
る
の
で
、
社
会
的
態
度
も
こ
の
二
水
準
に
関
す
る
も
の
を
含
む
。
」
(
安
回

[HS臼
由
]
)
と
い
う
解
釈
に
た
ち
、

階
級
意
識
(
本
書
で
い
う
階
層
意
識
)
の
計
量
研
究
に
お
け
る
操
作
概
念
と
し
て
社
会
的
態
度
を
用
い
て
い
る
。
そ
こ
で
本
嘗
で
も
、

第一部

社
会
学
的
な
観
点
で
検
討
さ
れ
る
態
度
あ
る
い
は
態
度
尺
度
を
、
社
会
的
態
度
と
言
い
表
わ
す
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
判
断
し
た
い
。

要
す
る
に
、
社
会
心
理
学
で
は
「
態
度
」
、
社
会
学
的
な
計
量
研
究
で
は
「
社
会
的
態
度
」
、
と
い
う
術
語
の
使
い
分
け
を
想
定
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
な
お
操
作
的
に
は
、
社
会
的
態
度
は
心
理
学
で
用
い
ら
れ
る
態
度
と
全
く
同
様
に
態
度
尺
度
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
社
会
学
で
は
、
こ
こ
で
社
会
的
態
度
と
言
い
表
わ
す
心
理
的
諸
機
能
は
、
「
価
値
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
中
心
と
し
て

解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
価
値
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
「
行
為
者
に
と
っ
て
可
能
な
、
行
為
の
様
々
な
や
り
方
・
手
段
・
目
的
の
中

か
ら
選
択
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
影
響
を
与
え
る
望
ま
し
さ
(
吾
O
仏

E
E
E
O
)
に
関
し
て
、
個
人
あ
る
い
は
集
団
が
抱
い
て
い
る
、
明

示
的
な
あ
る
い
は
暗
黙
の
概
念
で
あ
る
。
」
(
口
間
宮
島

F
o
z
r
g
H
包
包
)
と
い
う
C
・
ク
ラ
ァ
ク
ホ
ン
の
定
義
に
従
っ
て
理
解
す
る
。

さ
ら
に
内
在
化
さ
れ
た
価
値
を
基
準
と
し
た
行
為
者
の
心
的
傾
向
は
、
価
値
志
向
と
呼
ば
れ
る
。
た
だ
し
価
値
宇
伊
向
は
価
値
合
理
的
行

為
の
心
的
準
備
状
態
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
確
か
に
社
会
的
態
度
の
ひ
と
つ
の
重
要
な
理
解
の
様
式
で
は
あ
る
の
だ
が
、
合

理
的
選
択
に
よ
ら
な
い
、
欲
求
性
向
の
意
識
的
、
無
意
識
的
表
出
と
し
て
の
感
情
的
行
為
ゃ
、
深
層
心
理
、
慣
習
の
無
意
識
の
踏
襲
と

し
て
の
伝
統
的
行
為
に
対
す
る
心
的
準
備
状
態
は
、
価
値
あ
る
い
は
価
値
志
向
で
は
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

社
会
的
態
度
は
そ
の
理
解
様
式
の
中
立
性
ゆ
え
に
、
合
理
的
選
択
と
欲
求
の
無
意
識
的
な
表
出
を
と
も
に
射
程
に
入
れ
、
価
値
と
欲
求

の
双
方
を
対
象
に
し
う
る
概
念
で
あ
る
。
ゆ
え
に
態
度
尺
度
を
、
あ
る
特
定
の
価
値
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
表
出
と
し
て
解
釈



す
る
場
合
に
は
、
価
値
志
向
と
い
う
用
語
が
適
切
で
あ
る
が
、
価
値
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
欲
求
や
、
無
意
識
の
心
的
準
備
状
態

えな
ばど
、を

M 含
め
ヴた
エ複
l 合
パ的
!な
の心
し、 管ド

つ乞

寝室
です
のる
伝場
統合
的は
行
為社
の会
心的
的態

語号
状い
態う
に術
対語
しを
て用
はい
、た

価方
値が
判適
断切
はで
ほあ
とる
んと
ど判
説断
明で
力き
をる
も。
った
てと

い
な
い
し
(
厚
東
洋
輔

[53])、
価
値
判
断
を
伴
わ
な
い
無
意
識
の
心
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
重
要
な
動
因
と
す
る
権
威
主
義
は
、
権
威

主
義
的
「
価
値
」
で
は
な
く
権
威
主
義
的
「
態
度
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
同
様
に
、
精
神
状
態
を
表
わ
す
生
活
満
足
度
に
対
し
て

も
価
値
の
直
接
的
な
機
能
を
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

ま
た
社
会
的
崎
山
度
と
の
異
同
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
概
念
と
し
て
志
向
性

2
5
5
5己
も
あ
げ
ら
れ
る
。
志
向
性
は
、

社
会
的
行
為
を
行
な
う
際
に
、
諸
個
人
が
従
う
基
底
的
な
方
向
性
で
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
例
と
し
て
は

T
・
パ

l
ソ
ン
ズ
の
パ
タ
1

ン
変
数

2
3
3
0
5
[
H
S
H
]叩
E
E
0
5
2品
開

印

E
Z
O骨

{HS己
)
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
次
章
で
詳
述
す
る
自
己
!
指
令
的
志

向
性
も
、
こ
の
志
向
性
と
い
う
概
念
の
定
義
に
あ
て
は
ま
る
。
本
書
で
は
こ
の
志
向
性
と
社
会
的
態
度
に
つ
い
て
、
社
会
的
態
度
の
方

は
よ
り
イ
マ

l
ジ
エ
ン
ト
で
限
定
的
な
心
的
準
備
状
態
で
あ
り
、
志
向
性
は
よ
り
基
底
的
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
基
軸
で
あ
る
と
み
な

し
た
い
。
別
の
一
言
い
方
を
す
れ
ば
、

い
く
つ
か
の
社
会
的
態
度
が
共
通
し
て
示
す
方
向
性
、
あ
る
い
は
複
数
の
社
会
的
態
度
の
傾
向
を

社会階層と階層意融

取
り
ま
と
め
る
基
軸
が
志
向
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
操
作
的
に
は
、
志
向
性
は
社
会
的
態
度
の
測
定

尺
度
を
さ
ら
に
潜
在
的
に
規
定
す
る
概
念
で
あ
り
、
社
会
的
態
度
の
情
報
量
を
さ
ら
に
集
約
し
た
(
た
と
え
ば
-
一
次
因
子
分
析
を
方
法

と
す
る
)
概
念
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
社
会
学
で
は
従
来
、
こ
の
志
向
性
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
情
報
量
を
集
約
し
て
意
識
研
究
が
展
開
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
パ
タ

第一君主

ー
ン
変
数
に
限
ら
ず
、
合
理
主
義
、
個
人
主
義
、
民
族
主
義
、
近
代
主
義
な
ど
と
い
っ
た
、
諸
個
人
の
心
理
状
態
や
集
合
意
識
を
い
い

表
わ
す
際
の

O
O主
義
は
、
や
は
り
志
向
性
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
エ
ー
ト
ス
や
社
会
的
性
格
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
に
も
、
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事
実
上
は
こ
の
志
向
性
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
情
報
量
を
集
約
し
て
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
こ
の
レ
ベ
ル
の
情
報
を
用
い
る
こ
と
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が
社
会
学
的
な
「
説
明
」
で
あ
り
、
「
理
論
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
過
度
の
情
報
量
の
集
約
が
複

階圏意融研究のi'I情成

雑
・
多
様
な
現
代
社
会
の
社
会
的
事
象
に
対
し
て
十
分
な
説
明
力
を
も
た
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
と
お
り
で

あ
る
。
ゆ
え
に
前
章
で
示
し
た
「
命
題
の
多
元
的
精
級
化
」
は
具
体
的
に
は
、
従
来
行
な
わ
れ
て
き
た
志
向
性
の
レ
ベ
ル
で
の
一
元
的

な
社
会
意
識
の
基
軸
に
基
づ
く
議
論
を
、
よ
り
情
報
量
の
多
い
社
会
的
態
度
の
レ
ベ
ル
で
再
検
討
す
る
試
み
を
通
し
て
進
め
ら
れ
る
。

な
お
本
書
に
お
い
て
は
、
計
量
研
究
に
お
い
て
得
ら
れ
た
知
見
に
、
計
量
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
論
理
的
な
思
弁
を
方
法
と
し
な

が
ら
系
統
的
整
理
を
行
な
う
際
に
、
あ
ら
た
め
で
こ
の
志
向
性
の
レ
ベ
ル
に
論
及
す
る
こ
と
に
な
る
。

第一部

社
会
意
識
の
説
明
要
因
と
し
て
の
社
会
階
層

社
会
階
層
の
重
要
性

本
来

ど
の
よ
う
な
社
メh
Z式

的
要
因
か
ら
社
メミ
五

意
識
を
説
明
す
る
か
を
決
定
す
る
自
由
度
は

研
究
者

対
し
て
大
き
く
開
か
れ
て
し2

る
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
き
ょ
う
だ
い
中
の
出
生
順
位
で
も
、
来
・
既
婚
で
も
、
被
差
別
体
験
で
も
、
両
親
の
学
歴
で
も
、
何
を
糸

口
に
し
て
も
社
会
構
造
と
社
会
意
識
の
関
係
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
書
の
よ
う
に
当
該
社
会
全
体
の
社
会
意

識
の
「
磁
界
」
を
探
る
と
い
う
課
題
を
掲
げ
て
社
会
意
識
論
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
目
的
概
念

(
H
社
会
的
態
度
)
と
の
関
係

〈

1
)

を
必
ず
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ひ
と
つ
の
社
会
学
的
な
基
礎
概
念
が
あ
る
。
そ
れ
が
社
会
階
層
で
あ
る
。

社
会
階
層
に
よ
る
人
々
の
意
識
の
差
異
は
、
社
会
意
識
論
の
根
本
的
な
テ
l
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
あ

る
社
会
意
識
に
注
目
し
た
場
合
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
社
会
階
層
に
よ
る
差
異
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。
「
物
質
的
生
活
の
生
産
様

式
が
、
社
会
的
、
政
治
的
お
よ
び
精
神
的
生
活
過
程
一
般
を
制
約
す
る
。
人
間
の
意
識
が
彼
ら
の
存
在
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
彼

ら
の
社
会
的
存
在
が
彼
ら
の
意
識
を
規
定
す
る
の
で
あ
る
。
」
(
同
冨
君
"
[
】
∞
包
訳
書
一
目
]
)
と
い
う
マ
ル
ク
ス
以
来
の
理
解
の
様
式



は
、
社
会
意
識
の
研
究
を
呪
縛
的
に
階
級
・
階
層
と
の
関
連
に
拘
束
し
て
き
た
と
さ
え
い
え
る
の
で
あ
り
、
社
会
意
識
論
の
原
初
的
関

心
は
社
会
階
層
と
社
会
意
識
の
関
連
に
あ
る
と
断
言
し
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
階
級
・
階
層
と
社
会
意
識
の
関
係
が
極
め
て
重
要
な
論
点
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
社
会
意
識
論
の
一
部
は
、
階
層
・
移
動
研
究

の
ひ
と
つ
の
付
帯
的
な
下
位
分
野
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
「
階
層
意
識
の
研
究
」
と
呼
ば
れ
る
セ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、

当
該
社
会
の
歴
史
的
経
緯
や
文
化
的
要
因
に
関
心
を
お
い
た
社
会
意
識
論
で
は
な
く
、
社
会
意
識
の
階
層
差
を
第
一
義
的
関
心
と
す
る

研
究
群
で
あ
る
。

階
層
研
究
自
体
が
主
に
計
量
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
方
法
と
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
階
層
意
識
の
研
究
に
は
、
社
会
意
識
の
研
究

と
し
て
は
例
外
的
に
、
計
量
的
な
先
行
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
後
述
す
る
よ
う
に
い
く
つ
か
の
命
題
が
す
で
に
提
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
本
書
で
は
分
析
枠
組
を
獲
得
す
る
糸
口
と
し
て
、
階
層
意
識
の
研
究
の
成
果
を
積
極
的
に
援
用
す
る
。
そ
こ
で
、
階

層
意
識
の
研
究
で
説
明
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
る
社
会
階
層
と
は
、

い
っ
た
い
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
の
か
を
ま
ず
確
認
し
て
お
こ
う
。

社
会
陪
層
と
は
何
か
と
関
わ
れ
れ
ば
、
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
は
多
く
の
人
々
に
は
即
答
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
突
き
詰
め
て
考
え
て
い
け
ば
、
社
会
階
層
と
は
社
会
全
体
に
お
け
る
社
会
的
資
源
と
そ
の
獲
得
機
会
の
不
平
等
な
分
配
状
況
で

社会階屠と階層意融

あ
る
(
富
永
健
一

[-28)、
と
い
う
こ
と
は
こ
の
分
野
の
研
究
者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
的
資
源
と
は
、
勢
力
、

富
・
経
済
力
、
知
識
・
技
能
、
威
信
な
ど
を
指
す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
分
配
状
況
は
職
業
威
信
、
従
業
上
の
地
位
、
学
歴
、
収
入
財

産
、
出
身
階
層
な
ど
の
社
会
階
層
の
下
位
概
念
に
よ
っ
て
多
元
的
に
把
握
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
現
代
の
社
会
階
層
は
、
生
産
手
段
の

所
有
・
非
所
有
、
と
い
っ
た
単
一
の
定
義
で
明
確
に
捉
え
う
る
実
態
概
念
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
多
元
的
な
下
位
概
念
が
相
互
に
関
連

第宣告

し
な
が
ら
複
合
し
て
形
成
さ
れ
る
「
状
況
」
あ
る
い
は
「
現
象
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
(
安
田
ロ
ミ
ニ
ワ
そ
の
た
め

29 

一
般
を
意
味
す
る
こ
と
が
多
く
、
「
階
層
構
造
」
は
「
社
会
階
層
」

と
ほ
ぼ
同
義
に
扱
わ
れ
る
場
合
も
多
い
。
そ
こ
で
、
本
書
で
も
「
階
層
構
造
」
と
「
社
会
階
層
」
に
明
確
な
区
別
を
与
え
な
い
で
用
い

社
会
階
層
は
こ
れ
ら
の
下
位
概
念
の
関
連
の
構
造

(
H
階
層
構
造
)
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ま
た
、
諸
個
人
の
階
層
構
造
上
の
布
置
を
ミ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
で
言
い
表
わ
す
場
合
は
、
社
会
的
地
位
、
あ
る
い
は
階
層
的
地
位
と
い

う
言
葉
が
通
常
は
用
い
ら
れ
る
。
裏
返
せ
ば
、
社
会
的
地
位

(
H
階
層
的
地
位
)
は
諸
個
人
の
階
層
構
造
上
に
お
か
れ
て
い
る
位
置
を

示
す
社
会
的
属
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
本
書
で
は
、
階
層
構
造
の
精
綾
な
解
明
が
主
目
的
で
は
な
い
の
で
、
議
論
の
過
度
の

混
乱
を
避
け
る
た
め
、
諸
個
人
の
属
性
(
つ
ま
り
社
会
的
地
位
)
に
言
及
す
る
場
合
に
も
、
「
社
会
階
層
」
あ
る
い
は
「
職
業
階
層
」

と
い
う
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
で
の
術
語
を
用
い
る
。

第一部

階
層
憲
議
の
研
究

さ
て
、
こ
こ
で
検
討
し
よ
う
と
し
て
い
る
階
層
意
識
の
研
究
は
、
確
か
に
階
層
研
究
の
下
位
分
野
と
み
な
さ
れ
る
の
だ
が
、
典
型
的

な
階
層
研
究
で
あ
る
階
層
構
造
の
研
究
や
社
会
移
動

(
H
世
代
間
移
動
)
の
研
究
な
ど
と
は
以
下
の
点
で
分
析
枠
組
を
異
に
す
る
。

階
層
構
造
の
研
究
で
あ
れ
社
会
移
動
の
研
究
で
あ
れ
、
階
層
研
究
に
お
い
て
は
通
常
、
社
会
階
層
そ
れ
自
体
が
記
述
・
説
明
さ
れ
る

対
象

(
H
目
的
概
念
)
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
階
層
意
識
の
研
究
で
は
、
社
会
階
層
は
記
述
の
対
象
で
は
な
く
、
説
明
の
た
め
の
道

具
的
な
概
念
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
階
層
構
造
の
研
究
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
、
社
会
意
識
論
に
適
用
さ
れ
、
そ

の
有
効
性
を
試
さ
れ
る
場
が
階
層
意
識
の
研
究
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
現
代
日
本
の
階
層
研
究
は
、
あ
く
ま
で
階
層
構
造
と
社
会
移
動
を
対
象
と
し
た
研
究
が
中
心
で
あ
り
、
階
層
意
識
の
研
究
は
、

以
下
に
み
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
他
の
階
層
研
究
と
歩
み
を
と
も
に
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
階
層
研
究

の
最
先
端
は
、
顕
在
的
な
社
会
的
事
象
の
記
述
の
段
階
を
す
で
に
経
過
し
、
社
会
的
地
位
の
非
一
貫
性
、
社
会
移
動
の
趨
勢
の
検
討
、

社
会
移
動
に
お
け
る
学
校
教
育
の
媒
介
の
様
態
な
ど
の
潜
在
的
な
構
造
の
精
綾
な
解
明
の
段
階
に
進
ん
で
久
し
い
。
ま
た
こ
う
し
た
研

究
は
、
国
際
的
な
水
準
に
到
達
し
、
少
な
く
み
て
も
過
去

}
O年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
デ
ー
タ
の
質
、
分
析
技
法
、
提
出
さ
れ
る
議
論



な
ど
の
点
で
そ
の
水
準
を
維
持
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
し
て
、
階
層
意
識
の
研
究
で
は
、
社
会
階
層
と
階
層

意
識
の
極
め
て
顕
在
的
な
関
係
、
た
と
え
ば
収
入
と
生
活
満
足
度
・
階
層
婦
属
意
識
、
従
業
上
の
地
位
と
政
党
支
持
傾
向
・
権
威
主
義

的
態
度
、
階
層
帰
属
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
な
ど
:
を
記
述
す
る
単
純
な
命
題
が
よ
う
や
く
提
出
さ
れ
始
め
た
段
階
に
す

ぎ
な
い
。
ゆ
え
に
(
あ
る
意
味
で
の
上
位
概
念
で
あ
る
)
社
会
意
識
論
の
関
心
か
ら
、
「
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る

O
Oに
関
す
る
意

識
と
社
会
階
層
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
?
」
と
い
う
原
初
的
な
聞
い
が
立
て
ら
れ
た
と
し
て
も
、
階
層
意
識
の
研
究
の

側
に
は
正
確
な
回
答
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
す
ら
あ
る
。
さ
ら
に
現
代
日
本
の
階
層
意
識
の
国
際
比
較
上
の
特
性
の
把
握
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
、
階
層
構
造
が
異
な
り
、
使
用
さ
れ
る
言
一
語
が
異
な
り
、
さ
ら
に
当
該
社
会
に
固
有
の
社
会
意
識
研
究
の
問
題
関
心

が
異
な
る
と
い
う
複
数
の
不
確
定
性
か
ら
、
決
し
て
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
意
外
に
恩
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
階
層
意
識
の
研
究
は
、
階
層
構
造
や
社
会
移
動
研
究
の
精
綴
在
議
論
の
豊
富
な
蓄
積
と
比
較
す
る
と
、
そ
の

(
2〉

た
ち
後
れ
と
相
対
的
な
貧
困
を
指
摘
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
あ
る
。

社
会
的
属
性
の
顕
在
的
な
結
節
点
と
し
て
の
職
業
階
層

社会階層と階層意曲

職

業

階

層

社
会
意
識
と
社
会
階
層
の
関
係
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
目
的
概
念
で
あ
る
社
会
意
識
は
、
社
会
的
態
度
の
レ
ベ

ル
で
分
析
し
て
い
く
こ
と
を
本
書
で
は
す
で
に
表
明
し
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
説
明
概
念
と
し
て
の
社
会
階
層
に
つ
い
て
も
、

も
う
少
し
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
社
会
意
識
論
の
既
存
の
命
題
で
は
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
層
、
都
市
中
間
層
、

下
層
中
産
階
級
、
下
層
階
級
、
あ
る
い
は
労
働
者
階
級
、
貧
困
層
:
:
と
い
う
よ
う
に
、
階
層
構
造
と
い
う
よ
り
は
、
漠
然
と
で
は
あ

る
が
顕
在
化
し
た
実
態
概
念
と
し
て
の
階
級
・
階
層
に
つ
い
て
、
あ
る
意
味
で
「
不
用
意
に
」
言
及
さ
れ
る
場
合
が
多
く
あ
る
。
こ
の

第一章31 
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よ
う
な
階
層
概
念
に
つ
い
て
の
あ
い
ま
い
な
言
及
は
、
計
量
研
究
を
進
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
明
確
に
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ

階層意識研究の再構成

。

、勺ノ

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
命
題
に
お
い
て
階
級
・
階
層
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
概
念
を
、
あ
え
て
ひ
と
つ
の
階
層
指
標
に
統
合
す
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
学
歴
階
層
で
も
収
入
階
層
で
も
、
「
生
産
関
係
」
で
も
な
く
、
間
違
い
な
く
職
業
階
層

(
H
職
業
的
地
位
)
と
な
る

だ
ろ
う
。
職
業
的
地
位
の
実
質
的
な
代
表
性
は
、
英
語
圏
に
お
い
て
巧
Z
刊
号
2
Z
ι
o
v
に
対
し
て
、
職
業
名
を
も
っ
て
答
え
と
す

る
こ
と
な
ど
か
ら
も
端
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
職
業
的
地
位
に
つ
い
て
直
井
優
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

第一部

「
社
会
的
地
位
の
指
標
と
し
て
職
業
を
用
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
古
典
時
代
の
社
会
理
論
に
み
ら
れ
る
。
確
固
と
し
た
職
分
原

理
に
も
と
づ
い
て
い
た
封
建
時
代
の
身
分
制
で
は
、
職
業
は
、
人
び
と
の
社
会
的
地
位
を
拘
束
す
る
規
範
的
な
秩
序
と
し
て
制
度

化
さ
れ
て
い
た
。
身
分
制
が
撤
廃
さ
れ
職
業
選
択
の
自
由
が
保
障
さ
れ
た
近
代
以
降
、
も
は
や
職
業
は
人
ぴ
と
の
社
会
的
地
位
を

拘
束
す
る
規
範
的
秩
序
で
は
あ
り
え
な
い
の
に
、
な
お
、
社
会
的
地
位
を
表
わ
す
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
職

業
が
人
び
と
に
さ
ま
さ
ま
な
社
会
的
不
平
等
を
も
た
ら
し
、
人
ぴ
と
を
階
層
化
す
る
事
実
上
の
、
あ
る
い
は
自
然
的
な
秩
序
と
し

て
機
能
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
(
直
井
優
[
忌
叶
也
会
色
)

現
代
産
業
社
会
に
お
け
る
人
々
の
生
活
環
境
に
お
い
て
は
、
職
業
生
活
は
最
も
主
要
な
局
面
で
あ
る
。
と
り
わ
け
階
層
研
究
の
旧
来

か
ら
の
分
析
対
象
で
あ
っ
た
成
人
有
職
男
性
の
場
合
、
生
活
の
糧
を
獲
得
す
る
基
盤
と
な
り
、
社
会
的
上
昇
の
手
段
と
な
り
、
自
己
実

現
を
可
能
に
す
る
職
業
生
活
に
、
日
常
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
を
傾
注
し
て
い
る
こ
と
は
自
明
と
さ
れ
て
き
た
。
職
業
階
層
は
、
こ
の
職

業
生
活
に
お
け
る
社
会
関
係
や
生
活
機
会
を
、
も
っ
と
も
直
接
的
に
代
表
し
て
い
る
指
標
で
あ
る
。
同
時
に
そ
の
背
後
に
あ
る
出
身
階

層
、
学
歴
、
収
入
な
ど
の
他
の
ど
ん
な
社
会
的
属
性
よ
り
も
、
は
る
か
に
顕
在
的
に
社
会
に
お
け
る
諸
個
人
の
お
か
れ
た
位
置
づ
け
を



表
わ
し
て
い
る
。

ま
た
多
く
の
社
会
的
態
度
が
、
そ
の
関
係
の
強
弱
は
と
も
か
く
と
し
て
、
実
際
に
こ
の
職
業
階
層
と
有
意
な
相
関
関
係
に
あ
る
。
た

と
え
ば
現
代
日
本
社
会
で
は
自
営
業
・
農
業
層
で
は
政
治
的
保
守
傾
向
が
強
い
、
職
業
威
信
が
低
い
ほ
ど
権
威
主
義
的
傾
向
が
強
い
、

職
業
的
地
位
が
高
い
ほ
ど
生
活
満
足
度
は
高
い
な
ど
と
い
う
事
実
が
実
証
的
に
見
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
職
業
階
層

の
説
明
上
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
「
種
々
の
社
会
的
態
度
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
階
層
差
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ

り
、
(
中
略
)
む
し
ろ
逆
に
階
層
差
の
な
い
社
会
的
態
度
を
見
出
す
こ
と
が
困
難
な
く
ら
い
で
あ
る
。
」
(
安
田
口
坦
2
S
E
]
)
と
ま
で

極
論
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

顕
在
的
な
結
節
点

し
か
し
一
方
で
、
職
業
階
層
は
教
育
年
数
、
収
入
、
財
産
、
従
業
上
の
地
位
な
ど
の
他
の
多
く
の
社
会
的
資
源
の
配
分
状
況
と
共
変

社会階層と階層意融

関
係
に
あ
り
、
世
代
や
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
を
意
味
す
る
年
齢
と
も
無
関
係
で
は
な
い
う
え
、
父
親
の
学
歴
や
職
業
な
ど
の
出
身
階
層

の
諸
指
標
と
も
関
連
し
て
い
る
。
つ
ま
り
現
代
社
会
の
階
層
構
造
に
お
い
て
は
、
職
業
階
層
は
収
入
階
層
、
学
歴
階
層
、
生
得
的
属
性
、

(3) 

出
身
階
層
な
ど
と
、
か
な
り
の
程
度
の
一
貫
性
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
社
会
的
地
位
達
成
過
程
の
モ
デ
ル
と
し
て
描
か
れ
る
因
果
構
造

Q
E
E
E品
。
ロ
ロ
E
Eロ
[
呂
田
仏
]
)
に
裏
付
け
ら
れ
、

初地
職位
、の
現結
職晶

ギ空
し口
て何
収 F
入 g
E 
財[
= 
号空
間己

にと
怯し
出て
果語

曾せ
なと

霊長
主主
零在
c. メ当、

LZ 
て 階

習塁
間造
関骨

量る
M る
あ

欧す
な
年ゎ
齢ち
と晶出

要書
話贋
の
相教

員草

息環
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を
除
け
ば
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
地
位
は
、
出
身
階
層
か
ら
学
校
教
育
、
初
職
そ
し
て
現
職
と
い
う
過
程
で
全
て
正
の
方
向
に
累
積
さ
れ

て
い
く
。
簡
単
に
い
え
ば
こ
の
構
造
は
、
「
親
の
職
業
的
地
位
が
高
け
れ
ば
、
本
人
の
職
業
的
地
位
も
高
い
」
、
「
学
歴
が
高
い
ほ
ど
職

業
的
地
位
も
高
い
」
と
い
う
よ
う
な
関
係
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
収
入
・
財
産
な
ど
の
経
済
的
な
階
層
要
因
も
、
こ
れ
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ら
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
や
は
り
累
積
的
に
関
連
し
て
い
る
。

階層意融研究の再構成

こ
の
よ
う
に
職
業
階
層
は
、
出
身
階
層
、
学
歴
、
収
入
・
財
産
な
ど
と
一
貫
的
な
正
の
関
連
や
も
つ
よ
う
な
構
造
上
の
位
置
に
あ
り
、

同
時
に
現
在
の
社
会
的
地
位
の
指
標
と
し
て
最
も
中
核
的
な
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、
社
会
意
識
の
形
成
に
関
わ
る
社
会
(
階
層
)
的

属
性
の
、
最
も
顕
在
的
な
結
節
点
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

だ
が
、
こ
こ
で
ひ
と
つ
の
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
、
職
業
階
層
と
社
会
的
態
度
の
聞
に
現
出
す
る
関
係
は
、
職
業
階
層
が

直
接
の
態
度
形
成
要
因
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第一部

「
経
営
者
・
管
理
職
は
生
活
満
足
度
が
高
い
」
と
い
う
事
実
関
係
を
例
に
と
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
、
す
で
に
経
験
的
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
事
実
は
、
生
活
満
足
度
の
階
層
構
造
上
の
分
布
状
態
を
記
述
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は

あ
く
ま
で
職
業
階
層
の
顕
在
性
ゆ
え
に
生
活
世
界
に
顕
現
す
る
事
実
の
記
述
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
だ
け
で
は
職
業
階
層

を
結
節
点
と
し
て
、
相
互
に
関
連
し
て
い
る
潜
在
的
な
社
会
的
要
因
の
う
ち
の
、

い
っ
た
い
ど
れ
が
生
活
満
足
度
の
形
成
に
関
わ
っ
て

い
る
の
か
を
特
定
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
経
営
者
A
氏
の
階
層
構
造
上
の
位
置
づ
け
は
、
そ
の
職
業
的
地
位

で
あ
る
「
経
営
者
」
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
代
表
さ
れ
て
お
り
、
彼
は
確
か
に
生
活
に
満
足
も
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
生
活
満
足
度

を
本
当
に
規
定
し
て
い
る
の
は
、
年
間
所
得
や
蓄
積
し
た
資
産
が
多
い
こ
と
で
あ
る
と
か
、
高
学
歴
で
あ
る
こ
と
と
か
、
先
代
も
ま
た

経
営
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
す
「
家
格
」
な
ど
の
、
経
営
者
と
い
う
職
業
階
層
と
関
連
を
も
ち
な
が
ら
潜
在
し
て
い
る
他
の
社
会
(
階

層
)
的
要
因
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
ブ
ル
l
・
カ
ラ
l
層
は
権
威
主
義
的
傾
向
が
強
い
」
と
い
う
事
実
関
係
も
同
じ
よ
う
に
、
権
威
主
義
的
傾
向
の
表
出
し
た
階
層
差

の
記
述
と
し
て
は
重
要
で
あ
る
が
、
職
業
階
層
の
階
層
構
造
上
の
結
節
的
な
位
置
づ
け
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
形
成
要
因
に
つ
い
て
十
分

に
論
じ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
見
方
を
変
え
る
と
、
多
く
の
社
会
(
階
層
)
的
要
因
の
結
節
点
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

職
業
階
層
は
社
会
的
態
度
と
の
関
係
を
保
っ
て
い
る
と
す
ら
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



と
こ
ろ
が
従
来
の
階
層
意
識
の
研
究
で
は
、
職
業
階
層
と
意
識
の
関
係
の
表
面
的
な
記
述
に
傾
注
す
る
あ
ま
り
、
あ
る
い
は
職
業
階

層
や
物
質
的
生
産
様
式
の
仮
説
理
論
上
の
重
要
性
に
捕
わ
れ
す
ぎ
る
が
ゆ
え
に
、
多
く
の
属
性
の
顕
在
的
な
結
節
点
と
し
て
の
職
業
階

層
の
性
格
に
注
意
を
払
わ
な
い
こ
と
が
多
す
ぎ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ま
、
わ
れ
わ
れ
が
目
指
す
べ
き
も
の
は
、
も
は
や
社
会
意
識

の
階
層
差
に
つ
い
て
の
記
述
的
な
事
実
の
把
握
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

こ
う
し
た
判
断
か
ら
、
職
業
階
層
が
取
り
ま
と
め
て
代
表
し
て
き
た
、
社
会
(
階
層
)
的
要
因
の
う
ち
の
い
っ
た
い
ど
れ
が
、
階
層

意
識
を
、
よ
り
直
接
的
に
形
成
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
を
も
う
一
度
考
え
直
す
必
要
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
第
一
部
に
底
遇
す
る

問
題
設
定
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
解
答
は
一
元
的
な
対
抗
命
題
を
立
て
る
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
複
数
の
社
会
的
態
度
、

複
数
の
社
会
的
要
因
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
る
多
元
的
精
綴
化
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。

注

社会階層と階層意融

こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
階
級
、
階
層
と
し
て
言
及
さ
れ
る
階
層
構
造
を
一
括
し
て
社
会
階
層
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
本
文
中
に
あ
る
と
お
り
、

社
会
意
識
と
階
級
、
階
層
の
関
係
を
論
じ
る
場
合
に
は
、
あ
い
ま
い
な
言
及
が
少
を
く
な
い
の
で
、
あ
る
程
度
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
階
層
構
造
そ
れ
自
体
の
記
述
に
お
け
る
正
確
さ
を
犠
牲
に
し
な
が
ら
も
、
社
会
階
層
と
し
て
一
括
し
て
表
現
す
る
こ
と
で
、
説
明
概
念
の

無
用
な
混
乱
を
避
け
る
こ
と
を
重
視
し
た
。

(
2
)
後
の
章
で
も
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
原
純
輔
(

{

H

g

旦
、
[
呂
田
C

]

)

は
、
こ
の
階
層
意
識
の
研
究
を
便
宜
上
さ
ら
に
二
つ
に
分
類
し

て
い
る
。
第
一
は
、
社
会
階
層
あ
る
い
は
そ
れ
に
付
帯
す
る
生
活
を
直
接
の
評
価
対
象
と
し
た
狭
義
の
階
層
意
識
で
あ
る
。
第
二
は
、
議
論
の

展
開
上
、
社
会
階
層
と
の
関
連
な
し
で
は
語
り
え
な
い
社
会
意
識
の
一
群
で
あ
り
、
い
わ
ば
広
義
の
階
層
意
識
と
総
称
さ
札
う
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
狭
義
の
階
層
意
識
は
、
主
観
的
階
層
(
あ
る
い
は
階
層
認
知
、
認
知
的
階
層
構
造
)
と
も
言
い
換
え
る
と
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

っ
て
、
階
層
研
究
の
ひ
と
つ
の
認
知
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
存
立
し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
分
野
の
メ
イ
ン
・

テ
l
マ
で
あ
る
階
層
帰
属
意
識

(
H
「
中
」
意
識
)
の
趨
勢
は
、
周
知
の
よ
う
に
一
九
七
0
年
代
以
降
、
日
本
の
階
層
を
語
る
う
え
で
の
重
要

(
l
)
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な
論
占
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
狭
義
の
階
層
意
識
は
、
階
層
意
識
の
研
究
の
う
ち
で
は
例
外
的
に
多
く
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
領

晴層意鯖研究の再構成

域
と
な
っ
て
い
る
。

第一部

一
方
、
前
述
の
便
宜
上
の
分
類
か
ら
知
ら
れ
る
と
お
り
、
広
義
の
階
層
意
識
の
研
究
に
は
、
階
層
的
要
因
が
説
明
概
念
と
し
て
使
用
さ
れ
さ

え
す
れ
ば
、
生
活
に
対
す
る
主
観
的
評
価
の
よ
う
に
狭
義
の
階
層
意
識
に
準
じ
る
内
容
の
も
の
か
ら
、
政
治
行
動
、
ラ
イ
7
・
ス
タ
イ
ル
、
ラ

イ
フ
・
コ

1
ス
選
択
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
組
織
参
加
、
家
族
社
会
学
や
教
育
社
会
学
の
諸
テ
1
マ
な
ど
に
つ
い
て
の
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
意

識
研
究
が
含
ま
れ
う
る
。
し
た
が
っ
て
広
義
の
階
層
意
識
に
つ
い
て
は
、
研
究
に
方
向
性
を
与
え
る
た
め
の
概
念
規
定
は
必
ず
し
も
明
確
で
は

な
く
、
こ
の
こ
と
が
、
前
述
の
階
層
意
識
の
研
究
の
貧
困
と
た
ち
後
れ
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ゆ
え
に
広
義
の
階
層
意
識
の
研
究
に
つ
い
て
も
、
議
論
を
整
理
し
、
研
究
を
方
向
づ
け
る
努
力
が
も
う
少
し
積
極
的
に
な
さ
れ
て
も
よ
い
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
社
会
移
動
研
究
に
お
い
て
は
、
産
業
化
と
そ
れ
に
付
随
す
る
社
会
変
動
に
関
し
て
「
産
業
化
命
題
」
と
呼
ば
れ

る
仮
説
群
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
の
正
否
が
長
く
議
論
の
中
核
に
あ
っ
た
。
ま
た
狭
義
の
階
層
意
識
研
究
に
例
を
と
れ
ぽ
、
「
中
」
意
識
の
増
加

の
趨
勢
を
説
明
す
る
こ
と
が
や
は
り
議
論
の
中
核
を
構
成
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
広
義
の
階
層
意
識
研
究
に
つ
い
て
は
、
研
究
を
累
積
し
て
議

論
の
方
向
性
を
定
め
る
た
め
の
焦
点
が
、
こ
れ
ら
と
同
様
に
明
確
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
書
の
流
れ
に
従
う
な
ら
ば
、
こ
の
広
義
の
階
層

意
識
研
究
の
精
毅
化
と
焦
点
の
索
出
は
、
当
該
社
会
全
体
の
意
識
の
様
態
を
専
門
的
に
研
究
す
る
、
社
会
意
識
論
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

3 
) 

現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
、
階
層
構
造
を
詳
細
に
解
明
す
る
研
究
で
は
、
社
会
的
地
位
の
非
一
貫
性
が
強
調
さ
れ
る
(
今
回
高
俊
・
原

[
H
S
S
Y
し
か
し
、
こ
の
場
合
の
非
一
貫
性
は
、
社
会
的
地
位
の
指
標
で
あ
る
、
職
業
戚
信
、
収
入
、
学
歴
、
所
得
、
財
産
、
生
活
様
式
、

勢
力
な
ど
が
全
て
正
の
相
関
関
係
に
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
強
い
一
貫
性
が
期
待
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
部
分
的
に
は
必
ず
し
も
一
貫
性
が

高
く
な
い
層
が
見
出
さ
れ
る
、
と
い
う
論
調
で
議
論
さ
れ
て
い
る
の
も
の
で
あ
る
。



第
二
章

階
層
意
識
の
研
究
と
自
己
|
指
令
性

社
会
階
層
と
職
業
条
件

『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
札
県
の
概
要

前
章
で
み
て
き
た
よ
う
に
職
業
階
層
は
、
社
会
関
係
と
生
活
機
会
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
社
会
階
層
の
諸
指
標
の
中
で
最
も

中
核
的
な
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
、
社
会
意
識
と
の
相
関
が
高
い
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

一
方
、
こ
う
し
た
職
業
階
層

に
注
目
し
た
階
層
意
識
研
究
へ
の
従
来
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
視
点
を
少
し
異
に
し
た
研
究
が
、
コ
ー
ン
ら
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い

る
。
社
会
階
層
に
よ
る
生
活
機
会
の
差
異
を
、
職
業
上
の
生
活
条
件
の
差
異
と
い
う
観
占
'
か
ら
捉
え
、
あ
ら
た
め
て
社
会
階
層
と
階
層

意
識
の
関
連
を
捉
え
直
す
研
究
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
国
立
精
神
衛
生
研
究
所
・
社
会
環
境
研
究
室

(
Z
E
s
t
-
z
E
E
O
O四
冨

B
E
同

E
F
「
島

oEo弓
0
同
印
0
2
0

明
言
MEn-

Z
E
t
g
z
E
2
)
の
室
長
で
あ
っ
た
コ

l
ン
と
、
同
僚
の

C
・
ス
ク
ー
ラ
ー
を
中
心
と
し
た
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
過
去
三

O
年
以
上
に

37 

わ
た
っ
て
大
規
模
な
調
査
研
究
を
も
と
に
、
生
活
条
件
と
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
関
連
の
議
論
を
展
開
し
て
き
た
。
こ
の
一
連
の
研
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究
を
本
書
で
は
、
そ
の
主
著
の
題
名
で
あ
る
二
『
司
砕
』
ミ
HU司
告
書
p
q
s
(
同
o
v
n
S色
白

oroo-司

[
H
S
U
]
)
か
ら
『
職
業
と
パ

1
ソ
ナ

階層1雪崩師究の再構成

リ
テ
ィ
」
研
究
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

は
じ
め
に
こ
の
研
究
の
流
れ
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
研
究
の
端
緒
は
、

コ
ー
ン
が
親
の
子
育
て
行
動
の
社
会
階
層
に
よ
る
差
異
に
関

心
を
も
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
1
層
の
親
は
子
育
て
の
場
面
で
、
自
分
自
身
で
状
況
を
判
断
し
て
行
動
す
る
こ
と
を

子
ど
も
に
教
え
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
が
、
ブ
ル
l
・
カ
ラ
l
層
の
親
は
外
的
な
基
準
に
同
調
す
る
こ
と
を
教
え
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
、

と
い
う
傾
向
を
発
見
し
、
注
目
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

コ
ー
ン
は
、
社
会
階
層
に
付
帯
す
る
生
活
条
件
が
親
と
し
て
の
子

第一部

育
て
の
価
値
(
官
H
E
E
d巴
Em)
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
こ
の
価
値
が
実
際
の
子
育
て
行
動
の
差
異
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
経
路
を

想
定
し
た
。

」
の
親
と
し
て
の
子
育
て
の
価
値
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、

一
九
五
六
l
五
七
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン

D
Cで
実
施
さ
れ
た
父
親
、

母
親
、

一
O
歳
児
の
三
者
に
対
す
る
面
接
調
査
と
、
そ
の
国
際
比
較
調
査
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
の
ト
リ
ノ
市
に
お
け
る
同
様
の
面
接
調
査

デ
ー
タ
の
分
析
結
果
を
も
と
に
検
討
さ
れ
た
。
「
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
で
駆
使
さ
れ
る
独
自
の
概
念
の
多
く
は
、
こ
れ
ら

の
デ
ー
タ
の
分
析
の
過
程
で
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
徐
々
に
概
念
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
後
は
親
と
し
て

の
子
育
て
の
価
値
に
限
ら
ず
、
広
い
意
味
で
の
階
層
意
識
と
み
な
さ
れ
る
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
、
集
団
同
調
性
、
自
己
確
信
性
、

不
安
感
、
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
、
疎
外
感
な
ど
の
社
会
的
態
度
や
志
向
性
、
あ
る
い
は
考
え
方
の
柔
軟
性
、
認
知
能
力
の
柔
軟
性
と
い
っ
た

知
的
な
能
力
に
対
し
て
も
関
心
が
拡
げ
ら
れ
た
〈
同
o
Z
[
H
g由])。

こ
う
し
て
、
問
題
設
定
、
質
問
内
容
、
調
査
法
な
ど
が
十
分
仁
醸
成
さ
れ
た
後
、

一
九
六
四
年
に
は

ア
メ
リ
カ
で
の
成
人
有
職
男

性
に
対
す
る
大
規
模
な
全
国
調
査
(
面
接
法
)
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
の
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
一
九
七
四
年
に
は
、
こ
の
ベ
ー
ス
の
調
査
か
ら
十
年
を
経
過
し
た
対
象
者
の
生
活
条
件
と
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
が
ど
の

よ
う
に
変
容
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
、
同
一
対
象
者
に
対
す
る
追
跡
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
有
効
回
答
者
の
配



偶
者

(
H
既
婚
女
性
)
と
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
面
接
調
査
も
同
時
に
実
施
さ
れ
て
い
る
(
補
遺
参
照
)
。
さ
ら
に
サ
ン
プ
ル
、
質
問

項
目
、
調
査
法
を
、
こ
の
一
九
七
四
年
の
家
族
調
査
と
比
較
可
能
な
よ
う
に
設
計
し
た
国
際
比
較
調
査
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
(
一
九
七
人

-
八
O
年
)
と
日
本
(
一
九
七
九
l
八
六
年
)
で
も
相
次
い
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
先
行
r
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
後

の
章
で
必
要
に
応
じ
て
詳
述
す
る
の
で
こ
こ
で
は
紹
介
に
と
ど
め
て
お
く
。

こ
の
よ
う
に
大
規
模
・
精
密
で
、
時
系
列
的
か
つ
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
視
野
に
基
づ
く
調
査
設
計
と
、
国
際
比
較
調
査
の
展
開
、

さ
ら
に
共
分
散
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
を
用
い
た
先
駆
的
な
解
析
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
研
究
は
、
他
に
類
例
を
み
な
い
も
の
と
し
て
、

九
八

0
年
代
に
は
高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

職
業
上
の
自
己

i
指
令
性

前
章
で
提
起
し
た
よ
う
に
、
階
級
、
階
層
に
よ
っ
て
諸
個
人
の
社
会
的
態
度
に
差
異
が
あ
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、

い
っ
た
い
ど
の
よ

階層意融の研究と自己一寸旨令性

う
な
生
活
条
件
が
こ
う
し
た
階
層
意
識
の
形
成
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
基
本
的
な
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
は
っ
き
り
と
は
解
き

明
か
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
彼
ら
は
職
業
条
件
C
o
r
n
o
E
E
S
ω
〉
と
い
う
、
職
業
階
層
と
階
層
意
識
を
連
携
さ
せ
て
い
る
結

節
的
概
念
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
業
階
層
が
漠
然
と
代
表
し
て
き
た
生
活
条
件
を
、
よ
り
く
わ
し
く
特
定
化
す
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。
コ
ー
ン
は
職
業
階
層
(
彼
ら
の
表
現
で
は
杜
会
階
級
(
ω
O
O
E
O
-
S
ω
)
)
を
以
下
の
観
点
で
捉
え
て
い
る
。

「
社
会
階
級
が
人
間
の
行
動
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
の
は
、
社
会
階
級
が
社
会
的
現
実
に
対
す
る
人
々
の
も
の
の
見
方

第二章

に
深
く
関
わ
る
、
体
系
的
に
差
異
化
さ
れ
た
生
活
条
件
を
内
包
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
高
い
階
級
的
地
位
に
あ
る
と
い
う
こ
と

39 

は
、
意
中
山
決
定
や
行
為
が
自
己
の
裁
量
内
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
低
い
階
級
的
地
位
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
個
人
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
領
域
を
越
え
た
、
理
解
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
強
制
力
に
従
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
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(同
oFロ

[
H
申
∞
H

N

由
∞
]
)

階層意識研究の再構成

つ
ま
り
彼
ら
は
、
職
業
階
層
が
取
り
ま
と
め
て
代
表
し
て
い
る
社
会
階
層
の
実
質
的
な
内
容
を
、
従
来
の
よ
う
に
漠
然
と
し
た
生
活

条
件
の
総
体
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
最
も
本
質
的
な
部
分
で
あ
る
職
業
生
活
の
条
件
に
絞
っ
て
論
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
経
験
的
に
知
ら
れ
て
い
る
職
業
階
層
の
有
用
性
を
、
よ
り
実
体
的
な
職
業
条
件
と
い
う
概
念
を
用
い
て
解
明
す
る
試
み
と
し
て
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第一部

わ
た
し
た
ち
は
日
常
生
活
に
お
い
て
も
研
究
上
も
、
社
会
階
層
を
「
高
い
|
低
い
」
と
い
う
連
続
的
な
構
造
や
、
位
階
的
な
秩
序
と

し
て
捉
え
が
ち
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
は
い
っ
た
い
何
が
高
い
の
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
明
確
に
返
答
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
も
っ
と

も
こ
の
問
い
か
け
自
体
を
研
究
対
象
と
す
る
階
層
研
究
で
は
、
通
常
は
生
活
機
会
の
大
小
を
示
す
「
収
入
」
が
高
い
と
か
、
社
会
関
係

の
上
下
を
示
す
「
従
業
上
の
地
位
」
が
高
い
と
か
、
職
業
の
社
会
的
評
価
を
示
す
「
職
業
威
信
」
が
高
い
、
あ
る
い
は
、
獲
得
的
属
性

と
し
て
知
識
・
技
能
の
有
無
と
生
活
機
会
の
有
利
・
不
利
を
示
す
「
学
歴
(
教
育
達
成
)
」
が
高
い
、
と
い
う
よ
う
な
連
続
的
ま
た
は

位
階
的
な
階
層
指
標
を
複
合
し
て
表
現
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
階
層
指
標
と
同
様
に
、
諸
個
人
の
職
業
生
活
の
条
件
も
、
あ
る
基
準
を

も
っ
て
、
「
高
い

l
低
い
」
と
い
う
連
続
的
な
構
造
と
し
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
が
彼
ら
の
用
い
る
職
業
上
の
自

己
ー
指
令
性

(02喜
m
c
o
z
-
8
-
E
5
2
5ロ
)
と
い
う
尺
度
基
準
で
あ
る
。

誤
解
を
生
じ
な
い
よ
う
に
補
足
し
て
お
く
と
、
職
業
上
の
自
己
|
指
令
性
は
、
諸
個
人
の
日
常
生
活
の
条
件
を
表
わ
す
社
会
的
属
性

で
あ
り
、
態
度
尺
度
や
心
理
テ
ス
ト
の
よ
う
な
心
理
的
属
性
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
の
よ
う
に
諸
個
人
の
就
い
て

い
る
職
種
そ
の
も
の
か
ら
コ
ー
ド
化
さ
れ
る
客
観
的
な
指
標
で
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
者
が
自
ら
の
職
業
条
件
に
つ
い
て
評
価
・

申
告
じ
た
情
報
を
も
と
に
測
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

自
己

l
指
令
性
と
い
う
命
名
が
示
す
と
お
り
、
こ
の
概
念
は
日
々
の
職
業
生
活
に
お
け
る
意
志
決
定
の
自
由
度
や
独
創
性
を
発
揮
す



る
機
会
の
大
小
や
状
況
判
断
の
複
雑
さ
の
度
合
を
、

ω仕
事
の
実
質
的
複
雑
性
(
七
項
目
)
、

ω管
理
の
厳
格
性
(
四
項
目
)
、

ω仕
事

の
単
調
性
(
一
項
目
)
と
い
う
側
面
か
ら
多
角
的
に
測
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
連
の
「
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究

で
は
、
ど
の
デ
ー
タ
の
解
析
で
も
、
ま
ず
職
業
条
件
の
最
も
本
質
的
な
内
容
で
あ
る

ω仕
事
の
実
質
的
複
雑
性
を
用
い
て
、
探
索
的
に

分
析
が
蓄
積
さ
れ
、
議
論
が
方
向
づ
け
ら
れ
る
。
引
き
続
き
こ
の
方
向
に
基
づ
い
て
分
析
が
拡
張
さ
れ
、
最
終
的
に
は
一
一
次
因
子
分
析

に
よ
っ
て
、
上
位
概
念
で
あ
る
「
職
業
上
の
自
己
|
指
令
性
」
に

ωlω
を
統
合
し
て
社
会
学
的
示
唆
が
導
出
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
う

し
て
測
定
さ
れ
た
職
業
上
の
自
己
指
令
性
は
、
社
会
的
地
位
が
高
い
ほ
ど
、
あ
る
い
は
社
会
階
級
が
上
層
あ
る
い
は
中
産
階
級
で
あ

る
ほ
ど
高
く
、
逆
に
社
会
的
地
位
が
低
い
ほ
ど
、
あ
る
い
は
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
必
要
と
し
な
い
単
調
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
ワ
ー
ク

で
あ
る
ほ
ど
低
い
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
た
め
事
実
上
こ
の
概
念
は
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
な
ど
の
職
業
階
層
の
指
標
と
高
い
相
関
関
係

(
現
代
日
本
社
会
で
は
同
H
O
印
前
後
)
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
職
業
階
層
指
標
が
代
表
し
て
き
た
生
活
条
件
の
う
ち
の
か
な
り
の
部

分
が
、
こ
の
職
業
上
の
自
己
|
指
令
性
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
、
つ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

階層意融の研究と自己一指令性

な
お
、
日
本
で
も
直
井
優
に
よ
る
「
職
業
と
人
間
」
調
査
(
補
遺
参
照
)
の
実
施
後
は
、
こ
の
研
究
の
紹
介
も
行
な
わ
れ
、
彼
ら
の

〔

2
)

概
念
が
計
量
研
究
に
さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
(
直
井
優
ロ
8
2
、
[HS吋
]
、
白
書
幸
男
ロ

S
己、

[
5
8
]
)。

「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」

の
自
己
|
指
令
性

階
層
意
態
研
究
と
し
て
の
視
座

第二章

『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
研
究
が
階
層
意
識
研
究
に
も
た
ら
し
た
第
一
の
成
果
は
、
前
述
の
職
業
上
の
自
己
|
指
令
性
と
い
う

概
念
の
導
出
で
あ
る
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
独
自
の
成
果
は
、
彼
ら
が
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
と
呼
ぶ
心
理
的
側
面
に
つ
い
て
有
効
な
知

41 

見
を
導
き
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
な
お
本
書
の
問
題
関
心
か
ら
は
こ
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
を
、
階
層
意
識
あ
る
い
は
社
会
意
識
の
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階
層
差
と
解
釈
し
て
も
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

階層意識研究の再栴成

階
層
意
識
の
研
究
で
は
、
階
層
的
地
位
が
高
い
ほ
ど
権
威
主
義
的
傾
向
が
低
い
(
印
玄
ピ
官
旦

[53])、
あ
る
い
は
階
層
的
地
位

が
高
い
ほ
ど
自
尊
心
が
高
い

(ZB
同

o
m
g
Z括
自
ι
「
同

y
E
E
ロ
ミ
∞
]
)
、
ま
た
は
階
層
的
地
位
が
低
い
(
単
調
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
ワ

ー
ク
に
従
事
す
る
)
ほ
ど
疎
外
感
が
高
い
(
岡
田
Z
E
2
[呂
田
恥
]
-
同

o
z
p
s
a
)
と
い
う
よ
う
な
、
社
会
的
態
度
と
社
会
階
層
の
関

連
に
つ
い
て
の
議
論
や
分
析
結
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
社
会
的
態
度
と
階
層
構
造
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
研
究

い
ず
れ
も
単
発
的
な
も
の
に
留
ま
り
、
社
会
階
層
が
社
会
的
態
度
と
関
連
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

が
複
数
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

第一部

て
の
一
般
的
な
命
題
や
理
論
は
確
立
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

コ
ー
ン
ら
は
一
連
の
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
社
会
階
層
と
社
会
的
態
度
の
関
連
を
、
職
業
条
件
と
心
理
的
機
能
の
関
係
と
し
て
読
み

直
し
て
い
る
。
彼
ら
の
発
想
の
端
緒
は
、
前
述
の
中
産
階
級
と
労
働
者
階
級
の
親
と
し
て
の
子
育
て
の
価
値
の
差
異
の
発
見
に
あ
っ
た

の
だ
が
、
彼
ら
は
こ
の
差
異
を
、
職
業
条
件
が
自
己
l

指
令
的
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
日
常
生
活
に
学
習
一
般
化
の
プ
ロ
セ
ス

に
よ
っ
て
拡
張
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
子
育
て
の
局
面
で
も
自
己
|
指
令
的
な
価
値
を
も
っ
に
至
る
も
の
と
解
釈
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

職
業
上
の
自
己
|
指
令
性
が
諸
個
人
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
を
自
己
|
指
令
的
(
耳

-
E
5
2邑
)
に
す
る
と
い
う

筋
道
が
示
さ
れ
、
親
と
し
て
の
子
育
て
の
価
値
は
、
こ
の
大
き
な
流
れ
の
生
活
局
面
で
の
ひ
と
つ
の
表
出
状
態
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
本
書
の
立
場
か
ら
は
こ
の
議
論
は
、
自
己

i
指
令
性
を
キ
l
・
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
社
会
階
層
と
階
層
意
識
の
関
連
を
整
理

し
直
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
自
己

l
指
令
性
は
以
下
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

自
己
|
指
令
性
と
は
「
独
自
の
基
準
に
基
づ
い
て
行
動
し
、
外
的
な
諸
要
因
の
み
な
ら
ず
、
内
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
従
い
、
オ
ー

プ
ン
・
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
て
他
者
を
信
用
し
、
自
分
自
身
に
道
徳
的
基
盤
を
も
っ
」
(
問
。
吉
[
右
自
民
∞
]
)
方
向
性
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
、
対
極
に
あ
る
同
調
性

(
O
S
E
E
M
q
)
と
は
「
権
威
の
示
す
と
こ
ろ
に
従
い
、
自
己
の
内
的
過
程
を
締
め
出
し
た
外
的
な
な



り
ゆ
き
に
注
目
し
、
非
同
調
的
態
度
に
不
寛
容
で
あ
り
、
法
規
の
文
面
に
従
う
こ
と
を
強
調
す
る
道
徳
的
基
準
を
も
っ
」

[
F
E
]
方

向
性
で
あ
る
。

こ
の
自
己
|
指
令
的
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
具
体
的
な
中
身
は
さ
ら
に
、

ω親
と
し
て
の
子
育
て
の
価
値
、
知
的
能
力
を
測
定
し

た

ω考
え
方
の
柔
軟
性
、
そ
し
て

ω自
己
l
指
令
的
志
向
性
な
ど
の
下
位
概
念
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
側
面
を
順
次
紹
介

し
て
お
こ
う
。

親
と
し
て
の
子
育
て
の
価
値

コ
ー
ン
の
初
期
の
関
心
に
基
づ
く
概
念
で
、
子
ど
も
に
身
に
つ
け
さ
せ

る
べ
き
望
ま
し
い
価
値
と
し
て
、
自
己
|
指
令
性
を
強
調
す
る
か
、
そ
れ
と
も
同
調
性
を
強
調
す
る
か
を
測
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
具

ま
ず
、
親
と
し
て
の
子
育
て
の
価
値
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

階層意識の研究と自己一指令性

一
三
個
の
選
択
肢
(
他
人
に
思
い
や
り
が
あ
る
こ
と
/
も
の
ご
と
が
ど

の
よ
う
に
し
て
な
ぜ
起
こ
る
か
に
興
味
を
持
つ
こ
と
/
責
任
感
が
あ
る
こ
と
/
自
制
心
が
あ
る
こ
と
/
礼
儀
作
法
が
よ
い
こ
と
/
身
だ

し
な
み
が
よ
く
清
潔
で
あ
る
こ
と
/
よ
い
生
徒
で
あ
る
こ
と
/
正
直
で
あ
る
こ
と
/
両
親
の
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
く
こ
と
/
良
識
が
あ

体
的
に
は
、
子
ど
も
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
べ
き
価
値
と
し
て
、

り
健
全
な
判
断
が
で
き
る
こ
と
/
男
ら
し
く
ま
た
は
女
ら
し
く
あ
る
こ
と
/
成
功
し
よ
う
と
努
力
す
る
こ
と
/
他
の
人
と
協
調
で
き
る

こ
と
)
の
う
ち
か
ら
、
最
も
重
要
な
も
の
を
ひ
と
つ
、
次
に
重
要
な
も
の
を
二
つ
対
象
者
に
選
択
し
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、
逆
に
最
も

重
要
で
な
い
も
の
を
ひ
と
つ
、
次
に
重
要
で
な
い
も
の
を
二
つ
選
択
し
て
も
ら
う
。
こ
の
手
続
き
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
対

す
る
価
値
優
先
順
位
が
点
数
化
さ
れ
、
こ
れ
を
も
と
に
「
自
己

l
指
令
性
/
同
調
性
」
を
軸
と
し
た
主
成
分
が
構
成
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
概
念
は
子
育
て
行
動
の
基
本
方
針
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
親
の
自
分
自
身
の
社
会
的
態
度
と
は
少
し
ず
れ
る
。
た
と
え
ば
、

第二君主

自
分
の
身
だ
し
な
み
に
は
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
親
が
、
子
育
て
で
は
必
ず
し
も
身
だ
し
な
み
を
軽
視
す
る
と
は
限
ら
な
い
よ
う
に
、

〈

4
)

自
分
自
身
に
と
っ
て
の
重
要
な
価
値
と
、
子
ど
も
を
育
て
る
際
に
強
調
す
る
価
値
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。

43 
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考
え
方
の
柔
軟
性

階層意識研究の再構成

考
え
方
の
柔
軟
性
は
、
本
書
で
扱
う
他
の
社
会
的
態
度
と
は
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
レ
ベ
ル
を
若
干
異
に
し
て
お
り
、
心
理
的

〈

5
)

な
能
力
と
み
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
で
も
、
特
に
日
常
の
生
活
条
件
に
よ
っ
て
変
化
し
や
す
い
側
面
を
測
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
心

理
的
な
能
力
は
、

日
本
の
社
会
学
で
は
そ
れ
ほ
ど
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
日
常
生
活
に
お
け
る
事
物
に
対
す
る
心

的
準
備
状
態
で
あ
る
社
会
的
態
度
よ
り
も
、
社
会
・
文
化
的
バ
イ
ア
ス
の
影
響
を
受
け
に
く
い
と
い
う
特
性
は
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
特
長
ゆ
え
に
、
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
に
対
す
る
社
会
的
要
因
の
作
用
を
純
粋
に
、
あ
る
い
は
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

第一部

的
に
描
き
出
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
の
た
め
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
の
あ
ら
ゆ
る
調
査
研
究
に
お
い
て
、
ま
ず
仕
事
の
実

質
的
な
複
雑
性
と
、
こ
の
概
念
の
関
連
の
構
図
が
先
駆
的
に
検
討
さ
れ
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
し
て
よ
り
発
展
的
な
モ
デ
ル
が
構
成
さ

れ
る
、
と
い
う
手
続
き
が
と
ら
れ
て
き
た
。

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
・
シ
ヨ

y
プ
の
立
地
条
件
を
た
ず
ね
る
問
題
/
タ
パ
つ
の
テ
レ
ビ
・
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
つ

い
て
の
賛
否
両
論
を
問
う
問
題
(
こ
れ
ら
の
二
項
目
は
客
観
的
で
相
対
的
な
認
知
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
問
う
設
問
)
/
態
度
尺

度
の
項
目
群
に
「
全
く
そ
う
思
う
」
と
い
う
極
端
な
同
意
回
答
を
し
た
数
を
加
算
し
て
尺
度
化
し
た
ア
グ
リ
l
・
ス
コ
ア
/
面
接
担
当

者
が
調
査
対
象
者
に
つ
い
て
評
価
し
た
知
的
印
象
/
認
知
能
力
を
問
う
既
存
の
テ
ス
ト
で
あ
る
図
形
識
別
テ
ス
ト
、
と
い
う
認
知
能
力

こ
の
概
念
の
測
定
に
は
、

を
多
面
的
に
測
定
す
る
た
め
の
五
項
目
の
変
数
や
テ
ス
ト
が
用
い
ら
れ
て
い
る
(
同
o
Z
E
ι
印。
r
o
o
-
2
[
O司

E
]、
z
m
O
H
E仏印。
roo-s

2
[
巴
∞
印
]
、
白
書

[
3
2
]
)。

自
己

l
指
令
的
志
向
性

第
三
は
、
狭
い
意
味
で
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
自
己
1
指
令
性
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
、
自
己
指
令
的
志
向
性

(z=ー

内四回目立
a
z
g
E
O
H
H
S
E
2
0乙
で
あ
る
。
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舎聾
争z
ε信
(頼
EFL 
f自
旦己

-
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
自
己
|
指
令
的
志
向
性
は
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
、
自
己

準
拠
的
な
道
徳
性
の
基
準
、
運
命
主
義
、
他
者
に
対
す
る
信
頼
感
、
自
己
不
確
信
、
あ
る
い
は
集
団
同
調
性
と
い
う
社
会
的
態
度
の
複

印。
r。。
-
2
[
O切

E

Z
斗
]
)
と
さ
れ
る
。

合
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
概
念
で
あ
り
、
第
一
章
で
示
し
た
志
向
性
の
定
義
(
社
会
的
態
度
の
尺
度
を
潜
在
的
に
規
定
す
る
も
の
で
あ

り
、
社
会
的
態
度
の
情
報
量
を
さ
ら
に
集
約
し
た
概
念
)
に
あ
て
は
ま
る
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
そ
し
て
、
前
述
の
親
と
し
て
の
子
育
て
の

価
値
や
考
え
方
の
柔
軟
性
と
比
較
す
る
と
、
社
会
的
行
為
に
際
し
て
の
心
的
準
備
状
態
と
し
て
の
色
彩
が
よ
り
強
い
、
と
い
う
意
味
で

社
会
学
的
な
意
義
の
深
い
概
念
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
、
こ
の
志
向
性
を
構
成
す
る
社
会
的
態
度
の
い
く
つ
か
は
、
階
層
意
識
と
し
て

の
先
行
研
究
や
理
論
的
仮
説
を
背
景
に
も
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
自
己
|
指
令
的
志
向
性
こ
そ
が
、
社
会
意
識
の
階
層
差
の
基
軸
と
し
て
、
本
書
で
関
心
を
も
っ
て
論
じ
る
レ
ベ
ル

階層宜融の研究と自己指令性

に
対
応
す
る
概
念
で
あ
る
と
み
在
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
彼
ら
は
、
社
会
意
識
の
階
層
差
に
つ
い
て
、
理
論
レ
ベ
ル
に
お
け
る
思
弁
的
検
討
で
は
な
く
、
社
会
調
査
デ
ー
タ
の
計

量
分
析
に
よ
る
探
索
的
な
方
法
に
よ
っ
て
、
そ
の
基
軸
と
な
る
自
己
|
指
令
的
志
向
性
を
導
出
し
た
の
で
あ
る
。

『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
の
成
果
・
限
界
・
課
題

第二章

交
互
作
用
効
果

『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
を
階
層
意
識
研
究
と
し
て
み
た
場
合
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
議
論
は
極
め
て
簡
明
で
あ
る
。
す

45 

で
に
述
べ
た
と
お
り
、
こ
の
研
究
で
は
職
業
階
層
と
階
層
意
識
の
聞
に
み
ら
れ
る
相
関
関
係
を
一
元
的
に
整
理
し
、
職
業
上
の
自
己
|
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指
令
性
と
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
自
己
|
指
令
性
と
い
う
、
社
会
階
層
と
社
会
意
識
双
方
の
イ
ク
イ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
概
念
聞
の
関
連

と
し
て
簡
潔
に
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
彼
ら
の
研
究
で
は
、
単
に
職
業
条
件
だ
け
で
は
な
く
、
職
業
階
層
が
直
接
的
、
間
接
的

に
内
包
し
て
き
た
、
収
入
、
従
業
上
の
地
位
、
産
業
分
類
、
学
歴
、
出
身
階
層
、
年
齢
な
ど
の
生
活
条
件
の
効
果
も
詳
し
く
検
討
さ
れ
、

階届意識研究の再構成

そ
の
結
果
と
し
て
、
自
己
|
指
令
的
者
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
主
た
る
形
成
要
因
は
職
業
上
の
自
己
|
指
令
性
で
あ
る
こ
と
が
結
論

づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
職
業
条
件
は
職
業
階
層
な
ど
の
他
の
階
層
指
標
と
は
大
き
く
異
な
る
性
質
を
一
点
だ
け
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
職
業
条
件
が
本

第一部

人
の
意
志
に
よ
っ
て
変
更
可
能
な
、

い
わ
ば
可
塑
的
な
生
活
条
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
人
々
は
現
在
の
「
パ

l

ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
過
去
の
教
育
達
成
を
変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
転
職
し
て
職
業
条
件
を
根
本
的
に
変
え

な
い
限
り
は
、
急
に
収
入
や
財
産
だ
け
を
増
や
し
た
り
、
企
業
規
模
を
大
き
く
す
る
こ
と
は
難
し
い
し
、
自
ら
の
意
志
で
従
業
上
の
地

位
を
自
由
に
上
昇
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
自
己
!
指
令
的
な
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
を
も
っ
た
個
人
が
、
ま
さ
に
自
律

的
に
自
分
の
お
か
れ
た
職
業
条
件
を
変
容
さ
せ
る
こ
と
は
十
分
あ
り
う
る
。

一
方
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
方
も

一
生
を
通
じ
て
全

く
変
容
し
な
い
も
の
で
は
な
く
、
た
と
え
成
人
後
で
あ
っ
て
も
、

い
や
階
級
意
識
の
所
与
の
理
論
的
前
提
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
ま
さ
に

成
人
後
の
職
業
生
活
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
る
、
可
塑
的
な
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
彼
ら
の
最
も
強
い
関
心
は
、
職
業
条
件
が
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
を
形
成
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
が

職
業
条
件
を
変
容
す
る
の
か
と
い
う
因
果
律
の
確
定
に
お
か
れ
る
。
こ
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
関
連
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
職
業
条
件
が
自
戸

T指
令
的
で
あ
れ
ば
、
自
己
|
指
令
的
な
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
が
形
成
さ
れ
る
。

一
方
で
、
自
己
|
指
令
的
な

「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
を
も
っ
個
人
は
、
自
己
|
指
令
的
な
職
業
条
件
を
自
ら
形
成
し
た
り
、
選
択
し
た
り
す
る
。
こ
の
よ
う
な
両
者

の
相
乗
的
な
関
係
を
交
互
作
用
効
果
言
。
官
o
g
Z同



要
因
お
よ
び
、

一
九
六
四
年
の
職
業
条
件
と
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
九
七
四
年
の
調
査
の

時
点
で
計
量
的
に
検
出
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
効
果
の
大
き
さ
は
、

い
ず
れ
の
分
析
結
果
に
お
い
て
も
職
業
条
件
↓

「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
方
向
が
、
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
↓
職
業
条
件
の
方
向
を
数
倍
上
回
っ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。

研
究
の
応
用
的
展
開

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ま
ず
成
人
有
職
男
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
職
業
上
の
自
己
|
指
令
性
と
自
己
|
指
令
的
「
パ

l
ソ
ナ

リ
テ
ィ
」
の
親
密
な
関
連

(
H
交
互
作
用
効
果
)
は
、
さ
ら
に
二
つ
の
方
向
性
を
も
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

第
一
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
で
得
ら
れ
た
結
果
が
他
の
社
会
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
に
み
ら
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検

証
す
る
、
国
際
比
較
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
日
本
に
つ
い
て
国
際
比
較
が
実
施
さ
れ
、
自
己
|
指
令
性
を
基

軸
と
し
た
基
本
的
に
は
同
型
の
階
層
意
識
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
確
証
さ
れ
て
い
る
(
問
。
吉
富
島
同
昌
也
o
g
R吉
井
岡

[
5
8
]
、
〉
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zmwOMmHM
仏印。
}
5
0
-
2
[
O
H
U
E
F
]
、
印
oroo-o
司
祭
丘
〉

Z
m
O
H
[戸
市
V

∞
∞
]
、
同
o
r
p
〉
Z
倍
。
ゲ
ロ
印
O
F
0
0
ロ『
mwo}グ印。
zoo-oH
釦ロ仏印
FOHHMONUBωrH

E
g
g
-
さ
ら
に
、

ウ
タ
フ
イ
ナ

お
し、

て
も
同
様
の
国
際
比
較
調
査
が
実
施
さ
れ
た

同
o 
r 
ロ

由

巳0。。
。

第
二
の
方
向
性
は
、
成
人
有
職
男
性
に
つ
い
て
得
ら
れ
た
結
果
を
敷
街
し
、
女
性
や
学
齢
期
の
青
少
年
に
つ
い
て
も
生
活
条
件
と

「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
交
互
作
用
効
果
を
検
出
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
子
ど
も
の
学
校
生
活
で
あ
れ
、
主
婦
の

家
庭
内
で
の
生
活
で
あ
れ
、
諸
個
人
の
主
要
な
生
活
条
件
が
自
己

l
指
令
的
で
あ
れ
ば
、
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
は
自
己
|
指
令
的
に

な
り
、
同
時
に
自
己
|
指
令
的
な
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
に
よ
っ
て
、
諸
個
人
は
自
己
|
指
令
的
な
生
活
条
件
を
獲
得
す
る
、
と
い
う

第二章

議
論
が
な
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
成
人
有
職
男
性
の
職
業
条
件
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
、
青
少
年
の
学
校
に
お
け
る
生
活
条
件
を
、
教
育
上

の
自
己
|
指
令
性
(
邑
E
E
M
O白色"。

=ι戸
3
2
5
ロ
)
と
し
て
測
定
し
、
青
少
年
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
に
対
す
る
影
響
力
が
検
討
さ

47 

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
既
婚
女
性
に
つ
い
て
も
、
職
業
条
件
や
家
事
労
働
と
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
関
連
が
、
や
は
り
自
己
|
指
令
性
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を
基
軸
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る

(
Z
Z
E
E
E
f
r
o
o
-
2
[
H
S
口
]
)
。
ま
た
、
現
在
、
米
国
立
精
神
衛
生
研
究
所
で
は
、
ス
ク
ー
ラ

ー
が
中
心
と
な
っ
て
エ
イ
ジ
ン
グ
と
退
職
が
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
を
、
『
職
業
と
パ

l
ソ
ナ
リ
テ

階層意融研究の再構成

ィ
』
の
ベ

l
ス
・
サ
ン
プ
ル
に
対
す
る
三
度
目
の
パ
、
一
不
ル
調
査
と
し
て
実
施
し
、
分
析
の
過
程
に
あ
る
。

図
式
に
よ
る
葺
理

こ
こ
で
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
の
概
念
と
議
論
を
本
書
の
流
れ
に
接
合
す
る
た
め
に
、
あ
ら
た
め
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

第一部

図
2

1

は
階
層
意
識
の
研
究
に
お
け
る
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
の
位
置
づ
け
を
、
図
式
化
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

階
層
意
識
の
研
究
が
、
社
会
意
識
論
の
ひ
と
つ
の
重
要
な
論
点
で
あ
る
、
社
会
階
層
と
社
会
意
識
の
関
連
を
検
討
す
る
分
野
で
あ
る

こ
と
は
前
章
に
お
い
て
指
摘
し
た
。
こ
の
図
の
外
延
は
、
こ
の
領
域
が
階
層
構
造
要
因
と
社
会
意
識
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
関
係

を
検
討
す
る
分
野
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
階
層
構
造
要
因
と
し
て
は
、
経
済
的
地
位
で
あ
る
所
得
や
財
産
、
獲
得
さ
れ
た
誇
個

人
の
学
歴
、
あ
る
い
は
出
身
階
層
の
要
因
、
社
会
的
な
勢
力
な
ど
の
要
因
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
で
最
も
中
核
的
な
も
の
と
し
て

は
職
業
階
層
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
職
業
階
層
の
「
上
下
」
の
位
階
序
列
が
社
会
意
識
と
の
関
係
を
論
じ
る
う
え
で
最
も
中

核
的
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
な
る
。
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
研
究
は
、
こ
の
分
析
基
軸
を
自
己
1
指
令
性
と
同
調
性
を
両
極

と
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
縦
軸
に
お
き
、
職
業
条
件
と
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
関
係
を
検
討
対

象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
の
領
域
は
、
階
層
意
識
研
究
の
領
域
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

一
方
、
図
の
右
側
部
分
の
社
会
意
識
に
も
職
業
条
件
と
パ
ラ
レ
ル
な
分
析
基
軸
と
し
て
、
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
自
己
|
指
令
性

が
立
て
ら
れ
る
。
そ
し
て
双
方
に
つ
い
て
、
自
己
|
指
令
性
、
同
調
性
を
両
極
と
し
た
測
定
概
念
が
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
ず
つ
あ
り
、
こ
れ

ら
の
関
係
を
共
分
散
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
職
業
条
件
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
交
互
作
用
効
果
が

検
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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階層意識の研究における『職業とパーソナリティ」研究の位置づけ
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図2-1

た
だ
し
こ
の
「
自
己
|
指
令
性
/
向
調
性
」
の
基
軸
は

社
会
意
識
の
分
析
基
軸
の
唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
社
会
意
識
論
に
は
、
こ
う
し
た
意
識
の
階
層
差

と
は
別
の
と
こ
ろ
に
源
泉
を
も
っ
分
析
基
軸
(
た
と
え
ば

「
伝
統

1近
代
」
、
「
物
質
主
義
脱
物
質
主
義
」
な
ど
)
が

複
数
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
と
も
か
く
、
『
職
業
と

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
に
よ
っ
て
、
従
来
、
双
方
の
構
造

が
漠
然
と
し
て
い
た
社
会
階
層
と
社
会
意
識
の
関
連
を
探
る

う
え
で
、
ひ
と
つ
の
重
要
な
橋
渡
し
が
な
き
れ
た
こ
と
が
こ

の
図
か
ら
理
解
さ
れ
る
。

限
界
と
課
題

」
の
よ
う
に
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
の
特
筆

す
べ
き
成
果
は
、
白
戸
ヤ
指
令
性
と
い
う
基
軸
に
よ
っ
て
、

階
層
意
識
研
究
に
ひ
と
つ
の
簡
明
な
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ム

を
提
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
議
論
は
簡
明

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
複
雑
な
現
代
社
会
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の

部
を
見
落
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
同
時
に

1ρ 

く

つ
か
の
限
界
と
課
題
も
指
摘
し
う
る
。
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ま
ず
、
階
層
(
階
級
)
意
識
研
究
の
視
点
か
ら
は
必
然
的
に
、
次
の
よ
う
な
興
味
が
生
じ
る
。
職
業
条
件
、
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
、

階層意識研究の再構成

交
互
作
用
効
果
と
い
う
彼
ら
の
用
い
る
概
念
は
、

一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、

マ
ル
ク
ス
以
来
の
、
生
産
関
係
、
階
級
意
識
、
弁
証
法

的
過
程
と
い
う
術
語
や
理
解
の
様
式
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
両
者
は
よ
く
似
た
図
式
を
展
開
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
コ

l
ン
自

身
は
、
こ
う
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
階
級
理
論
と
自
ら
の
理
論
の
関
係
に
つ
い
て
は
全
く
述
べ
て
い
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
本
書
で

は
こ
の
間
題
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
で
論
じ
る
余
裕
は
な
い
。
し
か
し
、

ク
ス
主
義
的
な
議
論
と
は
異
な
っ
た
も
の
、

コ
ー
ン
ら
が
類
似
し
た
図
式
を
用
い
て
導
い
た
結
論
が
、
マ
ル

つ
ま
り
「
社
会
的
存
在
と
社
会
意
識
の
相
互
作
用
過
程
に
よ
っ
て
、
階
層
的
秩
序
が
良
好

第一部

に
維
持
さ
れ
る
」
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
指
摘
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
コ
ー
ン
に
は
今
後
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
の
何
ら
か
の
言
一
及
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
二
点
目
は
、
彼
ら
の
研
究
目
標
が
(
社
会
的
現
実
と
し
て
当
然
あ
る
は
ず
の
)
交
互
作
用
効
果
を
デ
ー
タ
か
ら
抽
出
す
る
こ
と
に

あ
り
、
そ
の
た
め
彼
ら
の
分
析
上
の
視
点
が
職
業
条
件
と
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
一
対
一
の
局
所
的
な
関
係
に
お
か
れ
、
そ
れ
ゆ
え

に
職
業
条
件
以
外
の
他
の
社
会
的
要
因
は
、
外
生
的
な
も
の
と
し
て
一
方
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
問
題
点
で
あ

る
。
こ
の
問
題
は
私
が
コ

I
ン
と
ス
ク
ー
ラ
ー
自
身
に
説
明
を
求
め
、
何
度
か
議
論
し
た
点
で
も
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
理
論
モ
デ
ル
と

い
う
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
の
関
心
に
よ
っ
て
自
由
に
形
作
ら
れ
て
よ
い
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
方
針
に
つ
い
て
、
異
論
を

さ
し
は
さ
む
べ
き
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
こ
の
あ
ま
り
に
限
定
さ
れ
た
関
心
に
よ
っ
て
、
こ
の
研
究
で
は
、
有
意
な
形
成

効
果
が
測
定
さ
れ
て
い
る
学
歴
さ
え
も
シ
ス
テ
ム
外
の
要
因
と
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
そ
の
影
響
力
を
積
極
的
に
検
討
さ
れ
る
こ

と
は
を
い
。
少
し
手
厳
し
く
い
う
な
ら
ば
、
学
歴
は
人
格
形
成
期
の
重
要
な
要
因
で
あ
る
が
、
時
系
列
か
ら
み
て
交
互
作
用
効
果
を
理

(6) 

論
上
も
ち
え
な
い
の
で
、
交
互
作
用
効
果
に
固
執
す
る
彼
ら
の
主
た
る
関
心
領
域
と
な
ら
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
彼
ら
の
分
析
結
果
と
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
社
会
意
識
の
形
成
要
因
を
包
括
的
に
論
じ
る
と
い
う
本
書

の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
職
業
条
件
と
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
局
所
的
な
関
連
を
吟
味
す
る
も
の
な
の
で
あ



る
。
し
か
し
な
が
ら
社
会
意
識
形
成
に
関
す
る
他
の
研
究
分
野
の
知
見
を
導
入
す
る
と
、
出
身
階
層
、
両
親
や
き
ょ
う
だ
い
、
地
域
や

同
輩
集
団
の
要
因
、
そ
し
て
学
校
教
育
の
要
因
な
ど
の
、
時
間
的
順
序
か
ら
い
え
ば
、
交
互
作
用
効
果
を
も
ち
え
な
い
社
会
的
要
因
も
、

社
会
意
識
の
形
成
に
は
無
視
し
難
い
効
果
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、
変
更
不
可
能
な
生
得
的
属
性
で
あ
る

性
別
や
生
年
世
代
、
加
齢
な
ど
も
、
(
交
互
作
用
効
果
は
理
論
上
考
え
ら
れ
な
い
が
)
や
は
り
重
要
な
社
会
的
態
度
の
形
成
要
因
と
な

り
う
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
の
研
究
か
ら
は
、
社
会
意
識
の
形
成
過
程
に
お
け
る
こ
う
し
た
要
因
の
影
響
力
と
職
業
条
件
の
影
響

力
の
相
対
的
な
優
劣
は
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
研
究
が
積
み
残
し
た
課
題
と
し
て
、

階層意識の研究と自己一指令性

時差効畢と共時的効果

共時的効果

日第二章

図2-2

時差効果

Ct ___ 二二=:::!: Ot 

Ct+l-4-二二二三Ol+l
C / //  
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単
方
向
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
さ
ら
な
る
精
級
化
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
彼
ら
が
交
互
作
用
効
果
を
用
い
て
論
じ
る
階
層
意
識
の
変
容
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
も
疑
問

が
提
示
さ
れ
う
る
(
図
2
1
2
参
照
)
。
い
ま
、
あ
る
時
点
"
の
生
活
条
件
。
-
が
あ
っ
た
と
し
よ
う
。

ρ

は
そ
の
時
点
で
の
志
向
性

o-
を
形
成
す
る
。
こ
の
志
向
性
が
再
び
生
活
条
件
。
を
変
容
す
る
の
だ
が
、

そ
の
変
容
の
結
果
と
し
て
次
の
時
点
工
I
H

の
生
活
条
件
は
の
E
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
生
活
条
件
は

再
び
志
向
性
を
変
化
さ
せ
。

E
と
す
る
。
交
互
作
用
効
果
は
こ
う
し
た
こ
っ
の
概
念
聞
の
推
移
的
な

変
容
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
研
究
で
導
か
れ
た
交
互
作
用
効
果
に
は
時
差

効
果
と
共
時
的
効
果
の
二
種
類
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
時
差
効
果
は
、

一
九
六
四
年
の
生
活
条
件
が
一
九

六
四
年
の
志
向
性
に
影
響
し
、
六
四
年
の
志
向
性
が
七
四
年
の
生
活
条
件
を
形
成
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
旬
、
確
か
に
相

E
的
な
変
容
プ
ロ
セ
ス
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
時
差
効
果
は
構
造
方
程
式
の
数

学
的
な
意
味
と
し
て
は
因
果
効
果
で
あ
り
、
厳
密
な
意
味
で
の
交
互
作
用
効
果
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対

し
、
共
時
的
効
果
の
方
は
、
他
の
変
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
双
方
向
の
効

果
で
あ
り
、
数
学
的
な
意
味
で
は
こ
の
関
係
が
交
互
作
用
効
呆
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
強
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調
す
る
の
は
こ
の
共
時
的
な
交
互
作
用
効
果
で
あ
る
が
、
上
記
の
関
連
の
整
理
に
従
う
と
、
図
2
1
2
に
示
し
た
と
お
り
、
こ
の
効
果

は
の
"
と
O-
の
聞
の
リ
フ
レ
ク
テ
イ
ブ
な
関
係
と
な
り
、
時
差
効
果
が
示
す
よ
う
な
、
双
方
が
時
系
列
に
従
っ
て
変
容
す
る
プ
ロ
セ
ス

を
十
分
に
描
き
切
れ
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
議
論
で
は
こ
の
両
者
の
関
係
は
ス
パ
イ
ラ
ル
な
相
互
変
容
の
プ
ロ
セ
ス

と
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
共
時
的
な
交
互
作
用
効
果
に
つ
い
て
は
分
析
モ
デ
ル
と
議
論
の
黍
離
を
指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

階雇意識胃究の再構成

な
お
こ
う
し
た
関
心
の
相
違
を
ふ
ま
え
て
、
本
書
で
は
発
想
お
よ
び
方
法
に
関
す
る
技
術
・
知
識
の
多
く
を
彼
ら
の
先
駆
的
研
究
か

(
7
)
 

ら
得
る
も
の
の
、
厳
密
な
適
用
的
研
究
の
形
を
と
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
お
き
た
い
。

第一部

四

権
威
主
義
的
性
格
と
自
己
|
指
令
的
志
向
性

二
つ
の
研
究
群
の
類
似
性

こ
こ
で
自
己
|
指
令
的
志
向
性
が
も
っ
社
会
学
的
な
示
唆
を
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
大
衆
社
会
論
の
論
点
で
あ
り
、
伝

統
|
近
代
の
意
識
基
軸
と
も
関
連
す
る
分
野
で
あ
る
権
威
主
義
的
性
格
の
研
究
と
、
自
己
|
指
令
的
志
向
性
と
の
関
係
を
検
討
し
て
お

き
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
に
お
い
て
は
自
己
|
指
令
的
志
向
性
は
、
職
業
条
件
(
職
業
上
の
自
己
|
指
令
性
)
に
注
目
す
る
こ
と
か
ら
、
探

索
的
に
導
出
さ
れ
た
コ

l
ン
ら
の
独
創
的
な
概
念
と
し
て
扱
っ
て
き
た
。
ま
た
彼
ら
自
身
が
他
の
社
会
学
理
論
と
の
関
係
を
論
じ
る
こ

と
が
少
な
い
た
め
に
、
そ
の
よ
う
に
み
な
さ
れ
る
場
合
も
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
実
質
的
内
容
や
論
点
を
よ
く
検
討
す
る
と
、
以
下
に

み
る
よ
う
に
、
社
会
意
識
論
に
お
け
る
既
存
概
念
が
、
彼
ら
の
研
究
の
背
景
に
存
在
す
る
こ
と
が
透
視
で
き
る
だ
ろ
う
。

自
己
|
指
令
的
志
向
性
の
二
次
因
子
分
析
の
測
定
モ
デ
ル
を
み
る
と
、
こ
の
概
念
が
複
数
の
社
会
的
態
度
か
ら
複
合
的
に
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
概
念
に
対
し
て
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
が
(
∞
叩
)
、
自
己
準
拠
的
な
道
徳
性



の
基
準
が
(
叶
ω)
、
運
命
主
義
が
や

ω色
、
他
者
に
対
す
る
信
頼
感
が
(
斗
D
)
、
自
己
不
確
信
性
が
(
l
印
H

)

そ
し
て
集
団
向
調
性
が

(

N
串
)

の
因
子
負
荷
量
を
も
っ
て
い
る
(
問
。
宮
御
旦

pvoo-F[0司
良
区
叶
]
)
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
自
己
|
指
令
的

多志
く向

含?
で構
い成
るす
。る

しこ
かれ
しら
、の
こ社
れ会
ら的

2震
には
あ
つ現
て代

TE 
因社
子会
負に
荷お
量い
がて
大は
き社
い会
、意

す識
な論
わと
ちし
こて
のの
基理
軸論
の的
中背
核景
的が
要(希
素旦薄
でな
あも
るの
権を

威
主
義
的
伝
統
主
義
は
、
城
戸
・
杉
の
研
究
以
来
、
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
も
理
論
的
・
実
証
的
な
先
行
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た

概
念
で
あ
る
。

こ
の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
は
ま
た
、
前
述
の
考
え
方
の
柔
軟
性
と
の
聞
に
、
概
念
の
重
複
を
示
す
極
め
て
高
い
負
の
相
関
関
係
が

(
9
}
 

あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
関
係
は
、
明
示
的
に
は
示
さ
れ
な
い
も
の
の
、
知
的
能
力
で
あ
る
、
考
え
方
の
柔
軟
性
と
権

威
主
義
的
伝
統
主
義
を
表
裏
と
し
た
基
礎
的
な
構
造
が
自
己

i
指
令
的
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
基
軸
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。

方

一
九
五

0
年
代
以
降
の
権
威
主
義
研
究
で
も
、

M
・
ロ
キ
1
チ
の
、
オ
ー
プ
ン
・
マ
イ
ン
ド
、
ク
ロ
ー
ズ
ド

階層意識の研究と自己一指令性

-
マ
イ
ン
ド
を
両
極
と
す
る
教
条
主
義
尺
度
(
広
岡
o
r
R
F
[同
匂
自
己
]
)
、
あ
る
い
は

H
・
I
・
ア
イ
ゼ
ン
ク
ら
の

R
(
Z
E
E
-
)
因
子
、

T
S
-
2
E
E
)
因
子
を
用
い
た
権
威
主
義
的
性
格
の
認
知
心
理
学
的
構
造
の
解
明
(
出
』

g
s
p
r
E
ι
口
口
垣
正
O
回

[HS∞
]
)
な

ど
に
よ
っ
て
、
や
は
り
思
考
や
認
知
の
柔
軟
性
が
権
威
主
義
的
性
格
の
基
礎
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
相
次
い
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
心
理
内
的
な
構
造
か
ら
も
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
概
念
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、

自
己

l
指
令
的
志
向
性
と
権
威
主
義
的
性
格
に
共
通
す
る
社
会
学
的
な
本
質
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

第二章

権
威
主
義
的
性
格
(
凶
)

権
威
主
義
的
性
格
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
議
論
は
、
今
世
紀
の
社
会
心
理
学
の
最
も
特
筆
す
べ
き
発
見
の
ひ
と
つ
と
み
な
さ
れ
て
き
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た
。
権
威
主
義
の
古
典
的
研
究
と
し
て
周
知
の
『
自
由
か
ら
の
逃
走
』
に
お
い
て

E
・
フ
ロ
ム
は
、
権
威
を
た
た
え
そ
れ
に
服
従
し
ょ



日

う
と
す
る
と
同
時
に
、
自
ら
権
威
で
あ
ろ
う
と
願
い
、
他
の
者
を
服
従
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
る
性
格
を
権
威
主
義
的
性
格
と
呼
ん
で

い
る
(
F
o
g
B
[
H
Z
H
]
)
。
こ
の
7
ロ
ム
の
言
葉
を
あ
ら
た
め
て
借
り
な
く
と
も
、
権
威
に
対
す
る
服
従
と
権
威
に
基
づ
い
た
攻
撃
は

階層意識研究の再構成

わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
に
お
い
て
よ
く
み
ら
れ
る
態
度
で
あ
り
、

日
常
世
界
の
用
語
と
し
て
の
「
権
威
主
義
」
は
、
現
代
社
会
に
定
着

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
初
期
の
権
威
主
義
研
究
は
、
こ
れ
も
今
世
紀
の
特
筆
す
べ
き
歴
史

的
事
実
で
あ
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
、
大
衆
の
心
理
か
ら
説
明
す
る
目
的
で
導
出
さ
れ
た
分
野
で
あ
る
。

権
威
主
義
的
性
格
は
7
ロ
ム
に
お
い
て
は
、
ナ
チ
ズ
ム
の
人
間
的
基
礎
と
な
る
社
会
的
性
格
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ナ
チ
ズ

第一部

ム
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
大
衆
の
心
理
的
要
因
か
ら
説
明
す
る
と
い
う
機
能
を
あ
ら
か
じ
め
付
与
さ
れ
た
概
念
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

フ
ロ
ム
は
ま
ず
、
ナ
チ
ズ
ム
の
人
間
的
基
礎
と
し
て
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
深
層
に
あ
る
サ
ド
・
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
傾
向
が
動
因
と
な
っ

た
、
権
威
に
対
す
る
服
従
傾
向
と
権
威
に
基
づ
い
た
攻
撃
性
を
強
調
す
る
。
同
時
に
、
潜
在
的
な
破
壊
性
の
行
為
レ
ベ
ル
で
の
表
出
、

主
体
的
自
己
を
喪
失
し
た
機
械
的
画
一
性
も
指
摘
さ
れ
る
。

一
般
に
こ
れ
ら
の
社
会
的
性
格
は
複
合
さ
れ
、
広
い
意
味
で
の
権
威
主
義

的
性
格
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

-
方
、
権
威
主
義
の
社
会
心
理
学
的
研
究
の
端
緒
は
、

一
九
四

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
を
対
象
に
し
て
大
規
模
な
調
査
研
究
を
行

ア
ド
ル
ノ
ら
の
バ
ー
ク
レ
ー
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
業
績
、
『
権
威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
(
〉
品
2
E
z
t
[
O句
皇

]

)

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
研
究
で
は
、
広
く
社
会
全
体
に
潜
在
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
傾
向
、
言
い
換
え
れ
ば
、
反
民
主
主
義
的
な

な
っ
た
、

宣
伝
に
引
き
付
け
ら
れ
や
す
い
人
々
が
一
般
的
に
も
つ
傾
向
と
し
て
、
権
威
主
義
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

(
H
権
威
主
義
的
性
格
)
を
位

置
づ
け
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
因
習
主
義
/
権
威
主
義
的
服
従
/
権
威
主
義
的
攻
撃
/
反
内
省
的
態
度
/
迷
信
と
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ

/
権
力
と
「
剛
直
」
/
破
壊
性
と
シ
ニ
シ
ズ
ム
/
投
射
性
/
性
と
い
う
、
概
念
的
に
重
な
り
あ
っ
た
九
個
の
具
体
的
な
表
層
特
徴
(
意

つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
事
実
上
、
権
威
主
義
的
性
格
に
は
複
数
の
構
成
要
素
か
ら
な
る
広
い
定
義
が

見
や
態
度
)
と
し
て
検
出
さ
れ
る
。

一
不
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
に
フ
ロ
ム
と
バ
ー
ク
レ
ー
-
グ
ル
ー
プ
の
代
表
的
な
先
行
研
究
を
み
る
と
、

い
ず
れ
に
お
い
て
も
権
威
主
義
的
性
格
は
、

複
数
の
社
会
的
態
度
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
で
志
向
性
と
し
て
扱
っ
て
い
る
レ
ベ
ル
の
心
理
概
念
に
ち
ょ
う
ど
合

致
す
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
上
の
立
場
に
よ
っ
て
、
と
り
あ
げ
ら
れ
る
具
体
的
な
特
性
に
は
若
干
の
差
異
も
み
ら
れ
る
が
、

双
方
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
権
威
主
義
的
服
従
・
攻
撃
が
そ
の
中
核
的
概
念
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
の
中
核
的
概
念
で
あ
る
権
威
主
義
的
攻
撃
・
服
従
は
、
「

F
lス
ケ
ー
ル
(
フ
ァ
シ
ズ
ム
尺
度
)
」
以
来
、
態
度
尺
度
と
し

て
測
定
さ
れ
、
最
も
狭
い
意
味
で
の
権
威
主
義
で
あ
る
権
威
主
義
的
態
度
尺
度
と
さ
れ
て
き
た
。
誤
解
の
な
い
よ
う
に
付
言
し
て
お
く

と
、
現
代
の
社
会
心
理
学
に
お
け
る
権
威
主
義
の
計
量
研
究
は
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
全
体
の
構
造
を
扱
う
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
こ

の
「
狭
義
」
の
権
威
主
義
的
態
度
尺
度
と
他
の
社
会
的
・
心
理
的
要
因
の
関
連
を
主
た
る
研
究
対
象
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
自
己

l
指
令
的
志
向
性
と
権
威
主
義
的
性
格
は
極
め
て
類
似
し
た
特
性
と
「
守
備
範
囲
」
を
も
つ
こ
と
が
容
易
に
指
摘

で
き
る

ま
ず

ど
ち
ら
も
権

聖
書
態
度
尺
度
を
中
核
概
念
と
し
て
し、

る

そ
し
て

い
く
つ
か
の
周
辺
的
な
精
神
状
態
と
価
値

階層意識の研究と自己一指令性

志
向
(
自
己
概
念
、
不
安
・
不
満
・
幸
福
感
、
集
団
向
調
性
、
因
習
性
)
の
複
合
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
、
志
向
性
の
レ
ベ
ル
の
概
念

で
あ
る
。
し
か
も
、
と
も
に
知
的
な
能
力
や
考
え
方
の
柔
軟
性
を
心
理
内
的
過
程
に
お
け
る
基
礎
構
造
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
、
集
団
同
調
性
、
自
己
確
信
性
、
不
安
感
あ
る
い
は
考
え
方
の
柔
軟
性
な
ど
の
自
己
|
指
令
的
「
パ

l
ソ
ナ

リ
テ
ィ
」
の
要
素
を
用
い
て
も
、
権
威
主
義
的
性
格
は
容
易
に
再
構
成
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
自
己
|
指
令
的
志
向
性
の
社
会
学
的
な
合
意
に
つ
い
て
は
、
権
威
主
義
的
性
格
に
関
す
る
研
究
を
背
景
に
お
く

こ
と
で
、
さ
ら
に
的
確
な
理
解
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第三章

階
層
窓
越
と
し
て
の
権
威
主
義
的
性
格

55 

も
っ
と
も
両
者
に
は
ひ
と
つ
の
重
要
な
相
違
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向
性
の
社
会
学
的
示
唆
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
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強
調
す
る
方
向
の
正
負
が
-
人

O
度
、
逆
転
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
権
威
主
義
研
究
で
は
、
権
威
主
義
的
態
度

階層意融研究の再構成

尺
度
は
(
当
然
な
が
ら
)
プ
ラ
ス
の
方
向
の
要
素
で
あ
る
の
に
対
し
、
自
己

l
指
令
的
志
向
性
に
対
し
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
負
荷
量
を
も

つ
要
素
を
の
で
あ
る
。

こ
の
ベ
ク
ト
ル
の
逆
転
は
両
者
の
用
い
ら
れ
る
文
脈
の
差
違
に
起
因
す
る
。
権
威
主
義
研
究
で
は
、
市
民
の
権
威
に
対
す
る
過
剰
な

向
調
性
を
近
代
社
会
の
病
理
現
象
と
み
て
、
啓
蒙
的
な
視
点
か
ら
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
原
典
に
忠
実
に
論
じ
る
な
ら
ば

権
威
主
義

(
E吾
2
M
E
M
E
)
の
対
極
に
は
、
民
主
主
義
(
骨
5
0
2号
。
)
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第一部

一
方
、
自
己

l
指
令
的
志
向
性

は
、
当
初
は
そ
の
対
極
の
向
調
性

P
E
r
s
M
q
)
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
研
究
が
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
は
、

市
民
の
自
律
的
な
傾
向
を
正
の
方
向
と
し
て
、
階
層
的
秩
序
が
社
会
構
造
と
社
会
意
識
の
相
乗
関
係
に
よ
っ
て
良
好
に
維
持
さ
れ
て
い

く
過
程
を
論
じ
て
お
り
、
む
し
ろ
こ
ち
ら
の
ベ
ク
ト
ル
を
積
極
的
に
論
じ
る
た
め
の
キ
1
・
ヮ
l
ド
と
し
て
自
己

i
指
令
性
を
導
出
す

る
に
至
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
両
者
は
「
権
威
主
義
H
同
調
性
」
対
「
民
主
主
義
H
自
己
|
指
令
性
」
の
並
列
(
重
複
)
し
た
基
軸

で
あ
る
と
理
解
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
ゆ
え
に
自
己
1
指
令
的
志
向
性
は
権
威
主
義
的
性
格
を
そ
の
対
極
か
ら
読
み
直
し
、

(ロ)

し
直
し
た
「
現
代
的
な
変
奏
曲
」
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

ア
レ
ン
ジ

そ
し
て
こ
こ
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
読
み
替
え
に
よ
っ
て
コ

l
ン
ら
が
、
本
来
的
に
権
威
主
義
的
性
格
が
も
っ
て
い
た
、
階

層
意
識
と
し
て
の
有
用
性
を
強
調
し
、
階
層
差
に
つ
い
て
の
議
論
を
よ
り
深
く
展
開
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

権
威
主
義
研
究
で
は
、
そ
の
端
緒
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
の
市
民
の
政
治
的
行
動
へ
の
関
心
か
ら
、
社
会
階
層
に
よ
る
態
度
傾

向
の
差
異
が
中
心
的
問
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。
は
じ
め
に
ブ
ロ
ム
は
ワ
イ
マ

l
ル
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
下
層
中
産

階
級
(
上
層
中
産
階
級
と
ブ
ル

l
・
カ
ラ
l
層
の
聞
に
位
置
す
る
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
層
、
自
営
業
主
で
あ
り
、
都
市
の
最
下
層
で
は

な
い
)
の
社
会
的
性
格
と
し
て
権
威
主
義
的
性
格
を
論
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
階
級
が
積
極
的
に
ナ
チ
ズ
ム
運
動
に
参
加
し
た
歴

史
的
事
実
を
、
彼
ら
の
社
会
的
性
格
か
ら
説
明
し
よ
う
と
し
た
強
い
理
論
上
の
仮
説
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
事
実
、

7
ロ
ム
自
身
が
中



心
と
な
っ
た
態
度
調
査
で
は
、
ブ
ル

1
・
カ
ラ
l
層
よ
り
も
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
層
に
お
い
て
権
威
主
義
類
型
に
分
類
さ
れ
る
人
が
わ

ず
か
な
が
ら
多
7 い
ロと
ムい
のう
主分
張析
し結
た果
下が
層報
中告
産さ
階れ
級て
のい

震を
主 F
義 g
的苦
性[
m 申

吾 g
裏ミ
イ寸 u 

けと
るこ
分ろ

1Jf於
巣そ
はの
見後
出の
さ権
れ威

ず義
む的
し態
ろ度
、尺

よ度
りの
下実

証
研
究
で
は
、

層
の
ブ
ル

1
・
カ
ラ

l
層
に
お
い
て
権
威
主
義
的
傾
向
が
強
い
と
い
う
分
析
結
果
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
れ
は
、
ナ
チ

ズ
ム
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
視
野
か
ら
外
し
、
権
威
主
義
的
態
度
と
政
治
的
態
度
の
関
連
を
排
除
し
た
、
社
会
心
理
学
的
な
態
度
研
究

が
進
め
ら
れ
た
結
果
で
も
あ
る
。
日
本
社
会
に
つ
い
て
は
城
戸
・
杉
の
態
度
調
査
研
究
、

一
九
八
五
年

5
5
M
調
査
の
報
告
に
お
い
て
、

成
人
有
職
男
性
の
権
威
主
義
的
態
度
尺
度
の
職
業
分
類
別
の
分
布
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
お
り
(
城
声
・
杉
[
前
掲
論
文
]
、
直
井
道
子

[
岡
市
出
∞
∞
]
)
、

い
ず
れ
に
お
い
て
も
ブ
ル

1
・
カ
ラ
1
層
お
よ
び
農
業
従
事
者
の
相
対
的
に
高
い
権
威
主
表
得
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
(
第
十
一
章
参
照
)
。
こ
う
し
て
一
九
五

0
年
代
以
降
は
、
職
業
階
層
の
位
階
的
秩
序
の
下
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
ブ
ル

l
・
カ
ラ
l

層
(
お
よ
び
農
業
層
)
に
お
い
て
、
権
威
主
義
的
態
度
は
相
対
的
に
高
い
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
研
究
上
の
定
説
と
な
っ
て
い

階層意識の研究と自己一指令性

る
の
で
&
あ
る
。

さ
ら
に
計
量
分
析
を
実
際
に
進
め
て
み
る
と
、
権
威
主
義
的
態
度
は
、
様
々
な
社
会
的
態
度
尺
度
の
中
で
も
、
社
会
階
層
に
よ
る
傾

向
の
差
異
が
(
表
面
上
は
)
ひ
と
き
わ
著
し
く
現
わ
れ
る
、
典
型
的
な
階
層
意
識
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
(
第
五
章
参
照
)
。

権
威
主
義
的
態
度
は
、
階
層
帰
属
意
識
や
自
己
|
指
令
的
志
向
性
な
ど
の
よ
う
に
、
階
層
要
因
と
の
相
関
関
係
が
自
明
の
「
第
一
命

題
」
と
さ
れ
る
社
会
的
態
度
で
は
な
い
だ
け
に
、
こ
の
態
度
尺
度
の
階
層
差
は
、
社
会
階
層
と
広
義
の
階
層
意
識
の
関
係
と
し
て
は
特

筆
す
べ
き
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第二章

ま
た
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
第
-
章
で
述
べ
た
と
お
り
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
心
理
的
基
盤
へ
の
関
心
、
民
主
主
義
に
対
す
る
「
イ
デ

オ
ロ
ギ
l
的
」
希
求
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
の
権
威
主
義
的
性
格
は
、
伝
統
|
近
代
の
分
析
基
軸
に
お
け
る
伝
統
主
義
的
価
値
・
態
度
の

57 

中
核
に
定
位
さ
れ
、
社
会
意
識
論
の
主
要
な
論
点

(
H権
威
主
義
的
伝
統
主
義
)
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
城
戸
ら
が
ブ
ル

1
・
カ
ラ
l
層
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に
残
存
す
る
伝
統
的
社
会
意
識
を
指
摘
し
て
以
来
、
こ
の
「
伝
統
|
近
代
」
の
社
会
意
識
の
基
軸
自
体
が
、

関
連
を
論
点
と
し
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
宮
島
は
「
戦
後
日
本
の
社
会
意
識
研
究
は
、
階
級
意
識

一
貫
し
て
社
会
階
層
と
の

階層意融研究の再構成

(
中
略
)
・
・

と
、
そ
こ
に
不
可
避
に
か
ら
み
つ
い
て
く
る
伝
統
的
意
識
と
の
相
互
連
関
を
つ
ね
に
解
明
の
焦
点
に
す
え
る
こ
と
を
宿

命
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
」
(
宮
島
[
前
掲
書
ぷ
臼
]
)
と
総
括
し
て
い
る
。

こ
の
「
伝
統
近
代
」
の
社
会
意
識
の
分
析
基
軸
と
社
会
階
層
と
の
関
連
は
、
こ
の
分
析
基
軸
の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す
る
か

と
い
う
こ
と
に
大
き
く
依
存
す
る
。
と
り
わ
け
歴
史
的
文
脈
か
ら
は
距
離
を
お
い
て
存
立
す
る
虚
偽
概
念
で
あ
る
「
近
代
的
な
社
会
意

第一部

識
」
は
、
あ
る
種
の
マ
ジ
ッ
ク
・
タ
l
ム
で
あ
り
、
民
主
主
義
的
社
会
意
識
、
自
己
|
指
令
的
志
向
性
、
脱
物
質
主
義
的
価
値
:
・
な

ど
、
様
々
な
も
の
が
あ
て
は
ま
り
う
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
し
か
し
そ
の
う
え
で
ご
く
大
ま
か
に
い
え
ば
、
農
業
、
プ
ル

l
・

カ
ラ
l
層
で
は
伝
統
的
社
会
意
識
が
維
持
さ
れ
、
被
雇
用
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
層
で
「
近
代
的
」
傾
向
が
よ
り
強
い
と
い
う
構
造
が
指

(
臼
)

摘
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
権
威
主
義
的
態
度
尺
度
と
社
会
階
層
の
関
係
も
ま
さ
に
こ
う
し
た
関
係
の
一
端
と
し
て
理
解
さ
れ

て
き
た
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
階
層
意
識
の
基
軸
と
し
て
抽
出
さ
れ
た
自
己
!
指
令
的
志
向
性
は
、
現
代
社
会
の
道
徳
的
価
値
で
あ
る
「
自
律
性
」
を
強
調

し
な
が
ら
、
前
提
と
す
る
社
会
認
識
が
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
権
威
主
義
研
究
の
所
産
を
捉
え
直
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
、
前
述
の
「
伝
統
近
代
」
の
分
析
基
軸
と
階
層
構
造
と
の
不
可
分
の
絡
み
合
い
に
つ
い
て
、
日
本
社
会
の

歴
史
性
を
離
れ
た
〈
手
、
別
の
ル
I
ト
か
ら
糸
口
を
与
え
る
も
の
で
も
あ
る
。
要
す
る
に
自
己
|
指
令
的
志
向
性
は
、
権
威
主
義
的
性
格

の
表
看
板
を
、
歴
史
・
文
化
的
特
性
か
ら
、
社
会
意
識
の
階
層
差
に
掛
け
替
え
、
論
点
に
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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1生
〈

1
)

こ
の
研
究
の
一
連
の
流
れ
と
概
要
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
お
け
る
研
究
分
担
者
で
あ
る
直
井
優
先
生
に
よ
っ
て
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

(
直
井
優
[
】
恒
国
色
、

[HS一
叶
]
)
。
こ
の
章
は
こ
れ
ら
を
適
宜
参
照
す
る
と
同
時
に
、
同
先
生
に
直
接
ご
教
示
い
た
だ
い
た
点
を
参
考
に
し
て

執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
文
中
に
誤
り
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
切
の
責
任
は
私
個
人
に
あ
る
。

第
八
章
に
お
い
て
こ
の
概
念
を
拡
張
的
に
援
用
し
て
青
少
年
の
生
活
条
件
を
検
討
す
る
の
で
、
そ
の
際
に
あ
ら
た
め
て
こ
の
概
念
に
つ
い
て

論
じ
た
い
。

(
2〉

〔

3
)

コ
ー
ン
ら
の
研
究
が
扱
う
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
局
面
に
は
、
こ
の
他
に
、
疎
外
と
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
。
し
か
し
階
層
に
よ
る
意
識

差
の
明
確
な
基
軸
と
し
て
体
系
化
さ
れ
、
議
論
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
主
に
自
己
|
指
令
的
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
で
あ
る
。
そ
の
た
め

本
書
で
は
、
疎
外
や
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
は
詳
し
い
検
討
対
象
と
し
な
か
っ
た
。

近
年
の
著
作
で
あ
る
『
社
会
構
造
と
自
己
指
令
性
』
(
同

o
Z
S仏
印
吉
田
日
吉
井
岡

[
H
3
0
]
)

で
は
、
こ
の
尺
度
の
親
子
三
者
の
相
関
関

(
4
)
 係

も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

(
5
)
 
考
え
方
の
柔
軟
性
は
こ
の
研
究
で
独
自
に
発
展
し
た
概
念
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
概
念
を
導
出
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り
認
知
心
理
学

的
側
面
の
強
い
、
認
知
能
力
の
柔
軟
性

S
2
2
1
E
-
E
Z
F困
宮
之
と
い
う
概
念
が
同
時
に
測
定
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
概
念
は
生
得
的
な

能
力
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
側
面
が
よ
り
強
く
、
社
会
構
造
と
の
関
連
が
期
待
で
き
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
』
研
究
で
は
実
質
上
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
認
知
能
力
の
柔
軟
性
の
紹
介
は
本
書
に
お
い
て
は
割
愛
す
る
こ
と
に
し
た
。

詳
細
は
問
。
宮
古
色
印
ハ
F
。
。
冨

[
o
u
E
]
、
直
井
優

[HS叶
]
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
般
に
共
分
散
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
を
用
い
た
計
量
研
究
で
は
、
極
め
て
多
数
の
作
業
仮
説
が
、
ひ
と
つ
の
モ
デ
ル
内
に
お
い
て
一
度
に
仮

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
作
業
仮
説
の
中
に
は
、
本
来
な
ら
ば
ひ
と
つ
ひ
と
つ
検
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
命
題
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
あ
ま
り
に
も
唐
突
な
モ
デ
ル
作
成
を
行
な
、
っ
と
、
同
一
の
分
野
で
あ
っ
て
も
、
い
や
同
一
分
野
で

論
点
が
競
合
し
て
い
る
場
合
に
と
く
に
、
モ
デ
ル
の
前
提
と
な
る
仮
定
を
他
の
研
究
者
と
共
有
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
く
争
っ
て
し
ま
う
。

こ
れ
は
共
分
散
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
が
内
包
す
る
本
質
的
な
問
題
な
の
だ
が
、
有
効
な
回
避
策
は
今
の
と
こ
ろ
提
案
さ
れ
て
い
な
い
。

(
6
)
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(
7
)

彼
ら
の
分
析
技
法
に
つ
い
て
は
、
交
互
作
用
効
果
、
二
次
因
子
分
析
、
入
力
デ
ー
タ
や
測
定
誤
差
の
処
理
、
な
ど
に
つ
い
て
同
意
で
き
な
い

点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
は
、
先
駆
的
な
研
究
で
は
不
可
避
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
本
文
中
で
は
と
り
た
て
て
指
摘
は
し
な
か
っ

た
。
も
っ
と
も
、
第
一
章
で
述
べ
た
本
書
の
分
析
方
針
(
正
確
な
測
定
と
命
題
の
多
元
的
精
綴
化
)
を
決
定
す
る
に
際
し
て
、
こ
う
し
た
問
題

に
つ
い
て
の
、
彼
ら
と
の
直
接
の
討
議
が
、
有
効
な
示
唆
と
な
っ
た
こ
と
は
こ
こ
で
付
言
し
て
お
き
た
い
。

(
8
)

自
己
|
指
令
的
志
向
性
と
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
聞
の
因
子
負
荷
量

(
U
相
関
係
数
で
回
日
)
は
、
概
念
の
実
質
上
の
重
複
を
意
味
す
る

高
き
で
あ
る
と
い
え
る
。

階層意識研究の再構成第一部

( 

9 

吉
川

[ssr]
は
日
本
の
デ
l
タ
に
お
い
て
、
考
え
方
の
柔
軟
性
と
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
聞
に
さ
H

の
高
い
負
の
因
果
関
係
が
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(
叩
)

社
会
意
識
と
し
て
の
権
威
主
義
の
研
究
は
、
組
織
や
政
治
的
機
構
の
性
質
を
指
す
権
威
主
義
と
は
区
別
さ
れ
、
あ
く
ま
で
大
衆
の
心
理
と
し

て
の
権
威
主
義
的
性
格
を
対
象
と
す
る
。

(
日
)

権
威
主
義
的
性
格
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
、
コ
ー
ン
ち
は
決
し
て
批
判
的
に
継
承
す
る
意
図
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ

の
先
駆
的
な
研
究
に
多
く
の
意
味
を
込
め
て
同
感
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
「
風
潮
」
の
転
換
に
対
応
し
て
、
こ
の

(ロ) よ
う
な
強
調
す
る
ベ
ク
ト
ル
の
逆
転
が
な
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
表
現
は
、
井
上
俊
の
「
フ
ロ
ム
の
『
自
由
か
ら
の
逃
走
』
は
ウ
ェ

l
パ
l
の
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精

神
」
の
変
奏
曲
だ
と
い
わ
れ
る
。
」
(
井
上
[
巴
∞
∞

S])
と
い
う
表
現
に
倣
っ
て
い
る
が
、
コ
ー
ン
の
原
初
的
な
発
想
(
と
い
う
よ
り
分
析

展
開
の
根
底
)
に
は
、
階
層
的
秩
序
を
は
じ
め
と
し
た
現
代
産
業
社
会
に
お
け
る
社
会
構
造
が
、
モ
ダ
ニ
テ
ィ
あ
る
い
は
現
代
社
会
の
エ
ー
ト

ス
と
い
う
べ
き
「
自
己
1
指
令
性
」
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
、
と
い
う
関
連
を
波
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
や
は
り
、
ヴ
ェ

I
パ
l
以
来
の
議
論

の
流
れ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

(
日
)

こ
う
し
た
記
述
的
事
実
は
、
社
会
関
係
と
階
級
意
識
の
関
係
と
し
て
「
古
典
的
」
に
理
解
さ
れ
る
の
で
は
不
十
分
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば

こ
の
関
係
は
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
1
層
の
多
く
が
、
都
市
生
活
者
で
あ
り
、
高
学
歴
者
で
あ
っ
て
、
若
年
層
で
あ
る
と
い
う
傾
向
が
あ
り
、
逆

に
農
業
、
ブ
ル
l
・
カ
ラ
l
層
は
農
村
に
出
自
を
も
っ
、
低
学
歴
中
高
年
層
で
あ
る
傾
向
が
あ
っ
た
、
と
い
う
戦
後
日
本
社
会
の
潜
在
的
な
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社
会
(
階
層
)
構
造
を
大
き
く
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
章
以
降
の
計
量
的
な
分
析
結
果
が
精

鍛
化
の
手
が
か
り
を
示
す
と
恩
わ
れ
る
。
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第
三
章

「
見
か
け
上
」

の
階
層
意
識

自
己
|
指
令
的
志
向
性
の
多
元
的
精
綴
化

リ
プ
セ
ッ
ト
の
命
題

社
会
階
層
と
権
威
主
義
的
性
格
の
相
関
関
係
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
プ
ル
l
・
カ
ラ

I
層
の
権
威
主
義
的
性
格
と
し
て
現
わ
れ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
リ
プ
セ
ッ
ト
は
多
数
の
分
析
結
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
考
察
し
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ

け
て
い
る
。「

下
層
階
級
の
人
び
と
が
権
威
主
義
的
傾
向
に
傾
斜
す
る
要
因
は
種
々
あ
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
重
要
な
(
諸
)
要
因
は
、
低

い
教
育
水
準
、
い
か
な
る
型
に
し
ろ
政
治
的
な
い
し
任
意
組
織
へ
の
低
い
参
加
度
、
読
書
量
の
不
足
、
孤
立
し
た
職
業
、
経
済
的

不
安
定
、
お
よ
び
権
威
主
義
的
家
族
類
型
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
要
素
は
相
互
に
関
連
し
て
い
る
が
、
決
し
て
同
一
の
も
の

で
は
な
い
。
」

(
F
H
3
2
[
O唱

E
-
内
山
訳
二
D
D
]

括
弧
内
は
引
用
者
補
)



こ
こ
で
、
職
業
階
層
と
階
層
意
識
の
関
係
に
つ
い
て
も
う
一
度
想
起
し
て
ほ
し
い
。
職
業
階
層
は
複
数
の
社
会
的
属
性
の
顕
在
的
な

結
節
点
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
表
層
的
に
栢
関
関
係
が
見
出
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
職
業
階
層
の
階
層
意
識
へ
の
形
成

効
果
で
あ
る
と
は
特
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
リ
プ
セ
ッ
ト
の
議
論
は
こ
の
社
会
階
層
と
権
威
主
義
的
性
格
の
「
見
か
け
上
」
の
相
関

関
係
を
生
起
す
る
要
因
を
具
体
的
に
指
摘
す
る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
社
会
階
層
が
い
か
な
る
社
会
的
要
因
に
よ
っ
て
権
威
主
義
的
性
格

を
も
っ
に
至
る
の
か
と
い
う
聞
い
に
対
し
て
、
複
合
的
な
形
成
過
程
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
リ
プ
セ
ッ
ト
の
議
論
を
拡
張
的
に
解
釈
す
る
と
、
権
威
主
義
的
性
格
と
事
実
上
、
同
義
で
あ
る
自
己
|
指
令
的
志
向
性
も
、
相

互
に
関
連
し
た
複
数
の
社
会
的
要
因
に
よ
っ
て
複
合
的
に
形
成
さ
れ
、
結
果
と
し
て
社
会
階
層
と
「
見
か
け
上
」
の
相
関
関
係
を
示
し

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
『
職
業
と

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
研
究
自
体
で
は
、
限
定
さ
れ
た
問
題
設
定
と
、
共
分
散
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
限
界
の
た
め
に
、

社
会
的
出
自
や
学
歴
な
ど
の
要
因
に
よ
る
、
単
方
向
の
社
会
意
識
形
成
の
効
果
の
大
き
さ
を
確
定
す
る
作
業
は
十
分
に
は
行
な
わ
れ
て

「見かけ上Jの階層童醜

こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
社
会
階
層
と
自
己
|
指
令
的
志
向
性
の
関
係
に
つ
い
て
、
リ
プ
セ
ッ
ト
の
考
え
方
に
従
っ
た
階
層
意
識
の
多

元
的
形
成
論
を
展
開
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

社
会
的
態
度
レ
ベ
ル
で
の
多
元
的
検
討

『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
で
は
、
目
的
概
念
と
し
て
は
複
数
の
社
会
的
熊
設
を
寄
せ
集
め
た
志
向
性
の
レ
ベ
ル
で
分
析
・

議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
複
数
の
社
会
的
態
度
が
一
元
的
な
志
向
性
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
的
態
度
が

第三重量

共
通
の
基
軸
を
構
成
す
る
と
判
断
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
説
明
要
因
と
し
て
唯
一
、
職
業
階
層
の
み
に
注
目
す
る
場
合
は
、

63 

そ
れ
に
対
応
す
る
意
識
も
一
元
的
な
志
向
性
に
集
約
し
た
方
が
議
論
は
簡
明
に
な
る
。

し
か
し
権
威
主
義
的
態
度
尺
度
、
集
団
向
調
性
、
自
己
確
信
性
な
ど
の
、
態
度
と
し
て
の
性
向
も
、
背
景
に
あ
る
理
論
も
異
な
る
複
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数
の
社
会
的
態
度
が
、
は
た
し
て
本
当
に
三
冗
的
な
志
向
性

(
H
階
層
意
識
)
を
構
成
し
う
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
私
の
分

階層意識研究の再構成

析
者
と
し
て
の
経
験
か
ら
い
え
ば
、
若
干
の
疑
念
が
も
た
れ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
志
向
性
の
レ
ベ
ル
で
寄
せ
集
め
ら
れ
て
い
る
社
会
的

態
度
は
、
実
は
凝
集
性
の
低
い
別
々
の
方
向
性
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
直
感
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
を
や
や
シ

ニ
カ
ル
に
み
る
な
ら
ば
、
あ
ら
か
じ
め
社
会
階
層
と
の
関
連
を
想
定
し
て
志
向
性
(
階
層
意
識
)
の
基
軸
を
作
り
出
し
て
お
い
て
、
そ

の
基
軸
と
社
会
階
層
と
の
有
意
な
関
連
を
確
か
め
た
、
と
い
う
予
定
調
和
的
な
展
開
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

一
般
に
、
複
数
の
態
度
尺
度
を
単
一
の
志
向
性
に
ま
と
め
て
扱
う
と
、
過
度
の
情
報
量
の
集
約
に
よ
っ
て
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う

第一部

部
分
が
生
じ
る
。
逆
に
、
情
報
量
の
集
約
の
度
合
を
緩
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
的
な
事
象
に
対
す
る
総
合
的
な
説
明
力
は
向
上
す

る
。
こ
れ
は
因
子
分
析
に
お
い
て
注
目
す
る
因
子
数
を
増
や
せ
ば
、
全
体
と
し
て
の
説
明
率
が
向
上
す
る
の
と
同
様
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で

あ
る
。
ま
た
目
的
概
念
で
あ
る
志
向
性
が
単
一
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
当
然
、
形
成
過
程
の
構
図
は
単
一
の
図
式
で
描
か
れ
ざ
る
を
え
な

い
。
し
か
し
人
々
の
心
理
的
諸
傾
向
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
は
、
あ
る
も
の
は
両
親
に
よ
る
社
会
化
に
よ
っ
て
、
ま
た
別
の
も
の
は
学
校
教

育
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
ま
た
別
の
も
の
は
職
業
条
件
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
:
:
と
い
う
よ
う
に
多
様
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
側
面
が
唯

一
無
二
の
パ
タ
ー
ン
で
形
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
考
え
る
の
も
ひ
と
つ
の
有
力
な
対
抗
仮
説
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
こ
の
章
で
は
、
多
元
的
精
綴
化
と
い
う
方
針
に
従
っ
て
、
先
行
研
究
で
扱
わ
れ
た
志
向
性
の
基
軸
を
複
数
の
社
会
的
態
度
に

再
分
割
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
こ
の
再
分
析
の
結
果
は
す
で
に
拙
稿
(
吉
川
徹

[
H
S
M
L
、[同
S
N
F
]
)
に
お
い
て
報
告
し

て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
援
用
し
な
が
ら
議
論
を
進
め
て
い
く
。
分
析
デ
ー
タ
は
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
の
日

本
に
お
け
る
成
人
有
職
男
性
の
国
際
比
較
調
査
で
あ
る
「
職
業
と
人
間
」
調
査
(
一
九
七
九
年
実
施
)
で
あ
る
。
こ
の
調
査
の
概
要
に
つ

(
2
)
 

い
て
は
、
補
遺
お
よ
び
、
直
井
優
・
渡
辺
秀
樹

[53]
、
直
井
優

[
H
S叶
]
を
参
照
さ
れ
た
い
。

は
じ
め
に
、
自
己
|
指
令
的
志
向
性
を
構
成
す
る
要
素
で
、
か
っ
権
威
主
義
的
性
格
の
構
成
要
素
と
も
み
な
さ
れ
る
、
=
一
つ
の
社
会

的
態
度
に
注
目
し
て
、
概
念
聞
の
関
連
の
強
さ
を
測
定
し
た
。
三
つ
の
社
会
的
態
度
と
は
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
、
集
団
向
調
性
、



自
己
確
信
性
で
あ
る
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
「
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
研
究
を
踏
襲
す
る
方
法
で
測
定
を
行
な
い
、
こ
れ
ら
と

の
概
念
の
同
質
性
を
維
持
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。
こ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
態
度
の
測
定
上
の
定
義
を
示
し
て
お
こ
う
。

権
威
主
義
的
伝
統
主
義

現
代
日
本
社
会
で
は
、
伝
統
的
権
威
の
喪
失
と
い
う
近
代
社
会
に
特
徴
的
な
歴
史
的
段
階
を
明
確
に
経
過
し
て
い
な
い
た
め
、
権
威

主
義
的
態
度
に
い
く
ぶ
ん
特
異
な
傾
向
が
現
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
第
一
次
的
紳
か
ら
解
き
放
た
れ
た
都
市
大
衆
の
心
理
と

し
て
、
本
来
極
め
て
「
近
代
的
」
な
概
念
で
あ
る
は
ず
の
権
威
主
義
的
態
度
が
、
伝
統
的
権
威
に
基
づ
い
た
攻
撃
・
服
従
の
傾
向
と
不

可
分
に
重
な
り
あ
い
、
「
伝
統
主
義
的
」
特
性
を
強
く
含
ん
だ
態
度
と
し
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
(
第
二
章
参
照
)
。
一
方
『
職
業
と
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
所
収
の
一
九
六
O
l
七
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
を
対
象
と
し
た
コ

l
ン
ら
の
研
究
で
も
、
同
様
の
保
守
的
傾
向
を

含
ん
だ
社
会
的
態
度
が
主
成
分
と
し
て
摘
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
権
威
主
義
的
伝
統
主
義

(
E
F
O
E
S
E
S
E
Z
S
Z
B
)
で
あ
る
。

「見かけ上」の階眉意融

こ
の
概
念
を
簡
潔
に
定
義
す
る
な
ら
ば
、
伝
統
的
権
威
を
中
心
と
し
た
権
威
の
あ
る
ひ
と
、
も
の
へ
の
服
従
と
逸
脱
者
へ
の
攻
撃
の
態

度
、
と
な
る
。
こ
こ
で
は
先
行
研
究
と
の
比
較
可
能
性
を
失
わ
な
い
範
囲
で
概
念
を
構
成
し
た
結
果
、
伝
統
的
権
威
へ
の
服
従
、
権
威

者
に
対
す
る
服
従
、
性
に
対
す
る
投
射
的
攻
撃
性
を
構
成
要
素
と
し
た
。

測
定
項
目
に
つ
い
て
は
図
3
1
1
に
簡
略
化
し
て
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
確
な
ワ
1
デ
ィ
ン
グ
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

65 第三章

①
以
前
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
や
り
方
を
守
る
こ
と
が
、
最
上
の
結
果
を
生
む

②
子
ど
も
に
教
え
る
べ
き
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
は
、
両
親
に
た
い
す
る
絶
対
服
従
で
あ
る

③
先
祖
代
々
と
違
っ
た
や
り
方
を
と
る
こ
と
は
間
違
い
だ

④
伝
統
や
慣
習
に
し
た
が
っ
た
や
り
方
に
疑
問
を
も
っ
人
は
、
結
局
は
問
題
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
な
る
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社会的態度の測定モデル図3-1

592 ，-①以前からなされてきたやり方を守る

520 ，-ー②両親に対する絶対服従

540 e一+③先祖代々と同じやり方をとる

396 ，ー笹H云統習慣にLたがったやり方

408 ，・⑤指導者や専門家に頼る

.453 ，-・ー⑥良い指導者は常に下町者に雌梧である

527 e~・①権威ある人に常に敬意

405 

388 

e ー@時前交渉のあった女性を尊敬しない

e一'⑨性犯罪に厳罰を科すべきだ

柴
田
向
調
性

656 e-⑮親戚に対する同調性

738 eー⑪友達に対する同調性

562 

503 

，-⑫宗教に対する同調性

e-⑬日本祉会に対する向調性

自

己

確

信

性

398 e ー⑭自分は好ましい人間

579 e一+⑮也町人と同じ能力がある

474 e一+⑮計画をたでればなLとげられる

.339 e ー⑫確信のもてる事柄はない

RMR-.029 

-.324 

注) 図中全てのパラメ タ は5%水準で有意。誤差相関の表示は省略した。
d.f."'107 X2=86.03 (prob.=.932) X2/d.f.=O.80 GFI=.985 AGFI=.976 

，-@自分は無用な人間である



⑤
こ
の
複
雑
な
世
の
中
で
何
を
な
す
べ
き
か
知
る
唯
一
の
方
法
は
、
指
導
者
や
専
門
家
に
頼
る
こ
と
で
あ
る

⑥
よ
い
指
導
者
は
、
尊
敬
を
、
つ
け
る
た
め
に
は
、
下
の
者
に
た
い
し
て
厳
格
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

⑦
権
威
あ
る
人
々
に
は
、
つ
ね
に
敬
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

③
高
潔
な
人
な
ら
、
婚
前
交
渉
の
あ
っ
た
女
性
を
尊
敬
す
る
は
ず
が
な
い

③
性
犯
罪
を
犯
し
た
者
を
刑
務
所
に
入
れ
る
だ
け
で
は
甘
す
ぎ
る
。
公
衆
の
前
で
鞭
打
っ
た
り
、
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
刑
を
課
す

ベ
き
だ

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
九
個
の
質
問
項
目
に
対
す
る
「
非
常
に
賛
成
」
/
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
/
「
賛
成
で
も
反
対
で
も
な

い
」
/
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
/
「
非
常
に
反
対
」
の
五
分
位
に
よ
る
回
答
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
権
威
主
義
的
態
度

の
尺
度
は
、
社
会
心
理
学
に
お
い
て
概
念
と
測
定
法
が
歩
み
を
と
も
に
し
て
作
成
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
た
め
、
そ
の
定
義
は
使
用
す
る

項
目
の
ワ
l
デ
ィ
ン
グ
と
測
定
法
に
大
き
く
依
存
す
る
。
わ
か
り
易
く
い
え
ば
、
「
こ
の
よ
う
に
し
て
測
定
さ
れ
た
概
念
が
権
威
主
義

「見かけ上」の階層意酷

的
態
度
で
あ
る

と

う
操
作
的

事
が
理
論
的

裏
と
同
様

重
要
な

棄
を
も
亡〉

の
で
あ
る

集
団
同
間
性

『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
研
究
で
は
、
自
己
|
指
令
的
な
志
向
性
の
負
の
極
に
向
調
性
が
お
か
れ
て
お
り
、
権
威
主
義
的
性
格

の
研
究
で
も
帰
属
集
回
に
対
す
る
無
批
判
な
画
一
的
同
調
性
が
構
成
要
素
と
さ
れ
る
。
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
に
お
い
て

第三章

探
索
的
に
抽
出
さ
れ
た
社
会
的
時
後
で
あ
る
集
団
向
調
性
は
、
こ
う
し
た
同
調
傾
向
を
扱
う
も
の
で
、
⑩
「
親
戚
」
、
⑪
「
友
人
」
、
⑫

67 

「
自
分
の
帰
依
す
る
宗
教
集
団
」
、
⑬
「
日
本
社
会
全
体
」
、
と
い
う
四
つ
の
帰
属
集
団
に
対
し
て
、
自
分
の
考
え
方
が
ど
の
程
度
一
致

(3) 

し
て
い
る
か
を
問
う
項
固
か
ら
概
念
化
さ
れ
る
(
図
3

1

参
照
)
。
こ
の
概
念
は
同
時
に
日
本
文
化
論
で
議
論
さ
れ
る
、
集
団
協
調
的
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な
対
人
関
係
観
で
あ
る
「
集
団
本
位
主
義
」
(
潰
口
恵
俊
ロ
ミ
叶
]
)
の
社
会
的
分
布
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
か
ら
も
興

味
が
も
た
れ
る
。

階層意識研究の再構成

自
己
確
信
性

集
団
同
調
性
と
同
じ
く
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
で
探
索
的
に
抽
出
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
が
、
そ
の
原
型
は
、

ロ
1
ゼ
ン

パ
l
グ
の
セ
ル
フ
・
エ
ス
テ
ィ

I
ム

(z-zzzg)
の
尺
度
と
し
て
測
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
〈
同
2
0
5
0晶
口
市
出
品
)
。

コ
ー
ン
ら

第一部

の
用
い
る
質
問
項
目
群
に
は
、
自
分
自
身
の
能
力
、
自
己
像
、
考
え
方
に
対
す
る
肯
定
的
側
面
を
問
、
っ
自
己
確
信
の
項
目
群
と
、
否
定

的
側
面
を
問
う
自
己
不
確
信
の
項
目
群
が
あ
る
が
、
本
書
で
は
「
自
己
確
信
)
不
確
信
」
を
両
極
と
す
る
一
次
元
の
社
会
的
態
度
を
自

己
確
信
性

(ω
巴
r
o
E
E
2
2
)
と
し
て
扱
う
。
な
お
社
会
心
理
学
で
は
一
般
に
、
「
セ
ル
フ
・
エ
ス
テ
ィ

l
ム
(
自
ロ
ゐ
1
2
5
)
と
は
、

い人
るカぎ
。持

自つ
己て
概い
念る
と自
結尊
び，心
三)、

い邑
て r
し冶 2 
る望
自己
己、
の自
価己
値受
と容
能子
力正
山 I

忌5
覚圭

1i 
草区
|益
で含
あめ
る'
」自

主会
震昼
雄に
[つ
tZ ぃ
S て
ーの
どZ 感
〕じ
と方
さを
れき
るし
。て

他
方
で
曽
良
中
清
司
[
H
E
U
]

は
、
権
威
主
義
的
性
格
と
自
己
概
念
の
関
連
に
つ
い
て
、
権
威
主
義
的
な
人
々
は
自
己
受
容
の
度
合

が
低
く
、
自
我
の
力
が
弱
く
、
自
尊
心
が
低
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
こ
で
自
己

i
指
令
的
志
向
性
の
構
成
要
素
で
あ
り
、
同
時

に
権
威
主
義
的
践
長
尺
度
で
は
計
測
し
き
れ
な
い
「
広
義
の
」
権
威
主
義
的
性
格
の
構
成
要
素
と
み
な
さ
れ
る
、
自
己
確
信
性
の
形
成

過
程
に
も
関
心
が
も
た
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
以
下
の
五
項
目
に
対
す
る
、
「
非
常
に
賛
成
」
/
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
/
「
賛

成
で
も
反
対
で
も
な
い
」
/
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
/
「
非
常
に
反
対
」
の
五
分
位
に
よ
る
回
答
を
測
定
変
数
と
し
た
。

⑬
私
は
自
分
自
身
を
好
ま
し
い
人
間
た
と
思
う

⑬
私
は
、
た
い
て
い
の
こ
と
な
ら
他
の
人
々
と
同
じ
く
ら
い
で
き
る



⑬
私
は
一
般
に
、
計
画
を
た
で
れ
ば
、
そ
れ
を
や
り
と
げ
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
る

⑫
ほ
ん
と
う
に
確
信
の
も
て
る
こ
と
が
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い

⑬
自
分
が
無
用
な
人
間
だ
と
感
ず
る
と
き
が
あ
る

三
つ
の
社
会
的
態
度
の
関
係

こ
れ
ら
三
つ
の
社
会
的
態
度
に
つ
い
て
、
相
互
間
に
い
か
な
る
関
係
が
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
、
ま
ず
第
一
に
関
心
の
も
た
れ
る

点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
確
証
的
因
子
分
析
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、
こ
の
三
つ
の
社
会
的
態
度
聞
の
相
関
関
係
を
検
討
す
る
。
本
書
で
は
分

析
手
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
共
分
散
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
を
用
い
る
が
、
確
証
的
因
子
分
析
モ
デ
ル
は
、
こ
の
共
分
散
構
造
方
程
式
モ
デ

ル
の
測
定
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
る
部
分
を
指
し
て
い
る
。
共
分
散
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
は
、

一
般
に
は

F
H印
一
回
開
下
(
リ
ズ
レ
ル
)

モ
デ

「見かけよJの階層:f:1i¥

ル
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
多
い
も
の
で
、
社
会
学
の
領
域
で
は
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
研
究
が
そ
の
先
駆
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
発

展
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
「
広
岡
何
下
の
他
に
も
開
。
印
、
の
〉
下
目
、
〉
自
Oω

な
ど
の
統
計
パ
ァ
ケ
l
ジ
が
あ
り
、
社
会
科
学

(
4〉

で
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
確
証
的
因
子
分
析
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
結
果
は
図
3
1
1
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
、
①
l
③
、
⑮
l
⑬
、
⑬
l

⑬
が
、
前
述
の
三
つ
の
潜
在
概
念
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
仮
説
モ
デ
ル
を
た
て
、
最
尤
法
を
用
い
て
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
推

定
し
て
い
る
。
も
し
仮
説
が
不
十
分
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
モ
デ
ル
か
ら
算
出
さ
れ
る
推
定
値
と
実
測
値
の
問
に
は
著
し
い
黍
離
が

み
ら
れ
る
こ
と
仁
な
り
、
逆
に
仮
説
が
正
し
け
れ
ば
、

モ
デ
ル
に
よ
っ
て
実
測
値
に
近
似
し
た
モ
デ
ル
推
定
値
が
得
ら
れ
る
こ
と
仁
な

第三章

方
程
式ー
モ般
デに
ルこ
をの
用モ
いー
たル
計適
量合
で度

へは
はさ
じに
め
に♀
ほ-
If ;，. 
同の
様 E
の
手ヨ
績見
。な
で と仮酬の
3g整
雲E
望号
寄託
[ ~ 
て白
いな

iぞ
~ 

とれ
に以
す降
るの
。共
分
散
構
造

る。

69 

こ
の
モ
デ
ル
の
適
合
度
は
句
よ

T
g
-
0
2
H
S喧
〉
の

Z
H
8・
何
回
品
同

HOUと
十
分
に
よ
い
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
潜
在
概
念
の
意
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味
す
る
内
容
は
、
探
索
的
な
因
子
分
析
と
同
様
に
測
定
項
目
に
対
す
る
因
子
負
荷
量
の
正
負
と
大
小
か
ら
確
認
で
き
る
。
こ
の
モ
デ
ル

の
場
合
、
ほ
ぼ
前
述
の
定
義
に
適
う
測
定
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
目
。

階層意識研究の再構成

こ
の
モ
デ
ル
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
以
下
の
事
実
で
あ
る
。
ま
ず
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
は
、
集
団
同
調
性
と
コ
ω
と
い
う

低
い
正
の
相
関
関
係
に
あ
る
も
の
の
、
自
己
確
信
性
と
の
聞
に
は
有
意
な
関
係
は
な
い
。
ま
た
、
集
団
同
調
性
と
自
己
確
信
性
の
聞
の

葉自
す係
る数
なは
ら-
l;f ~ 

と
警ぃ

霊i
義正
"̂の
E事
室争
義雪
と干

首長
同調Ij
調定
性骨

自主
ijZ 
Rも
iE ¥.-

右手
間z
係が
仇さ

あ皇
り己

こ指
の令
二的
概志
念向
と性
自の
己一
確元
信性
性か
のら

第一部

間
に
は
高
い
負
の
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
測
定
し
て
み
た
結
果
、
意
外
に
も
三
概
念
の
問
の
相
関

係
数
は
総
じ
て
低
く
、
ま
た
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
、
集
団
同
調
性
と
自
己
確
信
性
の
聞
に
は
想
定
さ
れ
た
負
の
相
関
関
係
(
権
威
主

義
的
、
集
団
向
調
的
で
あ
る
ほ
ど
、
自
己
確
信
性
が
低
い
)
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
測
定
結
果
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
ひ
と
つ
の
重
要
な
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

自
己

i
指
令
的
事
向
性
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
志
向
性
は
、
確
か
に
コ

1
ン
ら
が
行
な
っ
て
き
た
よ
う
な
簡
明
な
階
層
意
識
の
理

論
を
展
開
す
る
た
め
に
は
有
効
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
基
軸
は
必
ず
し
も
安
定
し
て
測
定
さ
れ
る
事
実
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社

(6) 

会
的
態
度
の
問
の
凝
集
性
は
日
本
社
会
に
お
い
て
は
予
想
以
上
に
低
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
自
己
1

指
令
的
志
向
性
は
、
む
し
ろ
議
論
を
整
理
・
構
築
す
る
た
め
に
意
図
的
に
用
い
ら
れ
た
仮
説
的
な
構
成
体
で
あ

り
、
そ
の
顕
在
性
は
低
い
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
確
か
に
コ

l
ン
ら
は
こ
の
一
元
的
な
志
向
性
を
用
い
た
か
ら
こ
そ
、
明

解
で
流
麗
な
理
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
こ
こ
で
の
測
定
モ
デ
ル
が
一
不
す
結
果
に
よ
っ
て
、
複
数
の

社
会
的
態
度
の
レ
ベ
ル
で
一
旦
、
情
報
量
の
集
約
を
中
止
し
、
多
元
的
に
分
析
を
行
な
う
本
書
の
方
法
に
有
効
性
が
あ
る
こ
と
も
、
計

量
的
に
裏
付
け
ら
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
引
き
続
き
、
こ
の
三
つ
の
社
会
的
態
度
を
用
い
て
階
層
意
識
の
形
成
過
程
の
解
明
を
行
な

っ
て
い
く
。
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サンプル散

(N~440) 

自己確信性集団向調性構成主義的

伝統主義

ロ

口

調

布

叫

却

54.6 

50.5 

47.8 

51.2 

52.9 

46.6 

48.8 

50.7 

48.5 

54.5 

49.9 

47.5 

51.1 

49.9 

54.9 

経営者ー役員

ホワイト カラー一般従業者

ブルー・カラ 一般世難者

単狼自営業家族従章者

農業

4.93・・

0.208 

4.33・・

0.195 

5.40・・

0.217 

分散分析結果 (F検定)

etaif-数

職業威信スコアとの聞の

相関係車(積率相関悟散，)
0.153・・ー081・

(注) ・は10%...は5%水準で有意な憧を示す。

{出所) 吉川(J992b).52買より作成。

220・・

階
層
意
識
の
形
成
過
程
の
多
様
性

社
会
的
態
度
の
「
見
か
け
上
」
の
分
布

そ
れ
で
は
三
つ
の
社
会
的
態
度
は
「
見
か
け
上
」
、

つ
ま
り
表
出
し
た
数
値
と
し

て
は
、
職
業
階
層
と
ど
の
よ
う
に
相
関
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
表
3
1
1
は
職
業

変〈階
量ヱ層
)の
を指
用標
いと
てし
、て

三従
つ業
の上
社の
β、品

"" >也

的位

農吉
のテ
社ゴ
会リ
階 l
層)

上と
の職
分業
布威
を信
みス
たコ
もア
の〈
で連
あ続

る
。
な
お
こ
の
表
内
に
お
い
て
は
、
三
つ
の
社
会
的
態
度
を
図
3

1

の
測
定
に
基

づ
い
て
因
子
得
点

(
Z
ス
コ
ア
)
と
し
、
さ
ら
に
数
値
を
平
均
五

O
、
標
準
偏
差
一

O
の
い
わ
ゆ
る
偏
差
値
得
点
に
変
換
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
従
業
上
の
地

位
ご
と
の
得
点
、
分
散
分
析
の
結
果
、
イ
l
タ
係
数
お
よ
び
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
の

相
関
係
数
も
示
し
て
い
る
。
分
散
分
析
の
結
果
と
イ
l
タ
係
数
の
値
か
ら
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
社
会
的
態
度
の
得
点
に
は
、
従
業
上
の
地
位
に
よ
っ
て
有
意
差
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
社
会
的
態
度
が
確
か
に
階
層
意
識
と
し
て
検
討
す
べ
き
特
性
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

三
つ
の
社
会
的
態
度
の
分
布
の
様
態
を
詳
し
く
み
て
い
く
と
、
ま
ず
権
威
主
義
的

伝
統
主
義
は
農
業
に
お
い
て
極
め
て
高
い
傾
向
に
あ
り
(
宮
由
)
、
ブ
ル

I
・
カ
ラ

-
層
で
も
高
い
値
(
印
H

H

)

を
と
っ
て
い
る
が
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
層
で
は
平
均



72 

得
点
(
叩
C
C
)

よ
り
も
か
な
り
低
い
(
当
日
)
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
社
会
的
態
度
と
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
の
聞
に
は
有
意
な

階層意識研究の再構成

負
の
相
関
関
係

(
N
N
O
)

が
あ
る
。

集
団
同
調
性
は
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
と
同
様
、
農
業
、
ブ
ル
l
・
カ
ラ
l
層
の
順
に
高
い
傾
向
(
印
品
印
と

g
ご
を
示
す
が
、

経
営
者
・
役
員
と
自
営
業
に
お
い
て
得
点
が
低
い
(
品
目
白
と
怠
印
)
と
い
う
点
で
権
成
主
義
的
伝
統
主
義
と
少
し
性
格
を
異
に
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
は
低
い
な
が
ら
も
有
意
な
負
の
相
関
関
係
(

g

H

)

を
示
し
て
い
る
。

自
己
確
信
性
は
コ
l
ン
ら
の
議
論
に
従
う
と
、
他
の
二
つ
の
態
度
と
は
逆
の
性
格
を
も
つ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
し
て
実
際
、
経

第一部

営
者
・
役
員
に
お
い
て
自
己
確
信
性
は
高
く

(
F
S、
ブ
ル
l
・
カ
ラ
l
層
で
は
低
い
値
(
令
市
山
)
を
と
っ
て
お
り
、
職
業
威
信
ス

コ
ア
と
の
間
の
相
関
係
数
も
有
意
な
正
の
値
(
広
ω)
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
確
か
に
他
の
二
つ
の
態
度
と
は
反
対
の
傾
向
が

読
み
取
れ
る
。
し
か
し
農
業
の
得
点
が
高
い

(印
N

S

こ
と
か
ら
、
完
全
に
正
反
対
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
指
摘
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
の
重
要
な
発
見
は
、
一
-
一
つ
の
社
会
的
態
度
が
「
見
か
け
上
」
は
か
な
り
共
通
し
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

先
に
確
証
的
因
子
分
析
の
結
果
か
ら
、
三
つ
の
社
会
的
態
度
が
共
通
性
の
低
い
独
立
し
た
概
念
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
と
こ
ろ
が

社
会
階
層
と
の
「
見
か
け
上
」
の
関
係
に
限
定
し
て
検
討
す
る
と
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
層
で
は
権
威
主
義
的
傾
向
が
弱
く
、
集
団
に

対
す
る
同
調
性
も
低
く
、
自
己
確
信
性
が
高
い
が
、
こ
れ
に
対
し
て
ブ
ル
l
・
カ
ラ
l
層
で
は
逆
に
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
傾
向
が

強
く
、
集
団
に
対
し
て
同
調
的
で
、
自
己
確
信
性
は
低
い
、
と
い
う
コ

l
ン
ら
の
分
析
と
一
致
し
た
結
果
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

っ
l
ン
ら
の
主
張
す
る
階
層
意
識
と
し
て
の
基
軸
は
弱
い
な
が
ら
も
顕
在
し
て
お
り
、
こ
の
三
つ
の
社
会
的
態

の
結
果
を
み
る
限
り
、

度
は
階
層
意
識
と
し
て
の
二
元
的
性
格
を
確
か
に
も
っ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。



三
つ
の
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程

し
か
し
繰
り
返
し
論
及
し
て
き
た
と
お
り
、
職
業
階
層
は
多
く
の
社
会
的
属
性
の
顕
在
的
な
結
節
点
に
あ
る
た
め
、
職
業
階
層
だ
け

に
注
目
し
て
階
層
意
識
を
分
析
し
た
の
で
は
、
真
の
意
味
で
の
社
会
意
識
の
形
成
過
程
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
議
論
は
可
能
に
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
次
に
、
三
つ
の
社
会
的
態
度
と
職
業
階
層
要
因
と
の
関
連
が
、
出
身
階
層
、
父
親
の
学
歴
、
出
身
地
、
世
代
な
ど
の
背
景
的
要

因
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
学
校
教
育
が
諾
個
人
に
及
ぼ
す
態
度
形
成
の
効
果
に
よ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
先
行
研
究

が
示
す
と
お
り
現
在
の
職
業
階
層
あ
る
い
は
職
業
条
件
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
を
因
果
モ
デ
ル
を
用
い
て
解
明
し

て
い
く
。
こ
れ
は
同
時
に
リ
プ
セ
ッ
ト
の
命
題
を
実
証
的
に
再
確
認
す
る
作
業
で
も
あ
る
。

図
3
1
2
は
、
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
の
モ
デ
ル
の
構
造
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
共
分
散
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
で
は
、
重
な

り
あ
っ
た
社
会
(
階
層
)
的
要
因
を
社
会
的
地
位
達
成
過
程
に
従
っ
て
構
造
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
効
果
を
分
割
し
、
各
要
因
間

の
内
部
関
連
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
社
会
的
要
因
の
影
響
力
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
図
中
に
お
い
て
「
被
説
明

『見かけ上」の階届意融

変
数
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
三
つ
の
社
会
的
態
度
は
、
図
3
ー
ー
を
も
と
に
構
成
さ
れ
た
因
子
で
あ
り
、
構
造
化
さ
れ
た
説

明
要
因
(
本
人
の
年
齢
、
父
親
の
職
業
階
層
、
父
親
の
学
歴
、
出
身
地
の
都
市
性
、
本
人
の
学
歴
、
本
人
の
職
業
階
層
)
の
全
て
か
ら

因
果
的
な
効
果
を
受
け
て
い
る
と
い
う
作
業
仮
説
の
も
と
に
モ
デ
ル
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
モ
デ
ル
が
示
す
結
果
は
表
3
1
2

に
示
さ
れ
て
い
る
。
直
接
効
果
(
ベ
ー
タ
係
数
)
は
い
ず
れ
も
最
大
値
が

+
H
g、
最
小
値
が

IHg
の
尺
度
に
標
準
化
さ
れ
て
い

る
。
モ
デ
ル
の
適
合
度
は
H
ぐ

E
A
S
-
0
2
"也
戸
〉
の

2
H
叶∞
e

回
目
品
同
"
。
恥
と
十
分
に
よ
い
。

こ
の
モ
デ
ル
に
よ
る
と
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
は
本
人
の
学
歴
(
教
育
年
数
)
と
負
の
因
果
関
係
(
・
N
U
S

に
あ
り
、
学
歴
が

第三重軽

低
い
こ
と
が
主
た
る
形
成
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
他
の
社
会
的
要
因
か
ら
の
有
意
な
直
接
効
果
は
見
出
せ
な
い
。

〈

8〕

と
り
わ
け
本
人
の
職
業
階
層
と
の
聞
の
直
接
効
果
が
、
ほ
と
ん
と
ゼ
ロ
に
等
し
い

(
1
0
N
H
)

こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
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前
節
で
確
認
さ
れ
た
職
業
階
層
と
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
関
係
は
、
学
歴
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
社
会
的
要
因
か
ら
の
、
よ
り
大
き
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な
直
接
効
果
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
実
は
職
業
階
層
は
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
形
成
に
ほ
と
ん
ど
関
わ
っ
て
い
な
い
、
と
結
論
づ
け

階層意識研究の再構成

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

次
に
集
団
同
調
性
を
み
る
と
、
出
身
地
が
農
村
、
あ
る
い
は
小
規
模
都
市
で
あ
る
ほ
ど
集
団
同
調
性
が
高
い
、
と
い
う
弱
い
置
接
効

果

(
5
5
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
要
因
か
ら
の
有
意
な
効
果
は
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
も
職
業
階
層
と
集

団
向
調
性
の
聞
の
相
関
関
係
は
、
両
者
の
聞
の
直
接
効
果

(
I
C
M
∞
)
に
よ
っ
て
も
た
ち
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
出
身
地
の

都
市
性
な
ど
が
代
表
す
る
、
青
年
期
ま
で
の
生
活
条
件
に
よ
っ
て
擬
似
的
に
現
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り

第一部

形
成
過
程
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
職
業
階
層
と
集
団
同
調
性
の
聞
の
相
関
関
係
も
や
は
り
、
「
見
か
け
上
」
の
関
係
に
す
ぎ
な
い
こ
と

が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
若
干
の
寄
り
道
に
な
る
が
、
出
身
地
の
要
因
が
効
果
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
デ
ー
タ
が
一
九
七

0
年
代
の
成

人
有
職
男
性
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
九
八
年
現
在
で
は
、
対
象
サ
ン
プ
ル
は
四
六
l
八
九
歳
に
あ
た
る
世
代
の
分
析
結
果

で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
世
代
の
社
会
意
識
を
語
る
と
き
、
都
市
流
入
し
た
家
郷
喪
失
者
の
、
都
市
生
活

と
自
ら
の
価
値
観
と
の
組
離
に
よ
る
ア
ノ
ミ
1
的
心
情
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
(
高
橋
勇
悦
[
H
S
H
]

、
見
回
[
同
S

H

]

)

。
農
業
層
を
社
会

的
出
自
と
し
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
水
平
移
動
の
経
験
者
を
多
く
含
む
こ
の
世
代
の
集
団
同
調
性
が
、
職
業
条
件
で
は
な
く
出
身
地
の

都
市
性
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
こ
で
の
分
析
結
果
は
、
(
必
ず
し
も
大
き
な
影
響
力
で
は
な
い
が
)
こ
う
し
た
社
会

意
識
の
状
況
を
裏
付
け
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
都
市
と
地
方
の
格
差
や
人
口
の
水
平
移
動
の
様
態
が
大
き
く

変
容
し
た
一
九
九
0
年
代
の
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
、
出
身
地
の
都
市
性
と
集
団
同
調
性
の
因
果
関
係
が
、
依
然
と
し
て
検
出
で
き

る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議
論
の
余
地
が
残
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
自
己
確
信
性
に
対
し
て
は
職
業
階
層
と
年
齢
に
よ
る
有
意
な
直
接
効
果
(
己
申
坦
と

g
g
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
年

齢
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
が
、

一
般
に
年
齢
は
生
年
世
代
と
加
齢
の
両
面
か
ら
解
釈
さ
れ
う
る
変
数
で
あ
る
。
し
か
し
こ
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〆一一一被説明変数ーーー、

i唖豆扮)

1 

6王~

《三ヨ

社会的態度の形成過程図3-2

d.f.=224 X2=309.53 X2/d.f.=1.38 GFI=.951 AGFI=.775 RMR=.043 
(注) 説明変数と被説明聖監の聞の因果関棋は表3-2に示した。図中金てのパラメーターは
5%水準で有意。測定モデルおよび誤差項の表示は省略。

社会的態度の形成要因褒3-2

父親の

職業階層
年齢

集団同調性

本人の
決定係車

職業階遍

R 2= .216 

R2=.065 

.021 
-.021 

028 
-.028 

099・
.090 

本人の

学歴

ー236・
ー.246

-.063 
-.050 

063 
104 

019 
087 

041 
.059 

088・
070 

出身地の

都市性

048 
-.106 

108・
-.119 

.055 
-.031 

父親の

学歴

022 
-.077 

025 
-.036 

043 
066 

049 
-.015 

・.036
・041

.038 
008 

権威主輯的伝韓主義直接劫呆
総効果

直接効果
総効果

直接効果
総効果

R2=.076 自己確信性

(桂) 直接効果はベータ楳散を表示している。キは 5%水準で有意な殖を示す。

(出所) 吉川(J992bJ54頁より作成。

の
モ
デ
ル
で
は
、
年
齢
と
学
歴
の
関

連

(
H
高
学
歴
化
の
影
響
)
を
は
じ

め
、
年
齢
と
職
業
階
層
、
出
身
階
層
、

出
身
地
と
の
共
変
関
係
は
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ

の
直
接
効
果
は
ほ
ぼ
純
粋
に
加
齢
に

付
帯
す
る
変
化
に
よ
る
も
の
と
判
断

で
き
る
。

つ
ま
り
社
会
的
な
達
成
度

の
低
い
若
年
層
ほ
ど
自
己
確
信
性
が

低
く
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
従
っ
て

自
己
確
信
性
も
高
ま
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
職
業
階
層
と
自
己
確
信
性

の
聞
に
は
、
職
業
威
信
が
高
い
こ
と

が
自
尊
心
を
高
め
て
い
る
と
い
う
因

果
関
係
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
こ

そ
が
真
の
意
味
で
の
階
層
意
識
の
形

成
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

つ
ま
り
現
在
の
職

業
階
層
に
付
帯
す
る
生
活
条
件
が
自
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己
確
信
性
を
形
成
す
る
効
果
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
関
係
は
、
現
在
の
職
業
条
件
が
、
現
在
の
本
人
の
自
己
概
念
の

階層意世研究の再構成

形
成
に
影
響
す
る
と
い
う
、
極
め
て
妥
当
な
因
果
関
係
と
し
て
容
易
に
推
測
で
き
る
も
の
で
あ
り

a
g
g
r
o
a
m邑
忠
主
M
P
[
O旬

E])、
こ
と
さ
ら
驚
く
に
は
値
し
な
い
だ
ろ
う
。

「
見
か
け
上
」
の
階
層
意
爺

こ
の
よ
う
に
、
自
己
ー
指
令
的
志
向
性
(
あ
る
い
は
権
威
主
義
的
性
格
)
と
し
て
一
括
さ
れ
て
き
た
階
層
意
識
の
一
元
的
基
軸
を
、

第一部

三
つ
の
社
会
的
態
度
と
し
て
多
元
的
に
再
検
討
し
た
場
合
、
確
か
に
職
業
階
層
と
い
う
切
り
口
で
は
三
つ
の
社
会
的
態
度
は
一
元
的
に

議
論
し
う
る
共
通
の
傾
向
を
み
せ
る
。
と
こ
ろ
が
階
層
意
識

(
H
階
層
差
の
あ
る
社
会
意
識
)
と
し
て
の
こ
れ
ら
の
社
会
的
態
度
の
-

貫
的
傾
向
は
、
社
会
的
属
性
の
顕
在
的
な
結
節
点
で
あ
る
職
業
階
層
が
も
た
ら
す
「
見
か
け
上
」
の
関
係
に
す
ぎ
ず
、
実
際
は
三
つ
の

社
会
的
態
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
社
会
的
要
因
に
よ
っ
て
、
異
な
っ
た
過
程
で
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

実
は具
自体

量巨
信は
性
の職
み業
で階
あ層
りに
付
権帯
威す
主る
表現

Fま
統生
主活
義条

2世
ド正
υ っ
てず
学品
廃成
刀ミ さ
低れ
どる

と「
が真
形の
成意
要味
因」

との
な階
つ層
て意
お識
りで
、あ

集つ
団た
同の
調は
性

は
青
年
期
ま
で
の
生
活
条
件
を
表
わ
す
出
身
地
の
都
市
性
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に

こ
の
こ
つ
の
社
会
的
態
度
は
、
職
業
階
層
に
よ
っ
て
大
き
く
変
容
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
形

成
要
因
を
援
用
し
て
よ
く
検
討
す
る
と
、
表
3

1

に
示
し
た
階
層
別
の
細
か
な
数
値
の
傾
向
も
、
確
か
に
こ
と
ご
と
く
整
合
的
に
説

明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
示
し
た
計
量
分
析
の
結
果
は
、
ま
ず
第
一
に
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
が
見
過
し
て
き
た
、
初
職
就
業
以
前
の
態

度
形
成
に
注
目
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
従
来
、
階
層
意
識
と
さ
れ
て
き
た
も
の
に
も
、
人
格
形
成
期
に
す
で
に
形
成
さ

れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
必
ず
し
も
全
て
の
階
層
差
が
職
業
階
層
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
修
正
仮
説
が
示



さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
リ
プ
セ
ッ
ト
の
権
威
主
義
的
性
格
の
多
元
的
形
成
の
命
題
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
要
因
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
集
団
同
調
傾
向
と
、
学
歴
が
低
い
こ
と
に
よ
る
高
い
権
威
主
義
的
傾
向
と
、
現
在
の
職
業
階
層
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
る
自
己
確
信
性
の
欠
如
が
複
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
プ
ル
l
・
カ
ラ
1
層
の
社
会
的
性
格
を
反
民
主
主
義
(
権
威
主

義
)
的
に
し
、
逆
に
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
1
層
に
は
相
対
的
に
低
い
権
威
主
義
的
傾
向
を
も
た
ら
す
、
と
い
う
補
足
説
明
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
説
明
は
、
大
衆
社
会
に
お
け
る
権
威
主
義
的
な
社
会
現
象
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
解
釈
の
多
く

と
も
整
合
し
、
同
時
に
、
こ
の
対
象
サ
ン
プ
ル
の
世
代
の
社
会
意
識
の
特
性
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
き
た
イ
メ
ー
ジ
を
計
量
的
に
裏
付

け
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

」
の
結
論
は
わ
れ
わ
れ
を
次
の
二
つ
の
方
向
に
向
か
わ
せ
る
。

第
一
の
方
向
性
は
自
己
|
指
令
的
志
向
性
と
い
う
一
元
的
な
基
軸
の
放
棄
で
あ
る
。
こ
の
基
軸
は
社
会
階
層
、
こ
と
に
職
業
階
層
と

い
う
断
面
が
み
せ
て
く
れ
る
擬
似
的
な
ま
と
ま
り
で
あ
る
こ
と
が
分
析
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
本
書
の

分
析
方
針
で
あ
る
命
題
の
多
元
的
精
綴
化
が
有
効
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

「見かけ上Jの階層意酷

そ
し
て
第
二
の
方
向
性
は
、
階
層
意
識
の
研
究
に
お
い
て
、
職
業
階
層
と
社
会
意
識
の
直
接
関
連
と
い
う
枠
組
か
ら
距
離
を
お
く
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
熊
後
と
職
業
階
層
と
の
表
面
上
の
関
係
は
、
事
実
と
し
て
は
興
味
深
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
す
で
に

述
べ
た
と
お
り
、
そ
の
形
成
過
程
を
論
じ
る
際
に
は
潜
在
す
る
真
の
形
成
要
因
の
解
明
が
よ
り
焦
眉
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

階
層
意
識
の
研
究
で
は
、
マ
ル
ク
ス
か
ら
コ

l
ン
ま
で
あ
た
か
も
呪
縛
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
「
現
在
の
」
物
質
的
生
産
関
係
上
の

位
置
づ
け
や
、
現
職
の
職
業
階
層
、
職
業
条
件
と
社
会
意
識
の
関
連
に
執
着
し
て
き
た
。
そ
し
て
職
業
階
層
と
い
、
っ
「
戦
略
拠
点
」
を

第三章

め
ぐ
る
こ
う
し
た
先
行
諸
研
究
が
、
本
書
に
お
け
る
分
析
・
議
論
の
展
開
に
対
し
て
有
効
な
基
盤
を
提
供
し
て
き
た
こ
と
は
、
あ
ら
た

め
て
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
翻
っ
て
再
考
す
れ
ば
、
心
理
的
・
精
神
的
諸
過
程
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
現
在
ま
で
の
様

77 

々
な
生
活
条
件
と
経
験
に
よ
っ
て
、

い
わ
ば
蓄
積
的
に
形
成
・
変
容
し
て
い
く
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
化
論
に
従
え
ば
む
し
ろ
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自
明
の
こ
と
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

階圏意識研究の再構成

以
上
の
よ
う
に
こ
の
章
で
は
、

ω階
層
意
識
の
多
元
性
と
、

ω職
業
階
層
と
社
会
意
識
の
「
見
か
け
上
」
の
関
係
と
真
の
形
成
要
因

の
相
違
、
と
い
う
二
点
に
つ
い
て
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
章
で
も
う
少
し
分
析
を
進
め
た
う
え
で
論
じ

る
こ
と
に
し
ょ
、
っ
。

注

第一部

( 

l 

こ
こ
で
是
非
と
も
強
調
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、
多
元
的
な
譲
論
は
精
歓
で
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
簡
明
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
私
が
こ
う
し
た
精
綾
化
を
図
れ
る
の
は
、
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
っ
て
こ
の
分
野
の
議
論
の
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ム
が
確
立
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
現
在
こ
の
分
野
は
、
こ
う
し
た
先
行
理
論
を
前
提
に
し
て
、
そ
こ
で
十
分
に
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
潜
在
し
て
い
る

部
分
を
精
微
化
す
る
段
階
に
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

こ
の
デ
l
タ
は
、
こ
の
調
査
の
研
究
代
表
者
で
あ
っ
た
直
井
優
先
生
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
再
分
析
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て

(
2
)
 謝

意
を
表
し
た
い
。

(
3
)

質
問
項
目
は
正
確
に
は
「
あ
な
た
の
一
般
的
な
印
象
で
は
、
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
あ
な
た
の
考
え
や
意
見
は
、
ご
親
類
の
方
々
と
違
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
、
「
あ
な
た
の
考
え
や
意
見
は
、
同
じ
宗
教
を
信
仰
し
て
い
る
方
々
と
違
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
、
「
あ
な

た
の
考
え
や
意
見
は
、
あ
な
た
の
友
達
と
違
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
、
「
あ
な
た
の
考
え
や
意
見
は
、
大
部
分
の
日
本
人
と
違
っ
て
い

(
4
)
 る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
ワ
1
デ
ィ
ン
グ
と
な
っ
て
お
り
、
「
い
つ
も
あ
る
」
/
「
よ
く
あ
る
」
/
「
と
き
ど
き
あ
る
」
/
「
た
ま
に

し
か
な
い
」
/
「
ま
っ
た
く
な
い
」
の
宜
分
位
で
回
答
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

も
は
や
詳
述
す
る
必
要
は
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
簡
単
に
い
え
ば
、
因
子
分
析
や
重
回
帰
分
析
な
ど
の
共
分
散
を
も
と
に
し
て
行
な
わ
れ
る
多

変
量
解
析
の
総
称
で
あ
る
。
こ
の
解
析
法
に
つ
い
て
は
、
ご
く
初
歩
の
レ
ベ
ル
の
解
説
と
し
て
豊
田
秀
樹
・
前
回
忠
彦
・
柳
井
晴
夫

[
H
S
N
]
、

統
計
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
操
作
法
や
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
読
み
方
な
ど
は
白
倉

[
H
S
己
、
豊
田
口
市
昌
也
、
よ
り
専
門
的
に
は
同
〉
回
。
-
F回

口
田
富
]
、
同
国
O
〕
青
色

[
H
8
2
な
ど
を
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。



(
5
)
 
詳
細
は
古
川
口
由
也
M
L
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
型
の
モ
デ
ル
を
、
後
述
す
る
第
二
次
青
少
年
調
査
の
デ
ー
タ
に
あ
て
は
め
た
結
果
、
成
人
男
・
女
そ
し
て
青
少
年
の
い
ず
れ
に
お
い
て

(
6
)
 

7 
) 

も
、
こ
の
分
析
結
果
と
同
様
の
低
い
相
関
関
係
が
確
認
さ
れ
た
。

本
書
に
お
い
て
は
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
は
、
直
井
優
[
戸
喧
吋
由
]
に
基
づ
い
た
「
七
宜
年
威
信
ス
コ
ア
」
あ
る
い
は
「
七
五
年
基
準
ス
コ
ア
」

を
用
い
る
こ
と
で
統
一
す
る
。

(
8
)
 
因
果
関
係
が
あ
る
も
の
と
し
て
そ
の
値
を
推
定
し
た
が
、
有
意
な
大
き
さ
の
数
値
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
は
じ
め
か
ら
関

速
を
ゼ
ロ
に
固
定
す
る
、
と
い
う
仮
定
を
導
入
し
て
、
モ
デ
ル
の
適
合
度
か
ら
迂
図
的
に
作
業
仮
説
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
方
法
と
は
異
な
る

」
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。

「見かけ上」の階層意臓第三愈79 
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第
四
章

権
威
主
義
的
態
度
と
環
境
保
護
意
識
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス

権
威
主
義
的
態
度
尺
度
の
有
用
性

権
威
主
義
研
究
の
現
状

権
威
主
義
的
性
格
が
社
会
学
に
お
い
て
関
心
を
集
め
て
き
た
の
は
、
近
代
(
大
衆
)
社
会
の
社
会
過
程
に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
の

重
要
性
に
よ
る
。
す
で
に
論
じ
て
き
た
よ
う
に
(
第
二
章
参
回
)
、
こ
の
分
野
の
古
典
的
研
究
と
し
て
あ
ま
り
に
も
著
名
な
『
自
由
か
ら

の
逃
走
』
に
お
い
て
7
ロ
ム
は
、

一
九
二

0
1
三
0
年
代
の
ド
イ
ツ
の
政
治
・
経
済
的
要
因
や
社
会
関
係
と
い
う
可
視
的
な
社
会
背
景

と
、
ナ
チ
ズ
ム
と
い
う
厳
然
た
る
歴
史
的
事
実
を
媒
介
す
る
位
置
に
潜
在
す
る
、
心
的
要
因
(
社
会
的
性
格
)
と
し
て
、
権
威
主
義
的

性
格
を
導
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の

7
ド
ル
ノ
ら
の
バ
ー
ク
レ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
綴
密
な
研
究
で
は
、
権
威
主
義
的
性
格
は
、

一
部
の
社
会
集
団
だ
け
に
極
端
に
み
ら
れ
る
性
格
類
型
で
は
な
く
、
社
会
全
体
に
遍
在
す
る
大
衆
の
心
理
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

ま
た
こ
の
研
究
で
は
膨
大
な
試
験
的
検
討
の
蓄
積
に
よ
っ
て
、
権
威
主
義
的
態
度
の
尺
度
(
い
わ
ゆ
る
「
F

ス
ケ
ー
ル
」
)
が
構
成

さ
れ
、
こ
れ
が
社
会
心
理
学
的
な
権
威
主
義
研
究
の
端
緒
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
数
多
の
研
究
の
蓄
積
の
結
果
、
権
威
主



義
的
性
格
は
、
単
に
歴
史
的
事
実
へ
の
心
性
か
ら
の
先
鋭
な
切
り
口
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
的

文
脈
を
能
れ
で
も
独
自
の
意
義
を
も
っ
、
大
衆
社
会
論
の
中
核
概
念
と
し
て
定
位
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
権
威
主
義
研
究

の
一
連
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
曽
良
中
[
前
掲
書
]
に
よ
っ
て
詳
細
に
研
究
・
紹
介
が
な
さ
れ
て
久
し
く
、

い
ま
さ
ら
あ
ら
た

め
て
語
る
べ
く
も
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
本
来
は
権
威
主
義
的
性
格
に
は
、
近
代
(
大
衆
)
社
会
の
社
会
構
造
と
、
反
民
主
主
義
的
な
社
会
明
記
を
媒
介
す
る
心

理
的
要
因
と
し
て
、
近
代
(
大
衆
)
社
会
の
病
理
性
を
啓
発
す
る
使
命
が
与
え
ら
れ
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

つ
ま
り
近
代
(
大

権威主義的態度と環境保穫意融、へルス・コンシャス

衆
)
社
会
に
お
け
る
反
民
主
主
義
的
な
社
会
現
象
の
生
成
過
程
に
位
置
付
け
ら
れ
て
こ
そ
、
社
会
学
的
な
示
唆
を
見
出
し
う
る
も
の
と

想
定
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
現
代
日
本
社
会
で
は
、
急
進
的
で
暴
力
的
な
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
脅
威
は
、
権
威
主
義
的
性
格
が
導
入
さ
れ
注
目
さ
れ
た
当
時

と
く
ら
べ
れ
ば
、
明
ら
か
に
希
薄
化
し
て
お
り
、
「
大
衆
社
会
」
と
い
う
社
会
認
識
は
名
実
と
も
に
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

そ
の
た
め
、
潜
在
的
で
微
妙
な
予
兆
を
と
り
た
て
て
強
調
す
れ
ば
別
だ
が
、
「
病
理
的
」
と
い
い
う
る
ほ
ど
顕
在
的
で
重
大
な
反
民
主

主
義
的
社
会
現
象
を
見
出
す
こ
と
は
、
も
は
や
容
易
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
時
空
を
超
え
て
、
ワ
イ
マ
l
ル
政
権
下
の
ド
イ
ツ
や

一
九
五

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
と
同
-
の
理
論
展
開
で
、
現
代
日
本
社
会
に
生
起
す
る
事
象
を
分
析
し
た
の
で
は
、
リ
ア
リ
テ
ィ
を

十
分
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
社
会
の
趨
勢
を
鋭
敏
に
記
述
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
計
量
的
手
法
を
用
い

る
わ
れ
わ
れ
に
は
、
こ
の
分
野
の
理
論
と
リ
ア
リ
テ
ィ
の
議
離
は
、
あ
た
か
も
微
熱
の
患
者
を
集
中
治
療
室
に
入
れ
て
C
T
ス
キ
ャ
ン

を
撮
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
「
的
外
れ
」
な
印
象
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
に
、
権
威
主
義
的
態
度
尺
度
や
(
権
威
主
義

を
中
核
と
し
た
)
伝
統
的
価
値
を
手
掛
か
り
に
、
政
治
的
な
意
識
や
行
動
の
解
明
を
試
み
た
一
九
八

0
年
代
の
実
証
研
究
(
綿
貫
[
前

第四章

掲
論
文
]
、
直
井
道
子
[
前
掲
論
文
]
、
直
井
道
子
・
徳
安
彰
[
H
3
0
]
)

で
は
、
必
ず
し
も
原
典
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
劇
的
者
効
果
が

〔

2
)

検
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

81 
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こ
の
よ
う
な
当
該
社
会
の
現
状
の
た
め
、
数
々
の
実
証
研
究
の
蓄
積
に
よ
っ
て
鋭
利
な
刃
物
の
よ
う
に
砥
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
権
威
主
義

的
性
格
と
い
う
基
礎
概
念
、
ま
た
そ
れ
を
社
会
心
理
学
の
方
法
で
計
量
的
に
操
作
化
し
た
も
の
で
あ
る
権
威
主
義
的
態
度
尺
度
も
、
現

代
社
会
に
あ
っ
て
は
十
分
な
説
明
力
を
発
揮
し
き
れ
な
い
で
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
い
く
ら
見
事
な
道
具
が
揃
っ
て
い
て
も
、
い
ま

階層意融研究の再構成

ゃ
、
こ
の
概
念
を
用
い
て
「
斬
る
」
ベ
き
所
定
の
宿
敵
は
す
で
に
猛
威
を
ふ
る
っ
て
は
お
ら
ず
、
か
つ
て
の
よ
う
に
簡
明
な
論
理
の
下

に
、
鮮
や
か
に
社
会
の
病
理
性
を
「
斬
る
」
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
の
で
あ
る
。

第部

汲
み
残
さ
れ
た
態
度
尺
度
と
し
て
の
有
用
性

し
か
し
一
方
で
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
こ
の
分
野
の
諸
概
念
、
と
り
わ
け
権
威
主
義
的
態
度
尺
度
を
、
社
会
状
況
の
変
化
や
学
問
上
の

潮
流
に
従
っ
て
、
二

O
世
紀
の
遺
物
と
し
て
蔵
入
り
さ
せ
て
し
ま
う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
も
っ
た
い
な
く
も
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
社

会
意
識
研
究
に
お
い
て
、
深
層
心
理
メ
カ
ニ
ズ
ム
ま
で
も
包
含
し
た
、
精
綴
な
理
論
的
パ
ッ
ク
・
ア
タ
プ
が
こ
れ
ほ
ど
し
っ
か
り
と
存

在
す
る
概
念
が
、
ほ
か
に
多
く
見
出
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
社
会
調
査
デ
ー
タ
の
計
量
的
な
研
究
で
は
、
社
会
的
属
性
を
測
定
す
る
項
目
(
フ
ェ
イ
ス
・
シ
l
ト
項
目
)
の
形
態
や
操
作

法
に
は
、
研
究
の
蓄
積
に
よ
っ
て
(
職
業
威
信
ス
コ
ア
、
産
業
分
類
、

S
S
M職
業
分
類
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
)

格
」
と
い
い
う
る
も
の
が
あ
る
の
に
対
し
、
意
識
項
目
に
は
、
こ
れ
ら
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
統
一
さ
れ
た
測
定
法
は
多
く
は
見
出
せ
な

い
。
い
わ
ば
、
調
査
設
計
者
が
自
分
の
た
ず
ね
た
い
こ
と
を
、
そ
の
都
度
ワ
1
デ
ィ
ン
グ
し
て
用
い
る
か
た
ち
で
多
く
の
意
識
調
査
の

一
定
の
「
規

デ
ー
タ
は
蓄
積
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
「
F
ー
ス
ケ
ー
ル
」
に
端
を
発
す
る
権
威
主
義
的
態
度
尺

度
は
、
数
少
な
い
「
定
番
」
の
操
作
概
念
で
あ
り
、
研
究
の
整
合
的
蓄
積
を
可
能
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
通
常
、
意
識
項
目
は
「
あ
る
社
会
関
係
に
よ
っ
て

O
O意
識
が
形
成
さ
れ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
目
的
(
被
説
明
)
概
念
と

し
て
社
会
的
属
性
と
の
関
連
を
検
討
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
権
威
主
義
的
態
度
は
前
述
し
た
と
お
り
、
社
会
過
程
に
お
け
る
媒



介
的
な
機
能
を
想
定
さ
れ
る
意
識
概
念
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
具
体
的
に
表
出
し
た
態
度
や
社
会
的
な
行
動
に
至
る
、
滞
在
的
な
動

因
と
し
て
、
こ
れ
を
位
置
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
「
意
識
で
意
識
(
行
動
)
を
説
明
す
る
」
と
い
う
社
会
学
に
お
け
る
計
量
研
究
と
し

て
は
他
に
あ
ま
り
例
を
み
な
い
、
特
有
の
解
釈
上
の
構
図
を
設
定
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
権
威
主
義
的
態
度

と
社
会
構
造
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
章
で
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
様
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
本
舎
に

お
い
て
は
そ
の
社
会
構
造
的
基
盤
は
あ
る
程
度
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
判
断
か
ら
こ
の
章
で
は
ま
ず
、
一
連
の
権
威
主

義
研
究
に
お
い
て
操
作
概
念
と
し
て
開
発
さ
れ
た
、
権
威
主
義
的
態
度
尺
度
を
用
い
な
が
ら
、
権
威
主
義
的
性
格
を
め
ぐ
る
古
典
的
研

橿威主義的態度と環境保瞳意酷、ヘルス田コンシャス

究
が
築
き
あ
げ
た
遺
産
的
な
概
念
装
置
の
現
代
的
意
義
を
検
討
し
て
い
く
。

い
ま
、
権
威
主
義
で
何
を
「
斬
る
」
か
?

問
題
設
定

さ
て
そ
れ
で
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
権
威
主
義
的
態
度
で
い
っ
た
い
い
か
な
る
社
会
現
象
を
有
効
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
こ
の
概
念
に
課
さ
れ
た
、
反
民
主
主
義
的
社
会
現
象
を
扱
う
、
と
い
う
本
来
の
重
責
を
取
り
払
っ
て
、
も

う
少
し
現
代
的
な
問
題
を
「
た
め
し
斬
り
」
し
て
み
る
。

説
明
す
る
社
会
現
象
は
、
権
威
主
義
的
態
度
よ
り
も
具
体
的
で
イ
マ

1
ジ
エ
ン
ト
な
社
会
的
態
度
で
あ
れ
ば
、
あ
る
意
味
で
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
よ
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
本
来
の
問
題
設
定
と
は
一
見
か
け
離
れ
た
、
現
代
的
な
ト
ピ
y
ク
で
あ
る
「
環
境

保
護
意
識
」
と
「
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
(
健
康
の
維
持
・
増
進
に
つ
い
て
の
関
心
)
」
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
周
知
の
と

第四章

お
り
、
両
者
は
と
も
に
ク
オ
リ
テ
ィ
‘
ォ
ブ
・
ラ
イ
フ
を
追
求
す
る
態
度
で
あ
り
、
現
代
の
社
会
意
識
に
特
徴
的
な
傾
向
で
あ
る
。
そ

し
て
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
、
「
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
、
「
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
」
な
ど
の
言
葉
や
、
環
境
破
接
や
資
源
の
枯
渇
に
対
す
る
危
機
的
な
イ
メ

83 
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ー
ジ
、
あ
る
い
は
老
化
防
止
・
成
人
病
予
防
や
健
康
・
体
力
の
維
持
、
体
型
へ
の
関
心
の
高
ま
り
な
ど
は
、
表
向
き
は
マ
ス
・
コ
ミ
に

よ
っ
て
伝
達
さ
れ
て
、
プ
l
ム
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
風
潮
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
昨
今
の
よ
う
な
日
常
生
活
に
根
差

階層意融研究の再構成

し
た
社
会
現
象
と
し
て
立
ち
現
わ
れ
た
の
は
、
現
代
人
の
何
ら
か
の
心
性
に
適
合
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

こ
れ
ら
の
社
会
現
象
に
権
威
主
義
的
性
格
が
心
理
的
基
盤
を
与
え
て
い
る
可
能
性
を
検
討
す
る
わ
け
で
あ
る
。

一
見
し
て
わ
か
る
と
お

り
、
基
本
図
式
と
し
て
は
、
権
威
主
義
的
な
社
会
的
性
格
を
も
っ
人
々
が
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
政
治
的
宣
伝
に
引
き
付
け
ら
れ
や
す
い
、

と
い
う
原
典
の
理
論
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

第一部

権
威
主
義
的
性
格
は
元
来
、
こ
う
し
た
風
潮
と
も
い
い
う
る
よ
う
な
大
衆
的
な
杜
会
現
象
の
動
因
と
し
て
機
能
す
る
と
さ
れ
て
き
た
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
扱
う
権
威
主
義
的
態
度
尺
度
は
、
性
格
類
型
で
は
な
く
尺
度
で
あ
る
以
上
、
あ
る
社
会
集
団
を
一
方
向
に
猛
進
さ
せ

る
心
理
的
動
因
で
は
な
く
、
社
会
全
体
に
遍
在
し
、
「
権
威
主
義
」
と
対
極
の
「
反
権
威
主
義
」
の
双
方
に
ゆ
る
や
か
に
分
布
の
裾
野

を
広
げ
る
概
念
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
「
反
権
威
主
義
」
と
は
ど
の
よ
う
な
方
向
性
な
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
方

向
性
は
、

コ
ー
ン
ら
に
従
え
ば
、

ア
ド
ル
ノ
ら
の
バ
ー
ク
レ
ー
・
グ
ル
ー
プ
の
研
究
で
は
「
民
主
的
性
格
」
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

自
己
1
指
令
性
と
な
る
こ
と
は
す
で
に
論
じ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
(
第
二
章
参
照
)
。
い
ず
れ
に
せ
よ
権
威
主
義
の
対
極
に
お
か
れ
る

諸
個
人
の
自
律
へ
の
志
向
が
、
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
人
間
的
基
礎
と
し
て
、
否
定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
「
健
全
」
な
価
値
と
み
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
明
白
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
さ
ら
に
正
確
に
い
う
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
第
一
の
問
題
設
定
は
、
環
境
保
護
意
識
や
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
が
、
権
威

主
義
的
態
度
尺
度
と
関
連
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
ま
た
関
連
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
「
権
威
主
義
的
」
、
「
自
己
|
指
令
的
」
の
ど
ち
ら

(
4
)
 

の
方
向
が
そ
の
動
因
と
し
て
作
用
し
て
い
る
か
を
測
定
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
の
問
題
設
定
は
、
環
境
保
護

意
識
と
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
が
権
威
主
義
的
態
度
の
媒
介
の
の
ち
、

い
か
な
る
社
会
的
要
因
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
、

と
り
わ
け
社
会
階
層
と
い
か
な
る
対
応
関
係
に
あ
る
の
か
を
示
し
、
現
代
社
会
に
お
け
る
布
置
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。



デ

1

9

分
析
に
用
い
る
の
は
、

九
九

九

年

大
阪
大
学
人
間
科
ρゐ
でP

部
経
験
社
会
学

社
会
調
査
法
研
究
室
古室

郵

差
よ
て〉

て

実
施
し
た
調
査
(
通
称
「
モ
ニ
タ
ー
調
査
」
)
の
デ
ー
タ
で
あ
る
(
研
究
代
表
者
一
直
井
優
)
。
対
象
母
集
団
は
、
全
国
の
成
人
男
女
で
あ

る
。
こ
の
調
査
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
は
層
化
多
段
盤
作
為
抽
出
法
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
抽
出
さ
れ
た
対
象
者
入
、
七
六
二
名
に
約
一
年

の
間
隔
を
お
い
て
、
二
度
に
わ
た
っ
て
調
査
票
一
を
配
布
し
、
こ
の
う
ち
の
一
、
二
五
二
名
か
ら
有
効
回
答
を
得
て
い
る
。
以
下
で
は
こ

の
有
効
回
答
を
分
析
す
る
。
な
お
、
こ
の
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
調
査
報
告
書
(
直
井
優
・
吉
川
編

[
5
8
]
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

権威主義的曹度と環境保護意曲、へルス・コンシャス

こ
れ
か
ら
注
目
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
権
威
主
義
的
態
度
、
環
境
保
護
意
識
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
と
い
う
三
つ
の
社
会
的

態
度
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
意
識
の
計
量
研
究
で
通
常
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
、
主
成
分
分
析
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
態
度
の

尺
度
を
構
成
す
る
。

権
威
主
義
的
態
度

権
威
主
義
的
態
度
に
関
す
る
質
問
項
目
は
、
こ
の
調
査
で
は
合
計
六
項
目
あ
り
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
賛
成
」
か
ら
「
反
対
」
ま

で
の
五
分
位
で
た
ず
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
項
目
設
計
は
、
前
章
で
分
析
し
た
「
職
業
と
人
間
」
調
査
の
設
計
時
に
、

(
5〉

文
質
問
項
目
を
翻
訳
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
が
原
型
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
八
五
年
S
S
M
調
査
、

コ
ー
ン
ら
の
英

一
九
九
五
年
5
5
M調
査

の
「
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
」
の
質
問
項
目
と
も
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
き
た
既
存
の

ワ
l
デ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。
そ
の
質
問
項
目
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

第四章

A 

a 

権
威
あ
る
人
々
に
は
つ
ね
に
敬
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

85 

A 

b 

以
前
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
や
り
方
を
守
る
こ
と
が
、
最
上
の
結
果
を
う
む
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A 

C 

子
供
の
し
つ
け
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
両
親
に
対
す
る
絶
対
服
従
で
あ
る

階層意融研究の再構成

A 

d 

目
上
の
人
に
は
た
と
え
正
し
く
な
い
と
思
っ
て
も
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

A 

e 

こ伝
の統
複や
雑慣
な習
世に
のし
中た
でが
何つ
をた
すや

23 
かに
を疑
知問
るを
ー持
番つ
よ人
u、は
方結
法局
はは
、問

指題
導を
者引
やき
専起
門こ
家す

頼と
るに
こな
とる
で
あ
る

A 

f 

(
6
)
 

こ
こ
で
は
こ
れ
ら
六
項
目
に
対
す
る
五
分
位
の
回
答
に
主
成
分
分
析
を
行
な
い
(
結
果
省
略
)
、
寄
与
率
が
五

0
・
二
%
と
高
い
値

第一部

で
、
各
項
目
に
つ
い
て
因
子
負
荷
量
も
十
分
に
高
く
安
定
し
て
い
る
第
-
主
成
分
を
権
威
主
義
的
態
度
尺
度
と
し
て
抽
出
し
、
因
子
得

点
を
用
い
て
こ
の
概
念
を
数
値
化
し
た
。

環
境
保
護
意
識

自
然
環
境
や
天
然
資
源
の
保
護
は
近
年
、
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
生
活
様
式
で
あ
る
。
田
中
滋
[
H
S
U
]

は、

環
境
社
会
学
と
し
て
扱
わ
れ
る
対
象
が
、

一
般
的
な
認
識
の
変
遷
に
伴
っ
て
近
年
、
従
来
の
「
公
害
(
問
題
と
か
ら
、
よ
り
広
域
性

が
高
く
、
慢
性
・
軽
度
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
被
害
者
・
加
害
者
を
特
定
し
に
く
い
現
象
を
扱
う
「
環
境
問
題
」
へ
と
変
遷
し
た
こ
と

を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
、
環
境
破
壊
の
具
体
的
事
例
の
変
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
現
代
社
会
全
般
を
覆
う
環
境
保
護
意
識
の
高
ま
り

に
下
支
え
さ
れ
た
変
遷
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
環
境
問
題
自
体
が
こ
の
よ
、
つ
に
、
比
較
的
新
し
い
社
会
現
象
で
あ
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
環
境
保
護
に
対
す
る
心
的
準
備
状
態
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
の
社
会
意
識
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
今
の
と
こ
ろ

ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

環
境
保
護
は
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、

い
ま
や
ほ
と
ん
ど
否
定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
価
値
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
も
し
何
の
コ
ス
ト

も
払
わ
ず
に
、
手
放
し
で
環
境
や
資
源
を
保
護
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
し
も
そ
う
し
た
い
と
望
む
に
相
違
ま
い
。
そ
の
た
め
、
も



し
も
「
自
然
環
境
の
保
護
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
よ
う
な
質
問
を
し
た
な
ら
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
「
ま
っ
た
く
そ
う
思

う
」
と
回
答
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
定
で
き
る
。
し
か
し
、
環
境
保
護
が
問
題
と
な
る
の
は
、
よ
り
よ
い
生
活
の
質
と
し
て
の
環
境
の

獲
得
が
、
産
業
社
会
の
効
率
や
利
便
性
と
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
の
関
係
に
あ
り
、
人
々
に
何
ら
か
の
コ
ス
ト
を
強
い
る
が
ゆ
え
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
人
々
が
、
こ
の
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
の
関
係
の
ど
の
あ
た
り
に
均
衡
点
を
お
い
て
い
る
か
、
と
い
う

こ
と
が
注
目
す
べ
き
論
点
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
の
調
査
で
は
、
環
境
保
護
の
た
め
に
人
々
が
ど
の
程
度
コ
ス
ト
を
払
っ
て
も
よ

い
と
考
え
て
い
る
か
、
を
た
ず
ね
る
形
式
の
質
問
項
目
を
新
た
に
設
計
し
て
、
「
そ
う
思
う
」
/
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」

構成主義的態度と環境埠謹菅識、ヘルス・コンンャス

/
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
恩
わ
な
い
」
/
「
そ
う
思
わ
な
い
」
の
四
分
位
を
も
っ
て
対
象
者
に
た
ず
ね
た
。
質
問
文
の
構
成
は
左

記
の
と
お
り
で
あ
る
。

E 

a 

ゴ
ミ
減
量
化
に
役
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
ゴ
ミ
処
理
の
有
料
化
も
や
む
を
得
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
保
護
の
た
め
な
ら
、
便
利
き
や
快
適
さ
を
犠
牲
に
し
て
も
か
ま
わ
な
い

E 

b 

E 

c 

森
林
や
海
水
、
湖
水
な
ど
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
な
ら
、
便
利
き
や
快
適
さ
を
犠
牲
に
し
て
も
か
ま
わ
な
い

E 

d 

地
球
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
破
壊
を
防
ぐ
た
め
な
ら
、
便
利
さ
や
快
適
さ
を
犠
牲
に
し
て
も
か
ま
わ
な
い

E 

e 

野
生
動
物
の
絶
滅
を
防
ぐ
た
め
な
ら
、
便
利
さ
や
快
適
さ
を
犠
牲
に
し
て
も
か
ま
わ
な
い

こ
れ
ら
の
五
項
目
に
つ
い
て
も
、
権
威
主
義
的
態
度
と
同
様
の
手
続
き
で
主
成
分
分
析
を
行
な
い
、

や
は
り
寄
与
率
の
高
い
(
六
二

第四型軽

-
八
%
)
第
一
主
成
分
を
抽
出
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
第
一
主
成
分
を
因
子
得
占
…
'
に
よ
っ
て
尺
度
化
し
、
環
境
保
護
意
識
を
構
成
し

た
(
結
果
省
略
)
。

87 
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ヘ
ル
ス
・
コ
ン
、
y
ャ
ス

(
健
康
に
対
す
る
関
心
)

晴層菅総研究の再構成

自
分
自
身
の
健
康
に
対
す
る
関
心
の
急
激
な
高
ま
り
は
、
環
境
問
題
と
並
ん
で
現
代
的
な
社
会
現
象
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
会
現
象

に
と
も
な
っ
て
、
傷
病
や
疾
患
に
関
心
を
お
い
た
医
療
の
観
点
で
は
な
く
、
非
病
理
的
で
よ
り
積
極
的
な
生
活
の
質
と
し
て
の
健
康
に

観
点
を
お
い
た
、
保
健
社
会
学
と
い
う
固
有
の
分
野
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
(
園
田
恭
一

呂
田
印
]
)
。
し
か
し
、
健
康
に
対
す
る
関
心

が
「
健
康
ブ
l
ム
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
急
速
な
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
心
理
的
な
動
因
を
現
代
社
会
全
般
に

広
が
る
社
会
意
識
と
し
て
検
討
し
た
研
究
は
や
は
り
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。

第一部

諸
個
人
の
健
康
も
環
境
と
同
様
に
、
全
く
コ
ス
ト
を
払
わ
ず
に
維
持
・
増
進
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
(
金
銭
的
・
時
間
的
な
)
資

源
と
の
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
の
関
係
で
獲
得
さ
れ
る
生
活
の
質
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
調
査
で
は
、
左
記
の

よ
う
な
質
問
項
目
を
新
た
に
設
計
し
、
前
項
と
同
じ
四
分
位
で
健
康
に
対
す
る
関
心
を
測
定
し
た
。

H 

a 

肥
満
を
防
止
す
る
た
め
な
ら
、
お
金
や
時
間
を
か
け
て
も
か
ま
わ
な
い

H 

b 

現
在
の
体
力
を
維
持
す
る
た
め
な
ら
、
お
金
や
時
聞
を
か
け
て
も
か
ま
わ
な
い

H 

C 

健
康
を
た
え
ず
増
進
す
る
た
め
な
ら
、
お
金
や
時
聞
を
か
け
て
も
か
ま
わ
な
い

H 

d 

成
人
病
を
防
い
だ
り
克
服
し
た
り
す
る
た
め
な
ら
、
お
金
や
時
聞
を
か
け
て
も
か
ま
わ
な
い

H 

e 

老
化
を
防
ぐ
た
め
な
ら
、
お
金
や
時
間
を
か
け
て
も
か
ま
わ
な
い

そ
し
て
、
こ
れ
ら
五
項
目
に
つ
い
て
前
二
者
と
同
様
の
分
析
法
で
検
討
し
て
得
ら
れ
た
第
一
主
成
分
は
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス

(
健
康
に
対
す
る
関
心
)
と
し
て
尺
度
化
さ
れ
て
い
る
。
第
一
因
子
の
寄
与
率
は
十
分
に
高
く
(
七
三
・
三
%
)
、
因
子
負
荷
量
も
い

ず
れ
の
項
目
に
つ
い
て
も
安
定
し
て
高
い
値
を
示
し
て
い
る
(
結
果
省
略
)
。



環
境
保
護
意
識
と
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
は
、
利
便
性
、
金
銭
的
・
時
間
的
コ
ス
ト
な
ど
を
対
照
基
準
と
す
る
項
目
設
計
か
ら
、
ど

ち
ら
も
物
質
主
義
の
対
極
と
し
て
の
脱
物
質
主
義
的
な
価
値
(
同
阿
国
側
日
吉
見

[
H
S
D
]
)

と
し
て
理
解
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
生

活
の
質
の
回
復
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
表
面
上
の
類
似
点
が
見
出
せ
る
。
だ
が
両
者
に
は
次
の
よ
う
な
差
異
が
あ
る
。
そ
れ

は
環
境
保
護
意
識
が
、
広
範
な
パ

1
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
立
脚
し
社
会
全
体
の
秩
序
と
利
害
に
つ
い
て
の
判
断
に
基
づ
い
た
、
い
わ
ば
公
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共
性
に
関
す
る
意
識
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

状
態
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

+.180 

社会的瞥皮尺度問の相関係数図4・1

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
、
ン
ャ
ス
は
、
諸
個
人
の
生
活
様
式
に
つ
い
て
の
個
別
性
の
高
い
心
的
準
備

つ
ま
り
、
環
境
保
護
意
識
が
イ
ン
グ
ル
ハ

1
ト
が
論
じ
て
い
る
脱
物
質
主
義
的
な
価
値
に
比
較

的
厳
密
に
対
応
す
る
の
に
対
し
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
方
は
む
し
ろ
私
生
活
主
義
、
プ
ラ

ヘルスーコノンヤス

イ
ヴ
ァ
タ
イ
ゼ
l
シ
ョ
ン
と
い
う
社
会
意
識
の
潮
流
に
沿
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
節
以
降
の
分
析
結
果
の
解
釈
の
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ

。

、A
ゾ

社
会
的
態
度
聞
の
関
連
の
検
討

相

関

関

係

こ
こ
ま
で
の
手
続
き
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
分
析
対
象
と
な
る
概
念
を
、
計
量
的
に
操
作

可
能
な
社
会
的
態
度
の
尺
度
と
し
て
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
引
き
続
い
て
、
こ
れ
ら
三
つ

の
概
念
の
聞
に
い
か
な
る
関
係
が
見
出
さ
れ
る
の
か
を
線
形
関
連
の
強
さ
を
示
す
、
相
関
係
数

か
ら
検
討
し
て
い
く
。

図
4
ー
ー
は
こ
れ
ら
の
態
度
因
子
変
数
の
聞
の
相
関
関
係
(
ピ
ア
ソ
ン
の
積
率
相
関
係
数
)
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を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
中
の
値
は
全
て
一
%
水
準
で
有
意
な
値
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
図
か
ら
は
、
権
威
主
義
的
な
傾
向
が
弱
い

暗層意識研究の再構成

(
つ
ま
り
自
己

l
指
令
的
で
あ
る
)
ほ
ど
、
環
境
保
護
意
識
が
高
い
(
広
印
)
が
、
そ
の
一
方
で
権
威
主
義
的
な
傾
向
が
強
い
ほ
ど

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
度
合
も
高
い
(
お
ω)
、
と
い
う
関
係
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
環
境
保
護
意
識
と
ヘ
ル

ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
聞
に
は
環
境
保
護
意
識
が
高
い
ほ
ど
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
傾
向
が
強
い
、
と
い
う
正
の
相
関
関
係

(
5
0
)

が
あ
る
の
に
、
両
者
と
権
威
主
義
的
態
度
と
の
聞
に
は
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
大
き
き
で
、
相
反
す
る
符
号
の
相
関
関
係
が
あ
る
の
で

あ
る
。

第一部

こ
れ
ら
の
相
関
関
係
を
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
相
関
関
係
を
生
じ
る
理
由
と
し
て
は
じ

いめ
うに
こ考
とえ
でら
あれ
るる
。可
前能
章性
では
示、
L こ
たこ
とで
お検
り出
、さ

権れ
威た
主相
義関
的係
態数
度が
な、

ど社
の会
社的
会属
的性
省包 σ、
産忌
は響
年に
齢ょ
やる
性擬
別似
、的

教な
育も
年の
数な
、の
あで
るは
いな
はい
そか
のと

人
の
社
会
階
層
上
の
地
位
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
仮
に
、
環
境
保
護
意
識
や
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
も
同
様
の

過
程
で
、

つ
ま
り
学
歴
を
は
じ
め
、
生
年
世
代
、
あ
る
い
は
社
会
階
層
を
重
要
な
要
因
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
権

威
主
義
的
態
度
と
他
の
二
つ
の
社
会
的
態
度
と
の
聞
の
相
関
関
係
は
、
形
成
要
因
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
る
擬
似
相
関
で
あ
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
具
体
的
に
例
示
す
る
な
ら
ば
、
高
学
歴
層
や
高
い
階
層
的
地
位
に
あ
る
人
々
が
反
権
威
主
義
的

で
、
同
時
に
環
境
保
護
意
識
も
高
い
、
あ
る
い
は
低
学
歴
層
や
低
い
階
層
的
地
位
に
あ
る
人
に
お
い
て
そ
の
反
対
の
現
象
が
生
じ
て
い

る
場
合
に
は
、
学
歴
や
職
業
階
層
に
よ
る
擬
似
相
関
が
本
質
的
な
構
造
で
あ
っ
て
、
両
概
念
聞
に
は
実
は
直
接
の
共
変
関
係
は
な
い
、

と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

偏
相
関
係
数
の
検
討

そ
こ
で
次
に
、
こ
う
し
た
擬
似
相
関
を
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る
社
会
的
属
性
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
、
前
記
の
三
概
念
聞
の
偏
相
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社会的属性の影響をコントロールした社会的態度尺度聞の偏相関川嘉数

+.1朗

図4-2

ヘルス・コJシャス

関
係
数
を
算
出
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
偏
相
関
係
数
は
、
他
の
要
因
に
よ
る
影
響

を
取
り
除
い
た
う
え
で
の
共
変
動
の
強
さ
と
方
向
を
示
す
係
数
で
あ
り
、
概
念
聞
の

よ
り
直
接
的
な
関
連
の
存
在
を
確
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
温
室
栽
培
の
よ
う

に
、
外
的
要
因
の
影
響
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
状
況
で
の
純
粋
な
相
関
関
係
を
計
量

的
に
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
統
制
す
べ
き
社
会
的
属
性
と
し

のて
テ'は

タ年
の齢
よ
う性
に ~IJ

成学
人歴
男
女社
を会
同階
時層
に上
分の
析地
す位
るの
場四
合つ
にを
は考
、え
専た
業。

主た
婦だ
やし
共こ

働
き
の
女
性
の
階
層
的
地
位
の
評
価
が
難
し
い
、
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
職
業
威
信

ス
コ
ア
な
ど
の
職
業
的
地
位
を
男
女

共
通
し
た
指
標
と
す
る
の
は
適
切
で
は
な
u、

そ
こ
で
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
共
通
に
扱
え
る
階
層
変
数
と
し
て
、
対
象
者
の
家
庭

の
経
済
状
態
を
表
わ
す
指
標
で
あ
る
世
帯
収
入
(
本
人
の
年
収
と
配
偶
者
の
年
収
の

園園圃惨はコントロールを表わす

加
算
額
)
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

こ
う
し
て
「
年
齢
」
、
「
性
別
」
、
「
教
育
年
数
」
、
「
世
帯
収
入
」
の
四
変
数
の
効
果

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
算
出
し
た
偏
相
関
係
数
は
、
図

4
I
2
に
示
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
数
値
を
検
討
し
て
み
る
と
、
こ
れ
だ
け
の
変
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
も

な
お
、
権
威
主
義
的
態
度
、
環
境
保
護
意
識
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
三
概
念
問

の
相
関
関
係
は
、
単
相
関
と
し
て
算
出
さ
れ
た
数
値
と
大
き
く
は
異
な
っ
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。
(
権
威
主
義
的
態
度
と
環
境
保
護
意
識
の
相
関
関
係
が

H
8
4

-
-
u
N、
権
威
主
義
的
態
度
と
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
相
関
関
係
が

Hg↓
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回
目
也
、
環
境
保
護
意
識
と
権
威
主
義
的
態
度
の
相
関
関
係
が
日
∞
D

↓
尽
∞
、
偏
相
関
係
数
は
い
ず
れ
も
一
括
水
準
で
有
意
な
値
)
。

こ
の
分
析
結
果
か
ら
よ
う
や
く
わ
れ
わ
れ
は
、
確
信
を
も
っ
て
第
一
の
結
論
に
至
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
三
つ
の
社
会
的
態

階層意融研究の再構成

度
の
聞
に
検
出
さ
れ
た
、
「
権
威
主
義
的
で
あ
る
ほ
ど
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
傾
向
が
強
い
」
、
「
自
己
|
指
令
的
(
反
権
威
主
義
的
)

で
あ
る
ほ
ど
環
境
保
護
意
識
が
高
い
」
、
「
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
傾
向
が
強
い
ほ
ど
環
境
保
護
意
識
も
高
い
」
と
い
う
相
関
関
係
が
、

社
会
的
属
性
の
影
響
に
よ
る
擬
似
的
な
共
変
関
係
で
は
な
く
、
主
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
態
度
聞
の
直
接
的
な
関
連
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

第一部

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
解
釈
を
す
れ
ば
、
権
威
主
義
的
態
度
と
他
の
一
一
概
念
の
聞
に
検
出
さ
れ
た
関
連
は
、
権
威
主
義
的
態
度
の
規
定

的
な
力
に
よ
る
因
果
関
係
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
環
境
保
護
意
識
と
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ

ヤ
ス
は
、
権
威
主
義
的
出
町
長
よ
り
も
イ
マ

1
ジ
ェ
ン
ト
な
、
よ
り
社
会
的
行
為
に
直
結
し
た
心
的
準
備
状
態
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て

権
威
主
義
的
態
度
は
、
よ
り
潜
在
的
で
基
底
的
な
諸
個
人
の
性
格
特
性
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

四

社
会
階
層
と
環
境
保
護
意
識
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス

「
見
か
け
上
」
の
階
層
差

以
上
か
ら
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
権
威
主
義
的
態
度
尺
度
は
、
社
会
構
造
と
環
境
保
護
・
健
康
維
持
と
い
う
具
体
的
な
社
会
事
象

の
聞
の
媒
介
的
な
位
置
で
、
独
自
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。
で
は
、
環
境
保
護
意
識
と
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス

は
、
い
っ
た
い
い
か
な
る
社
会
的
要
因
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
な
が
ら
現
代
社
会
に
分
布
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
う
し
た

関
連
に
、
社
会
意
識
の
共
通
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
た
権
威
主
義
的
態
度
は
、
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
ま
た
他
方
で
は
、
環
境
保
護
意
識
と
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
分
布
傾
向
が
「
階
層
意
識
で
あ
る
」
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
な
、
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サンプル散

165 

146 

123 

30 

ヘルス コンシャス

52.26 

51.88 

48.26 

49.31 

世

田

沼

田

臼

岨

拙

日

専門・管理職

事輯・胆売職

ブルー カラー職

農業

464 

F"3.54・eta"'.150
戸 163・・

r=.162・・

51.27 

F=7.27・・eta=.213

r=.096・
r=.1010 

50.00 

分散骨折と eta保散

職業威信スコアとの相聞

年間個人収入との相関

全体平均

意
識
の
階
層
差
を
示
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
も
、
本
書
の
議
論
の
流
れ
か
ら
は
関
心
の

も
た
れ
る
点
と
な
る
。
な
お
職
業
階
層
と
の
関
連
と
い
う
こ
と
か
ら
以
下
で
は
、
対
象
サ
ン

プ
ル
を
成
人
有
職
男
性
に
限
っ
て
検
討
し
て
い
く
。

ま
ず
環
境
保
護
意
識
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
と
従
業
上
の
地
位
の
関
係
を
、
従
業
上
の

地
位
の
四
分
類
別
の
各
尺
度
の
得
点
分
布
か
ら
み
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
も
前
章
と
同
様
に
、

三
つ
の
社
会
的
態
度
の
尺
度
を
す
べ
て
平
均
五

O
、
標
準
偏
差
一

O
の
偏
差
値
得
点
に
変
換

(
8〉

し
て
い
る
。

表
4

1
を
み
る
と
、
各
職
業
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
(
平
均
)
得
点
に
つ
い
て
の
分
散
分
析
の

*は5%. * *は1%水準で有意な憧を示す。

結
果
と
し
て
、
環
境
保
護
意
識
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
得
点
に
は
、
と
も
に
従
業
上
の

地
位
に
よ
る
有
意
な
差
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
専
門
・
管
理
職
」
で
は
そ
の
傾

向
が
高
く
(
印
M
D
M
と

S
N
e、
逆
に
「
プ
ル

l
・
カ
ラ

1
職」

で
は
低
く
(
お
お
と

の
得
点
は
ど
ち
ら
の
社
会
的
態
度
の
分
布
で
も
そ
の
問

〈

9
)

(
S
N∞
と
印
H

∞
∞
)
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
従
業
上
の
地
位
と
い

お
同
町
)
、
「
事
務
・
販
売
職
」

う
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
説
明
変
数
を
用
い
て
見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
こ
変

数
と
「
職
業
威
信
ス
コ
ア
」
、
「
年
間
個
人
収
入
」
と
い
う
二
つ
の
量
的
な
階
層
指
標
の
関
係

を
み
る
と
、

い
ず
れ
も
(
高
く
は
な
い
も
の
の
)
有
意
な
正
の
相
関
関
係

(
b
g
)
5
u
)

に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(注)

こ
の
結
果
を
要
約
す
れ
ば
、
階
層
的
地
位
が
高
い
ほ
ど
、
便
利
き
や
快
適
さ
を
犠
牲
に
し

て
も
環
境
を
保
護
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
高
く
、
同
時
に
お
金
や
時
聞
を
か
け
て
も
健
康
状
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p管
ス維
持
コし
ンよ
シう
ャと
スい
1Jさつ

i自
にカす
強

弓手し、

面と
トし、

i正う

空襲
ミ1
長t
g と
し、

墜ぅ圏、

意 E
E空?
と瓦
山 0

びこ
うれ
るら
意の
識数
の値
階に
層よ
差つ
をて
示環
し境

ご喜
5義
と

階届意識研究の再構成

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

真
の
形
成
要
因
の
解
明

こ
の
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
に
、
高
い
階
層
的
地
位
に
あ
る
人
ほ
ど
脱
物
質
主
義
的
な
価
値
志
向
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
環
境
保
護
・

健
康
維
持
に
関
す
る
態
度
と
し
て
表
出
す
る
、
と
い
う
構
図
を
想
定
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
職
業
条
件
と
自
己

l
指
令
的
志
向
性

の
関
係
を
敷
街
し
て
、
高
い
職
業
的
地
位
に
あ
る
人
が
、
自
律
的
に
自
ら
の
健
康
を
管
理
し
た
り
、
現
状
に
危
機
感
を
抱
い
て
積
極
的

第一部

に
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
指
向
し
た
り
す
る
の
だ
、
と
解
釈
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
階
層
要
因
に
よ
る
意
識

形
成
を
直
ち
に
仮
定
し
て
論
じ
る
前
に
、
本
書
の
立
場
で
は
、
こ
の
関
係
が
前
章
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
な
「
見
か
け
上
」
の
階
層
意

識
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
節
で
明
ら
か
に
な
っ
た
三
つ
の
社
会
的
態
度
聞
の
直
接
的
な
共

変
そ聞
こ係
で(
次偏
に相
、関

対係
象数
者)
のの
社
会図
的果
属的
性な
で位
あ置
るづ
年け
齢を
、明

教ら
育か
年に
数す
、る

職必
業要
階も
層あ
(る
職。
業
威
信
ス
コ
ア

お
よ
び
権
威
主
義
的
龍
度
の

一
一
つ
の
社
会
的
態
度
に
対
し
て
の
因
果
的
影
響
力
を
、
重
回
帰
分
析
に
よ
っ
て
検
討
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
は
、
社
会
的
地
位
達
成
過

程
の
因
果
構
造
と
、
前
述
の
偏
相
関
分
析
の
結
果
を
ベ

l
ス
に
し
て
、
図

4
1
3
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
は
、
環
境
保
護
意
識
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
形
成
過
程
を
構
造
化
し
、
真
の
形
成
要
因
を
明
ら
か
仁
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ
の
分

析
で
は
、
環
境
保
護
意
識
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
に
み
ら
れ
た
社
会
階
層
に
よ
る
得
点
差
は
、
こ
れ
ら
二
概
念
と
職
業
威
信
ス
コ
ア

と
の
正
の
相
関
関
係
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

図
4
1
3
の
構
造
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
属
性
要
因
聞
の
関
連
は
前
章
で
分
析
し
た
モ
デ
ル
と
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
を
示
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図4-3 環境保護意識、ヘルス・コンシャスの形成過程のパス・ダイアグラム

、、、、、、、、

134 

、、、、
056、、、

132 

R2=.157 R2=.067 

表4-2 変数聞の単相関マトリックス

年齢 教育年霊童 職業階層 権威主義
環境保謹 ヘルスー

意融 コンシャス

年齢 1.000 

教育年数 ー.396.. 1.000 

職業階層 叫5 .457・・ 1.000 

権威主義的態度 345・・ -.243・・ 。090" 1.0叩

潔境保護意識 ー019 186・・ ー163・・ -.128・・ 1.0叩

ヘルスーコンシャス .162・・ 055 .096・ .176.. 202"" 1.000 

自主) * *は1%， *は 5%水準で有意な値を示す。

表4-3 標準備回帰係数と決定係数(重回帰分析)

年齢 教育年数 職構階層 権威主義 決定部数

年齢

教育年数 .396・・ R2=.157U 

職業陪層 .162・・ .521*. R2=.231・・

枇威主輯的態度 298・・ ー114・ 024 R2=.133・・

環境探護軍融 134・ 173"" .079 

ヘルス コンシャス .163・・ 132・ 056 

(桂) *ホは 1%. *は5%水準で有意な値を示す。

125・
157・・

R2=.064・・
R2=.067・・
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し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
要
因
と
環
境
保
護
意
識
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
と
を
媒
介
す
る
位
置
に
、
前
節
の
分
析
に
従
っ
て
権

階層意融研究の再構成

威
主
義
的
態
度
が
お
か
れ
て
い
る
。
ま
た
共
通
の
形
成
過
程
の
構
造
を
検
討
し
て
き
た
、
環
境
保
護
意
識
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
に

つ
い
て
は
、
同
一
モ
デ
ル
内
で
二
つ
の
目
的
(
従
属
)
変
数
の
同
時
投
入
の
か
た
ち
で
分
析
さ
れ
て
い
る
。
成
人
有
職
男
性
に
お
け
る

第一部

こ
の
二
変
数
聞
の
相
関
係
数
は

N
C
N

で
あ
る
。
な
お
図
中
で
は
五
%
水
準
で
有
意
な
因
果
関
係
は
実
線
で
、
有
意
で
は
な
い
因
果
関

係
は
破
線
で
表
示
し
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
標
準
偏
回
帰
係
数
と
決
定
係
数
は
図
中
お
よ
び
表
内
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。

分
析
の
結
果
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
(
単
)
相
関
係
数
(
表
4

2
参
照
)
で
は
有
意
な
関
係
が
み
ら
れ
た
職
業
階
層
と
社
会
的

態
度
の
関
係
は
、
同
じ
ス
ケ
ー
ル
で
直
接
効
果
の
大
き
さ
を
示
す
標
準
偏
回
帰
係
数

(
H
パ
ス
係
数
)
で
は
、
そ
の
数
値
が
大
き
く
低

下
し
て
お
り
(
権
威
主
義
的
態
度
で
は

g
o
l
-
-区
、
環
境
保
護
意
識
で
は

H
g
L
O選、

↓
口
明
白
)
、
有
意
な
直
接
効
果
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
権
威
主
義
的
態
度
の
み
な
ら
ず
、
環
境
保
護
意
識
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
で
は
口
定
山

J¥ 

jレ

ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
(
職
業
)
階
層
差
も
や
は
り
、
「
見
か
け
上
」
の
関
係
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

関
係
は
図
中
に
お
い
て
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
か
ら
三
つ
の
社
会
的
態
度
に
対
し
て
、
有
意
で
は
な
い
値
を
示
す
破
線
の
パ
ス
が
引
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
三
つ
の
社
会
的
態
度
の
形
成
要
因
を
み
る
と
、
ま
ず
権
威
主
義
的
態
度
は
年
齢
と
教
育
年
数
か
ら
有
意
な
効
果
を
受
け

て
形
成
さ
れ
て
お
り

(
N
由
∞
と
e

ご
と
、
前
章
の
分
析
結
果
が
追
証
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
権
威
主
義
的
態
度
と
年
齢
(
生
年
世
代
)

の
関
係
に
つ
い
て
は
後
の
章
で
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
。

次
仁
環
境
保
護
意
識
を
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
年
齢
と
教
育
年
数
、
権
威
主
義
的
態
度
か
ら
有
意
な
直
接
効
果
(
そ
れ
ぞ
れ
ロ
Ar

コP
，H
N
印
)
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
モ
デ
ル
に
お
け
る
教
育
年
数
の
環
境
保
護
意
識
に
対
す
る
総
効
果
は
、
(
表
示
は
し
て
い
な

い
が

)
N
gと
い
う
値
で
あ
り
、
そ
の
規
定
力
が
小
さ
く
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
、
高
学
歴
で

あ
る
ほ
ど
、
環
境
保
護
意
識
が
高
い
と
い
う
明
確
な
構
造
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。



そ
し
て
権
威
主
義
的
態
度
は
、
教
育
年
数
と
環
境
保
護
意
識
の
関
係
を
い
わ
ば
「
付
加
的
」
に
媒
介
し
、
逆
に
年
齢
と
環
境
保
護
意

識
の
関
係
を
相
殺
効
果
を
も
っ
て
媒
介
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
モ
デ
ル
か
ら
権
威
主
義
的
態
度
を
取
り
去
っ
て
考

え
て
み
た
場
合
、
年
齢
と
環
境
保
護
意
識
の
直
接
の
関
連
性
も
、
教
育
年
数
と
環
境
保
護
意
識
の
関
係
も
幾
重
に
も
相
殺
さ
れ
て
、
う

ま
く
検
出
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
事
実
、
表
4

2

の
環
境
保
護
意
識
に
対
す
る
年
齢
の
(
単
)
相
関
係
数
の

2
申

と
い
う
値
は
、
見
過
し
て
し
ま
い
が
ち
な
小
さ
な
数
値
に
す
ぎ
な
い
。

一
方
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
は
同
じ
く
年
齢
、
教
育
年
数
、
権
威
主
義
的
態
度
の
三
要
因
か
ら
直
接
効
果
を
受
け
て
形
成
さ
れ
て
い

権威主義的態度と環境保護意識、へルス コンンャス

る

(
H
S
と

お
N

と

5
3。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
環
境
保
護
意
識
と
は
全
く
逆
に
、
教
育
年
数
の
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ

ス
に
対
す
る
正
の
直
接
効
果
が
、
年
齢
お
よ
び
権
威
主
義
的
態
度
か
ら
の
正
の
効
果
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
、
(
単
)
相
関
係
数
と
し
て

は
表
面
化
し
て
い
な
い
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
つ
ま
り
潜
在
的
に
は
、
高
学
歴
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
傾
向
は

強
い
の
だ
が
、
他
方
で
は
、
年
齢
が
高
く
、
ま
た
権
威
主
義
的
で
あ
る
ほ
ど
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
傾
向
が
強
ま
る
傾
向
に
あ
る
た

め
、
教
育
年
数
と
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
聞
の
関
係
は
相
殺
さ
れ
、
単
相
関
で
は
包
印
と
い
う
低
い
値
が
表
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
こ
の
社
会
的
態
度
が
、
若
年
層
の
審
美
的
あ
る
い
は
「
ナ
ル
シ
ズ
ム
的
」
と
い
い
う
る
よ
う
な
関
心
と
、
壮
年
層
の
医
療

的
金
観
点
か
ら
の
健
康
管
理
へ
の
関
心
の
双
方
を
捉
え
て
い
る
こ
と
に
も
一
因
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
権
威
主
義
的
態
度
の

媒
介
は
、
こ
こ
で
も
社
会
的
要
因
と
イ
マ

l
ジ
エ
ン
ト
な
社
会
的
態
度
の
関
係

(
H
教
育
年
数
と
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
関
係
)
を

潜
在
さ
せ
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

要
約
す
る
と
こ
の
パ
ス
・
モ
デ
ル
か
ら
は
次
の
二
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第四章

第
一
点
目
は
、
現
時
点
の
階
層
的
要
因
で
あ
る
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
、
環
境
保
護
意
識
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
聞
に
表
面
上
み

97 
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た
の
で
あ
る
。

階届宜融研究の再構成

第
二
点
目
は
、
権
威
主
義
的
態
度
が
、
環
境
保
護
意
識
に
関
し
て
は
、
教
育
年
数
と
の
連
関
を
補
完
し
な
が
ら
年
齢
と
の
関
係
を
相

殺
し
、
他
方
で
は
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
と
年
齢
の
関
係
を
媒
介
し
つ
つ
、
教
育
年
数
と
の
表
面
上
の
関
係
を
み
え
に
く
く
さ
せ
る
要

因
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
権
威
主
義
的
態
度
は
、
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
、
年
齢
、
教
育

年
数
、
職
業
階
層
な
ど
の
社
会
的
要
因
に
比
肩
し
う
る
ほ
ど
の
影
響
力
を
も
っ
て
、
社
会
意
識
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
機
能
を
担
っ
て

い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第一部

五

権
威
主
義
的
態
度
と
現
代
社
会

こ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
権
威
主
義
的
態
度
と
環
境
保
護
意
識
お
よ
び
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
関
係
、
そ
し
て
こ
れ
ら
と
社
会
的

要
因
の
因
果
関
係
を
整
理
し
、
社
会
学
的
示
唆
を
導
き
だ
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
こ
こ
で
の
分
析
結
果
は
、
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
権
威
主
義
的
態
度
が
い
か
な
る
方
向
に
人
々
の
行
為
を
力
動
し
、

、、

t

U
A
M
右

る
社
会
現
象
の
動
因
と
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
ひ
と
つ
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
昨
今
急
速
に

社
会
現
象
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
環
境
や
健
康
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
に
対
し
て
、
権
威
主
義
的
態
度
が
一
定
の
心
理
的
動
因
を
提

供
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
は
、
権
威
主
義
的
性
格
は
、

一
見
類
似
し
た
社
会
現
象
に
み
え
、
事
実
、
正
の
相
関
関
係
が
検
出

さ
れ
た
環
境
保
護
意
識
と
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
に
対
し
て
、
全
く
逆
の
心
理
的
動
因
を
提
供
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ヘ
ル
ス
・
コ
ン

シ
ャ
ス
に
対
し
て
は
権
威
主
義
的
傾
向
は
正
の
動
因
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
環
境
保
護
意
識
に
対
し
て
は
、
対
極
の
自
己
|
指
令
的

志
向
性
(
反
権
威
主
義
〉
が
動
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
に
は
さ
ら
に
、
必
ず
し
も
強
引
で



飛
躍
的
な
も
の
で
は
な
い
次
の
よ
う
な
解
釈
を
施
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
権
威
主
義
的
穂
陸
と
環
境
保
護
意
識
の
関
連
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
自
己
|
指
令
的
志
向
性
と
い
う
、
現
代
社
会

を
生
き
る
人
々
の
、
主
体
性
と
公
共
性
を
追
求
す
る
エ
ー
ト
ス
と
、
環
境
保
護
意
識
が
整
合
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
環
境
保

議
と
い
う
課
題
は
、
ま
ず
マ
ク
ロ
な
視
野
に
立
っ
て
現
状
を
客
観
的
に
認
識
し
、
そ
の
う
え
で
公
的
な
利
害
を
尊
重
す
る
動
機
に
よ
っ

て
遂
干I
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

そ
っ
し
た
意
味
で
は
自

干
指
令
的
志
向
性
と
環
境
保
護
意
識
の

の
関
係
は

矛
盾
の
な
し、

も
の
と

し
て
得
心
が
い
く
。
ま
た
現
代
日
本
社
会
で
は
、
伝
統
的
保
守
傾
向
は
工
業
主
義
的
な
価
値
と
融
合
し
て
い
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い

権威主義的態度と環境保謹意融、ヘルス コンシャス

る
が
(
綿
貫
{
前
掲
論
文
]
)
、
こ
こ
で
検
出
し
た
環
境
保
護
意
識
と
権
威
主
義
的
態
度
と
の
関
係
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
反
映
し
、

「
権
威
主
義
的
傾
向
↓
伝
統
工
業
的
価
値
↓
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
希
薄
な
関
心
」
と
い
う
関
係
の
存
在
を
傍
証
し
て
い
る
と
み
る
こ

と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
関
係
は
環
境
保
護
意
識
の
社
会
的
な
分
布
状
況
を
、
高
い
階
層
上
の
地
位
に
あ
る
人
々
は
環
境

保
護
意
識
が
高
く
、
低
い
階
層
上
の
地
位
に
あ
る
人
々
は
環
境
保
護
意
識
が
低
い
と
い
う
関
係
と
し
て
表
出
さ
せ
る
原
因
と
も
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
権
威
主
義
的
性
格
と
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
原
典
に
よ
れ
ば
、
権
威
主
義
的
性
格
は
、

サ
ド
・
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
性
格
を
基
軸
と
し
て
、
様
々
な
表
出
的
特
性
を
付
帯
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
こ
こ
で
測
定
し

た
権
威
主
義
的
態
度
も
、
特
定
の
価
値
の
盲
信
、
禁
欲
主
義
、
攻
撃
性
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
権
威
主
義
的
性
格
の
本
来
の
傾
向
が
、
権
威
主
義
的
態
度
と
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
と
の
関
係
を
生
起
さ
せ
て
い
る
と
は
考

え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
具
体
的
仁
依
拠
す
べ
き
外
的
で
強
大
な
権
威
の
対
象
ゃ
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
的
な
攻
撃
の
対
象
が
巧
妙

第困惑

に
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
も
、
権
威
主
義
的
傾
向
は
、
人
々
に
何
ら
か
の
行
為
と
し
て
の
具
体
的
な
表
出
対
象
を

希
求
さ
せ
る
動
因
と
な
る
。
そ
し
て
、
社
会
的
な
価
値
と
し
て
喧
伝
さ
れ
る
に
至
っ
た
健
康
の
維
持
・
増
進
が
こ
の
動
因
と
適
合
し
、

99 

人
々
を
自
ら
に
禁
欲
的
制
約
を
課
す
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
へ
と
向
か
わ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

J¥ 
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ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
高
ま
り
と
い
う
極
め
て
「
健
全
」
に
み
え
る
現
象
が
、
実
は
必
ず
し
も
「
健
全
」
と
は
い
い
切
れ
な
い
、
権
威

主
義
的
傾
向
か
ら
も
心
理
的
動
因
を
獲
得
し
て
い
る
と
い
う
、
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
実
態
を
暴
い
て
い
る
。

ま
た
現
代
日
本
社
会
で
は
、
伝
統
的
権
威
や
政
治
的
権
威
あ
る
い
は
宗
教
的
権
威
が
複
雑
な
形
で
交
錯
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
拡
散
し
、

人
々
の
権
威
主
義
的
傾
向
が
求
め
る
、
わ
か
り
や
す
い
権
威
(
あ
る
い
は
そ
の
裏
返
し
で
あ
る
排
外
的
攻
撃
)
の
対
象
は
、

ス
ポ
ー
ツ

選
手
企
ど
を
除
け
ば
、
も
は
や
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
権
威
主
義
的
態
度
が
健
康
を
志
向
し
て
自
ら
を

律
す
る
方
向
へ
人
々
を
動
員
し
、

い
く
ぶ
ん
で
も
狂
気
の
ガ
ス
を
抜
い
て
い
る
と
し
た
ら
、

い
か
に
も
現
代
的
な
「
自
由
か
ら
の
逃

第一部

走
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
本
来
な
ら
ば
若
年
・
高
学
歴
層
に
現
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ヤ

ス
は
、
権
威
主
義
的
態
度
が
介
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
潜
在
し
て
し
ま
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

最
後
に
、
環
境
保
護
意
識
と
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
整
合
的
な
関
係
が
現
代
社
会
に
お
け
る
権
威
主
義
研
究
に
対
し
て
示
唆
す
る

も
の
を
考
え
て
お
き
た
い
。
権
威
主
義
的
態
度
を
中
心
と
し
て
考
え
れ
ば
、
こ
の
両
者
の
関
係
は
当
然
、
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
傾

向
が
強
い
ほ
ど
環
境
保
護
意
識
が
低
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
社
会
現
象
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な

単
純
な
情
造
で
環
境
保
護
意
識
と
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
が
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
権
威
主
義
的
態
度
は
確
か
に
社
会
意
識
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
、
現
代
社
会
で
も
有
効
な
示
唆
を
も
っ

して
ろい
両る
者。

のと
関こ
係ろ
のが
複そ
雑の

伐警
急は
化社
に会
寄構
与造
すと
る宇土
も会
の事
な象
のの
で間
あの
る関
。係
こを
の取
結り
果ま
はと
、め
権て
威加
主速
義さ
をせ
取る
りと

?い、
つ
現も
代の
日で
本は
社な
会く
の、

現む

状
が
、
往
時
ほ
ど
一
元
的
な
(
そ
れ
ゆ
え
に
粗
暴
な
)
事
態
で
は
な
く
、
は
る
か
に
複
雑
・
多
様
で
一
見
、
捉
え
に
く
く
な
っ
て
い
る

」
と
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

権
威
主
義
的
態
度
を
め
ぐ
る
こ
う
し
た
状
況
を
「
地
下
活
動
」
と
み
な
す
べ
き
な
の
か
、
「
雲
散
霧
消
」
と
み
な
す
べ
き
な
の
か
は
、

現
代
日
本
社
会
に
つ
い
て
の
さ
ら
に
慎
重
な
検
討
の
後
に
見
極
め
る
べ
き
、
社
会
意
識
論
の
ひ
と
つ
の
課
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。



i主
(
1
)
 
具
体
的
に
は
ナ
チ
ズ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
、
左
翼
的
権
威
主
義
、
エ
ス
ノ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
、
人
種
排
外
性
な
ど
が
扱
わ
れ

て
い
る
。

(
2
)
 
誤
解
の
な
い
よ
う
に
強
調
し
て
お
き
た
い
が
、
こ
こ
で
は
決
し
て
、
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
は
反
民
主
主
義
的
な
社
会
事
象
な
ど
は
存
在

し
な
い
と
強
弁
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
問
題
は
確
か
に
存
在
す
る
が
、
事
態
は
も
は
や
往
時
ほ
ど
単
純
で
暴
力
的
な
も
の
で
は

な
く
、
は
る
か
に
多
様
か
つ
潜
在
的
で
、
巧
妙
に
隠
蔽
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
い
の
で
あ
る
。

権威主義的磐度と環境保護意融、ヘルス・コンシャス

(
3
)
 る度

。をな

号車そ

:こ
のの
で権
あ威
る王

ぞ昔
品産
章l':.
で庄
はは

雇前
威章

言i
量i
25 
はち

'" ilU 
権定
感概
王念
轄と
的 L
思て
度き
尺た

産穫
と疋
い度
ワと
表
現ほ
をほ
用同

るの
こ干土
と会
に的
す態

さ
ら
に
付
帯
的
に
は
、
表
出
し
た
社
会
現
象
と
し
て
共
通
占
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
態
度
と
し
て
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
お
け
る

フ
ェ
ー
ズ
も
共
通
す
る
環
境
保
護
意
識
と
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
一
一
概
念
聞
に
、
ど
の
よ
う
な
類
似
性
が
検
出
さ
れ
る
か
と
い
う
点
に
も
関

心
が
も
た
れ
る
。

(
5
)

翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
パ
ッ
ク
・
ト
ラ
ン
ス
レ

l
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
国
際
比
較
に
耐
え
る
正
確
な
ワ

l
デ
ィ
ン
グ
が
検
討
さ
れ
て
い
る

(
直
井
優
渡
辺
[
前
掲
論
文
]
)
。
な
お
極
め
て
厳
密
に
い
え
ば
、
こ
こ
で
用
い
た
項
目
は
こ
の
と
き
の
ワ
l
デ
ィ
ン
グ
と
全
く
同
一
の
も
の

を
用
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

(
4
)
 

(
6
)
 

第四章

こ
の
章
に
お
け
る
主
成
分
分
析
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
初
出
論
文
で
あ
る
古
川

([EE])
に
示
し
て
い
る
。

二
概
念
の
聞
の
因
果
的
効
果
の
大
き
さ
を
推
定
す
る
(
単
)
回
帰
分
析
の
場
合
は
、
相
関
係
数
と
標
準
回
帰
係
数
は
同
値
と
な
る
た
め
、
図

4
1
1
に
お
け
る
相
関
係
数
を
因
果
的
効
果
の
大
き
さ
と
解
釈
し
て
も
不
適
切
で
は
な
い
。
偏
相
関
係
数
と
回
帰
係
数
の
聞
に
は
こ
う
し
た
単

純
な
関
係
は
な
い
た
め
、
図
4
|
2
で
示
し
た
社
会
的
属
性
の
影
響
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
う
え
で
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
は
、
厳
密
に
は
い

う
こ
と
は
で
き
-
な
い
が
、
一
一
概
念
間
の
純
粋
な
共
変
動
を
意
味
す
る
偏
相
関
係
数
は
、
因
果
関
係
が
そ
の
実
質
的
主
根
幹
を
な
し
て
い
る
と
判

断
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
操
作
上
は
こ
こ
で
想
定
し
て
い
る
の
と
は
逆
の
因
果
関
係
を
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
重

(
7
)
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(
8
)
 要
で
あ
り
う
る
が
、
こ
の
研
究
に
お
い
て
は
、
環
境
保
護
意
識
や
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
が
権
威
主
義
的
態
度
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
可
能

性
は
理
論
上
考
え
に
く
い
と
判
断
し
て
い
る
。

女
性
や
無
職
男
性
も
含
め
た
サ
ン
プ
ル
に
お
い
て
算
出
さ
れ
た
因
子
得
点
変
数
を
用
い
る
た
め
、
有
職
男
性
サ
ン
プ
ル
に
お
け
る
全
体
平
均

値
は
必
ず
し
も
印
D

D
と
は
な
ら
な
い
。

「
農
業
」
に
お
い
て
得
点
傾
向
の
差
が
見
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
標
本
数
は
多
く
は
な
い
(
三

O
サ
ン
プ
ル
)
。

(
9
)
 



第
五
章

職
業
階
層
は
社
会
意
識
の
差
異
化
要
因
か
ワ

狭
義
の
階
層
意
識

階
層
意
訟
の
類
別

い(
うと原

大よ
まれ
か li
に現
い代
え日
ば本
、の

義躍
起喜
層研
意究
識は
研
究狭
は義
、の
階階
層層
そ意
れ識
自を
体扱
にう
関も
すの
ると
諸広
個義
人の
の階
意層
識意
を識
扱を
う扱
研う
究も
での
あに
り大
別
広さ
義れ
のる
階と

重量
分識
析研
は究
いは
ず
れ階
も層
、と
「甘

草委
与量
関 Z
寺普
と砺
う究
えマ令

らあ
れる
?。

主主
""り
諸あ
思ぇ

識ず
のこ
分の
析分
」類

房長
~ " 
喜t
z ば

と本
し書
てに
、お

広け
義る
のこ
階こ
層ま
意で
識の

研
究
の
範
鴫
に
入
る
も
の
で
あ
っ
た
。

も
う
一
方
の
、
狭
義
の
階
層
意
識
の
研
究
は
、
「
階
層
(
あ
る
い
は
階
級
)
に
つ
い
て
の
意
識
の
研
究
」
で
あ
り
、
主
観
的
階
層
あ

る
い
は
階
層
認
知
、
認
知
的
階
層
構
造
と
言
い
換
え
う
る
意
識
項
目
群
を
扱
う
研
究
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
で
最
も
中
核
的
な
概
念
と
な

103 

る
の
は
、
自
ら
が
社
会
階
層
上
の
ど
こ
に
お
か
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
誇
個
人
の
主
観
的
認
知
の
様
態
で
あ
る
、
階
層
帰
属
意
識
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(
あ
る
い
は
階
級
帰
属
意
識
)
で
あ
ろ
う
。
ま
た
当
該
社
会
の
階
層
状
況
に
つ
い
て
の
認
知
の
様
態
で
あ
る
階
層
イ
メ
ー
ジ
な
ど
も
、

や
は
り
狭
義
の
階
層
意
識
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。

階層意融研究の再構成

さ
ら
に
学
歴
、
職
業
、
収
入
な
ど
の
社
会
的
地
位
に
対
す
る
不
公
平
感
、
上
昇
志
向
、
階
層
重
視
度
、
そ
し
て
「
生
活
満
足
度
」
、

「
く
ら
し
む
き
」
な
ど
の
生
活
意
識
も
狭
義
の
階
層
意
識
に
準
じ
る
社
会
的
態
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
階
層
不
公

平
感
、
上
昇
志
向
、
階
層
重
視
度
な
ど
は
、
階
層
構
造
そ
れ
自
体
に
対
す
る
認
知
・
評
価
に
基
づ
く
社
会
的
態
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
「
生
活
満
足
度
」
や
「
く
ら
し
む
き
」
な
ど
の
、
現
在
の
生
活
状
況
を
主
観
的
に
評
価
し
た
意
識
項
目
も
、

収
入
や
、
生
活
水
準
と
の
関
連
が
第
一
義
的
に
想
定
さ
れ
る
と
い
う
点
で
、
や
は
り
階
層
構
造
と
の
理
論
上
の
関
係
が
密
接
で
あ
り
、

第一部

他
の
広
義
の
階
層
意
識
と
は
明
ら
か
に
性
質
を
異
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
こ
れ
ら
は
階
層
的
秩
序
を
維
持
す
る
態
度
で
あ
っ
た

り
、
資
源
の
分
配
に
関
与
す
る
「
階
層
的
な
」
行
動
の
心
的
準
備
状
態
で
あ
っ
て
、
議
論
の
視
界
の
先
に
社
会
階
層
が
お
か
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
社
会
学
的
意
義
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
こ
こ
で
は
、
狭
義
の
階
層
意
識
の
外
延
を
比
較
的
広
く
と
っ
て
扱
っ
て
い
く

」
と
に
し
た
い
。

こ
れ
ま
で
本
書
で
は
、
狭
義
の
階
層
意
識
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
及
し
て
こ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
主
観
的
な
階
層
認
知
・
評
価
と

い
う
概
念
規
定
か
ら
い
え
ば
、
む
し
ろ
こ
の
狭
義
の
階
層
意
識
に
こ
そ
、
社
会
階
層
と
社
会
意
識
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
的
な
関
連
が
想
定

さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
帰
属
階
級
と
階
級
(
帰
属
)
意
識
の
関
連
に
つ
い
て
の
「
古
典
的
」
な
前
提
を
例
に
と
れ
ば
自
明
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
こ
の
節
で
は
狭
義
の
階
層
意
識
で
あ
る
階
層
帰
属
意
識
、
生
活
満
足
度
に
つ
い
て
、
学
歴
階
層
、
職
業
階
層
、
収
入
階
層
な
ど

の
階
層
諸
次
元
と
の
関
連
構
造
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

階
層
帰
属
意
諮

日
本
人
の
多
く
が
「
中
」
意
識
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
は
や
あ
ま
り
に
も
周
知
の
事
実
と
な
っ
て
い
る
。
階
層
帰
属
意



識
と
は
、

5
5
M調
査
研
究
な
ど
に
お
い
て
、
こ
の
事
実
を
継
続
的
に
計
量
し
て
き
た
意
識
項
目
の
こ
と
で
あ
り
、
「
か
り
に
現
在
の

日
本
の
社
会
全
体
を
、
こ
の
リ
ス
ト
に
か
い
で
あ
る
よ
う
に
五
つ
の
層
に
分
け
る
と
す
れ
ば
、
あ
な
た
自
身
は
、
こ
の
ど
れ
に
入
る
と

思
い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
、
「
上
」
/
「
中
の
上
」
/
「
中
の
下
」
/
「
下
の
上
」
/
「
下
の
下
」
と
い
う
五
つ
の
選
択
肢
か
ら

回
答
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
回
答
の
度
数
分
布
こ
そ
が
、
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
「
中
」
意
識
の
噌
大
、
あ
る
い
は

「
総
中
流
化
」
と
い
う
、

一
九
七
O
I
八
0
年
代
の
階
層
研
究
、
さ
ら
に
は
ジ
ャ
1
ナ
リ
ス
テ
イ
ジ
ク
な
階
層
論
の
中
心
的
ト
ピ
y
ク

の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
こ
の
階
層
帰
属
意
識
に
つ
い
て
、
「
中
」
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、

量
的
尺
度
と
し
て
検
討
す
る
。

生
活
満
足
度

職業階層は杜会意識の差異化要因か9

社
会
の
構
成
員
が
現
在
の
自
分
の
生
活
に
満
足
す
る
こ
と
は
、
現
代
社
会
が
目
指
す
ひ
と
つ
の
達
成
目
標
で
あ
る
と
い
っ
て
も
い
い

だ
ろ
う
。
逆
に
、
現
在
の
自
ら
の
生
活
に
強
い
不
満
を
感
じ
て
い
る
層
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
克
服
す
べ
き
社
会
問
題
で
あ
る
と
も
い

え
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
生
活
満
足
度
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
社
会
意
識
と
し
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
疑
い
よ
う
が

な
い
事
実
で
あ
る
。

ζ

こ
で
は
こ
の
生
活
満
足
度
を
分
析
す
る
た
め
の
測
定
項
目
と
し
て
、
こ
れ
も
5
5
M調
査
研
究
に
お
い
て
継
続

的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
、
「
あ
な
た
は
生
活
全
般
に
満
足
し
て
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
不
満
で
す
か
」
と
い
う
質
問
項
目
を
用
い
る
こ

と
に
す
る
。
回
答
選
択
肢
は
、
「
満
足
し
て
い
る
」
/
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
し
て
い
る
」
/
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
/

〈

2
)

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
で
あ
る
」
/
「
不
満
で
あ
る
」
の
五
分
位
で
あ
る
。

第五章

狭
義
の
階
層
意
識
と
階
層
要
因
の
関
連
構
造〈
3
)

以
下
で
は
一
九
九
五
年
5
5
M調
査
の
デ
ー
タ
か
ら
、
成
人
有
職
男
性
を
分
析
対
象
と
す
る
。
目
的
変
数
で
あ
る
階
層
帰
属
意
識
、

105 
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生
活
満
足
度
は
量
的
デ

l
夕、

つ
ま
り
「
上
」

l
「
下
の
下
」
、
あ
る
い
は
「
満
足
」

l
「
不
満
」
ま
で
の
軸
に
連
続
分
布
す
る
意
識

階宿意融研究の再構成

と
し
て
扱
い
、
こ
れ
ら
と
社
会
(
階
層
)
的
要
因
と
の
線
形
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
分
析
上
の
課
題
は
、
現
代
日
本
社
会
に

お
い
て
狭
義
の
階
層
意
識
は
い
か
な
る
社
会
的
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的

に
い
え
ば
、
人
々
は
ど
の
社
会
的
属
性
が
高
け
れ
ば
、
自
ら
を
高
い
階
層
に
帰
属
し
て
い
る
と
み
な
し
た
り
、
生
活
に
満
足
を
感
じ
る

の
か
、
と
い
う
階
層
(
あ
る
い
は
生
活
)
評
価
基
準
を
索
出
す
る
作
業
を
行
な
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
書
の
流
れ
に
沿
え
ば
、
狭
義

の
影
響
力
の
大
き
さ
が
注
目
さ
れ
る
点
と
な
る
。

の
階
層
意
識
の
二
概
念
に
対
す
る
職
業
階
層
(
職
業
威
信
ス
コ
ア
)

第部

義
の説
階明

霊室
識と
とし
のて

案書
なさ
関れ
連る
がの
考は
え

ら前
れ章
るま

語E
盟主
に討
関し
すて
るき
指た
標年
と齢
し
て教
、育

年年
間数
世
帯職
収業
入威
(信
カス
テコ
ゴア
リで
1 あ
代り
表(
値土さ
)ら

もに
検狭

討
す
る
。
こ
れ
ら
の
四
要
因
を
用
い
て
生
年
世
代
、
学
歴
階
層
、
職
業
階
層
、
収
入
(
所
得
)
階
層
の
そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
を
重
回
帰
分

析
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
説
明
要
因
問
の
関
連
構
造
に
つ
い
て
は
、
前
章
ま
で
に
重
ね
て
論
及
し
、
パ
ス
・
モ
デ
ル
と
し
て
示
し
て
き
た
。

さ
ら
に
こ
こ
で
分
析
に
用
い
る

5
5
M調
査
の
デ
ー
タ
は
、
本
来
こ
う
し
た
階
層
構
造
の
分
析
を
目
的
と
し
て
収
集
さ
れ
た
も
の
な
の

で
、
こ
れ
ら
は
周
知
の
関
連
構
造
と
み
な
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
し
あ
た
り
要
点
だ
け
を
確
認
し
て
お
く
と
、
年
齢
と
教
育
年
数
の

聞
に
は
、
高
学
歴
化
を
背
景
と
し
た
高
い
負
の
関
連
が
あ
り
、
学
歴
と
職
業
階
層
(
職
業
威
信
ス
コ
ア
)
の
聞
に
は
、
学
歴
の
メ
リ
ト

ク
ラ
シ
ー
を
意
味
す
る
高
い
正
の
関
連
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
生
年
世
代
(
年
齢
)
と
職
業
階
層
(
職
業
威
信
ス
コ
ア
)
の
聞
に
は
、
年

功
制
に
基
づ
く
弱
い
正
の
関
連
が
あ
る
。
そ
し
て
教
育
年
数
、
年
齢
、
職
業
階
層
は
、
経
済
的
ア
ウ
ト
カ
ム
へ
の
結
晶
化
の
過
程
に
よ

(
5〉

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
収
入
と
の
聞
に
正
の
関
連
が
あ
る
。

は
じ
め
に
階
層
帰
属
意
識
、
生
活
満
足
度
と
こ
れ
ら
の
四
つ
の
階
層
要
因
の
関
係
を
み
て
い
く
。
表
5
1
1
は
そ
れ
ぞ
れ
の
変
数
間

の
相
関
関
係
を
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
と
し
て
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
目
的
概
念
で
あ
る
生
活
満
足
度
と
階
層
帰
属
意
識
の
間
に
は
、
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相関係数表5-1
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帰属意識満足度世帯収入

1.0凹

194・・
324・.

職業威信

1.000 

355・・
074・・
263・.

教育年最

1.000 

462・・
202・-
.018 

201" 

1.000 

-.339" 

011 

.161・・
122・.
036 

齢年

年齢

教育年数

職業威信

世帯収入

生活満足度

階圏帰属意識

(注)

1.000 

1曲0

272・・

*は5%水準で有意な値， ..は 1%水準で有意な値を示す

標準備回帰係数と決定係数

教育年量生 -.339・・ R 2" .115" 

職難威信 189・・ 526" R2=.245・・
世帯収入 .204・・ 137・・ 29C・・ R2=.164・・

生活満足度 079・・ 040 .028 .179・・ R2=.047・・
階屠帰属意識 028 .102" .125・・ 254・・ R2=.137・・

*は5%水準で有意な値，場*は 1%水準で有意な値を示す。

法定都世世帯収入職業威信教育年量齢

表5-2

年説明費量¥ 目的費量

生
活
満
足
度
が
高
い
ほ
ど
階
層
帰
属
意
識
も
高
い
、
と
い
う
有
意
な

〈

6
)

相
関
関
係

(
N
N
)

が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
生
活
満
足
度
、
階
層

帰
属
意
識
は
い
ず
れ
も
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
有
意
な
正
の
相
関
関

係
に
あ
り

(
0
2
と
同
町
ω)
、
「
見
か
け
上
」
は
階
層
差
が
み
ら
れ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
説
明
変
数
聞
に
つ
い
て
は
、
年
齢
と
職

業
威
信
ス
コ
ア
の
聞
の
相
関
関
係
が
高
学
歴
化
と
年
功
制
の
効
果
の

相
殺
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
無
相
関
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
年
齢

と
教
育
年
数
、
年
齢
と
世
帯
収
入
、
教
育
年
数
と
職
業
威
信
ス
コ
ア
、

教
育
年
数
と
世
帯
収
入
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
世
帯
収
入
の
全
て
の

聞
に
お
い
て
有
意
な
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら

四
つ
の
階
層
要
因
聞
に
は
、
前

に
重
回
帰
分
析
の
結
果
を
み
て
も
、

述
し
た
と
お
り
、
こ
と
ご
と
く
有
意
な
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
(
表
5
1
2
1

続
い
て
表
5
1
2
か
ら
、
四
つ
の
階
層
要
因
の
生
活
満
足
度
に
対

す
る
直
接
効
果
を
示
す
、
標
準
備
回
帰
係
数
を
み
て
み
よ
う
。
こ
こ

で
は
、
世
帯
収
入
が
高
い
ほ
ど
生
活
満
足
度
が
高
い
と
い
う
有
意
な

直
接
効
果
が
際
立
っ
て
大
き
く
(
コ
由
)
、
そ
の
他
に
は
年
齢
が
高

Cii) 

い
ほ
ど
生
活
満
足
度
が
高
い
と
い
う
弱
い
有
意
な
効
果
(
ミ
由
)
が

み
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
職
業
威
信
ス
コ
ア
が
高
い
ほ
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ど
生
活
に
満
足
す
る
、
と
い
う
因
果
関
係
は
直
接
効
果
と
し
て
は
有
意
な
値
を
示
し
て
は
い
な
い

(
O
M
∞
)
。
つ
ま
り
職
業
階
層
そ
の

階層意識研究の再構成

も
の
は
、
諸
個
人
の
生
活
満
足
度
の
直
接
の
規
定
要
因
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
こ
の
分
析
の
決
定
係
数
は
、

五
%
に
満
た
な
い
値
で
(
同
M
H
2
3、
生
活
満
足
度
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
四
変
数
の
効
果
の
総
量

は
必
ず
し
も
大
き
く
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
ゆ
え
に
人
々
の
生
活
に
対
す
る
満
足
度
は
、
必
ず
し
も
階
層
的
要
因
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
組
織
参
加
な
ど
と
い
う
様
々

み
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
こ
で
は
分
析
し
な
か
っ
た
家
族
、

な
、
「
非
」
階
層
的
な
生
活
局
面
の
影
響
を
受
け
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第一部

続
い
て
階
層
帰
属
意
識
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
こ
こ
で
も
や
は
り
世
帯
収
入
が
高
い
ほ
ど
自
ら
の
帰
属
階
層
を
高
い
と
評
価
す
る

と
い
う
、
正
の
有
意
な
直
接
効
果
(
以
と
が
大
き
い
。
ま
た
職
業
威
信
ス
コ
ア
が
高
い
ほ
ど
自
ら
の
帰
属
階
層
を
高
い
と
評
価
す
る

と
い
う
有
意
な
直
接
効
果
(

H

N

印
)
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
学
歴
が
高
い
ほ
ど
、
自
ら
の
帰
属
階
層
を
高
い
と
評
価
す
る
と
い
う
教
育

年
数
の
有
意
な
効
果
(
・

5M)
も
み
ら
れ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
階
層
要
因
か
ら
階
層
帰
属
意
識
へ
の
効
果
の
総
量
を
示
す
決
定
係
数
は
悶

r
G吋
と
、
階
層
帰
属
意
識
の
全
分
散

の
二
ニ
・
七
%
を
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
か
ら
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
人
々
は
職
業
階
層
を
唯
一
絶
対
の
階
層
評
価
基
準
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
収
入
階
層
、
職
業
階
層
、
学
歴
階
層
と
い
う
多
元
的
な
説
明
要
因
(
階
層
評
価
基
準
)
を
総
合
し
て
、
自
ら
の
帰
属
階
層
を

評
定
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
人
々
が
自
ら
の
帰
属
階
層
を
「
中
」
と
評
価
す
る
の
は
、
何
ら

か
の
一
元
的
な
階
層
基
準
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
収
入
、
職
業
、
学
歴
な
ど
の
階
層
基
準
を
多
元
的
に
考
え
あ
わ
せ
て
、
そ
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
「
上
」
や
「
下
」
で
は
な
い
と
い
う
判
断
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
た
と
え
職
業
的
地
侠
だ
け

が
高
い
(
あ
る
い
は
低
い
)
場
合
で
も
、
人
々
は
そ
れ
だ
け
で
単
純
に
「
上
」
あ
る
い
は
「
下
」
と
評
価
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ

る



職
業
階
層
の
希
薄
な
影
響
力

』
れ
ら
の
分
析
結
果
か
ら
は
次
の
よ
う
な
議
論
が
可
能
だ
ろ
う
。

狭
義
の
階
層
意
識
に
つ
い
て
は
当
初
、
職
業
階
層
と
の
聞
に
強
い
関
係
が
予
想
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
職
業
階
層

(
H
職
業
威
信
ス
コ

ア
)
は
、
生
活
満
足
度
に
対
し
て
は
微
弱
な
、
「
見
か
け
上
」
の
相
関
関
係
を
示
し
て
い
た
も
の
の
、
直
接
の
形
成
要
因
と
は
な
っ
て

い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
階
層
帰
属
意
識
に
対
し
て
も
、
職
業
階
層
は
必
ず
し
も
唯
一
の
あ
る
い
は
最
大
の
階
層
評
価
基
準
と
し
て
機
能

し
て
は
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
職
業
階
層
の
社
会
意
識
に
対
す
る
直
接
的
な
規
定
関
係
と
い
う
、
従
来

自
明
と
さ
れ
て
き
た
階
層
意
識
研
究
の
原
初
的
な
問
題
設
定
に
対
し
て
、
い
っ
そ
う
の
疑
念
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
の
分
析
結
果
は
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
密
接
に
相
関
す
る

(
8
3
指
標
で
あ
る
、
世
帯
収
入
を
説
明
要
因
と
し
て
投
入

職難階層は社会意識の差異化要因か?

みし
えて
るい
。る
そこ
しと
てに
確よ
かつ
にて
世
帯階
収層
入要
は園
生の
活影
満響
足力
度が
、職

階業
層階
帰層
属と
意収
識入
の階
双層
方の
に効
対果
しに
て分
、割

最さ
大れ
のた

翼E
をに
も起
つ因
階し
層て
指い
標る
とよ
なう
つに

ても

れ(い
ざ職る
る業。
を条だ
え件が
なや
い生意
こ産識
と関の
』こ係階
なを層
..，援差
》用を

しも
たた
理ら
論す
も本
含質
め的
to な
要
職因
業対
雇職
に業
よ階
る層
社で
舎は
蚕な
識〈
形む
成し
」ろ

命経
題済
は階
、層

ゃに
はあ
りる
大と
きす
くる
修な
正ら
をば
さ

経
済
的
に
豊
か
に
な
れ
ば
、
人
々
は
自
ら
の
社
会
的
地
位
を
上
層
に
位
置
づ
け
、
生
活
に
も
満
足
す
る
。
逆
に
経
済
的
に
貧
し
け
れ

ば
、
自
ら
の
社
会
的
地
位
を
下
層
と
評
定
し
、
生
活
に
不
満
を
も
っ
。
こ
う
し
た
関
係
は
、
階
層
と
意
識
を
取
り
結
ぶ
、
社
会
学
的
に

意
義
の
あ
る
媒
介
過
程
で
は
な
く
、

い
わ
ば
「
み
も
ふ
た
も
な
い
」
経
済
決
定
論
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

第五章109 
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社
会
意
識
の
階
層
差
の
実
態

「
職
業
階
層
に
よ
る
祉
会
意
掻
形
成
」
命
題
と
職
業
カ
テ
コ
リ
ー

こ
れ
ま
で
の
本
書
に
お
け
る
分
析
結
果
に
基
づ
く
と
階
層
意
識
の
研
究
が
社
会
意
識
論
と
し
て
存
立
す
る
た
め
に
は
、
以
下
の
二
つ

の
命
題
が
成
立
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

第一部

ま
ず
第
一
は
、
意
識
の
階
層
差
は
職
業
階
層
(
ま
た
は
職
業
階
層
が
代
表
す
る
生
活
条
件
)
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
、
と
い
う

「
職
業
階
層
に
よ
る
社
会
意
識
形
成
」
命
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
実
は
本
書
第
一
部
に
お
い
て
一
貫
し
て
検
討
し
て
き
た
論
点
に
他
な
ら

な
い
の
だ
が
、
こ
こ
ま
で
職
業
威
信
ス
コ
ア
を
用
い
た
複
数
の
分
析
で
は
、
こ
の
命
題
を
完
全
に
支
持
す
る
結
果
は
唯
一
、
職
業
階
層

と
自
己
確
信
性
(
自
尊
心
)
に
つ
い
て
得
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

も
し
も
こ
の
命
題
に
存
立
の
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
説
明
要
因
で
あ
る
職
業
階
層
概
念
自
体
を
精
綴
化
す
る
か
、
目

的
概
念
で
あ
る
社
会
的
態
度
を
精
選
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
意
識
形
成
の
効
果
を
策
出
す
る
こ
と
で
あ
ろ
、
っ
。
職
業
条
件
を
用
い

た
「
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
は
、
あ
る
意
味
で
は
こ
う
し
た
方
向
性
を
も
っ
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。
ま
た
一

方
で
は
、
職
業
階
層
の
指
標
と
し
て
職
業
威
信
ス
コ
ア
(
連
続
変
量
)
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
分
類
を
検
討
す
れ

ば
、
異
な
る
結
果
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
「
専
門
職
」
、
「
管
理
職
」
、
「
事
務

職
」
、
「
販
売
職
」
、
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
(
ブ
ル
l
・
カ
ラ
l
)
職
」
、
「
農
業
」
と
い
う
職
業
分
類
や
、
「
雇
用
主
」
、
「
被
雇
用
者
」
、
な
ど
の

雇
用
形
態
、
役
職
な
ど
に
よ
る
分
類
に
よ
っ
て
、
職
種
A
で
は
高
く
、
職
種
B
で
は
低
い
が
、
職
種
C
で
は
高
い
:
:
と
い
う
細
か
い

情
報
を
取
り
入
れ
、
意
識
の
非
線
形
の
差
を
描
き
出
す
こ
と
を
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

本
書
で
こ
れ
ま
で
に
示
し
て
き
た
分
析
で
も
、
線
形
関
連
と
併
記
し
て
職
業
カ
テ
ゴ
リ
ー
(
専
門
職
、
管
理
職
、
事
務
職
、
販
売
職



:
:
と
い
う
分
類
)
に
よ
る
記
述
的
な
結
呆
は
示
し
て
き
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
非
線
形
の
細
か
い
関
連
の
可
能
性
を
さ
ら
に
吟
味
し

〈

7〉
た
い
。
そ
こ
で
S
S
M職
業
八
分
類
を
ベ
ー
ス
に
、
雇
用
形
態
と
企
業
規
模
に
よ
っ
て
、
職
業
の
さ
ら
に
細
か
い
質
的
な
差
異
を
検
討

し
う
る
職
業
カ
テ
ゴ
リ
ー
(
二
二
分
類
)
を
作
成
し
た
。
こ
こ
で
は
、
企
業
規
模
に
つ
い
て
も
、
「
従
業
員
総
数
三

O
O人
以
上
の
企

業
の
被
雇
用
者
(
公
務
員
を
含
む
)
」
/
「
従
業
員
三
O
O人
未
満
の
企
業
の
被
雇
用
者
」
/
「
自
営
」
の
三
つ
の
基
準
に
よ
っ
て
分

割
し
て
い
る
。
な
お
通
常
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
こ
れ
ほ
ど
細
か
く
区
切
る
と
、
情
報
量
が
増
え
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
聞
の
数
値
の
比
較
・
解
釈

が
困
難
に
な
る
た
め
、
実
質
的
に
は
あ
ま
り
有
効
で
は
な
い
。
し
か
し
、
非
線
形
の
影
響
力
を
で
き
る
だ
け
多
く
含
み
込
む
た
め
に
、

'

(

8

)

 

あ
え
て
二
二
区
分
に
及
ぶ
細
分
カ
テ
ゴ
リ
ー
構
成
の
変
数
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

「
意
誌
の
階
層
差
」
命
題
と
生
年
世
代
・
学
歴

職業階層は社会意酷の差異化要因かワ

階
層
意
識
研
究
を
展
開
す
る
た
め
の
前
提
と
な
る
第
二
の
命
題
は
、
よ
り
後
退
し
た
位
置
に
あ
る
根
本
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

階
層
意
識
と
呼
ば
れ
る
社
会
的
態
度
に
は
(
重
大
な
)
階
層
差
が
あ
る
、
と
い
う
「
意
識
の
階
層
差
」
命
題
で
あ
る
。
あ
る
社
会
的
態

度
の
社
会
的
布
置
を
解
明
す
る
研
究
が
、
階
層
意
識
研
究
で
あ
る
と
同
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
職
業
階
層
が
他
の
社
会
的
説
明
要
因
よ

り
も
顕
著
に
意
識
の
社
会
的
分
布
を
描
き
出
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
あ
る
社
会
的
態
度
に
つ
い

て
、
生
年
世
代
に
よ
る
差
や
、
学
歴
差
、
地
域
差
、
性
差
:
:
な
ど
の
そ
の
他
の
要
因
に
よ
る
意
識
差
が
よ
り
重
大
な
も
の
で
あ
る
な

ら
ば
、
そ
の
社
会
的
態
度
が
階
層
意
識
と
し
て
研
究
さ
れ
る
必
然
性
は
相
対
的
な
意
味
で
乏
し
く
な
る
。
さ
ら
に
、
あ
る
社
会
的
態
度

の
分
布
を
検
討
し
た
結
果
、
「
(
絶
対
的
な
意
味
で
)
階
層
差
が
な
い
」
と
い
う
場
合
に
は
、
も
は
や
そ
の
時
点
で
そ
の
社
会
的
態
度
に

第五章

つ
い
て
の
研
究
は
、
階
層
意
識
研
究
と
し
て
は
成
立
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

III 

そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
職
業
階
層
の
説
明
変
数
と
し
て
の
有
効
性
を
見
極
め
る
た
め
の
、
比
較
対
象
と
な
る
社
会
的
要
因
(
対
抗
仮

説
の
要
素
)
と
し
て
は
何
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
本
書
の
こ
れ
ま
で
の
分
析
結
果
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
生
年
世
代

(
H
年
齢
)
、
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学
歴
階
層

(
H
教
育
年
数
)
に
よ
る
差
異
が
、
「
意
識
の
階
層
差
」
命
題
に
対
す
る
有
力
な
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
即
座
に
思
い
浮
か

ぶ
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
あ
る
社
会
的
態
度
の
社
会
的
分
布
状
態
は
、
階
層
差
よ
り
も
生
年
世
代
差
(
あ
る
い
は
学
歴
差
)
の
方
が
顕
著
で
あ
る
と

い
う
場
合
、
階
層
意
識
で
は
な
く
「
世
代
意
識
」
(
あ
る
い
は
「
学
歴
に
よ
る
意
識
差
」
)
と
し
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
職
業
階
層
の
第
一
義
的
な
説
明
変
数
と
し
て
の
立
場
は
大
き
く
後
退
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
節
で
は
、

ω階
層
に
よ
る
意
識
の
差
異
を
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
階
層
変
数
も
併
用
し
て
検
討
す
る
こ
と
、

ω意
識
の

階
層
差
の
絶
対
的
大
き
さ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、

ω他
の
社
会
的
要
因
(
生
年
世
代
と
学
歴
階
層
)
と
比
較
し
た
場
合
の
職
業
階
層

第一部

の
相
対
的
重
要
(
有
効
)
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
三
点
を
目
的
と
し
て
分
析
を
展
開
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
前
述
の
職
業
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
よ
る
社
会
的
態
度
の
分
布
の
検
討
と
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
、
年
齢
、
教
育
年
数
の
三
要
因
と
社
会
的
態
度
の
関
係
の
分
析
を
行

な
う
。
な
お
分
析
に
は
一
九
九
五
年
S
S
M調
査
の
う
ち
で
、
意
識
項
目
を
多
く
含
む
B
票
デ
ー
タ
を
用
い
、
引
き
続
き
成
人
有
職
男

性
を
対
象
と
す
る
。

社
会
的
態
度
群

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
目
的
概
念
と
し
て
い
か
な
る
社
会
的
態
度
を
検
討
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
分

析
結
果
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
社
会
的
態
度
は
社
会
意
識
の
総
体
の
う
ち
の
ご
く
限
ら
れ
た
側
面
の
「
測
量
」
の
た

め
の
指
標
な
の
で
、

い
か
に
多
く
の
社
会
的
態
度
を
扱
っ
た
と
し
て
も
、
社
会
意
識
の
構
造
を
網
羅
的
に
、
あ
る
い
は
シ
ス
テ
マ
テ
ィ

ッ
ク
に
把
握
す
る
に
は
大
き
な
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
複
数
の
社
会
的
態
度
の
傾
向
を
「
測
量
」
す
る
こ
と
で
、
個
々
の
社
会
的

(
説
明
)
要
因
の
影
響
力
を
概
略
と
し
て
把
握
す
る
作
業
は
、
重
要
な
手
が
か
り
を
示
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

ゆ
え
に
こ
こ
で
は
、
次
の
一
二
個
の
社
会
的
態
度
(
回
答
選
択
肢
は
そ
れ
ぞ
れ
四
l
五
分
位
)
を
目
的
変
数
と
し
て
選
択
し
た
。
こ



れ
ら
は
い
ず
れ
も
社
会
意
識
論
お
よ
び
階
層
意
識
の
研
究
に
お
い
て
、
狭
義
の
階
層
意
識
、
生
活
意
識
、
権
威
主
義
、
物
質
主
義
、
性

別
分
業
に
関
す
る
意
識
、
学
歴
観
、
政
治
意
識
と
し
て
、
互
い
に
重
複
し
な
が
ら
隣
接
す
る
意
識
局
面
で
あ
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
中
に

は
第
一
部
の
議
論
の
確
認
の
意
味
も
込
め
て
、
す
で
に
検
討
し
た
社
会
的
態
度
も
含
ま
れ
て
い
る
。
「

」
の
中
は
質
問
項
目
の
ワ
l

デ
ィ
ン
グ
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
質
問
に
対
す
る
肯
定
が
プ
ラ
ス
、
否
定
が
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
に
な
る
よ
う
に
点
数
化
し
て
い
る
。

第五霊堂 職曜階層は社会意抽の差異化要因かヲ

ω階
層
帰
属
意
識
(
前
述
)

ω生
活
満
足
度
(
前
述
)

ω不
公
平
感
「
一
般
的
に
い
っ
て
、
い
ま
の
世
の
中
は
公
平
だ
と
思
い
ま
す
か
」

ω不
安
感
「
ま
ご
ま
ご
し
て
い
る
と
、
他
人
に
追
い
越
さ
れ
そ
う
な
不
安
を
感
じ
る
」

同
州
「
維
持
』
指
向
「
も
っ
と
多
く
を
手
に
す
る
よ
り
も
、
こ
れ
ま
で
に
獲
得
し
た
も
の
を
維
持
す
る
方
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
」

ω脱
物
質
主
義
「
こ
れ
か
ら
は
、
物
質
的
な
豊
か
さ
よ
り
も
、
心
の
豊
か
さ
や
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
す
る
こ
と
に
重
き
を
お
き

た
い
と
思
う
」

問
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
(
因
子
得
点
)

川
間
性
別
役
割
分
業
意
識
「
男
性
は
外
で
働
き
、
女
性
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
」

川
川
性
に
対
す
る
不
公
平
感
「
性
別
に
よ
る
不
公
平
が
、
今
の
日
本
社
会
に
あ
る
と
お
思
い
に
な
り
ま
す
か
」

同
学
歴
メ
リ
ッ
ト
意
識
「
ど
ん
な
学
校
を
出
た
か
に
よ
っ
て
人
生
が
ほ
と
ん
ど
決
ま
っ
て
し
ま
う
」

ω政
治
的
ア
パ
シ
l

「
政
治
の
こ
と
は
難
し
す
ぎ
て
自
分
に
は
と
て
も
理
解
で
き
な
い
」

同
叫
保
革
意
識
「
保
守
か
草
新
か
と
聞
か
れ
れ
ば
、
私
の
立
場
は
革
新
だ
」

113 
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詳
述
は
し
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
何
ら
か
の
仮
説
理
論
に
よ
っ
て
、
多
少
な
り
と
も
階
層
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
て
き
た

社
会
的
態
度
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
社
会
的
態
度
の
階
層
差
は
、
(
も
し
階
層
差
が
み
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
)

社
会
意
識
論
の
論
点
と
し
て
十
分
な
示
唆
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
脱
物
質
主
義
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
な

ど
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
世
代
間
格
差
、
学
歴
に
よ
る
差
異
な
ど
が
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

階
層
差
・
世
代
差
・
学
歴
差

第一部

表
5
1
3
に
お
い
て
は
、

一
二
個
の
社
会
的
態
度
が
行
系
列
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
ず
上
段
最
左
列
に
は
職
業
階
層
カ
テ

ゴ
リ
l
と
社
会
的
態
度
と
の
関
係
を
、
イ
ー
タ
係
数
と
分
散
分
析
の
結
果
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
次
の
三
列
に
は
職
業
威
信
ス
コ
ア
、

年
齢
、
教
育
年
数
と
社
会
的
態
度
の
線
形
の
関
係
を
(
ピ
ア
ソ
ン
の
積
率
)
相
関
係
数
で
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
線
形
関
連
に
つ
い
て

は
、
年
齢
と
教
育
年
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
う
え
で
の
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
社
会
的
態
度
の
偏
相
関
係
数
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
教

育
年
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
う
え
で
の
年
齢
と
社
会
的
態
度
の
偏
相
関
係
数
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
年
齢
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
う

〈

ω)

え
で
の
教
育
年
数
と
社
会
的
熊
長
の
偏
相
関
係
数
を
示
し
て
い
る
(
下
段
三
列
)
。

表
を
上
段
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
第
一
列
目
は
職
業
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
態
度
を
ど
の
程
度
説
明
し
て

い
る
か
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ー
タ
係
数
は
、
職
業
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
社
会
的
態
度
と
全
く
関
連
を
も
っ
て
い
な
い
場
合
に
ゼ
ロ
と
な

り
、
社
会
的
態
度
の
分
布
を
完
全
に
説
明
し
て
い
る
場
合
一
・

O
Oと
な
る
。
そ
し
て
二
変
数
問
の
共
変
動
の
大
き
さ
を
示
す
指
数
と

〈
日
)

し
て
は
、
相
関
係
数
と
同
じ
ス
ケ
ー
ル
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
表
に
よ
れ
ば
職
業
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
階
層
帰

属
意
識
、
「
維
持
」
指
向
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
、
性
別
役
割
分
業
意
識
(
五
M
m
水
準
)
、
性
に
対
す
る
不
公
平
感
、
政
治
的
ア
パ
シ

l
の
六
つ
の
社
会
的
態
度
に
対
し
て
有
意
な
効
果
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
そ
の
他
の
六
つ
の
社
会
的
態
度
に
つ
い
て
も
、

非
線
型
の
共
変
動
を
き
め
細
か
く
拾
い
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
l
タ
係
数
の
値
は
確
か
に
-
%
の
説
明
力
(
止
釦
H
5
0
)

以
上
の



115 第五章職業階層は社会意離の差異化要因か?

表5-3 階閣要因と社会的態度の関連

職業カテゴリー 職業威信スコア 年齢 教育年世

の効果 (eta) との相間嶋監 との相関係量 との相聞係数

(1)階圏帰属意識 247・・ .237・・① 的2 .175" 

(2)生活満足度 150 .046 057① ー019

(3印公平感 172 145・・① 038 086・

(4河ミ安感 170 040 049 ー051①

(5) r維持」指向 .261・・ ー.156・・ 273"① -.262・・

(6)!見物質主義 168 051 259・・① -.062 

(7)権膿主義的伝統主義 ー251・・ -.202・・ 208・・ -.3凹・・①

(8)性別役割分業章融 183・ -.037 098・・ 123・・①

(9胞に対する不公平感 .217・・ .121・・ ー，113" 159・・①

同学Eメリット意抽 .131 .051 114・・① -.065 

帥政治的アパシー 325・・ ー246・・ ヲ 042 319"① 

帥憧筆意識 175 .021 -.155・・① 046 

職書庫信スコア 年齢との 教育年並との

との偏相関晶量 偏相問時世 偏相関悟世

(1)階層帰属意識 170・e① 。023 。079・

(2)生活満足度 052① 041 -.028 

(3)不公平感 108・・① 。044 。036

(4)不安感 。帥 -.066・① 058 

(5) r維持」指向 ー088・・ 223・ゆ ー.128・・

(61!見物質主義 一039 2拍・てD 一回3

(7)構成主義的伝統主輯 一101" .144・・ -.178・・①

(酢性別役割分業意融 010 061 -.089・・①'

(叶性に対する不公平感 067・ ー.081・由' .081・U

同学歴メリット章構 。073・ 082・① 064 

帥政治的アパシー 086・ 135・・ 幻0・・①

同保革意識 ー.017 一141“① 008 

(注) *は5泌， * *は 1%水準で有置を値を示す。①1<1:絶対値の大さきが3要因中で最大のも
のを示す。
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大
き
さ
を
示
し
て
は
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
分
散
分
析
の
検
定
結
果
で
み
る
限
り
、
有
意
な
も
の
で
は
な
い
。

階層意識研究の再構成

次
に
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
態
度
の
相
関
関
係
(
上
段
ニ
列
目
)
を
み
て
み
よ
う
。
相
関
係
数
は
態
度
尺
度
の
数

値
化
の
方
向
に
よ
っ
て
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
の
両
方
の
値
を
と
り
う
る
が
、
関
係
の
強
さ
と
い
う
意
味
で
は
、
そ
の
絶
対
値
を
み
れ
ば

よ
い
。
縦
に
み
て
い
く
と
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
は
六
個
の
社
会
的
態
度
に
対
し
て
有
意
な
相
関
関
係
が
あ
る
(
絶
対
値
で
ど
由

I

日
旧
日
)
。
そ
し
て
前
述
の
職
業
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
イ

1
タ
係
数
が
大
き
く
有
意
で
あ
っ
た
社
会
的
態
度
は
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
の
線
形

の
相
関
関
係
も
や
は
り
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
職
業
階
層
と
社
会
的
態
度
の
関
係
の
多
く
の
部
分
が
、
線
形

第一部

の
関
係
で
十
分
説
明
さ
れ
て
お
り
、
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
視
点
を
欠
い
た
こ
と
に
よ
る
「
取
り
こ
ぼ
し
」
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た

」
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
べ
き
重
要
な
点
が
あ
る
。

そ
れ
は
こ
の
時
占
で
す
で
に
、
生
活
満
口
齢
、
不
安
感
、
脱
物
質
主
義
、
性
別
役
割
分
業
意
識
、
学
歴
メ
リ
ッ
ト
意
識
、
保
草
意
識

に
つ
い
て
は
、
(
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
、
連
続
変
量
双
方
の
)
職
業
階
層
指
標
と
の
聞
に
有
意
な
関
係
が
表
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
的
態
度
に
つ
い
て
は
、
最
も
基
本
的
な
前
提
で
あ
る
「
意
識
の
階
層
差
」
命
題
が
当
て
は
ま
ら
な

い
こ
と
を
示
す
事
実
に
他
な
ら
な
い
。
ゆ
え
に
必
然
的
に
こ
れ
ら
は
階
層
意
識
の
定
義
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
る
。

を
もこ
つの
てよ
し、つ
るに
こ職
と業
は階
周層
知と
のの
事相
実関
で閑

T2 
会弱
叩会

号tt

tS 
ろ'~

習再
階安
層田
左の
の
な種
い々
社の
主主社

的会

富里
を房
見地戸山、

す多
こか
とれ
が少
固な
難か
なれ
く階
ら層
い差

で
あ
る
。
(
第
一
章
参
照
と
と
の
強
弁
に
反
し
て
、
こ
の
他
に
も
実
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
一
九
九

0
年
代
の
日
本

社
会
を
対
象
と
し
た
計
量
分
析
で
は
、
意
識
の
階
層
差
を
見
出
す
こ
と
は
一
般
に
そ
れ
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
本
書
の
分

と析
さで
えは
U当、

え陪

zz 
ろ~iJま
う旦比
。臨

も的
つ鮮
と明
もな
現社
代会
社的

合震
れ(

ふ権
て威
保主
草義
者的
識態
ゃ庵

弱階
質層
主婦
義唇
tr 恵
ε事
1，.‘'d: 
極主
層
草を

t<亭
L え

るZ
2表
ピぞ
E聖
は℃
(て
すき
でた



に
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
)
所
与
の
仮
説
を
覆
し
た
と
い
う
意
味
で
、
そ
れ
自
体
に
発
見
的
な
意
義
を
見
出
す
こ
と
の
で
き

る
記
述
的
事
実
で
は
あ
る
。

続
い
て
生
年
世
代
〈
H
年
齢
)
と
学
歴

(
H
教
育
年
数
)
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
は
多
く
の
社
会
的
態
度
と
有
意
な
相
関
関
係

を
も
っ
て
お
り
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
比
較
し
て
も
全
く
遜
色
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
む
し
ろ
三
つ
の
社
会
的
要
因
を
比
較
し
て
み

た
と
き
(
上
段
の
①
の
記
号
参
照
)
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
の
(
単
)
相
関
係
数
が
突
出
し
て
い
る
の
は
、
階
層
帰
属
意
識
と
不
公
平
感

だ
け
で
あ
り
、
そ
の
他
の
社
会
的
態
度
に
つ
い
て
は
、
「
意
識
の
階
層
差
」
命
題
と
同
等
か
、
そ
れ
以
上
の
重
大
さ
を
も
っ
て
、
意
識

の
世
代
間
格
差
、
意
識
の
学
歴
に
よ
る
差
異
が
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

続
い
て
下
段
の
三
列
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
こ
こ
で
の
偏
相
関
係
数
は
擬
似
相
闘
を
除
去
し
た
、
よ
り
直
接
的
な
相
関
関
係
を
示

職業陪届は社会意融の蓋異化要因か?

し
、
「
職
業
階
層
に
よ
る
社
会
意
識
形
成
」
命
題
の
検
証
を
可
能
に
す
る
。
ま
ず
職
業
威
信
ス
コ
ア
は
、
階
層
帰
属
意
識
と
の
聞
に

コC
と
い
う
偏
相
関
係
数
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
社
会
的
態
度
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
絶
対
値
で

5
0

(
-
Mの
関
連
を
示
す
)
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
こ
こ
で
も
、
三
つ
の
偏
相
関
係
数
の
大
き
さ
を
比
較
す
る
と
、
年
齢
や
教
育
年
数
の
偏
相
関
係
数
の
絶
対
値
の
方
が
む
し
ろ

高
い
と
い
う
性
質
の
社
会
的
態
度
が
多
く
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と
え
ば
「
維
持
」
指
向
は
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
の
有
意
な
単
相

関

(
'
E品
)
が
あ
る
の
だ
が
、
偏
相
関
係
数
は
低
い
値
と
な
っ
て
お
り

(
g
g、
こ
の
社
会
的
態
度
と
強
い
直
接
の
相
関
関
係
が

あ
る
の
は
年
齢

(
N
N
U
)

で
あ
る
。
ま
た
性
に
対
す
る
不
公
平
感
は
、
や
は
り
単
相
関
で
は
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
有
意
な
正
の
関
係
が

み
ら
れ
た
の
だ
が

(
H
N
C
、
偏
相
関
係
数
で
み
る
と
職
業
威
信
ス
コ
ア
、
年
齢
、
教
育
年
数
の
三
要
因
の
、

ほ
ほ
同
等
の
弱
い
関
係

第五章

(cs・
-
∞
H
a
-
∞
同
)
が
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
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小

括

以
上
か
ら
こ
の
節
で
の
分
析
結
果
を
ひ
と
ま
ず
以
下
の
四
点
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
は
、
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
職
業
階
層
指
標
と
社
会
的
態
度
の
関
係
か
ら
は
、
線
形
関
連
の
検
討
結
果
を
修
正
す
る
ほ
ど
の
、
顕
著

な
傾
向
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
必
ず
し
も
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
態
度
に
つ
い
て
職
業
階
層
差
が
検
出
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
と
社
会
的
態
度
の
聞
の
相
関
係
数
は
、
年
齢
・
教
育
年
数
と

第一部

社
会
的
態
度
の
聞
の
相
関
係
数
と
比
べ
て
必
ず
し
も
大
き
い
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
影
響
を
除
去
し
た
偏
相
関
係
数
を
み

る
と
、
関
係
性
は
少
な
か
ら
ず
低
下
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
四
は
、
年
齢
と
教
育
年
数
は
(
単
)
相
関
係
数
で
み
て
も

偏
相
関
係
数
で
み
て
も
、
職
業
階
層
と
同
等
か
、
む
し
ろ
そ
れ
以
上
の
密
接
な
関
係
を
も
っ
社
会
的
要
因
と
し
て
、
多
く
の
社
会
的
態

度
と
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
現
代
日
本
社
会
の
、
階
層
意
識
研
究
の
理
論
的
前
提
を
再
構
成
す
る
必
要
性
を
明
示
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

階
層
意
識
研
究
の
再
構
成

階
層
意
訟
の
再
分
類

こ
こ
で
第
一
部
で
明
ら
か
に
な
っ
た
知
見
を
整
理
し
な
が
ら
、
階
層
意
識
の
分
類
を
あ
ら
た
め
て
行
な
っ
て
み
よ
う
。
す
で
に
ふ
れ

た
よ
う
に
狭
義
の
階
層
意
識
の
分
類
は
そ
の
内
容
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
広
義
の
階
層
意
識
は
階
層
と
の
関
連
の
有
無
に
よ
っ
て
定
義

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
具
体
的
な
ト
ピ
ァ
ク
が
「
階
層
に
対
す
る
主
観
的
評
価
」
の
範
蒔
に
入
る
社
会
的
態
度
で
あ
る
か
ど

う
か
、
と
い
う
尺
度
の
意
味
内
容
に
よ
る
基
準
と
、
階
層
要
因
と
の
問
に
表
出
し
た
関
係
が
み
ら
れ
る
か
、
と
い
う
関
係
性
に
よ
る
基



準
に
よ
っ
て
四
つ
の
類
型
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
は
①
階
層
差
の
あ
る
「
主
観
的
階
層
」
、
②
階
層
差
の
な
い

「
主
観
的
階
層
」
、
③
階

層
差
の
あ
る
(
そ
の
他
の
)
社
会
的
態
度
、
④
階
層
差
の
な
い
(
そ
の
他
の
)
社
会
的
態
度
の
四
つ
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
②
階
層
差
の
な
い
「
主
観
的
階
層
」
と
し
て
は
、
実
は
階
級
帰
属
意
識
、
階
層
重
視
度
、
職
業
に
よ
る
不
公
平
感
な
ど
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
こ
れ
ら
は
、
@
階
層
性
の
な
い
一
般
の
社
会
的
態
度
と
と
も
に
、
基
本
的
前
徒
で
あ
る
「
意
識
の
階
層

差
」
命
題
を
満
た
さ
な
い
社
会
的
態
度
と
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
検
討
の
視
野
か
ら
外
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
以
下
で
は
①

を
狭
義
の
階
層
意
識
、
③
を
広
義
の
階
層
意
識
と
あ
ら
た
め
て
分
類
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

狭
義
の
階
層
意
憾
の
僻
価
基
準

狭
義
の
階
層
意
識
は
、
自
ら
の
お
か
れ
た
生
活
条
件
に
つ
い
て
諸
個
人
が
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
社

職業階層は杜会意融の葺異化要因か?

会
意
識
で
あ
る
。
ゆ
え
に
説
明
変
数
で
あ
る
社
会
的
要
因
は
、
そ
の
社
会
的
態
度
に
積
極
的
に
働
き
か
け
る
「
形
成
要
因
」
と
い
う
よ

り
も
、
人
々
の
生
活
局
面
の
「
評
価
基
準
」
と
し
て
理
解
す
る
方
が
よ
り
適
切
と
な
る
。
そ
の
た
め
た
と
え
ば
、
階
層
帰
属
意
識
に
対

し
て
職
業
威
信
ス
コ
ア
が
因
果
的
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
関
係
の
場
合
、
「
職
業
階
層
が
階
層
帰
属
意
識
を
形
成
す
る
」
と
い

う
よ
り
も
、
「
職
業
階
層
が
人
々
の
階
層
評
価
基
準
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
る
。
ま
た
教
育
年
数
と
階
層
帰
属
意
識

の
関
係
の
場
合
は
、
決
し
て
学
校
教
育
自
体
が
階
層
帰
属
意
識
の
形
成
効
果
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
「
階
層
評
価
基
準
と
し

て
「
学
歴
」
の
象
徴
的
価
値
の
重
要
性
が
高
い
」
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
一
九
九
0
年
代
の
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
階
層
帰
属
意
識
に
つ
い
て
は
経
済
階
層
、
職
業
階
層
、
学
歴
階
層
の
三
つ
が
、

第五章

い
ず
れ
も
階
層
評
価
基
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
本
書
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
職
業
階
層
に
よ
る
社

会
意
識
形
成
」
命
題
の
検
出
の
「
切
り
札
」
で
あ
る
は
ず
の
階
層
帰
属
意
識
で
さ
え
も
、
そ
の
階
層
差
は
職
業
階
層
の
「
高
低
」
の
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み
に
よ
っ
て
ダ
イ
レ
ク
ト
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
経
済
的
要
因
や
学
歴
の
象
徴
的
価
値
の
評
価
を
複
合
し
て
多
元
的
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に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
結
果
で
あ
る
。

一
方
、
生
活
満
足
度
に
つ
い
て
直
接
効
果
を
も
つ
の
は
、
経
済
階
層
の
指
標
で
あ
る
世
帯
収
入
で
あ
り
、
職
業
階
層
と
の
関
係
は
単

相
関
係
数
の
段
階
で
す
で
に
微
弱
で
あ
り
、
直
接
の
有
意
な
因
果
関
係
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
分
析
結
果
を
総
合
す
る
と
、
狭
義
の
階
層
意
識
の
階
層
差
は
、
経
済
階
層
を
指
標
と
し
た
場
合
に
も
っ
と
も
顕
著
か
つ
直

接
的
に
検
出
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
職
業
階
層
の
規
定
力
は
必
ず
し
も
直
接
的
で
強
力
な
も
の
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き

〈

H
U
)

る
。
も
ち
ろ
ん
階
層
要
因
と
階
級
帰
属
意
識
の
関
係
な
ど
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
職
業
階
層

第一部

に
よ
る
社
会
意
識
形
成
の
典
型
を
狭
義
の
階
層
意
識
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
従
来
仮
定
さ
れ
て
き
た
職
業
階
層
の
絶
対
的
な
優
位

性
は
覆
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

広
義
の
階
層
憲
議
の
系
統
的
整
理

広
義
の
階
層
意
識
に
つ
い
て
は
ま
ず
、
不
安
感
、
脱
物
質
主
義
、
性
別
役
割
分
業
意
識
、
学
歴
メ
リ
ッ
ト
意
識
、
保
革
意
識
な
ど
の

よ
う
に
、
理
論
上
想
定
さ
れ
た
階
層
差
が
実
証
さ
れ
な
い
、
す
な
わ
ち
「
意
識
の
階
層
差
」
命
題
を
満
た
さ
な
い
、
い
わ
ば
「
空
論

上
」
の
階
層
意
識
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
ワ
l
デ
ィ
ン
グ
を
は
じ
め
と
し
た
項
目
設
計
の
改
善
に
よ

っ
て
、
階
層
差
が
検
出
で
き
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
は
多
分
に
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
設
定
さ
れ
た
「
階
層
意

識
」
群
の
中
に
は
、
必
ず
し
も
階
層
と
の
関
連
を
第
一
義
的
に
検
討
す
る
必
然
性
の
な
い
も
の
が
多
く
あ
り
、
む
し
ろ
社
会
意
識
の
階

層
差
は
「
採
さ
な
け
れ
ば
み
つ
か
ら
な
い
」
と
い
う
特
殊
な
関
係
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
階
層
差
の
み
ら
れ
な
い
社
会
的
態
度
は
、
仮
説
が
誤
っ
て
い
た
こ
と
に
ひ
と
ま
ず
驚
い
た
後
に
は
、
世
代
間
格
差
、

性
別
に
よ
る
格
差
な
ど
の
他
の
社
会
的
要
因
と
の
関
係
に
、
社
会
構
造
と
の
関
連
性
の
真
の
糸
口
を
求
め
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
「
意
識
の
階
層
差
」
命
題
を
ク
リ
ア
し
た
広
義
の
階
層
意
識
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
「
職
業
階
層
に
よ
る
社
会
意
識
形
成
」
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し、

て

真
の
形
成
要
因
を
検
討

本
書
で
は
、
前
述
し
た
と
お
り
自
己
確
信
性
、
不
公
平
感
な
ど
に
つ
い
て
、
職
業
階
層
が
最
も
直
接
的
な
社
会
的
態
度
の
形
成
要
因

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
証
さ
れ
、
「
職
業
階
層
に
よ
る
社
会
意
識
形
成
」
命
題
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ

ら
の
社
会
的
態
度
こ
そ
が
正
真
正
銘
の
階
層
意
識
な
の
で
あ
る
。

と

ろ
が

方
で
は

権
威
主
義
的
伝
統
王
義

集
団
同
調
性

環
境
保
護
意
識

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
、
「
維
持
」
指
向
、
政

治
的
ア
パ
シ
ー
な
ど
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
階
層
差
は
確
か
に
存
在
す
る
の
だ
が
、
そ
の
直
接
的
な
形
成
要
因
は
、
職
業
階
層
で

は
な
く
生
年
世
代
や
学
歴
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ
ま
で
の
分
析
に
お
い
て
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
職
業
階
層

と
社
会
的
態
度
の
関
連
は
、
出
身
階
層
、
生
年
世
代
、
学
歴
な
ど
と
職
業
階
層
と
の
緊
密
な
因
果
連
関
の
う
え
に
成
り
立
っ
た
擬
似
的

職業階層は杜会意融の差異化要因かワ

な
階
層
差
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
構
造
を
本
書
で
は
「
見
か
け
上
」
の
階
層
意
識
と
呼
ん
で
き
た
の
で
あ
る
。

第
一
部
の
結
舗
と
新
た
な
方
向
性

こ
う
し
た
整
理
に
よ
っ
て
、
従
来
の
階
層
意
識
研
究
が
「
職
業
階
層
に
よ
る
社
会
意
識
形
成
」
命
題
を
自
明
の
前
提
と
し
て
き
た
が

ゆ
え
に
、
「
空
論
上
」
の
階
層
意
識
、
「
見
か
け
上
」
の
階
層
意
識
、
真
の
階
層
意
識
を
類
別
し
て
こ
な
か
っ
た
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
そ
し
て
本
書
の
第
一
部
の
分
析
結
果
は
、
実
証
的
裏
付
け
を
も
っ
て
、
現
代
日
本
社
会
で
は
社
会
意
識
の
職
業
階
層
に
よ
る
形
成

と
い
う
過
程
が
、
限
ら
れ
た
社
会
的
態
度
に
対
し
て
部
分
的
に
し
か
成
立
し
て
い
ま
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
も
こ

第五宣告

の
結
果
は
、
厳
密
な
階
層
意
識
研
究
の
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
た
分
析
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
職
業
階
層
の
効
果
を
端
か
ら
否
定
し

ょ
う
と
い
う
営
為
の
結
果
で
は
な
い
。
む
し
ろ
(
本
意
は
ど
う
あ
れ
)
少
な
か
ら
ず
職
業
階
層
の
効
果
に
「
肩
入
れ
」
し
た
計
量
研
究
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の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
、
読
者
に
も
察
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
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さ
ら
に
「
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
が
導
出
し
た
一
次
元
の
基
軸
に
よ
る
階
層
意
識
の
説
明
も
、
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て

は
、
「
第
一
主
成
分
」
で
は
な
く
、
大
量
の
原
材
料
を
加
工
し
て
、
ご
く
わ
ず
か
に
し
か
抽
出
し
え
な
い
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
っ
た
よ
う

に
み
え
る
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
、
社
会
意
識
の
「
磁
界
」
を
見
極
め
る
視
点
で
は
、
現
代
日
本
社
会
は
決
し
て
「
階
層
社
会
」
と
呼
べ
る
状
況
に
は
な
い
と
、

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
書
の
議
論
を
次
の
よ
う
な
方
向
に
向
か
わ
せ
る
。
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
階
層
意
識
研
究

第一部

の
視
点
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
代
っ
て
生
年
世
代
や
学
歴
(
教
育
年
数
)
の
効
果
を
検
討
す
る
と
い
う
方
向
性
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
可
能
性
を
簡
単
に
採
っ
て
、
第
一
部
を
締
め
く
く
る
こ
と
と
し
た
い
。

生
年
世
代
と
社
会
意
識

生
年
世
代
と
社
会
意
識
に
関
す
る
議
論
を
最
も
精
力
的
に
展
開
し
て
き
た
の
は
、
イ
ン
グ
ル
ハ

l
ト
の
脱
物
質
主
義
に
関
す
る
研
究

で
あ
ろ
う
(
日
品
Z
F
Z
[。匂

E])。
イ
ン
グ
ル
ハ

l
ト
は
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
探
索
か
ら
端
を
発
し
、
欧
米
の
産
業

社
会
に
お
け
る
価
値
変
動
を
物
質
主
義
か
ら
脱
物
質
主
義
へ
と
い
う
変
化
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
も
と
も
と
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ポ
リ
テ

ィ
ク
ス
の
発
想
は
、

ス
テ
イ
タ
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
イ
ン
グ
ル
ハ

l
ト
は
価
値
変
動
は
世
代

聞
の
差
異
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
論
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
ち
は
や
く
階
層
差
か
ら
世
代
間
格
差
へ
の
論
点
の
切
替
え
を
行
な

っ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
社
会
意
識
の
形
成
要
因
を
階
層
外
に
求
め
る
指
向
と
し
て
重
要
な
示
唆
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
脱
物
質
王
義
的
価
値
に
関
す
る
議
論
仁
は
、

い
く
つ
か
の
間
題
点
が
指
摘
で
き
る
。
ま
ず
第
一
に
、
物
質
主
義
|
脱
物
質
主

義
の
価
値
基
軸
が
現
代
目
本
社
会
で
は
明
確
に
は
検
出
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
の
議
論
を
日
本
社
会
に
導
入
す
る
う
え
で
の
決
定
的
な

(
お
)

難
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
イ
ン
グ
ル
ハ

1
ト
自
身
も
苦
し
い
弁
明
を
行
な
っ
て
い
る
。

ま
た
イ
ン
グ
ル
ハ

I
ト
は
、
生
年
世
代
聞
の
生
活
条
件
の
格
差
を
、
(
人
格
形
成
期
の
)
経
済
状
況
の
時
代
的
変
化
に
直
結
さ
せ
て



論
じ
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
生
年
世
代
聞
の
生
活
条
件
の
格
差
は
、
単
に
戦
後
の
経
済
発
展
に
限

ら
ず
、
高
学
歴
化
、
戦
前
・
戦
後
の
制
度
改
草
、
家
族
形
態
の
変
化
、
都
市
化
:
:
な
ど
の
産
業
化
に
よ
る
構
造
変
動
の
あ
ら
ゆ
る
局

面
を
包
括
し
て
論
じ
る
べ
き
結
節
概
念
で
あ
る
。
さ
ら
に
分
析
指
標
と
な
る
「
対
象
者
の
年
齢
」
に
は
、
職
業
生
活
に
お
け
る
年
功
制

や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
生
物
学
的
な
加
齢
な
ど
の
、
そ
も
そ
も
生
年
世
代
と
は
異
な
る
要
因
も
混
入
し
て
い
制
。
し
た
が
っ
て
、
た
と

え
あ
る
デ
I
タ
に
お
い
て
年
齢
に
よ
る
社
会
意
識
の
差
異
が
見
出
さ
れ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
多
く
の
要
因
の
う
ち
か
ら
、
さ
ら
に

社
会
構
造
と
の
真
の
関
連
構
造
を
洗
い
出
す
作
業
(
第
十
一
章
参
照
)
が
必
要
に
な
る
。
生
年
世
代
聞
の
意
識
の
変
化
を
論
じ
る
イ
ン

グ
ル
ハ

l
ト
の
議
論
は
確
か
に
興
味
深
い
も
の
だ
が
、
こ
う
し
た
生
年
世
代
の
多
義
性
を
考
慮
し
て
い
な
い
点
で
は
、
階
層
意
識
研
究

に
お
け
る
「
見
か
け
上
」
の
階
層
意
識
の
誤
謬
と
向
じ
問
題
点
を
は
ら
ん
だ
次
元
に
留
ま
っ
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
。

し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
生
年
世
代
と
社
会
意
識
の
関
係
は
分
析
の
糸
口
と
し
て
は
職
業
階
層
と
同
様
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
こ
と

職業階層は社会意識の差異化要因か9

は
間
違
い
な
い
。

学
歴
と
社
会
憲
議
形
成

最
後
に
、
学
歴
(
教
育
年
数
)
に
つ
い
て
そ
の
可
能
性
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
教
育
年
数
と
社
会
的
態
度
が
「
見
か
け
上
」
相
関
し

て
い
る
場
合
、
そ
の
相
関
関
係
の
真
の
要
因
と
し
て
い
く
つ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
こ
こ
ま
で
の
議
論
で
明
白
な
よ
う

に
、
は
じ
め
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
学
歴
(
教
育
年
数
)
と
構
造
上
関
連
し
て
い
る
、
職
業
階
層
、
年
齢
に
よ
る
擬
似
相
関
で
あ
る
。

表
5

4

を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
み
る
と
、
教
育
年
数
と
の
聞
に
有
意
な
(
単
)
相
関
係
数
が
み
ら
れ
る
社
会
的
態
度
は
少
な
く
は

第五章

な
い
が
、
偏
相
関
係
数
で
職
業
階
層
と
年
齢
の
効
果
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
場
合
、
確
か
に
数
値
は
低
下
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
階
層

帰
属
意
識
で
は

Haで
あ
っ
た
(
単
)
相
関
関
係
が
、
偏
相
関
係
数
で
は
ミ
由
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
低
下
し
た
部
分
が
、
職
業
階

123 

層
と
生
年
世
代
に
よ
る
擬
似
相
関
の
部
分
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
や
環
境
保
護
意
識
、
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ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
に
つ
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、
教
育
年
数
の
固
有
の
直
接
効
果
は
相
対
的
に
み
て
、
必
ず
し
も
小
さ
い
も
の
で

階層意酷研究の再構成

は
な
い
。

ゆ
え
に
こ
こ
ま
で
の
分
析
結
果
に
基
づ
け
ば
、
社
会
意
識
の
学
歴
差
に
つ
い
て
の
議
論
・
仮
説
が
、
「
意
識
の
階
層
差
」
命
題
、
生

年
世
代
に
よ
る
意
識
差

(
H
価
値
変
動
論
)
な
ど
と
比
肩
さ
れ
る
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も

表
5
1
4
の
下
段
の
最
右
列
に
①
が
つ
い
て
い
る
(
つ
ま
り
教
育
年
数
と
の
直
接
的
な
関
係
が
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
、
年
齢
と
の
関
係

よ
り
も
密
接
で
あ
る
)
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、
社
会
意
識
の
学
歴
差
が
第
一
義
的
に
検
討
さ
れ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

第一部

そ
れ
で
は
学
歴
(
教
育
年
数
)
と
社
会
的
熊
長
の
間
に
直
接
的
な
因
果
関
係
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス

を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
目
的
概
念
と
な
る
社
会
的
態
度
の
性
質
に
よ
っ
て
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
第
一
は
狭
義
の
階
層
意
識

に
関
す
る
場
合
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
狭
義
の
階
層
意
識
と
教
育
年
数
が
直
接
的
に
関
連
し
て
い
る
場
合
、
こ
の
関
係
は
象

徴
的
価
値
で
あ
る
「
達
成
学
歴
」
が
階
層
評
価
基
準
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
は
学
校
教
育
が
社
会

(η) 

意
識
形
成
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
狭
義
の
階
層
帰
属
意
識
を
形
成
す
る
と
い
う
関
係
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

第
二
は
広
義
の
社
会
的
態
度
に
関
す
る
場
合
で
あ
る
。
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
を
例
に
と
る
と
明
解
に
な
る
が
、
こ
の
社
会
的
態
度

と
教
育
年
数
の
聞
の
関
係
は
、
(
こ
の
社
会
的
態
度
が
価
値
伝
達
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
)
学
校
教
育
の
価

値
伝
達
機
能
を
示
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
つ
ま
り
こ
の
場
合
、
教
育
年
数
は
「
達
成
学
歴
」
と
し
て
の
象
徴
的
価
値
で
は
な
く
、

諸
個
人
の
受
け
た
「
学
校
教
育
の
総
量
」
を
測
る
変
数
と
し
て
理
解
さ
れ
、
そ
の
量
が
多
い
ほ
ど
権
威
主
義
的
傾
向
が
弱
ま
る
と
い
う

効
果
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
学
校
教
育
に
よ
る
社
会
意
識
形
成
効
果
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
他
に
は
環
境

保
護
意
識
、
性
別
役
割
分
業
意
識
、
政
治
的
ア
パ
シ
ー
な
ど
と
教
育
年
数
と
の
聞
の
直
接
的
な
関
連
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
教
育
年
数
は
、
狭
義
の
階
層
意
識
に
対
し
て
は
学
歴
の
地
位
表
示
機
能
に
よ
る
階
層
評
価
基
準
、
広
義
の
階
層
意
識
に



〈
胞
)

対
し
て
は
、
諸
個
人
の
受
け
た
学
校
教
育
の
総
量
の
指
標
、
と
い
う
異
な
っ
た
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
第
一
部
の
議
論

は
、
階
層
意
識
の
研
究
か
ら
発
展
的
に
展
開
し
て
い
く
べ
き
方
向
性
と
し
て
、
学
歴
に
よ
る
意
識
差
が
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
そ
こ
で
第
二
部
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

話本章
に
示
し
た
研
究
は
一
九
九
五
年
S
S
M調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
の
使
用
お
よ
ぴ
結
果
の
発
表
に
あ
た

っ
て
、
一
九
九
五
年
S
S
M調
査
研
究
会
の
許
可
を
得
た
。

f在

職難階層は社会意融の差異化要因かワ

(
l
)
 
第
一
章
の
「
注
2
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
原
自
身
は
「
狭
義
の
階
層
意
識
」
と
い
う
表
現
は
し
て
い
る
も
の
の
、
「
広
義
の
階
層
意
識
」

と
い
う
用
い
方
は
し
て
い
な
い
。

生
活
満
足
度
は
、
狭
義
の
階
層
意
識
の
定
義
の
外
延
に
位
置
す
る
も
の
と
本
書
で
は
判
断
し
て
い
る
が
、
高
橋
徹
(
前
掲
書
)
は
む
し
ろ
政

治
的
関
心
を
規
定
す
る
生
活
意
識
と
し
て
生
活
満
足
度
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
一
方
で
間
々
回
孝
夫

2
8臼
)
は
戦
後
日
本
社
会
の
各
種
の

世
論
調
査
デ
l
タ
に
お
け
る
生
活
満
足
度
の
回
答
傾
向
を
検
討
し
、
こ
の
意
識
が
「
生
活
の
向
上
感
」
、
「
今
後
の
生
活
の
見
通
し
」
、
「
生
活
程

度
」
な
ど
の
生
活
意
識
の
他
の
局
面
と
は
異
な
っ
て
、
一
九
六
O
l
八
0
年
代
ま
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
漸
次
的
な
増
加
の
趨
勢
に
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な
社
会
で
も
こ
の
尺
度
は
「
満
足
」
か
ら
「
不
満
」
へ
の
連
続
変
量
と
し
て
検
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
社
会
に
よ
っ
て
そ
の
得
点
は
異
な
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
(
坂
元
慶
行
[
巴
∞
色
、
H
P

唱。
E
E
[
O
喝
の
民
]
)
。

こ
の
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
現
在
、
一
九
九
五
年
S
S
M調
査
研
究
会
に
よ
っ
て
分
析
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
も
な
く
報
告
書
が
刊
行

(
2
)
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(
3
)
 さ
れ
る
。

(
4〉

S
S
M調
査
で
は
、
「
過
去
一
年
聞
の
お
宅
(
生
計
を
と
も
に
し
て
い
る
家
族
)
の
収
入
は
税
込
み
で
次
の
中
の
ど
れ
に
近
い
で
す
か
」
と
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(
5
)
 い
う
質
問
を
行
な
い
、
「
O
O万
円
く
ら
い
」
と
い
う
代
表
値
を
与
え
ら
れ
た
一
九
の
選
択
肢
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
関
連
構
造
に
は
、
厳
密
に
み
れ
ば
歴
史
経
済
的
背
景
な
ど
に
よ
っ
て
国
際
間
で
差
異
が
あ
り
、
ま
た
同
じ
社
会
で
も
そ
の
構
造
に
は

時
代
的
変
遷
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
関
係
の
有
無
、
正
負
と
い
う
概
略
的
な
レ
ベ
ル
で
み
る
限
り
は
、
一
九
七
五
年
以
降
の
現
代
日
本
社

会
で
は
、
こ
れ
ら
の
関
連
構
造
に
は
極
め
て
大
き
な
変
化
は
な
〈
、
ま
た
他
の
産
業
社
会
と
比
較
し
た
場
合
に
も
特
筆
す
べ
き
傾
向
は
見
出
き

れ
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
関
係
は
、
完
全
関
連
で
も
無
関
連
で
も
な
い
、
い
わ
ば
弱
い
有
意
な
間
遠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
「
弱
い
」

と
評
価
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
要
因
の
聞
に
関
連
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
た
と
え
ば
あ
る
人
に
学
歴
を
聞
け
ば
、
そ
の
人

の
収
入
レ
ベ
ル
を
ほ
ぼ
確
実
に
い
い
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
か
り
に
父
親
の
職
業
、
学
歴
達
成
、
年
齢
、
現
在
の
職

業
に
つ
い
て
の
情
報
を
得
た
と
し
て
も
、
そ
の
人
の
収
入
を
四

O
話
以
下
の
確
率
で
し
か
予
測
で
き
な
い
と
い
う
関
係
の
不
確
実
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
社
会
調
査
デ
ー
タ
と
し
て
獲
得
さ
れ
た
階
層
指
標
の
も
つ
測
定
誤
差
が
あ
り
、
同
時
に
諸

個
人
に
与
え
ら
れ
た
地
位
達
成
の
自
己
裁
量
の
部
分
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
地
位
達
成
過
程
に
関
す
る
線
形
多
変
量
解
析
は
そ
の
一
貫

性
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
ク
ラ
ス
タ
1
分
析
に
よ
る
分
類
は
、
地
位
の
非
一
貫
性
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

よ
ゾ
。

(
6
)
 
こ
の
閑
孫
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
生
活
状
態
に
対
す
る
主
観
的
評
価
が
、
階
層
帰
属
意
識
の
規
定
要
因
と
し
て
効
果
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が

先
行
研
究
(
直
井
道
子

[
H
S
S
、
友
枝
敏
雄

[
H
S
S
)
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
概
念
聞
に
因
果
性
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
が
、
こ
の
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

連
続
変
量
を
分
析
に
用
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
全
体
社
会
の
連
続
性
に
注
目
し
、
諸
個
人
の
生
活
条
件
や
意
識
の
差
異
を
集
積
し
た
全
体
像

を
、
断
絶
の
な
い
連
続
的
な
集
ま
り
と
み
る
方
法
論
上
の
視
点
と
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
カ
テ
ゴ
リ
カ
ル
な
変
数
を
分
析
で
用
い
る
と

い
、
つ
こ
と
は
、
当
該
社
会
を
質
的
に
異
な
っ
た
社
会
集
団
(
あ
る
い
は
潜
在
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
)
の
複
合
体
と
し
て
扱
う
も
の
で
、
階
層
構
造
の

非
連
続
性
を
強
調
す
る
理
解
の
様
式
と
対
応
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
実
際
の
社
会
階
層
は
、
こ
う
し
た
単
純
な
モ
デ
ル
の
ど
ち
ら
に
も
あ
て
は

ま
ら
ず
、
連
続
性
と
異
質
性
の
複
雑
な
絡
み
合
い
の
様
態
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
、
つ
が
、
方
法
論
上
の
視
点
と
し
て
は
、
こ
の
ふ
た

( 

7 
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つ
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
が
戦
略
的
に
選
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(
8
)
 
具
体
的
に
は
、
こ
の
二
二
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
「
大
企
業
・
雇
用
・
管
理
職
」
、
「
中
小
企
業
・
被
雇
用
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
職
」
、
「
自
営
・
雇
用
・

販
売
臓
」

i
iな
ど
の
よ
う
な
分
類
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
度
数
等
の
記
述
統
計
の
表
示
は
省
略
し
た
。
こ
の
他
に
「
役
職
」

に
よ
る
分
類
を
加
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
が
、
役
職
の
位
階
性
の
「
上
下
」
は
、
世
帯
収
入
や
職
業
威
信
に
よ
っ
て
間
接
的
に
検
討
さ
れ

る
も
の
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
従
業
員
数
二
一

O
O人
を
企
業
規
模
の
区
切
り
と
し
た
点
に
も
若
干
の
議
論
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
に
経
済
的
要
因
で
あ
る
収
入
階
層
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
収
入
は
獲
得
的
属
性

(
M
ア
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
)
と
い
う
よ
り
も
、
職

業
生
活
の
ア
ウ
ト
カ
ム
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
職
業
階
層
に
よ
る
社
会
意
識
形
成
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
は
、
生
年
世
代
、
学

歴
ほ
ど
の
社
会
学
的
示
唆
は
得
ら
れ
な
い
も
の
と
判
断
し
、
検
討
は
行
な
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
、
第
四
章
を
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
表
5
1
3
の
線
形
関
連
に
つ
い
て
は
、
リ
ス

ト
単
位
で
欠
損
値
を
除
去
し
、
有
効
サ
ン
プ
ル
数
は
八
八

O
と
な
っ
て
い
る
。

(
9
)
 

(
叩
)

(
U
)
 
た
だ
し
イ
l
タ
係
数
は
説
明
変
数
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
多
く
な
る
と
、
そ
れ
だ
け
説
明
力
も
増
大
す
る
と
い
う
性
質
が
あ
る
。
た
と
え
ば
説
明

(ロ)
(
日
)

変
数
と
し
て

S
S
M職
業
分
類
の
約
二

O
O
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
用
い
れ
ば
、
イ
l
タ
係
数
は

o
Z
4
8
程
度
ま
で
向
上
す
る
し
、
一
サ
ン
プ

ル
に
一
職
業
を
対
応
さ
せ
れ
ば
、
完
全
関
連
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
に
示
し
た
よ
う
な
二
一
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
分
析
で
は
、
そ
の
値
は

比
較
的
高
い
値
を
と
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
こ
で
職
業
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
態
度
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
二
冗
配
置
の
分

散
分
析
の
結
果

(
F検
定
)
か
ら
も
そ
の
効
果
を
考
察
し
て
い
る
。
分
散
分
析
の
結
果
は
表
の
中
で
は
「
*
」
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
て
い
る
。

前
節
の
分
析
と
は
サ
ン
プ
ル
が
異
な
る
た
め
数
値
が
異
な
っ
て
い
る
。

一
般
に
こ
こ
で
示
し
た
よ
う
な
分
析
結
果
は
、
「
失
敗
」
と
し
て
、
報
告
さ
れ
ず
に
終
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
こ
う
し
た
率
直

な
記
述
的
分
析
結
果
も
、
計
量
研
究
者
が
共
有
し
て
い
る
社
会
意
識
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
広
く
知
ら
れ
る
べ
き
事
実
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る。

(
M
)
 

(
日
)

こ
の
関
係
は
三
隅
一
人
の
研
究

D
3
0
]
に
詳
し
い
が
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
分
析
結
果
は
本
書
の
判
断
を
覆
す
も
の
で
は
辛
い
。

イ
ン
グ
ル
ハ
ー
ト
は
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
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16 
) 

「
つ
ま
り
、
日
本
は
驚
く
ほ
ど
特
異
な
ケ
l
ス
な
の
で
あ
る
。
工
業
化
、
都
市
化
、
豊
か
さ
の
獲
得
や
そ
の
他
の
近
代
化
の
諸
局
面
が
、
日

本
で
は
あ
ま
り
に
最
近
、
そ
し
て
あ
ま
り
に
急
激
に
生
じ
た
。
こ
の
た
め
、
日
本
は
先
進
工
業
国
家
の
中
で
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

一
方
で
、
一
部
の
国
民
は
今
な
お
前
工
業
的
価
値
か
ら
の
離
脱
の
途
上
に
あ
る
。
前
工
業
的
価
値
か
ら
工
業
的
価
値
へ
の
転
換
が
、
物
質
主
義

か
ら
脱
物
質
主
義
的
優
先
順
位
へ
の
変
化
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
両
者
が
合
体
す
る
と
き
、
前
者
の
過
程
は
後
者
の
変
化

を
覆
い
隠
す
。
」

(
F唱。

rz[o-vE
村
山
他
訳

.ZH])

時
勢
効
果
、
世
代
効
果
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
効
果
を
分
割
す
る
に
は
、
イ
ン
グ
ル
ハ

l
ト
が
欧
米
デ
l
タ
に
対
し
て
行
な
っ
て
い
る
よ
う
な

17 
) 

コ
ー
ホ
1
ト
分
析
に
よ
る
検
証
を
、
(
彼
自
身
が
例
外
視
す
る
)
日
本
社
会
に
つ
い
て
も
行
な
う
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
同
一
コ

1
ホ
1
ト
の
階
層
帰
属
意
識
の
規
定
要
因
の
時
系
列
変
容
を
検
討
し
た
場
合
、
学
歴
の
評
価
に
関
す
る
社
会
の
風
潮

一
九
九
0
年
代
に
入
っ
て
学
歴
が
突
知
と
し
て
有
意
な
効
果
を
示
し
は
じ
め
る
と
い
、
つ
結
果
に
な
る
場
合
が
あ
る
(
吉
川

の
変
化
に
伴
っ
て

[
同
由
也
市
出
)
。

18 
) 

た
だ
し
成
人
に
関
し
て
、
学
歴
の
象
徴
的
価
値
の
効
果
と
「
教
育
の
総
量
」
に
よ
る
効
果
を
完
全
に
分
割
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
拙

稿
(
吉
川

[
H
E
N
-
u
]
)

に
お
い
て
は
こ
う
し
た
試
み
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
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青
少
年
の
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
の
分
析
枠
組

分
析
視
野
の
転
換

階
層
意
識
研
究
の
再
構
成
」
で
は
、
成
人
有
職
男
性
の
階
層
意
識
の
形
成
過
程
を
検
討
し
た
。
と
こ
ろ
が
分
析
の
結
果
、

あ
ら
ゆ
る
階
層
意
識
が
必
ず
し
も
、
職
業
階
層
に
よ
っ
て
い
ま
現
在
、
力
動
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
「
階
層

意
識
」
と
呼
ば
れ
う
る
も
の
の
中
に
は
、
職
業
階
層
と
「
見
か
け
上
」
の
相
関
関
係
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
「
第
二
部

「
第
一
部

社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
」
で
は
、
社
会
意
識
の
研
究
が
一
貫
し
て
拘
束
さ
れ
て

い
た
、
「
社
会
意
識
の
階
層
差
」
と
「
職
業
階
層
に
よ
る
社
会
意
識
形
成
」
を
同
一
視
す
る
立
場
を
離
れ
、
よ
り
広
い
視
野
で
社
会
的

態
度
の
形
成
過
程
を
再
検
討
す
る
。

成
人
(
有
職
男
性
)

の
デ
ー
タ
の
分
析
で
は
、
対
象
者
の
過
去
に
お
け
る
態
度
形
成
の
様
態
は
、
た
と
え
ば
「
達
成
さ
れ
た
学
歴
を

指
標
と
し
て
学
校
教
育
の
効
果
を
知
る
:
」
と
い
う
よ
う
に
、
現
在
測
定
で
き
る
獲
得
的
属
性
か
ら
推
論
し
た
間
接
的
な
も
の
に
留

ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
た
め
た
と
え
ば
教
育
年
数
に
つ
い
て
は
、
獲
得
的
属
性
(
達
成
学
歴
)
に
対
す
る
現
在
の
評
価
や
意
味
付



け
と
い
う
、
青
少
年
期
に
お
け
る
社
会
化
効
果
と
は
異
な
る
プ
ロ
セ
ス
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
う
る
。

し
た
が
っ
て
、
世
代
聞
の
価
値
伝
達
を
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
親
子
関
係
を
直
接
分
析
す
べ
き
で
あ
る
し
、

学
校
教
育
に
よ
る
社
会
的
態
度
の
形
成
効
果
を
詳
し
く
議
論
す
る
た
め
に
は
、
学
校
教
育
の
現
場
の
状
況
を
直
接
測
定
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
の
よ
り
詳
細
な
議
論
を
展
開
す
る
に
は
、
成
人
の
デ
ー
タ
の
分
析
で

(
1
)
 

は
も
は
や
十
分
で
は
な
く
、
青
少
年
を
対
象
と
し
た
調
査
の
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
必
要
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
学
齢
期
の
青
少
年
を
対
象
と
し
て
計
画
・
実
施
し
た
調
査
の
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
い
て
知
見
を
深
め
て
い
く
。

さ
ら
に
、
そ
こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
構
造
を
、
一
言
語
能
力
の
文
化
的
再
生
産
、
学
校
教
育
に
よ
る
社
会
意
識
の
民
主
化
な
ど
の
論
点
に

応
用
し
、
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
階
層
・
教
育
と
社
会
意
識
形
成
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

青少年の社会的E財宝の形成過程の骨折枠組

社
会
的
態
度
の
形
成
要
因
の
分
類

社
会
モ
デ
ル
と
し
て
の
社
会
的
地
位
達
成
過
程

(
2
)
 

社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
を
検
討
す
る
に
は
、
ま
ず
簡
明
な
ラ
イ
フ
・
コ
ー
ス
を
考
え
、
形
成
要
因
を
段
階
を
追
っ
て
整
理
す
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
。
ラ
イ
フ
・
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
様
々
な
捉
え
方
か
ら
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
本
書
で
は
扱
っ
て
い

る
社
会
的
態
度
が
「
階
層
意
識
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
階
層
研
究
の
所
産
で
あ
る
社
会
的
地
位
達
成
過
程
に
原

則
的
に
従
っ
て
き
た
。
第
一
部
の
分
析
で
用
い
て
き
た
社
会
構
造
の
モ
デ
ル
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、
こ
の
過
程
は
、
父
親
の
学
歴
や

131 第六章

職
業
的
地
位
な
ど
を
要
素
と
す
る
社
会
的
出
身
背
景
が
、
教
育
機
会
、
教
育
達
成
を
媒
介
し
つ
つ
、
本
人
の
社
会
的
地
位
を
規
定
す
る

過
程
を
構
造
化
し
た
も
の
で
あ
る

(
g
s
自
ι
口
E
E
m
[
O勺
2
乙
、
直
井
優
・
藤
田
英
典

[za])。
ま
た
こ
の
遇
税
は
、
生
ま
れ
て
、

育
っ
て
、
社
会
生
活
を
営
む
と
い
う
ミ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
で
の
諸
個
人
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
集
積
に
よ
っ
て
、
世
代
問
移
動
に
お
け
る
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学
歴
の
媒
介
機
能
と
い
う
、

マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
の
社
会
構
造
の
動
態
を
矛
盾
な
く
記
述
し
た
も
の
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
確
立
し
た
社
会

モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
過
程
そ
の
も
の
と
の
対
応
関
係
を
明
示
し
な
が
ら
社
会
意
識
の
形
成
要
因
を
論
じ
る
本
書
の

第
一
部
の
よ
う
な
研
究
(
お
そ
ら
く
階
層
意
識
研
究
に
属
す
る
)
は
、
意
外
に
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
行
な
わ
れ
て
は
い
な
い
。

こ
の
過
程
に
従
う
と
、
諸
個
人
の
社
会
的
属
性
は
原
則
的
に
は
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
生
得
的

属
性
、
学
校
教
育
、
獲
得
的
地
位
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
=
一
つ
の
レ
ベ
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
注
目
さ
れ
る
社
会
(
階
層
)
的

第二部

要
因
す
な
わ
ち
分
析
に
お
け
る
説
明
変
数
と
、
そ
れ
に
対
す
る
本
書
の
関
心
を
示
し
て
い
く
。
な
お
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
に
つ
い
て
の
よ

り
詳
細
な
検
討
と
議
論
は
、
後
の
章
で
作
業
仮
説
を
提
示
す
る
際
に
あ
ら
た
め
て
行
な
わ
れ
る
。

生
得
的
属
性

本
人
の
力
で
は
変
更
で
き
な
い
、
対
象
者
と
っ
て
所
与
の
社
会
的
要
因
、
あ
る
い
は
外
的
制
約
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
要
因
を

こ
こ
で
は
生
得
的
属
性
と
し
て
一
括
す
る
こ
と
と
す
る
。
要
素
と
し
て
は
、
社
会
環
境
の
要
因
(
地
域
性
、
生
年
世
代
ご
と
の
経
済
状

況
の
差
な
ど
て
出
身
家
庭
の
要
因
(
家
庭
の
社
会
・
経
済
的
地
位
、
家
族
構
成
、
父
親
・
母
親
の
心
理
的
特
性
な
ど
)
そ
し
て
個
体

的
要
因
(
性
別
、
知
的
能
力
な
ど
)
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
要
因
群
は
相
互
に
重
複
・
関
連
し
て
い
る
が
、
次
に
示
す
論
点
に
し
た
が

っ
て
整
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

本
書
の
議
論
の
流
れ
か
ら
は
、
ま
ず
社
会
的
地
位
達
成
過
程
の
原
点
で
あ
り
、
か
っ
生
得
的
な
生
活
条
件
の
多
く
を
代
表
し
て
い
る

出
身
階
層
に
関
心
が
も
た
れ
る
。
具
体
的
に
は
両
親
の
教
育
年
数
・
職
業
威
信
、
世
帯
収
入
が
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
社
会
的

地
位
の
達
成
に
お
い
て
、

い
わ
ゆ
る
「
氏
か
育
ち
か
」
と
い
う
問
題
が
重
要
な
論
点
と
な
る
の
と
全
く
同
様
に
、
社
会
意
識
の
形
成
に

お
い
て
は
、
「
影
響
力
が
大
き
い
の
は
出
身
階
層
か
学
校
教
育
か
」
と
い
う
問
題
が
重
要
な
論
点
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

出
身
階
層
に
よ
る
社
会
意
識
形
成
を
扱
う
と
き
、
重
要
な
論
点
を
提
供
す
る
の
は
、
教
育
社
会
学
に
お
い
て
「
再
生
産
論
」
と
し
て



一
括
さ
れ
る
研
究
群
で
あ
ろ
う
匂
凹
o
z
E
-
2
2
ι
}ロ
司
盟
諸
問
o
n
[
H
S
D
]
、
回
目
2
E
Z
E
[
H
S
H
]
、
印
国
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E
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口
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E
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H
S
S
、
藤
田

[
H
S叶
]
、
小
内
透

[HSU])
。
再
生
産
論
に
つ
い
て
は
第
十
章
で
再
び
ふ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
つ
の

「
公
約
数
」
的
な
理
解
と
し
て
、
学
校
教
育
を
媒
介
と
し
た
世
代
閥
(
非
)
移
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
潜
在
す
る
主
体
的
・
文
化
的
要

因
か
ら
説
明
す
る
議
論
の
-
群
と
し
て
理
解
し
て
お
く
。

学
校
教
育
を
媒
介
と
し
た
世
代
間
移
動
に
関
係
す
る
再
生
産
論
で
は
、
次
の
よ
う
な
構
造
が
指
摘
さ
れ
る
。
出
身
階
層
と
到
達
階
層

の
聞
に
は
平
等
な
機
会
を
自
由
な
競
争
で
勝
ち
残
っ
て
い
く
学
校
教
育
と
い
う
媒
介
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
過
程
に
お
い
て

有
利
・
不
利
を
も
た
ら
す
主
体
的
・
文
化
的
要
因
が
潜
在
し
て
お
り
、
こ
の
要
因
が
出
身
階
層
に
よ
っ
て
大
き
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
結
果
と
し
て
出
身
階
層
が
到
達
階
層
に
差
異
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
誤
解
を
覚
悟
で
さ
ら
に
た
と
え
る
な
ら
ば
、
学
校

青少年の杜会的態度の形成過程の分析枠組

教
育
と
い
う
同
じ
ス
タ
ー
ト
・
ラ
イ
ン
か
ら
一
斉
に
始
め
る
「
競
走
」
が
公
式
に
は
行
な
わ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
裸
足
で
出
走
し
始
め

る
子
や
、
お
腹
が
空
い
て
力
を
出
せ
な
い
子
、
走
る
意
欲
の
な
い
子
が
い
る
一
方
で
、
正
し
い
走
法
を
身
に
つ
け
て
い
る
子
や
、
親
か

ら
ス
パ
イ
ク
を
履
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
子
、
呆
て
は
親
か
ら
近
道
を
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
子
が
い
て
、
競
走
が
始
ま
る
前
に
す
で

に
着
順
の
予
想
が
つ
く
の
だ
、
と
い
う
の
が
大
方
の
論
旨
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
諸
個
人
が
出
身
階
層
か
ら
何
ら
か
の
主
体
的
・
文
化
的
特
性
を
獲
得
す
る
こ
と
が
、
前
世
代
か
ら
次
世
代
へ
の
「
再
生

産
」
の
大
前
提
と
な
る
。
も
し
諸
個
人
が
出
身
階
層
か
ら
主
体
的
・
文
化
的
特
性
を
継
承
(
価
値
伝
達
、
社
会
化
、
身
体
化
、
遺
伝
)

し
な
け
れ
ば
、
「
再
生
産
論
」
は
そ
も
そ
も
展
開
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
「
再
生
産
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
本

当
に
重
大
な
影
響
力
を
も
っ
て
存
在
す
る
の
な
ら
ば
、
た
と
え
こ
こ
で
の
問
題
設
定
が
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
と
い
う
限
定
的
な
も

第六章

の
で
あ
っ
て
も
、
何
ら
か
の
形
で
そ
の
存
在
を
傍
証
し
う
る
結
果
、
あ
る
い
は
そ
の
構
造
が
成
立
す
る
た
め
の
社
会
意
識
論
の
「
磁

界
」
が
析
出
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
の
こ
れ
以
降
の
部
分
で
は
階
層
意
識
の
研
究
に
代
わ
っ
て
、
こ
の
再
生
産
論
が
重
要
な

133 

導
き
の
糸
と
な
る
。
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次
に
、
社
会
的
態
度
形
成
の
自
覚
的
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
積
極
的
な
機
能
が
想
定
さ
れ
る
の
は
両
親
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
前
項

の
出
身
階
層
の
影
響
力
も
、
両
親
の
機
能
を
媒
介
す
る
部
分
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
仮
定
で
き
る
。
両
親
に
よ
る
社
会
的
態
度
の
形
成

に
つ
い
て
は
、
次
の
二
つ
の
視
点
が
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
め
は
社
会
化
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
の
両
親
の
働
き
か
け
の
様
式
自
体
を

検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
教
育
心
理
学
、
発
達
心
理
学
の
関
心
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
親
子
関
係
あ
る
い
は
子
育
て
行
動
の
研

究
と
し
て
一
括
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
視
点
に
つ
い
て
社
会
学
的
な
関
心
か
ら
は
、
社
会
階
層
に
よ
る
子
育
て
行
動
の
差
異
の
研
究

が
蓄
積
さ
れ
て
お
り

g
F
E
r
n
T
3
2
[
H
8
3
)、
「
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
で
も
、
こ
う
し
た
関
心
か
ら
、
「
親
と
し
て

第二部

の
子
育
て
の
価
値
」
の
測
定
と
親
子
関
係
の
分
析
が
行
な
わ
れ
て
い
る
(
第
三
章
参
照
)
。
し
か
し
本
書
で
展
開
す
る
よ
う
な
社
会
調
査

デ
ー
タ
の
計
量
研
究
で
は
、
両
親
の
働
き
か
け
(
子
育
て
行
動
)
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
解
明
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
、
所
詮
、
直
接
観

察
ほ
ど
の
説
得
力
を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
そ
う
も
な
い
。
ま
た
、
こ
の
視
点
で
は
子
育
て
行
動
の
結
呆
で
あ
る
社
会
意
識
の
世
代
問

関
係
を
的
確
に
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
に
対
す
る
第
二
の
視
点
は
、
階
層
研
究
に
お
け
る
世
代
間
移
動
の
発
想
を
援
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
社
会
意
識
の
マ
ク
ロ
な
動

態
や
趨
勢
を
検
討
す
る
際
に
ま
ず
必
要
と
な
る
の
は
、
伝
達
・
継
承
の
プ
ロ
セ
ス
の
観
察
で
は
な
く
、
社
会
意
識
が
世
代
聞
で
ど
れ
だ

け
連
関
し
て
い
る
か
い
う
事
実
の
記
述
的
な
把
握
で
あ
る
。
こ
れ
は
両
親
の
社
会
的
態
度
と
子
ど
も
の
社
会
的
態
度
が
、
伝
達
・
継
承

の
結
果
と
し
て
、
ど
の
程
度
の
共
変
関
係
に
あ
る
か
を
直
接
検
討
す
る
、

い
わ
ば
「
意
識
の
世
代
間
移
動
」
と
も
い
い
う
る
よ
う
な
視

点
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

親
子
関
係
を
こ
う
し
た
視
点
で
み
る
と
き
、
誰
も
が
は
じ
め
に
抱
く
の
は
「
父
親
、
母
親
、
子
ど
も
の
三
者
の
社
会
的
態
度
に
は
い

っ
た
い
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
?
」
と
い
う
疑
問
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
聞
い
に
答
え
う
る
も
の
と
し
て
、
父
親
、
母
親
、
子

ど
も
の
三
者
の
社
会
的
態
度
を
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
相
関
関
係
か
ら
み
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
本
書
で
は
両
親
の
態
度
形
成
効

果
の
分
析
視
角
と
し
て
、
こ
の
杜
会
的
態
度
の
世
代
間
関
係
と
い
う
分
析
枠
組
を
採
用
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
(
吉
川
・
尾
嶋
史
章
・
直



井
優
[
戸
由
主
]
)
。

さ
ら
に
生
得
的
属
性
要
因
と
し
て
、
性
(
あ
る
い
は
性
別
)
役
割
に
も
関
心
が
も
た
れ
る
。
あ
る
社
会
的
態
度
の
傾
向
に
性
差
が
み

ら
れ
る
場
合
、
そ
れ
が
生
物
学
的
な
性
差
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
!
の
い
か
な
る
側
面
に

よ
る
の
か
を
判
別
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
性
別
(
ジ
ェ
ン
ダ
l
)
に
よ
る
社
会
的
態
度
の
傾
向
の
差
異
が
、
ラ
イ

い
か
な
る
要
因
に
よ
っ
て
分
化
す
る
の
か
を
解
明
す
る
の
も
ま
た
困
難
な
作
業
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ひ

7
・
コ
ー
ス
の
ど
の
時
期
に
、

と
つ
の
切
り
口
と
し
て
、
未
就
職
、
未
婚
、
未
出
産
で
あ
る
た
め
に
、
性
役
割
が
成
人
ほ
ど
明
確
に
は
分
化
し
て
い
な
い
青
少
年
期
に
、

す
で
に
社
会
的
態
度
の
性
差
が
み
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
を
測
定
し
、
扱
う
社
会
的
態
度
の
特
性
も
考
慮
し
な
が
ら
、
性
別
の
影
響
力
を

検
討
し
て
い
く
。

青少年の社会的態度の形成過程の分析枠組

ま
た
、
き
ょ
う
だ
い
数
や
家
族
形
態
な
ど
の
家
族
の
特
性
も
社
会
的
態
度
の
形
成
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
少
子
化
が
社
会
全
体
の
傾
向
と
な
っ
て
久
し
い
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
き
ょ
う
だ
い
数
や
出
生
順
位
が
社
会
意
識
の
形
成
に

お
い
て
、
(
以
前
ほ
ど
の
)
効
果
を
も
っ
て
は
い
な
い
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
白
倉

E
S
ω
]
)
。
さ
ら
に
核
家
族
か
直
系
拡

大
家
族
か
と
い
う
家
族
形
態
も
、
世
代
聞
の
接
触
頻
度
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
態
、
た
と
え
ば
父
母
以
外
の
家
族
と
の
接
触
時

問
、
「
二
世
帯
住
宅
」
な
ど
の
住
居
(
同
居
)
形
態
、
祖
父
母
世
代
の
子
育
て
へ
の
援
助
行
動
の
様
態
、
母
親
の
就
業
形
態
な
ど
の
絡

み
合
っ
た
質
的
要
素
が
詳
細
に
特
定
で
き
な
け
れ
ば
、
結
局
は
有
効
な
説
明
要
因
と
は
な
り
に
く
い
た
め
、
(
検
討
は
さ
れ
る
が
)
本

書
の
分
析
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
地
域
的
要
因
、
た
と
え
ば
居
住
地
の
都
市
性
が
社
会
的
態
度
の
形
成
効
果
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
テ
レ

135 第六章

ピ
、
電
話
、
「
フ
ァ
ミ
コ
ン
」
や
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
移
動
体
通
信
、
イ
ン
タ
ー
ネ
y
ト
と
い
っ
た
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
が

全
国
的
に
普
及
し
、

一
方
で
は
学
習
塾
・
予
備
校
な
ど
の
教
育
産
業
が
地
方
へ
の
展
開
を
み
せ
始
め
た
現
状
で
は
、
学
齢
期
の
青
少
年

の
生
活
様
式
の
地
域
差
は
、
従
来
よ
り
も
均
質
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
実
際
に
分
析
す
る
調
査
デ
ー
タ
の
設
計
上
の
限
界
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も
あ
り
、
地
域
的
要
因
の
効
果
の
検
討
は
本
書
で
は
行
な
わ
な
い
。

学
校
教
育
の
諸
条
件

社
会
的
地
位
達
成
過
程
に
従
っ
て
整
理
す
る
と
、
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
の
第
二
段
階
の
要
因
群
と
し
て
学
校
教
育
の
諸
条
件
が

あ
げ
ら
れ
る
。
学
校
教
育
は
教
育
機
会
を
媒
介
し
て
い
る
点
で
、
生
得
的
属
性
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
、
獲
得
的
な
要
因
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
学
ぶ
青
少
年
が
、
ま
さ
に
人
格
形
成
の
過
程
に
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
学
校
教
育
機
関
が
社
会
化
の
専

門
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
る
と
い
う
こ
点
か
ら
、
そ
の
重
要
性
は
あ
ま
り
に
も
明
白
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
す
で
に
ふ
れ
た
と
お
り
、
成

第二部

人
を
対
象
と
し
た
デ
ー
タ
で
は
学
校
教
育
の
影
響
力
は
、
そ
の
総
量
の
指
標
で
あ
る
教
育
年
数
に
よ
っ
て
一
括
し
て
代
表
さ
れ
ざ
る
を

「え

学ず
校
歴社
」会

と化
町ι コニ
』ま l 
れジ
るェ
達ン
成ト
学と
歴し
りて
質の

忠言
蕃薮
揖育
を の
分
析召
にこ

事に
t璽
た y
C る

Eき
IR 
母十
存分
五五 に
苔検
に討
ょす
る号
百」

議と
形が

易T
果か
をつ
、た
成。

人ま
のた

社
会
意
識
か
ら
事
後
的
に
検
討
す
る
と
い
う
構
造
に
は
何
ら
違
い
は
な
い
。
こ
う
し
た
問
題
点
を
考
量
す
る
と
、
社
会
意
識
形
成
に
関

わ
る
学
校
教
育
の
諸
条
件
を
確
実
な
枠
組
で
測
定
す
る
こ
と
が
、
青
少
年
を
対
象
と
し
た
調
査
研
究
の
固
有
の
課
題
と
な
る
と
判
断
さ

れ
る
。こ
の
学
校
教
育
の
諸
条
件
に
つ
い
て
、
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
に
お
い
て
は
、
教
育
上
の
自
己
|
指
令
性

P
E
E
P

poEr巴
E
5
2
5ロ
)
と
い
う
分
析
概
念
が
示
さ
れ
て
い
る
(
同
〉
宮

E
R
同

ozsι
印

OEO-2[Hga-[H富
田
]
)
。
こ
の
教
育
上

の
自
己
|
指
令
性
は
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
、
学
校
教
育
の
管
理
性
、
学
校
教
育
の
単
調
性
、
と
い
う
二
一
つ
の
下
位
概
念
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
第
二
章
で
検
討
し
た
彼
ら
自
身
に
よ
る
成
人
有
職
男
性
の
分
析
枠
組
を
応
用
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
階
層
意
識
研
究

か
ら
青
少
年
の
社
会
意
識
形
成
へ
、
と
い
う
同
様
の
関
心
で
展
開
し
て
い
る
本
書
で
は
、

(
3〉

件
の
分
析
に
用
い
る
の
が
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

や
は
り
こ
れ
ら
の
概
念
を
学
校
教
育
の
諸
条



こ
の
う
ち
学
校
教
育
の
複
雑
性
は
、
学
校
教
育
機
関
が
青
少
年
に
知
識
・
技
能
を
修
得
さ
せ
る
、
陶
冶
の
機
能
を
み
る
た
め
の
概
念

で
、
「
学
力
偏
差
、
「
偏
差
値
教
育
」
、
「
受
験
戦
争
」
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
に
関
連
す
る
学
校
教
育
の
様
態
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
学
校
教
育
の
管
理
性
は
、
学
校
教
育
機
関
が
青
少
年
に
、
集
団
・
組
織
に
お
け
る
規
範
や
役
割
、
あ
る
い
は
支
配
と
従
属
の
構
造

を
修
得
さ
せ
る
訓
育
の
機
能
を
み
る
た
め
の
概
念
で
、
「
生
徒
指
導
」
、
「
管
理
教
育
」
な
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
に
関
連
す
る
学
校
教
育
の
様

態
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

コ
ー
ン
ら
に
よ
れ
ば
教
育
上
の
自
己
1
指
令
性
は
、
成
人
有
職
男
性
を
対
象
と
し
た
分
析
概
念
を
敷
街
し
、
学
校
を
主
た
る
生
活
の

〈

4
〉

場
と
し
て
課
題
遂
行
や
訓
練
を
行
な
っ
て
い
る
青
少
年
の
生
活
条
件
を
測
定
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
言
葉
ど
お
り
に
と

る
な
ら
ば
、
彼
ら
の
教
育
社
会
学
的
な
研
究
は
、
あ
く
ま
で
階
層
意
識
研
究
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
教
育
社
会
学
の
今

青少年の社会的態度の形成過程の分析枠組

目
的
な
課
題
に
端
を
発
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
コ

l
ン
ら
の
こ
う
し
た
教
育
社
会
学
的
な
関
心
は
、
彼
ら
と
極
め

て
親
和
的
な
枠
組
を
も
っ
て
、
同
時
代
の
ア
メ
リ
カ
の
学
校
教
育
を
批
判
的
に
検
討
し
た
、

S
・
ボ
ー
ル
ズ
と

H
・
ギ
ン
タ
ス
の
『
ア

メ
リ
カ
資
本
主
義
と
学
校
教
育
』
を
想
起
さ
せ
る
(
回
。
邑
2
2
ι
E
E
E
[
O旬

E])。
す
で
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ

て
き
た
よ
う
に
(
藤
田
[
前
掲
論
文
]
、
小
内
[
前
掲
論
文
]
、
志
水
宏
吉
[
同
富
己
、
池
田
寛

[
H
S
O
]
)
、
こ
の
研
究
で
は
ア
メ
リ
カ
の
学
校

教
育
は
、

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
の
体
制
に
「
対
応
」
し
て
、
階
層
的
秩
序
を
維
持
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
青
少
年
に
付
与
し
、
さ
ら
に

各
人
の
能
力
や
特
性
を
差
異
化
し
、
階
層
的
秩
序
の
再
生
産
と
そ
の
正
当
化
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
ボ

1
ル
ズ
ら
が
コ

l
ン
の
階
層
意
識
の
研
究
を
、
唯
一
の
実
証
的
裏
付
け
と
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る

よ
う
に
(
回
0
1
0
:
E
C
Z
Z
[
0勺

Z
H
t
l
E叶
]
)
、
両
者
は
と
も
に
、
意
識
の
階
層
差
(
自
己

i
指
令
的
志
向
性
)
が
、
職
業
生

第六章

活
に
「
対
応
」
し
た
学
校
教
育
の
条
件
(
教
育
上
の
自
己

l
指
令
性
)
に
よ
っ
て
、
青
少
年
期
に
形
成
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
議
論
を

展
開
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
九
八

0
年
代
に
な
っ
て
発
表
さ
れ
た
コ

l
ン
ら
の
教
育
社
会
学
的
な
研
究
は
、
同
じ
よ
う
に
一
九
七

137 

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
を
当
該
社
会
と
し
た
、
ボ
ー
ル
ズ
ら
の
「
対
応
原
理
」
を
実
証
す
る
研
究
と
し
て
解
釈
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
こ
と
か
ら
本
書
で
展
開
さ
れ
る
分
析
は
、
単
に
「
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
適
用
的
研
究
で
は
な
く
、
社
会
階
層
と
学
校
教

〈

5〉

育
の
関
連
を
論
じ
る
、
ボ
ー
ル
ズ
、
ギ
ン
タ
ス
の
議
論
の
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
検
証
と
な
っ
て
い
る
と
も
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

社会的態度の形成過程

さ
ら
に
学
校
教
育
の
諸
条
件
を
み
る
際
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
(
本
書
固
有
の
)
分
析
枠
組
と
は
別
に
、
非
常
に
顕
在
的
な
獲
得

的
属
性
を
二
つ
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
学
年
と
学
業
成
績
で
あ
る
。
だ
が
、
学
年
は
年
齢
と
、
学
業
成
績
は
知
的
資
質
と

高
い
相
関
関
係
に
あ
り
、
後
述
す
る
デ
ー
タ
解
析
に
お
い
て
は
、
学
年
と
年
齢
あ
る
い
は
知
的
資
質
と
学
業
成
績
の
厳
密
な
意
味
で
の

直
接
効
果
を
、
説
得
力
の
あ
る
方
法
で
分
割
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
操
作
上
は
「
年
齢
・
学
年
」
、
「
知
的
資
質
・
学
業
成

第二部

績
」
と
い
う
重
複
し
た
概
念
を
用
い
る
こ
と
と
し
、
効
果
に
つ
い
て
は
解
釈
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

捜
得
的
地
位

社
会
的
地
位
達
成
過
程
に
従
う
と
、
社
会
的
態
度
の
形
成
の
最
終
過
程
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
成
人
の
生
活
条
件
で
あ
る
。
こ
の
要

因
群
の
中
核
と
ま
る
の
が
、
職
業
階
層
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
こ
の
要
因
群
は
、
階
層
研
究
の
メ
イ
ン
の
領
域
に
あ
り
、
成
人
有
職

男
性
を
対
象
と
し
た
研
究
は
、
主
と
し
て
こ
の
獲
得
的
地
位
に
よ
る
社
会
意
識
形
成
の
効
果
の
有
無
を
検
討
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
家
族
周
期
か
ら
み
れ
ば
、
成
人
男
性
は
父
親
、
成
人
女
性
は
母
親
、
と
い
う
役
割
を
付
与
さ
れ
、
次
世
代
の
社
会
化
の
役
割

を
担
う
こ
と
に
な
り
、
成
人
の
社
会
的
態
度
は
、
再
ぴ
次
世
代
の
諸
個
人
に
と
っ
て
の
生
得
的
属
性
の
要
因
と
し
て
、
世
代
間
伝
達
の

機
能
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
獲
得
的
地
位
に
よ
る
社
会
意
識
形
成
は
、
ま
さ
に
本
舎
の
第
一
部
で
検
討
し
て
き
た
課
題
に
他
な
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
以

降
で
は
、
生
得
的
属
性
と
、
学
校
教
育
の
諸
条
件
に
つ
い
て
の
検
討
を
中
心
課
題
と
す
る
。



第
二
次
青
少
年
調
査
の
実
施

青
少
年
期
の
社
会
的
態
度
形
成
を
実
証
的
に
検
討
す
る
に
は
、
実
際
に
調
査
デ
ー
タ
を
獲
得
し
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
こ

れ
が
、
前
述
の
本
書
の
問
題
設
定
と
分
析
枠
組
に
適
う
も
の
で
あ
る
た
め
に
は
、
青
少
年
を
調
査
対
象
と
し
、
そ
の
両
親
の
主
観
的
要

因
、
家
庭
環
境
・
家
庭
の
階
層
的
条
件
、
そ
し
て
学
校
教
育
の
諸
条
件
に
つ
い
て
の
情
報
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、

コ
ー
ン
ら
の
「
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
研
究
の
面
接
調
査
、
さ
ら
に
は
直
井
優
、
直
井
道
子
ら
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
た
、
日
本
に
お
け
る
国
際
比
較
調
査
の
設
計
と
、
そ
の
後
の
様
々
な
知
見
を
活
用
し
な
が
ら
、
青
少
年
に
対
す
る
学
校
配

菅生年の社会的態度の形成過程の分析枠組

布
の
質
問
紙
調
査
を
設
計
・
実
施
し
た
(
一
九
九
二
年
)
。
こ
れ
が
「
青
少
年
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
」
(
以
下
、
第
二
次
青
少

年
調
査
と
す
る
)
で
あ
る
。

こ
の
調
査
は
青
少
年
自
身
の
様
々
な
意
識
と
、
青
少
年
を
と
り
ま
く
家
庭
や
学
校
に
お
け
る
生
活
環
境
に
つ
い
て
、
本
人
の
み
な
ら

ず
、
保
護
者
か
ら
も
情
報
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
一
家
族
内
の
男
性
保
護
者
、
女

性
保
護
者
、
対
象
青
少
年
の
三
者
を
一
単
位
と
し
た
デ
ー
タ
を
総
計
七
二
一
セ
ッ
ト
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
七
章
か
ら
第
十
章

ま
で
は
、
主
と
し
て
こ
の
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
に
基
づ
い
て
議
論
を
進
め
て
い
く
。
な
お
こ
の
調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
補
遺
に
示
し

て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

139 第六章

注
(
l〉

階
層
と
の
関
連
と
い
う
枠
組
を
外
し
た
場
合
、
成
人
女
性
、
特
に
専
業
主
婦
の
社
会
的
態
度
の
形
成
要
因
に
も
議
論
を
広
げ
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
だ
が
周
知
の
よ
う
に
、
女
性
は
、
そ
の
多
様
な
ラ
イ
フ
・
ス
タ
イ
ル
や
職
業
生
活
、
あ
る
い
は
ジ
ェ
ン
ダ
1
・
ロ
ー
ル
な
ど
が
原
因
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(
2
)
 と

な
っ
て
、
社
会
的
地
位
に
男
性
ほ
ど
明
確
な
定
義
を
与
え
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
成
人
女
性
の
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
は
、
階

層
と
の
関
連
に
注
目
す
る
成
人
有
職
男
性
の
そ
れ
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
態
度
形
成
に
あ
た
っ
て
成
人
男
女
が
共
有

す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
ず
、
男
性
と
女
性
で
は
議
論
が
断
絶
し
て
い
る
状
態
に
あ
る
。
し
か
し
、
男
性
と
女
性

で
は
権
威
主
義
的
態
度
の
形
成
過
程
が
〈
手
、
異
な
っ
て
い
る
在
ど
と
い
う
議
論
は
、
あ
ま
り
に
も
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
り
、
社
会
的
態
度
の
形
成

過
程
に
は
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
共
通
す
る
構
造
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
ゆ
え
に
青
少
年
の
社
会
的
態
度
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
男
女

が
ラ
イ
フ
・
コ

1
1
を
異
に
す
る
以
前
の
学
齢
期
に
、
男
女
が
共
有
し
て
い
る
、
あ
る
い
は
す
で
に
差
異
化
し
て
い
る
社
会
的
態
度
の
形
成
過

程
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
女
性
の
社
会
意
識
研
究
へ
の
ひ
と
つ
の
糸
口
と
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
の
関
心
は
引
き
続
き
、
階
層
意
識
と
し
て
分
析
さ
れ
て
き
た
複
数
の
社
会
的
態
度
に
あ
る
。
こ
の
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
を
含
め
て
、

性
格
の
社
会
的
形
成
の
過
程
は
、
広
く
は
社
会
化
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
(
菊
池
章
夫

[
3
8
]
)。
し
か
し
、
社
会
的
態
度
の
形
成

過
程
に
安
易
に
社
会
化
と
い
う
用
語
を
用
い
る
の
は
、
多
分
に
誤
解
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
。

社
会
化
と
呼
ば
れ
、
つ
る
過
程
の
大
部
分
は
、
社
会
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
技
能
や
情
緒
を
身
に
つ
け
、
社
会
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
形
成
す
る
、
成
熟
の
過
程
で
あ
る
。
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
成
熟
世
は
こ
の
場
合
、
基
礎
的
言
語
能
力
、
社
会
的
ス

キ
ル
、
制
度
や
規
範
の
獲
得
と
い
う
、
社
会
的
な
環
境
に
適
応
す
る
た
め
に
必
要
最
小
限
の
知
識
じ
能
力
を
身
に
つ
け
る
基
礎
的
な
社
会
化
の

こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
成
熟
の
過
程
と
到
達
点
に
は
個
体
差
が
あ
る
の
だ
が
、
成
熟
え
い
う
観
占
で
は
達
成
水
準
は
、
当
該
社
会
で
ほ
ぼ
共

有
さ
れ
て
い
る
た
め
、
差
異
化
の
過
程
で
は
な
く
画
一
化
の
過
程
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
社
会
化
に
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
に
適

応
し
う
る
画
一
的
な
「
規
格
」
を
身
に
つ
け
る
過
程
が
主
と
し
て
古
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
社
会
化
の
成
熟
と
し
て
の
側
面
は
、
発
達
心
理
学
の

領
域
で
研
究
さ
れ
、
ま
た
社
会
学
で
は
、
社
会
化
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
側
の
役
割
に
注
目
し
た
、
家
族
社
会
学
や
学
校
教
育
の
研
究
に
お
い
て
扱

わ
れ
る
。
た
と
え
ば
パ

l
ソ
ン
ズ
が
、
家
族
、
と
く
に
両
親
の
基
本
的
機
能
と
し
て
強
調
す
る
、
「
子
ど
も
が
真
に
自
分
の
生
ま
れ
つ
い
た
社

会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
よ
う
に
行
わ
れ
る
基
礎
的
な
社
会
化
」
(
司
君

0
5
[お
印
由
]
)
は
、
こ
の
成
熟
の
側
面
を
主
と
し
て
扱
っ
た
議
論
と
い

え
る
。こ
れ
に
対
し
、
社
会
的
態
度
の
形
成
は
、
確
か
に
社
会
化
に
含
ま
れ
は
す
る
が
、
成
熟
の
側
面
は
ほ
と
ん
ど
も
っ
て
い
な
い
。
実
際
、
「
基



礎
的
言
語
能
力
の
成
熟
」
と
い
、
つ
表
現
は
存
在
す
る
が
、
「
権
威
主
義
的
性
格
の
成
熟
」
と
い
う
表
現
は
あ
ま
り
適
切
で
は
な
い
の
は
明
ら
か

で
あ
ろ
、
っ
。
ま
た
社
会
的
態
度
の
形
成
に
は
、
遅
滞
や
未
成
熟
と
い
う
概
念
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
こ
れ
は
社
会
的
態
度
の
形
成
が
、
基
礎
的

な
社
会
化
で
あ
る
成
熟
と
は
異
な
っ
て
、
い
わ
ば
「
オ
プ
シ
ョ
ン
」
で
設
定
す
る
人
格
特
性
で
あ
り
、
所
詮
は
そ
の
傾
向
が
高
く
て
も
低
く
て

も
、
基
礎
的
な
社
会
生
活
は
営
め
る
と
い
う
付
加
的
な
特
性
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
は
い
っ
て
み
れ
ば
「
個
性
化
」
の
過
程
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

膏少年の杜会的態度の博成過程の分析枠組

そ
し
て
、
社
会
的
態
度
の
傾
向
は
一
人
ひ
と
り
異
な
っ
て
お
り
、
社
会
全
体
に
お
い
て
傾
向
の
差
異
が
み
ら
れ
、
分
布
に
大
き
な
ば
ら
つ
き

が
あ
る
が
ゆ
え
に
、
本
書
の
よ
う
な
研
究
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
も
し
基
礎
的
な
言
語
能
力
の
よ
う
に
、
達
成
水
準
が
ほ
ぼ
一
定
で
あ
れ

ば
、
社
会
的
態
度
の
分
布
を
検
討
す
る
意
味
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
は
、
画
一
化
と
い
う
観
点
か
ら
で
は

な
く
、
差
異
化
、
個
性
化
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
さ
れ
る
性
質
の
議
論
な
の
で
あ
り
、
実
際
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
そ
の
差
異
の
様
態
を
み
よ
う

と
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
基
礎
的
な
社
会
化
で
あ
る
成
熟
と
本
書
の
関
心
と
は
明
確
に
異
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
社
会
化
で
も
職
業
的
社
会
化
や
、
政
治
的
社
会
化
な
ど
の
、
諸
個
人
の
特
性
の
差
異
化
の
過
程
に
対
す
る
関
心
に
基
づ
く
も

の
は
、
本
書
で
扱
う
社
会
的
態
度
の
形
成
と
関
連
し
た
議
論
で
あ
る
が
、
発
達
心
理
学
や
家
族
社
会
学
で
扱
わ
れ
る
よ
う
な
、
画
一
的
な
成
熟

の
過
程
は
、
本
書
に
お
け
る
関
心
と
は
若
干
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
。
要
す
る
に
、
本
書
の
枠
組
は
、
一
般
的
な
社
会

化
で
は
な
く
、
社
会
意
識
論
の
関
心
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
本
文
中
に
お
い
て
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
書

に
お
け
る
「

O
Oと
い
う
要
因
は

O
Oと
い
う
社
会
的
態
度
の
形
成
に
効
果
を
も
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
言
説
は
、
正
確
に
は
「

O
Oと
い
う

要
因
は

O
Oと
い
う
社
会
的
態
度
を
差
異
化
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

(
3
)
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と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
に
特
有
の
概
念
を
日
本
語
に
直
訳
し
た
表
現
で
は
、
独
創
的
で
扱
い
に
く
い
も
の
よ
う
に
み
え
、
日
本
社
会
の
学

校
教
育
の
今
目
的
課
題
と
の
関
連
が
明
確
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
書
で
、
こ
の
=
一
概
念
の
測
定
上
の
定
義
は
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
と
し

て
、
概
念
の
事
実
上
の
意
味
に
基
づ
い
た
訳
語
を
あ
て
る
こ
と
に
し
た
。
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(
4
)
 
彼
ら
が
理
論
的
に
想
定
し
て
い
る
、
人
聞
は
主
た
る
生
活
場
面
で
の
経
験
か
ら
心
理
的
特
性
を
獲
得
し
、
他
の
生
活
局
面
で
の
行
動
基
準
に

一
般
化
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
「
学
習
一
般
化
」
が
、
学
校
教
育
の
場
面
で
は
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
的
に
あ
て
は
ま
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
分

析
枠
組
は
、
実
際
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る

(
Z
E
E
-
問
。
官
官
品
印
o
r
o
o
-
2
[お∞印])。

も
っ
と
も
、
こ
れ
か
ら
展
開
さ
れ
る
の
は
、
一
九
七
0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
の
社
会
事
象
を
理
解
す
る
枠
組
を
、
一
九
九
0
年
代
的
日
本
社
会

に
、
単
な
る
理
論
的
紹
介
で
は
な
く
実
証
研
究
と
し
て
導
入
し
、
定
位
さ
せ
る
試
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
校
教
育
の
諸
条
件
を
分
析
す
る

際
に
は
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
、
学
校
教
育
の
管
理
性
、
学
校
教
育
の
単
調
性
と
い
う
よ
う
な
、
こ
の
分
野
の
研
究
で
は
や
や
耳
慣
れ
な
い
な

い
概
念
を
操
作
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と
が
欧
米
産
の
理
論
の
視
点
を
導
入
し
つ
つ
、
現
代
日
本
社
会
に
固
有
の
問
題
を
見
据
え
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
理
論
を
構
築
す
る
試
み
(
菊
池
城
司

P
S己
)
と
理
解
さ
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
社
会
学
的
な
関
心
に
発
し
た
こ

の
青
少
年
の
串
思
議
調
査
が
、
「
高
踏
的
実
証
主
義
」
に
止
ま
ら
ず
、
「
再
生
産
論
」
の
実
証
的
な
検
討
に
、
わ
ず
か
ば
か
り
で
も
貢
献
し
う
る
こ

と
を
望
み
た
い
。

( 

5 

第二部



第
七
章

社
会
的
態
度
の
世
代
間
関
係

親
子
三
者
聞
の
相
関
関
係

分
析
設
計
と
サ
ン
プ
ル
の
特
性

親
子
三
者
相
関

青
少
年
の
社
会
意
識
形
成
を
考
え
る
場
合
に
は
、
必
然
的
に
家
族
(
と
り
わ
け
両
親
)
と
学
校
教
育
機
関
と
い
う
二
つ
の
社
会
化
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
の
影
響
力
に
関
心
が
お
か
れ
る
が
、
ま
ず
こ
の
章
で
は
両
親
の
社
会
的
態
度
に
注
目
し
、
社
会
的
態
度
の
世
代
間
関
係
を

分
析
す
る
。
分
析
に
は
第
二
次
青
少
年
調
査
(
補
遺
参
照
)
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
。
こ
の
問
題
設
定
は
ま
た
、
社
会
意
識
形
成
の
理
論

と
家
族
社
会
学
や
再
生
産
論
と
の
接
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
こ
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
引
き
続
く
社
会
的
態
度
の
形

成
過
程
の
因
果
分
析
の
準
備
作
業
に
も
な
る
。

す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
が
採
用
し
て
き
た
の
は
、
父
親
、
母
親
、
青
少
年
の
三
者
の
同
質
の
社
会

的
態
度
を
測
定
し
、
三
者
間
の
相
関
係
数
を
検
討
す
る
と
い
う
分
析
枠
組
で
あ
る
(
吉
川
・
尾
嶋
・
直
井
優
[
前
掲
論
文
]
、
尾
嶋
・
吉
川
・

直
井
優

[
H
S
S
)
。
そ
し
て
本
書
で
も
こ
の
分
析
枠
組
を
、
世
代
間
移
動
表
分
析
に
お
け
る
「
事
実
移
動
」
の
よ
う
に
、
態
度
の
世
代

143 
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間
関
係
を
記
述
す
る
基
本
的
で
簡
明
な
切
り
口
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
分
析
枠
組
で
は
、
父
親
と
母
親
の
影
響
力
を

〈

1
)

算
出
・
比
較
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
副
次
的
に
父
親
と
母
親
の
問
の
社
会
的
態
度
の
相
関
係
数
も
算
出
さ
れ
る
た
め
、
社
会
的
態
度

の
共
変
関
係
か
ら
家
族
関
係
を
探
る
新
た
な
視
点
を
提
示
す
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

も
っ
と
も
、
同
一
家
族
中
の
三
名
(
父
・
母
・
子
)
を
対
象
者
と
し
て
、
全
く
同
一
の
質
問
を
す
る
、
と
い
う
特
殊
な
調
査
設
計
の

日
本
の
社
会
学
の
領
域
で
は
海
野
道
雄
ら
の
継
続
研
究
(
海
野
・
片
瀬
一
男
繍

[
H
3
2
)
、
お
よ
び
わ

(
2
)
 

れ
わ
れ
の
研
究
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
も
の
の
、
直
接
の
先
行
研
究
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。

デ
ー
タ
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
、

第二部

子
」は分

セじ折
ツめサ
トにン
は分プ
六析ル
八対の
ハ翠刊

サ E 性
ン在

プ孟
Jレ芸手

でふ
あ(牟
苧と

dペ、

空翁

夏母
3f親
?の
の-

Z芸
高舎
は署
高?
校 J

止プ
-lj-を

与語
i"， 't生
にを
工確
業認
高し
校て
のお(
生<2社。

が対
含象
まと
れな
でる
い「
る親

た
め
、
男
子
生
徒
が
四
一
二
名
、
女
子
生
徒
が
二
七
四
名
で
、
ほ
ぼ
六
対
四
の
比
率
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
青
少
年
の
学
年
構
成
は
、

中
学
生
が
各
学
年
一

O
%強
、
高
校
生
が
各
学
年
二

O
w
m強
の
比
率
と
な
っ
て
お
り
、
中
学
生
と
高
校
生
の
比
率
は
ほ
ぼ
、

対

で

あ
る
。次
に
青
少
年
の
家
族
の
特
性
で
あ
る
が
、
こ
の
サ
ン
プ
ル
で
は
両
親
と
子
ど
も
の
み
で
構
成
さ
れ
る
核
家
族
が
三
六
九
世
帯
で
、
全

体
の
半
数
強
、
残
り
が
祖
父
・
祖
母
な
ど
と
同
居
し
て
い
る
「
非
」
核
家
族
で
あ
る
。
調
査
対
象
は
中
高
生
を
も
っ
夫
婦
同
居
の
家
族

に
限
定
さ
れ
て
お
り
、

い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
サ
ン
プ
ル
に
は
単
独
世
帯
や
、
夫
婦
の
み
の
世
帯
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
一

般
的
に
い
わ
れ
る
核
家
族
率
と
比
較
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
が
、
サ
ン
プ
ル
が
地
方
居
住
の
世
帯
に
若
干
偏
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
直
系
家
族
を
主
体
と
し
た
拡
大
家
族
の
比
率
が
や
や
多
い
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
青
少
年
の
両
親
の
特
性
に
つ
い
て
も
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
と
、
父
親
、
母
親
の
年
齢
は
、
父
親
が
四
五
・
九
歳
、
母
親
が



四
三
・
O
歳
(
平
均
値
)
と
、

一
二
歳
1
一
八
歳
の
就
学
中
の
子
ど
も
を
も
っ
夫
婦
と
し
て
、
ほ
ぽ
予
測
ど
お
り
の
値
と
な
っ
て
い
る
。

分
布
は
父
、
母
と
も
平
均
値
の
周
辺
五
l
六
歳
の
聞
に
七
O
%
程
度
が
集
中
し
た
形
状
を
し
て
お
り
、
成
人
を
直
接
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し

た
調
査
デ
ー
タ
よ
り
も
当
然
な
が
ら
レ
ン
ジ
が
狭
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
世
帯
収
入
の
サ
ン
プ
ル
平
均
値
は
約
七
六
O
万
円
で
あ
り
、

(
5
V
 

こ
の
年
齢
で
学
齢
期
の
子
ど
も
を
も
っ
世
帯
の
収
入
と
し
て
は
や
や
高
い
値
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
こ
の
サ
ン
プ
ル
世
帯
の
階
層
的
地
位
を
代
表
す
る
指
標
と
し
て
、
父
親
の
職
業
を

S
S
M職
業
人
分
類
に
よ
っ
て
示
し
て
お

く
。
表
7

1
に
よ
れ
ば
、
管
理
職
が
約
二
O
%
と
や
や
多
い
こ
と
が
目
に
つ
く
。
し
か
し
一
九
八
五
年
5
5
M調
査
を
基
準
調
査
と

し
て
、
向
調
査
の
年
齢
別
分
析
の
結
果
と
比
較
す
る
と
、
表
7
1
1と
類
似
し
た
分
布
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
父

親
の
年
齢
が
四
五
歳
周
辺
で
あ
る
と
い
う
特
性
を
考
慮
す
る
と
、
ほ
ぽ
標
準
的
な
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
(
盛
山
和
夫
・

都
築
一
治
・
佐
藤
嘉
倫

[
H
g
g
)
。
ま
た
地
方
居
住
者
が
多
い
わ
り
に
は
、
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
層
の
割
合
が
高
く
(
約
五
六
・
九
%
)
、

(
6
)
 

農
業
の
比
率
(
三
・
園
出
)
も
全
国
平
均
並
み
で
意
外
に
少
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

社会的態度の世代間間部

専門職

管理職・経営者

事務職

販売職

執練マニュアル職

半熟緯マニュアル職

非熟輔マニュアル職

農業

DK.NA 

分析対象世帯の職業階層構成

比率(%)

7.5 

20.5 

16.2 

12.7 

23.8 

13.8 

2.1 

3.4 

ザンプル量

47 
128 

101 

79 

148 

86 

13 

21 

63 

第七章

表ト1

145 

100.0 

る
。
三
者
別
々
の
心
理
局
面
の
三
者
相
関
関
係
を
み
た
の
で
は
、
数
値
の
意
味
の
検
討
の

社
会
的
態
度
の
親
子
三
者
の
相
関
関
係

686 

五
つ
の
社
会
的
態
度

本
舎
で
は
社
会
的
態
度
を
潜
在
因
子
と
し
て
扱
っ
て
き
た
が
、
そ
の
際
、
先
行
研
究
と

の
比
較
の
可
能
性
を
失
わ
な
い
範
囲
で
測
定
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
き
た
。
こ
こ
で
の
分

析
で
は
こ
う
し
た
配
慮
に
加
え
て
、
父
親
、
母
親
、
青
少
年
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の

計

同
一
側
面
(
同
じ
因
子
構
造
の
態
度
尺
度
)
を
測
定
す
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
な
条
件
と
な

合
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し
ょ
う
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
確
証
的
因
子
分
析
の
測
定
モ
デ
ル
が
こ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
に
、
本

〈

7
)

章
の
論
点
で
あ
る
親
子
吉
一
者
間
の
相
関
係
数
を
検
討
す
る
と
い
う
手
順
を
と
る
こ
と
に
す
る
。

目
的
概
念
と
な
る
社
会
的
態
度
は
、
第
三
章
で
検
討
し
た
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
、
集
団
同
調
性
、
自
己
確
信
性
に
、
生
活
満
足
度

と
不
安
感
を
加
え
た
五
っ
と
す
る
。
そ
れ
ぞ
札
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
・
紹
介
し
て
お
く
。

① 

権
威
主
義
的
伝
統
主
義

第
三
章
で
分
析
し
た
概
念
と
同
様
の
態
度
尺
度
を
測
定
す
る
。
(
六
五
頁
参
照
)

第二部

② 

集
団
同
間
性

第
三
章
で
分
析
し
た
概
念
と
同
様
の
態
度
尺
度
を
測
定
す
る
。
(
六
七
頁
参
照
)

③ 

霊
感

(
8
)
 

不
安
感
は
、
対
象
者
が
意
識
と
し
て
感
じ
て
い
る
、
漠
然
と
し
た
無
力
感
や
不
安
感
を
概
念
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
職

業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
で
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
の
構
成
要
素
と
さ
れ
て
い
る
不
安
感
因
子
に
倣
っ
た
測
定
を
行
な
う
。
こ
の
概
念
は
、

分
析
上
は
社
会
的
態
度
と
し
て
扱
わ
れ
る
が
、
具
体
的
な
社
会
的
行
為
を
前
提
と
し
た
心
的
準
備
状
態
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
精
神

状
態
と
し
て
の
側
面
が
強
く
、
情
緒
的
な
安
定
性
を
測
定
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
不
安
感
と
い
う
マ
イ
ナ

ス
の
方
向
か
ら
の
命
名
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
裏
返
せ
ば
安
心
感
で
あ
り
、
感
情
の
安
定
性
あ
る
い
は
、
心
理
的
な
緊
張
(
弛
緩
)
状

態
の
尺
度
で
あ
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
と
く
に
青
少
年
に
つ
い
て
は
、
人
格
形
成
期
の
諸
個
人
の
精
神
状
態
が
社
会
的
要
因
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
関
心
が
も
た
れ
る
。
ま
ず
こ
の
章
で
は
家
族
、
殊
に
両
親
の
役
割
で
あ
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
安
定
化
や
情
緒
的
紐

帯
の
維
持
機
能

9
2
0
5
[
H
u
g
]
)
を
親
子
三
者
の
不
安
(
安
心
)
感
の
共
変
関
係
か
ら
検
討
す
る
。

な
お
測
定
に
用
い
る
質
問
項
目
は
、
図
7
1
3
に
略
述
さ
れ
て
い
る
一
一
項
目
で
あ
る
。



④ 

自
己
確
信
性

第
三
章
で
分
析
し
た
概
念
と
同
様
の
態
度
尺
度
を
測
定
す
る
。
(
六
人
頁
参
照
)

⑤ 

生
活
満
足
度

満
足
度
は
、
社
会
的
資
源
や
生
活
機
会
に
対
す
る
欲
求
水
準
を
ど
の
程
度
達
成
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
の
主
観
的
な
判
断
で
あ

る
。
そ
し
て
「
収
入
」
、
「
生
活
」
、
「
社
会
」
、
「
く
ら
し
む
き
」
な
ど
の
階
層
に
関
連
す
る
生
活
局
面
に
つ
い
て
測
定
さ
れ
た
尺
度
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
者
の
関
心
に
応
じ
て
用
い
ら
れ
て
き
た
(
海
野
・
斎
藤
友
星
子
ロ

SD]
、
坂
元
[
前
掲
論
文
]
、
斎
藤

[Hg∞
]
、
片
瀬

[
H

申∞∞]

同
事
由
]
、
間
々
回
[
前
掲
論
文
]
)
。

た
だ
し
青
少
年
の
満
足
度
の
研
究
は
、
社
会
学
的
視
点
で
は
あ
ま
り
積
極
的
に
は
行
な
わ
れ
て
き
て
い
な
い
。
階
層
と
の
関
連
が
成

一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
成
人
有
職

男
性
で
は
社
会
階
層
を
は
じ
め
と
し
た
、
社
会
・
経
済
的
な
(
つ
ま
り
家
庭
外
の
)
形
成
要
因
に
重
点
を
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
き
た

人
よ
り
は
薄
い
と
考
え
ら
れ
る
青
少
年
の
生
活
満
足
度
は
、

(
第
五
章
参
照
)
生
活
満
足
度
は
、
情
緒
的
紐
帯
を
維
持
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
家
族
内
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
親
子
聞
で
は
ど
の

社会的態度の世代間関留、

よ
う
に
関
連
し
、
共
有
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
満
足
度
は
裏
返
せ
ば
不
満
感
と
し
て
の
側
面
を
も
っ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

特
に
青
少
年
に
つ
い
て
は
、
何
が
青
少
年
の
不
満
感
を
生
起
さ
せ
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
収
入
」
や
「
生
活
全
般
」
な
ど
の
階
層
構
造
に
直
結
し
た
ト
ピ
ァ
ク
に
対
す
る
満
足
度
の
み
な
ら
ず
、
「
学
校
教
育
」
や

第七章

「
家
庭
」
と
い
っ
た
生
活
局
面
も
ト
ピ
ッ
ク
に
含
め
た
、
総
合
的
な
生
活
満
足
度
の
態
度
因
子
を
構
成
し
、
親
子
三
者
の
関
係
を
検
討

す
る
こ
と
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、
父
親
、
母
親
、
青
少
年
の
三
者
に
共
通
し
て
測
定
で
き
る
生
活
局
面
で
あ
る

ω生
活
全
般
、

ω家

庭
環
境
、

ω学
校
生
活
・
仕
事
、

ω自
分
自
身
の
友
人
関
係
、
同
親
子
関
係
に
対
し
て
「
:
ど
の
程
度
満
足
し
て
い
ま
す
か
」
と
い
う

質
問
文
で
、
「
満
足
」
/
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
」
/
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
/
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
」
/
「
不
満
」

147 

の
五
つ
の
選
択
肢
か
ら
回
答
を
求
め
る
形
式
の
質
問
項
目
を
設
計
し
、
こ
れ
ら
五
項
目
を
測
定
に
用
い
た
。
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権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
測
定
モ
デ
ル

{
9
v
 

ま
ず
図
7
I
1
の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
親
子
三
者
の
測
定
モ
デ
ル
(
確
証
的
因
子
分
析
モ
デ
ル
)
を
み
て
い
く
。
は
じ
め
に
、

こ
れ
か
ら
用
い
る
親
子
三
者
モ
デ
ル
の
基
本
的
な
構
造
を
説
明
し
て
お
こ
う
。
こ
の
モ
デ
ル
で
は
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
測
定
項
目

が
三
者
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
九
l
一
0
項
目
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
項
目
に
対
す
る
三
者
の
回
答
傾
向
に
、
図
中
の
楕
円
内
に
示
し

て
い
る
三
つ
の
潜
在
的
因
子
「
青
少
年
の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
」
、
「
父
親
の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
」
、
「
母
親
の
権
威
主
義
的
伝
統

主
義
」
が
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
と
し
て
確
証
的
因
子
分
析
モ
デ
ル
を
構
成
す
る
。
測
定
さ
れ
る
潜
在
概
念
が
別
々
の
主
体
(
父
・

第二部

母
・
子
)
の
意
識
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
こ
れ
は
第
三
章
で
示
し
た
図
3
1
1と
同
様
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。

こ
の
モ
デ
ル
の
場
合
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
で
因
子
負
荷
量
(
図
中
の
質
問
項
目
の
右
に
示
し
た
数
値
)
は
ほ
ぼ
パ
ラ
レ
ル
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
三
者
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
同
一
側
面
を
計
測
し
て
い
る
こ
と
を
ま
ず
確
認
で
き
る
。
ま
た
モ
デ
ル
全
体
の
適
合

度
の
指
標
も

H
ぐ
品
目

H同
町
四
胡

O
E
H
U
F
〉

O
E
M
S
ψ
回
忌
同

u
gと
十
分
な
値
を
示
し
て
お
り
、
モ
デ
ル
に
と
っ
て
外
生
的
な
共
分

散
を
処
理
す
る
誤
差
相
関
を
全
く
仮
定
せ
ず
、
比
較
的
単
純
な
モ
デ
ル
構
造
に
留
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
測
値
に
よ
く
適
合

(
叩
)

す
る
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
有
意
性
は

t
検
定
の
結
果
を
括
弧
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。

こ
の
三
者
の
社
会
的
態
度
の
聞
に
は
ど
の
よ
う
な
相
関
関
係
が
あ
る
の
か
が
、
こ
こ
で
最
も
関
心
を
も
た
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
を

示
す
値
は
、
測
定
さ
れ
た
潜
在
概
念
聞
の
標
準
化
さ
れ
た
共
分
散
、
つ
ま
り
相
関
係
数
と
し
て
弓
な
り
の
矢
印
の
と
こ
ろ
に
示
さ
れ
て

い
る
。
図
7

1

の
モ
デ
ル
で
は
、
ま
ず
父
母
問
で
き
と
高
い
正
の
相
関
関
係
を
示
し
て
お
り
、
母
子
聞
で
谷
、
父
子
聞
で
お

と
い
ず
れ
も
有
意
な
正
の
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
夫
婦
問
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
除
外
し
て
論
じ

る
な
ら
ば
、
こ
の
モ
デ
ル
で
は
母
子
聞
で
比
較
的
「
親
密
な
」
関
係
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
す
べ
き
発
見
で
あ
ろ
う
。
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図7-1 権威主義的伝統主義の三者の測定モデル

e→子供は両親仁対して絶対服従すべきである 63 

e→権威ある人には常に敬意をはらうべきだ 50 

e→以前からなされてきたやり方を守る 54 

e→伝統慣習に Lたがったやり方をとるべきだ 42 

e→指導者や専門家に頼ることが重要である 49 

c→婚前空捗のあった女性を草散しない .39 

e→性犯罪には艦罰を科すべきだ 30 

c→良い指導者は下の者に対して厳格であるべきだ 35 

e→先祖代々と同じやり方をとるべきだ 50 

e→青少年に有害な本は読ませるべきではない 32 

.19 

e→子棋は両親に対して絶対服従すべきである 62 

。→権威ある人には常に敬意をはらうべきだ 49 

c→以前からなされてきたやり方を守る 63 

e→伝統慣習にLt"がったやり方をとるべきだ 46 

e→指導者や専門家に頼ることが重要である 53 29 

e→婚前交渉のあった女性を尊敬しない 40 

e→性犯罪には世間を科すべきだ 44 

e→良い指導者は下町者に対して厳格であるべきだ 49 

e→先祖代々と同じやり方をとるべきだ 54 

e→子供は両親に対して絶対服従すべきである 62 

e→権威ある人には常に敬意をはらうべきだ 54 

e→以前からなされてきたやり方を守る 64 

。→伝統慣習にLたがったやり方をとるべきだ 45 

e→指導者や専門家に頼ることが重要である 43 

e→婚前交渉のあった女性を尊敬しない 44 

c→性犯罪には厳罰を科すべきだ 44 

e→良い指導者は下町者に対して厳格であるべきだ .62

e→先祖代々と閉じやり方をとるべきだ 43 

( )は 5%水準で有意ではない植を示す。
N"S20 X2=571.9 d.f.(自由度)~346 X'/d.fA.65 GF1~.93 AGF1~.92 RMR~.05 
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青
少
年
の
集
由
同
調
性

集団同調性の三者の測定モデル

51 

図7-2

e→自分の親戚と考え方が同じである

61 e→自分の友人と考え方が同じである

59 e→自分と同じ宗教の人と考え方が同じである

(.05) 

父
親
の
集
団
同
調
性

70 

79 

e→日本社会全体と考え方が同じである

e→自分の親戚と考え方が同じである

.70 e→自分の友人と考え方が同じである

.68 e→自分と同じ宗教の人と考え方が閉じである

.60 e→日本社会全体と考え方が同じである

60 e→自分の親戚と考え方が同じである

69 e→自分の友人と考え方が同じである

69 e→自分と同巳宗教の人と考え方が同じである

50 e→日本社会全体と考え方が同じである

( )は5%水準で有意ではない憧を示す。
N"'377 X2=73.9 d.f.=51 X2/d.f.=1.45 GFI=.97 

集
団
同
調
性
の
測
定
モ
デ
ル

続
い
て
集
団
同
調
性
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
集

団
向
調
性
の
三
者
の
測
定
モ
デ
ル
は
図
7
1
2
に

示
し
て
い
る
。
モ
デ
ル
の
基
本
的
な
構
造
は
図
7

RMRo.03 

ー

l
と
共
通
で
あ
り
、
こ
の
概
念
は
三
者
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
四
項
目
か
ら
測
定
さ
れ
て
い
る
。
図

子
負
荷
量
は
三
者
の
聞
で
ほ
と
ん
ど
パ
ラ
レ
ル
で

AGFlo.95 

てこ
いの
る概

品を
断三
で者
き(に
る且つ。u、
こて
の同
モー
デ側
jレ面
のを
適測
合定
度し

lま

H
M
¥ハ
日
『

"
H
A
F
印
噂

同
日
品
問
H
O
臼
と
い
ず
れ
も
十
分
な
値
を
示
し
て
お

の
司
H
H

由ア

〉
の
司
同
日
申
少

り
、
適
切
な
概
念
測
定
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

」
の
モ
デ
ル
か
ら
は
、
夫
婦
問
で
は
有
意
な
正

の
相
関
関
係

(
N
寸
)
が
あ
る
が
、
親
子
聞
で
は

父
子
問
、
母
子
関
と
も
に
低
い
値
で
、
有
意
な
関

係
に
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
集
団
に
対

す
る
向
調
傾
向
は
夫
婦
問
で
は
共
変
関
係
に
あ
る

も
の
の
、
親
子
聞
で
は
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い
の



で
あ
る
。

不
安
感
の
測
定
モ
デ
ル

次
に
不
安
感
の
三
者
の
測
定
モ
デ
ル
(
図
7
3
)
を
み
よ
う
。
不
安
感
は
三
者
そ
れ
ぞ
れ
一
一
項
目
か
ら
測
定
さ
れ
て
お
り
比
較

的
大
き
な
測
定
モ
デ
ル
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
の
因
子
負
荷
量
を
検
討
す
る
と
、

い
ず
れ
も
安
定
し
て
有
意
な
高
い

値
を
示
し
、
三
者
の
社
会
的
態
度
の
同
一
側
面
に
つ
い
て
適
切
な
測
定
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
モ
デ
ル
全
体
の
適
合
度

も、

H
N
注目

A
混
入
U
司

Hug-
〉
の

E
H∞
戸

HNZ同
H
2と
、
い
ず
れ
も
十
分
な
値
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
モ
デ
ル
か
ら
は
不
安
感
に
つ
い
て
も
、
夫
婦
問
で
立
と
い
う
有
意
な
正
の
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
親
子
聞
を
み

る
と
母
子
問
で
は
有
意
な
相
関
関
係
は
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、
父
子
問
で
は
わ
ず
か
な
が
ら
有
意
な
正
の
相
関
関
係
(
包
)
が
あ
る
。

接
触
時
聞
が
は
る
か
に
長
い
母
子
間
で
は
な
く
、
父
子
聞
に
有
意
な
相
関
関
係
が
み
ら
る
こ
と
は
予
想
外
の
結
果
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
慎
重
に
議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

社会的態度の世代間関係

自
己
確
信
性
の
測
定
モ
デ
ル

続
い
て
、
図
7
1
4
に
示
し
た
自
己
確
信
性
の
三
者
の
測
定
モ
デ
ル
を
み
よ
う
。
自
己
確
信
性
は
三
者
そ
れ
ぞ
れ
五
項
目
か
ら
測
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
概
念
も
、
三
者
と
も
に
高
い
因
子
負
荷
量
に
よ
っ
て
同
一
側
面
が
測
定
さ
れ
て
い
る
。
モ
デ
ル
全
体
の
適
合
度
も
、

H
ぐ

E
H
E
P
の
E
H
S二
目
。
百
HgLN]孟
同
"
。
品
と
、
十
分
な
値
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
モ
デ
ル
で
も
、
夫
婦
問
で
正
の
相
関
関
係

(
N
C
)

が
み
ら
れ
る
。
ま
た
親
子
聞
で
は
、
母
子
聞
で
一

O
%水
準
で
有
意
な
正

第七章

の
相
関
関
係

(HN)
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
父
子
問
で
は
有
意
な
関
係
は
み
ら
れ
ず
、
相
関
関
係
は
父
子
問
、
母
子
聞
と
も
に
予
想

151 

以
上
に
低
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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社会的態度の形成過程

青
少
年
の
不
安
感

第二部

図7-3 不安感の三者の測定モデル

e→自分がだめになってしまうと感じるよ二とがある 69 

e→意気消沈L、Lょげかえってしまうことがある 70 

e→不安になったり悩んだりすることがある .68 

e→理由もなく何か不安に思うことがある .65 

e→気ぜわLくてじっと座っていられないことがある 31

e→伺かの思いや考えにとりつかれて通れられない 66 

e→何事もつまらないと感じることがある 45 

e→自分が無力だと感じることがある 52 

e→間遭ったことをしたと思うことカをある 54 

e→世の中はわけがわからないと感じることがある 50 

e→生きていく目標があまりないと感じることがある 54

父
親
の
不
安
感

e→自分がだめになってLまうと感じることがある 75 

e→意気消沈し、 Lょげかえってしまうことがある 75 

6→不安になったり悩んだりすることがある 68 

e→理由もなく怖か不安に思うことがある 64 

e→気ぜわLくてじっと座っていられないことがある 41

e→何かの思いや考えにとりつかれて逃れられない 64 

e→何事もつまらないと感じることがある 64 

e→自分が無力だと感じることがある 51 

e→間追ったことをしたと思うことがある 62 

e→世の中はわけがわからないと略じることがある 48 

e→生きていく目標があまりないと感じることがある 62

e→自分がだめになってLまうと感じることがある .77 

e→意気消沈し、しょげかえってLまうことがある 。76

C→不安になったり悩んだりすることがある 。74

e→理由もな〈何か不安に思うことがある .64 

e→気ぜわLくてじっと座っていられないことがある 35

e-何かの思いや考えにとりつかれて迫れられない 62 

e→何事もつまらないと感じることがある 59 

e→自分が無力だと感じることがある 55 

6→間違ったことをしたと思うことがある 61 

6→世町中はわけがわからないと感じることがある 51 

6→生きていく目標があまりないと感じることがある 52

( )は5%水準で有意ではない憧，ただ1..*は10%水準で有意な憧を示す。
N=500 X2=966.0 d.f.=492 X2/d.f.=1.96 GFI=.89 AGFI=.87 RMR=.04 

母
親
の
不
安
感



社会的態度の世代間関部第七章153 

12ホ

自己確信性の三者の測定モデル

67 

54 

55 

36 

e→自分を好ましい人間だと思う

e→自分は他の人と同じくらい価植のある人間だ

e→たいていのことなら他の人と同じくらいできる

e→計画をたて机ぱなしとげられると硲惜している

e→本当に確信のもてることがらはほとんどない

図7-4

父
親
の
自
己
確
信
性

-.33 

68 

37 

54 

69 

e→自分を妻子ましい人間だと思う

e→自分は他の人と同じくらい価憧のある人間だ

e→たいていのことなら他の人と同じくらいできる

e→計画をたでればなしとげられると確信している

e→本当に確信のもてることがらはほとんどない

母
親
の
自
己
確
信
性

-.32 

53 

42 

55 

66 

e→自分を好ましい人間だと思う

e→自分は旭町人と同じくらい価値のある人間だ

e→たいていのことなら他の人と閉じくらいできる

e→計画をたてればなLとげられると確信している

e→本当に確信のもてることがらはほとんどない 33 

生
活
満
足
度
の
測
定
モ
デ
ル

最
後
に
図
7
1
5
に
示
し
た
生
活
満
足
度
の
測
定

モ
デ
ル
を
み
て
い
こ
う
。
モ
デ
ル
全
体
の
適
合
度
は

H
N
¥島
町

H
ω
c
u
e
。
司

T
e
?
?
〉
の
司

T
由

up
同
室
開
H
C
A
H

( )は5%水識で有意ではない値，ただしホは10%水単で有意な憧を示す。
N=601 X2=147.4 d.f.=87 X2/d.f.=1.69 GFI=.97 AGFI=.96 RMR=.04 

と

で
よ
同
の
値
は
そ
れ
ほ
ど
よ
く
は
な
い
も
の

の
、
十
分
な
値
を
示
し
て
い
る
。
因
子
負
荷
量
は
全

て
の
項
目
に
つ
い
て
高
い
値
を
示
し
て
お
り
、
誤
差

の
少
な
い
測
定
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
三
者
の
因
子
構
造
も
ほ
ぼ
パ
ラ
レ
ル
で
あ

り
、
同
様
の
性
質
の
態
度
を
測
定
し
て
い
る
と
判
断

で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
異
な
っ
た
生
活
環

境
に
あ
る
青
少
年
、
父
親
、
母
親
が
、
具
体
的
な
ト

ピ
ッ
ク
に
大
き
く
左
右
さ
れ
な
い
、
総
合
的
な
生
活

の
満
足
感
と
し
て
、

一
次
元
の
満
足
度
因
子
を
も
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

三
者
間
の
相
関
関
係
を
み
る
と
、
ま
ず
親
子
問
で

は
、
父
子
聞
が
お
、
母
子
岡
が
ど
と
い
う
ほ
ぽ

同
様
の
大
き
さ
の
有
意
な
相
関
関
係
に
あ
り
、
夫
婦

間
で
は
広
と
い
う
か
な
り
高
い
相
関
係
数
を
示
し
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生活満足度の三者の測定モテ・ル

78 

55 

.59 

47 

図7-5

e→あなたの生活全般について

( …庭闘開悶環澗糊境相』に目こ目つ

e→あなたの学校生活について

e→あなたの友人聞楳について

e→あなたと両親の関係について

.21 
ノ父親の

生
活
満
足
度

55 

.80 

78 

63 

54 

e→あなたの生活全般について

e→あなたの家庭環境について

e→あなたの仕事について

。→あなたの友人関帳について

c→あなたとお子さんとの開帳について

母
親
の
生
活
満
足
度

55 

56 

83 

81 

.61 

e→あなたの生活全般について

e→あなたの家庭環境について

e→あなたの仕事について

e→あなたの友人問時について

e→あなたとお子さんとの関係について 54 

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
成
人
男
女

の
生
活
満
足
度
が
年
齢
や
世
帯
収
入
と
い
う
、
夫
婦

で
の
共
有
性
の
高
い
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い

る
、
と
い
う
知
見
(
本
書
第
五
章
、
間
々
回
[
前
掲
論

AGFI~.92 RMR~.04 

文
]
)
に
基
づ
い
て
予
測
す
れ
ば
、
夫
婦
問
に
高
い

相
関
関
係
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
妥
当
な
結
果
で
あ
ろ

う
。
ま
た
親
子
聞
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
は
、
学
校

生
活
を
含
め
た
他
の
要
因
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
測

定
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
す
る
余
地
が

( )は 5%水準で有意ではない値を示す。

N=602 X1=260.5 d.f.=86 ;r2/d.f.=3.03 GFI=.94 

あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
と
り
あ
え
ず
現
時
点
で
は
生
活

満
足
度
は
同
一
家
族
内
で
比
較
的
、
緊
密
な
共
変
関

係
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
社
会

的
態
度
の
世
代
間
関
係

分
析
結
果
が
示
唆
す
る
家
族
関
係

こ
こ
で
五
つ
の
モ
デ
ル
か
ら
測
定
さ
れ
た
事
実
を

再
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。



ま
ず
第
一
に
、
父
親
と
母
親
の
問
、
言
い
換
え
れ
ば
学
齢
期
の
子
ど
も
を
も
っ
夫
婦
の
社
会
的
賞
品
度
は
、
五
つ
の
モ
デ
ル
に
共
通
し

て
有
意
な
正
の
棺
関
関
係
に
あ
る
(
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
一
色
、
集
団
向
調
性
一
ミ
、
不
安
感
・
区
、
自
己
確
信
性
一

N

口
、
生

活
満
足
度
一
色
)
。
つ
ま
り
、
「
夫
が
ー
ー
で
あ
れ
ば
、
妻
も
ー
ー
で
あ
る
」
と
い
う
一
般
的
傾
向
が
み
ら
れ
、
夫
婦
問
の
一
体
性
は
、

か
な
り
高
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
関
連
に
つ
い
て
さ
ら
に
推
論
す
る
な
ら
、
相
互
を
「
重
要
な
他
者
」
と
し
、
長
期
間
、
子
育
て
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
生
活

上
の
目
標
を
遂
行
し
な
が
ら
共
同
生
活
を
営
ん
で
き
た
夫
婦
で
は
、
家
庭
に
お
け
る
社
会
・
経
済
的
、
文
化
的
な
生
活
環
境
や
生
活
の

「
場
」
の
共
有
と
い
う
過
程
と
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
相
互
に
影
響
し
あ
っ
て
形
成
・
変
容
し
て
い
く
、

い
わ
ば
「
収
数
」
の
過
程
に

よ
っ
て
、
両
者
の
社
会
的
態
度
が
類
似
し
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
の
過
程
は
生
産
や
消
費
の
最
少
単
位
と
し
て
の
家
族
の

側
面
で
あ
り
、
後
者
の
過
程
は
パ

l
ソ
ン
ズ

P
S
S
の
い
う
成
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
安
定
化
の
側
面
で
あ
る
。
デ
ー
タ
お
よ
び

分
析
枠
組
の
限
界
も
あ
り
、
こ
う
し
た
具
体
的
な
過
程
に
つ
い
て
こ
こ
で
こ
れ
以
上
踏
み
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、

夫
婦
問
の
社
会
的
態
度
の
相
関
が
高
い
こ
と
は
、
相
互
に
繋
留
し
あ
い
な
が
ら
安
定
し
た
関
係
を
維
持
し
て
い
る
「
非
」
病
理
的
な
家

社会的態度の世代間関部

族
関
係
を
わ
れ
わ
れ
に
示
唆
す
る
記
述
的
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
中
高
生
の
同
居
子
が
い
る
夫
婦
家
族
と
い
う
、
あ
る
意
味

で
は
「
特
殊
な
ほ
ど
健
全
な
」
家
庭
を
対
象
と
し
た
、
こ
の
調
査
デ
ー
タ
の
特
性
に
多
く
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

で
あ第
る二
。占

確自
治冶 は
に、

権空
路， "" 
主的
義態
的度
伝の
統親
主子
義問

3岩
父関
子間
同事

事替
問委
と'A
も件
円を

岩ラ
意 2
な そ
正
のれ
相ほ
ど

関

寝言
~ ~ 

EZ な
とも
の
<oで
)は

がな
みい
らと
れい
、う

特こ
にと

母
子
聞
の
相
関
関
係
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
生
活
満
足
度
は
父
子
問
、
母
子
問
と
も
に
有
意
な
正
の
相
関
関
係

第七章

(
日

ω
と
N
H
)

が
あ
る
。
し
か
し
、
集
団
同
調
性
で
は
親
子
聞
で
有
意
な
相
関
関
係
は
み
ら
れ
な
い

(
g
と

c
g。
そ
し
て
、
不
安

感
と
自
己
確
信
性
に
つ
い
て
も
親
子
聞
に
そ
れ
ほ
ど
高
い
相
関
関
係
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
(
不
安
感
・
ロ
と

O
印
、
自
己

155 

確
信
性
一
己
申
と
H
N
)

。
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先
行
研
究
の
援
用
・
照
合

こ
う
し
た
分
析
結
果
に
は
、
既
存
の
親
子
(
家
族
)
関
係
に
つ
い
て
の
理
論
を
援
用
す
る
と
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
説
明
の
可
能

性
が
あ
る
。

パ
1
ソ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
核
家
族
の
主
要
な
機
能
は
、
子
ど
も
の
社
会
化
と
男
女
成
人
メ
ン
バ
ー
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
均
衡
調
整

に
あ
る
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
学
齢
期
の
青
少
年
に
つ
い
て
は
、
社
会
化
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
の
両
親
の
役
割
は
、
も
は
や
幼
児
期

あ
る
い
は
児
童
期
ほ
ど
全
面
的
で
重
要
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
対
象
と
す
る
青
少
年
は
、
学
校
の
教
師
、
同
輩

第二部

集
団
な
ど
の
他
の
社
会
化
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
影
響
力
が
増
大
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
親
離
れ
・
子
離
れ
」
の
時
期
に
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

時
期
の
青
少
年
は
、
成
人
に
近
似
し
た
家
族
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
家
族
内
で
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
安
定
化
(
情
緒
的
紐
帯
の
維
持
)

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
牧
野
カ
ツ
コ
に
よ
れ
ば
「
家
族
生
活
や
社
会
生
活
に
お
い
て
日
本
で
は
夫
婦
関
係
よ
り
も
親
子
関
係
が
優
先
さ
れ
て
お
り
、

欧
米
社
会
に
み
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
カ
ッ
プ
ル
文
化
に
対
し
て
、

日
本
の
家
族
関
係
は
親
子
中
心
の
文
化
と
い
わ
れ
て
い
る
」
(
牧
野

宮
S
U
]
)

と
さ
れ
、
「
雇
用
労
働
者
の
家
族
が
増
え
、
父
親
が
昼
間
家
庭
を
不
在
に
す
る
こ
と
は
、
母
と
子
の
関
係
を
い
っ
そ
う
緊
密

に
す
る
こ
と
に
役
だ
ち
、
し
か
も
子
ど
も
の
数
が
一
人
と
か
二
人
と
か
と
い
う
関
係
は
、
母
子
一
体
性
を
い
や
が
上
に
も
高
め
て
し
ま

う
」
(
牧
野
(
佐
藤
)
ロ
羽
田
]
)
と
さ
れ
る
。
こ
の
議
論
に
従
う
な
ら
ば
、
親
子
聞
の
社
会
的
態
度
の
相
関
関
係
は
夫
婦
問
よ
り
も
高
い
、

そ
し
て
母
子
聞
の
相
関
関
係
は
父
子
問
よ
り
も
高
い
と
い
う
結
果
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
土
居
健
郎
[
H
2
0
]

の
よ
う

に
「
甘
え
」
を
キ
l
概
念
と
し
て
日
本
の
母
子
関
係
を
特
別
仁
強
い
も
の
と
み
な
す
考
え
方
も
、
牧
野
の
議
論
と
同
様
の
結
果
を
予
測

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
逆
に
現
代
日
本
社
会
に
つ
い
て
は
「
近
代
家
族
の
崩
壊
」
の
一
端
と
し
て
、
母
性
愛
に
基
づ
く
親
子
関

係
の
変
容
も
先
鋭
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
山
田
昌
弘

[
S
E
]
)
。
こ
の
考
え
方
に
基
づ
け
ば
、
母
子
関
係
は
逆
に
希
薄
な
も
の
で
あ
る

と
予
測
さ
れ
る
だ
ろ
う
。



こ
の
よ
う
に
親
子
聞
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
価
値
伝
達
の
結
果
と
し
て
の
世
代
聞
の
態
度
の
共
通
性
、
情
緒
的
紐
帯
を
基
盤
と
し
た

心
理
状
態
の
共
変
関
係
、
あ
る
い
は
家
庭
と
い
う
生
活
の
「
場
」
の
共
有
に
基
づ
く
態
度
傾
向
の
同
質
性
、
ま
た
は
そ
の
逆
の
、
関
係

の
希
薄
化
や
生
活
の
「
場
」
の
差
異
に
よ
る
無
関
連
な
ど
の
、
複
数
の
論
者
に
よ
る
異
な
っ
た
説
明
の
論
理
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ

る

こ
の
章
で
得
ら
れ
た
分
析
結
果
は
総
括
し
に
く
く
、
こ
う
し
た
説
明
論
理
の
正
誤
を
断
定
す
る
の
に
十
分
な
検
証
と
な
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
デ
ー
タ
か
ら
は
、
牧
野
や
土
居
の
議
論
は
全
面
的
に
は
肯
定
で
き
ず
、
む
し
ろ
(
親
子
関
係
に
限
れ
ば
)
山
田

の
主
張
が
妥
当
で
あ
る
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
全
て
の
測
定
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
父
母
(
夫
婦
)
聞
の
相
関
係
数
を
上
回
る
親
子
聞
の
相
関
係
数
は
み
ら
れ
ず
、

に
母
子
問
よ
り
も
夫
婦
問
の
方
が
「
一
体
性
」
は
高
く
、
父
子
閥
、
母
子
聞
の
関
係
に
つ
い
て
も
一
定
の
規
則
的
な
傾
向
は
見
出
せ
な 般

い
か
ら
で
あ
る
。
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
で
は
確
か
に
母
子
聞
に
高
い
相
関
関
係
が
あ
っ
た
が
、
決
し
て
そ
れ
は
夫
婦
問
の
相
関
係
数

よ
り
も
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
他
の
社
会
的
態
度
(
不
安
感
)
の
場
合
、
父
子
聞
に
も
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

社会的態度の世代間関揺

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
態
度
に
つ
い
て
親
子
間
に
親
密
な
関
係
が
あ
り
、
殊
に
母
子
聞
で
「
一
体
性
」
と
呼
び
う
る

ほ
ど
の
関
係
が
み
ら
れ
る
と
い
う
、
過
度
の
一
般
化
の
可
能
性
は
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
視
点
を
少
し
変
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
態
度
の
特
性
を
考
慮
し
な
が
ら
五
つ
の
モ
デ
ル
で
得
ら
れ
た
分
析
結
果
を
整
理

し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
い
え
る
。
ま
ず
牧
野
の
仮
説
を
部
分
的
に
援
用
す
る
な
ら
ば
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
母
子
聞
の
相
関
関

係
に
つ
い
て
は
、
接
触
時
間
の
長
い
母
子
問
で
の
世
代
間
価
値
伝
達
を
示
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
権

第七章

威
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、
「
ー
ー
す
る
よ
う
に
し
な
さ
い
。
」
、
「
ー
ー
す
る
(
考
え
る
)
の
が
望
ま
し
い
こ
と
で
す
。
」
と
い
う

形
で
、
(
母
)
親
が
次
世
代
に
「
望
ま
し
さ
」
す
な
わ
ち
価
値
を
直
接
的
に
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
不
安
感
、
自
己
確
信
性
、
満
足
度
な
ど
は
、
対
象
者
の
心
理
状
態
な
の
で
、
「
-
ー
す
る
よ
う
に
し
な
さ
い
o
」
と
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い
う
形
で
の
直
接
的
な
伝
達
・
教
化
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
集
団
同
調
性
は
、
帰
属
集
団
と
考
え
方
が
同
じ
で
あ
る
か
を
問
、
つ
も
の

で
あ
っ
て
、
や
は
り
価
値
を
媒
介
さ
せ
た
直
接
的
な
伝
達
は
難
し
い
。
そ
し
て
概
略
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
感
情
・
情
緒
的

社会的態度の形成過程

な
側
面
や
、
自
己
認
識
に
関
わ
る
社
会
的
態
度
で
は
、
夫
婦
問
で
態
度
の
共
通
性
が
高
い
の
に
対
し
て
、
親
子
聞
で
は
そ
れ
ほ
ど
高
い

相
関
関
係
が
み
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
パ

l
ソ
ン
ズ
に
従
っ
て
こ
の
記
述
的
事
実
を
解
釈
す
る
と
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
安
定
化
の

機
能
は
夫
婦
制
家
族
の
成
人
男
女
で
は
顕
著
で
あ
る
が
、
親
子
聞
で
は
同
様
の
機
能
は
み
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
こ

こ
か
ら
青
少
年
が
「
家
庭
」
と
い
う
生
活
の
「
場
」
を
離
れ
、
主
た
る
生
活
の
「
場
」
を
家
庭
外
に
お
い
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

第二部

た
だ
し
例
外
は
生
活
満
足
度
で
あ
る
。
生
活
満
足
度
に
つ
い
て
三
者
間
で
み
ら
れ
た
比
較
的
「
緊
密
」
な
共
変
関
係
は
、
子
ど
も
が

生
活
に
満
足
し
て
い
る
ほ
ど
、
両
親
は
生
活
に
満
足
す
る
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
配
偶
者
が
満
足
し
て
い
る
ほ
ど
自
ら
も
生
活
に
満
足
す

る
傾
向
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ま
ず
、
こ
の
社
会
的
態
度
が
家
庭
内
で
共
有
さ
れ
て
い
る
社
会
・
経
済
的

な
生
活
条
件
の
主
観
的
評
価
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
親
子
聞
の
相
互
作
用
に
よ
る
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
安
定
化
の
機
能
の
存
在
も
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
親
子
(
家
族
)
関
係
の
議
論
が
指
摘
す
る
、
価
値
伝
達
、
生
活
の
「
場
」
の
共
有
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
安
定
化
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
態
度
の
特
性
を
反
映
し
て
、
多
様
な
パ
タ
ー
ン
の
三
者
相
関
と
し
て
検
出
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

社
会
的
態
度
の
世
代
間
関
係
の
傾
向
性

た
だ
し
こ
こ
で
得
ら
れ
た
社
会
的
態
度
の
三
者
相
関
は
、
単
一
の
調
査
デ
ー
タ
の
み
を
用
い
て
、
わ
ず
か
五
つ
の
社
会
的
態
度
を
検

討
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
わ
れ
わ
れ
の
用
い
て
き
た
、
三
者
相
関
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
「
社
会
意
識
の
世
代
間
移
動
」
を
把
握
す

る
と
い
う
分
析
設
計
が
、
そ
も
そ
も
適
切
な
相
関
関
係
を
描
き
出
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
う
る
。
そ
こ
で
次
に

示
す
二
点
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
も
う
少
し
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。



第
一
点
目
は
、
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
社
会
意
識
の
世
代
間
関
係
が
ど
の
よ
う
な
傾
向
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
、
よ
り
広
く

把
握
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
的
で
以
下
で
は
、
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
本
書
と
類
似
し
た
設
計
で
調
査
・
分
析
さ
れ
て
き
た
、

心
理
的
諸
側
面
の
親
子
三
者
関
係
の
結
果
を
比
較
し
て
、
そ
の
一
般
的
な
傾
向
を
検
討
す
る
。

第
二
点
目
は
、
本
書
で
用
い
た
社
会
的
態
度
の
親
子
三
者
相
関
の
モ
デ
ル
で
、
他
の
社
会
を
分
析
し
た
場
合
に
、
現
代
日
本
社
会
よ

り
も
緊
密
な
共
変
関
係
が
検
出
さ
れ
う
る
の
か
ど
う
か
、
と
い
う
論
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
一
九
七
四
年
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
質
問
項
目
・
モ
デ
ル
設
計
等
を
前
節
で
示
し
た
モ
デ
ル
と
ま
っ
た
く
同
一
に
し
て
分
析
し
た
結
果
(
尾

嶋
吉
町
・
直
井
優
[
前
掲
論
文
]
)
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
7

2

に
は
、
こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
二
九
例
の
父
親
、
母
親
、
青
少
年
を
対
象
と
し
た
社
会
的
態
度
の
相
関
関
係
が
集

め
ら
れ
て
い
る
。
①
の
記
号
は
三
者
間
の
関
係
の
う
ち
で
最
大
の
値
を
と
っ
た
も
の
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
四
%
以
上
の
共
変
動
を
示

す
0
・
二

O
よ
り
大
き
な
数
値
に
は
下
線
が
施
さ
れ
て
い
る
。
様
々
な
局
面
の
社
会
的
態
度
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
ず
現
代
日
本

に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
概
略
と
し
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
以
下
の
こ
と
で
あ
る
。

社会的態度の世代間関悟

第
一
は
現
代
日
本
に
お
い
て
は
、
父
母
聞
の
相
関
関
係
が
親
子
間
よ
り
も
明
ら
か
に
高
い
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
表
内
に
お
い
て
「
父
親
|
母
親
の
相
関
関
係
」
の
列
に
①
の
マ
ー
ク
が
多
く
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
結
果
は
前
節
に
お
い
て
も
示
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

第
二
点
目
は
、
社
会
的
態
度
の
世
代
間
(
父
子
・
母
子
問
)
関
係
は
、

一
部
の
社
会
的
態
度
を
除
く
と
、
相
関
係
数
と
し
て
は
(
絶

対
的
な
意
味
で
)
そ
れ
ほ
ど
高
い
も
の
で
は
な
く
、
多
く
は

0
・一

O
前
後
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
社
会
的
態
度

第七掌

の
世
代
間
移
動
」
の
様
態
は
、

一
般
的
に
「
開
放
性
が
高
い
」
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て

は
青
少
年
の
社
会
意
識
に
対
す
る
両
親
の
社
会
意
識
の
影
響
力
は
、
必
ず
し
も
重
要
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
関
係
は
希
薄
な
も
の

159 

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
と
生
活
満
足
度
に
つ
い
て
前
節
で
見
出
さ
れ
た
有
意
な
世
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代
間
関
係
は
、
む
し
ろ
例
外
的
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
表
の
下
部
に
は
わ
れ
わ
れ
が
行
な
っ
た
、
同
一
モ
デ
ル
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

社会的態度の形成過程

結
果
か
ら
み
る
と
、

一
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
現
代
日
本
よ
り
も
か
な
り
「
親
密
」
な
家
族
内
で
の
共
変
関
係
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
わ
れ
わ
れ
の
解
釈
を
前
掲
論
文
か
ら
引
用
し
て
お
き
た
い
。

第二部

サンプル特性と出奥

第二次(1992年)青少年調査(本省)

第次 (1986年)青少年調査(吉川・尾崎・直井[前掲論文])

第二次(1992年〉青少年調査(本書)

第二次 (1992年)青少年調査(本書)

第一次(1986年〉青少年調査(吉川・尾嶋田宜井[前掲論文])

第二次 (1992年)青少年調査(本書)

第一次(1986年〉青少年調査(吉川・尾嶋・直井[前掲論文])

第二次 (1992年)青少年調査(本書)

高校生男子19制年(片掴梅崎購史 [1990])

高校生女子1988年(向上)

高校生男子19剖年(向上)

高校生女子19剖年(向上)

高校生1994年(片瀬 [1996])

高校生1987年(向上)

高校生1994年(同上)

高校生1987年(向上)

高校生男子1994年(猪股麗之 [1曲6])

高校生女子19941手(向上)

高校生1994年(海野・長替川計二 [1996])

高校生男子1994年(木村邦博 [1叩6])

高校生女子1994年(木村邦博 [19崎])

高校生男子1994年(阿部晃士 [19崎])

高校生女子1994年(向上)

第一次(1986年)膏少年調査(吉JII・尾崎・直井[前掲論文])

第二次(1992年)膏少年調査(本書)

第二次(1992年)青些年調査(轟亮 [1995])

12-23離の育些年1974年(尾崎・古川・直井[前掲論文])

向上

向上

①は相関係教が三者間で最大のものを示す。
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表7-2 親子三者の相関関係

父親青少年の 母親青少年の 父親母親の

社会的態度 相関関樺 相関関部 相関間部

現代日本

権U暗主幾的伝統圭轟 0.19・ 0.29・ 0.40・①

相威主義的伝統主義 0.22 0.50・① 0.16 

集団同調性 0.06 0.05 0.21③ 

不安感 0.13・ 0.05 0.24ぺD
不安感 0.06 0.11① 0.02 

自己確信性 0.09 0.12 0.20・①

自己確信性 -.12 主主 0.39① 

生活満且度 0.23・ 巴.?!. 0.45・①

階層志向性 0.13・ 0.08・ 0.23てD
階層志向性 0.12・ 0.10・ 0.23・①

充足君、向性 0.11・ 0.06 0.21① 

充足志向性 0.06 0.18・ 0.21① 

公平感 0.11(r) 0.19(r) 'ー・・..

公平感 0.05( r) 0.05( r) a晶亭圃..

社会に対する満足感 0.15( r) 0.18( r) ..晶.‘・.

生活に対する満足感 0.15( r) 0.14( r) ..晶.‘・.

家族間保の満E度 0.26( r) 0.24( r) 0.40( r)① 

家族関需の満足度 0.34( r) 0.36( r) 0.40( r)① 

行楽地でのごみの持ち帰り行動 0.11(r) 0.18(r) 

性別役割分業意融 0.09 0.11 

性別役割分業意融 0.13 0.10 

学歴が出世の条件であるべき 0.05 0.10・ 0.18・①

学歴が出世の条件であるべき 0.09・ 0.08 0.18てD
考え方の柔軟性 0.38①' 0.18 日w
語集テストによる言語能力 0.14・ 0.15・ O日・①

学校五日制に対する賛否 -.02 0.06 生生1・①
アメリカ

植威主義的伝統主義 0.41・ ι主Z' 0.54'(D 

集団向調性 -.03 0.34・① 0.16 

自己確信性 0.40'<D 0.33・ 0.32・

(注) 本は 5%水準で有意な値. (r)はガンマ悟誼，それ以外はピアソンの積率相関悟艶を示す。
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「七

0
年
代
ア
メ
リ
カ
の
デ
ー
タ
を
み
る
と
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
や
自
己
確
信
性
に
は
、
親
子
三
者
聞
に
一
様
で
高
い
相

関
関
係
が
あ
り
、
社
会
意
識
の
価
値
志
向
と
し
て
の
側
面
、
な
ら
び
に
感
情
・
情
緒
的
側
面
の
双
方
に
お
い
て
、
家
族
内
で
一
体

性
と
も
い
い
う
る
ほ
ど
の
社
会
的
態
度
の
共
有
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
家
族
が

共
通
の
文
化
的
要
因
を
維
持
す
る
集
団
と
し
て
、
次
世
代
へ
の
価
値
伝
達
や
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
自
己
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
と
い
う
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
安
定
化
機
能
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
集
団
同
調
性
に
つ
い
て
も
、

母
親
が
家
族
の
保
持
し
て
い
る
価
値
を
次
世
代
に
伝
達
す
る
社
会
化
機
能
を
有
効
に
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

第二部

何
度
も
触
れ
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
類
似
性
自
体
は
親
子
関
係
の
親
密
さ
を
直
接
的
に
表
現
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
親

子
聞
の
態
度
伝
達
が
、
親
子
間
の
親
密
性
が
高
く
良
好
な
関
係
の
も
と
に
お
い
て
よ
り
有
効
に
な
さ
れ
る
と
考
え
る
方
が
、
理
に

か
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
仮
定
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
親
子
関
係
、
そ
の
中
で
も
母
子
関
係
の
親
密
度
が
、
七

0
年
代
の

ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
い
て
高
か
っ
た
と
い
う
結
論
に
帰
着
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
親
密
な

親
子
三
者
連
関
の
構
図
は
、
夫
婦
・
親
子
と
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
を
集
団
と
し
て
捉
え
る
パ

l
ソ
ン
ズ
の
「
近
代
(
核
)
家
族
」
論
や
、

出
身
家
庭
を
主
体
的
要
因
の
獲
得
の
基
盤
と
す
る
ボ
ー
ル
ズ
と
ギ
ン
タ
ス
の
「
再
生
産
論
』
を
展
開
す
る
前
提
が
成
立
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
」
(
尾
嶋
・
吉
川
・
直
井
優
[
前
掲
論
文
尽
己
)

こ
の
よ
う
に
近
代
社
会
の
ひ
と
つ
の
典
型
と
み
な
さ
れ
う
る
一
九
七

0
年
代
ア
メ
リ
カ
と
比
較
す
る
と
、
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る

世
代
間
関
係
の
希
薄
さ
は
、
よ
り
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
親
子
関
係
を
夫
婦
関
係
と
比
較
し
た
場
合
で
も
、
日
米
の
デ

ー
タ
を
用
い
て
相
対
的
な
大
き
さ
を
比
較
し
た
場
合
で
も
、
現
代
日
本
の
社
会
意
識
の
世
代
間
関
係
に
は
、
欧
米
産
の
理
論
を
受
け
止

め
ら
れ
る
ほ
ど
の
、
社
会
意
識
の
「
磁
界
」
が
存
在
し
て
い
な
い
こ
と
を
、
こ
の
章
に
お
け
る
記
述
的
な
分
析
結
果
は
明
示
し
て
い
る

の
で
あ
る
。



社会的態度の世代間関楳第七議163 

注

〈

l 

育
をも
媒つ
介と
すも
る世
可代
能間

t白
考連
えは
ら
れ家
.0.庭
"や

そ地
の悼
たの
や生
塑活

問震
1こを
狙媒

関字
係る
が場
検合
喧も
否あ
れ"
苧 ζ明、
内(

正親
いが
つ方
て向
性

!i 
親を
子与
問え
にて

喜い
る
の)
関学
係校
が教

(
2
)
 存
在
す
る
と
い
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
記
述
的
事
実
の
測
定
に
目
的
を
限
定
す
る
こ
と
と
し
、
こ
う
し
た
親
子
聞
の
共
変
関

係
の
構
造
的
な
解
明
は
次
章
以
降
で
行
な
う
。

教
育
心
理
学
的
な
研
究
と
し
て
は
小
嶋
秀
夫
[
H
@

毘
]
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

第
二
次
青
少
年
調
査
の
デ
ー
タ
は
、
青
少
年
を
サ
ン
プ
リ
ン
グ
対
象
と
し
、
そ
の
男
性
保
護
者
、
女
性
保
護
者
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
た
め
、

保
護
者
の
回
答
が
、
必
ず
し
も
父
親
、
母
親
で
あ
る
と
は
限
ら
ず
、
祖
父
、
祖
母
、
お
じ
、
お
ば
、
あ
る
い
は
兄
、
姉
が
保
護
者
と
し
て
回
答

し
た
調
査
票
が
含
ま
れ
て
い
る
(
補
遺
参
照
)
。
ま
た
、
対
象
家
族
が
単
親
家
族
で
あ
っ
た
り
、
単
身
赴
任
な
ど
で
保
護
者
が
同
居
し
て
い
な

い
サ
ン
プ
ル
も
含
ま
れ
て
い
る
。

( 

3 

そ
こ
で
こ
の
調
査
の
完
全
有
効
回
答
で
あ
る
、
七
二
一
サ
ン
プ
ル
の
う
ち
か
ら
、
さ
ら
に
、
保
護
者
の
回
答
が
祖
父
、
祖
母
、
お
じ
、
お
ば
、

兄
、
姉
な
ど
か
ら
も
の
も
の
で
は
な
く
、
父
親
と
母
親
か
ら
得
ら
れ
て
い
る
、
六
八
六
サ
ン
プ
ル
に
限
定
し
て
分
析
を
行
な
、
つ
こ
と
に
す
る
。

し
た
が
っ
て
(
残
念
で
は
あ
る
が
)
父
親
、
母
親
以
外
の
保
護
者
か
ら
の
回
答
を
得
た
サ
ン
プ
ル
や
、
両
親
の
ど
ち
ら
か
の
回
答
し
か
得
ら
れ

て
い
な
い
サ
ン
プ
ル
の
分
析
は
別
の
機
会
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

(
4
)
 示た

すめな
る個お
よ々こ
うのれ
に分以
努析降
めでの
るは分
。回析
答で

霊は
多
は変
六量
八正
大規
サ分
ン布
プを
ル仮
よ定
りし
もた
さ解
ら析
にを
少行
なな
くう
なた
るめ
rJ) 

で欠
、損
分値
析の
す処
る理
際を
にリ
はス
ト
そ・
のワ
都イ
度ズ
サで
ン粁

プな

長t
をそ
明の

(
5
)
 
こ
れ
は
兵
庫
県
Z
市
で
回
収
さ
れ
た
サ
ン
プ
ル
に
高
収
入
の
「
外
れ
値
」
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
こ
と
と
、
両
親
が
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る

「
豊
か
な
」
家
庭
に
対
象
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

対
象
に
高
齢
者
が
少
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
結
果
と
恩
わ
れ
る
。

相
関
係
数
は
因
果
的
効
果
を
意
味
す
る
数
値
で
は
な
く
、
共
変
関
係
の
大
小
を
示
す
数
値
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
親
子
問
の
相
関
係

(
6
)
 

(
7
)
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エ数
1 は
ユノ 、
エ社
ン会
ト的
で態
あ度
るの
こ世
と代
が聞
明伝
ら達
かが
で存
あ在
りす
、る

こた
のめ
相の
関事
係実
数上
はの
社必
会要
的条

震舎
のし
世か

自在v、
f云。
違し
とか
L し
て、

「親

襲詰
すの
る場
~ A 

こは
と
が両
可親
能が
で社
あ会
ろイt

う
ま
た
、
裏
返
し
て
い
え
ば
、
相
関
関
係
が
み
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
伝
達
が
(
結
果
と
し
て
)
存
在
し
な
い
こ
と
を
裏
付
け
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
分
析
す
る
よ
う
な
、
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
社
会
的
態
度
の
相
関
関
係
の
場
合
、
数
値
か
ら
、
単
な
る
共
変
関
係
に

留
ま
ら
ず
、
社
会
的
態
度
の
共
有
性
や
共
通
性
を
議
論
し
て
も
よ
い
も
の
と
判
断
す
る
。

な
お
、
す
で
に
第
六
章
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
こ
こ
で
測
定
す
る
相
関
係
数
は
必
ず
し
も
親
の
子
育
て
行
動
に
よ
る
直
接
の
態
度
形
成
に
よ

第二部

る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
も
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

不
安
感
は
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
で
は
、
自
己

1
指
令
的
志
向
性
と
は
異
な
っ
た
、
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
と
い
う
別
次
元
の
志
向
性

を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
て
い
る
。
ま
た
日
本
に
お
い
て
は
白
書
の
研
究
で
成
人
有
職
男
性
の
不
安
感
の
形
成
過
程
に
お
け
る
階

(B) 

(
9
)
 

(
叩
)
層
的
要
因
の
効
果
が
測
定
さ
れ
て
い
る
(
白
倉

[
H
S
2
1

第
三
童
ー
を
参
照
さ
れ
た
い
。

括
弧
の
つ
い
た
数
字
は
九
五
%
の
確
率
で
「
帰
無
仮
説
一
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
は
ゼ
ロ
で
あ
る
」
を
棄
却
で
き
な
い
こ
と
(
つ
ま
り
五
%
水
準
で

有
意
で
は
な
い
値
)
を
意
味
す
る
。

も
っ
と
も
サ
ン
プ
ル
の
代
表
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
デ
ー
タ
の
よ
う
な
場
合
(
補
遺
参
照
)
、
厳
密
に
は
統
計
的
検
定
は
意
味
を
も

た
な
い
が
、
サ
ン
プ
ル
数
に
よ
る
数
値
の
ゆ
ら
ぎ
の
範
囲
を
み
る
、
と
い
う
意
味
で
は
一
定
の
基
準
と
な
り
う
る
と
判
断
し
た
。

(
日
)
サ
ン
プ
ル
数
が
三
七
七
と
他
の
モ
デ
ル
よ
り
少
な
い
の
は
、
中
に
「
宗
教
に
対
す
る
同
調
性
」
の
変
数
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
変
数
の
非

該
当
(
無
回
答
)
の
サ
ン
プ
ル
が
多
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
モ
デ
ル
は
、
宗
教
集
団
へ
の
向
調
性
と
い
う
家
族
内
で
伝

達
、
共
有
さ
れ
や
す
い
性
質
の
同
調
性
に
つ
い
て
回
答
が
得
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
に
絞
っ
て
分
析
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
三
者
聞
の
相
関
係

数
を
む
し
ろ
、
高
め
る
方
向
に
サ
ン
プ
ル
を
選
択
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
点
に
留
意
し
た
う
え
で
、
こ
の
モ
デ
ル
の
分
析
結
呆
一
を
み
て

ほ
し
い
。



第
八
章

社
会
的
態
度
の
形
成
要
因

ー
重
回
帰
モ
デ
ル
に
よ
る
測
定
|

学
校
教
育
の
諸
条
件
の
測
定

学
校
教
育
へ
の
視
点

前
章
で
は
第
二
次
青
少
年
調
査
に
つ
い
て
設
計
上
、
関
心
が
も
た
れ
る
点
の
う
ち
、
青
少
年
、
父
親
、
母
親
の
社
会
的
態
度
を
測
定

し
て
そ
の
関
係
を
み
た
。
引
き
続
く
こ
の
章
で
は
、
は
じ
め
に
第
二
次
青
少
年
調
査
の
も
う
ひ
と
つ
の
主
題
で
あ
る
学
校
教
育
の
諸
条

件
を
概
念
化
す
る
。

学
校
教
育
機
関
は
両
親
と
と
も
に
杜
会
化
の
専
門
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
の
要
因
の
効
果
を
意
味
す
る
学
歴
(
教
育
年
数
)
が
、

成
人
の
「
見
か
け
上
」
の
階
層
意
識
を
成
立
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
本
書
第
一
部
で
示
し
た
が
、
学
校
教
育
の
諸
条
件
は
、

こ
う
し
た
構
造
を
よ
り
詳
し
く
検
討
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
る
視
点
で
あ
る
。
す
で
に
表
明
し
た
よ
う
に
本
書
で
は
、
こ
の
領
域
に
つ

165 

い
て
「
教
育
上
の
自
己
|
指
令
性
」

(
E
-
z
-
F
Z
ω
E
F
r
o
o
-
o円

[Hg白
]
、
[
同
富
田
]
)
を
分
析
視
角
す
る
こ
と
が
、
多
産
で
あ
り
、

適
合
的
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
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コ
ー
ン
ら
の
先
行
研
究
で
は
、
教
育
上
の
自
己
|
指
令
性
は
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
、
学
校
教
育
の
管
理
性
、
学
校
教
育
の
単
調
性

の
三
つ
の
多
重
指
標
の
潜
在
因
子
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
を
参
考
に
、
第
二
次
青
少
年
調
査
デ
ー
タ
の
分
析
を
行
な
う
わ
け
だ
が
、
青

少
年
の
生
活
条
件
を
測
定
す
る
際
に
は
、
成
人
の
職
業
条
件
の
日
米
の
国
際
比
較
の
場
合
の
よ
う
に

(
5
2
自
品
印
品
。
。
-
2
[
o
u
E
]
、

直
井
優
[
】
混
血
]
)
、
先
行
研
究
を
忠
実
に
翻
訳
し
て
質
問
項
目
を
構
成
す
る
と
い
う
わ
け
は
い
か
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
周
知
の
と
お

り
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
で
は
、
科
目
の
選
択
性
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
画
一
性
、
成
績
評
価
の
方
法
、
謀
外
活
動
に
対
す

る
学
校
側
の
関
与
の
様
態
な
ど
の
点
が
大
き
く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
想
定
し
て
設
計
さ

第二部

れ
た
質
問
項
目
を
直
接
用
い
て
、
日
本
に
お
け
る
等
価
概
念
を
測
定
す
る
こ
と
は
事
実
上
、
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
適
切
で
も
な
い
。

実
は
こ
の
点
に
つ
い
て
第
一
次
青
少
年
調
査
の
分
析
で
は
、
多
年
に
わ
た
っ
て
日
米
双
方
で
試
行
錯
誤
が
重
ね
ら
れ
て
き
た
が
、
学
校

教
育
の
条
件
の
等
価
概
念
に
よ
る
測
定
の
試
み
は
十
分
な
成
果
を
あ
げ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
第
二
次
青
少
年
調
査
の
デ
ー
タ

を
用
い
て
こ
の
間
題
に
あ
ら
た
め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

学
校
教
育
の
複
雑
性

学
校
教
育
の
複
雑
性
は
コ

l
ン
ら
の
研
究
で
は
、
現
在
受
け
て
い
る
授
業
の
複
雑
性
を
科
目
の
内
容
か
ら
得
点
化
し
た
「
授
業
内
容

一
週
間
に
学
習
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
を
何
時
間
や
っ
て
い
る
か
を
問
う
「
学
習
時
間
の
長
さ
」
、
単
位
レ
ポ
ー
ト
提
出
に

の
複
雑
性
」
、

捺
し
て
対
象
者
が
い
か
な
る
情
報
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
た
か
を
点
数
化
し
た
「
授
業
外
で
の
学
習
の
複
雑
性
」
、
そ
し
て
対
象
者
が

参
加
し
て
い
る
謀
外
活
動
の
複
雑
性
を
た
ず
ね
た
「
課
外
活
動
の
複
雑
性
」
か
ら
測
定
さ
れ
て
い
る
。

学
校
教
育
の
第
一
義
的
な
機
能
は
公
式
に
は
、
平
等
者
機
会
の
下
に
、
青
少
年
に
知
識
・
技
能
あ
る
い
は
判
断
力
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ボ
ー
ル
ズ
と
ギ
ン
タ
ス
は
「
I
Q主
義
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
、
学
校
教

育
が
「
表
向
き
は
客
観
的
な
評
価
に
も
と
づ
い
て
人
々
を
経
済
的
地
位
に
配
分
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
平
等
を
再



生
産
す
る
」
(
回
。
呈
自
富
島
口
E
E
[
O唱
皇
、
宇
沢
訳

M
H
O
]
)

と
し
て
激
し
く
批
判
す
る
。
彼
ら
に
限
ら
ず
と
も
、
こ
う
し
た
学
校
教

育
の
「
専
門
技
術
主
義
H
能
力
主
義
」
を
助
長
す
る
機
能
を
批
判
す
る
論
調
は
み
ら
れ
る

(
H
E
E
r
ロ
ミ
己
)
。
こ
れ
ら
は
、
学
校
教

育
が
社
会
化
エ

l
ジ
品
ン
ト
と
し
て
は
形
骸
化
し
、
期
待
さ
れ
た
社
会
化
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
な
い
と
い
う
判
断
に
基
づ
い
て

い
る
。
だ
が
、
青
少
年
の
知
識
・
技
能
あ
る
い
は
柔
軟
な
思
考
力
は
、
た
し
か
に
生
得
的
な
資
質
や
家
庭
の
要
因
に
帰
し
う
る
面
も
あ

る
だ
ろ
う
が
、
与
え
ら
れ
る
学
校
教
育
の
質
に
よ
っ
て
差
異
化
さ
れ
る
側
面
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま

た
現
代
日
本
の
学
校
教
育
の
現
場
で
は
、

い
わ
ゆ
る
「
輪
切
り
」
に
よ
っ
て
学
校
側
も
指
導
方
針
を
細
か
く
レ
ベ
ル
分
け
し
て
い
る
の

で
、
学
校
側
の
「
詰
め
込
み
」
の
程
度
を
序
列
化
し
う
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
、
っ
。
学
校
教
育
の
複
雑
性
は
、
こ
う
し
た
学
校
教
育
の

社
会
化
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
の
公
式
の
、
あ
る
い
は
「
常
識
的
な
」
性
格
を
、
青
少
年
の
教
育
条
件
と
し
て
尺
度
化
す
る
も
の
で
あ

る
。
コ

1
ン
ち
の
研
究
で
は
こ
の
概
念
は
青
少
年
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
諸
側
面
に
有
効
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
す
で

に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
概
念
に
つ
い
て
第
一
次
青
少
年
調
査
の
分
析
で
生
じ
た
問
題
点
は
、

日
本
の
中
学
校
、
高
等
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
表
面

社会的態度の形成要因

上
、
文
部
省
の
決
定
す
る
学
習
指
導
要
領
に
忠
実
に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
画
一
的
(
つ
ま
り
は

「
平
等
主
義
」
的
)
で
あ
っ
て
、
実
在
す
る
教
育
環
境
の
序
列
を
尺
度
化
(
差
異
化
)
し
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
受
験
に
対
す
る
準
備
体
制
干
、
知
識
の
詰
め
込
み
の
程
度
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
青
少
年
の
学
校
に

お
け
る
生
活
環
境
は
決
し
て
画
一
的
で
は
な
い
。

そ
こ
で
本
書
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
青
少
年
の
学
校
教
育
の
複
雑
性
を
、
差
異
化
の
容
易
な
、
授
業
時
間
の
長
さ
と
学
習
内
容
か
ら
測

第人主主

定
す
る
。
ま
ず
、
高
等
教
育
へ
の
進
学
の
た
め
に
最
も
重
視
さ
れ
、
宿
題
や
予
習
・
復
習
等
で
対
象
青
少
年
が
実
質
的
に
重
点
を
お
い

て
い
る
科
目
で
あ
る
、
英
語
と
数
学
の
週
当
た
り
の
合
計
授
業
回
数
「
英
語
・
数
学
の
授
業
時
間
数
」
を
測
定
に
用
い
る
。
こ
の
変
数

167 

は
、
担
任
か
ら
得
ら
れ
た
在
籍
ク
ラ
ス
ご
と
の
情
報
か
ら
、
質
問
票
回
収
後
に
事
後
的
に
入
力
し
た
客
観
デ
ー
タ
で
あ
る
。
ま
た
、
知
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的
な
学
習
作
業
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
時
間
の
長
さ
を
測
定
す
る
た
め
、
正
課
の
授
業
、
補
習
授
業
お
よ
び
、
塾
・
家
庭
教
師
、
自
主
学

社会的態度の形成過程

習
の
時
聞
を
全
て
加
算
し
た
「
一
週
間
当
た
り
の
合
計
学
習
時
間
数
」
も
用
い
る
。
実
際
に
は
そ
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
測
定
項
目
が

検
討
さ
れ
た
の
だ
が
、
最
終
的
に
は
こ
の
二
項
目
の
み
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

学
校
教
育
の
管
理
性

学
校
教
育
の
管
理
性
は
、
コ
ー
ン
ら
の
研
究
で
は
「
教
師
が
指
示
を
行
な
、
っ
と
き
の
厳
格
さ
と
細
か
さ
」
、
「
教
師
に
ど
の
程
度
反
対

意
見
を
い
え
る
か
」
、
「
学
校
で
う
ま
く
や
っ
て
い
く
の
に
教
師
の
指
示
を
守
る
こ
と
が
ど
の
程
度
大
切
か
」
、
「
課
外
活
動
の
と
き
に
ど

第二部

の
程
度
厳
格
に
指
示
を
さ
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
四
つ
の
質
問
に
対
す
る
生
徒
自
身
の
回
答
か
ら
概
念
化
さ
れ
る
。

ボ
ー
ル
ズ
と
ギ
ン
タ
ス
は
、
上
述
の
「
I
Q主
義
」
と
は
別
に
「
教
育
制
度
が
、
経
済
制
度
の
中
に
人
々
が
統
合
さ
れ
て
ゆ
く
の
を

た
す
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
教
育
の
社
会
的
関
係
が
生
産
の
社
会
的
関
係
と
構
造
的
に
対
応
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
[
前
掲
訳
書

Na]
と
い
う
、
「
対
応
原
理
」
を
主
張
す
る
。
こ
の
議
論
は
、
「
上
司
!
部
下
」
の
管
理
の
様
熊
毛
測
定
し
た
概
念
を
、
「
教
師
|
生

徒
」
の
関
係
の
分
析
に
適
用
し
た
コ

l
ン
ら
の
分
析
枠
組
と
共
通
し
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
概
念
は
、
日
本
に
お
け
る
学
校
教
育
の
論
点
で
あ
る
「
管
理
教
育
」
の
問
題
を
測
定
し
た
も
の
と
も
み
な
す
こ
と
が
で

き
る
。
高
度
経
済
成
長
と
そ
れ
に
引
き
続
く
安
定
期
を
下
支
え
し
た
構
造
と
し
て
、
「
日
本
的
」
経
営
、
日
本
型
シ
ス
テ
ム
、
タ
テ
社

会
の
人
間
関
係
、
協
同
団
体
主
義
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
も
は
や
常
識
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
日
本
の
学
校
教
育
は
、
学
校
教

育
の
管
理
性
を
通
し
て
、
こ
う
し
た
特
性
を
諸
個
人
に
付
与
す
る
機
能
を
担
っ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
志
水
は
日
本
の
学

校
文
化
論
の
構
築
に
向
け
て
の
指
針
と
し
て
、
「
学
校
の
集
団
主
義
的
特
徴
が
い
か
な
る
社
会
的
文
脈
の
下
で
成
立
し
て
い
る
の
か
、

そ
し
て
そ
の
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
社
会
的
帰
結
を
生
み
出
し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
こ
そ
が
関
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
が
国

の
学
校
文
化
は
、
学
校
と
い
う
近
代
的
制
度
が
も
っ
「
普
遍
的
』
な
特
徴
と
わ
が
国
『
固
有
』
の
文
化
・
教
育
の
伝
統
と
が
ま
ざ
り
あ



い
、
重
な
り
合
っ
た
重
層
的
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
志
水
口
由
也
D

S

]

)

と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

論
点
を
検
討
す
る
た
め
に
も
、
学
校
教
育
の
管
理
性
が
青
少
年
の
社
会
的
態
度
に
与
え
る
影
響
を
測
定
す
る
こ
と
は
意
義
深
い
も
の
と

判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
学
校
教
育
の
管
理
性
の
測
定
に
は
、
「
あ
な
た
の
学
校
で
は
服
装
や
髪
型
に
つ
い
て
の
校
則
や
指
導
は
き
び
し
い
で
す
か
」
、

「
あ
な
た
の
学
校
で
は
、
課
外
活
動
や
学
校
行
事
の
と
き
の
行
動
に
つ
い
て
も
、
先
生
方
か
ら
細
か
く
指
示
さ
れ
た
り
監
督
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
文
に
対
す
る
五
分
位
の
選
択
肢
に
よ
る
回
答
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
。
後
者
は
先
行
研
究
で
用
い
ら

れ
有
効
性
を
確
認
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、
前
者
は
日
本
の
教
育
現
場
に
特
有
の
管
理
の
様
式
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
「
校
則
」
を
扱
っ

た
項
目
で
あ
る
。
同
時
に
こ
れ
ら
は
、
日
本
の
学
校
教
育
に
特
徴
的
と
さ
れ
る
、
教
師
の
管
理
の
下
で
の
「
集
団
主
義
的
」
生
活
条
件

を
視
野
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
概
念
は
学
校
に
お
け
る
課
業
内
の
条
件
を
測
定
し
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
、
学

校
教
育
の
複
雑
性
と
は
概
念
上
は
独
立
し
て
い
る
。

社会的態度の軍庇要因

学
校
教
育
の
単
調
性

学
校
教
育
の
単
調
性
は
、
「
あ
な
た
は
学
校
で
勉
強
す
る
と
き
に
同
じ
こ
と
を
く
り
返
し
習
っ
て
い
る
よ
う
に
恩
い
ま
す
か
」
と
い

う
質
問
項
目
に
対
す
る
回
答
か
ら
測
定
さ
札
記
。
な
お
、
こ
の
概
念
は
コ

l
ン
ら
の
先
行
研
究
で
は
分
析
に
積
極
的
に
は
用
い
ら
れ
て

お
ら
ず
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
と
学
校
教
育
の
管
理
性
の
二
概
念
の
み
に
事
実
上
の
焦
点
が
あ
て
ら
れ
る
。

第八章

測
定
モ
デ
ル
の
検
討

169 

図
8
1
1
は
教
育
上
の
自
己
|
指
令
性
の
三
側
面
を
、
第
二
次
青
少
年
調
査
の
デ
ー
タ
に
あ
て
は
め
て
測
定
し
た
モ
デ
ル
を
示
し
て

(
2
)
 

い
る
。
測
定
変
数
は
前
述
の
五
変
数
、
潜
在
概
念
は
三
概
念
で
あ
る
。
適
合
度
は

H

ぐと
HH
怠
-
o
E
H
g
e
〉
の
百

HS-
間
宮
間

HCM
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.16 

学
校
教
育
の
裡
雑
性

第二部

教育上の自己指令性の測定モデル図8-1

68 

52 

e→一週間当たりの英語、数学の授提時間量生

e→一週間当たりの合計学習時間数

学
校
教
育
の
管
理
性

70 

25 

e→服装や畢型に関する校則や指導が酷しい

e→課外活動のときに教師に厳格に指示される

学
校
教
育
の
単
調
性

1.00 学校で閉じことを〈り返し習っている

と
十
分
に
よ
い
。
ま
た
因
子
負
荷
量
は
全
て
有
意
で

あ
り
、
各
概
念
は
適
切
に
測
定
さ
れ
て
い
る
と
判
断

で
き
る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
変
数
の
聞
の
相
関

RMR=.02 

係
数
を
み
る
と
、
ま
ず
学
校
教
育
の
単
調
性
は
、
他

の
二
概
念
と
の
聞
に
低
い
有
意
な
相
関
関
係
(
回
目

と
'
H
D
)

が
あ
る
。
ま
た
、
学
校
教
育
の
複
雑
性

と
学
校
教
育
の
管
理
性
の
間
に
は
l

明
白
と
い
う
ア

AGFI~.99 

メ
リ
カ
の
モ
デ
ル
と
同
様
の
高
い
負
の
相
関
関
係
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
こ
の
モ
デ
ル
は
コ

l

GFI~.98 

ほン
iまら
等の
価教
で育
あ上
るの
と自

説干
で指
き令
る性
だの
ろ(祖o
う旦定。ヰユ
デ
1レ
と

X2/d.f.=1.40 

ま
た
、
相
関
係
数
か
ら
は
学
校
教
育
の
複
雑
性
が

高
い
ほ
ど
管
理
性
は
低
く
な
る
、
逆
に
管
理
性
が
高

い
ほ
ど
複
雑
性
は
低
く
な
る
と
い
う
ト
レ
ー
ド
・
オ

χ2=4.2 d.f=3 

7
の
関
係
が
示
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
現
代
日
本
の

学
校
教
育
の
状
況
に
あ
て
は
め
て
解
釈
す
る
と
、

「
進
学
校
」
で
は
「
管
理
教
育
」
の
度
合
は
低
く
、

N~611 

逆
に
い
わ
ゆ
る
「
底
辺
校
」
や
公
立
中
学
校
で
は
生

徒
指
導
に
重
点
が
お
か
れ
る
と
い
う
実
態
(
あ
る
い



(
4
)
 

は
「
実
感
」
)
に
全
く
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
て
、
こ
の
三
概
念
を
説
明
概
念
と
し
て
以
後
の
分
析
に
噂
人

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

年
齢
・
学
年

さ
ら
に
学
校
教
育
の
重
要
な
要
因
と
し
て
、
年
齢
・
学
年
が
分
析
に
加
え
ら
れ
る
。

学
年
は
こ
の
デ
ー
タ
で
は
中
学
校
一
年
l
高
等
学
校
三
年
ま
で
の
六
学
年
の
レ
ン
ジ
に
入
る
。
本
来
こ
の
学
年
こ
そ
が
、
教
育
年
数

(
現
時
点
で
の
教
育
達
成
)
の
指
標
で
あ
る
。
も
っ
と
も
学
歴
の
獲
得
さ
れ
た
属
性
と
し
て
の
機
能
的
・
象
徴
的
価
値
の
作
用
(
第
五

章
参
照
)
は
学
齢
期
に
あ
る
青
少
年
に
は
適
用
さ
れ
に
く
い
。
さ
ら
に
分
析
結
果
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
学
年
に
よ
る
教
育
条
件
の

差
異
の
う
ち
で
、
教
育
上
の
自
己

l
指
令
性
に
関
す
る
部
分
が
、
前
述
し
た
概
念
に
よ
っ
て
直
接
測
定
さ
れ
る
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
た
と
え
ば
学
年
を
重
ね
る
ご
と
に
高
ま
る
授
業
内
容
の
複
雑
性
は
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
に
よ
っ
て
直
接
測
定
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

社会的態度の形成要因

ま
た
学
年
は
日
本
で
は
青
少
年
の
年
齢
と
ほ
ぼ
完
全
関
連
す
る
変
数
で
あ
る
。
そ
の
た
め
成
長
の
過
程
に
あ
る
中
高
生
の
場
合
は
、

前
述
の
よ
う
な
学
校
教
育
の
「
総
量
」
と
し
て
の
側
面
よ
り
も
、
対
象
者
の
身
体
的
・
精
神
的
な
発
達
段
階
の
指
標

(
H
年
齢
)
と
み

る
の
が
適
切
で
あ
る
場
合
も
多
い
。
し
か
し
事
実
上
、
学
年
と
年
齢
の
効
果
の
分
割
は
不
可
能
な
の
で
、
こ
こ
で
は
効
果
の
意
味
を
解

釈
す
る
際
に
、
学
校
で
の
生
活
年
数
(
学
年
)
と
身
体
・
精
神
的
な
発
達
段
階
(
年
齢
)
の
両
面
を
考
慮
す
る
こ
と
で
対
応
す
る
。

第八章

知
的
資
質
の
個
体
差
・
学
業
成
績
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さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
検
討
す
べ
き
要
因
が
あ
る
。
そ
れ
は
教
育
達
成
に
影
響
力
を
も
ち
、
同
時
に
学
校
教
育
の
直
接
の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
で
も
あ
る
知
的
資
質
の
対
象
者
間
の
差
異
で
あ
る
。
知
的
資
質
は
そ
れ
自
体
が
進
学
に
お
け
る
選
別
基
準
と
し
て
の
機
能
を
も
っ
て
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い
る
。
ま
た
、
教
育
年
数
に
よ
っ
て
知
的
能
力
は
養
成
さ
れ
、
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
た
と
え
ば
、
高
校
三
年
生
の
知
的
能
力
は
中
学

社会的態度の形成過程

一
年
生
よ
り
も
当
然
高
い
が
、
そ
れ
は
単
に
そ
の
個
人
の
生
得
的
な
資
質
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
受
験
に
よ
る
選
別
の
結
果
で
あ
り
、

学
校
教
育
に
よ
っ
て
身
に
つ
い
た
能
力
で
も
あ
る
。
ま
た
学
校
教
育
に
よ
る
純
粋
な
態
度
形
成
効
果
を
み
る
た
め
に
は
、
対
象
者
が
中

学
校
入
学
の
時
点
で
身
に
つ
け
て
い
た
知
的
資
質
の
差
異
は
、

デ
ー
タ
上
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

知
的
な
能
力
や
資
質
は
、
こ
こ
で
く
り
返
し
引
用
し
て
き
た
-
九
七

0
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
こ
つ
の
先
行
研
究
で
も
、
ボ
ー

ル
ズ
ら
に
お
い
て
は
「

I
Q」
と
し
て
、

コ
ー
ン
ら
の
研
究
に
お
い
て
は
「
考
え
方
の
柔
軟
性
」
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
前
者
で

第三部

は
知
的
資
質
は
、
不
平
等
の
再
生
産
に
正
当
性
を
与
え
る
内
実
の
な
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
と
し
て
扱
わ
れ
、
後
者
で
は
階
層
的
秩
序

を
維
持
す
る
積
極
的
な
機
能
が
扱
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
解
釈
上
の
問
題
は
留
保
す
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
双
方
と
も
、
知
的
資
質
の
個

人
差
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
の
諸
条
件
に
よ
っ
て
完
全
に
説
明
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
階
層
的
な
差
異
に
帰
す
る
部
分
を
認
め
て

い
る
。
そ
し
て
理
由
は
種
々
あ
る
と
し
て
も
、
も
と
も
と
下
層
階
級
の
人
々
は

I
Qや
考
え
方
の
柔
軟
性
は
低
い
も
の
で
、
学
校
教
育

は
そ
う
し
た
差
異
を
増
幅
し
、
正
当
化
す
る
機
能
を
も
っ
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
考
慮
す
る
と
、
本
書
で
は
知
的
資
質
の
検
討
を
欠
く
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
質
問
紙
調
査
で
は
知
的
資
質
に
関

す
る
十
分
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
方
法
論
上
の
問
題
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
二
次
青
少
年
調
査
で
は
小
学
校
六
年
生

時
の
成
績
を
対
象
者
に
た
ず
ね
、
こ
れ
を
分
析
に
お
け
る
説
明
概
念
に
加
え
る
こ
と
に
し
た
。
小
学
校
六
年
生
と
い
う
時
点
に
注
目
し

た
の
は
、
中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
け
る
教
育
条
件
の
影
響
を
受
け
て
お
ら
ず
、
成
績
に
よ
る
選
別
が
行
な
わ
れ
る
以
前
の
本
人
の
知

的
な
資
質
を
知
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
概
念
を
説
明
変
数
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
教
育
に
よ
る
態
度
形
成
の
効
果
を
よ
り
純

粋
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
進
学
校
の
低
成
績
者
と
職
業
高
校
の
高
成
績
者
、
あ
る
い
は
高
校
生
と
中
学
生
の
な
ど
の
、

比
較
の
困
難
な
対
象
者
聞
の
知
的
資
質
の
差
異
を
共
通
の
尺
度
で
計
測
で
き
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
小
学
校
六
年
生

時
の
成
績
に
関
し
て
は
、
対
象
者
間
の
知
的
資
質
で
は
な
く
、
学
業
達
成
の
指
標
と
し
て
、
不
安
感
や
自
尊
心
な
ど
の
形
成
に
関
与
し



て
い
る
可
能
性
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
効
果
の
解
釈
を
行
な
う
際
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
、
こ
の
小
学
校
六
年
生
時
の
成
績
の
分
布
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
五
分
位
の
回
答
の
結
果
が
、
ど
ち
ら
か
に
偏
る
こ
と
な
く

「
三
」
を
中
心
に
分
布
し
て
い
た
。
教
師
が
与
え
る
五
段
階
評
価
の
成
績
は
、
正
規
分
布
に
近
似
さ
せ
て
、
「
こ
と
「
五
」
が
そ
れ

〈

S
)

ぞ
れ
約
一

O
話
、
つ
こ
と
「
四
」
が
そ
れ
ぞ
れ
約
二

O
%、
「
三
」
が
約
四

O
%
の
割
合
で
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
指
標
の
分
布
は
こ
の

比
率
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
己
申
告
の
指
標
で
は
あ
る
が
、
学
業
成
績
の
客
観
的
指
標
と
し
て
あ
る
程
度
信
頼
で
き
る

も
の
と
判
断
し
た
い
。

何
が
ど
れ
だ
け
効
果
を
も
っ
て
い
る
の
か
?

重
回
帰
モ
デ
ル
の
設
計

第八輩社会的態度の形成要因

青
少
年
の
社
会
的
態
度
の
説
明
要
因
は
大
別
す
る
と
、
親
の
社
会
的
態
度
、
家
族
構
成
、
出
身
階
層
、
性
別
な
ど
の
生
得
的
な
属
性

の
要
因
群
と
、
教
育
上
の
自
己
|
指
令
性
、
年
齢
・
学
年
な
ど
の
学
校
教
育
の
諸
条
件
の
二
群
で
あ
る
。
社
会
的
態
度
は
こ
れ
ら
の
う

ち
の
、
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
直
接
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
多
重
共
線
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
上
記
の
諸
要
因

〔

6〉

を
説
明
概
念
と
し
て
投
入
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
態
度
を
目
的
概
念
と
し
た
重
回
帰
分
析
で
直
接
の
因
果
効
果
の
有
無
を
計
量
す
る
。

な
お
、
こ
こ
で
の
重
回
帰
分
析
は
確
証
的
因
子
分
析
で
測
定
さ
れ
る
潜
在
概
念
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
最
尤
推
定
法
を
用
い
た
、
い
わ

ゆ
る

F
5同
開
下
(
リ
ズ
レ
ル
)
型
の
フ
ル
・
モ
デ
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
個
々
の
社
会
的
態
度
に
つ
い
て
、
全
く
別
々
の
モ
デ
ル
を
構

築
し
た
の
で
は
、
社
会
的
態
度
聞
の
性
質
の
比
較
が
困
難
に
な
る
の
で
、
五
つ
の
社
会
的
態
度
に
対
し
て
、
説
明
変
数
を
全
て
共
通
に

し
た
同
型
の
重
回
帰
モ
デ
ル
を
適
用
す
る
こ
と
で
、
結
果
の
比
較
を
容
易
に
し
て
い
る
。
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目
的
概
念
と
な
る
社
会
的
態
度
は
、
前
章
で
親
子
三
者
の
測
定
の
適
切
さ
を
確
認
し
た
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
、
集
団
同
調
性
、
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不
安
感
、
自
己
確
信
性
、
生
活
満
足
度
の
五
概
念
で
あ
る
。

一
方
、
説
明
概
念
と
し
て
は
ま
ず
第
一
に
、
父
親
、
母
親
そ
れ
ぞ
れ
の
同
等
の
社
会
的
態
度
が
用
い
ら
れ
る
。
前
章
に
お
け
る
相
関

分
析
で
は
他
の
社
会
的
要
因
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
な
い
た
め
、
阿
親
に
よ
る
直
接
的
な
熊
長
形
成
効
果
に
つ
い
て
は
推
論
に
留
ま

っ
た
が
、
重
回
帰
モ
デ
ル
に
お
い
て
有
意
な
直
接
効
果
が
あ
れ
ば
、
青
少
年
の
社
会
的
態
度
は
両
親
に
よ
っ
て
伝
達
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
確
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

家
庭
環
境
、
学
校
教
育
の
諸
要
因

家
庭
の
社
会
・
経
済
的
地
位
の
要
因
と
し
て
は
、
父
親
の
職
業
威
信
、
父
親
の
教
育
年
数
、
世
帯
収
入
を
導
入
し
た
。
こ
れ
ら
か
ら

の
直
接
効
果
が
あ
れ
ば
、
青
少
年
の
社
会
的
態
度
は
、
家
庭
の
社
会
・
経
済
的
地
位
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ

し
、
直
接
効
果
が
な
く
て
も
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
両
親
の
社
会
的
態
度
や
学
校
教
育
の
諸
条
件
を
経
由
し
て
間
接
的
に
青
少
年
の
態
度

の
形
成
に
関
わ
り
う
る
概
念
で
あ
る
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
青
少
年
の
家
庭
内
の
環
境
要
因
と
し
て
家
族
人
数
も
検
討
す
る
。
家
族
人
数
が
多
い
こ
と
は
、
き
ょ
う
だ
い
が
多
い
か
、
拡

大
家
族
で
あ
る
か
ど
ち
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
対
象
青
少
年
の
社
会
化
を
主
た
る
機
能
と
し
た
核
家
族
で
あ
る

(
7
)
 

か
、
そ
れ
と
も
他
の
構
成
員
の
多
い
大
家
族
で
あ
る
か
を
知
る
指
標
と
な
る
。

そ
し
て
前
節
で
測
定
し
た
学
校
教
育
の
諸
条
件
で
あ
る
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
、
学
校
教
育
の
管
理
性
、
学
校
教
育
の
単
調
性
、
お

よ
び
年
齢
・
学
年
、
知
的
資
質
・
学
業
成
績
が
説
明
要
因
と
し
て
加
え
ら
れ
る
。

ジ
ェ
ン
ダ
l

ま
た
青
少
年
の
性
別
文
化
に
基
づ
く
社
会
的
態
度
の
獲
得
の
様
態
を
知
る
た
め
に
、
ジ
エ
ン
ダ
l

(
性
別
)
の
効
果
も
分
析
さ
れ
る
。



性
別
規
範
と
し
て
の
「
男
ら
し
き
」
、
「
女
ら
し
き
」
と
い
う
概
念
は
、
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
は
変
容
し
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
も
、

い
ま
だ
に
男
性
に
は
「
情
に
流
さ
れ
ず
に
目
標
を
追
求
す
る
こ
と
、
言
い
訳
し
な
い
こ
と
、
責
任
感
が
強
い
こ
と
」
が
期
待
さ
れ
、
女

性
の
理
想
像
は
こ
の
反
対
で
あ
り
、
「
情
が
細
や
か
で
暖
か
み
が
あ
る
こ
と
、
隠
し
ご
と
を
せ
ず
に
心
か
ら
う
ち
と
け
て
人
と
接
す
る

こ
と
、
物
事
に
柔
軟
に
対
処
し
て
無
理
を
通
さ
な
い
こ
と
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
(
江
原
由
美
子

E
g
g
-
ま
た
青
少
年
期
は
、
自
分

の
性
に
対
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
確
立
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
別
の
ラ
イ
フ
・
コ
ー
ス
に
つ
い
て
自
覚
的
に
考
え
始
め
る
時
期
で
あ

り
、
職
業
生
活
や
家
庭
生
活
に
お
い
て
将
来
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
生
活
条
件
に
適
合
す
る
よ
う
に
、
予
期
的
な
社
会
化
を
す
る
時
期
で

も
あ
る
。

ま
た
木
村
涼
子
は
、
学
校
文
化
と
ジ
エ
ン
ダ
l
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
「
学
校
教
育
の
中
に
は
、
顕
在
化
し
て
い
る

フ
ォ
ー
マ
ル
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
別
に
、
女
性
(
役
割
)
と
男
性
(
役
割
)
と
い
う
、
対
の
ジ
ェ
ン
ダ
I
と
、
女
性
と
男
性
の
関
係
、

社会的態度の博成要因

ジ
エ
ン
ダ
l
・
リ
レ
イ
シ
ョ
ン
を
作
り
上
げ
る
『
か
く
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
貧
困
盆
2
口
5
5
E
C
E
)
』
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
『
女

は
家
庭
、
男
は
仕
事
』
と
い
う
伝
統
的
な
性
別
分
業
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
り
、
『
女
は
文
化
系
、
男
は
理
数
系
が
得
意
」
ま
た
は

『
男
の
方
が
女
よ
り
全
般
的
に
優
れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
能
力
観
で
あ
り
、
『
女
は
優
し
く
、
静
か
で
、
情
緒
的
で
美
し
い
』
『
男
は
た

く
ま
し
く
、
勇
気
が
あ
っ
て
、
論
理
的
で
強
い
』
と
い
っ
た
、
「
ら
し
さ
」
概
念
の
形
成
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
相
補
性
に
基

づ
き
な
が
ら
、
優
位

l
劣
位
関
係
、
独
立
|
従
属
関
係
、
支
配
被
支
配
関
係
が
形
成
さ
れ
る
。
」
(
木
村

[
s
u
o
-印
叶
]
)

な
お
青
少
年
を
分
析
対
象
と
す
る
本
書
に
お
い
て
は
、
完
全
に
二
値
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
男
女
を
別
々
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
扱
う

と
も
考
え

ち
れ
た。
L 
か
L 

ま
ず
は
青
少
年
全
体
の
傾
向
を
把
握
す
る
方
向
性
を
重
視
す
る

と
と
し

男
女
の
社
会
的
背旨

度
の

第人寧

形
成
過
程
の
差
異
は
今
後
の
課
題
と
し
て
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
他
の
概
念
と
同
様

に
説
明
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
性
別
を
分
析
す
る
。
こ
の
指
標
は
男
子
に
「
1
」
、
女
子
に
「
2
」
と
い
う
数
値
を
与
え
た
も
の
で
あ

175 

る
た
め
、
正
の
相
関
関
係
は
「
女
子
の
方
が
よ
り
i
ー
で
あ
る
」
、
負
の
相
関
関
係
は
「
男
子
の
方
が
よ
り
ー
ー
で
あ
る
」
と
い
う
こ
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生活満足度

075 I -.032 .035 

100 I -.029 I -.025 

.073 I -.033 .031 

.032 I -.018 I -.055 

143'. .117・ .221・・

050 .092 .120・
一 ー一 一一ー一一一一
085 I -.3回・・ I -.043 

113 I -.009 I -.099・
.074 .300" .045 

179・・ I -.155・ .206・・

096 .039 .124" 

010 .107・ I-.010 

表 8-1 社会的態度の形成要因の重回帰モデル(標準備回帰係数)

1 、~、 社会的態度

説明変量 ----¥ 

父親教育年並 .087 

父親職業威濡 | ー026

世帯収入 I -.003 
家族人監 | 日22

父親同態度 I .118・
母親同態度 I .233・・

性別 I -.003 

年齢学年 I -.306・・
知的資質・学業成績 I -.198・・

学校教育の複雑性 I -.017 
学校教育の管理性 I .124・
学校教育の単調性 .000 

第二部

自己確信性不安感集団向調性

→ 018 

-.027 

075 

.021 

.056 

.曲8

310・.
003 

.152・

264・.
129 

-.135・

権威主輯

139・・
456 

2.53(266) 

90. .86 

08 

226・・
460 

1.91(266) 

93.曲

08 

108・・
395 

1.67(887) 

86..84 

10 

131・・

296 

1.84(94) 

91， .87 

09 

315・・

407 

1.59(682) 

.88..86 

叩

サンプル量生N

X'/d.f.(自由度)

GFI. AGFI 

RMR 

決定係数R'

と
を
意
味
す
る
。

青
少
年
の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
形
成
要
因

そ
れ
で
は
個
々
の
社
会
的
態
度
に
つ
い
て
重
回
帰
モ

デ
ル
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

表
8
ー
ー
は
青
少
年
の
五
つ
の
社
会
的
態
度
に
つ
い

(
8
v
 

て
、
前
述
の
一
二
個
の
説
明
概
念
か
ら
の
直
接
効
果
を
、

重
回
帰
モ
デ
ル
に
お
け
る
標
準
偏
回
帰
係
数
よ
っ
て
測

定
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
の
下
部
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

(注) .は10%* *は 5%水準で有意な憧を示す。
(出所) 吉)110996a)より作成。

親
の
杜
A 

"" 的
態
度

七

九
行
め

青
少
年
の

生
得

モ
デ
ル
の
決
定
係
数
と
モ
デ
ル
全
体
の
適
合
度
が
示
さ

れ
て
い
る
。
説
明
変
数
と
し
て
は
、

一
t
四
行
め
に
家

庭
の
社
会
・
経
済
的
要
因
、
続
い
て
五
!
六
行
め
に
両

的
)
属
性
要
因
、
そ
し
て
下
部
三
行
に
学
校
教
育
の
諸

条
件
を
並
べ
て
い
る
。

ま
ず
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
(
左
一
列
め
「
権
威
主

義
」
と
略
記
)
か
ら
み
て
い
こ
う
。
適
合
度
の
指
標
を

み
る
と

H
M
¥島
『

H

H

S

と
十
分
に
適
合
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
モ
デ
ル
で
は
決
定
係
数



が
同
M
H
e
ω

回
目
で
あ
り
、
説
明
力
の
高
い
会
二
・
五
%
)
重
回
帰
モ
デ
ル
で
あ
る
と
い
え
る
。

権
威
主
義
的
伝
統
主
義
に
対
す
る
説
明
要
因
か
ら
の
効
果
(
標
準
偏
回
帰
係
数
)
を
み
る
と
、
有
意
な
直
接
効
果
を
も
っ
要
因
は
、

母
親
の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義

(
M
U
U
)
、
年
齢
・
学
年

(
l
g
g、
知
的
資
質
・
学
業
成
績

(l
沼
田
)
、
お
よ
び
一
O
%
水
準
で
有

意
な
値
を
示
し
て
い
る
学
校
教
育
の
管
理
性
(
目
立
)
と
父
親
の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
(
己
∞
)
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
母
親
(
お
よ

ぴ
父
親
)
が
権
威
主
義
的
で
あ
る
ほ
ど
青
少
年
は
権
威
主
義
的
に
な
る
と
い
う
直
接
効
果
が
あ
る
の
だ
が
、
同
時
に
権
威
主
義
的
伝
統

主
義
は
年
齢
・
学
年
が
高
く
な
る
ほ
ど
低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
知
的
資
質
・
学
業
成
績
が
高
い
こ
と
も
権
威
主
義
的
伝
統
主
義

を
低
下
さ
せ
る
直
接
効
果
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
因
果
構
造
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
、
個
人
的
な
資
質
で
あ
れ
身
体
的
な

成
熟
や
教
育
達
成
で
あ
れ
、
知
的
な
能
力
が
高
ま
る
こ
と
が
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
を
剥
奪
的
に
低
下
さ
せ
る
と
い
う
、
従
来
か
ら

(
9〉

指
摘
さ
れ
て
き
た
プ
ロ
セ
ス
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。

杜会的態度の形成要因

一
方
で
、
青
少
年
の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
傾
向
は
母
親
(
お
よ
び
父
親
)

の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
傾
向
に
よ
っ
て
も
決
定
さ
れ
る
。
総
合
す
る
と
青
少
年
の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
は
、
ま
ず
母
親
(
父

親
)
か
ら
の
伝
達
に
よ
っ
て
そ
の
傾
向
を
少
な
か
ら
ず
規
定
さ
れ
る
が
、
学
校
教
育
や
加
齢
に
よ
る
成
熟
に
よ
っ
て
知
的
能
力
が
高
ま

る
に
つ
れ
て
、
そ
の
傾
向
は
剥
奪
的
に
低
下
す
る
、
と
い
う
過
程
が
明
ら
か
に
な
る
。
た
だ
し
権
威
主
義
を
体
現
す
る
教
育
条
件
で
あ

る
学
校
教
育
の
管
理
性
が
高
け
れ
ば
、
青
少
年
は
権
威
主
義
的
傾
向
を
高
め
る
と
い
う
側
面
も
同
時
に
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
構
造
は
単
純
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
、
重
回
帰
モ
デ
ル
か
ら
こ
れ
以
上
の
議
論
を
導
き
だ
す
の
は
早
計
に
す
ぎ
る

の
で
、
こ
う
し
た
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
お
い
て
因
果
モ
デ
ル
を
用
い
な
が
ら
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

第八章

青
少
年
の
集
団
同
鯛
性
の
形
成
要
因

次
に
表
8
ー
ー
か
ら
青
少
年
の
集
団
同
調
性
の
形
成
要
因
を
み
て
い
こ
う
。
モ
デ
ル
全
体
の
適
合
度
は
H

ぐと
H
H

怠
と
十
分
に
よ

い
。
決
定
係
数
は
同
F
H
U
H

と
あ
ま
り
高
く
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
分
析
か
ら
以
下
の
よ
う
な
結
果
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
。
標
準
偏

171 
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回
帰
係
数
を
み
る
と
、
ま
ず
性
別
か
ら
大
き
い
有
意
な
効
果

(
l
ω
5
)
が
あ
る
。
こ
れ
は
男
子
の
方
が
帰
属
集
団
へ
の
考
え
方
の
同

調
傾
向
が
強
く
、
女
子
の
方
が
向
調
傾
向
が
弱
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
学
校
教
育
の
複
雑
性
が
高
い
こ
と
が
集
団
同
調
性
を

高
め
る
効
果

(
N
E
)

を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
ま
た
一

O
%水
準
で
は
、
知
的
資
質
・
学
業
成
績
が
低
い
ほ
ど
集
団
向
調
性

が
高
い

(
E

・5N)、
学
校
教
育
の
単
調
性
が
高
い
ほ
ど
集
団
同
調
性
を
低
下
さ
せ
る
(
l

お
印
)
と
い
う
効
果
が
み
ら
れ
て
い
る
。
全

体
と
し
て
は
両
親
や
家
庭
の
社
会
・
経
済
的
要
因
か
ら
の
直
接
効
果
は
み
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
青
少
年
の
集
団
向
調
性
の
形
成
要
因
は
学

校
教
育
の
諸
条
件
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

第二部

青
少
年
の
不
安
感
の
形
成
要
因

次
に
青
少
年
の
不
安
感
の
形
成
要
因
を
検
討
し
よ
う
。
重
回
帰
モ
デ
ル
の
適
合
度
は
H

ぐと
H
H

ミ
と
十
分
に
よ
い
も
の
の
、
決
定

係
数
は
同
r

H

O

∞
と
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
。
標
準
偏
回
帰
係
数
を
み
る
と
学
校
教
育
の
複
雑
性
が
高
い
ほ
ど
不
安
感
が
高
い

(
可
申
)
と
い
う
関
係
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
受
験
体
制
を
反
映
し
た
学
校
教
育
の
条
件
(
学
校
教
育
の
複
雑
性
)
が
青
少
年
の
情
緒

的
な
安
定
(
安
心
感
|
不
安
感
)
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
た
結
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
前
章
の
親
子
三
者
モ
デ
ル
で
み
ら
れ
た
父
子
聞
の
相
関
関
係
は
、
他
の
要
因
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
も
消
え
な
い
直
接
効
果

(
E
U
)

に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
家
庭
の
階
層
的
地
位
や
母
親
の
態
度
で
は
な
く
、
父
親
の
不
安

感
が
直
接
的
に
青
少
年
の
不
安
感
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
結
果
を
デ
ィ
ス
ト
レ
ス
の
父
子
関
係

と
し
て
解
釈
し
た
だ
け
で
は
誤
解
を
生
じ
や
す
い
の
で
、
反
対
の
父
親
の
安
心
感
(
情
緒
的
安
定
度
)
が
高
け
れ
ば
、
青
少
年
の
安
心

感
(
情
緒
的
安
定
度
)
が
高
ま
る
と
い
う
解
釈
も
強
調
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。



膏
少
年
の
自
己
確
信
性
の
形
成
要
因

青
少
年
の
自
己
確
信
性
を
目
的
概
念
と
し
た
重
回
帰
モ
デ
ル
で
は
、
適
合
度
は
弓
注
目
H

H

由H
と
、
や
は
り
十
分
に
よ
く
、
決
定
係

数
は
同
r
M
M
由
と
穂
陸
尺
度
を
目
的
概
念
と
し
た
も
の
と
し
て
は
高
い
説
明
力
を
示
し
て
い
る
。
標
準
偏
回
帰
係
数
を
み
る
と
有
意
な

直
接
効
果
が
み
ら
れ
る
の
は
性
別

(

8

0

)

と
知
的
資
質
・
学
業
成
績

(
8
0
)

で
あ
る
。
性
別
の
負
の
標
準
偏
回
帰
係
数
は
男
子

の
方
が
自
己
確
信
性
が
高
く
、
女
子
の
方
が
自
己
確
信
性
が
低
い
と
い
う
傾
向
を
示
し
、
中
・
高
生
女
子
の
自
己
確
信
性
が
、
す
で
に

男
子
よ
り
低
い
こ
と
が
デ
ー
タ
か
ら
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
知
的
資
質
・
学
業
成
績
に
関
し
て
は
、
こ
こ
で
は
(
小
)
学

校
に
お
け
る
自
己
達
成
の
評
価
基
準
と
な
る
学
業
成
績
が
、
セ
ル
フ
・
エ
ス
テ
ィ
1
ム
の
形
成
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
一

O
%
の
有
意
水
準
で
は
父
親
の
自
己
確
信
性
が
高
い
こ
と
(
戸
ご
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
が
低
い
こ

社会的態度の形成要因

と
(
'
己
印
)
、
学
校
教
育
の
単
調
性
が
高
い
こ
と

(
5
3
が
そ
れ
ぞ
れ
自
己
確
信
性
を
高
め
る
若
干
の
直
接
効
果
を
も
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
で
き
る
。
こ
の
う
ち
父
親
の
自
己
確
信
性
か
ら
の
正
の
効
果
は
、
不
安
感
と
同
様
に
父
子
商
の
感
情
・
情
緒
性
の
共
有
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
モ
デ
ル
で
は
学
校
教
育
の
条
件
が
自
己

i
指
令
的
に
な
る
ほ
ど
、
自

己
確
信
性
は
低
下
す
る
、
と
い
う
ア
メ
リ
カ
で
の
先
行
研
究
と
は
逆
の
測
定
結
果
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
さ

ら
に
口

l
ゼ
ン
パ
l
グ
ら
の
指
摘
し
た
と
お
り
、
こ
の
年
齢
の
青
少
年
の
自
尊
心
へ
社
会
・
経
済
的
地
位
か
ら
の
直
接
効
果
が
有
意
で

は
な
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
お
2
0
5
2白
書

ι
3主
百
[
O
匂
主
]
)
。

青
少
年
の
生
活
満
足
度
の
形
成
要
因

第八章

最
後
に
生
活
満
足
度
の
重
回
帰
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
の
結
果
を
検
討
し
よ
う
。
モ
デ
ル
全
体
の
適
合
度
は
汚
与
す
N

g

と
他
の
モ

デ
ル
と
比
較
す
る
と
や
や
悪
い
が
、
そ
れ
で
も
十
分
に
適
合
し
て
い
る
。
決
定
係
数
は
そ

N
E
U
で
あ
る
。
標
準
偏
回
帰
係
数
を
み
る

179 

と
、
ま
ず
父
親
の
満
足
度
が
高
い
ほ
ど
青
少
年
の
満
足
度
が
高
ま
る
効
果
(
N
N
H
)
が
あ
り
、
母
親
か
ら
も
一

O
%水
準
で
有
意
な
効
果
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(
H
N
C
)

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
も
父
子
聞
の
関
係
が
母
子
問
よ
り
も
強
い
直
接
効
果
と
し
て
測
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
家

庭
の
社
会
・
経
済
的
な
要
因
か
ら
の
直
接
効
果
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
元
来
、
狭
義
の
階
層
意
識
と
も
み
な
さ
れ
て
き
た
生
活
満
足

度
は
、
殺
世
代
の
社
会
階
層
要
因
と
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
さ
ら
に
(
両
親
の
生
活
満
足
度
ま
ど
を
媒
介
と
し
た
)

間
接
効
果
も
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
(
次
章
参
照
)
。
ま
た
、
学
校
教
育
の
管
理
性
が
高
い
ほ
ど
満
足
度
が
高
い
(
巳
事
)

で
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
が
高
い
ほ
ど
満
足
度
が
高
い

(
N
c
g
と
い
う
、
学
校
教
育
の
相
反
す
る
条
件
か
ら
の
有
意
な
プ
ラ
ス
の
効

果
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
教
師
に
よ
る
管
理
が
厳
格
で
あ
っ
た
り
、
課
業
が
複
雑
で
あ
る
と
、
青
少
年
の
生
活
全
般
に
対
す
る
満
足 方

度
が
向
上
す
る
(
不
満
感
が
低
下
す
る
と
い
う
)
と
い
う
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
年
齢
・
学
年
が
上
が
る
に
し
た
が
っ
て
満

足
度
が
低
下
す
る
と
い
う
効
果

(
b
g
)
も
一

O
%水
準
で
有
意
な
値
と
な
っ
て
い
る
。

分
析
結
果
が
示
唆
す
る
も
の

一
二
個
の
説
明
概
念
か
ら
の
直
接
効
果
の
大
き
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し

こ
の
章
で
は
、
五
つ
の
社
会
的
態
度
を
目
的
概
念
と
し
て
、

(
叩
)た
。
こ
の
作
業
は
正
確
な
測
定
と
仮
説
検
証
を
目
的
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
章
末
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
分
析
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
た
結
果
を
、
表
8
1
1
の
説
明
概
念
(
行
系
列
)
に
注
目
し
な
が
ら
整
理
し
て
お
く
。

ま
ず
第
一
に
い
え
る
こ
と
は
、
家
庭
の
階
層
的
要
因
は
青
少
年
の
社
会
的
態
度
の
形
成
に
、
有
意
な
直
接
効
果
を
も
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
扱
わ
れ
て
き
た
五
つ
の
社
会
的
態
度
は
元
来
は
階
層
意
識
と
し
て
の
関
心
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
な
の

で
、
出
身
階
層
の
要
因
が
青
少
年
期
の
態
度
形
成
に
多
少
な
り
と
も
ダ
イ
レ
ク
ト
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が

表
8
1
の
上
部
四
行
を
み
る
と
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
父
親
の
職
業
威
信
、
父
親
の
教
育
年
数
、
世
帯
収
入
な
ど
の
家
庭
の
階
層
的

要
因
か
ら
青
少
年
の
社
会
的
態
度
へ
の
有
意
な
直
接
効
果
は
全
く
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
家
族
人
数
も
青
少
年
の
社
会
的
態
度
に
有
意
な
直
接
効
果
を
も
た
な
い
。
た
だ
し
家
族
人
数
は
、
同
居
世
代
(
世
帯
)
数
と
、



き
ょ
う
だ
い
数
の
双
方
に
依
存
す
る
変
数
で
あ
り
、
こ
の
尺
度
自
体
が
家
族
研
究
の
枠
組
を
外
れ
て
、
や
や
「
欲
張
っ
た
」
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
は
分
析
設
計
と
し
て
反
省
す
べ
き
点
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
標
準
偏
回
帰
係
数
が
極
め

τ低
い
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
本
書
の
分
析
対
象
と
な
っ
て
い
る
(
両
親
と
同
居
し
て
い
る
)
青
少
年
の
場
合
は
、
家
族
人
数
あ
る
い
は
家

族
形
態
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
態
度
形
成
要
因
で
は
な
い
と
判
断
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
両
親
の
杜
会
的
態
度
、
学
校
教
育
の
諸
条
件
、
性
別
、
年
齢
・
学
年
は
青
少
年
の
社
会
的
態
度
の
形
成
に
、
決
し
て
全
面
的
、

網
羅
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
様
々
な
効
果
を
確
実
に
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
青
少
年
の
社
会
的

興
法
の
形
成
要
因
は
、
ど
の
社
会
的
態
度
を
目
的
概
念
と
す
る
か
に
よ
っ
て
様
々
に
異
な
る
と
い
う
、
暫
定
的
な
結
論
が
示
さ
れ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
結
果
は
前
章
ま
で
に
一
貫
し
て
展
開
し
て
き
た
、
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
の
多
様
性
の
主
張
と
整
合
す
る
。
た
だ
し
、

u、
か

に
正
確
に
測
定
し
て
も
、
た
だ
多
様
で
あ
る
と
い
う
記
述
的
分
析
を
行
な
っ
た
だ
け
で
は
、
理
論
の
精
綴
化
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
こ
の
輩
の
重
回
帰
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
結
果
は
、
ど
の
要
因
が
青
少
年
の
社
会
的
態
度
形
成
に
効
果
を
も
ち
、
ど
の
要
因
が

社会的態度の軍属要因

効
果
を
も
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
、
形
成
要
因
の
選
択
の
た
め
の
情
報
を
わ
れ
わ
れ
に
示
し
て
く
れ
た
。
次
章
で
は
こ
の
結
果
を
さ
ら

に
整
理
し
て
、
作
業
仮
説
を
構
築
し
、
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
情
報
量
を
集
約
し
た
パ
ス
・
モ
デ
ル
を
用
い
て
社
会
的
態
度
の
形
成
過

程
を
明
ら
か
に
す
る
。

注

第八章

(
l
)
 
こ
の
概
念
は
、
「
単
調
|
複
雑
」
と
い
う
関
係
と
し
て
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
の
対
義
語
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

先
行
研
究
と
の
比
較
可
能
性
を
失
わ
な
い
よ
う
に
で
き
る
限
り
努
め
る
た
め
に
、
基
礎
集
計
の
終
わ
っ
た
一
九
九
三
年
秋
に
デ
l
タ
を
直
接
、

米
国
立
衛
生
研
究
所
社
会
環
境
研
究
室
に
も
ち
込
み
、
ス
ク
ー
ラ
ー
と
コ
l
ン
両
氏
の
示
唆
に
よ
り
、
こ
の
測
定
モ
デ
ル
を
構
成
し
た
。

(
2
)
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(
3
)
 
こ
の
判
断
は
私
の
独
断
で
は
な
く
、
コ
ー
ン
、
ス
ク
ー
ラ
ー
両
氏
と
の
議
論
と
モ
デ
ル
の
推
敵
の
結
果
、
得
ら
れ
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
あ
る
。

具
体
的
事
例
と
し
て
は
、
志
水
・
徳
田
耕
造
編
[
同
$
己
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
4
)
 

社会的態度の形成過程

(
5
)
 
ほ
と
ん
ど
の
小
学
校
で
は
五
段
階
評
価
の
学
業
成
績
は
開
示
し
な
い
方
針
を
と
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
青
少
年
は
事
実
上
、
様
々
な
要
因
か

(
6
)
 ら
自
分
の
学
力
に
対
す
る
客
観
的
評
価
の
結
果
を
獲
得
し
て
い
る
。

構
造
方
程
式
を
立
て
る
際
に
は
、
特
定
の
因
果
的
効
果
に
つ
い
て
直
接
効
果
を
ゼ
ロ
で
あ
る
と
仮
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
推
定
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
の
数
を
節
約
し
、
モ
デ
ル
の
構
造
を
わ
か
り
や
す
く
し
、
他
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
識
別
性
を
高
め
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
頻
繁
に
行
な
わ
れ

て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
方
法
は
前
段
階
の
測
定
の
結
果
に
基
づ
〈
モ
デ
ル
の
エ
ラ
ポ
レ

I
シ
ョ
ン
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
あ
る
パ
ラ

メ
ー
タ
ー
が
ゼ
ロ
で
あ
る
と
仮
定
す
る
こ
と
が
、
い
か
に
「
暴
力
的
」
な
仮
定
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
は
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
も
恩
わ
れ
る
。

第二部

(
7
)
 

本
書
の
よ
う
に
分
析
の
関
心
が
、
他
の
要
因
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
う
え
で
の
直
接
効
果
の
大
き
さ
の
測
定
に
あ
る
場
合
、
こ
う
し
た
仮
定

を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
果
を
大
き
く
歪
め
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
「
あ
る
直
接
効
果
を
測
定
し
た
結
果
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
」
と
い
う
仮
説

検
証
型
の
言
明
と
、
「
あ
る
直
接
効
果
を
ゼ
ロ
で
あ
る
と
仮
定
し
た
モ
デ
ル
の
適
合
度
が
悪
く
な
か
っ
た
」
と
い
う
言
明
と
を
比
較
す
る
と
、

前
者
が
証
明
の
必
要
十
分
条
件
を
満
た
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
あ
い
ま
い
な
う
え
に
十
分
条
件
に
す
苦
ず
、
分
析
と
し
て
の
厳
密
性

の
優
劣
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
た
判
断
に
立
っ
て
、
本
書
で
は
仮
説
群
を
提
示
す
る
た
め
の
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
を
立
て
る
前
段
階
と
し

て
、
ど
の
要
因
が
直
接
効
果
を
も
っ
て
い
な
い
(
も
っ
て
い
る
)
の
か
を
測
定
的
に
示
す
こ
と
に
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
有
意
な
直
接
効
果

が
み
ら
れ
な
い
因
果
関
係
は
、
後
に
示
す
構
造
方
程
式
モ
デ
ル
で
、
ゼ
ロ
で
あ
る
と
仮
定
す
る
根
拠
を
も
つ
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
ス
テ

ッ
プ
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
は
、
正
確
な
測
定
か
ら
議
論
を
多
元
的
精
級
化
に
導
く
本
舎
の
方
針
に
基
づ
い
て
い
る
。

母
親
の
教
育
年
数
も
重
要
ま
要
因
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
母
親
の
教
育
年
数
は
母
親
の
社
会
的
態
度
を
経
由
し
て
間
接
的
に
青
少
年

の
社
会
的
態
度
に
効
果
を
も
っ
、
シ
ス
テ
ム
外
の
変
数
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
な
の
で
、
分
析
に
は
導
入
し
て
い
な
い
。

説
明
概
念
聞
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
は
、
吉
川
口
宰
己
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

同

Q
M
Z
E
O
ω
E
Z
γ
r
o
E
E
ω
[
H
S品
、
吉
川

[HSN乙
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
8
)
 

(
9
)
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10 
) 

こ
の
章
の
重
回
帰
モ
デ
ル
は
い
ず
れ
も
決
定
係
数
が
十
分
に
高
く
は
な
い
。
し
か
し
、
社
会
意
識
を
社
会
的
属
性
(
社
会
構
造
の
要
因
)
か

ら
説
明
す
る
図
式
を
用
い
た
場
合
、
決
定
係
数
は
一
般
に
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
ら
な
い
。
重
回
帰
分
析
の
決
定
係
数
は
、
た
だ
や
み
く
も
に
高

け
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
、
つ
な
フ
ェ
ー
ズ
の
要
因
で
ど
の
よ
う
な
概
念
を
説
明
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
大
き
く
依
存
す
る

(
岡
太
・
古
谷
野
口
由
包
]
)
。
た
と
え
ば
「
投
票
行
動
」
を
「
政
党
好
感
度
」
と
「
労
働
組
合
へ
の
加
入
の
有
無
」
か
ら
説
明
し
て
同

r
g

の
決
定
係
数
を
得
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
直
ち
に
社
会
学
的
な
発
見
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
、
っ
。
私
の
知
り
う
る
限
り
で
は
、
社
会

的
態
度
を
社
会
構
造
の
要
因
を
用
い
て
説
明
し
た
場
合
、
決
定
係
数
は
尽
H
A
S
を
上
回
る
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
で
あ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
社

会
的
属
性
か
ら
社
会
的
態
度
を
確
実
に
言
い
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
は
、
む
し
ろ
不
自
然
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
う
し

た
社
会
的
態
度
の
非
決
定
性
と
多
様
性
を
認
識
し
て
、
こ
こ
で
解
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
が
決
し
て
強
力
な
道
筋
で

は
な
く
、
強
い
論
調
で
議
論
を
展
開
す
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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第
九
章

社
会
的
態
度
の
形
成
過
程

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
因
果
モ
デ
ル

作
業
仮
説
の
再
構
成

家
庭
の
階
層
的
要
因
の
影
響
力

前
章
ま
で
の
分
析
で
、
第
二
次
青
少
年
調
査
の
分
析
上
の
操
作
概
念
の
測
定
と
、
そ
れ
ら
の
聞
の
関
連
の
解
明
を
行
な
っ
た
。
だ
が

多
変
量
解
析
を
用
い
た
記
述
的
分
析
は
、
情
報
量
は
多
い
が
複
雑
で
あ
り
、
分
析
結
果
が
示
す
議
論
の
筋
道
を
見
通
し
に
く
い
も
の
で

あ
る
の
で
、
こ
こ
で
一
旦
、
社
会
的
態
度
の
形
成
要
因
聞
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
知
見
を
整
理
し
、
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
に
つ
い

て
の
作
業
仮
説
を
再
構
成
し
て
お
こ
う
。

本
書
の
原
初
的
関
心
は
陪
層
意
識
に
あ
り
、
第
一
部
で
は
「
階
層
意
識
は
本
当
に
社
会
階
層
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
の
か
?
」
と
い

う
問
題
が
検
討
さ
れ
た
。
第
二
部
で
は
表
面
的
に
は
階
層
研
究
の
枠
組
を
離
れ
た
が
、
第
一
部
か
ら
第
二
部
へ
の
一
貫
し
た
議
論
の
展

聞
は
「
出
身
階
層
は
態
度
形
成
に
関
与
す
る
か
?
」
と
い
う
問
題
設
定
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の
問
題
は
、
単
に
社

会
意
識
の
形
成
に
関
す
る
議
論
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
教
育
社
会
学
に
お
け
る
再
生
産
論

(
H
主
体
的
、
文
化
的
要
因
を
媒
介
さ
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生活構足度

092 

111・
107・

自己確信性

ー013

011 

-.005 

不安感

058 

076 

058 

集団同調性

抑

制

慨

004 

-.046 

047 

父親教育王手艶

父親職業威信スコア

年間世帯収入

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
平
等
状
態
の
世
代
聞
の
継
承
を
説
明
す
る
議
論
)

の
根
本
的
な
前
提
条
件
を
検
討

いずれも草8章の重回掃モデル内で算出きれた艶値。*は 5%水準で有意な植を示す。

す
る
も
の
で
も
あ
る
。
そ
し
て
も
し
も
諸
個
人
の
心
理
的
属
性
が
、
出
身
階
層
と
は
無
関
係
の
と
こ
ろ
で
形

成
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
諸
個
人
の
心
理
的
属
性
に
社
会
関
係
の
世
代
問
再
生
産
の
源
泉
が
潜
在
す
る
、

と
い
う
議
論
は
そ
も
そ
も
成
立
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
第
一
部
の
分
析
結
果
か
ら
は
、
現
代
日
本
社
会
で
は
成
人
有
職
男
性
当
人
の
社
会
的

態
度
で
さ
え
、
階
層
的
要
因
に
よ
っ
て
確
実
に
形
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
次
世
代
の
社
会
的

態
度
の
形
成
に
前
世
代
の
社
会
階
層
要
因
が
強
い
影
響
力
を
も
つ
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
仮
説
を
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
。
そ
し
て
実
際
に
前
章
の
重
回
帰
モ
デ
ル
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
父
親
の
教
育
年
数
、

父
親
の
職
業
威
信

世
帯
収
入
な
ど
の
家
庭
の
階
層
的
要
因
は
青
少
年
の
社
会
的
態
度

対
し
て
有
意
な
直

接
効
果
を
全
く
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
表
9
ー
ー
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
家
庭
の
階
層
的
要
因
と
青
少
年
の
社
会
的
態
度
の
聞
に

は
、
(
単
)
相
関
係
数
を
み
て
も
、
有
意
な
関
係
は
ほ
と
ん
ど
検
出
さ
れ
な
い
。
唯
一
ご
く
わ
ず
か
な
相
関

関
係
が
み
ら
れ
る
の
は
、
生
活
満
足
度
と
父
親
の
職
業
威
信
ス
コ
ア
、
世
帯
収
入
と
の
聞
の

(

H

H

H

と

5
3
の
み
で
あ
る
。
も
っ
と
も
青
少
年
の
生
活
満
足
度
が
家
庭
の
社
会
・
経
済
的
な
要
因
に
こ
の
程
度
の

大
き
さ
で
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
要
す
る
に
、
家
庭
の
階
層
的
要
因
は
青
少
年
の
社
会
的

態
度
仁
対
し
て
単
に
直
接
効
果
を
も
た
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
要
因
を
経
由
し
た
効
果
を
総

合
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
高
い
相
関
関
係
に
は
な
い
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

(注)

し
た
が
っ
て
、
「
父
親
の
学
歴
が
低
い
か
ら
、
あ
る
い
は
出
身
家
庭
が
経
済
的
に
貧
し
い
か
ら
、
さ
ら
に

は
親
が
ブ
ル

l
・
カ
ラ
l

(
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
)
層
だ
か
ら
、
青
少
年
が

O
Oの
態
度
傾
向
を
示
す
」
と
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い
う
よ
う
な
、
出
身
階
層
や
社
会
的
出
自
、
家
庭
の
経
済
的
状
況
に
言
及
し
た
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
の
説
明
は
、
少
な
く
と
も
現

代
日
本
社
会
で
は
、
記
述
的
な
事
実
と
し
て
信
濃
性
に
欠
け
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
十
章
で
も
述
べ
る
が
、
こ
の
種
の
論

理
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
青
少
年
の
社
会
意
識
(
あ
る
い
は
文
化
的
特
性
)
の
出
身
階
層
に
よ
る
差
異
を
、
予
断
に
基
づ
く
こ
と
な

く
実
証
的
に
提
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

な
お
、
前
章
に
お
い
て
重
回
帰
モ
デ
ル
に
投
入
さ
れ
た
社
会
的
要
因
の
う
ち
、
世
帯
収
入
、
同
居
家
族
数
は
、

い
ず
れ
の
モ
デ
ル
で

も
有
意
な
効
果
を
検
出
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
社
会
的
態
度
の
形
成
要
因
と
し
て
有
効
性
が
低
い
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
以
下
の
分
析

第二部

で
は
こ
れ
ら
の
効
果
は
検
討
し
な
い
。

両
親
の
社
会
的
態
度

次
に
両
親
に
よ
る
態
度
伝
達
の
効
果
を
整
理
し
よ
う
。
第
七
章
の
親
子
三
者
相
関
の
モ
デ
ル
か
ら
は
、
社
会
的
態
度
に
は
親
子
問
で

有
意
な
相
関
関
係
が
あ
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
第
八
章
の
重
回
帰
モ
デ
ル
で
直
接
効
果
を

検
討
し
た
と
こ
ろ
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
場
合
は
「
母
親
l
青
少
年
」
、
不
安
感
と
自
己
確
信
性
の
場
合
は
「
父
親

4
青
少
年
」
、

生
活
満
足
度
で
は
「
父
親
・
母
親

i
青
少
年
」
の
聞
に
有
意
在
社
会
的
態
度
の
形
成
効
果
が
み
ら
れ
た
。
重
回
帰
モ
デ
ル
で
は
、
同
時

に
投
入
さ
れ
て
い
る
要
因
に
よ
る
擬
似
的
な
効
果
は
全
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
効
果
が
家
庭

内
の
生
活
条
件
(
父
親
の
学
歴
・
職
業
、
世
帯
収
入
、
家
族
人
数
な
ど
)
の
共
有
に
よ
っ
て
間
接
的
に
形
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
可
能

性
は
否
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
効
果
は
両
親
と
青
少
年
の
直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
(
価
値
伝
達
・
パ

I
ソ
ナ
リ
テ

ィ
の
均
衡
調
整
)
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
成
人
(
父
親
、
母
親
)
の
社
会
的
態

度
は
、
彼
ら
の
社
会
・
経
済
的
な
生
活
条
件
と
の
聞
に
関
係
が
あ
る
こ
と
が
す
で
に
確
か
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
の
分
析
に
は
こ

れ
ら
に
つ
い
て
の
既
知
の
因
果
構
造
を
モ
デ
ル
に
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
に
す
る
。



学
校
教
育
の
諸
条
件

次
に
学
校
教
育
の
諸
条
件
を
整
理
す
る
。
前
章
ま
で
の
分
析
結
果
を
ふ
ま
え
る
と
、
学
校
教
育
の
諸
条
件
は
学
年
、
学
業
成
績
、
学

校
教
育
の
複
雑
性
、
学
校
教
育
の
管
理
性
と
い
う
四
概
念
に
集
約
で
き
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
学
校
教
育
の
単
調
性
も
い
く
つ
か
の
社
会

的
態
度
に
対
し
て
有
意
な
効
果
を
も
っ
て
い
た
が
、
こ
の
章
で
は
学
校
教
育
の
基
本
的
な
機
能
と
し
て
期
待
さ
れ
る
陶
冶
と
訓
育
の
二

(
1
)
 

面
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
と
学
校
教
育
の
管
理
性
の
二
概
念
に
絞
っ
て
整
理
す
る
こ
と
に
す
る
。
す
で
に
重
回
帰
モ

デ
ル
か
ら
は
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
と
学
校
教
育
の
管
理
性
は
、
目
的
概
念
と
し
て
い
か
な
る
社
会
的
態
度
を
用
い
る
か
に
よ
っ
て
パ

タ
ー
ン
は
異
な
る
も
の
の
、
と
も
に
社
会
的
態
度
の
形
成
に
お
い
て
有
意
な
直
接
効
果
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
学
年
と
学
業
成
績
も
社
会
的
態
度
の
形
成
に
有
意
な
効
果
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
学
年
は
年

齢
(
心
身
の
成
熟
度
)
と
、
学
業
成
績
は
知
的
資
質
と
分
割
し
難
く
重
複
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

仮
説
群
の
構
造
化
(
モ
デ
ル
設
計
)

第九輩社会的態度の形成過程

議
論
を
さ
ら
に
整
理
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
学
校
教
育
の
諸
条
件
の
聞
に
、
次
の
よ
う
な
構
造
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
仮
定
す
る
。

ま
ず
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
は
個
々
の
青
少
年
の
知
的
資
質
・
学
業
成
績
と
、
年
齢
・
学
年
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
目
。
小
学
校
六
年
生

時
の
学
業
成
績
が
よ
い
ほ
ど
、
ま
た
高
学
年
で
あ
る
ほ
ど
学
校
教
育
の
複
雑
性
は
高
ま
る
と
い
う
関
係
で
あ
る
。

一
方
、
学
校
教
育
の

管
理
性
は
、
測
定
的
な
分
析
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
年
齢
・
学
年
や
知
的
資
質
・
学
業
成
績
と
は
因
果
的
な
関
係
に
は
な
い
と
仮
定
す

る
。
な
お
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
と
学
校
教
育
の
管
理
性
と
は
高
い
相
関
関
係
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
展
開
す
る
議
論
の
関
心
か
ら
は
、

因
果
関
係
を
仮
定
せ
ず
に
扱
う
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。

187 

青
少
年
が
い
か
な
る
特
性
の
学
校
に
通
う
か
、
と
い
う
問
題
は
両
親
の
判
断
や
、
生
活
条
件
に
依
存
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
測

定
的
な
分
析
の
結
果
、
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
親
世
代
の
階
層
的
要
因
(
父
親
の
学
歴
や
職
業
威
信
な
ど
)
か
ら
、
学
校
教
育
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の
複
雑
性
と
学
校
教
育
の
管
理
性
に
対
し
て
い
く
つ
か
の
有
意
な
効
果
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
教
育
の

「
質
」
は
親
の
世
代
の
階
層
的
要
因
、
こ
と
に
父
親
の
教
育
年
数
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
「
再
生
産

社会的態度の形成過程

論
」
を
展
開
で
き
る
ほ
ど
高
い
も
の
で
も
な
か
っ
た
(
育
川
口
事
由

ι)。

な
お
厳
密
に
は
、
こ
と
で
学
校
教
育
の
諸
条
件
と
し
て
言
及
し
た
、
年
齢
・
学
年
と
知
的
資
質
・
学
業
成
績
は
、
学
校
教
育
に
よ
っ

て
与
え
ら
れ
る
特
性
と
、
青
少
年
が
生
得
的
に
も
つ
属
性
が
不
可
分
に
混
交
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

一
方
、
性
別
は
家
庭
の
階
層
的
要
因
や
両
親
の
社
会
的
態
度
と
は
、
関
連
が
理
論
上
、
想
定
さ
れ
な
い
独
立
し
た
属
性
で
あ
る
。
す

第二部

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
一
値
デ
ー
タ
で
あ
る
性
別
を
説
明
概
念
と
し
て
用
い
た
の
は
、

い
か
な
る
社
会
的
態
度
に
ど
の
よ
う
な
性
差
が

しみ
てら
)れ

どる
れの
くか
ら(
し、 H

大性
き別
いが
もし、

のか
でな
ある
る杜
ず1" A 

秀高
橋建 吉旨

討最
す忘
る対
たし
めて
で影
あ響
つ→→
号事
そる
Lて
金工
園長
帰 y
モ
デま
ルた
にそ
よれ
るは
分(
析他
結の
果説
か明
ら概
は念
、と

性比
別較

は
自
己
確
信
性
と
集
団
向
調
性
の
形
成
に
直
接
の
効
果
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
年
齢
・
学
年
、
知
的
資
質
・
学
業
成
績
、
性
別
の
三
概
念
は
両
親
の
社
会
的
態
度
か
ら
は
独
立
し
、
学
校
教
育

の
諸
条
件
を
規
定
す
る
位
置
に
あ
る
生
得
的
な
要
因
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、
社
会
的
態
度
の
形
成
要
因
は
主
と
し
て
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
割
で
き
る
。
ま
ず
第
-
は
父
親
の
教
育

年
数
や
父
親
の
職
業
威
信
を
構
成
要
素
と
す
る
「
川
門
家
庭
の
階
層
的
要
因
」
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
は
性
別
、
学
年
・
年

齢
、
知
的
資
質
・
学
業
成
績
を
構
成
要
素
と
す
る
「
川
青
少
年
の
(
個
人
的
な
)
属
性
要
因
」
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
そ
し
て
第
一
ニ
に

は
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
と
学
校
教
育
の
管
理
性
を
構
成
要
素
と
す
る
「
例
学
校
教
育
の
諸
条
件
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ

は
川
の
要
因
と
学
年
・
年
齢
、
知
的
資
質
・
学
業
成
績
に
お
い
て
重
複
し
、
こ
れ
ら
を
媒
介
し
て
獲
得
さ
れ
る
生
活
条
件
で
あ
る
。
そ

し
て
第
四
が
父
親
の
社
会
的
態
度
、
母
親
の
社
会
的
態
度
を
構
成
要
素
と
す
る
「

ω両
親
の
社
会
的
態
度
」
で
あ
る
。

こ
の
四
つ
の
概
念
の
関
係
を
図
示
す
る
と
図
9

1

の
よ
う
に
な
る
。
社
会
的
地
位
達
成
モ
デ
ル
に
基
づ
く
と
、
ま
ず
「
川
門
家
庭
の
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階
層
的
要
因
」
が
全
て
に
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
次
に
「
川
青
少
年
の
属
性
要
因
」
が
続
く
。
「
川
門
家
庭
の
階
層
的
要
因
」

と
「
川
青
少
年
の
属
性
要
因
」
と
の
聞
に
や
や
順
位
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
性
別
や
年
齢
は
出
身
階
層
と
は
独
立
で
あ
る
と
し
て
も
、

知
的
資
質
や
教
育
機
会
は
階
層
的
要
因
に
規
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

社合的態度の形成過程

ふ
た
つ
の
重
要
な
社
会
化
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
る
「
川
門
学
校
教
育
の
諸
条
件
」
と
「

ω両
親
の
社
会
的
態
度
」
が
次
の
位

置
に
お
か
れ
る
。
青
少
年
の
属
性
は
学
校
教
育
の
諸
条
件
と
不
可
分
に
重
な
り
あ
っ
て
い
る
が
、
内
部
で
因
果
序
列
が
つ
け
ら
れ
、
年

そ
し
て
、

齢
・
学
年
と
知
的
資
質
・
学
業
成
績
を
フ
ィ
ル
タ
ー
と
し
て
媒
介
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
純
粋
な
学
校
教
育
の
条
件
の
効
果
が

提
示
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
川
と

ωあ
る
い
は
例
と

ωに
は
、
因
果
関
係
を
想
定
す
る
理
論
上
の
前
提
が
十
分
で
は
な

い
う
え
に
、
測
定
の
結
果
、
有
意
な
相
関
関
係
が
検
出
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
独
立
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
「
例
家
庭
の
階
層

的
要
因
」
は
、
「
川
門
学
校
教
育
の
諸
条
件
」
と
「

ω両
親
の
社
会
的
態
度
」
の
双
方
に
直
接
効
果
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
し
目
的
概
念
と
し
て
、
ど
の
社
会
的
態
度
を
用
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
親
の
社
会
的
態
度
と
出
身
階
層
と
の
関
連
の
様

第二部

態
は
微
妙
に
異
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
こ
の
モ
デ
ル
は
、

ふ
た
つ
の
最
大
の
社
会
化
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
る
「
両
親
」
と
「
学
校
教

育
」

よ
る
社
会
的
態
度
形
成
過
程
の
構
造
を
提
可之

す
る

と
を
最
大
の
目
的
と
し
て
u、
る。

次
に
図
9

1
に
示
し
た
作
業
仮
説
と
、
重
回
帰
モ
デ
ル
に
よ
る
直
接
効
果
の
測
定
結
果
を
総
合
し
て
、
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程

(
3
)
 

を
因
果
的
に
示
し
た
モ
デ
ル
を
構
成
し
、
実
測
値
に
あ
て
は
め
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
、
集
団
同
調
性
、
不
安
感
、

自
己
確
信
性
、
生
活
満
足
度
の
形
成
過
程
の
因
果
モ
デ
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
な
が
ら
論
点
を
確
認
し
て
い
く
。



青
少
年
の
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程

権
威
主
義
的
伝
統
主
義

図
9

2

は
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た
知
見
を
総
合
し
、
青
少
年
の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
形
成
過
程
の
因
果
モ
デ
ル
を
構
成
し
、

実
測
デ
ー
タ
に
あ
て
は
め
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
の
モ
デ
ル
で
は
因
果
構
造
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
明
解
に
行
な
う
た
め
に
、
前

章
の
測
定
的
分
析
で
有
意
な
因
果
効
果
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
関
係
と
、
仮
説
上
必
要
と
さ
れ
な
い
因
果
関
係
に
無

関
連
を
仮
定
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
モ
デ
ル
の
冗
長
部
分
や
、
シ
ス
テ
ム
の
外
の
因
果
関
係
を
全
て
削
ぎ
落
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

モ
デ
ル
の
適
合
度
は
H
ぐ

L
T
-
印
印
と
十
分
に
よ
い
。
ま
た
推
定
さ
れ
た
因
果
関
係
は
全
て
図
中
に
示
し
て
い
る
。
図
中
の
数
値
は
、

本
が
一
O
%
、
そ
れ
以
外
は
全
て
五
%
水
準
で
有
意
な
値
で
あ
る
。

こ
の
図
を
一
見
す
る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
青
少
年
の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
は
四
つ
の
形
成
要
因
群
の
う
ち
の
、
両
親
の
社
会
的

社会的曹度の博成過程

崎
長
お
よ
び
、
学
校
教
育
の
諸
条
件
と
青
少
年
の
属
性
要
因
の
重
複
部
分
か
ら
直
接
の
形
成
効
果
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
家
庭
の
階
層
的
要
因
は
、
学
校
教
育
の
諸
条
件
、
両
親
の
社
会
的
態
度
の
双
方
に
対
し
て
因
果
的
な
効
果
を
も
つ
も
の
の
、

前
章
で
み
た
と
お
り
青
少
年
の
社
会
的
態
度
に
は
直
接
の
形
成
効
果
を
も
た
な
い
た
め
、
結
局
、
総
効
果
(
表
9
ー
ー
の
相
関
係
数
が

端
的
に
示
す
)
と
し
て
は
有
意
な
影
響
力
を
も
ち
え
な
い
こ
と
が
モ
デ
ル
上
で
も
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
性
別
か
ら
の
効
果
も
仮
定

さ
れ
て
お
ら
ず
、
青
少
年
期
の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
形
成
過
程
に
性
別
に
よ
る
差
異
が
ま
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
学
校

第九牽

教
育
の
複
雑
性
も
青
少
年
の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
に
対
し
て
直
接
効
果
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

直
接
効
果
の
有
無
に
つ
い
て
は
以
上
の
考
察
で
十
分
な
の
だ
が
、
こ
の
モ
デ
ル
で
は
効
果
の
正
負
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

191 

る
。
こ
の
モ
デ
ル
か
ら
は
青
少
年
に
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
を
付
与
す
る
(
プ
ラ
ス
の
直
接
効
果
を
も
っ
)
要
因
は
、
母
親
の
権
威
主
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イ義
ナ的
ス態
の度
効と
果父
を親
もの
つ権

語童
図義
は的
、態

年度
齢
そ
学し
年て
と学

器禁
皇宮
管
学理
業性
成で
績あ
でり
あ
る青
こ少
と年
がの
確権
認威
き主
れ義
る的
伝
そ統
こ主
で義
そを
れ割l
ぞ奪
れす
のる
要(
因マ

第二部社会的態度の形成過程

の
機
能
を
考
量
す
る
と
次
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。

ま
ず
青
少
年
が
ど
の
程
度
の
権
威
主
義
傾
向
を
も
つ
か
と
い
う
こ
と
は
、
両
親
か
ら
の
権
威
主
義
的
態
度
の
世
代
間
伝
達
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
両
親
が
権
威
主
義
的
で
あ
れ
ば
、
そ
の
家
族
の
固
有
の
価
値
基
準
が
伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
青
少
年
も

や
は
り
権
威
主
一
義
的
に
な
る
と
い
う
傾
向
が
明
ら
か
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
青
少
年
の
権
威
主
義
的
熊
辰
は
、
柔
軟
な
思
考

力
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
低
下
す
る
の
で
、
高
い
知
的
資
質
を
も
っ
て
い
る
(
あ
る
い
は
身
に
つ
け
た
)
こ
と
や
、
加
齢
や
学
年
の
上

昇

よ
る
知
的
能
力
の
発
達
が

権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
剥
奪
的
な
低
下
の
作

F 
も
た
ら
す
の
で
あ
る

要
す
る

権
成
主
義
的

能 f云
を統
も主
つ義
てに
いつ
るい
ので
では
あ
る雨
。親

とと
こ学
ろ校
が教
学育
校が
教権
育威
に主
は義
両的
親価
に健
みの
ら伝
れ逮
ると
よ知
う的
な能
価力
値の
伝養
達成
機と
能い
がう
全正
く反
な対
いの
わ方
け向
での
は態
な度
く形
、成

学機

を校
強教
め育
るの
と管
い理
う性
効が
呆高
がい
み
ら言
れい
る換
のえ
でれ
あば
る教
。師

こカさ
の権

と壁
は義
現を
代体
日現
本す
社る
会ょ
にう
おな
け教
る育
学条
校件
教の
育下
がで
、は

受占
方少
の年
柔は
軟権

警壁
高義

2自

側
面
を
も
っ
と
同
時
に
、
権
威
主
義
的
態
度
を
助
長
す
る
側
面
も
つ
「
諸
刃
の
剣
」
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
示
さ
れ
た
、
「
管
理
教
育
」
と
権
威
主
義
的
態
度
の
関
係
は
、

一
般
に
学
校
教
育
「
問
題
」
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
構
造
に
他

な
ら
な
い
。
し
か
し
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
れ
が
「
義
務
教
育
は
権
威
主
義
的
傾
向
を
助
長
す
る
」
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
構
造
で

語
り
う
る
も
の
で
は
な
く
、
重
層
的
な
関
係
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
モ
デ
ル
を
一
瞥
す
れ
ば
明
白
な
事
実
で
あ
ろ
う
。

集

団

同

調

性

次
に
青
少
年
の
集
団
同
調
性
の
形
成
過
程
の
因
果
モ
デ
ル
を
み
て
い
こ
う
。
図
9

3

は
前
述
の
モ
デ
ル
と
同
様
の
手
続
き
で
分
析



青
少
年
の
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
形
成
過
程

~
 

図
9
-
2

騨明副首酷EMm艶誼胡#

R
M
R
=
.
0
4
6
 

A
G
F
I
~
 .855 

GFlo.903 
X
2/d
.f
.=912/589

=1
.55 

凶WJ帆線例。同



杜会的態度の形成過程 194 

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
の
適
合
度
は
可
注

T
H
ミ
と
や
は
り
十
分
に
よ
く
、
仮
説
モ
デ
ル
の
実
測
値
に
対
す
る
あ
て
は

ま
り
が
決
し
て
悪
く
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
図
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
青
少
年
の
集
団
同
調
性
に
は
性
別
に
よ
る

差
異
が
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
が
集
団
向
調
性
を
高
め
る
効
果
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

性
別
か
ら
の
効
果
は
、
男
子
は
友
人
・
家
族
・
社
会
全
体
な
ど
の
帰
属
集
団
と
同
じ
考
え
方
を
も
つ
の
に
対
し
、
女
子
で
は
帰
属
集

回
へ
の
考
え
方
の
同
調
性
は
低
い
と
い
う
方
向
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
時
期
の
女
子
生
徒
が
、
帰
属
集
団
が
示
す
(
お
そ
ら
く
は
男

第二部

性
優
位
の
)
文
化
的
規
範
に
同
調
し
き
れ
な
い
で
い
る
ア
ン
ピ
パ
レ
ン
ト
な
心
理
を
描
き
出
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し

こ
う
し
た
心
理
内
的
過
程
の
検
討
に
は
、
も
う
少
し
詳
細
な
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
な
る
。

一
方
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
が
高
い
こ
と
は
、
学
力
形
成
を
重
視
す
る
学
校
文
化
や
、
い
わ
ゆ
る
「
偏
差
値
王
義
」
の
教
育
に
接
触

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
指
標
と
み
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
学
校
教
育
の
複
雑
性
は
、
考
え
方
の
独
創
(
独
自
)
性
を
高
め
る
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
自
分
の
帰
属
集
団
と
の
考
え
方
の
向
調
性
、
言
い
換
え
れ
ば
考
え
方
の
受
動
化
・
画
一
化
の
方
向
に
青
少
年
の
態
度
を
方
向
づ

け
て
い
く
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
学
校
教
育
の
複
雑
性
が
向
調
的
な
態
度
の
形
成
を
助
長
す
る
と
い
う
こ
の
事
実
は
、

ア
メ
リ
カ
で
の
先
行
研
究
と
は
全
く
背
反
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
日
本
の
学
校
教
育
で
は
、
洞
察
力
や
豊
富
な
知
識
と
同
時
に
、
テ
ス

ト
の
模
範
解
答
に
端
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
考
え
方
の
画
一
性
が
重
要
な
価
値
と
し
て
付
与
さ
れ
る
と
い
う
、
わ
れ
わ
れ
が
実
感
し

て
い
る
事
実
が
検
証
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
こ
の
結
果
は
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
集
団
に
対
す
る
同
調
傾
向
は
、
家
庭
に
お
い
て
両
親
か
ら
の
価
値
伝
達
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
主
と
し
て
学

校
教
育
に
よ
っ
て
身
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
は
本
書
で
の
(
予
想
外
の
)
発
見
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
さ
ら

に
踏
み
込
む
な
ら
ば
、
現
代
社
会
を
生
き
る
日
本
人
の
「
協
同
団
体
主
義
」
的
傾
向
を
差
異
化
さ
せ
て
い
る
要
因
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

族
に
お
け
る
親
世
代
の
価
値
基
準
で
は
な
く
、
そ
の
個
人
の
受
け
た
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
の
特
性
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
う
か
が
え

る
の
で
あ
る
。



青
少
年
の
集
団
同
調
性
の
形
成
過
程
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他
方
で
は
こ
の
モ
デ
ル
に
よ
る
と
、
家
庭
の
階
層
的
要
因
は
、
青
少
年
の
集
団
同
調
性
に
直
接
効
果
を
も
た
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、

両
親
の
集
団
向
調
性
と
の
問
に
さ
え
有
意
な
関
係
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
社
会
階
層
と
集
団
同
調
性
の
関
係
は
一
九
九
O

(
4
)
 

一
九
七

0
年
代
よ
り
も
さ
ら
に
希
薄
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

年
代
に
お
い
て
は

不

安

感

次
に
青
少
年
の
不
安
感
の
形
成
過
程
を
み
て
い
く
。
図
9

4

は
、
や
は
り
上
述
の
モ
デ
ル
と
同
様
に
青
少
年
の
不
安
感
の
形
成
過

程
を
モ
デ
ル
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
モ
デ
ル
の
適
合
度
は

H
N
¥
E
4
3
と
、
こ
の
モ
デ
ル
で
も
や
は
り
作
業
仮
説
が
実
測
値
に
十
分

第二部

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
値
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
図
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
ま
ず
青
少
年
の
不
安
感
に
は
性
差
が
あ
っ
て
、
女
子
の
方
が
不
安
感
が
高
い
傾
向
に
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
情
緒
面
で
の
性
差
の
発
現
や
、
(
中
学
校
低
学
年
期
の
)
心
身
の
発
達
の
性
差
な
ど
を
原
因
と
し
て
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
青
少
年
期
が
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
や
生
活
機
会
の
性
別
に
よ
る
差
異
を
自
覚
し
、
予
期
的
な
社

会
化
を
始
め
る
時
期
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
学
校
教
育
に
お
け
る
成
功
の
延
長
線
上
に
、
自
ら
の
ラ
イ
フ
・
コ

l
ス
を
必
ず
し

も
整
合
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
女
子
が
、
自
ら
の
進
路
や
将
来
に
漠
然
と
し
た
不
安
感
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

る。
ま
た
父
親
の
不
安
感
が
高
い
ほ
ど
青
少
年
の
不
安
感
が
高
ま
る
と
い
う
直
接
効
果
も
示
さ
れ
て
お
り
、
父
親
が
青
少
年
の
精
神
状
態

の
安
定
化
仁
寄
与
し
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
こ
の
モ
デ
ル
で
も
出
身
階
層
の
要
因
は
、
青
少
年
の
不
安
感

ば
か
り
で
は
な
く
、
両
親
の
不
安
感
に
も
直
接
効
果
を
も
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
あ
る
程
度
の
「
く
ら
し
の
豊
か
さ
」
を
ほ
と

ん
ど
の
人
が
享
受
し
て
い
る
今
回
の
対
象
サ
ン
プ
ル
で
は
、
社
会
・
経
済
的
地
位
と
不
安
感
の
聞
に
は
強
い
関
連
が
な
い
と
い
う
こ
と

を
示
し
て
い
る
。



不
安
感
の
形
成
過
程
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き
て
、
学
校
教
育
の
諸
条
件
に
目
を
転
じ
る
と
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
、
学
校
教
育
の
管
理
性
の
い
ず
れ
も
、
不
安
感
を
増
大
さ
せ

る
有
意
な
形
成
効
果
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
モ
デ
ル
上
に
示
さ
れ
て
い
る
。
学
校
教
育
の
複
雑
性
と
学
校
教
育
の
管
理
性
と
い
う
負
の

相
関
関
係
に
あ
る
ふ
た
つ
の
概
念
(
図
8
1
1
参
岡
山
が
、
青
少
年
の
不
安
感
に
対
し
て
は
、
と
も
に
正
の
直
接
効
果
を
も
っ
て
い
る

(
S
)
 

の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
は
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。
ま
ず
学
校
教
育
の
複
雑
性
は
学
習
の
「
質
」
、
「
量
」
両
面
に
お
け
る
「
詰
め

込
み
」
の
密
度
を
測
定
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
概
念
に
青
少
年
の
不
安
感
を
増
大
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
こ
と
は
推
測
に

第二部

難
く
な
い
。
他
方
、
学
校
教
育
の
管
理
性
は
、
教
育
の
現
場
に
お
け
る
全
く
別
次
元
の
緊
張
感
を
測
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

や
は
り

校
則
な
ど
を
通
し
て
、
教
師
の
側
か
ら
の
生
徒
指
導
の
拘
束
性
が
高
ま
れ
ば
、
や
は
り
青
少
年
の
不
安
感
が
高
ま
る
と
い
う
妥
当
な
関

係
を
示
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
不
安
感
を
増
大
さ
せ
る
効
果
は
、
学
校
教
育
に
お
け
る
陶
冶
と
訓
育
が
双
方
と
も
青

少
年
に
心
理
的
な
緊
張
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
な
ら
ば
学
校
教
育
の
複
雑
性

が
低
く
、
学
校
教
育
の
管
理
性
も
低
い
条
件
を
設
定
す
れ
ば
、
青
少
年
の
不
安
感
は
低
減
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
複
雑
性
、
管
理

性
と
も
に
低
い
教
育
条
件
と
い
う
の
は
、
学
校
教
育
機
関
か
ら
青
少
年
に
対
し
て
積
極
的
な
働
き
か
け
(
教
育
)
が
な
さ
れ
な
い
状
態

を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
社
会
化
の
専
門
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
る
学
校
教
育
の
方
針
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
無
策
に
す
ぎ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

自
己
確
信
性

今
度
は
青
少
年
の
自
己
確
信
性
の
形
成
過
程
の
モ
デ
ル
を
検
討
し
て
み
よ
う
(
図
9

5

参
照
)
。

モ
デ
ル
全
体
の
適
合
度
は

H
N
¥島
問

H

H

a

と
や
は
り
十
分
に
よ
い
。

こ
の
モ
デ
ル
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
青
少
年
の
自
己
確
信
性
の
形
成
に
有
意
な
効
果
を
も
つ
の
は
、
性
別
と
知
的
資
質
・
学
業
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成
績
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
性
別
の
効
果
は
男
子
の
方
が
自
己
確
信
性
が
高
く
、
女
子
の
自
己
確
信
性
が
低
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
事
実
に
は
上
述
の
不
安
感
と
性
別
の
関
係
を
検
討
し
た
議
論
と
同
様
に
次
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
第
-
に
、
も
と
も
と
日
本
社
会
に
は
女
性
は
自
己
確
信
性
よ
り
も
不
確
信
性
を
表
明
す
る
べ
き
だ
と
い
う
性
別
文
化
が
存
在
す
る

(
江
原
[
前
掲
論
文
]
)
。
さ
ら
に
現
在
の
社
会
状
況
で
は
、
学
歴
の
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
ー
を
社
会
的
地
位
達
成
に
生
か
す
機
会
は
男
女
均
等

で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
男
子
生
徒
の
場
合
、
学
歴
さ
え
つ
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
努
力
さ
え
す
れ
ば
、
何
事
で
も
自

社会的態度の形成過程

分
の
力
で
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
感
覚
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
が
、
女
子
生
徒
の
場
合
は
、
自
ら
の
能
力
が
い
く
ら
高
く

第二部

て
も
、
規
範
・
制
度
(
た
と
え
ば
女
子
労
働
市
場
)
な
ど
の
社
会
的
な
強
制
力
か
ら
自
由
で
は
な
く
、
自
ら
の
能
力
な
ど
確
信
に
足
る

も
の
で
は
な
い
、
と
認
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
の
分
析
は
単
に
性
差
の
存
在
を
示
す
に
留
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い

が
、
自
尊
心
と
性
別
役
割
分
業
意
識
と
の
関
係
性
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
知
的
資
質
・
学
業
成
績
か
ら
の
効
果
は
、
学
業
成
績
が
高
い
(
低
い
)
ほ
ど
自
己
確
信
性
が
高
い
(
低
い
)
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
研
究
は
す
で
に
蘭
千
毒
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
(
蘭

[HS也
、
口

Z
R
4
2
F
同

〉

同

5
E
富
島
口

口
百
間
関
与
E
判
[
包
∞
同
]
)
、
本
書
の
結
果
は
他
の
あ
ら
ゆ
る
要
因
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
も
、
学
業
成
績
と
自
尊
心
の
間
の
密
接
な
関

係
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
を
追
証
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
学
業
成
績
と
知
的
資
質
の
効
果
の
分
割
が
で
き
な
い
こ
と
や
、
知
的
資
質
・
学

業
成
績
が
回
顧
デ
ー
タ
で
あ
る
こ
と
を
ど
か
ら
、
本
書
に
お
い
て
こ
れ
以
上
の
詳
細
な
検
討
を
行
な
、
つ
に
は
限
界
が
あ
る
だ
ろ
う
。

な
お
学
校
教
育
の
複
雑
性
や
学
校
教
育
の
管
理
性
、
そ
し
て
両
親
の
社
会
的
態
度
か
ら
青
少
年
の
自
己
確
信
性
に
対
し
て
は
有
意
な

直
接
効
果
が
な
か
っ
た
と
い
う
知
見
(
前
章
参
照
)
を
受
け
て
、
こ
の
モ
デ
ル
で
は
効
果
は
仮
定
さ
れ
て
い
な
い
。

生
活
満
足
度

そ
れ
で
は
最
後
に
青
少
年
の
生
活
満
足
度
の
形
成
過
程
(
図
9
1
6
)
を
検
討
し
よ
う
。
モ
デ
ル
全
体
の
適
合
度
は
H
N
¥

含

H
N
S
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と
や
は
り
悪
く
は
な
い
。

因
果
関
係
を
検
討
し
て
い
く
と
、
青
少
年
の
生
活
満
足
度
に
対
し
て
は
両
親
の
社
会
的
態
度
と
学
校
教
育
の
複
雑
性
、
学
校
教
育
の

社会的態度の形成過程

管
理
性
が
い
ず
れ
も
有
意
な
正
の
効
果
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
両
親
の
生
活
満
足
度
が
高
い
こ
と
が
青
少
年
の
生
活
満
足
度
を
高

め
る
と
い
う
関
連
は
、
家
庭
の
生
活
条
件
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
間
接
効
果
(
す
な
わ
ち
家
庭
の
階
層
的
要
因
か
ら
の
直
接
効

果
)
で
は
な
く
、
親
子
関
の
直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

こ
の
社
会
的
態
度
の
性
質
上
、
肉
親
の
社
会
化
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
の
働
き
か
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
情
緒
的
な
紐
帯
に
よ
る
と
い

第二部

う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
階
層
的
要
因
か
ら
測
定
さ
れ
る
豊
か
さ
や
、
世
代
間
で
伝
達
さ
れ
る
価
値
観
で
は
な
く
、
両
親
が

生
活
に
満
足
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
自
体
が
青
少
年
に
生
活
満
足
感
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
逆
に
、
両
親
が
家
族
や
職
場
の
関
係

に
不
満
を
抱
い
て
い
る
と
、
青
少
年
も
家
族
や
学
校
で
の
関
係
に
不
満
を
抱
き
や
す
い
と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ

の
因
果
モ
デ
ル
で
は
、
生
活
満
足
度
と
家
庭
の
階
層
的
要
因
の
聞
に
み
ら
れ
た
有
意
な
相
関
関
係
(
表
9

1

参
照
)
は
、
直
接
効
果

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
上
述
し
た
両
親
の
社
会
的
態
度
や
学
校
教
育
を
経
由
し
た
間
接
的
な
効
果
で
あ
っ
た
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
学
校
教
育
の
諸
条
件
と
生
活
満
足
度
の
関
連
の
様
態
は
一
見
矛
盾
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
同
じ
く
感
情
・
情
緒
的

側
面
を
計
測
し
た
不
安
感
は
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
や
学
校
教
育
の
管
理
性
が
高
い
ほ
ど
、
高
ま
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
(
図
9
3
参

照
)
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情
・
情
緒
的
側
面
を
プ
ラ
ス
方
向
と
す
る
尺
度
で
あ
る
生
活
満
足
度
も
、
同
時
に
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
学
校
教
育
機
関
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
学
校
生
活
の
緊
張
が
高
ま
る
ほ
ど
、
青
少
年
は
不
安
感
を
抱
く
傾
向

が
あ
る
が
、
同
時
に
生
活
に
対
す
る
満
足
度
は
高
く
在
る
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
不
安
感
と
満
足
度
と
い
う
一
見
す

る
と
重
複
し
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
概
念
が
、
実
は
全
く
性
質
の
異
な
る
(
一
次
独
立
に
近
い
)
態
度
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
不

安
だ
が
満
足
で
あ
る
」
と
い
う
心
理
状
態
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
前
述
し
た
と
お
り
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
と
学
校
教
育
の
管
理
性
の
二
者
は
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
の
関
係
に
あ
り
、
学
校
教
育
の



複
雑
性
と
管
理
性
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
両
立
さ
せ
て
青
少
年
の
生
活
満
足
度
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

実
際
、
今
回
の
分
析
対
象
と
な
っ
た
各
校
の
学
校
長
の
話
か
ら
は
、
で
き
れ
ば
「
学
力
向
上
」
と
「
生
徒
指
導
」
の
両
立
を
目
指
し
た

い
が
、
実
際
は
ど
ち
ら
か
一
方
に
意
識
的
に
重
点
を
お
い
て
、
学
校
の
教
育
方
針
を
決
定
し
て
い
る
、
と
い
う
様
子
が
う
か
が
え
た
。

そ
し
て
こ
の
状
況
を
何
と
か
打
開
し
て
、
学
校
側
が
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
し
て
も
、
生
徒
の
生
活
満
足
度
は
確

か
に
高
ま
る
が
、
向
時
に
不
安
感
も
高
ま
る
と
い
う
構
造
が
あ
る
。
ゆ
え
に
た
と
え
ば
「
学
校
教
育
機
関
は
生
徒
が
安
心
感
と
生
活
満

足
度
を
獲
得
で
き
る
教
育
環
境
を
設
定
す
る
べ
き
だ
」
と
い
う
よ
う
な
安
易
な
発
想
は
、
事
実
上
は
重
層
の
デ
ィ
レ
ン
マ
の
下
に
あ
る

問
題
を
扱
つ
こ
と
に
な
る
。

学
校
教
育
に
よ
る
社
会
意
識
形
成

階
層
的
要
因
の
希
薄
な
効
果

社会的態度の蕗成過程

分
析
結
果
を
ま
と
め
よ
う
。
ま
ず
出
身
階
層
に
よ
る
態
度
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
が
、
く
り
返
し
主
張
し
て
き
た
よ
う
に
現
代
目

本
社
会
に
お
い
て
は
、
家
庭
の
階
層
的
要
因
か
ら
は
社
会
的
態
度
に
対
し
て
強
い
直
接
の
形
成
効
果
は
み
ら
れ
な
い
。

だ
が
家
庭
の
階
層
要
因
は
多
く
の
場
合
、
両
親
の
社
会
的
態
度
を
規
定
し
、
同
時
に
学
年
、
学
業
成
績
、
学
校
教
育
の
複
雑
性
や
学

校
教
育
の
管
理
性
に
も
効
果
を
も
っ
て
お
り
、
家
庭
、
学
校
と
い
う
社
会
化
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
構
造
を
規
定
す
る
位
置
に
あ
る
こ
と
に

は
引
き
続
き
留
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
両
親
や
学
校
教
育
が
青
少
年
の
社
会
的
態
度
を
形
成
す
る
効
果
の
大
き

第九章

さ
は
、
社
会
階
層
か
ら
の
間
接
効
果
(
パ
ス
係
数
の
積
算
値
)
を
十
分
に
大
き
く
す
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
が
家
庭
の
階
層
的

要
因
と
社
会
的
態
度
の
聞
に
実
測
さ
れ
た
、
低
い
相
関
関
係
の
実
質
的
な
内
容
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
解
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お

203 

こ
の
構
造
は
、
次
章
に
お
い
て
も
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
検
討
さ
れ
る
。
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社
会
的
態
度
の
世
代
間
伝
達
・
共
有

次
に
親
子
聞
の
社
会
的
態
度
の
関
係
を
検
討
し
よ
う
。
ま
ず
、
親
子
三
者
相
関
モ
デ
ル
で
両
親
と
青
少
年
の
聞
に
み
ら
れ
た
関
係
は
、

社会的態度¢形成過程

他
の
要
因
を
媒
介
し
な
い
直
接
の
因
果
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
が
前
章
に
お
け
る
重
回
帰
モ
デ
ル
の
検
討
に
よ
っ
て
す
で
に
解
明
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
こ
の
結
果
は
因
果
モ
デ
ル
に
お
い
て
も
構
造
化
し
て
提
示
さ
れ
、
確
証
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
両
親
と
青
少
年
の
聞
に
高

い
相
関
関
係
が
測
定
さ
れ
た
権
威
王
義
的
伝
統
主
義
や
生
活
満
足
度
で
は
、
両
親
の
社
会
的
態
度
は
重
要
な
形
成
要
因
に
数
え
ら
れ
る

が
、
親
子
三
者
モ
デ
ル
で
親
子
聞
の
単
相
関
が
も
と
も
と
低
か
っ
た
自
己
確
信
性
や
集
団
向
調
性
で
は
、
有
意
な
直
接
効
果
は
み
ら
れ

第二部

な
い
。
ま
た
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
世
代
聞
の
因
果
関
係
は
価
値
伝
達
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
接
触
時
間
の
長
い
母
親
か
ら
の

比
較
的
大
き
い
効
果
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
と
は
全
く
対
照
的
に
、
精
神
状
態
の
安
定
性
を
測
定
し
た
不
安
感
や
自
己
確
信
性
で
は
、
母

親
よ
り
も
む
し
ろ
父
親
と
青
少
年
の
社
会
的
態
度
が
リ
ニ
ア
に
変
動
す
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
社
会
化
の
過
程
で

意
識
的
に
行
な
わ
れ
る
社
会
的
態
度
の
伝
達
だ
け
で
は
な
く
、
父
親
の
態
度
自
体
が
青
少
年
の
情
緒
性
を
維
持
し
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

の
安
定
化
の
機
能
を
果
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
概
略
的
に
み
る
と
、
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る

杜
会
的
態
度
の
世
代
間
関
係
は
決
し
て
全
面
的
で
強
力
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
差
異
の
発
現

次
に
、
青
少
年
の
属
性
要
因
を
み
て
み
る
。

属
性
要
因
で
青
少
年
の
社
会
的
態
度
の
形
成
に
最
も
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
の
は
や
は
り
性
別
で
あ
っ
た
。
成
人
と
は
異
な
り
青
少

年
で
は
、
表
面
的
に
は
雇
用
条
件
や
家
族
役
割
な
ど
の
性
別
に
よ
る
生
活
条
件
の
大
き
な
違
い
は
な
く
、
男
子
生
徒
も
女
子
生
徒
も
ほ

ぼ
同
質
の
生
活
環
境
に
置
か
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
こ
と
を
逆
手
に
と
っ
て
考
え
る
と
、
青
少
年
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
l
・
ロ
ー

ル
の
分
化
に
よ
る
男
女
の
生
活
機
会
の
差
異
が
、
あ
る
程
度
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
お
り
、
構
造
的
な
強
制
を
排
除
し
た
う
え
で
の
、



純
粋
な
ジ
エ
ン
ダ
l
・
カ
ル
チ
ャ
ー
の
萌
芽
を
検
討
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
章
で
示
し
た
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、
性
別
(
ジ
ェ
ン
ダ
l
獲
得
の
差
異
)
は
青
少
年
期
に
お
い
て
す
で
に
、
集
団
同
調
性
、

不
安
感
、
自
己
確
信
性
の
差
異
化
要
因
と
し
て
有
意
な
効
果
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
青
少
年

の
社
会
的
態
度
の
性
差
(
女
子
生
徒
の
方
が
集
団
同
調
性
が
低
く
、
不
安
感
が
高
く
、
自
己
確
信
性
が
低
い
)
を
意
味
し
、
木
村
涼
子

[
前
掲
論
文
]
が
指
摘
す
る
学
校
文
化
に
潜
在
す
る
「
ら
し
さ
」
の
固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
教
化
に
よ
る
性
別
文
化
や
性
別
規
範
の
獲

得
を
実
証
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
自
己
の
能
力
に
対
す
る
確
信
性
や
、
集
団
の
考
え
方
に
対

す
る
同
調
性
が
、
男
子
生
徒
、
女
子
生
徒
の
将
来
の
ラ
イ
フ
・
チ
ャ
ン
ス
(
就
職
・
転
職
・
職
歴
中
断
)
の
違
い
を
見
越
し
た
、
予
期

的
な
態
度
形
成
に
よ
っ
て
、
す
で
に
こ
の
時
期
に
獲
得
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

学
校
教
育
の
諸
条
件
の
有
効
性

次
に
学
校
教
育
の
諸
条
件
の
影
響
力
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

第九章社会的態度的事成過程

ま
ず
知
的
資
質
・
学
業
成
績
は
、
青
少
年
の
自
己
確
信
性
に
対
し
て
は
、
自
己
達
成
の
基
準
と
し
て
、
プ
ラ
ス
の
形
成
効
果
を
も
っ

が
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
に
対
し
て
は
考
え
方
の
柔
軟
性
の
差
異
を
反
映
し
て
、
有
意
な
マ
イ
ナ
ス
の
形
成
効
果
を
も
っ
。
ま
た
年

齢
・
学
年
か
ら
唯
一
み
ら
れ
た
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
へ
の
有
意
な
効
果
は
、
青
少
年
期
に
精
神
的
な
成
熟
に
伴
っ
て
、
権
威
主
義
的

態
度
が
急
速
に
剥
奪
的
低
下
を
み
せ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
こ
こ
で
示
し
た
因
果
モ
デ
ル
で
は
、
知
的
資
質
・
学
業
成
績
、
あ
る
い
は
年
齢
・
学
年
と
い
う
要
因
を
統
制
し
て
、
学
校
教
育

の
複
雑
性
と
学
校
教
育
の
管
理
性
と
い
う
二
側
面
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
高
い
負
の
相
関
関
係
に
あ
る
こ
の
二
側
面
は
、
と

も
に
青
少
年
の
不
安
感
を
高
め
、
同
時
に
生
活
満
足
度
も
高
め
る
効
果
を
も
つ
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
学
校
教
育
の
複
雑
性
が
高
い

205 

こ
と
が
、
集
団
に
対
す
る
考
え
方
の
同
調
性
を
高
め
る
効
果
を
も
つ
こ
と
や
、
権
威
主
義
的
態
度
を
体
現
す
る
教
師
に
よ
る
管
理
の
厳
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格
性
が
、
青
少
年
に
権
威
主
義
的
な
態
度
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
学
校
教
育

機
関
が
複
雑
性
や
管
理
性
を
高
め
て
積
極
的
な
教
育
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
不
安
感
や
集
団
同
調
性
は
高
ま
る
が
、
こ
う
し
た
条
件
は

社会的態度の形成過程

必
ず
し
も
青
少
年
の
精
神
状
態
を
不
安
定
に
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
満
足
度
は
む
し
ろ
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。

最
後
に
再
度
、
総
合
的
に
見
直
す
な
ら
ば
、
家
庭
の
階
層
的
要
因
、
青
少
年
の
生
得
的
属
性
、
両
親
の
社
会
的
態
度
、
学
校
教
育
の

諸
条
件
を
比
較
す
る
と
、
学
校
教
育
の
諸
条
件
が
社
会
的
態
度
を
形
成
(
差
異
化
)
す
る
効
果
は
、
複
雑
で
は
あ
る
が
極
め
て
有
効
な

も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
さ
ら
に
詳
細
な
議
論
は
、
終
章
に
お
い
て
あ
ら
た
め

第二部

て
行
な
う
こ
と
に
し
た
い
。

注
(
1
)
 
学
校
教
育
の
単
調
性
に
つ
い
て
は
社
会
構
造
要
因
と
の
関
連
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
と
、
質
問
項
目
自
体
が
学
校
教
育
の
条
件
と
い
う

よ
り
も
、
主
観
的
な
精
神
状
態
に
左
右
さ
れ
や
す
い
も
の
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
提
示
す
べ
き
有
効
な
発
見
が
見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
こ
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
た
。

(
2
)
 年
に因
割果
り関
振係
らの
れ方
る向
カに
リつ
キい
ュて
ラは
ム
に 4、
よ学
つ校
て六
規年
定生
き時
れの
て成
い績
るが
こ時
と系
な列
ど的
かに
ら現
、在

妥の
当教
な育
も条
の件
でに
あ先
る行
とし
考て
えい
らる
れこ
ると

教
育
条
件
は
各

'" T 

(
3
)
 
本
来
な
ら
ば
こ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
問
の
因
果
的
関
連
に
つ
い
て
準
完
全
逐
次
モ
デ
ル
の
パ
ス
解
析
を
示
し
、
図
9
ー
ー
に
示
し
た
作
業

仮
説
の
測
定
的
な
妥
当
性
を
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
す
で
に
重
回
帰
モ
デ
ル
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
と
、
あ
ま
り
に
も
繁
雑
に
な
り
す
ぎ
、
か

え
っ
て
理
解
の
妨
げ
に
な
る
と
い
う
懸
念
か
ら
、
こ
の
ス
テ
ァ
プ
の
記
述
は
省
略
す
る
こ
と
に
し
た
。

な
お
こ
こ
で
示
さ
れ
る
モ
デ
ル
は
、
あ
く
ま
で
理
論
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
因
果
モ
デ
ル
で
あ
る
。
測
定
結
果
の
正
確
な
提
示

に
は
重
回
帰
モ
デ
ル
の
方
が
む
し
ろ
優
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
因
果
モ
デ
ル
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
形
成
要
因
聞
の
因
果
的
構
造
も

含
め
た
、
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
の
よ
り
総
合
的
在
理
論
が
明
解
に
示
さ
れ
る
も
の
と
判
断
し
た
。
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(
4
)
 
第
三
章
で
示
し
た
成
人
有
職
男
性
の
集
団
同
調
性
の
形
成
過
程
で
は
、
集
団
同
調
性
は
主
と
し
て
出
身
地
の
都
市
性
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る

と
い
う
結
論
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
示
し
た
結
論
と
は
一
致
し
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
、
ど
ち
ら
の
分
析
で
も
高
い
決
定
係
数
を
得
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
、
第
二
次
青
少
年
調
査
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
で
は
都
市
性
の
差
異
を
分
析
で
き
な
い
こ
と
、
逆
に
「
職
業
と
人
間
」
調
査
の
方
に
は

女
性
の
サ
ン
プ
ル
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
、
二
つ
の
調
査
の
聞
に
は
実
施
時
期
で
二
一
年
、
対
象
者
の
生
年
で
は
約
一
・
五
世
代
〈
約
四
O

(
5
)
 歳
)
の
差
が
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
は
矛
盾
す
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

こ
の
一
一
概
念
聞
の
多
重
共
線
関
係
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
、
(
単
)
相
関
関
係
と
し
て
も
こ
の
二
概
念
と
不
安
感
の
間
に
は
ど
ち
ら

も
有
意
な
プ
ラ
ス
の
関
係
が
あ
る
の
で
、
こ
の
可
能
性
は
否
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
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第
十
章

一
言
語
資
本
に
よ
る
文
化
的
再
生
産

ー
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
説
明
力
と
適
用
範
囲
の
測
量
l

文
化
的
再
生
産
論
と
階
層
・
移
動
研
究

計
量
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
用
性

文
化
的
再
生
産
論
は
、
社
会
的
出
自
に
由
来
す
る
主
体
的
・
文
化
的
要
因
が
諸
個
人
の
社
会
的
地
位
達
成
に
大
き
く
関
与
す
る
様
態

を
論
じ
て
き
た
。
そ
の
論
理
の
ひ
と
つ
の
主
眼
は
、
階
級
文
化
が
学
校
教
育
に
お
け
る
選
別
に
有
利
・
不
利
を
も
た
ら
す
文
化
資
本
と

し
て
作
用
し
、
そ
の
選
別
の
結
果
が
学
歴
取
得
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
、
学
歴
の
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
ー
を
通
じ
て
階
級
構
造
の
再
生
産
を

も
た
ら
す
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
文
化
的
再
生
産
請
は
、
社
会
移
動
過
程
に
お
け
る
学
校
教

育
の
役
割
の
精
織
化
を
目
的
の
ひ
と
つ
と
す
る
階
層
・
移
動
研
究
に
対
し
て
、
潜
在
し
て
い
る
主
体
的
・
文
化
的
要
因
に
注
目
す
る
視

点
を
提
供
し
て
き
た
。

階
層
研
究
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
方
法
は
い
う
ま
で
も
な
く
計
量
研
究
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
の
分
野
を
整
合
的
に
接
合
す

る
一
方
途
と
し
て
、
文
化
的
再
生
産
論
の
多
産
で
は
あ
る
が
抽
象
的
な
議
論
の
示
唆
を
、
計
量
分
析
の
可
能
な
作
業
仮
説
に
す
る
こ
と



が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
繊
細
な
こ
の
議
論
の
枝
葉
を
、
大
意
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
慎
重
か
つ
大
胆
に
削
ぎ
落
と

す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
作
業
の
難
し
さ
は
こ
の
議
論
を
主
唱
す
る
研
究
者
た
ち
自
身
も
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

E
S
O呂
田

[O唱

2n]-
宮
島

[
S
S
]
)
。
し
か
し
、
世
代
間
移
動
や
社
会
的
地
位
達
成
過
程
な
ど
の
杜
会
移
動
研
究
の

代
表
的
な
理
論
枠
組
の
有
効
性
を
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
蓄
積
と
文
化
的
再
生
産
論
の
含
意
を
計
量
可
能
な
形
で
接
合
す
る
こ
と

(
回
。
¢

L
5
4
h
a己

に
は
、
多
く
の
限
界
を
承
知
の
う
え
で
な
お
、
意
義
が
見
出
せ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
事
実
、
前
述
の
論
者
ら
も
計
量
的
な
試
み
に
着

手
し
て
、
当
該
社
会
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
把
握
す
る
一
助
と
し
て
き
で
い
る
。
こ
の
章
の
議
論
は
こ
う
し
た
試
み
の
一
環
と
し
て
定
位
さ

れ
う
る
も
の
で
あ
る
。

現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
文
化
的
再
生
産
論
の
紹
介
と
解
釈
は
過
去
二

O
年
に
わ
た
っ
て
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
個
別
の
対
象
当
該
社
会
を
も
っ
、
こ
の
欧
米
産
の
議
論
を
導
入
す
る
に
は
、
ま
ず
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
そ
の
説
明
力
を
実

冒語資本による文化的再生産

証
的
に
確
定
し
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
(
必
要
が
あ
れ
ば
)
理
論
を
変
容
さ
せ
る
慎
重
な
手
続
き
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
(
菊

池
城
司
[
前
掲
論
文
]
)
。
こ
う
し
た
実
測
は
必
然
的
に
階
層
・
移
動
研
究
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
計
量
研
究
と
重
複
す
る
課
題
を
扱
う
こ
と

に
な
る
が
、
そ
の
場
合
通
常
は
、
あ
る
社
会
的
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
単
な
る
「
有
・
畢
」
で
は
な
く
説
明
力
の
「
大
・
小
」
を
正
確

に
確
定
し
、
同
時
に
そ
の
命
題
の
あ
て
は
ま
る
時
代
的
・
社
会
的
範
囲
を
明
確
化
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
文
化
的

再
生
産
論
の
様
々
な
ヴ
ァ
l
ジ
ョ
ン
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
こ
の
要
求
を
満
た
す
よ
う
な
実
測
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
は
な
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
こ
の
章
で
は
、
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
、
文
化
的
再
生
産
論
の
説
明
力
と

議
論
が
及
ぶ
領
域
を
探
り
、
こ
の
論
理
が
は
た
し
て
学
界
に
お
け
る
論
調
に
符
合
す
る
ほ
ど
重
大
な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
成
立
し
て
い
る

第十章

の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
糸
口
を
模
索
し
た
い
。
た
だ
し
そ
れ
は
こ
の
議
論
群
の
多
様
性
、
抽
象
性
を
も
っ
た
主
張
に
、
計
量

的
手
法
で
取
り
組
む
こ
と
の
限
界
を
考
慮
し
た
う
え
で
の
作
業
で
あ
る
。
で
は
文
化
的
再
生
産
論
の
ど
の
部
分
を
い
か
よ
う
に
作
業
仮

209 

説
化
し
て
、
ど
う
実
測
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
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先
行
詰
研
究

も
と
よ
り
こ
の
分
野
の
全
て
の
研
究
者
の
関
心
に
応
え
う
る
、
完
全
な
図
式
を
-
朝
一
タ
に
構
成
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
ろ
う
。
そ

う
し
た
限
界
を
ふ
ま
え
た
先
駆
的
札
一
部
と
し
て
、
藤
田
・
宮
島
ら
に
よ
る
大
学
生
の
文
化
資
本
に
関
す
る
二
度
の
調
査
と
そ
の
分
析
が

社会的態度の形成過程

あ
る
(
藤
田
・
宮
島
・
秋
永
雄
一
・
橋
本
健
二
・
志
水

[HS∞
]
、
富
島
・
藤
田
・
志
水
口

30]、
藤
田
宮
島
・
加
藤
隆
雄
・
吉
原
恵
子
・
定
松

文

[HSN]
、
宮
島

[H由
宜
]
)
。
そ
こ
で
は
ブ
ル
デ
ュ
ー
ら
が
一
九
六
二

l
六
三
年
に
実
施
し
た
調
査
研
究

S
E
E
M
2
8
ι
F
E
2
0ロ

[
O噌

E
F
]
)

を
モ
デ
ル
と
し
て
、
文
化
資
本
を
測
定
す
る
た
め
の
指
標
で
あ
る
文
化
的
活
動
、
文
化
的
知
識
、
言
語
能
力
な
ど
が
現

代
日
本
社
会
に
適
合
す
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
、
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
文
化
的
活
動
と
文
化
的
知
識
に
つ
い
て
は
、
生
活
機

会
阜
、
慣
習
的
行
動
様
式
の
表
層
と
の
重
複
を
逃
れ
得
ず
、
階
級
文
化
の
指
標
と
し
て
は
確
か
に
有
効
で
あ
ろ
う
が
、
本
来
の
議
論
で
あ

る
身
体
化
さ
れ
た
文
化
資
本
、
あ
る
い
は
構
造
化
す
る
構
造
と
し
て
の
ハ
ピ
ト
ゥ
ス
に
は
肉
薄
で
き
て
い
な
い
印
象
を
抱
か
せ
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
が
学
校
教
育
を
媒
介
し
た
再
生
産
に
資
本
と
し
て
有
利
に
働
く
と
い
う
論
理
は
、
さ
ら
に
「
審
美
的
性
向
」
、
「
審
美
的
距

離
化
」
、
「
必
要
性
か
ら
の
距
離
」
な
ど
の
潜
在
的
な
認
知
プ
ロ
セ
ス
を
介
在
さ
せ
る
も
の
で
、
直
接
的
な
検
証
は
容
易
で
は
な
い
。
こ

第二部

れ
に
対
し
て
言
語
能
力
は
、
プ
ル
デ
ュ
ー
ら
の
調
査
設
計
と
仮
説
に
依
拠
し
て
、
身
体
化
し
た
文
化
資
本
そ
の
も
の
を
測
定
し
よ
う
と

い
う
積
極
的
な
試
み
と
し
て
評
価
で
き
る
。
ま
た
、
現
代
日
本
の
受
験
を
目
的
と
し
た
「
無
機
質
」
な
学
校
文
化
に
対
し
て
、
有
効
な

文
化
資
本
で
あ
る
と
も
み
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

ブ
ル
デ
ュ
ー
ら
の
手
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
実
証
研
究
で
は
、
厳
し
い
選
抜
に
勝
ち
残
っ
た
大
学
生
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
前
述

の
言
語
能
力
と
選
別
の
度
合
を
考
量
し
て
、
社
会
的
出
白
仁
お
け
る
言
語
資
本
を
推
定
す
る
「
有
名
な
」
+
+
、

+、

O
、
、

の
符
号
を
用
い
た
解
釈
図
式
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
展
開
さ
れ
る
。
藤
田
・
宮
島
ら
の
研
究
は
こ
れ
を
現
代
日
本
の
大
学
生
に
つ
い
て
追

証
す
る
試
論
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
く
り
返
し
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
「
す
で
に
複
雑
な
選
別
の
過
程
を
経
て
き
た
青
年
を
調
査
対
象
に

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
階
層
ご
と
の
ハ
ピ
ト
ゥ
ス
や
文
化
資
本
の
差
異
を
な
ま
の
形
で
っ
か
む
の
に
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
」



(
藤
田
・
宮
島
・
秋
、
水
橋
本
・
志
水
[
前
掲
論
文
]
)
、
と
い
う
問
題
点
を
内
包
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
選
別
過
程
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
き
た

大
学
生
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
多
く
の
人
々
で
は
、
言
語
能
力
は
文
化
的
再
生
産
の
過
程
に
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
議
論
を
離
れ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
文
化
的
再
生
産
は
労
働
者
階
級
宿
耳
E
E
E
S叶
]
)
で
も
、
中
産
階
級

と
労
働
者
階
級
の
対
比
で
も
(
回
2
5
5ロ
[
。
切
立
]
屯
問
。
1
2
2
ι
口
E
Z
[。
恒
三
]
)
、
あ
る
い
は
日
本
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
も
(
池
田

寛
[
同
浅
間
]
、

[HS叶
]
)
指
摘
さ
れ
る
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
学
以
前
の
学
校
教
育
に
お
け
る
選
別
過
程
で
の
諸
個
人
の
言
語
能
力

と
「
学
校
的
ハ
ピ
ト
ゥ
ス
」
の
適
合
や
組
踊
(
志
水
[
前
掲
論
文
]
)
は
、
広
く
全
体
社
会
の
視
野
で
確
認
さ
れ
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
藤
田
・
宮
島
ら
の
研
究
は
、
全
体
社
会
の
学
歴
達
成
の
過
程
(
初
等
・
中
等
学
齢
期
)
に
お
け
る
言
語
能
力
の
機
能
を
明

ら
か
に
す
る
試
み
に
は
発
展
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
章
に
お
い
て
は
、
藤
田
・
宮
島
ら
の
操
作
化
の
所
産
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が

ら
、
社
会
的
地
位
達
成
の
枠
組
に
言
語
能
力
を
接
合
す
る
意
図
で
議
論
を
展
開
す
る
。

言語貴本による文化的再生産

言
語
能
力
に
よ
る
文
化
的
再
生
産
の
分
析
枠
組

作
業
仮
説
の
設
定

文
化
的
再
生
産
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
は
、
当
該
社
会
に
お
い
て
そ
の
過
程
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
条
件
が
満
た
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
示
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
は
判
断
す
る
。
こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
文
化
的
再
生
産
を
そ
の
過
程
の
「
中
継
地

点
」
で
実
測
す
る
た
め
の
作
業
仮
説
を
示
す
こ
と
で
あ
る
と
い
え
る
。

第十章

そ
の
条
件
は
、
ま
ず

ω階
級
に
よ
っ
て
(
正
統
的
な
)
文
化
資
本
の
分
布
に
差
が
あ
る
こ
と
、

ωそ
の
文
化
資
本
が
「
死
蔵
」
に
終

わ
ら
ず
に
、
世
代
間
で
伝
達
・
継
承
さ
れ
、
階
級
差
の
あ
る
文
化
資
本
が
対
象
者
(
子
ど
も
H
次
世
代
)
に
身
体
化
さ
れ
る
こ
と
、
山
間

そ
の
身
体
化
さ
れ
た
文
化
資
本
に
よ
っ
て
対
象
者
が
学
校
教
育
に
お
け
る
選
別
を
有
利
に
乗
り
切
る
(
不
利
に
据
え
置
か
れ
る
)
こ
と
、

211 
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そ
し
て

ω学
歴
メ
リ
y
ト
が
対
象
者
の
階
級
達
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
四
つ
で
あ
る
。
さ
ら
に
補
助
仮
説
と
し
て
こ
の
四
つ
の
プ

ロ
セ
ス
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
個
別
に
成
立
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
親
世
代
に
お
け
る
文
化
資
本
の
階
級
差
が
、
途
中
で
雲
散
霧
消
す
る

杜会的態度の形成過程

こ
と
な
く
、
む
し
ろ
学
校
教
育
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
、
制
度
化
さ
れ
た
状
態
に
転
換
さ
れ
て
、
次
世
代
の
階
級
構
造
に
有
意
に
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

も
っ
と
も
こ
の
う
ち
、
条
件

ωの
学
歴
の
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
l
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
と
お
り
現
代
日
本
社
会
で
は
他
の
先
進
工
業
社

会
と
同
等
に
顕
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
条
件

ωlω
ま
で
の
、
流
麗
だ
が
計
量
的
な
常
識
か
ら
い
え
ば
か
な
り
射
程
の
長
い
三

段
論
法
が
文
化
的
再
生
産
論
の
成
立
条
件
を
構
成
し
て
い
る
と
い
え
る
。
私
見
で
は
、
こ
の
分
野
で
は
条
件

ωと
ωに
関
し
て
、
(
文

化
的
環
境
の
総
体
を
把
握
す
る
の
が
困
難
な
こ
と
に
も
よ
る
が
)
事
後
的
・
間
接
的
に
類
推
す
る
に
留
ま
っ
た
研
究
や
、
条
件
川
と

ω

に
関
し
て
自
明
視
し
て
、
条
件

ω、
ωの
過
程
を
論
じ
る
議
論
が
少
な
く
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
前
述
の
言
語

能
力
に
焦
点
を
あ
て
て
、
こ
の
文
化
的
再
生
産
の
成
立
条
件
の
道
筋
を
追
っ
て
い
く
。

第二部

目
的
変
数
の
尺
度
化

言
語
能
力
に
限
ら
ず
文
化
資
本
の
世
代
間
関
係
を
十
分
な
計
測
結
果
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
回
顧
的
な
質
問
に
よ
っ
て
過
去

の
学
校
教
育
や
幼
少
期
か
ら
の
文
化
的
環
境
を
探
る
の
で
は
、
あ
ま
り
に
も
間
接
的
す
ぎ
る
。
家
庭
教
育
・
学
校
教
育
に
関
す
る
実
情

の
適
確
な
把
握
を
求
め
る
な
ら
ば
、
そ
の
過
程
の
た
だ
な
か
に
あ
る
青
少
年
の
実
態
を
調
べ
る
の
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
分
析
に

は
引
き
続
き
、
第
二
次
青
少
年
調
査
の
デ
ー
タ
の
う
ち
で
、
父
親
、
母
親
か
ら
有
効
回
答
を
得
ら
れ
た
六
人
六
叶
ン
プ
ル
を
用
い
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
対
象
ユ
ニ
ッ
ト
が
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
と
「
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
」
の
親
子
で
あ
り
、

一
九
九
0
年
代
に
、
進
行

し
て
い
る
学
校
・
家
庭
教
育
の
過
程
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
調
査
で
は
、
言
語
能
力
を
問
う
質
問
項
目
と
し
て
、
先
行
研
究
で
日
本
社
会
の
実
情
に
適
合
す
る
よ
う
に
設
計
し
て
実
施
さ
れ



た
語
葉
テ
ス
ト
の
一
部
を
用
い
る
(
藤
田
・
宮
島
・
秋
永
・
橋
本
・
志
水
[
前
掲
論
文
]
)
。
こ
れ
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
厳
し
い
選
別
を
受

け
た
後
の
大
学
生
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
選
別
さ
れ
る
以
前
の
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、

言
語
能
力
か
ら
は
、
学
業
達
成
に
(
こ
れ
か
ら
)
差
異
を
も
た
ら
す
(
で
あ
ろ
う
)
文
化
資
本
と
し
て
の
意
味
を
汲
み
取
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
多
様
な
学
歴
や
社
会
的
属
性
を
も
っ
成
人
男
・
女
(
対
象
青
少
年
の
父
母
)
に
も
同
等
の
語
葉
テ
ス
ト
を
用
い
る
た
め
、
大

学
生
の
正
答
率
を
前
提
と
し
て
設
計
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
質
問
の
う
ち
か
ら
、
難
解
な
た
め
分
散
が
小
さ
か
っ
た
も
の
を
避
け
、
回

答
の
正
誤
の
分
布
が
偏
ら
な
い
以
下
の
三
項
目
を
用
い
る
。

質
問
項
目

次
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
左
の
単
語
と
同
じ
(
ま
た
は
最
も
近
い
)
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
も
の
を
語
群
の
中
か

ら
選
ん
で
番
号
に

O
を
つ
け
て
下
さ
い
。

冒語資本による文化的再生産

a
な
り
わ
い

①
仕
事

5
病
気

2
家
族

3
服
装

4
放
務

6
わ
か
ら
な
い

b
端
役

3
運
び
屋

⑤
脇
役

1
顔
役

4
渡
し
守

2
世
話
人

6
わ
か
ら
な
い

c
不
惑
1
三
十
歳

②
四
十
歳

4
六
十
歳

5
七
十
歳

3
五
十
歳

6
わ
か
ら
な
い

第十章

(
Oは
正
答
を
あ
ら
わ
す
)
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先
行
研
究
で
は
知
識
と
し
て
の
語
棄
を
問
、
つ
質
問
項
目
に
限
ら
ず
、
幅
広
い
一
一
言
語
操
作
能
力
を
た
ず
ね
る
項
目
が
用
意
さ
れ
、
各
々
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言語能力得点の分布

青少年の日語能力 父親の雷語能力 母親の言語能力

o点 356 (53.1%) 146 (22.8%) 130 (20.2%) 
1点 191 (28.5%) 160 (25.0%) 193 (30.0%) 

2点 93 (13.9%) 158 (24.7%) 161 (25.0%) 

3点 30 (4.5%) 176 (27.5%) 159 (24.7%) 

合計 670(100，0%) 640(100，0%) 643(100.0%) 

が
個
別
に
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
議
論
の
整
理
の
た
め
に
、
前
述
の
語
集
テ
ス
ト
の
結
果
を
言

語
能
力
の
単
一
尺
度
と
し
て
集
約
し
た
い
。
そ
こ
で
こ
の
三
閉
そ
れ
ぞ
れ
に
正
答
し
た
も
の
を
一
点
、

「
わ
か
ら
な
い
」
を
含
め
た
誤
答
を

O
点
と
し
て
点
数
化
し
て
単
純
加
算
し
、
言
語
能
力
の
尺
度
を
作
成

し
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
尺
度
は
全
問
不
正
解
の

O
点
か
ら
、
金
問
正
解
の
三
点
ま
で
に
分
布
す
る
。
な

お
そ
の
際
、
無
回
答
の
も
の
は
誤
答
で
は
な
く
欠
損
値
と
し
て
処
理
し
た
。
こ
の
操
作
に
よ
っ
て
以
下
の

分
析
で
は
、
多
様
な
観
点
で
把
握
し
う
る
で
あ
ろ
う
文
化
資
本
の
、
さ
ら
に
下
位
概
念
で
あ
る
言
語
能
力

の
一
端
で
あ
る
語
嚢
力
を
扱
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
研
究
は
文
化
的
再
生
産
を
網
羅
的
に
確

証
す
る
も
の
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
一
局
面
を
検
証
す
る
試
論
に
留
ま
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

こ
の
詩
嚢
テ
ス
ト
は
青
少
年
・
父
親
・
母
親
の
三
者
に
全
く
同
形
式
で
た
ず
ね
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ

のの

尺尺
度度
が化
構に
成よ
さつ
れて
る
。「

そ烹
れ :y
そ、年
れり
の百
分語
布能
はカ
表，
10 ~ 
x 
i親に。
ニー
小口

十語
と能
おカ
り「
で「
あ母
る親
。の
こ言
の語
表能
か力
ら」

明の
ら三
かっ

な
よ
う
に
、
父
親
、
母
親
の
回
答
は

O
i
二
一
点
に
そ
れ
ほ
ど
偏
り
な
く
分
布
す
る
が
、
青
少
年
に
つ
い
て

糞
力
が
十
分
に
は
養
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
、
青
少
年
の
在
籍
学
年
と
言
語
能
力
得
点
の
関
係
を
み
る
と
、
学
年

は
ほ
ぼ
半
数
が

O
点
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
学
歴
達
成
の
過
程
に
あ
る
中
学
生
・
高
校
生
で
は
語

表10-1が
上
が
る
ほ
ど
言
語
能
力
得
点
が
高
く
な
る
と
い
う
関
係
(
順
位
相
関
係
数
ケ
ン
ド
ー
ル
の
タ
ウ

c
で
の
H
Z
C
、
ピ
ア
ソ
ン
の
積
率

(3) 

相
関
係
数
で
は

1
G
S
が
み
ら
れ
た
。
な
お
、
先
行
研
究
で
は
選
別
後
の
大
学
生
の
言
語
能
力
の
性
差
(
女
子
の
方
が
高
い
)
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
デ
ー
タ
を
み
る
限
り
で
は
有
意
な
性
差
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。



現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
文
化
的
再
生
産
論
の

「
磁
界
」

ヲ
ロ
ス
集
計
表
の
分
析

ま
ず
条
件

ω階
級
に
よ
っ
て
文
化
資
本
の
分
布
に
差
が
あ
る
こ
と
、
を
確
証
す
る
に
は
、
父
親
(
あ
る
い
は
母
親
)
の
言
語
能
力
に

階
級
に
よ
る
差
異
が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
れ
ば
よ
い
。
た
だ
し
そ
れ
は
ゆ
る
や
か
な
関
連
で
は
な
く
、
引
き
続
く
過
程
で
階
級
に

相
応
す
る
資
本
力
の
差
が
、
次
世
代
の
学
業
達
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
に
足
る
ほ
ど
強
力
な
関
連
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
表

m

2お

よ
ぴ
図

ωー
ー
は
父
親
の
職
業
を
「
専
門
・
管
理
職
」
、
「
被
雇
用
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
I
(事
務
・
販
売
)
職
」
、
「
自
営
業
主
」
、
「
プ
ル

(
4
V
 

1
・
カ
ラ
l
職
(
被
雇
用
労
働
者
)
、
農
業
」
の
四
つ
の
職
業
階
級
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
別
に
(
両
親
を
代
表
し
て
)
父
親
の

言
語
能
力
得
点
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
カ
イ
一
一
乗
検
定
の
結
果
は
一
%
水
準
で
有
意
で
あ
り
、
図

mー
ー
か
ら
も
一
目
瞭
然
な
よ
う
に

言語資本による文化的再生産

言
語
能
力
に
は
重
大
な
階
級
間
格
差
が
み
と
め
ら
れ
る
。
階
級
別
に
み
て
い
く
と
、
父
親
の
言
語
能
力
は
専
門
・
管
理
職
で
は
三
点
に

大
き
く
偏
っ
て
分
布
し
、
逆
に
労
働
者
・
農
業
で
は
O
l
一
点
に
多
く
が
分
布
し
、
自
営
業
お
よ
び
ホ
ワ
イ
ト
・
カ
ラ
l
職
で
は
一

l

三
点
に
ほ
ぼ
均
等
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
関
連
性
係
数
ク
ラ
マ
!
の
V

(

M

H

ご
、
ピ
ア
ソ
ン
の
積
率
相
関
係
数

(ω
お
)
の
い
ず
れ
も
高
い
有
意
な
値
を
示
し
て
お
り
、
社
会
的
地
位
達
成
過
程
の
内
部
関
連
(
出
身
階
層
と
学
歴
、
あ
る
い
は
学
歴

と
到
達
階
層
な
ど
)
に
匹
敵
す
る
強
い
関
連
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
本
書
の
言
語
能
力
の
尺
度
が
、
文

化
の
階
層
住
を
か
な
り
大
き
く
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
条
件

ωは
成
立
し
て

第十寧

い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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次
に
検
討
す
べ
き
条
件
は
、

ωそ
の
文
化
資
本
が
「
死
蔵
」
に
終
わ
ら
ず
に
、
世
代
間
で
伝
達
・
継
承
さ
れ
、
階
級
差
の
あ
る
文
化

資
本
が
対
象
者
(
子
ど
も
H
次
世
代
)
に
身
体
化
さ
れ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
世
代
間
の
間
接
・
直
接
の
伝
達
・
継
承
の
様
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表10-2 父親の言語能力と職業階級の関係

人数 言語能力3点 百語能力2点 言語能力1点 言語能力o点 合計
専門管理職 74(50.7%) 35(24.0%) 21(14.4%) 16(11.0%) 146(100.0%) 

植雇用事務・販売職 36(27.3%) 42(31.8%) 33(2汚 0%) 21(15.9%) 132(100.0%) 

自営業主 33(27.5%) 30(25.0%) 29(24.2%) 28(23.3%) 120(100.0%) 

被雇用労働者・農業 24(11.8%) 44(21.6%) 67(32.8%) 69(33.8%) 204(J00.0%) 

合計 167(27.7% ) 151(25.1%) 150(24.9%) 134(22.3%) 602(]叩 0%)

(控) X'(自由度9)084.71・・，関連性悟監 Cramer'sV".217，ピアソンの積率相関品数 ，0担8・・
なお，以下いずれの表でも*事は 1%， *は5%水準で有意な憧を示す

図10-1 父親の言語能力と職業階級の関係

父親3点



態
は
、
父
親
(
あ
る
い
は
母
親
)
の
言
語
能
力
と
、
対
象
青
少
年
の
言
語
能
力
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

表
叩
|

3
お
よ
び
図

m
l
2で
は
言
語
能
力
の
父
子
関
係
が
ク
ロ
ス
集
計
表
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ち
ょ
う
ど
世
代
間
移
動
表

と
同
形
に
な
っ
て
お
り
、
「
言
語
能
力
の
世
代
間
移
動
表
」
と
も
呼
び
う
る
切
り
口
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
表
の
カ
イ
二
乗
検
定
の

結
果
は
五
%
水
準
で
有
意
で
あ
り
、
両
変
数
聞
に
関
連
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
関
連
を
セ
ル
ご
と
に
調
整
残
差
の
大
き
さ
に
従

っ
て
検
討
す
る
と
、
父
親
・
青
少
年
の
両
者
が
と
も
に
三
点
の
セ
ル
の
度
数
が
、
期
待
値
を
有
意
に
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
図

m

2

の
一
番
手
前
の
行
を
み
る
と
、
一
言
語
能
力
が
著
し
く
高
い
(
三
点
の
)
青
少
年
は
、
か
な
り
極
端
な
比
率
で
そ
の
父
親
の
言
語
能
力
も

高
い
と
い
う
結
果
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
選
別
後
の
大
学
生
に
つ
い
て
論
じ
た
、
ブ
ル
デ
ュ
ー
や
藤
田
・
宮
島
ら
の
議

論
が
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
行
だ
け
に
焦
点
を
あ
て
れ
ば
、
(
父
親
の
言
語
能
力
を
指
標
と
し
た
)
言
語

資
本
の
多
寡
に
よ
る
青
少
年
の
一
言
語
能
力
の
高
低
が
不
平
等
と
い
い
う
る
大
き
さ
で
検
出
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
図
叩

2
は
こ
の
行
の
背
後
に
あ
る
移
し
い
数
の
低
得
点
群
に
も
注
目
を
喚
起
す
る
。
二
行
自
の
解
釈
は
微
妙
で
あ
る

言語資本による文化的再生産

が
、
一
ニ
行
目
、
四
行
自
の
グ
ラ
フ
の
分
布
は
明
ら
か
に
横
-
線
に
み
え
る
。
実
際
に
社
会
移
動
を
行
な
う
青
少
年
の
立
場
で
こ
れ
を
解

釈
し
て
み
る
と
、
た
と
え
父
親
の
言
語
能
力
が
高
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
青
少
年
に
高
い
言
語
能
力
が
確
実
に
約
束
さ
れ
る

わ
け
で
は
な
く
、
低
い
言
語
能
力
に
留
ま
る
可
能
性
は
、
他
の
青
少
年
と
そ
れ
ほ
ど
か
わ
り
な
く
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
父
親

の
言
語
能
力
が
高
い
こ
と
は
、
失
敗
を
防
い
だ
り
成
功
を
約
束
す
る
ほ
ど
に
は
役
立
っ
て
お
ら
ず
、
青
少
年
の
言
語
能
力
形
成
の
た
め

の
必
要
条
件
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
ク
ロ
ス
集
計
表
は
、
後
の
選
別
に
お
い
て
有
利
な
(
で
あ
ろ
う
)
、
極
め
て

高
い
言
語
能
力
を
獲
得
す
る
学
歴
エ
リ
ー
ト
予
備
群
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
の
議
論
を
確
証
す
る
が
、
同
時
に
そ
の
他
の
大
多
数
の
青

第十章

少
年
が
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
い
え
る
。

そ
れ
で
は
青
少
年
と
の
接
触
時
聞
が
長
く
、
家
庭
に
お
け
る
社
会
化
の
主
要
な
役
割
を
担
う
と
考
え
ら
れ
る
母
親
と
青
少
年
の
関
係
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は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
関
係
に
つ
い
て
の
分
析
結
果
の
表
示
は
省
略
す
る
が
、
や
は
り
父
親
の
場
合
と
類
似
し
た
結
果
が
得
ら
れ



人数

父親3占

父親2占

父親1占

父親o占

合計
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表10-3 青少年の言語能力と父親の言語能力の関係

背少年3点 青少年2点 青少年1点 青少年O点 合計

16(9.2%) 29(]6.7%) 48(27.6%) 81(46.6%) 174(]00.0%) 

8(5.2%) 2](]3.6%) 46(29.9%) 79(51.3%) 154(100.0%) 

2(1.3%) 23(14.7%) 48(30.8%) 83(53.2%) 156(]00.0%) 

2(1.4%) 16(11.2%) 42(29.4%) 83(58.0%) 143(100.0%) 

28(4.5%) 89(]4.2%) 184(29.3%) 326(52.0%) 627(]00.0%) 

(控) X'(自由度9)~19.54・，関連性部監・ Cramer's V=.102.順位相岡部監:Kendall's Tau 
b~.099・・， )'=.145. ピアソンの積率相関悟監:r=.138・・

図10-2 青些年の言語能力と父親の言語能力の関係



219 第十章言語資本による士化的再生産

表10-4 青昨年の言語能力と職業陪級の関係

人監 言語能力3占 冒語能力2点 言語能力1点 盲語能力o古 合計
専門・管理職 7(4.8%) 22(15.0%) 44(29.9%) 74(50.3%) 147(100.0%) 

植雇用事務販売職 9(6.9%) 19(14.6%) 38(2ゆ2%) 64(49.2%) 130(100.0%) 

自営業主 4(3.3%) 2J(J7.2%) 30(24.6%) 67(54.9%) 122(1曲。0%)

被雇用労働者・農聾 6(2.7%) 30(13.7%) 64(29.2%) 119(54.3%) 219(1曲。0%)

合計 26(4.2%) 92(14.9%) 176(28.5%) 324(52.4%) 618(100.0%) 

{注) X' (自由度 9) =5. 91n.5.，関連性器量 Cramer'sV= .056. ピアソンの積率相関帳散:
r= .053n.s 

図10-3 青生年の言語能力と職業階級の関係
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て
お
り
、
一
言
語
的
社
会
化
に
お
け
る
母
親
の
重
要
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
関
係
も
、
「
確
か
に
有
意
で
は
あ
る

が
、
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
」
と
い
う
程
度
の
も
の
に
す
吉
ず
、
決
定
的
と
い
え
る
ほ
ど
強
力
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し

社会的態度の形成過程

て
全
体
を
み
る
と
、
母
親
を
上
回
る
言
語
能
力
を
獲
得
す
る
青
少
年
、
逆
に
母
親
の
言
語
資
本
を
十
分
に
「
相
続
」
し
き
れ
な
い
青
少

(
5〉

年
が
、
か
な
り
の
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

き
て
、
本
来
な
ら
ば
引
き
続
い
て
条
件

ωそ
の
身
体
化
さ
れ
た
文
化
資
本
に
よ
っ
て
対
象
者
が
学
校
教
育
に
お
け
る
選
別
を
有
利
に

乗
り
切
る
(
不
利
に
据
え
置
か
れ
る
)
こ
と
、
が
成
立
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
が
次
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の

前
に
補
助
仮
説
に
従
っ
て
、
上
記
の
二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
の
結
果
と
し
て
青
少
年
の
言
語
能
力
に
有
意
な
階
級
差
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
、

を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
青
少
年
の
言
語
能
力
が
階
級
文
化
を
大
き
く
反
映
し
た
、
つ
ま
り
表
日

2
お
よ
び
図

m

lと
類
似
し
た
分
布
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
再
生
産
論
の
こ
れ
以
降
の
過
程
は
足
場
を
失
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
関
係
は
表
四

第二部

-
4お
よ
び
図
叩
|

3
に
示
さ
れ
て
い
る
。

驚
い
た
こ
と
に
こ
こ
で
明
瞭
に
な
る
の
は
、
こ
の
時
点
で
出
身
階
級
と
青
少
年
の
言
語
能
力
の
有
意
な
関
係
(
カ
イ
二
乗
検
定
結

果
)
は
み
ら
れ
を
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
表
日

4
で
示
さ
れ
る
と
お
り
、
ど
の
階
級
で
も
青
少
年
の
言
語
能
力
の
分
布
は
周
辺
度

数
の
そ
れ
と
近
似
す
る
。
ま
た
、
親
世
代
(
表
叩
ー
l
z
・
図
日
|
1
)
で
強
い
関
連
と
し
て
確
認
さ
れ
た
専
門
・
管
理
職
の
言
語
能
力
の

高
さ
、
労
働
者
・
農
業
階
級
に
お
け
る
言
語
能
力
の
著
し
い
低
さ
は
、
図
日

3
で
次
世
代
の
青
少
年
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
少
な

か
ら
ず
克
服
さ
れ
、
も
は
や
そ
の
分
布
は
階
級
文
化
の
体
を
な
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

希
薄
な
(
出
身
)
階
飯
差
と
世
代
間
関
係

こ
の
結
果
は
、
自
明
の
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
身
体
化
さ
れ
た
文
化
資
本
の
出
身
階
級
に
よ
る
階
級
差
が
、
こ
こ
で
焦
点

を
あ
て
た
言
語
能
力
に
つ
い
て
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
分
析
結
果
を
照
合
す
る
と
そ
の
原
因
は
、

日
本
社



会
に
お
け
る
階
級
文
化
は
明
確
で
は
な
く
、
階
級
に
よ
る
言
語
資
本
の
程
度
差
は
希
薄
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
従
来
想
定
さ
れ

て
き
た
状
況
に
よ
る
わ
け
で
は
な
い
(
表
叩
2
、
図
叩

1
参
照
)
。
む
し
ろ
そ
の
原
因
は
、
表
山

3
な
ど
が
示
す
よ
う
な
、
両
親

と
青
少
年
の
聞
の
限
定
的
で
微
弱
な
関
連
が
、
文
化
的
再
生
産
の
過
程
を
遮
断
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
世
代
聞
の
主
体
的
・
文
化
的
側
面
の
微
弱
な
関
係
は
、
言
語
能
力
だ
け
に
限
っ
て
検
出
さ
れ

る
現
象
で
は
な
い
。
第
七
章
で
示
し
た
よ
う
に
(
表
7

3

参
照
)
、
同
様
に
計
量
的
手
法
を
用
い
て
世
代
間
関
係
を
計
測
し
た
場
合
、

階
層
や
生
活
に
関
す
る
志
向
性
、
生
活
満
足
度
、
公
衆
道
徳
、
性
別
役
割
意
識
な
ど
の
世
代
間
関
係
を
調
べ
た
海
野
・
片
瀬
ら
の
グ
ル

ー
プ
の
分
析
(
海
野
・
片
瀬
編
[
H
S
D
]

、
鈴
木
・
海
野
・
片
瀬
編
[
同
3
2
)
で
も
、
学
校
五
日
制
に
対
す
る
意
識
を
調
べ
た
轟
の
分
析

(轟

[Hga)
で
も
、
さ
ら
に
は
価
値
意
識
や
感
情
・
情
緒
に
基
づ
く
社
会
的
態
度
に
つ
い
て
日
米
比
較
を
行
な
っ
た
わ
れ
わ
れ
の
研

言語資本による文化的再生産

究
(
尾
嶋
・
吉
川
・
直
井
優
[
前
掲
論
文
]
)
で
も
、
世
代
聞
に
事
前
の
予
想
に
反
し
た
微
弱
な
相
関
関
係
が
見
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
結
果
は
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
主
体
的
・
文
化
的
側
面
の
世
代
間
関
係
、
言
い
換
え
れ
ば
社
会
化
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て

の
両
親
の
機
能
が
、
必
ず
し
も
強
い
影
響
力
を
も
っ
て
は
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
章
の
分
析
結
果

は
、
決
し
て
原
因
の
特
定
で
き
な
い
特
異
な
現
象
で
は
な
く
、
本
書
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
主
体
的
・
文
化

的
要
因
の
世
代
間
関
係
の
一
般
的
な
特
性
に
基
づ
く
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
も
か
く
言
語
能
力
に
焦
点
を
あ
て
た
こ
こ
で
の
分
析
で
は
、
文
化
的
再
生
産
論
の
三
段
論
法
は
、
階
級
に
よ
る
言
語
能
力
の
獲
得

の
不
平
等
が
存
在
し
な
い
と
い
う
段
階
で
途
切
れ
て
し
ま
う
。
確
か
に
こ
れ
以
降
の
、
青
少
年
の
言
語
能
力
が
学
校
文
化
と
適
合
し
学

業
達
成
に
有
意
に
作
用
す
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
言
語
能
力
と
学
業
達
成
の
聞
に
、
藤
田
・
富
島
ら
の
研
究
で
は
相
関
係
数
で

(
6
)
 

同

Hω
口
、
本
書
で
扱
っ
た
デ
ー
タ
で
も

1
M
g
の
関
係
が
待
ち
構
え
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
後
に
は
、
学
歴
達
成
か
ら
社
会
的
地
位

第十章

達
成
に
至
る
周
知
の
過
程
が
や
は
り
用
意
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
百
語
能
力
と
出
身
階
級
の
関
連
が
み
と
め
ら
れ
な
い
限
り
、
こ
の

221 

後
の
過
程
は
文
化
的
再
生
産
で
は
な
く
、
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム
内
で
の
「
生
ま
れ
変
わ
り
」
の
過
程
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
ざ
る
を
え
な
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い
。
そ
し
て
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
焦
点
を
あ
て
る
議
論
は
、
も
は
や
学
歴
社
会
論
あ
る
い
は
学
歴
メ
リ
ト
ク
ラ
シ

1
論
と
呼
ば
れ
る
方
が

社会的態度の形成過程

適
切
な
分
野
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

議
論
の
精
線
化
を
目
指
し
て

本
書
の
分
析
で
は
、
第
-
に
、
親
世
代
に
お
け
る
言
語
能
力
の
階
級
差
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
階
級
文
化
と
呼
ば
れ
る

第二部

も
の
が
現
代
日
本
社
会
に
も
明
確
に
存
在
す
る
こ
と
の
確
証
の
ひ
と
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
の
事
実
は
単
体
で
は
、
本
書
第

一
部
で
検
討
し
た
、
階
層
意
識
の
研
究
の
名
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
研
究
結
果
に
整
合
的
に
吸
収
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
問
題
は

そ
れ
が
階
級
構
造
の
再
生
産
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
続
い
て
、
同
一
尺
度
を
用
い
て
言
語
能
力
の
世

代
間
関
係
を
検
討
し
た
。
こ
の
「
言
語
能
力
の
世
代
閲
移
動
表
」
は
、
全
体
と
し
て
は
、
父
子
関
(
母
子
問
)
の
弱
い
有
意
な
関
係
を

明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
関
係
を
詳
細
に
み
る
と
、
学
歴
エ
リ
ー
ト
と
し
て
成
功
す
る
た
め
の
素
地
と
な
る
高
い
言
語
能
力
を
も

つ
青
少
年
の
う
ち
の
多
数
が
、
親
の
言
語
能
力
が
高
い
、
す
な
わ
ち
言
語
資
本
が
豊
富
な
層
か
ら
輩
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
以

外
の
圧
倒
的
多
数
の
青
少
年
で
は
、
言
語
能
力
の
世
代
間
継
承
は
明
確
な
結
果
と
し
て
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
親
の
言
語
能
力

が
高
い
と
い
う
こ
と
が
青
少
年
に
既
得
権
と
し
て
は
た
ら
き
、
学
歴
競
争
に
お
い
て
失
敗
を
免
れ
る
と
い
う
議
論
を
展
開
し
う
る
ほ
ど

の
関
係
は
こ
の
分
析
か
ら
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
微
弱
な
世
代
間
関
係
を
反
映
し
て
、
青
少
年
の
言
語
能
力
の
階
級
に
よ

る
差
異
は
全
く
見
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
結
果
か
ら
は
、
現
代
日
本
社
会
の
文
化
的
再
生
産
論
の
議
論
の
及
ぶ
範
囲
と
、
有
効
性
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
精
綴
化
し
た

新
た
な
仮
説
命
題
を
提
示
で
き
る
。
ま
ず
文
化
的
再
生
産
論
は
、
全
体
社
会
の
階
級
分
類
で
は
把
握
し
き
れ
な
い
、
文
化
的
に
突
出
し

(
7
)
 

た
ご
く
一
握
り
の
エ
リ
ー
ト
、
つ
ま
り
本
書
の
分
析
に
お
け
る
高
得
点
の
親
と
そ
の
「
相
続
」
に
成
功
す
る
青
少
年
、
に
お
い
て
は
そ

の
存
在
を
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
宮
島
・
藤
田
ら
の
、
そ
し
て
ブ
ル
デ
ュ
ー
ら
の
先
行
研
究
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
層



を
中
心
と
し
た
、
選
別
後
の
大
学
生
を
ピ
ン
・
ポ
イ
ン
ト
で
分
析
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
、
そ
の
他

の
多
く
の
青
少
年
の
置
か
れ
た
社
会
的
条
件
下
で
は
、
文
化
的
再
生
産
は
成
り
立
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
後
に
続
く
過
程
で
の

「
大
衆
教
育
社
会
」
に
お
け
る
「
生
ま
れ
変
わ
り
」
が
成
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
本
書
の
言
語
能
力
尺
度

で
は
抽
出
し
え
な
か
っ
た
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
文
化
資
本
に
よ
る
再
生
産
過
程
に
も
、
今
後
積
極
的
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
現
代
日
本
社
会
は
微
量
の
エ
リ
ー
ト
再
生
産
論
と
、
大
衆
層
の
学
校
教
育
「
生
産
論
」
の
(
少
な
く
と
も
)

二
段
構
成
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
(
暫
定
的
な
)
主
張
が
可
能
だ
ろ
う
。
そ
し
て
階
層
・
移
動
研
究
が
全
体
社
会
の
構
造
と
過
程
を
捉

え
る
視
野
に
立
つ
も
の
で
あ
る
と
み
な
す
な
ら
ば
、
そ
こ
で
は
文
化
的
再
生
産
論
で
は
な
く
、
「
大
衆
教
育
社
会
」
に
お
け
る
均
質
で

多
量
の
中
間
層
の
社
会
移
動
プ
ロ
セ
ス
を
理
論
化
す
る
こ
と
が
よ
り
焦
眉
の
問
題
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
展
開
し
て
き
た
計
量
分
析
は
、
複
雑
な
多
変
量
解
析
や
ロ
グ
リ
ニ
ア
分
析
で
は
な
く
、
極
め
て
単
純
に
測
定
結
果
を
示
す
ク

ロ
ス
集
計
表
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
測
定
的
事
実
が
明
瞭
に
示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
扱
っ
た
言
語
能
力
の
指

言語資本による文化的再生産

標
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
文
化
資
本
の
微
細
な
一
点
を
扱
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
限
界
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で

示
さ
れ
た
実
測
の
手
順
に
は
大
き
な
誤
謬
は
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
文
化
的
再
生
産
論
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
厳
密
に
は
こ
こ
で

提
示
し
た
全
て
の
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
、
有
効
な
文
化
資
本
の
指
標
の
作
成
を
さ
ら
に
追
求
す
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と

も
こ
こ
で
の
分
析
が
真
に
指
摘
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
厳
密
な
手
続
き
に
耐
え
る
指
標
の
索
出
で
は
な
い
。
議
論
の
核
心
は
、
文
化
的

再
生
産
論
の
土
台
と
な
る
関
係
に
検
証
の
た
め
の
切
り
口
(
文
化
資
本
の
世
代
間
移
動
、
青
少
年
自
身
に
身
体
化
さ
れ
た
文
化
資
本
の

階
級
間
格
差
)
を
提
示
し
、
計
量
的
な
目
を
向
け
て
み
る
こ
と
に
有
効
性
が
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
点

第十章

に
あ
る
の
で
あ
る
。
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注
(
l
)
 

(
2
)
 

こ
こ
で
は
文
化
的
再
生
産
に
つ
い
て
「
不
平
等
、
序
列
、
支
配
等
の
関
係
を
ふ
く
む
も
の
と
し
て
の
社
会
構
造
の
同
形
的
な
再
生
産
の
過
程

に
お
い
て
、
文
化
的
な
も
の
の
演
じ
る
役
割
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
理
論
志
向
」
(
宮
島
・
藤
田

[
5
8
]
、
宮
島
[
巴
一
宮
]
)
と
い
う

定
義
を
尊
重
し
て
い
る
。
プ
ル
デ
ュ

1
、
ウ
ィ
リ
ス
、
ポ
ー
ル
ズ
と
ギ
ン
タ
ス
、
パ

I
ン
ス
テ
ィ
ン
ら
を
旗
手
と
す
る
こ
の
一
群
の
理
論
の
合

意
は
必
ず
し
も
、
階
層
・
移
動
研
究
の
タ
1
ム
だ
け
で
は
語
り
尽
ミ
せ
な
い
が
、
本
書
の
論
理
の
展
開
上
、
階
層
・
移
動
研
究
の
概
念
を
意
識

的
に
用
い
て
読
み
替
え
て
い
る
。
ま
た
、
文
化
資
本
の
階
級
問
格
差
、
す
な
わ
ち
文
化
の
陪
層
性
に
基
づ
い
て
、
特
定
の
階
級
の
卓
越
性
が
一
市

さ
れ
、
階
級
構
造
が
維
持
さ
れ
る
様
態
の
研
究
も
文
化
資
本
に
関
す
る
研
究
の
も
う
ひ
と
つ
の
主
眼
で
あ
る
(
回
E
E
E
C
[巴
芯
]
)
。
し
か

し
こ
こ
で
は
世
代
間
関
係
と
学
校
教
育
の
媒
介
機
能
に
関
連
す
る
過
程
歩
文
化
的
再
生
産
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

宮
島
[
】
由
宮
]
は
「
『
完
全
な
調
査
が
で
き
る
ま
で
は
・
・
』
と
慎
重
に
か
ま
え
る
こ
と
が
、
調
査
を
し
な
い
こ
と
の
ア
リ
バ
イ
と
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
私
の
な
か
に
あ
っ
た
が
、
藤
田
氏
も
同
様
だ
っ
た
と
恩
う
。
わ
が
国
の
教
育
、
文
化
、
選
別
に
か
ん
し
て
明
ら
か

に
す
べ
き
問
題
は
ひ
じ
よ
う
に
多
い
。
わ
れ
わ
れ
の
調
査
が
出
発
点
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
」
と
付
言
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
こ
の
関
係
は
、
こ
こ
で
扱
う
語
糞
力
が
学
校
教
育
に
よ
っ
て
確
実
に
養
成
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
ほ
ど
強
力
で
も
な
い
。
本
論
か
ら

外
れ
る
が
こ
の
結
果
か
ら
類
推
す
る
と
、
こ
の
世
代
が
学
歴
を
達
成
し
終
え
た
と
し
て
も
、
親
世
代
と
同
レ
ベ
ル
の
語
嚢
力
の
分
布
を
構
成
す

る
か
ど
う
か
疑
問
に
恩
わ
れ
る
。
若
年
世
代
に
お
け
る
語
紫
カ
の
全
体
的
な
低
下
傾
向
(
「
語
紫
力
の
強
制
移
動
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
)
が
示

唆
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
3
)
 

4 
) 

橋
本
に
よ
る
「
準
プ
ル
デ
ュ
l
方
式
」
の
階
級
分
類
を
用
い
て
い
る
(
藤
田
・
宮
島
・
秋
、
水
・
橋
本
志
水
[
前
掲
論
文
]
)
。

言
語
能
力
の
母
子
関
係
に
つ
い
て
は
、
初
出
論
文
(
古
川
口
由
由
。
己
)
に
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

拙
稿
(
吉
川
口
由
U
S
]
)
で
は
青
少
年
の
学
業
成
績
を
説
明
変
数
と
し
て
、
こ
こ
で
扱
っ
た
青
少
年
の
言
語
能
力
、
父
親
の
言
語
能
力
、

父
親
の
職
業
威
信
ス
コ
ア
を
説
明
変
数
と
し
て
投
入
し
た
重
回
帰
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
苅
谷
剛
彦

[
H
S
E
は
文
化
的
(
学
歴
)
エ
リ
ー
ト
を
日
本
社
会
で
社
会
集
団
と
し
て
識
別
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 な

い
と
論
じ
て
い
る
。



第
十
一
章

学
校
教
育
と
戦
後
日
本
の
社
会
意
識
の
民
主
化

戦
後
日
本
の
社
会
意
識
の
民
主
化

戦
後
の
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
「
日
本
園
政
府
ハ
日
本
園
園
民
ノ
問
ニ
於
ケ
ル
民
主
主
義
的
傾
向
ノ
復
活
強
化

ニ
針
ス
ル
一
切
ノ
障
磯
ヲ
除
去
ス
ベ
シ
」
と
あ
る
と
お
り
、
非
軍
事
化
と
と
も
に
、
諸
制
度
の
民
主
化
と
そ
れ
に
よ
る
社
会
意
識
の
民

主
化
が
第
-
の
社
会
的
要
請
と
さ
れ
た
。
教
育
改
草
は
G
H
Qに
よ
る
民
主
化
政
策
の
重
要
な
側
面
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
単
な
る
学
制
上
の
改
草
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
校
教
育
の
基
本
理
念
の
レ
ベ
ル
か
ら
の
民
主
的
変
草
を
遂
行
し
、
日
本
社
会
に
お

け
る
社
会
意
識
の
民
主
化
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
ま
た
こ
の
時
期
、
社
会
意
識
論
の
見
地
か
ら
大
塚
久
雄
は
「
王
口
が

園
民
衆
が
低
い
近
代
以
前
的
エ
ト
ス
を
捨
て
去
っ
て
、
近
代
的
・
民
主
的
人
間
類
型
に
打
ち
出
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
如
何
に
し
て
可

能
で
あ
ら
う
か
」
と
い
う
問
題
を
、
「
何
よ
り
も
ま
づ
最
も
広
義
で
の
教
育
の
問
題
で
あ
る
」
(
大
塚
口

E
∞・

5])
と
し
て
、
や
は
り

社
会
意
識
の
民
主
化
実
現
の
第
)
の
手
段
が
教
育
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
来
五
十
年
が
経
過
し
、
最
初
に
新
制
の
教
育
課
程
の
小
学
校
に
入
学
し
た
世
代
で
す
ら
、
す
で
に
祖
父
・
祖
母
と
い
う
ラ
イ
フ
・

225 
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ス
テ
ー
ジ
に
さ
し
か
か
り
、
戦
前
の
旧
制
教
育
を
受
け
た
世
代
は
徐
々
に
産
業
社
会
の
主
要
部
分
か
ら
退
出
し
つ
つ
あ
る
。
学
校
教
育

社会的態度の形成過担

が
次
世
代
に
何
ほ
ど
か
の
道
徳
的
特
質
を
伝
達
し
、
そ
れ
が
永
続
的
な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
変
更
さ
れ
ず
に
残
存
す
る
な
ら
ば
、

戦
後
の
教
育
改
草
が
目
的
と
し
て
い
た
社
会
意
識
の
民
主
化
は
、
戦
前
の
軍
国
主
義
的
な
旧
制
教
育
の
残
映
を
保
持
す
る
世
代
の
こ
の

よ
う
な
人
口
学
的
な
退
出
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
完
成
し
つ
つ
あ
る
と
み
な
せ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
い
っ
て
、
現
代
日
本

社
会
の
社
会
意
識
を
考
え
る
、
?
え
で
、

い
ま
わ
れ
わ
れ
は
名
実
と
も
に
ひ
と
つ
の
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
戦
後
が
生
み
出

し
た
教
育
制
度
の
社
会
的
機
能
を
適
切
に
評
価
し
う
る
時
点
を
つ
い
に
迎
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
章
で
は
、
現

第二部

代
日
本
社
会
に
あ
え
て
「
戦
後
」
と
い
う
分
析
枠
組
を
設
定
し
、
戦
後
日
本
社
会
の
社
会
意
識
が
本
当
に
当
初
の
理
念
に
あ
る
と
お
り

の
「
民
主
化
」
を
成
し
遂
げ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
趨
勢
に
学
校
教
育
は
期
待
さ
れ
た
機
能
を
ど
の
程
度
果
た
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題

に
つ
い
て
、
計
量
分
析
の
結
果
を
も
と
に
検
討
す
る
。

社
会
意
識
の
民
主
化
と
そ
の
指
標

社
会
意
識
の
民
主
化
の
動
向
を
論
じ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
民
主
主
義
的
な
社
会
意
識
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
確
定
す
る
必
要
が
あ

る
。
価
値
観
の
多
様
化
・
多
元
化
が
指
摘
さ
れ
る
今
日
の
状
況
に
お
い
て
は
、
「
民
主
主
義
的
社
会
意
識
」
は
い
か
に
も
広
範
か
つ
多

義
的
で
捉
え
に
く
い
概
念
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
狭
い
意
味
で
戦
後
と
み
な
さ
れ
る
一
九
五

0
年
代
ま
で
の
時
期
に
お
い
て
は
、

代社
的会
エ意
l 識
トの
ス民
を主
獲化
得と
すは
る.

こ戦
と後
を日
意本
味国
し民
てフが
い天
た皇
〈市Ij
序イ
章デ

5Z 
ーギ
章
品 1
im に
三代

そ~-

主号
は|自

主霊
五昌也

意瓦
識る
のい
民は
主醇
化風
は美

空管
虚捨
なて
喧去
伝り
で、

は近

な
く
、
近
代
的
エ
ー
ト
ス
の
獲
得
と
い
う
明
確
な
方
向
性
を
も
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
近
代
的
エ
ー
ト
ス
の

具
体
的
な
内
容
は
、
同
様
に
フ
ァ
シ
X
ム
の
歴
史
的
事
実
へ
の
深
い
反
省
か
ら
発
展
し
た
大
衆
社
会
論
の
主
要
な
テ
l
?
と
し
て
も
展



閲
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
民
主
主
義
反
民
主
主
義
の
基
軸
と
し
て
の
権
威
主
義
的
性
格
で
あ
る
。
第
二
章
で
示
し
た
と
お
り
こ
の

権
威
主
義
的
性
格
の
中
核
概
念
は
、
本
舎
に
お
い
て
一
貫
し
て
扱
っ
て
き
た
権
威
主
義
的
伝
統
主
義

(
H
権
威
主
義
的
態
度
尺
度
)
で

あ
る
。
こ
の
指
標
は
、
政
治
的
態
度
の
潜
在
的
な
規
定
要
因
と
し
て
民
主
主
義
的
社
会
意
識
の
重
要
な
中
枢
を
な
す
と
目
さ
れ
て
き
て

い
る
。
そ
し
て
伝
統
的
権
威
を
巧
妙
に
利
用
し
て
軍
国
主
義
が
展
開
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
的
背
景
を
有
す
る
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、

こ
の
権
威
主
義
的
性
格
が
、
伝
統
的
・
因
習
的
価
値
、
旧
意
識
あ
る
い
は
醇
風
美
俗
と
呼
ば
れ
た
も
の
と
意
識
構
造
上
、
不
可
分
に
融

合
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
当
時
に
お
い
て
は
、
社
会
意
識
の
民
主
化
と
は
、
こ
う
し
た
伝
統
主
義
H
権
威

主
義
的
傾
向
を
反
転
・
修
正
す
る
過
程
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

く
り
返
し
に
な
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が
生
活
す
る
一
九
九

0
年
代
の
日
本
社
会
に
お
い
て
は
も
は
や
、
民
主
主
義
的
な
社
会
意
識
に
関

学校教育と戦後日本の社会意識の民主化

す
る
こ
う
し
た
理
解
の
様
式
に
は
、
唯
一
無
二
の
も
の
で
あ
っ
た
り
、
網
羅
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
必
ず
し
も
期
待
で
き
な
い
。
だ

が
こ
の
よ
う
な
概
念
規
定
を
も
と
に
し
た
研
究
が
戦
後
日
本
の
民
主
主
義
的
社
会
意
識
を
論
じ
る
う
え
で
、
少
な
く
と
も
ひ
と
つ
の
重

要
な
基
軸
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
章
で
は
上
述
の
研
究
の
蓄
積
を
鑑
み
た
上
で
、
権
威
主
義
的
態
度
尺

度
(
正
確
に
は
そ
の
対
極
)
を
社
会
意
識
の
民
主
化
の
指
標
と
捉
え
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
に

権威主義的態度の形成

要因(重回帰分析)

す
る
。

(注) RZ:=.127， * *は 1%水
準で有置な他を示す。

(出所〉 置井道子(1988)，234 
頁より作成。

標準幅回帰係監F

-.238" 

0，029 

0.221・・
0.031 

教
育
年
数
と
権
威
主
義
的
態
度
の

「
剥
奪
効
果
」

第十一章

直
井
道
子

[HS∞
]
は
、

一
九
八
五
年
5
5
M
調
査
の
男
性
A
票
を
用
い
て
、
成
人
有
職
男

説明聖散

学歴

職業威信

年齢

都市規模

性
の
権
威
主
義
的
態
度
の
分
布
状
況
と
形
成
要
因
を
検
討
し
て
い
る
(
表
口
1
参
照
)
。
そ
こ

表11・1

227 

で
は
、
権
威
主
義
的
傾
向
に
は
職
業
的
地
位
、
年
齢
、
学
歴
な
ど
に
よ
っ
て
有
意
な
差
が
み
ら



第二部社会的態度の形成過程 2甜

れ
る
が
、
そ
の
分
布
を
形
成
す
る
要
因
は
主
と
し
て
学
歴
と
年
齢
で
あ
る
こ
と
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
学
歴
の
効
果
は
、

高
学
歴
で
あ
る
ほ
ど
権
威
主
義
的
傾
向
は
低
下
す
る
と
い
う
方
向
を
示
す
。
こ
の
関
係
は
権
威
主
義
的
傾
向
が
学
校
教
育
に
よ
る
認
知

的
能
力
の
向
上
に
よ
っ
て
低
下
す
る
と
い
う
直
接
的
な
関
係
を
示
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

」
の
研
究
を
受
け
て
第
九
章
で
は

九
九
O 
年
代
の
学
校

警
と
青
少
年
の
権
威
主
義
的
態
度
の
形
成

っ
し、

さ
ら

踏
み

込
ん
だ
計
量
研
究
を
行
な
い
、
次
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
青
少
年
に
家
庭
に
お
い
て
両
親
か
ら
伝
達

さ
れ
た
権
威
主
義
的
傾
向
は
、
学
校
教
育
に
よ
る
社
会
化
と
心
理
的
発
達
に
よ
っ
て
知
的
能
力
が
伸
長
す
る
と
と
も
に
、
つ
ま
り
年
齢

(
日
学
年
)
が
上
昇
す
る
と
と
も
に
低
下
す
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、
現
代
日
本
社
会
の
学
校
教
育
は
、
厳
し
い
校
則
に
よ
る
生

活
指
導
、
あ
る
い
は
教
師
に
よ
る
授
業
内
外
の
厳
格
な
管
理
な
ど
の
権
威
主
義
を
体
現
す
る
教
育
条
件
に
よ
っ
て
、
権
威
主
義
的
態
度

を
付
与
的
に
形
成
す
る
(
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
っ
)
側
面
を
も
確
実
に
有
し
て
い
る
。
つ
ま
り
社
会
意
識
の
民
主
化
と
い
う
機
能
に
関

し
て
み
た
場
合
、
学
校
教
育
は
一
方
で
権
威
主
義
的
傾
向
を
剥
奪
し
な
が
ら
、
他
方
で
付
与
す
る
と
い
う
「
諸
刃
の
剣
」
の
性
質
を
も

つ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
九

0
年
代
の
日
本
社
会
の
教
育
環
境
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
効
果
の
相
殺
の
結
果
と
し
て
表
出
し
て
い
る

の
は
、
学
校
教
育
が
権
威
主
義
的
傾
向
を
低
下
さ
せ
る
「
剥
奪
効
果
」
で
あ
る
。

こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
、
学
校
教
育
が
権
威
主
義
的
価
値
の
伝
達
を
よ
り
強
力
に
推
進
し
た
場
合
、
学
校
教
育
に
よ
る
権
威
主

義
的
傾
向
の
剥
奪
効
果
が
小
さ
く
な
る
、
さ
ら
に
は
付
与
的
効
果
に
転
じ
る
こ
と
も
十
分
に
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
仮
説
を
日

本
社
会
の
歴
史
的
経
緯
に
重
ね
て
展
開
す
る
な
ら
ば
、
旧
制
教
育
制
度
に
お
い
て
皇
国
史
観
、
全
体
主
義
的
道
徳
性
な
ど
を
内
容
と
す

る
軍
国
主
義
教
育
を
受
け
た
世
代
と
、
新
制
教
育
制
度
に
お
い
て
意
識
的
に
企
図
さ
れ
た
民
主
主
義
的
な
教
育
を
受
け
た
世
代
で
は
、

学
校
教
育
に
よ
る
権
威
主
義
的
傾
向
の
剥
奪
効
果
の
様
態
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
直
井
道
子
の
先
行
研
究
や
本
書
で
示
し

て
き
た
分
析
結
果
で
は
、
年
齢
と
権
威
主
義
的
傾
向
の
聞
に
は
年
齢
が
高
い
ほ
ど
権
威
主
義
的
で
あ
る
と
い
う
直
接
的
な
関
係
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
世
代
問
格
差
を
生
み
出
し
た
要
因
と
し
て
、
戦
前
・
戦
後
の
教
育
の
質
の
根
本
的
な
差
異
が
考
え



ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
学
校
教
育
の
権
威
主
義
的
態
度
の
剥
奪
効
果
、

つ
ま
り
民
主
化
の
効
果
が
、
諸
個
人
の
受
け
た
教
育
の

質
(
教
育
制
度
の
新
・
旧
)
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
異
な
る
か
と
い
う
問
題
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代

の
教
育
現
場
の
諸
条
件
と
そ
の
社
会
化
の
効
果
に
関
す
る
直
接
的
な
計
量
デ
ー
タ
が
存
在
し
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
教
育
の
機

能
の
生
き
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
、
第
八
章
、
第
九
章
で
行
な
っ
た
よ
う
に
、
実
証
的
に
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ

こ
で
は
、
現
代
社
会
を
構
成
す
る
成
人
の
社
会
意
識
に
残
存
す
る
学
校
教
育
の
影
響
を
、
社
会
意
識
論
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に

な
る
。

四

教
育
制
度
の
新
・
旧
と
権
威
主
義
的
態
度

学校教育と職韓日本の社会意識の民主化

デ

l
hツ

こ
こ
で
は
一
九
八
五
年
S
S
M
調
査
の
男
性
A
票
を
分
析
す
る
(
有
効
回
答
数
て
二
三
九
サ
ン
プ
ル
ゴ
こ
の
デ
ー
タ
は
一
九
一

五
(
大
正
四
)
年
か
ら
一
九
六
五
(
昭
和
田
O
)
年
ま
で
の
生
年
の
男
性
を
母
集
団
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
九
九
八
年
現
在
で

は
、
三
三
歳
か
ら
八
二
歳
と
な
る
標
本
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
デ
ー
タ
が
単
に
一
九
八
0
年
代
の
日
本
社
会
の
構
成
員
を
よ
く

代
表
し
て
お
り
、
現
代
日
本
社
会
の
社
会
意
識
を
検
討
す
る
の
に
適
切
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
戦
前
に
最
終
学
歴
を
達
成
し

た
人
か
ら
、
旧
制
の
初
等
中
等
教
育
か
ら
新
制
へ
の
転
換
を
経
験
し
た
人
、
そ
し
て
戦
後
の
新
制
教
育
の
み
を
受
け
た
人
ま
で
を
パ
ラ

ン
ス
よ
く
含
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
の
調
査
デ
ー
タ
は
、
こ
こ
で
の
わ
れ
わ
れ
の
関
心
に
対
し
て
、
極
め
て
適

(
1
)
 

切
な
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
最
後
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

第十一章

杜
会
意
識
の
民
主
化
の
指
標
と
し
て
用
い
る
権
威
主
義
的
態
度
尺
度
は
、
こ
こ
で
分
析
す
る
デ
ー
タ
で
は
第
四
章
で
用
い
た
の
と
金

229 

く
同
じ
ワ
1
デ
ィ
ン
グ
の
六
項
目
(
八
五
頁
)
に
対
す
る
「
賛
成
」
/
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
/
「
反
対
」
の
三
分
位
の
回
答
か
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達成学歴ごとの権威主義(平均)得点

学匪 平均 標準面差 サンプル量

旧制尋常小学校 55.50 10.333 38 

旧制高等小学校 57.12 9.873 151 

旧制中学，実業学校師範学松 51.03 9.392 66 

旧制高校高専 52.67 12.056 24 

旧制大学 50.39 9.183 14 
...・冒冒官官・.....令官占晶轟轟 轟轟轟晶圃晶晶晶・・・・ -・・--_....-・・.........-

新制中学校 52.48 9.6剖 188 

斬制高校 48.26 8.951 433 

新制短大・高専 47.19 9.267 28 

新制大学 45.50 8.743 234 

金体 50.00 10.000 1176 

ら
測
定
さ
れ
る
。

民
主
主
義
的
社
会
意
誌
の
測
定

こ
こ
で
は
こ
の
六
項
目
に
対
し
て
主
成
分
分
析
を
行
な
い
、
十
分
な
寄
与
率
が
得
ら

れ
た
第
一
主
成
分
を
因
子
得
点
化
し
た
。
こ
の
因
子
得
点
を
さ
ら
に
偏
差
値
計
算
で
通

常
用
い
ら
れ
る
平
均
五

O
、
標
準
偏
差
一

O
の
標
準
化
尺
度
に
変
換
し
、
こ
れ
を
権
威

(注) eta=. 375 Sig. F孟5%

主
義
得
点
と
し
て
分
析
に
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
は
同
一
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
直

表11-2 

井
道
子
の
先
行
研
究
に
お
け
る
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
と
ほ
ぼ
同
義
の
尺
度
と
理
解
さ

〈

2
〉

れ
る
。達

成
学
歴
と
権
威
主
義
得
点

は
じ
め
に
、
対
象
者
の
達
成
学
歴
別
の
権
威
主
義
得
点
を
確
認
し
て
お
く
(
表
口
ー
ー

て
相
対
的
に
高
い
こ
と
が
一
見
し
て
わ
か
る
。
ま
た
旧
制
学
歴
内
で
も
新
制
学
歴
内
で
も
、
高
学
歴
で
あ
る
ほ
ど
権
威
主
義
得
点
が
低

2
)
。
ま
ず
権
威
主
義
得
点
が
、
新
制
学
歴
達
成
者
と
比
べ
旧
制
学
歴
達
成
者
に
お
い

さく
れな
るつ
旧て
制お
高り
校
の教
学育
歴年
達数
成に
者よ
でる
さ権
え威
、主
そ義
の的
権傾
威向
主の
義「
得剥
点奪
は効
よ果
う」
やが
く確
新認
市j で
中き
学る
校。

卒た
業だ

雪k
同旧
程制
度で
では
し高
か学
な歴
v、コニ
。リ

し 1
たト
がと

っ
て
「
戦
前
の
高
等
教
育
は
リ
ベ
ラ
ル
だ
っ
た
」
と
い
う
言
説
は
、
あ
く
ま
で
旧
制
学
歴
達
成
者
間
で
比
較
し
た
結
果
を
述
べ
た
に
す

ぎ
ず
、
新
制
教
育
を
受
け
た
世
代
と
比
較
し
た
場
合
に
は
権
威
主
義
得
点
は
必
ず
し
も
低
く
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
表

の
示
す
数
値
は
、
直
井
道
子
の
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
た
、
権
威
主
義
的
態
度
に
対
す
る
教
育
年
数
と
年
齢
の
効
果
が
、
学
歴
と
世
代
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権U威主義得点の世代間推移図11-1

、ー "~~-o.、 初等学歴

\/ん~ー_..~~.."............o----~ー

唱¥、、、----........................ζ¥
、、..........¥

中高等学歴

60 

56 

54 

全体

50 

48 

46 

44 

40 
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42 

(
学
校
教
育
制
度
の
新
・
旧
)
の
差
異
と
し
て
表
出
す
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

生
年
世
代
と
権
威
主
義
得
点

次
に
、
標
本
の
学
歴
を
初
等
学
歴
達
成
者
と
中
・
高
等
学
歴

達
成
者
に
分
類
し
、
生
年
世
代
(
五
年
ご
と
)
別
に
権
威
主
義

得
点
の
推
移
を
グ
ラ
フ
で
あ
ら
わ
し
た
(
図
日
I
l
1
1
ま
ず
標

本
全
体
の
権
威
主
義
得
点
の
世
代
に
よ
る
推
移
は
、
直
井
道
子

の
分
析
結
果
か
ら
予
測
さ
れ
る
と
お
り
、
右
下
が
り
の
傾
向
を

示
し
て
い
る
。
た
だ
し
一
九
四

O
年
生
ま
れ
ま
で
の
世
代
で
は

直
線
的
に
低
下
し
て
い
る
が
、
新
制
教
育
制
度
に
完
全
に
移
行

し
た
後
の
一
九
四
一
年
生
ま
れ
以
降
の
世
代
で
は
ほ
ぼ
水
平
に

推
移
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
学
歴
別
の
グ
ラ
フ
を
み

て
み
る
と
、
初
等
学
歴
達
成
者
で
は
、
ま
ず
緩
や
か
な
右
下
が

り
の
傾
向
で
あ
り
、

一
九
五
六
年
生
ま
れ
の
世
代
か
ら
は
、
若

干
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
世
代
で
は
高
等
学
校

進
学
率
が
上
昇
し
、
中
卒
者
が
激
減
し
て
い
る
た
め
に
、
初
等

学
歴
達
成
者
の
数
は
多
く
は
な
い

(
三
三
サ
ン
プ
ル
)
。

方

中
・
高
等
学
歴
達
成
者
の
グ
ラ
フ
は
一
九
四

O
年
生
ま
れ
の
世
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代
ま
で
は
ほ
ぼ
直
線
的
に
低
下
し
、
そ
の
後
の
世
代
で
は
ほ
ぼ
水
平
に
推
移
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
九
五
一
年
生
ま
れ
の
世
代
以
降
、

高
学
歴
化
の
影
響
で
中
・
高
等
学
歴
達
成
者
の
グ
ラ
フ
と
標
本
全
体
の
グ
ラ
フ
が
近
接
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
生
年
世
代
を

社会的態度の形成過程

用
い
た
こ
の
分
析
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
教
育
制
度
の
移
行
期
に
あ
た
る
世
代
が
正
確
に
分
別
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
グ
ラ
フ
の
推

移
か
ら
教
育
制
度
の
新
・
旧
の
質
的
差
異
を
読
み
解
く
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、

い
ず
れ
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
一
九
四

O
年
以
前
と
、

そ
れ
以
降
と
で
は
得
点
の
高
低
お
よ
び
変
動
の
状
況
に
差
異
が
見
出
さ
れ
、
権
威
主
義
得
点
と
世
代
の
関
連
は
、
単
に
高
学
歴
化
や
加

齢
に
起
因
す
る
の
で
は
な
く
、
旧
制
教
育
と
新
制
教
育
の
社
会
意
識
の
民
主
化
効
果
の
違
い
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

第二部

旧
制
グ
ル
ー
プ
・
移
行
期
タ
ル
l
プ
・
新
制
グ
ル
ー
プ

そ
こ
で
、
標
本
全
体
を
学
校
教
育
の
歴
史
的
背
景
に
よ
る
質
的
な
差
異
に
基
づ
い
て
以
下
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
。
第
一
の

グ
ル
ー
プ
は
戦
前
の
学
校
教
育
の
み
を
受
け
た
グ
ル
ー
プ
(
以
下
、
旧
制
グ
ル
ー
プ
と
す
る
)
で
あ
る
。
操
作
上
は
最
終
学
歴
を
旧
制

(
旧
制
尋
常
小
学
校
、
旧
制
中
学
校
、
旧
制
大
学
な
ど
)
と
し
て
い
る
回
答
者
が
こ
の
旧
制
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ

は
一
九
一
五
(
大
正
囚
)
年
か
ら
一
九
三
四
(
昭
和
九
)
年
生
ま
れ
ま
で
の
お
よ
そ
二

O
年
の
幅
広
い
年
齢
分
布
を
し
て
お
り
、

フ
ア
、
γ

ズ
ム
教
育
が
先
鋭
化
す
る
時
期
(
一
九
三
五
年
前
後
)
よ
り
も
以
前
に
最
終
学
歴
を
達
成
し
た
世
代
か
ら
、
第
二
次
大
戦
末
期
に
学
業
を

中
断
さ
せ
ら
れ
た
経
験
を
も
っ
世
代
ま
で
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
厳
密
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
や
進
学
の
程
度
に
よ
っ
て
受
け
た
教

育
の
質
が
微
妙
に
異
な
る
が
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
受
け
た
学
校
教
育
の
共
通
の
特
質
を
あ
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
学
齢
期
は
、
旧
制
教
育
の
制
度
と
理
念
が
一
連
の
最
終
段
階
を
迎
え
た
時
期
と
重
な
る
。

一
九
一
七
年
発
足
の
臨

時
一
教
育
会
議
の
「
教
育
/
効
果
ヲ
完
カ
ラ
シ
ム
ベ
キ
一
般
施
設
ニ
関
ス
ル
建
議
」
(
一
九
一
九
年
)
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
社
会
主
義
の

思
潮
が
高
ま
る
な
か
国
民
思
想
を
統
一
し
て
国
民
道
徳
を
徹
底
す
る
必
要
を
強
調
し
、
以
後
全
て
の
学
校
令
の
改
革
の
基
調
と
な
っ
て

お
り
、
こ
こ
に
「
国
体
明
徴
」
の
教
育
へ
の
一
歩
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
の
教
育
政
策
は
、
現
役
陸
軍
将
校
の
学
校
配



属
と
軍
事
教
練
の
実
施
(
一
九
二
五
年
)
に
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、

フ
ァ
シ
ズ
ム
教
育
を
進
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
(
森
秀
夫

一
九
二

0
年
代
後
半
か
ら
一
九
三

0
年
代
に
は
、
教
育
政
策
に
対
す
る
軍
の
い
っ
そ
う
の
介
入
に
よ

り
、
戦
時
下
の
軍
国
主
義
精
神
の
練
成
と
し
て
の
教
育
が
次
第
に
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
(
小
沢
裏
口
也
監
]
)
。
こ
と
に
一
九
四
一
年
に

[HS色
、
山
佳
正
己
ロ
由
匂
]
)
。

施
行
さ
れ
た
国
民
学
校
令
で
は
、
「
国
民
学
校
ハ
皇
国
ノ
道
ニ
則
リ
テ
初
等
普
通
教
育
ヲ
施
シ
国
民
ノ
基
礎
的
練
成
ヲ
以
ッ
テ
目
的
ト

ス
」
と
さ
れ
、
初
等
教
育
に
お
い
て
極
端
な
反
民
主
的
価
値
を
植
え
付
け
る
こ
と
が
明
確
な
目
的
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一
九
四
三
年
か
ら
一
九
四
五
年
に
か
け
て
は
、
授
業
を
停
止
し
て
の
勤
労
動
員
や
学
徒
動
員
と
い
う
教
育
制
度
の
事
実
上
の
崩
壊
を
経

験
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
天
皇
中
心
主
義
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
価
値
を
伝
達
し
、
国
民
を
全
体
主
義
体
制
に
総

動
員
す
る
こ
と
を
公
然
と
第
一
目
的
と
す
る
教
育
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
(
久
保
義
一
ニ
ロ
由
宮
]
)
。

学校教育と眼佳日本の社会意識の民主化

第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
戦
時
下
の
学
校
教
育
を
受
け
、

つ
ま
り
前
述
の
旧
制
尋
常
小
学
校
あ
る
い
は
国
民
学
校
初
等
科
に
入
学
し
、
旧

制
の
い
ず
れ
か
の
学
校
在
学
中
に
一
九
四
七
年
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
新
制
に
移
行
し
た
グ
ル
ー
プ
(
以
下
、
移
行
期
グ
ル
ー
プ
と
す

る
)
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
最
終
学
歴
は
全
て
新
制
に
な
り
、
昭
和
初
期
(
一
九
二
五
l
三
豆
年
)
生
ま
れ
の
場
合
、
同
年
齢
で
も

教
育
年
数
が
短
い
場
合
は
上
述
の
旧
制
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る
が
、
高
学
歴
で
あ
る
場
合
は
こ
の
移
行
期
グ
ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
る

(
3
}
 

こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
グ
ル
ー
プ
構
成
は
生
年
で
の
区
分
と
完
全
に
は
重
な
ら
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
特
性
は
、
戦
時
中
の
極
端
な
軍
国
主
義
教
育
を
受
け
た
後
に
、
教
科
書
の
墨
塗
り
や
教
職
不
適
格
者
の
追
放
な
ど
に

象
徴
さ
れ
る
価
値
観
の
反
転
を
経
験
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
戦
後
、
最
も
強
力
に
民
主
的
価
値
が
教
育
さ
れ
た
グ
ル
l

プ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
、
つ
(
鈴
木
英

[
呂
宮
]
、
佐
々
木
事

[
S
E
]
)。
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そ
し
て
第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
新
制
の
小
学
校
に
入
学
し
た
世
代
(
以
下
、
新
制
グ
ル
ー
プ
と
す
る
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
四

O
年

以
降
に
生
ま
れ
、
現
行
の
六
・
三
・
三
・
四
制
の
新
制
教
育
の
み
を
受
け
た
人
た
ち
で
あ
り
、
生
年
に
よ
っ
て
明
確
に
グ
ル
ー
プ
化
さ

れ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
教
育
基
本
法
や
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
、
現
在
ま
で
通
じ
る
戦
後
の
民
主
的
な
教
育
の
み
を
受
け
た
世
代



2担

で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
の
日
本
社
会
に
着
実
に
成
員
を
供
給
し
続
け
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
「
戦
後
社
会
」
で
は
な
く
現
代
社
会
論
の

観
点
か
ら
も
そ
の
動
態
が
注
目
さ
れ
る
。
た
だ
し
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
戦
後
の
民
主
主
義
的
教
育
を
受
け
た
と
い
う
基
準
で
一
括
し

社会的態度円形成過謹

た
こ
の
グ
ル
ー
プ
内
に
も
、
お
お
よ
そ
一
世
代
に
あ
た
る
二
五
年
の
レ
ン
ジ
の
年
齢
分
布
が
あ
り
、
そ
の
聞
に
は
学
校
教
育
の
内
容
に

細
か
な
時
代
的
変
遷
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
戦
後
の
学
校
教
育
の
時
代
的
変
遷
が
社
会
意
識
の
民
主
化
に
及
ぼ
す

影
響
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
権
威
主
義
的
傾
向
の
年
齢
に
よ
る
差
異
と
し
て
検
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
各
グ
ル
ー
プ
の
サ
ン
プ
ル
数
は
、
旧
制
グ
ル
ー
プ
が
=
二
人
サ
ン
プ
ル
、
移
行
期
グ
ル
ー
プ
が
二
二
人
サ
ン
プ
ル
、
新
制
グ

第二部

ル
ー
プ
が
六
九
三
サ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
ま
た
各
グ
ル
ー
プ
の
教
育
機
会
・
教
育
達
成
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
尾
嶋
[
H

窓
口
]
に

よ
っ
て
こ
れ
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
分
類
に
よ
る
分
析
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

重
回
帰
分
析
の
ク
ル

l
プ
聞
比
較

次
に
旧
制
、
移
行
期
、
新
制
の
三
グ
ル
ー
プ
別
に
、
教
育
年
数
、
職
業
威
信
ス
コ
ア
、
年
齢
を
説
明
変
数
と
し
、
権
威
主
義
得
点
を

被
説
明
変
数
と
し
た
重
回
帰
分
析
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
は
教
育
の
質
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
聞
に
存
在
す
る
差
異
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た

う
え
で
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
年
齢
差
(
生
年
世
代
)
、
階
層
的
要
因
、
教
育
年
数
の
直
接
効
果
を
み
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
旧
制
グ
ル
ー
プ
の
場
合
(
表
日
立
、
教
育
年
数
、
職
業
威
信
、
年
齢
の
そ
れ
ぞ
れ
が
有
意
な
効
果
を
示
し
て
お
り
、
教
育
の

量
に
比
例
し
た
権
威
主
義
の
「
剥
奪
効
果
」
、
成
人
後
の
職
業
経
験
に
よ
る
権
威
主
義
的
(
あ
る
い
は
民
主
主
義
的
)
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ

ィ
の
形
成
と
、
年
齢
仁
よ
る
効
果
が
検
出
さ
れ
る
。
本
書
の
関
心
は
、
極
端
な
軍
国
主
義
的
価
値
観
の
「
刷
り
込
み
」
を
受
け
た
こ
の

グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
「
諸
刃
の
剣
」
の
相
殺
効
果
が
ど
の
よ
う
な
結
果
を
残
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
あ
り
、
そ
の
結
果
は
剥
奪
効

果
を
意
味
す
る
有
意
な
負
の
値
(
標
準
偏
回
帰
係
数
で
『
広
由
)
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
効
果
は
、
旧
制
の
教
育
達
成
者
間
に
権
威
主

義
得
点
の
学
歴
に
よ
る
格
差
を
も
た
ら
し
、
表
口

2
や
図

u
i
lで
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
旧
制
初
等
教
育
達
成
者
(
旧
制
尋
常
小



学
校
・
旧
制
高
等
小
学
校
卒
)
を
現
代
社
会
の
他
の
構
成
員
と
は
か
け
離
れ
た
高
い
権
威
主
義
得
点
の
ま
ま
で
取
り
残
す
結
果
を
導
く

要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
六
割
以
上
が
こ
う
し
た
旧
制
初
等
教
育
達
成
者
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
旧
制
教
育
制

度
下
の
初
等
教
育
に
お
け
る
軍
国
主
義
的
国
民
教
化
と
低
い
教
育
達
成
が
残
し
た
影
響
は
、
戦
後
日
本
社
会
に
お
い
て
決
し
て
瑛
末
な

も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
検
出
さ
れ
た
年
齢
の
直
接
効
果
は
、
そ
れ
が
世
代
に
よ
る
学
歴
差
(
高
学
歴

化
)
の
影
響
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
う
え
で
の
効
果
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
内
の
兵
役
経
験
な
ど
に
よ
る
社
会
・
文
化
的
環

境
の
世
代
間
格
差
お
よ
び
、
若
干
の
加
齢
に
よ
る
効
果
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。

次
に
移
行
期
グ
ル
ー
プ
で
は
(
表
U

4

)
、
職
業
威
信
、
年
齢
の
直
接
効
果
は
有
意
で
は
な
く
な
り
、
教
育
年
数
に
よ
る
権
威
主
義

剥
奪
効
果
の
み
が
有
意
な
影
響
力
(
標
準
偏
回
帰
係
数
で
e
H

∞
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
移
行
期
グ
ル
ー
プ
内
で
成
人
後

学校教育と臨佳日本の社会意識の民主化

旧制グループの権威主義的態度

の形成要因

第十準

褒1ト 3
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標準偏回帰保量β説明聖教

教育年量

破業威信

年齢

(控) R2=.111"， *は 5%.事*は 1%水準
で有意な値を示す。

ー169・
ー.178・
179・・

偏回掃保艶B

一.609・
152・
406・.

喪11-4

教育年教

職業威信
年齢

移行期グループの権威主義的態度
の形成要因

標準価回帰保量β

-.184・
-.004 

.048 

(t主) R 2=.034， *は5%.* *は 1%水準で
有意な憧を示す。

偏回帰保世B

4
1
3
 

9
2
3
 

7

0

2

 

説明費量

新制グループの権威主義的態度
の形成要因

表11-5 

標激情回帰冊数β

。280・・
012 

.048 

(注) R 2=.073・*は 5%， * *は 1%水準
で有意な憧を示す。

幅回帰楳艶B

1.070・・
010 

065 

説明蛮監

教育年教

職業威信
年齢
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の
職
業
経
験
や
生
年
世
代
差
が
権
威
主
義
的
傾
向
の
形
成
に
関
与
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
次
に
み
る
新
制
グ
ル
ー
プ
に
も

同
様
に
い
え
る
こ
と
だ
が
、
権
威
主
義
的
傾
向
の
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
大
き
く
学
校
教
育
に
依
存
し
て
お
り
、
旧
制
グ
ル
ー
プ
と
は
明

確
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
新
制
グ
ル
ー
プ
で
も
同
様
に
(
表
口
1
5
)
、
教
育
年
数
の
効
果
(
標
準
偏
回
帰
係
数
で
お
己
)
は
有
意
で
あ
る
が
、
職
業

威
信
、
年
齢
の
効
果
は
有
意
で
は
な
い
。
ま
た
こ
の
グ
ル
ー
プ
内
に
お
い
て
は
権
威
主
義
得
点
の
世
代
閉
格
差
が
単
相
関
レ
ベ
ル
で
も

(
4
)
 

み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
戦
後
二
五
年
と
い
う
期
間
に
お
い
て
、
学
校
教
育
に
よ
る
社
会
意
識
の
民
主
化
効
果
の
趨
勢
に
、
民
主

第二部

化
の
伸
長
あ
る
い
は
右
傾
化
と
い
う
趨
勢
は
見
出
せ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
学
校
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
が
こ
の
間
に
変
遷
し
た
こ
と

は
認
め
る
と
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
ア
ウ
ト
プ
ァ
ト
に
は
、
ほ
と
ん
ど
変
質
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
え
る
。

最
後
に
、
本
章
の
議
論
の
焦
点
で
あ
る
学
校
教
育
に
よ
る
社
会
意
識
の
民
主
化
効
果
の
趨
勢
を
検
討
す
る
。
こ
れ
は
、
権
威
主
義
剥

奪
効
果
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
聞
で
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。
権
威
主
義
剥
奪
効
果
の
比
較
は
、
偏
回
帰
係
数
B

の
大
き
さ
、
す
な
わ
ち
教
育
年
数
一
年
あ
た
り
権
威
主
義
得
点
が
何
点
低
下
し
て
い
る
か
を
グ
ル
ー
プ
間
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行

な
う
こ
と
が
で
き
る
。
表
口
|
3
1
5
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
偏
回
帰
係
数
B
は
旧
制
グ
ル
ー
プ
で

l
g
q
移
行
期
グ
ル
ー
プ

で
は
叶
宏
、
新
制
グ
ル
ー
プ
で
I
H

ミ
凸
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
学
校
教
育
に
よ
る
権
威
主
義
剥
奪
効
果
は
、
旧
制
教
育

を
一
・

O
Oと
す
れ
ば
、
移
行
期
で
は
一
・
三

O
倍
、
新
制
教
育
で
は
一
・
七
六
倍
と
ほ
ぼ
線
形
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

〈

5
)

な
る
。

五

学
校
教
育
と
社
会
意
識
形
成

」
れ
ま
で
の
分
析
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
以
下
の
結
論
を
得
た
。



ω標
本
全
体
に
お
い
て
権
威
主
義
的
傾
向
と
年
齢
の
聞
に
み
ら
れ
た
関
連
は
、
主
と
し
て
学
校
教
育
制
度
の
新
・
旧
に
起
因
す
る
も

の
(2) で
学あ

譲り、
育新
の制
民世
主代
化内
機で
能は
は年
旧齢
嗣!と

警護
、主

移義
行的

規自
新に
制直
教接
育の
と関
漸連
増は
しみ
、ら

旧れ
制な
教い
育
と
新
制l
教
育
で
は
約

J¥ 
倍
の
格
差
t;f. 

み
ら
れ
る
。

川
開
戦
後
の
学
校
教
育
に
よ
る
社
会
意
識
の
民
主
化
機
能
は
、
二
五
年
間
一
定
し
て
維
持
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
う
ち

ωの
結
果
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
に
よ
る
柔
軟
な
発
想
や
判
断
力
の
育
成
、
民
主
主
義
的
価
値
観
の
伝
達
、
そ
し
て
権

威
主
義
的
教
育
条
件
の
低
い
水
準
で
の
維
持
、
な
ど
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
詳
細

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
成
人
の
意
識
の
分
布
状
況
か
ら
の
事
後
的
推
測
と
い
う
方
法
で
は
限
界
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た

学校教育と職能日本の社会意抽の民主化

ωの
結
果
に
つ
い
て
は
、
戦
後
の
二
五
年
間
で
は
学
校
教
育
の
民
主
化
機
能
が
高
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
が
、
図
日

l
1

か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
戦
後
の
着
実
な
高
学
歴
化
の
趨
勢
す
な
わ
ち
、
高
校
進
学
率
、
大
学
・
短
大
進
学
率
が
高
ま
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
世
代
の
民
主
主
義
的
社
会
意
識
は
や
は
り
学
校
教
育
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
続
け
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
つ
ま
り
こ
の
問
、
学
校
教
育
の
質
の
変
容
で
は
な
く
教
育
年
数
の
増
加
に
よ
っ
て
社
会
意
識
の
民
主
化
の
趨
勢
は
緩
や
か
な
が
ら

〈

6
)

も
維
持
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
み
て
き
た
学
校
教
育
の
質
の
変
容
と
社
会
意
識
の
民
主
化
の
関
係
は
、
旧
制
教
育
を
受
け
た
世
代
の
人
口
構
成
上
の
「
退

出
」
、
高
学
歴
化
、
学
歴
の
平
準
化
と
い
う
学
校
教
育
に
関
連
す
る
社
会
変
動
が
、
単
に
社
会
移
動
研
究
や
学
歴
社
会
論
な
ど
の
構
造

〈

7
)

的
研
究
に
留
ま
ら
ず
、
社
会
意
識
論
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
力
を
も
っ
て
接
続
さ
れ
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

237 第十一章

デ
ュ
ル
ケ
l
ム

G
E
5
2
5
[
H
S
N
]
)
は
、
教
育
の
目
的
を
、
社
会
生
活
を
営
む
上
で
次
世
代
に
要
求
さ
れ
る
身
体
的
・
知
的
・

と道
並徳
ん的
で諸
、状

知態
識の

技禁
能に
の常
習わ
得る
ー。

選1
的べ
価パ

イ事 i 
霊ど
主元

素雪
と自
す自
る ω

社 E
乙誌 記
"" u， 
《ヒ Eう

尋問

Z震
い教
ず育
れの
に機
お能
し、 ζ

てし
もて
、人

当員
訪の

社選
会別

共分
通配
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す
る
価
値
の
伝
達
が
、
学
校
教
育
の
本
質
的
か
っ
第
一
義
的
で
無
視
で
き
な
い
機
能
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
代

日
本
の
教
育
社
会
学
に
お
け
る
計
量
研
究
で
は
、
学
校
教
育
の
人
材
の
配
分
機
能
に
多
く
の
関
心
が
向
け
ら
れ
て
き
た
た
め
、
教
育
年

数
は
そ
の
象
徴
的
意
味
に
注
目
し
た
学
歴
と
し
て
の
み
解
釈
さ
れ
、
次
世
代
の
社
会
意
識
の
形
成
主
体
と
し
て
の
機
能
が
十
分
に
は
検

討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
学
校
教
育
は
決
し
て
「
無
色
透
明
」
な
象
徴
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
中
身
を
ブ

ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
化
し
た
再
生
産
や
社
会
移
動
の
媒
介
項
と
し
て
理
解
さ
れ
る
だ
け
で
は
決
し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

本
章
で
は
こ
の
学
校
教
育
の
実
質
的
な
機
能
に
焦
点
を
絞
っ
て
議
論
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
結
論
は
、
決
し
て
発

第二部

見
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
至
極
あ
た
り
ま
え
に
聞
こ
え
さ
え
す
る
。
だ
が
、
「
戦
後
日
本
社
会
に
お
い
て
は
民
主
主
義
的
な
教

育
政
策
が
実
施
さ
れ
た
」
と
い
う
歴
史
的
事
実
の
指
摘
と
、
「
戦
後
の
民
主
主
義
的
な
学
校
教
育
に
よ
っ
て
社
会
意
識
が
民
主
化
し
た
」

と
い
う
本
書
の
分
析
結
果
は
全
く
同
じ
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
社
会
意
識
の
民
主
化
は
、
教
育
制
度
の
改
革
を
も
っ

て
一
朝
一
夕
に
完
了
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
現
代
の
社
会
意
識
論
の
視
点
か
ら
関
心
が
も
た
れ
る
の
は
、

い
ま
現
在
見
出
さ
れ
る
「
結
果
」
で
あ
る
。
本
書
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
学
校
教
育
を
受
け
た
の
は
は
る
か
に
普
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
個
人
が
当
該
社
会
の
構
成
員
と
し
て
社
会
意
識
の
分
布
を
構
成
す
る
限
り
、
当
時
受
け
た
教
育
の
残
浮
は
存
在
し
続
け
て
い
る
。

本
章
の
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
い
ま
、
戦
前
・
戦
中
の
軍
国
主
義
教
育
が
社
会
意
識
に
残
し
た
傷
跡
は
、
戦
後
五

O
余
年
の
時
間
的
経

過
に
よ
る
人
口
学
的
退
出
効
果
で
、
よ
う
や
く
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
変
更
不
可
能
な
過
去
の
出
来
事
が
現
代
社

会
の
社
会
意
識
の
分
布
を
規
定
し
て
き
た
と
い
う
事
実
を
確
認
し
、
そ
の
う
え
で
こ
れ
か
ら
の
社
会
構
造
を
構
成
す
る
現
下
の
教
育
を

検
討
す
る
立
場
に
あ
る
。
現
在
教
育
を
受
け
て
い
る
世
代
が
退
出
す
る
ま
で
に
さ
ら
に
五

O
年
の
年
月
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

付
記
本
章
に
お
け
る
分
析
は
轟
亮
氏
(
現
在
、
北
海
道
大
学
文
学
部
助
手
)
と
共
同
で
行
な
い
、
初
出
論
文
の
原
稿
執
筆
も
共
同
で
行
な
っ
た
。
そ
の



一
部
同
氏
執
筆
の
草
稿
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
部
分
が
古
ま
れ
て
い
る
。
吉
川
単
独
で
の
加
筆
修
正
お
よ
び
、
本
書
へ
の
掲

載
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
同
氏
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
な
お
引
用
参
照
に
際
し
て
は
吉
川
・
轟
の
初
出
論
文

2
3
2
を
用
い
ら
れ
た
い
。

た
め
本
文
中
に
は
、

付
記
一
本
章
に
示
し
た
研
究
は
一
九
九
五
年
5
5
M
調
査
研
究
の
一
環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
デ
ー
タ
の
使
用
お
よ
び
結
果
の
発
表
に
あ
た

っ
て
、
一
九
九
五
年

S
S
M調
査
研
究
会
の
許
可
を
得
た
。

1注

学校教育と聴桂日本の社会意識の民主化

一
九
八
五
年

S
S
M調
査
の
詳
細
に
つ
い
て
は
直
井
・
盛
山
編
[
H
也
U
C
]

を
参
照
の
こ
と
。
な
お
こ
の
調
査
で
は
、
成
人
女
性
に
対
す
る

権
威
主
義
的
態
度
の
調
査
項
目
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

(
2
)

そ
し
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
第
四
章
で
用
い
た
権
威
主
義
的
態
度
尺
度
と
同
様
の
手
続
き
で
抽
出
し
た
尺
度
を
扱
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

(
3
)
ど
の
学
歴
水
準
の
旧
制
教
育
を
ど
れ
だ
け
受
け
た
か
、
と
い
う
基
準
で
こ
の
グ
ル
ー
プ
を
さ
ら
に
精
鍛
に
分
類
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

本
書
で
は
学
校
教
育
に
よ
る
社
会
意
識
の
民
主
化
の
機
能
の
変
還
を
概
略
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
う
し
た
検
討

は
行
な
っ
て
い
な
い
。

(
4
)

詳
細
は
初
出
論
文
(
吉
川
・
轟
[
呂
田
色
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
5
)

こ
う
し
た
結
論
に
対
す
る
対
立
仮
説
と
し
て
、
卒
業
後
の
社
会
的
な
様
々
な
経
巌
に
よ
っ
て
教
育
の
効
果
が
消
え
て
、
権
戚
主
義
的
傾
向
が

増
大
す
る
た
め
、
年
齢
が
高
い
、
つ
ま
り
社
会
経
験
が
豊
富
で
あ
る
ほ
ど
権
威
主
義
的
に
な
る
と
い
う
も
の
が
考
え
ら
れ
る
が
、
一
旦
形
成
さ

れ
た
知
的
能
力
や
判
断
力
は
一
生
を
通
じ
て
簡
単
に
は
低
下
し
な
い
こ
と
と
、
戦
後
日
本
社
会
に
お
い
て
、
学
校
教
育
の
効
果
を
凌
ぐ
よ
う
な

強
力
な
権
威
主
義
的
価
値
伝
達
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
存
在
し
た
と
は
岩
え
に
く
い
こ
と
か
ら
否
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
た
と
え
ば
一

O
年
を
経
過
し
た
一
九
九
五
年
時
点
で
同
グ
ル
ー
プ
の
権
威
主
義
得
点
に
い
か
な
る
変
化
が
見
ら
れ
た
か
を
コ

I
ホ
l
ト

分
析
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
証
し
う
る
が
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(
l
)
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6 
) 

学
校
教
育
に
よ
る
権
威
主
義
的
価
値
の
伝
達
機
能
を
全
く
な
く
し
て
し
ま
え
ば
、
社
会
意
識
の
民
主
化
は
よ
り
効
率
的
に
進
行
す
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
考
え
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
該
社
会
の
共
通
の
道
徳
的
価
値
を
伝
達
す
る
た
め
に
は
学
校
教
育
で
は
、
な
ん

ら
か
の
権
威
を
肯
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
し
、
知
識
・
技
能
の
伝
達
の
た
め
に
、
教
師
が
自
ら
の
指
導
者
と
し
て
の
立
場
を
権
威
付
け
な
が
ら
学

級
集
団
を
運
営
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
明
ら
か
な
弊
害
に
見
え
る
学
校
教
育
に
よ
る
権
威
主
義
的
価
値
の
付
与
の
効
果

を
、
完
全
に
消
滅
さ
せ
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
学
校
教
育
に
よ
る
社
会
意
識
の
民
主
化
機
能
を
さ
ら
に
増
大
さ
せ
る

た
め
に
は
、
知
的
能
力
の
養
成
を
さ
ら
に
効
果
的
に
進
め
る
こ
と
と
、
必
要
以
上
の
権
威
主
義
的
価
値
を
付
与
し
な
い
こ
と
が
鍵
と
な
る
と
考

え
ら
れ
る
。

(
7
)
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終

章

現
代
日
本
の
社
会
意
識
論
の
磁
界

社
会
意
識
の
形
成
過
程
の
系
統
的
整
理

価
値
志
向
、
感
情
・
情
緒
、
心
的
能
力

本
書
で
は
、
多
元
的
な
説
明
要
因
と
多
元
的
な
目
的
概
今
字
】
用
い
て
、
成
人
有
職
男
性
、
青
少
年
と
い
う
こ
つ
の
断
面
か
ら
、
現
代

日
本
の
社
会
意
識
を
計
量
的
に
探
っ
て
き
た
。
序
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
一
連
の
研
究
は
、
正
確
な
測
定
と
多
元
的
精
線

化
を
目
指
し
て
展
開
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
が
十
分
に
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
い
う
自
信
は
な
い
が
、
社
会
意
識
の
形
成
過

程
を
「
単
線
的
」
あ
る
い
は
「
平
面
的
」
な
把
握
で
は
な
く
、
「
立
体
的
」
に
把
握
す
る
た
め
の
「
断
片
」
は
提
示
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
恩
わ
れ
る
。
そ
と
で
こ
の
章
で
は
こ
れ
ら
の
断
片
的
な
知
見
を
整
理
し
て
、
現
時
点
で
の
系
統
的
整
理
を
試
み
た
い
。

本
書
で
扱
っ
た
社
会
的
態
度
を
分
類
す
る
と
、
社
会
意
識
の
三
つ
の
側
面
を
扱
っ
て
き
た
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

241 

社
社会
会意
意識
識の
の価
価値

i ? 
とし
して
ての
の側
側面
面
は社
、会

価意
値識
をの

兼帯
さ・
せ情
て緒
理的
解側
す面
る
こ社
と会
が意
で識
きの
る心
社的
会能
意力
識と
のし
側て
面の
で側
あ面
りの

権つ
威で
主あ
義る
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的
伝
統
主
義
、
環
境
保
護
意
識
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
な
ど
は
、
こ
れ
を
比
較
的
大
き
く
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。
こ
の
社
会
意
識
の
価
値
志
向
と
し
て
の
側
面
が
諸
個
人
に
獲
得
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
両
親
や
教
師
な
ど
の
社
会
化
エ

l
ジ

エ
ン
ト
に
よ
る
価
値
志
向
の
「
伝
達
」
、
社
会
関
係
に
よ
る
価
値
志
向
の
「
付
与
(
あ
る
い
は
剥
奪
)
」
な
ど
の
形
成
イ
メ
ー
ジ
で
扱
う

こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
社
会
的
態
度
は
、
複
数
の
社
会
意
識
の
側
面
を
多
か
れ
少
な
か
れ
複
合
的
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
社
会
的
態
度
尺
度
と
社
会
意
識
の
諸
側
面
の
完
全
な
対
応
関
係
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
環
境
保
護

意
識
は
単
に
価
値
志
向
と
し
て
の
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
感
情
・
情
緒
的
側
面
と
し
て
の
環
境
破
壊
に
対
す
る
危
機
感
、
あ
る
い
は
公

共
の
利
害
を
客
観
的
に
把
握
す
る
判
断
力
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
環
境
保
護
意
識
を
理
解
す
る
う
え
で
、
価

値
±
街
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
に
留
ま
る
。
他
の
杜
会
的
態
度
に
関
し
て
も
大
な
り

小
な
り
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

社
会
意
識
の
感
情
・
情
緒
的
側
面
と
は
、
社
会
意
識
の
う
ち
で
、
感
情
・
情
緒
ま
た
は
精
神
状
態
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

側
面
で
あ
り
、
本
書
で
は
、
不
安
感
、
自
己
確
信
性
(
自
尊
心
)
、
生
活
満
足
度
、
集
団
同
調
性
な
ど
が
こ
れ
を
大
き
く
反
映
し
た
社

会
的
態
度
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
側
面
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
は
、
集
団
の
メ
ン
バ
ー
問
で
の
感
情
・
情
緒
の
「
共
有
」
、

集
団
帰
属
や
社
会
的
属
性
の
獲
得
な
ど
に
よ
る
感
情
・
情
緒
の
「
生
成
(
生
起
)
」
と
「
維
持
」
、
あ
る
い
は
そ
の
正
反
対
の
「
解
消

(
喪
失
)
」
な
ど
と
し
て
解
釈
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
不
安
感
は
、
外
的
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
よ
っ
て
直
接
的
に
付
与
さ
れ
た

り
伝
達
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

日
常
の
社
会
関
係
に
よ
っ
て
生
起
し
て
、
ま
た
別
の
社
会
関
係
に
よ
っ
て
解
消
す
る
と
い
う
形
成
過

程
の
イ
メ
ー
ジ
が
妥
当
だ
ろ
う
。

社
会
意
識
の
心
的
能
力
と
し
て
の
側
面
と
は
、
知
的
能
力
、
「
I
Q」
、
考
え
方
の
柔
軟
性
、
言
語
能
力
、
あ
る
い
は
知
識
量
、

ノ、

ピ

ト
ゥ
ス
な
ど
と
し
て
扱
わ
れ
る
側
面
を
意
味
し
て
い
る
。
本
書
に
お
い
て
は
言
語
能
力
(
語
実
力
)
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
側
面
の
形



成
プ
ロ
セ
ス
は
、
「
(
遺
伝
的
)
継
承
」
、
「
相
続
」
、
「
学
習
」
、
「
(
生
物
学
的
)
低
下
」
な
ど
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
扱
う
の
が
妥
当
な
も

の
と
恩
わ
れ
る
。

系
統
的
藍
理

一
方
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
社
会
意
識
の
形
成
(
説
明
)
要
因
と
し
て
は
、
第
六
章
で
示
し
た
と
お
り
、
生
得
的
属
性
、
学
校
教
育
の

諸
条
件
、
獲
得
的
地
位
が
本
書
に
お
い
て
は
検
討
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
父
親
の
職
業
や
世
帯
収
入
な
ど
の
家
庭
の
階
層
要
因

(
H
成
人
に
お
け
る
社
会
的
出
自
)
、
両
親
の
社
会
的
態
度
、
性
別
、
学
校
教
育
の
総
量
で
あ
る
教
育
年
数
、
学
校
教
育
の
「
質
」
に

関
す
る
諸
要
因
、
そ
し
て
職
業
階
層
や
収
入
階
層
と
い
う
社
会
的
要
因
が
ト
ピ
ッ
ク
と
な
っ
た
。

得
的し
地た
{立が
とつ
いて
つ、
社価
会値
構志
造向
の、

諸感
局情
面・
を情
、緒

伝
達心
、的

付能
与力
、と
共い
有う
、社

生会
成意
、識

解の
消諸
、側

継面
承と

相生
続得
、的

学属
習性

学
と校
い教
う育
形の
成諸
プ条
ロ件
セ、

ス獲

現代日本町社会意離論の磁界

で
繋
ぎ
あ
わ
せ
る
こ
と
で
、
各
章
で
示
し
て
き
た
計
量
研
究
を
系
統
的
に
整
理
す
る
こ
と
は
可
能
に
な
る
。
も
っ
と
も
こ
の
作
業
を
行

な
っ
て
み
る
と
、
本
書
で
論
じ
て
き
た
こ
と
は
、
あ
っ
け
な
く
整
理
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
み
え
る
。

す
な
わ
ち
、
社
会
意
識
の
価
値
志
向
と
し
て
の
側
面
は
、
主
と
し
て
学
校
教
育
に
よ
っ
て
伝
達
・
付
与
さ
れ
て
差
異
化
し
て
い
る
。

確
か
に
両
親
か
ら
の
直
接
的
な
伝
達
、
継
承
の
プ
ロ
セ
ス
や
、
成
人
後
の
職
業
生
活
、
生
年
世
代
の
影
響
力
も
皆
無
で
は
な
い
。
し
か

し
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
を
は
じ
め
環
境
保
護
意
識
、
ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
な
ど
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
教
育
年
数
あ
る
い
は
学
校

教
育
の
「
質
的
」
な
諸
条
件
か
ら
の
確
実
な
効
果
が
一
貫
し
て
見
出
さ
れ
た
こ
と
が
、
第
一
の
特
徴
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
具
体

2転

的
な
社
会
的
行
為
に
近
接
す
る
心
的
準
備
状
態
で
あ
る
性
別
役
割
分
業
意
識
や
政
治
的
ア
パ
シ
l
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
教
育
年
数
と

終

の
直
接
的
な
関
係
が
み
ら
れ
、
学
校
教
育
に
よ
る
価
値
の
伝
達
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
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一
方
、
社
会
意
識
の
感
情
・
情
緒
的
側
面
は
、
主
と
し
て
諸
個
人
が
現
在
お
か
れ
た
生
活
条
件
に
よ
っ
て
生
成
、
あ
る
い
は
解
消
さ



担4

れ
て
差
異
化
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
成
人
有
職
男
性
な
ら
ば
職
業
階
層
、
青
少
年
な
ら
ば
学
校
教
育
の
諸
条
件
お
よ
び
ジ
エ
ン
ダ
l
が
主

要
な
要
因
と
み
な
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
成
人
有
職
男
性
に
つ
い
て
は
、
職
業
階
層
が
自
己
確
信
性
の
差
異
を
も
た
ら
す
と
い
う
効
果

が
み
ら
れ
た
。
ま
た
青
少
年
で
は
、
集
団
同
調
性
、
不
安
感
、
自
己
確
信
性
、
生
活
満
足
度
に
つ
い
て
、
若
干
の
両
親
の
社
会
的
態
度

の
影
響
は
無
視
で
き
な
い
も
の
の
、
現
在
の
学
校
生
活
に
お
け
る
諸
条
件
(
合
、
ジ
エ
ン
ダ
l
)
の
多
様
な
影
響
力
が
検
出
さ
れ
た
。

こ
れ
は
学
校
が
青
少
年
に
と
っ
て
主
た
る
生
活
の
「
場
」
で
あ
り
、
成
人
の
職
業
生
活
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
、
緊
張
感
の
高
い
生
活
環

境
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
青
少
年
の
社
会
意
識
の
感
情
・
情
緒
的
側
面
に
対
し
て
功
罪
と
り
混
ぜ
た
「
諸
刃
の
剣
」
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
付
け
加
え
て
お
く
な
ら
ば
、
学
校
教
育
が
青
少
年
に
対
し
て
現
時
点
で
与
え
る
、
不
安
感
や
自
尊
心
、
向
調
性
、
生
活
満
足

度
な
ど
の
感
情
・
情
緒
的
側
面
は
確
か
に
、
価
値
志
向
と
し
て
の
側
面
ほ
ど
安
定
し
た
諸
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
定
着
す
る

も
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
生
活
条
件
に
よ
っ
て
短
い
周
期
で
変
容
し
う
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
側
面
は
、
学
校
教
育

に
対
す
る
心
理
的
な
ス
タ
ン
ス
に
関
与
す
る
と
い
う
点
で
重
要
な
意
味
を
内
包
し
て
い
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
こ
の
側
面
に
つ
い
て

は
、
青
少
年
の
教
育
ア
ス
ピ
レ

l
シ
ョ
ン
、
職
業
ア
ス
ピ
レ

1
シ
ョ
ン
、
進
路
選
択
、
受
験
競
争
か
ら
の
ド
ロ
ッ
プ
・
ア
ウ
ト
な
ど
の

よ
う
な
、
よ
り
表
出
し
た
社
会
的
行
為
の
心
理
的
な
動
因
と
な
っ
て
、
結
果
と
し
て
学
歴
達
成
や
初
職
就
業
に
関
与
し
て
、
再
び
社
会

関
係
に
は
ね
返
っ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
見
据
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
青
少
年
の
社
会
意
識
の
感
情
・
情
緒

的
側
面
と
学
校
教
育
の
諸
条
件
の
関
係
は
、
意
味
の
あ
る
切
り
口
を
提
示
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

社
会
意
識
の
心
的
能
力
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
本
書
に
お
い
て
は
直
接
的
な
検
証
は
十
分
に
は
行
な
っ
て
い
な
い
が
、
言
語
能
力
に

いつ
るい
こて
とは
tJま
示出
峻身
さ階
れ層
てや
い両
る親
。の
ま言
た語
、能

こ力
のの
よ影
う響
に力
出は
身や
階は
層り
や微
両少
親で
のあ
影り

雪主
が校
微教
弱育
なに
状よ
況る
が獲
f尋

需が
差
日異
本化
社の
会要
に因
おと
けな
るつ
再て

生
産
論
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
存
立
に
疑
念
を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
第
十
章
に
お
い
て
指
摘
し
た
。



た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
本
書
の
最
終
的
な
結
論
と
し
て
受
け
入
れ
る
た
め
に
は
、
次
に
述
べ
る
重
要
な
点
を
補
足
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

差
異
化
要
因

前
述
の
系
統
的
整
理
は
、
社
会
意
識
形
成
に
関
し
て
、
出
身
階
層
の
諸
要
因
や
両
親
の
働
き
か
け
が
十
分
に
は
機
能
し
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
を
一
見
、
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
ま
た
獲
得
的
地
位
で
あ
る
社
会
階
層
の
諸
要
因
も
、
社
会
意
識
形
成
に
ほ
と
ん

ど
関
与
し
て
い
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
し
て
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
唯
一
学
校
教
育
が
社
会
意
識
の
形

成
要
因
と
し
て
有
効
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
少
子
化
、
核
家
族
化
が
進
行
し
て
久
し
い
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
、
社
会
化
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
の
両
親
の
働
き
か
け

が
、
社
会
意
識
形
成
に
関
し
て
は
甚
力
で
あ
る
と
い
う
論
旨
は
、
生
活
世
界
の
レ
ベ
ル
で
も
、
研
究
上
も
ほ
と
ん
ど
耳
に
し
た
こ
と
が

現代日本の社会意醜崎町磁界

な
い
し
、
お
よ
そ
実
感
と
し
て
受
け
入
れ
難
い
論
調
で
あ
る
。
む
し
ろ
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
両
親
を
は
じ
め
と
す
る
家
族
が

青
少
年
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
形
成
に
十
分
に
関
与
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
青
少
年
に
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
帰
結
を
も
た

ら
す
よ
う
に
直
感
さ
れ
る
。

同
様
に
、
産
業
社
会
に
お
い
て
諸
個
人
が
「
没
入
」
し
て
い
る
職
業
生
活
が
、
社
会
的
態
度
形
成
と
い
う
観
点
で
は
「
盤
色
透
明
」

で
あ
る
と
い
う
論
調
は
、

い
く
ら
余
暇
・
私
生
活
領
域
が
拡
大
し
て
い
る
と
は
い
っ
て
も
、
や
は
り
容
易
に
は
受
け
入
れ
難
い
。

し
か
し
な
が
ら
本
書
の
各
章
に
お
け
る
計
量
分
析
で
は
、
目
的
概
念
で
あ
る
社
会
的
態
度
に
対
し
て
、
社
会
的
出
自
や
両
親
に
関
す

章

る
諸
要
因
、
お
よ
び
現
在
の
職
業
生
活
の
諸
要
因
は
、
先
行
理
論
か
ら
想
定
(
期
待
)
さ
れ
る
よ
う
な
有
効
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
な

い
こ
と
が
、
間
違
い
な
く
示
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
示
さ
れ
た
計
量
分
析
の
結
果
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
社
会
事
象
を
捉
え
た
も
の
な

終245 

の
だ
ろ
う
か
?
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社
会
的
態
度
尺
度
の
レ
ン
ジ

区lTIl成人後の生活

瞳国学柑教育

区麹出身家庭

社会意識の形成要因のイメージ図12-1

れ
は
分
析
の
方
法
論
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
と
、
次
の
よ
う

に
解
釈
さ
れ
る
。

本
書
で
は
社
会
的
態
度
を
全
体
社
会
に
分
布
す
る
意
識
の
連
続
体

と
み
な
し
て
き
た
。
そ
し
て
ほ
と
ん
ど
全
て
の
計
量
分
析
に
お
い
て
、

目
的
概
念
で
あ
る
社
会
的
態
度
は
、
平
均
を
中
心
と
し
て
「
+
」
、

「
こ
の
双
方
に
裾
野
を
広
げ
る
分
布
と
し
て
操
作
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
社
会
意
識
の
形
成
要
因
を
探
る
目
的
で
な
さ
れ
た
本

舎
の
計
量
研
究
は
、
「
O
O意
識
の
社
会
的
な
分
布
に
お
い
て
、
あ

る
人
が
他
の
人
よ
り
も
高
い
(
低
い
)
傾
向
に
あ
る
の
は
、
ど
の
要

因
が
他
の
人
よ
り
も
高
い
(
低
い
)
こ
と
に
よ
る
の
か
9
」
と
い
う

問
題
を
論
じ
て
き
た
も
の
と
い
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
こ
れ
は
、
社

会
意
識
の
形
成
要
因
(
過
程
)
で
は
な
く
、
意
識
の
諸
個
人
の
聞
の

5(震
るとを
。も

た
ら
す

蓄
を
探
る
作
業
を
干T
な
っ
て
き
た
と
し追

う

と

ゆ
え
に
前
述
の
分
析
結
果
の
系
統
的
整
理
は
、
あ
く
ま
で
社
会
的

出
自
や
職
業
階
層
が
「
社
会
意
識
の
差
異
化
の
機
能
を
担
っ
て
い
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
「
社
会
意
識
形
成

を
行
な
っ
て
い
な
い
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
の
理
解
を
容
易
に
す
る
た
め
に
、
本
書
に
お
け
る



社
会
意
識
の
形
成
要
因
の
イ
メ
ー
ジ
を
図
示
し
て
み
た
の
が
、
図
ロ
ー
で
あ
る
。

こ
の
図
で
は
、
横
軸
に
A
l
Gと
い
う
個
人
が
お
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
縦
軸
は
諸
個
人
の
社
会
的
態
度
の
傾
向
の
「
高

l
低
」
を

示
し
て
い
る
。
研
究
者
は
通
常
、
社
会
的
態
度
の
分
布
を
、

ス
ケ
ー
ル
・
ア
ウ
ト
し
な
い
よ
う
な
適
切
な
尺
度
(
ワ
1
デ
ィ
ン
グ
)
を

用
い
て
測
っ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
全
員
が
「
と
て
も
そ
う
思
う
」
、
あ
る
い
は
「
全
く
そ
う
恩
わ
な
い
」
と
回
答
す
る
よ
う
な
質
問
項

(
2
)
 

目
で
は
、
社
会
的
態
度
の
分
布
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
態
度
尺
度
が
計
測
す
る

範
囲
(
レ
ン
ジ
)
は
、
図
の
縦
軸
全
体
で
は
な
く
、
限
ら
れ
た
一
部
分
(
図
中
の
枠
内
)
と
な
る
。

そ
し
て
本
害
の
論
点
に
基
づ
け
ば
、
出
身
家
庭
の
要
因
、
学
校
教
育
の
要
因
、
成
人
後
の
(
職
業
)
生
活
の
要
因
が
社
会
意
識
の
形

成
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
わ
か
り
易
く
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
要
因
の
効
果
が
加
法
的
に
蓄
積
さ
れ
て
現
在
の
社
会
意

識
の
分
布
を
形
作
る
も
の
と
考
え
て
み
よ
う
。

こ
の
図
に
お
い
て
は
、
出
身
家
庭
の
要
因
は
社
会
意
識
の
形
成
に
確
か
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
し

現代日本の社会意融論の磁界

か
し
な
が
ら
、
そ
の
働
き
か
け
の
効
果
は
高
水
準
で
は
あ
る
が
画
一
的
な
も
の
で
あ
り
、
諸
個
人
の
社
会
意
識
を
決
定
的
に
差
異
化
さ

せ
る
要
因
と
な
っ
て
は
い
な
い
。
そ
し
て
成
人
後
の
生
活
も
、
出
身
家
庭
と
同
様
に
確
か
に
大
き
く
関
与
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
効

一
方
こ
れ
に
対
し
て
学
校
教
育
は
、
社
会
意
識
形
成
の
効
果
の
総
量
と

果
は
ど
の
諸
個
人
に
対
し
て
も
平
準
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
て
は
、
必
ず
し
も
他
の
要
因
ほ
と
強
力
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
差
異
化
の
機
能
は
比
較
的
大
き
い
。
す
な
わ
ち
学
校
教
育
に

よ
っ
て
社
会
意
識
を
大
き
く
変
容
さ
せ
る
個
人
も
い
れ
ば
、
あ
ま
り
付
加
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
個
人
も
い
る
と
い
、
っ
こ

と
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
図
中
で
は
社
会
意
識
の
表
出
し
た
分
布
傾
向
(
図
中
の
枠
内
)
は
、
学
校
教
育
の
効
果
の
差
異
を
大
き
く

望者

反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

終

本
書
の
分
析
結
果
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
社
会
意
識
の
形
成
過
程
の
構
造
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
出
身

247 

家
庭
の
要
因
や
成
人
後
の
社
会
生
活
は
、
確
か
に
強
く
働
き
か
け
る
社
会
意
識
形
成
要
因
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
効
果
の
均
質
性
ゆ
え
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に
差
異
化
の
機
能
は
小
さ
く
、
社
会
意
識
の
諸
側
面
を
差
異
化
す
る
の
は
主
と
し
て
学
校
教
育
と
な
る
、
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
も
っ

と
も
本
書
で
は
、
基
礎
的
な
社
会
化
や
成
人
後
の
職
業
生
活
の
効
果
の
絶
対
量
を
、
学
校
教
育
に
よ
る
社
会
意
識
形
成
の
効
果
の
絶
対

量
と
比
較
・
検
討
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
グ
ラ
フ
の
縦
軸
に
お
け
る
比
率
は
あ
く
ま
で
イ
メ
ー
ジ
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
少
な
く

と
も
、
社
会
意
識
形
成
の
働
き
か
け
の
絶
対
量
が
差
異
化
効
果
の
大
小
と
同
義
で
は
な
い
と
い
う
構
図
は
、
理
解
さ
れ
る
も
の
と
息
わ

れ
る
。

学
校
教
育
と
社
会
意
識
形
成

高
水
準
で
平
準
化
し
た
両
親
の
社
会
化
効
果

こ
う
し
た
社
会
意
識
の
形
成
過
程
の
構
図
に
基
づ
い
て
分
析
結
果
を
再
考
す
る
と
、
現
代
日
本
社
会
の
社
会
意
識
の
形
成
要
因
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
特
性
が
あ
ら
た
め
て
示
唆
さ
れ
る
。

現
代
日
本
に
お
い
て
は
、
両
親
は
お
そ
ら
く
は
他
の
ど
ん
な
社
会
の
両
親
よ
り
も
熱
心
に
、
次
世
代
の
社
会
化
を
行
な
っ
て
い
る
と

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
代
日
本
社
会
は
階
級
区
分
が
明
確
で
は
な
く
、

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
関
し
て
も
比
較
的
均
質
な
社
会

で
あ
る
と
い
う
質
的
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
平
等
神
話
」
を
前
提
と
し
て
、
社
会
移
動
の
手
段
と
し
て
の
学
校
教
育

へ
の
期
待
が
大
衆
的
な
規
模
で
加
熱
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
(
苅
谷
[
前
掲
書
]
〉
。
ま
た
他
方
で
は
、
親
は
子
ど
も
た
ち
に
礼

儀
作
法
や
言
葉
づ
か
い
を
教
え
、
読
み
書
き
を
教
え
、
両
親
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
も
と
に
絵
画
・
書
道
・
音
楽
な
ど
の
情
操
教
育
を

行
な
い
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
計
算
教
室
な
ど
の
習
い
ご
と
に
通
わ
せ
る
。
こ
う
し
た
子
育
て
に
お
け
る
加
熱
現
象
も
「
大
衆
化
」
し
て

久
し
い
。

だ
が
こ
れ
ら
の
現
象
を
よ
く
吟
味
す
る
と
、
親
た
ち
は
わ
が
子
を
必
ず
し
も
よ
そ
の
子
よ
り
も
「
(
学
校
に
お
い
て
)
飛
び
ぬ
け
て



目
立
つ
子
」
に
育
て
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
も
み
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
義
務
教
育
で
は
な
い
高
等
学
校

に
限
り
な
く
全
数
に
近
い
青
少
年
た
ち
が
進
学
す
る
現
状
で
は
、
多
く
の
親
た
ち
は
不
満
を
感
じ
な
が
ら
も
、
わ
が
子
の
脱
学
校
化
を

積
極
的
に
は
志
向
し
な
い
。
そ
し
て
平
均
点
以
下
の
多
く
の
中
学
生
が
、
平
均
点
を
取
っ
て
「
普
通
」
の
高
校
に
進
学
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
学
習
塾
に
通
う
。
他
方
、
教
育
達
成
に
限
ら
ず
日
常
生
活
で
も
、
親
た
ち
の
多
く
は
、
学
校
に
お
け
る
わ
が
子
の
逸
脱
に
対
し

て
極
め
て
敏
感
で
、
「
い
じ
め
」
や
「
仲
間
は
ず
れ
」
あ
る
い
は
「
落
ち
こ
ぼ
れ
」
、
「
不
登
校
」
を
極
端
に
恐
れ
、
制
服
を
着
用
し
て

校
則
を
守
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
こ
れ
は
「
普
通
の
た
め
の
モ
l
レ
ツ
」
と
も
い
え
る
、

日
本
社
会
に
遍
在
す
る
教
育
現
象
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
親
の
熱
心
な
働
き
か
け
は
、
よ
そ
の
子
を
出
し
抜
い
た
り
、
わ
が
子
だ
け
を
高
い
水
準
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
学
校
で
逸
脱
す
る
こ
と
な
く
生
活
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

よ
そ
の
子
と
同
じ
水
準
を
保
つ
た
め
の
努
力
と
し
て
営
ま
れ

て
い
る
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
傾
向
は
、
農
業
生
産
者
が
市
場
の
規
格
に
合
う
農
作
物
を
生
産
し
、
出
荷
す
る
光
景
を
思
い

起
こ
さ
せ
さ
え
も
す
る
。
こ
れ
ら
の
親
た
ち
の
営
為
は
、
序
列
づ
け
を
前
提
と
し
た
自
由
競
争
の
状
況
で
は
な
く
、
基
礎
的
社
会
化
の

現代日本の社会意韓請の磁界

達
成
水
準
が
極
め
て
高
く
設
定
さ
れ
た
状
況
と
し
て
捉
え
う
る
の
で
あ
る
。

社
会
意
識
形
成
に
関
し
て
い
え
ば
、
こ
う
し
た
親
た
ち
の
子
育
て
の
方
向
性
は
、
結
果
と
し
て
青
少
年
に
対
し
て
、
高
水
準
の
達
成

レ
ベ
ル
で
の
社
会
意
識
の
画
一
化
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
る
。
す
な
わ
ち
両
親
に
よ
る
社
会
化
は
、
「
う
ち
の
子
ら
し
い
」
価
値
志
向

を
も
っ
た
り
、
わ
が
子
が
独
創
的
な
考
え
方
を
も
っ
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
加
熱
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
む
し

ろ
こ
う
し
た
側
面
に
つ
い
て
は
、
「
教
室
で
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
」
を
よ
く
聞
い
て
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
メ
イ
ン
と
し
て
、

家
庭
は
補
助
的
な
役
割
に
回
っ
て
い
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
の
自
尊
心
や
生
活
満
足
度
な
ど
の
感
情
・
情

章

緒
的
側
面
を
維
持
す
る
機
能
に
つ
い
て
も
、
必
ず
し
も
家
族
が
積
極
的
に
担
お
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
こ
れ

終

ら
の
維
持
に
つ
い
て
も
、
親
た
ち
は
学
校
教
育
(
教
室
内
で
の
教
師
生
徒
の
関
係
、
同
輩
集
団
に
お
け
る
関
係
性
、
そ
し
て
学
業
達
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成
)
に
期
待
す
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
つ
ま
り
よ
そ
の
子
と
同
じ
よ
う
な
価
値
志
向
と
、
考
え
方
、
情
緒
性
を
も
た
せ
、
学
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校
生
活
を
第
一
の
準
拠
集
団
と
さ
せ
る
よ
う
な
方
向
で
家
庭
に
お
け
る
社
会
化
が
加
熱
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
は
、

エ
ス
ヱ
シ
テ
ィ
問
題
や
貧
困
問
題
の
希
薄
者
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
、
親
た
ち
が
あ
る
意
味
で
は
学
校
教
育
の
社

会
化
機
能
に
絶
大
な
信
頼
と
期
待
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
い
て
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
、
家
族
の
復

権
に
よ
る
社
会
の
再
建
を
掲
げ
る
ま
さ
に
そ
の
時
、
日
本
社
会
で
は
家
族
で
は
な
く
、
学
校
教
育
制
度
に
よ
る
個
性
の
伸
長
を
目
指
し

た
教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
端
的
に
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

な
い
ま
で
も
)
少
な
く
と
も
過
去
二

O
年
以
上
、

そ
し
て
こ
う
し
た
学
校
教
育
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
昨
今
急
激
に
立
ち
現
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
は
な
く
、
(
戦
後
日
本
社
会
と
は
い
わ

日
本
社
会
に
お
い
て
継
続
し
て
き
た
教
育
現
象
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
述
べ
た
点
に
つ
い
て
は
、
本
書
に
お
い
て
直
接
実
証
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
再
度
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
両

親
や
社
会
的
出
自
に
よ
る
社
会
意
識
の
差
異
化
の
効
果
が
、
そ
の
働
き
か
け
の
大
き
さ
に
反
し
て
僅
少
で
あ
る
と
い
う
現
代
日
本
社
会

の
状
況
は
以
上
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

唯
一
の
差
異
化
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
の
学
校
教
育

ま
た
他
方
で
は
、
明
確
な
階
級
区
分
が
存
在
す
る
「
階
級
社
会
」
で
は
な
く
、
中
間
層
に
集
中
し
た
「
階
層
社
会
」
で
あ
る
日
本
で

は
、
職
業
生
活
に
よ
る
差
異
化
機
能
も
決
定
的
に
強
力
で
は
あ
り
え
な
い
。
階
層
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
、
職
業
生
活
の
条
件
が
も
っ

と
明
確
に
分
化
し
た
り
、
社
会
的
不
平
等
が
拡
大
す
る
こ
と
が
な
い
限
り
は
、
社
会
階
層
に
よ
る
社
会
意
識
の
差
異
化
機
能
は
強
力
に

は
な
り
え
な
い
。
こ
う
し
た
職
業
階
層
と
社
会
意
識
の
関
係
の
希
薄
性
は
、
本
書
第
一
部
に
お
い
て
慎
重
に
検
討
し
た
点
な
の
で
、
あ

ら
た
め
て
多
く
を
語
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

そ
し
て
結
果
と
し
て
、
生
活
機
会
の
差
異
化
(
人
材
配
分
の
最
適
化
)
機
能
を
「
正
当
」
な
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
た
学
校
教
育
の

み
が
、
社
会
意
識
に
関
し
て
も
有
効
な
差
異
化
要
因
と
な
る
。
ま
た
極
め
て
単
純
に
考
え
て
も
、
戦
後
の
急
激
な
高
学
歴
化
は
、
社
会



意
識
形
成
に
関
す
る
学
校
教
育
の
影
響
力
の
絶
対
量
を
増
大
さ
せ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
第
十
一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
現
代
日

本
社
会
の
社
会
意
識
論
に
お
い
て
学
校
教
育
は
、
決
し
て
中
身
の
な
い
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
で
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
れ
叫
。

誤
解
の
な
い
よ
う
に
確
認
し
て
お
く
が
、
こ
こ
で
論
じ
て
い
る
の
は
、
学
歴
達
成
に
よ
っ
て
「
人
生
」
が
決
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、

学
歴
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
l
論
(
い
わ
ゆ
る
「
学
歴
主
義
」
)
と
重
複
す
る
内
容
で
は
な
い
。
学
校
教
育
に
よ
っ
て
社
会
意
識
が
差
異
化
す

る
と
い
う
本
書
の
議
論
は
、
学
歴
に
よ
っ
て
生
活
機
会
が
差
異
化
す
る
と
い
う
議
論
と
似
て
は
い
る
が
、
全
く
異
な
る
社
会
現
象
を
扱

っ
て
い
る
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
学
歴
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
l
論
は
学
校
教
育
の
人
材
配
分
機
能
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
学
校
教
育

に
よ
る
社
会
意
識
形
成
論
は
学
校
教
育
の
も
う
ひ
と
つ
の
本
質
で
あ
る
、
社
会
化
機
能
を
論
じ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
も
か
く
全
体
社
会
を
社
会
意
識
形
成
と
い
う
観
点
で
み
た
場
合
、
現
代
日
本
社
会
は
「
階
級
社
会
」
で
も
「
再
生
産
社
会
」
で
も

な
く
、
明
ら
か
に
「
大
衆
教
育
社
会
」
で
あ
る
と
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
な
の
で
あ
る
。

現代日本の杜会意融論の磁界

大
衆
教
育
社
会
の
社
会
意
議
論

苅
谷
[
前
掲
書
]
は
日
本
社
会
を
大
衆
教
育
社
会
と
位
置
づ
け
、
そ
の
特
徴
を
、
大
衆
レ
ベ
ル
で
の
教
育
の
量
的
拡
大
、

メ
リ
ト
ク

ラ
シ
I
の
大
衆
化
、
学
歴
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
大
衆
支
配
の
三
点
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
第
一
点
目
で
あ
る
学
校
教
育
へ

の
関
心
と
関
与
が
大
衆
レ
ベ
ル
で
高
ま
っ
た
日
本
社
会
の
状
況
は
、
大
衆
教
育
社
会
の
最
も
重
要
な
特
徴
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

前
述
し
た
本
書
の
結
論
は
、
ま
さ
に
こ
の
大
衆
教
育
社
会
が
、
社
会
意
識
論
の
分
野
に
も
た
ら
し
た
社
会
事
象
を
扱
っ
た
も
の
と
い

え
る
。
も
っ
と
も
苅
谷
の
「
大
衆
教
育
社
会
の
ゆ
く
え
』
と
題
さ
れ
た
本
は
、

日
本
社
会
の
学
校
教
育
を
め
ぐ
る
状
況
の
「
来
し
方
」

章

を
中
心
に
扱
っ
た
も
の
で
、
「
ゆ
く
え
」
に
つ
い
て
は
十
分
に
語
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
。
確
か
に
、
現
下
の
教
育
現
場
や
、

終

(
最
終
学
歴
を
「
切
り
札
」
と
し
た
)
初
職
就
業
を
考
え
る
立
場
で
は
、
学
校
教
育
の
現
状
を
戦
後
日
本
社
会
の
時
系
列
上
に
位
置
づ
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け
、
将
来
を
見
据
え
る
作
業
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
意
識
の
形
成
過
程
と
い
う
関
心
か
ら
大
衆
教
育
社
会
を
み
た
場
合
は
、
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少
し
異
な
っ
た
論
点
も
指
摘
で
き
る
。

社
会
意
識
論
の
立
場
で
成
人
の
社
会
意
識
を
考
え
る
場
合
、
第
十
一
章
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
大
衆
教
育
社
会
の
影
響
力
は
単
な

る
過
去
の
ラ
イ
フ
・
イ
ベ
ン
ト
と
は
み
な
し
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
現
代
日
本
社
会
の
社
会
意
識
の
差
異
化
の
機
能
を
担
っ
て
き
た

の
は
、
過
去
数
十
年
の
大
衆
教
育
社
会
に
お
け
る
学
校
教
育
で
あ
り
、
そ
の
影
響
力
は
社
会
意
識
論
の
視
野
で
は
、
決
し
て
無
視
で
き

な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
本
書
の
主
張
は
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
本
書
で
指
摘
し
た
学
校
教
育
に
よ
る
社
会
意
識
形
成
論

〈

4
)

は
、
戦
後
の
大
衆
教
育
社
会
の
ひ
と
つ
の
重
要
な
「
ゆ
く
え
」
を
示
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
ずこ
第の
ーよ
はう

現学
代校
日教
本育
社に
会ょ
にる
お社
い会
て意
は識
階の
層差
意異

議集
を能
展を
開強
す調
るす
たる
め立
の場
素で
地み
とる
なと
る
「次
磁の
界二
」点
古宮 地ぎ
相あ
立す ら
的た
にめ
希て
薄確
で認
あで
るき
とる
し、。

う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
点
目
は
、
さ
ら
に
高
等
な
論
理
で
あ
る
再
生
産
論
に
つ
い
て
も
、
階
級
間
格
差
や
学
校
教
育
シ
ス
テ
ム

ま
で
も
包
含
し
た
そ
の
構
造
の
、
大
衆
レ
ベ
ル
で
の
遍
在
性
を
論
じ
る
た
め
の
素
地
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

大
衆
教
育
社
会
に
お
け
る
学
校
教
育
の
社
会
意
識
形
成
機
能
の
拡
大
は
、
再
生
産
論
の
「
中
盤
部
分
」
を
構
成
す
る
ひ
と
つ
の
パ

1
7

で
あ
っ
て
、
本
書
の
議
論
は
む
し
ろ
再
生
産
論
を
補
強
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
見
方
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
第
十
章
で
示
し
た

よ
う
に
、
現
代
日
本
社
会
で
は
社
会
的
出
自
に
よ
る
格
差
と
学
校
教
育
の
接
続
部
分
が
強
力
な
関
係
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
と
、
学
校

教
育
の
社
会
意
識
形
成
効
果
が
あ
ま
り
に
も
強
力
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
社
会
意
識
形
成
と
い
う
視
点
で
み
る
限
り
、
必
ず

し
も
「
再
」
の
文
字
を
冠
す
る
必
要
は
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
階
層
意
識
論
と
再
生
産
論
は
と
も
に
、
図
ロ
ー
を
用
い
て
前
述
し
た
、
出
身
家
庭
と
成
人
後
の
生
活
に
よ
る
高
水
準
で
の

画
一
化
の
「
規
格
」
か
ら
外
れ
た
人
々
、

つ
ま
り
社
会
的
弱
者
や
超
上
層
エ
リ
ー
ト
で
は
、
む
し
ろ
劇
的
に
検
出
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
ば
こ
の
構
図
の
下
で
は
、
両
親
に
よ
る
熱
心
な
働
き
か
け
や
、

要
不
可
欠
な
基
礎
的
要
件
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
も
し
こ
の
高
水
準
で
の
画
一
化
の
レ
ベ
ル
ま
で
子
ど
も
を
達
成
さ
せ
る
こ

一
定
の
豊
か
さ
を
享
受
で
き
る
基
礎
的
な
生
活
水
準
が
、
必



と
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
や
、
極
め
て
深
刻
な
社
会
的
不
平
等
の
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
が
経
済
的
な
問
題
で
あ
れ
、
文

化
的
な
閑
題
で
あ
れ
、
社
会
意
識
と
生
活
機
会
に
お
い
て
著
し
い
偏
差
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
構
造
に
関
し
て
い
う
な
ら
ば
、

現
代
日
本
社
会
は
極
め
て
「
再
生
産
論
」
的
(
あ
る
い
は
「
階
級
社
会
」
的
)
な
社
会
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
全
体
社
会
を
対
象
と
す
る
と
い
う
本
書
の
前
提
か
ら
す
れ
ば
、
社
会
意
識
の
形
成
過
程
は
、
「
探
さ
な
け
れ
ば
み
つ
か
ら

な
い
」
と
い
う
よ
う
な
特
異
な
実
態
を
論
じ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
本
書
で
解
明
を
目
指
し
た
の
は
、
日

本
社
会
に
遍
在
す
る
社
会
意
識
形
成
過
程
の
、
最
も
主
要
な
実
態
で
あ
る
。
い
っ
て
み
れ
ば
、
ど
こ
の
空
き
地
に
で
も
生
え
て
い
る
雑

草
の
植
生
を
論
じ
る
こ
と
が
ま
ず
第
一
に
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
産
の
蘭
の
花
が
人
工
的
に
条
件
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た

温
室
栽
培
を
す
れ
ば
日
本
で
も
開
花
す
る
と
い
う
報
告
や
、
野
生
の
高
山
植
物
の
観
察
記
録
の
よ
う
な
営
為
を
目
指
し
た
わ
け
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
書
の
よ
う
な
観
点
で
捉
え
る
限
り
、
(
再
生
産
論
か
ら
は
切
り
離
し
た
)
学
校
教
育
に
よ
る
社
会
意
識
の
差

現代日本の社会意陣論的磁界

異
化
の
効
果
を
無
視
す
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
い
。
実
際
に
、
日
本
社
会
に
お
い
て
社
会
的
態
度
の
形
成
過
程
を
無
造
作
に
分
析
す

(
5
)
 

れ
ば
、
切
り
口
に
は
予
想
以
上
に
大
き
な
学
校
教
育
の
効
果
が
姿
を
現
わ
す
と
い
う
事
実
に
誤
認
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
必

ず
し
も
計
量
研
究
に
方
法
を
限
っ
た
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
質
的
な
検
討
を
加
え
た
場
合
で
も
同
様
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
書
全
体
を
通
じ
て
私
は
、
こ
と
き
ら
め
ざ
ま
し
い
発
見
や
新
し
い
議
論
を
展
開
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
空
白
に
な
っ
て
い

た
領
域
に
お
い
て
、
当
然
知
ら
れ
る
べ
き
事
実
を
示
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
う
し
た
論
調
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
述

べ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
否
、
極
め
て
当
た
り
前
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
あ
ま
り
耳
に
す
る
こ
と
の
な
い
も
の
な
の

で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
1
ム
の
次
の
よ
う
な
一
言
葉
が
あ
ら
た
め
て
思
わ
れ
る
。

章終

「ベ

l
ン
の
言
の
ご
と
く
『
大
言
語
学
者
の
息
子
だ
と
て
一
つ
の
言
語
す
ら
承
け
継
ぐ
も
の
で
は
な
い
。
大
旅
行
家
の
息
子
だ
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と
て
学
校
の
地
理
の
授
業
で
は
坑
夫
の
息
子
に
劣
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
」
。
も
と
も
と
子
ど
も
が
親
か
ら
承
け
継
ぐ
も
の
は
、
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は
な
は
だ
一
般
的
な
才
能
に
す
ぎ
な
い
。
た
と
え
ば
若
干
の
注
意
力
、
あ
る
程
度
の
忍
耐
力
、
あ
る
種
の
健
全
な
判
断
力
、
想
像

力
等
々
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
才
能
の
お
の
お
の
は
、

い
か
な
る
目
的
に
対
し
て
も
役
立
ち
う
る
も
の
で

あ
る
。
か
な
り
活
発
な
想
像
力
に
恵
ま
れ
て
い
る
一
人
の
子
ど
も
は
状
況
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
ま
た
後
に
お
よ
ぽ
す
影
響
の

い
か
ん
に
よ
っ
て
は
画
家
に
な
っ
た
り
詩
人
に
な
っ
た
り
、
も
し
く
は
発
明
の
才
の
あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
っ
た
り
、
豪
胆
な
財

政
家
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
先
天
的
素
質
と
、
そ
れ
が
生
活
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
た
め
に
と
ら
ね
ば

な
ら
ぬ
特
殊
形
態
と
の
聞
に
は
著
し
い
偏
差
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
未
来
が
わ
れ
わ
れ
の
生
来
の
構

成
に
よ
っ
て
は
厳
密
に
予
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
由
も
容
易
に
理
解
で
き
る
。
も
と

も
と
遺
伝
的
に
伝
え
う
る
唯
一
の
活
動
形
態
は
、
有
機
体
の
組
織
に
お
い
て
強
固
な
形
態
を
と
っ
て
固
定
し
う
る
ま
で
に
ほ
と
ん

ど
一
様
の
様
式
で
つ
ね
に
反
復
さ
れ
て
い
る
形
態
の
み
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
人
間
の
生
は
多
く
の
、
か
つ
複
雑
な
、
し
た
が
っ
て

可
変
的
な
条
件
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
活
は
自
己
自
体
で
不
断
に
変
化
し
変
形
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
人
間
の
生
活
が
一
つ
の
明
確
か
つ
決
定
的
な
形
態
を
と
っ
て
結
晶
化
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
は
な
は
だ
一
般
的

か
つ
漠
然
た
る
傾
向
の
み
は
、
す
べ
て
の
個
別
的
経
験
に
共
通
な
性
格
を
表
明
し
な
が
ら
最
後
ま
で
残
存
し
て
、

一
つ
の
世
代
か

ら
次
の
世
代
へ
と
伝
達
さ
れ
て
行
く
の
で
あ
る
。
」

g
z
F
Z
E
{
S
N
N
佐
々
木
訳
一
叶
印
忍
]
)

今
後
の
課
題
と
展
望

目
的
概
念
の
盤
張

議
論
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
本
書
の
限
界
と
今
後
の
課
題
を
示
し
て
お
き
た
い
。

本
書
で
は
社
会
的
態
度
を
分
析
視
角
と
し
て
社
会
意
識
を
多
元
的
に
検
討
し
た
。
し
か
し
そ
う
は
い
っ
て
も
分
析
し
た
の
は
、
わ
ず



か
に
三
十
数
個
の
目
的
概
念
で
あ
り
、
社
会
意
識
の
形
成
過
程
を
網
羅
的
に
検
討
し
た
と
い
う
に
は
程
遠
い
。
は
じ
め
に
ふ
れ
た
と
お

り
、
社
会
意
識
の
「
磁
界
」
に
つ
い
て
の
限
ら
れ
た
地
点
で
の
測
量
を
行
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

ゆ
え
に
今
後
の
課
題
と
し
て
は
ま
ず
、
本
書
中
で
は
検
討
し
き
れ
な
か
っ
た
他
の
社
会
的
態
度
を
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
考

るえ
意ら
識れ
なる
ど。
が具
あ体
げ的
らに
れは
る政
。治

本的

事産
展
開宗
し教
た意
研識
究
は組
、織

れ寄
らの
を心
考的

之事
に状
あ態
た
つ性
て別
も役
、割

自主
と
のジ
関エ
逮ン
をダ
離 1
れ・
、家

学族
校に
教関
育す

と
の
関
係
に
目
を
向
け
て
い
く
と
い
う
、
ひ
と
つ
の
視
点
を
示
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

女
性
へ
の
視
点
と
社
会
意
種
論
の
「
脱
階
層
化
」

第
二
点
目
の
課
題
と
し
て
は
、
女
性
の
社
会
意
識
の
形
成
過
程
の
解
明
と
、
社
会
意
識
の
性
差
の
検
討
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
書
の
計

現代日本町杜会意陣論の磁界

量
分
析
で
は
、
成
人
女
性
サ
ン
プ
ル
を
ほ
と
ん
ど
検
討
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
階
層
意
識
の
研
究
を
糸
口
と
し
て
問
題
を
設
定
し
て
き

た
た
め
に
生
じ
た
問
題
な
の
だ
が
、
全
体
社
会
の
半
数
し
か
議
論
の
視
野
に
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
が
、
本
書
の
議
論
の
及
ぶ
範

囲
を
大
き
く
制
限
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
。
ゆ
え
に
私
自
身
の
研
究
計
画
と
し
て
は
、
女
性
の
社
会
意
識
の
形
成
過
程

を
論
じ
て
い
く
こ
と
が
、
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
た
だ
し
本
書
の
結
論
が
、
成
人
男
女
に
共
通
の
社
会

意
識
の
形
成
要
因
で
あ
る
学
校
教
育
の
影
響
力
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
女
性
の
社
会
意
識
の
形
成
過
程
に
接
合
す
る

こ
と
が
比
較
的
容
易
な
分
析
枠
組
を
獲
得
で
き
た
と
も
判
断
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
方
向
性
を
さ
ら
仁
追
求
し
て
い
く
こ
と
は
、
階
層
意
識
の
研
究
が
従
来
ほ
と
ん
ど
視
野
仁
入
れ
て
こ
な
か
っ
た
、

章

職
を
も
た
な
い
人
た
ち
(
高
齢
者
、
失
業
者
、

の
社
会
意
識
の
形
成
過
程
を
論
じ
る
た
め
の
糸
口
に
も
な
る
だ

一
部
の
障
害
者
な
ど
)

終

ろ
う
。
本
書
で
示
さ
れ
た
分
析
結
果
は
こ
う
し
た
、
社
会
意
識
論
の
研
究
対
象
の
「
脱
階
層
化
」
の
方
向
に
途
を
拓
く
も
の
と
も
考
え
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ら
れ
る
。
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社
会
意
訟
の
生
年
世
代
間
格
差

第
三
点
目
は
、
社
会
意
識
の
生
年
世
代
聞
の
差
異
を
論
じ
る
分
析
枠
組
で
あ
る
。
本
書
で
は
社
会
意
識
の
形
成
過
程
に
お
け
る
生
年

世
代
の
影
響
力
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
と
第
十
一
章
に
お
い
て
簡
単
に
述
べ
る
に
留
ま
っ
た
。
し
か
し
一
般
に
は
社
会
的
態
度
の
形
成

要
因
を
論
じ
る
場
合
に
は
、
性
別
と
生
年
世
代
は
不
可
欠
の
説
明
要
因
と
み
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
性
別
に
つ
い
て
は
前
述
し

た
よ
う
に
課
題
を
今
後
に
残
し
た
が
、
生
年
世
代
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
。

社
会
意
識
の
生
年
世
代
間
格
差
を
論
じ
る
た
め
の
分
析
枠
組
と
し
て
は
、
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
、
生
年
世
代
を

社
会
意
識
の
形
成
要
因
の
ひ
と
つ
と
み
な
し
、
説
明
に
投
入
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
第
二
は
世
代
差
で
は
な
く
、
よ
り
マ
ク
ロ
な
社
会

変
動
そ
の
も
の
を
問
題
に
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

後
者
の
考
え
方
で
は
、
世
代
聞
の
社
会
意
識
の
格
差
は
、
構
造
変
動
が
諸
個
人
に
も
た
ら

L
た
影
響
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
ゆ
え
に

説
明
要
因
と
し
て
生
年
世
代
を
投
入
し
て
、
生
年
世
代
そ
の
も
の
の
意
味
を
積
極
的
に
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
デ
ー
タ
の
時
系

列
比
較
で
社
会
意
識
変
容
を
検
討
す
る
方
法
を
併
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
生
年
世
代
は
教
育
年
数
や
職
業
階
層
の
よ
う
に
諸

個
人
の
属
性
と
み
な
し
う
る
要
因
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
全
体
に
か
か
る
マ
ク
ロ
な
要
因
と
み
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

本
書
で
は
、
社
会
意
識
の
時
代
的
変
化
が
、

コ
l
ホ
1
ト
効
果
や
エ
イ
ジ
ン
グ
効
果
を
複
合
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
最
終
的
に
は

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
後
者
の
立
場
か
ら
検
討
す
べ
き
も
の
と
判
断
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
生
年
世
代
を
諸
個
人
の
属
性
に
還
元
し
、
そ

の
効
果
を
論
じ
る
分
析
は
、
本
書
中
に
お
い
て
は
積
極
的
に
は
行
な
わ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
方
法
で
生
年
世
代
間
の
社
会
意
識

の
差
異
が
見
出
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
差
異
は
生
物
学
的
な
加
齢
の
効
果
で
な
い
限
り
は
、
結
局
は
(
人
格
形
成
期
の
経
済
的
な
豊

か
さ
、
都
市
化
の
進
行
状
況
、
家
族
形
態
、
教
育
制
度
、
政
治
的
情
勢
な
ど
の
)
社
会
構
造
の
世
代
間
格
差
に
還
元
さ
れ
る
も
の
と
な

る
。
こ
う
し
た
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
世
代
差
を
個
人
属
性
と
し
て
分
析
す
る
立
場
は
、
結
局
は
あ
る
種
の
判
断
停
止
の
状
態
に
留
ま
っ

た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
十
分
な
議
論
を
行
な
う
た
め
に
は
何
ら
か
の
時
系
列
比
較
が
不
可
欠
に
な
る
。
ゆ
え
に
社
会
意



識
と
生
年
世
代
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
時
系
列
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
で
、
本
書
の
議
論
を
補
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ

ろ、っ。分
析
デ
l
空
の
限
界
と
本
書
の
視
点

最
後
に
分
析
に
用
い
た
デ
ー
タ
の
限
界
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
第
二
部
で
分
析
し
た
第
二
次
青
少
年
調

査
の
デ
ー
タ
は
、
補
遣
に
示
し
た
と
お
り
、
様
々
な
制
約
の
た
め
に
、
現
代
日
本
社
会
全
体
に
対
す
る
厳
密
な
代
表
性
が
確
保
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
質
の
高
い
デ
ー
タ
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
。

と
も
か
く
結
果
的
に
第
二
部
で
は
、
分
析
対
象
を
「
父
母
と
同
居
し
て
お
り
、
し
か
も
父
親
が
定
職
に
就
い
て
お
り
、
公
立
の
中
学

校
、
高
等
学
校
に
通
っ
て
い
る
青
少
年
」
に
限
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
確
か
に
操
作
上
、
不
可
避
の
制
約
で
あ
っ
た

わ
け
だ
が
、
逆
に
以
下
の
よ
う
な
点
で
は
一
定
の
意
義
を
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

現代日本の社会意融拾の磁界

こ
れ
は
あ
く
ま
で
私
見
に
す
ぎ
な
い
が
、
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
「
再
生
産
論
」
が
適
用
さ
れ
説
明
力
を
も
っ
と
さ
れ
る
の

は
、
中
間
層
で
は
な
く
、
私
立
あ
る
い
は
国
立
の
学
校
に
通
う
上
層
エ
リ
ー
ト
の
子
弟
か
、
逆
に
極
め
て
下
層
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
る

よ
う
に
み
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
研
究
対
象
は
、
小
学
入
試
や
中
学
入
試
を
受
け
て
入
学
す
る
私
立
の
学
校
に
通
う
上
層
エ
リ
ー
ト
の
子

弟
で
あ
る
か
、
逆
に
親
が
質
問
紙
調
査
に
協
力
で
き
な
い
ほ
ど
忙
し
い
、
あ
る
い
は
恵
ま
れ
な
い
家
庭
環
境
に
あ
る
子
弟
に
集
中
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

重軽

前
述
し
た
よ
う
に
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
超
上
層
や
超
下
層
で
は
、
学
校
教
育
が
も
っ
差
異
化
機
能
を
覆
い
隠
し
て
し
ま
う

ほ
ど
の
、
出
身
家
庭
や
職
業
生
活
の
影
響
力
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
層
に
は
確
か
に
問
題
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
重
大
な
機
会

の
不
平
等
が
顕
在
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
「
再
生
産
論
」
を
導
入
し
て
説
明
す
る
こ
と
に
は
一

終257 

定
の
意
義
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
中
間
層
の
基
礎
的
な
構
造
の
検
討
と
並
行
し
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
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'っ
て

あ
ま
り

特
色
の
あ
る
事

型
け
を
社
会
員ゐ
寸ー

の
研
究
対
象
と
す
る
の
は
明
ら
か

偏
て〉

て
し、

る
と
し、

え
る
だ
ろ
う。

前
述
し
た
と
お
り
、
本
書
の
分
析
対
象
サ
ン
プ
ル
は
結
果
と
し
て
こ
の
上
下
両
方
の
層
を
排
外
的
に
扱
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ

と
に
戦
略
的
な
意
義
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
「
再
生
産
論
」
で
扱
わ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
中
間
層
の
、
数
は
多
い
が
こ

れ
と
い
っ
て
特
徴
の
な
い
青
少
年
の
社
会
意
識
の
形
成
過
程
を
分
析
し
、
現
代
社
会
の
主
要
な
動
態
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
あ
る
。

現
代
日
本
社
会
の
、
そ
し
て
一
二
世
紀
の
社
会
意
識
の
主
要
な
趨
勢
を
構
成
し
て
い
く
の
は
上
層
エ
リ
ー
ト
で
も
最
下
層
市
民
で
も
な

い
。
こ
こ
で
分
析
し
た
特
異
な
ま
で
に
「
普
通
」
の
青
少
年
の
動
態
な
の
で
あ
る
。

注
(
1
)
 
決
し
て
本
書
の
方
法
が
特
殊
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
単
純
集
計
の
レ
ベ
ル
の
議
論
で
は
な
い
限
り
、
社
会
意
識
の
計
量
分
析
は
一
般
に
こ

の
よ
う
に
差
異
化
要
因
を
探
る
方
向
で
進
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

社
会
的
態
度
の
分
布
の
絶
対
的
な
「
高
|
低
」
に
は
、
社
会
文
化
的
な
差
異
が
あ
り
、
ひ
と
つ
の
社
会
に
お
い
て
も
時
代
と
と
も
に
変
わ

る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
権
威
主
義
的
伝
統
主
義
の
質
問
項
目
と
し
て
、
一
九
五

0
年
代
に
は
「
戦
後
女
の
人
が
タ
バ
コ
を
吸
っ
た
り
、

酒
を
飲
ん
だ
り
す
る
傾
向
が
ふ
え
ま
し
た
が
、
貴
方
は
こ
う
い
う
傾
向
に
賛
成
さ
れ
ま
す
か
、
反
対
さ
れ
ま
す
か
」
、
「
日
本
を
中
心
と
し
た
大

東
亜
共
栄
圏
と
い
う
理
想
は
、
戦
争
に
は
負
け
た
け
れ
ど
も
、
考
え
方
と
し
て
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
極
端
な
ワ
1
デ
ィ
ン
グ
が

実
際
に
効
力
を
発
揮
し
て
い
る
(
城
戸
・
杉
[
前
掲
論
文
]
)
。
し
か
し
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
ワ
l
デ
ィ
ン
グ
で
は
明
ら
か

に
ス
ケ
ー
ル
・
ア
ウ
ト
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

(
2
)
 

(
3
)
 
こ
の
学
歴
の
差
異
化
機
能
は
、
人
々
の
実
感
と
し
て
も
感
じ
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

S
S
M調
査
で
は
現
代
日
本
社
会
に
お
い
て
「
学

歴
に
よ
る
不
公
平
が
大
い
に
あ
る
」
と
い
う
回
答
は
全
体
の
四
九
・
六
百
に
も
の
ぼ
る
の
に
対
し
、
「
職
業
に
よ
る
不
公
平
」
は
三
五
・

O
耳、

「
家
柄
に
よ
る
不
公
平
」
は
二
五
・
四
百
に
留
ま
り
、
他
の
要
因
よ
り
も
学
歴
に
よ
る
不
公
平
が
際
立
っ
て
高
い
。
こ
の
こ
と
は
、
人
々
が
学

歴
の
制
度
化
さ
れ
た
差
異
化
機
能
の
大
き
さ
を
、
実
感
と
し
て
(
否
定
的
に
)
認
知
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
み
な
す
こ
と
が
で



品
d
ヲ

hv

。

(
4
)
 
現
在
の
学
校
教
育
が
青
少
年
に
与
え
て
い
る
効
果
を
社
会
意
識
論
の
視
点
で
評
価
で
き
る
の
は
、
さ
ら
に
数
十
年
後
の
日
本
社
会
に
お
い
て

で
あ
る
。

(5) 
私
が
担
当
し
て
い
る
実
習
で
学
生
に
、

5
5
M
調
査
の
デ
I
タ
な
ど
を
用
い
て
社
会
的
態
度
を
自
由
に
分
析
す
る
課
題
を
与
え
る
と
、
学
歴

と
社
会
的
問
貨
の
有
意
な
関
係
を
み
つ
け
出
し
て
く
る
学
生
た
ち
が
、
階
層
指
標
、
年
齢
、
性
別
と
の
聞
の
関
係
を
み
つ
け
出
し
て
く
る
学
生

た
ち
よ
り
も
多
い
(
た
だ
し
そ
の
多
く
が
、
先
行
研
究
が
見
当
た
ら
ず
、
自
分
で
も
説
明
論
理
を
構
築
で
き
な
い
た
め
に
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
:
・
:
・
)
。
こ
れ
は
ク
ロ
ス
集
計
表
や
相
関
係
数
と
い
う
顕
在
的
事
実
の
記
述
の
レ
ベ
ル
で
、
学
歴
の
効
果
が
明
瞭
で
あ

る
こ
と
を
物
語
る
事
実
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

現代日本の社会意識論の磁界輩ま冬259 
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補

i萱

「
青
少
年
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
」

の
概
要

実
施
の
背
景

第
一
次
青
少
年
調
査

「
青
少
年
の
生
活
と
意
識
に
関
す
る
調
査
」
の
概
要
を
説
明
す
る
前
に
、
ま
ず
こ
の
調
査
が
設
計
さ
れ
る
に
至
っ
た
背
景
を
確
認
し

一
九
七
九
l
八
六
年
に
か
け
て
関
東
七
都
県
で
同
様
の
目
的
で
、
実
施
さ
れ
た
面
接
調
査
を
先
行
調
査
と
し

て
い
る
。
こ
の
先
行
調
査
は
直
井
優
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
設
計
・
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
調
査
を

第
一
次
青
少
年
調
査
と
呼
ぴ
、
以
下
に
若
干
の
説
明
を
す
る
。

て
お
く
。
こ
の
調
査
は
、

第
一
次
青
少
年
調
査
で
は
、
ま
ず
一
九
七
九
l
八
O
年
に
か
け
て
、
層
化
二
段
無
作
為
抽
出
法
で
抽
出
さ
れ
た
八
四
O
人
の
成
人
男

性
を
対
象
に
面
接
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
し
て
有
職
の
六
二
九
名
か
ら
有
効
回
答
が
得
ら
れ
て
い
る
(
回
収
率
七
四
・
九
%
)
。
こ

を
対
象
と
し
て
、

れ
が
第
三
章
で
分
析
し
た
成
人
有
職
男
性
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
そ
の
成
人
有
職
男
性
の
配
偶
者
(
す
な
わ
ち
既
婚
女
性
)

一
九
八
二
年
に
再
び
面
接
調
査
が
行
な
わ
れ
、
四
一
人
票
が
回
収
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
八
六
年
に
な
っ
て
、



対
象
夫
婦
の
子
ど
も
で
一
一
一
l
二
三
歳
(
一
九
八
六
年
当
時
)
の
就
学
中
の
青
少
年
、

一
七
二
名
を
対
象
と
し
て
面
接
調
査
が
行
な
わ
れ

た
。
こ
の
三
人
の
家
族
構
成
員
、

つ
ま
り
青
少
年
、
父
親
、
母
親
の
面
接
デ
ー
タ
を
単
一
の
デ
ー
タ
・
セ
ッ
ト
に
整
理
し
た
も
の
が
、

第
一
次
青
少
年
調
査
で
あ
る
。
こ
の
第
一
次
青
少
年
調
査
で
は
、
最
終
的
に
八
六
サ
ン
プ
ル
の
青
少
年
と
そ
の
両
親
の
有
効
回
答
が
得

ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
デ
ー
タ
・
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
分
析
が
行
な
わ
れ
、

い
く
つ
か

の
知
見
が
引
き
出
さ
れ
た
(
吉
川
・
尾
嶋
・
直
井
優
[
前
掲
論
文
]
)
。

『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
の
デ

I
空

さ
ら
に
遡
る
と
、
こ
の
第
一
次
青
少
年
調
査
は
も
と
も
と
『
職
業
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
』
研
究
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、

ア
メ
リ
カ
で

「青少年の生活と宜融に関する調査」の概要

の
一
連
の
調
査
と
の
国
際
比
較
研
究
と
し
て
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
で
も
ふ
れ
た
ア
メ
リ
カ
で
の
調
査
で
は
、
ま
ず
一
九
六
四
年
に
全
米
の
有
職
の
成
人
男
性
=
一
、

一
O
一
名
に
対
し
て
面
接
調

査
が
実
施
さ
れ
た
。
続
い
て
一

O
年
後
の
一
九
七
四
年
に
こ
の
時
点
で
六
五
歳
以
下
で
あ
っ
た
対
象
者
に
対
し
て
追
跡
調
査
が
実
施
さ

れ
、
六
八
七
サ
ン
プ
ル
の
有
効
回
答
が
得
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
配
偶
者
に
も
同
様
の
面
接
調
査
が
実
施
さ
れ
、

五
五
五
サ
ン
プ
ル

の
有
効
回
答
が
得
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
子
ど
も
一
名
を
対
象
と
し
た
面
接
調
査
も
同
時
に
実
施
さ
れ
、
三
五
二
名
か
ら
有
効

回
答
が
得
ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
こ
の
う
ち
中
学
校
l
大
学
に
在
学
中
の
白
人
青
少
年
一
八
九
サ
ン
プ
ル
を
用

い
て
、
青
少
年
の
生
活
環
境
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
関
連
の
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。

日
本
に
お
け
る
第
一
次
青
少
年
調
査
は
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
や
質
問
項
目
が
こ
の
調
査
と
パ
ラ
レ
ル
に
な
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
日
本
の
デ
ー
タ
の
分
析
結
果
と
、
国
際
比
較
の
成
果
は
、

k
r
z
g回
自
ι
印
n
r
o
o
-
2
[
O句

2
乙
、
印
。
F。。
-
2
E
n
-

補遺

Z

2

5

2
乙、

Y
向

H
P
O
E
E

∞nr。。
-
2
[
O喝の戸内]、

同

o
r
p
囲内
woy
印
oF00ロ『
RHF-
印
oFoo-o同
日
丘
印
-o自の
N
〕吉
ωrH[O唱
の
回
同
]

な
ど
と
し
て
発
表
さ
れ
、
国
際
的
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
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調査設計の比較

アメリカ
第一次青少年調査 第二次青少年調査

『騎輩とパーソナリティ」調査

母集団 全米の就学中の青少年と 関東7都県の就学中町青 島根県・石川県の高校生!

その両親 少年とその両親 兵庫県Z市の中学生とそ
の両親

標本抽出法 層化二段無作為抽出法 層化二段無作為抽出法 全7校30クラス金量調査

一次サンプリング 1964年時の成人有職男性 1979年時の成人有職男性 1992年時の在籍生徒

対象 (父親サンプル) (父親サンプル) (背少年自身)

調査控 3者とも面接法 3者とも面接法 青少年'集合調査法

(同ー期間内) (調査は3時点にわたる) 両親'配車留置法

調査実施時期およ 1974年 1979-1986年 1992年10-12月

び期間

青少年 352票(うち就学中の青 86票(中学生~大学生) 1.129票

有効回収票監 少年187票)

父親有効回収票散 687票(成人有機男性) 629票(成人有職男性) 721璃

母親有効回収票量 555罫(既婚女性) 418票(既婚女性) 721票

表1

第
二
次
青
少
年
間
査
の
課
題

第
二
次
青
少
年
調
査
は
、
第
一
次
青
少
年
調
査
を
分
析
す
る
過
程

で
生
じ
た
新
た
な
仮
説
を
さ
ら
に
詳
細
に
検
証
す
る
と
と
も
に
、
社

会
意
識
の
微
妙
で
は
あ
る
が
多
様
な
変
化
を
経
験
し
た
一
九
九

O
年

代
の
、
最
新
の
調
査
デ
ー
タ
を
獲
得
す
る
た
め
に
計
画
さ
れ
た
。
同

時
に
、
設
計
自
体
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
一
次
青
少
年
調

査
に
対
し
て
指
摘
し
う
る
以
下
の
点
を
修
正
す
る
こ
と
も
目
指
し
た
。

ま
ず
、
第
一
次
青
少
年
調
査
で
は
ラ
ン
ダ
ム
・
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に

よ
っ
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
は
い
る
も
の
の
、
最
終
的
に
は
わ
ず
か

八
六
サ
ン
プ
ル
の
有
効
回
答
し
か
得
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

統
計
的
に
は
十
分
な
代
表
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
し

ま
う
。
さ
ら
に
青
少
年
を
中
学
生
、
高
校
生
、
大
学
生
あ
る
い
は
男

子
、
女
子
と
い
う
、
さ
ら
に
小
さ
い
サ
プ
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
比
較

検
討
す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な
す
ぎ
る
と
い
う

決
定
的
な
問
題
点
を
含
ん
で
い
た
。

ま
た
、
第
一
次
青
少
年
調
査
の
計
画
は
三
つ
の
別
々
の
調
査
主
体

に
よ
っ
て
、
断
続
的
に
実
施
さ
れ
た
た
め
、
本
書
の
分
析
対
象
で
あ

る
青
少
年
の
デ
ー
タ
を
回
収
し
終
え
た
時
点
(
一
九
八
六
年
)
で
は
、

調
査
開
始
(
一
九
七
九
年
)
か
ら
七
年
近
く
が
経
過
し
て
い
た
こ
と



に
な
る
。
具
体
的
に
示
す
な
ら
ば
、
第
一
次
青
少
年
調
査
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
対
象
の
青
少
年
が
大
学
生
な
ら
ば
、
中
学
校
在

学
時
の
父
親
の
回
答
と
、
高
校
在
学
時
の
母
親
の
回
答
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
の
調
査
が
三
者
の
面
接

を
同
時
点
で
行
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
こ
と
は
大
き
な
分
析
結
果
の
差
異
を
も
た
ら
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
種
の

調
査
の
目
的
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
者
の
社
会
的
態
度
と
生
活
条
件
の
現
時
点
で
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
に
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
タ
イ
ム
・
ラ
グ
は
、
社
会
化
の
動
的
過
程
に
あ
る
青
少
年
の
、
い
ま
現
在
お
か
れ
て
い
る
生
活
条
件
を
計
測
す
る
と
い
う

目
的
に
対
し
て
は
、
重
大
な
誤
差
と
な
り
う
る
(
表
1
参
照
)
。

対
象
サ
ン
プ
ル
と
調
査
設
計

「青少年の生活と意軸に関する調査」の概要

聞

査

方

法

の
比こ
較の
のよ
可う
能な
性背
を景
維か
持ら
し
つ第
つ二
次
(1) 青
サ少
ン年
プ調
Jレ査
数の
を設
十計
分に
にあ
獲た
得っ
すて
るは

と上
と述
、の

(2) 日
調米

毒自
間際
を比
短較
か研
く究
しを
て踏
タ襲
イし
ム、

先
ラ行
グ調
を査
なと

く
す
こ
と
の
こ
点
が
重
要
な
要
件
と
考
え
ら
れ
た
。

そ
こ
で
第
二
次
青
少
年
調
査
で
は
、
は
じ
め
に
青
少
年
を
学
校
の
生
徒
名
簿
か
ら
サ
ン
プ
リ
ン
グ
す
る
、
い
わ
ゆ
る
学
校
調
査
の
形

式
で
調
査
し
、
そ
の
直
後
に
そ
の
生
徒
を
通
じ
て
父
母
を
対
象
と
し
た
調
査
を
依
頼
・
回
収
す
る
と
い
う
手
続
き
を
と
る
こ
と
に
し
た
。

つ
ま
り
先
行
調
査
と
は
逆
の
方
向
で
あ
る
「
青
少
年
↓
両
親
」
と
い
う
順
序
で
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
、
調
査
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
手
続
き
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
正
確
さ
は
失
わ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
回
収
効
率
が
高
く
、
調
査
期
間
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も
短
期
間
で
終
了
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
た
だ
し
第
二
次
青
少
年
調
査
で
は
、
青
少
年
の
調
査
は
質
問
紙
を
用
い
た
ク
ラ
ス
単

位
の
集
合
調
査
と
し
て
実
施
さ
れ
、
父
母
の
回
答
も
家
庭
に
配
票
す
る
質
問
紙
調
査
で
得
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
三
者
と
も
面
接
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法
で
調
査
を
実
施
し
た
第
一
次
青
少
年
調
査
と
比
べ
る
と
、
回
答
の
精
度
が
落
ち
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ま
た
、
知
的
能
力
に
関
す
る

テ
ス
ト
な
ど
の
面
接
用
に
設
計
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
項
目
は
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
、
こ
の
種
の
調
査
の
デ
ー
タ
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
難
し
さ
に
つ
い
て
少
し
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
第
一
次
青
少
年
調
査
で
は
、

確
か
に
ラ
ン
ダ
ム
・
サ
ン
プ
リ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
、
関
東
七
都
県
に
在
住
す
る
有
職
の
成
人
男
性
が
母
集
団
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
が
主
た
る
分
析
対
象
と
し
て
い
る
青
少
年
を
中
心
に
み
る
な
ら
ば
、
当
初
は
ラ
ン
ダ
ム
・
サ
ン
プ
リ
ン
グ
で
得
ら
れ
た
対
象

世
帯
(
家
族
)
に
合
計
三
度
の
パ
ネ
ル
調
査
を
実
施
し
た
こ
と
に
な
る
。

一
般
に
パ
ネ
ル
調
査
で
は
次
の
よ
う
な
限
界
が
指
摘
で
き
る

と
い
わ
れ
る
。

「
(
パ
、
ネ
ル
調
査
の
限
界
は
、
)
調
査
時
点
の
間
隔
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
ま
ず
第
一
に
、
パ
ユ
ネ
ル
を
設
定
し
た
調
査
対
象

集
団
自
体
が
変
化
し
て
し
ま
い
、
パ
、
不
ル
の
代
表
性
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
パ
、
一
不
ル
か
ら
、
次
第
に
調
査
対
象
が

欠
落
し
、
最
終
的
に
は
少
数
の
対
象
者
し
か
得
ら
れ
ず
、
そ
れ
も
偏
っ
た
デ
ー
タ
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
さ
ら
に
第
三
に
、
同

一
の
質
問
文
を
用
い
て
い
る
場
合
に
も
、
そ
の
意
味
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
信
頼
性
の
あ
る
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
で
あ
る
。
」
(
直
井
優
[
回
申
8
5
]
、
括
弧
内
は
引
用
者
補
)

さ
ら
に
、
第
-
次
青
少
年
調
査
で
は
、
元
の
対
象
サ
ン
プ
ル
に
対
し
て
、
「
既
婚
の
」
、
「
就
学
中
の
子
ど
も
を
も
っ
」
と
い
う
限
定

条
件
が
加
わ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
厳
密
に
計
画
さ
れ
た
第
一
次
青
少
年
調
査
で
さ
え
も
、
統
計
的
な
代
表
性
は
ど
う
し
て
も
十

分
に
は
獲
得
で
き
て
い
な
い
。
さ
ら
に
表
ー
を
確
認
し
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
対
す
る
回
収
効

率
(
∞
由
¥
∞
8
M
H
O
-
N
g
)

は
、
か
な
り
悪
い
も
の
と
ま
る
。
パ
、
一
ネ
ル
調
査
の
も
つ
こ
れ
ら
の
限
界
を
回
避
す
る
有
効
な
社
会
調
査
技
法

は
、
今
の
と
こ
ろ
開
発
さ
れ
て
い
な
い
。



い
ま
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析
枠
組
に
あ
う
最
も
望
ま
し
い
母
集
団
は
、
現
代
日
本
社
会
全
体
の
就
学
中
の
脊
少
年
と
そ
の
両
親
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
デ
ー
タ
の
代
表
性
を
獲
得
す
る
に
は
、
理
想
を
述
べ
れ
ば
、
ま
ず
全
国
の
就
学
中
の
青
少
年
(
有
権
者
で
は
な
い
)
の
名

簿
を
獲
得
し
、
青
少
年
に
対
す
る
広
域
な
ラ
ン
ダ
ム
・
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
十
分
な
サ
ン
プ
ル
数
を
得
る
の
が
望
ま
し
い
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
第
二
次
青
少
年
調
査
で
は
、
調
査
の
予
算
に
限
界
が
あ
っ
た
う
え
、
対
象
者
が
一
サ
ン
プ
ル
に
つ
き
三
名
で
あ
り
、
従

来
の
方
法
で
は
回
収
率
の
高
い
効
率
的
な
実
査
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
ベ

l
ス
と
な
る
就
学
中
の
青
少
年
の
広
域
的

な
名
簿
を
容
易
に
は
獲
得
し
え
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
厳
密
な
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
行
な
う
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

た

「青少年の生活と意融に闘する調査Jの概要

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
第
二
次
青
少
年
調
査
の
対
象
者
は
、
調
査
協
力
の
承
諾
を
得
る
こ
と
の
で
き
た
、
限
ら
れ
た
範
囲
の
学
校
か

ら
獲
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
こ
れ
と
同
様
の
方
法
に
よ
る
学
校
調
査
は
、
す
で
に
海
野
や
片
瀬
ら
に
よ
っ
て
も
試
み
ら
れ
て
お

り
(
東
北
大
学
文
学
部
教
育
文
化
研
究
会

[
H
8
8
、
海
野
・
片
瀬
編
[
前
掲
書
]
、
鈴
木
・
海
野
・
片
瀬
編
[
前
掲
書
]
)
、
確
立
し
た
方
法
で
は

な
い
に
せ
よ
、
目
下
の
と
こ
ろ
最
善
の
方
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

調
査
対
象
校
は
後
述
す
る
七
校
で
あ
る
が
、
保
護
者
へ
の
質
問
票
で
、
家
庭
環
境
の
み
に
留
ま
ら
ず
両
親
の
意
識
や
職
業
、
世
帯
収

入
ま
で
詳
細
に
問
う
今
回
の
調
査
へ
の
、
学
校
を
挙
げ
て
の
協
力
の
承
諾
を
得
る
ま
で
に
は
、

-
校
一
校
訪
問
し
て
粘
り
強
く
、
詳
し

く
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
、
実
査
を
企
画
し
て
遂
行
し
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
デ
ー
タ
獲
得
の
難
し
さ
を
痛
感
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
も
っ
と
も
各
学
校
の
特
性
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
規
模
な
ど
の
情
報
は
こ
う
し
た
学
校
調
査
で
し
か
獲
得
し
え
な
い
貴
重
な
も
の
で

あ
り
、
こ
の
点
は
第
二
次
青
少
年
調
査
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
特
長
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

調
査
対
象
者
に
つ
い
て
も
う
一
点
だ
け
付
雪
一
目
し
て
お
く
こ
と
が
あ
る
。
第
二
次
青
少
年
調
査
で
は
、
単
親
家
族
や
別
居
の
家
庭
へ
の

補遺

配
慮
か
ら
、
調
査
対
象
を
、
厳
密
に
父
親
、
母
親
で
は
な
く
「
父
親
あ
る
い
は
そ
れ
に
代
わ
る
男
性
の
保
護
者
」
と
「
母
親
あ
る
い
は
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そ
れ
に
代
わ
る
女
性
の
保
護
者
」
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
調
査
で
は
、
お
じ
、
お
ば
、
祖
父
、
祖
母
、
兄
、
姉
な
ど
を
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「
親
代
り
」
と
し
て
い
る
青
少
年
や
、
単
親
の
家
庭
の
青
少
年
の
、
少
数
な
が
ら
貴
重
な
デ
ー
タ
を
獲
得
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、

必
ず
し
も
全
サ
ン
プ
ル
が
、
先
行
研
究
お
よ
び
本
書
の
分
析
枠
組
で
あ
る
、
青
少
年
と
そ
の
(
両
)
親
の
有
効
回
答
と
な
っ
て
は
い
な

u、。
間

査

内

容

前
記
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
第
二
次
青
少
年
調
査
で
は
、
質
問
項
目
の
約
八
割
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
調
査
の
翻
訳
項
目
で
あ
り
、

す
で
に
第
一
次
青
少
年
調
査
で
そ
の
有
効
性
や
回
答
の
分
散
の
度
合
い
を
厳
密
に
確
か
め
ら
れ
て
い
る
項
目
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

パ
ッ
ク
・
ト
ラ
ン
ス
レ
1
シ
ョ
ン
や
プ
リ
テ
ス
ト
な
ど
の
作
業
を
あ
ら
た
め
て
行
な
う
必
要
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ま
た
回
収
さ
れ

た
デ
ー
タ
で
も
質
問
項
目
の
順
序
、

ワ
I
デ
ィ
ン
グ
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
に
よ
る
、
重
大
な
設
計
上
の
問
題
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
。

調
査
の
内
容
は
青
少
年
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
性
別
、
年
齢
・
学
年
、
家
族
形
態
、
居
住
地
の
都
市
性
な
ど
の
「
基
本
的
属
性
」
六
項

同
回
、
y
」、

ク
ラ
ブ
活
動
、
な
ら
い
ご
と
、
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
読
書
な
ど
の
時
間
と
内
容
、
教
師
、
父
母
と
の
関
係
を
た
ず
ね
る

「
青
少
年
の
日
常
生
活
に
お
け
る
環
境
と
適
応
の
様
態
」
二
八
項
目
、
そ
し
て
学
校
五
日
制
に
対
す
る
態
度
や
満
足
度
、
そ
の
他
の
社

会
的
態
度
、
甑
開
業
テ
ス
ト
な
ど
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
項
目
群
」
七
三
項
目
の
合
計
一

O
七
項
目
で
あ
る
。

父
親
の
質
問
票
は
、
年
齢
、
学
歴
、
職
業
、
世
帯
収
入
な
ど
の
「
基
本
的
属
性
」
九
項
目
と
、
子
供
と
の
接
触
時
間
、
学
校
教
育
に

対
す
る
考
え
方
な
ど
の
「
青
少
年
の
教
育
に
関
す
る
項
目
群
」

}
六
項
目
、
そ
し
て
青
少
年
と
全
く
同
様
の
項
目
群
で
構
成
さ
れ
て
い

る
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
項
目
群
」
七
三
項
目
の
合
計
九
八
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。

母
親
の
質
問
票
は
、
年
齢
、
学
歴
な
ど
の
「
基
本
的
属
性
」
七
項
目
、
と
父
親
と
ほ
ぼ
同
様
の
「
青
少
年
の
教
育
に
関
す
る
項
目

群
」

一
六
項
目
、
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
項
目
群
」
七
三
項
目
の
合
計
九
六
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。



サ
ン
プ
ル
の
特
性
と
実
施
期
間
、
回
収
法

デ

1
9の
特
性

通
常
、
社
会
調
査
デ
ー
タ
を
整
理
す
る
場
合
は
、
ひ
と
つ
の
サ
ン
プ
ル
は
一
人
の
回
答
者
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
う

し
た
場
合
、
回
答
者
以
外
の
人
(
こ
の
場
合
父
親
、
母
親
)
の
主
観
的
な
判
断
や
行
動
の
基
準
に
つ
い
て
は
正
確
な
情
報
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
扱
う
デ
ー
タ
の
場
合
、
日
常
生
活
に
お
け
る
意
識
や
、
社
会
的
態
度
を
た
ず
ね
る
七
三
項
目
が
全

く
同
一
の
形
式
で
三
者
そ
れ
ぞ
れ
に
た
ず
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
三
者
の
主
観
的
回
答
か
ら
、
同
様
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の

「青j;年の生活と意識に関する調査」の概要

側
面
を
測
定
し
、
そ
の
関
係
を
正
確
に
分
析
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
い
う
点
で
、
こ
の
調
査
の
最
大
の
特
色
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。

ま
た
、
対
象
校
の
教
諭
か
ら
得
ら
れ
た
対
象
ク
ラ
ス
の
人
数
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
そ
の
他
の
特
性
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
サ
ン
プ
ル

(
ク
ラ
ス
)
番
号
を
も
と
に
事
後
的
に
入
力
さ
れ
て
い
る
。

対
象
と
な
る
青
少
年
(
及
び
そ
の
保
護
者
二
名
)
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
群
は
島
根
県
と
石
川
県
の
県
立
高
校

四
校
か
ら
得
ら
れ
た
サ
ン
プ
ル
(
以
下
、
高
校
生
サ
ン
プ
ル
と
す
る
)
で
あ
る
。
第
二
群
は
兵
庫
県
Z
市
の
市
立
中
学
校
三
校
を
対
象

と
し
て
サ
ン
プ
リ
ン
グ
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
(
以
下
、
中
学
生
サ
ン
プ
ル
と
す
る
)
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
対
象
校
は
対
象
地
域
内
で
の
地
域
的
特
性
、
学
校
の
特
色
、
学
力
、
規
模
、
男
女
比
な
ど
の
点
で
、
偏
り
が
で
き

る
だ
け
少
な
く
な
る
よ
う
に
選
択
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
対
象
校
の
中
で
の
対
象
ク
ラ
ス
は
教
務
担
当
の
教
諭
と
吟
味
し
、
そ
の
学

校
に
お
け
る
代
表
性
を
維
持
し
、
か
っ
学
年
の
比
率
が
ほ
ぼ
均
等
に
な
る
よ
う
に
選
択
さ
れ
て
い
る
。

補遺

調
査
は
原
則
と
し
て
選
択
さ
れ
た
ク
ラ
ス
に
在
籍
す
る
生
徒
に
対
す
る
全
数
調
査
で
、
学
校
の
授
業
内
、
あ
る
い
は
放
限
後
に
初
旬
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あ
る
い
は
、
調
査
員
が
配
票
法
に
よ
っ
て
行
な
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
直
後
に
保
護
者
に
対
す
る
調
査
を
依
頼
し
、
学
校
回
収
あ
る
い
は
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第二次青少年調査回収結果

A高等学校 B工業高校 C高等学校 D高等学校 高校生小計

在籍生徒総監 1317 508 626 309 

クラス総数 30 14 15 9 

対象クラス費支 3 6 3 9 21 

対象サンプル数 140 231 126 309 806 

保護者票回収法
学校経由 学校経由 郵送による 郵送による

での回収 での回収 回収 困収

青少年有効図書量 134 225 125 279 763 

保護者有効図書量 96 190 85 107 478 

表2

E中学校 F中学校 G中学校 中学生小計 合計

在籍生徒総数 573 630 634 

クラス韓鞍 17 17 18 

対象クラス艶 3 3 3 9 30 

対象サンプル教 109 108 106 323 1，129 

埠護者票回収法
学校経由 学校経由 学校経由

での回収 での回収 での回収

青少年有効回客数 107 100 99 306 
1，069 

回収率94.7%

74 721 

保護者有効回答数 94 75 243 函収率63.9%

父母完全回目且率60，8%

郵
送
回
収
に
よ
っ
て
、
保
護
者
の
回
答

を
得
て
い
る
(
表
2
参
照
)
。

対

象

校

こ
こ
で
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
学
校

を
各
校
ご
と
に
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ

う
(
表
2
参
照
)
。
高
校
生
サ
ン
プ
ル
の

対
象
校
と
な
っ
た
県
立
A
高
校
は
、
島

根
県
東
部
の
都
市
部
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
の
高
校
は
県
下
で
最
も
伝
統
が
あ
り
、

規
模
も
大
き
く
(
全
校
生
徒
数
日
一
、

二
七
名
、
以
下
い
ず
れ
も
一
九
九

年
五
月
現
在
の
人
数
)
、
有
数
の
共
学

の
進
学
校
で
あ
る
。
こ
の
学
校
か
ら
は

三
ク
ラ
ス
を
抽
出
し
、
そ
の
う
ち
調
査

当
日
に
欠
席
し
た
も
の
を
除
く
一
一
ニ
四

名
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。
県
立

B
工

業
は
島
根
県
西
部
の
中
規
模
(
全
校
生

徒
数
一
五

O
人
名
)
の
共
学
の
県
立
工



業
高
校
で
、
合
計
六
ク
ラ
ス
を
対
象
ク
ラ
ス
と
し
て
選
択
し
、
や
は
り
当
日
欠
席
し
た
生
徒
を
除
く
二
二
五
名
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

な
お
こ
の
高
校
は
、
工
業
系
の
学
科
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
男
子
生
徒
が
八
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
県
立
C
高

校
は
奥
出
雲
の
山
間
の
農
業
地
域
の
中
規
模
(
全
校
生
徒
数
.
六
二
六
名
)
の
共
学
の
普
通
高
校
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
各
学
年
一

ク
ラ
ス
ず
つ
合
計
三
ク
ラ
ス
を
選
択
し
、
欠
席
者
を
除
く
一
二
五
名
の
有
効
回
答
を
回
収
し
た
。
県
立
D
高
校
は
石
川
県
の
能
登
半
島

の
小
規
模
(
全
校
生
徒
数
二
ニ
O
九
名
)
の
共
学
の
普
通
高
校
で
設
立
後
二
O
年
と
比
較
的
新
し
い
学
校
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
全
校
生

徒
に
あ
た
る
九
ク
ラ
ス
を
対
象
に
調
査
を
行
な
い
、
欠
席
者
を
除
く
二
七
九
名
か
ら
有
効
回
答
を
得
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
高
校
生

サ
ン
プ
ル
で
は
合
計
七
六
三
名
の
生
徒
か
ら
有
効
回
答
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
有
効
回
答
を
得
た
青
少
年
全
員
に
対
し
て
、
そ

の
保
護
者
男
・
女
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
質
問
紙
調
査
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
下
宿
・
寮
な
ど
で
生
活
す
る
青
少
年
に
は
自
宅
の
両
親

「青少年の生活と意識に閲する調査Jの概要

に
調
査
を
依
頼
し
た
。

中
学
生
サ
ン
プ
ル
の
対
象
校
で
あ
る
Z
市
立
E
中
学
校
は
、
校
区
に
大
阪
、
神
戸
の
通
勤
圏
の
新
興
住
宅
地
を
含
ん
で
お
り
、
同
時

に
旧
来
か
ら
の
集
落
に
居
住
す
る
生
徒
も
二
割
程
度
い
る
中
規
模
(
全
校
生
徒
数
・
五
七
三
名
)
の
公
立
中
学
校
で
あ
る
。
こ
の
中
学

校
か
ら
は
各
学
年
一
ク
ラ
ス
ず
つ
、
合
計
三
ク
ラ
ス
が
サ
ン
プ
リ
ン
グ
さ
れ
、
欠
席
者
を
除
く
一

O
七
名
か
ら
有
効
回
答
を
得
て
い
る
。

ま
た
、

Z
市
立
F
中
学
校
は
、
私
鉄
の
乗
り
換
え
駅
周
辺
の
自
営
業
の
商
庖
街
、
旧
来
か
ら
の
住
宅
地
、
新
設
の
高
層
住
宅
群
の
混
在

す
る
校
区
で
、
や
は
り
中
規
模
(
全
校
生
徒
数
一
六
三

O
名
)
の
公
立
中
学
校
で
あ
る
。
こ
の
F
中
学
校
か
ら
は
や
は
り
三
ク
ラ
ス
を

サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
、
欠
席
者
を
除
く
一

O
O名
か
ら
有
効
回
答
を
得
て
い
る
。

Z
市
立

G
中
学
校
は
、
設
立
後
六
年
の
新
設
校
で
、
海

沿
い
の
埋
め
立
て
地
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
群
だ
け
を
校
区
と
し
た
中
学
校
で
あ
る
。
規
模
は
中
規
模
で
、
全
校
生
徒
数
は
六
=
一
四
名
で

あ
る
。
こ
の
学
校
で
も
や
は
り
三
ク
ラ
ス
か
ら
、
欠
席
者
を
除
い
た
九
九
名
の
有
効
回
答
を
得
て
い
る
。
こ
う
し
て
中
学
生
サ
ン
プ
ル

補遺

で
は
三
校
か
ら
合
計
三
O
六
名
の
有
効
回
答
を
得
た
。
そ
し
て
高
校
生
サ
ン
プ
ル
と
同
様
の
形
式
で
保
護
者
に
対
す
る
調
査
を
依
頼
し
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て
い
る
。
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高
校
生
サ
ン
プ
ル
に
対
す
る
調
査
は
い
ず
れ
も
一
九
九
二
年
十
月
中
に
実
施
さ
れ
、
第
二
群
一
中
学
生
サ
ン
プ
ル
の
調
査
は
同
年
十

二
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
保
護
者
の
回
答
は
、
そ
の
後
約
二
週
間
の
聞
に
郵
送
、
あ
る
い
は
学
校
を
通
し
て
の
回
収
で
得
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
調
査
期
聞
は
一
九
九
二
年
十
l
十
二
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
保
護
者
の
回
答
の
回
収
法
は
原
則
と
し
て
、
保
護
者
に
よ

っ
て
厳
封
さ
れ
た
も
の
を
、
各
対
象
ク
ラ
ス
の
担
任
教
諭
が
学
校
で
回
収
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
が
、
県
立
C
高
校
と
県
立
D
高

校
で
は
郵
送
で

喜
調

事
務
局

返
送
す
る

雲
で

義
者
の
回
答
を
回
収
し

回
収
率
と
精
度

対
象
者
数
、
有
効
回
答
数
は
表
2
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
調
査
の
保
護
者
の
サ
ン
プ
ル
の
場
合
、
同
居
の
保
護
者
が
必
ず

し
も
男
・
女
二
名
そ
ろ
っ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
非
該
当
の
対
象
サ
ン
プ
ル
(
単
親
世
帯
)
が
潜
在
的
に
い
く
つ
か
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
し
、
保
護
者
の
単
身
赴
任
な
ど
に
よ
る
別
居
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
う
か
と
い
っ
て
、
「
あ
な
た
は
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
住
ん

で
い
ま
す
か
」
と
い
う
よ
う
な
デ
リ
カ
シ
ー
の
な
い
質
問
項
目
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
学
校
側
も
必
ず
し
も
正
確
に
家
庭
環

境
を
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
調
査
当
日
に
欠
席
し
た
青
少
年
お
よ
び
そ
の
保
護
者
に
は
調
査
を
依
頼
し
て
い
な

い
の
で
、
対
象
者
の
数
を
正
確
に
限
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
簡
単
に
い
う
と
、
欠
損
票
の
う
ち
の
ど
れ
が
非
該
当
で
、
ど
れ
が

調
査
不
能
や
拒
否
で
あ
る
か
の
区
別
が
明
確
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
回
収
率
を
計
算
す
る
の
は
難
し
い
が
、
試
算
と
し

て
対
象
生
徒
(
サ
ン
プ
ル
)
数
を
分
母
と
し
て
算
出
し
た
値
を
表
示
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
、
同
様
の
調
査
計
画
で
海
野
ら
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
た
調
査
の
結
果
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
種
の
調
査
と
し
て
は
回
収
効
率
は
良
好
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

最
後
に
、
こ
の
第
二
次
青
少
年
調
査
会
体
の
回
収
票
の
数
を
確
認
し
て
お
く
と
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
青
少
年
が
一
、
一
一
一
九
名
で
、

青
少
年
の
質
問
票
の
回
収
総
数
が
一
、

O
六
九
票
(
回
収
率
九
四
・
七
百
)
、
保
護
者
男
・
女
二
名
分
の
完
全
回
収
票
総
数
が
七
二
一

セ
ッ
ト
(
回
収
率
六
三
・
九
%
)
で
あ
る
。
表
2
に
あ
る
と
お
り
、
こ
の
う
ち
の
四
七
人
セ
y
ト
が
高
校
生
サ
ン
プ
ル
の
も
の
で
あ
り
、



二
四
三
セ
ッ
ト
が
中
学
生
サ
ン
プ
ル
の
も
の
で
あ
る
。
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あ
と
が
き

り
し本
て書
u、』ま
る
が犬
、阪
全大

宮支
構学
成院
は人
そ問
れ科
ほ学
ど研
大究
き科
くに
変提
わ出
つし
てた
は博
い士
な論
い文
。の

改
稿
版
で
あ
る

一
部
、
章
が
加
え
ら
れ
た
り
削
ら
れ
た

執
筆
し
始
め
た
当
時
は
、
大
学
院
在
籍
中
に
博
士
論
文
を
提
出
す
る
こ
と
は
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
一
般
的
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
さ

ち
に
今
思
え
ば
私
は
、
自
ら
の
学
問
的
主
張
の
相
対
的
な
位
置
や
、
そ
れ
に
対
す
る
客
観
的
な
評
価
を
行
な
う
だ
け
の
能
力
を
培
っ
て

い
な
い
、
「
勢
い
の
よ
さ
」
だ
け
が
取
り
柄
の
大
学
院
生
で
あ
っ
た
(
今
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
:
:
:
)
。

「
い
っ
た
い
ど
れ
ほ
ど
の
分
量
の
、

い
か
な
る
内
容
の
も
の
を
、
ど
れ
く
ら
い
の
完
成
度
で
提
出
す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
?
」
ま

た
、
「
何
を
基
準
に
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
?
」
皆
目
見
当
も
つ
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
「
執
筆
の
参
考
の
た
め
に

:
:
」
と
、
す
で
に
提
出
さ
れ
た
論
文
を
閲
覧
し
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
今
後
の
こ
と
を
考
え
て
、
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
を
取
ら
れ
た

書
架
に
は
、
厚
東
洋
輔
先
生
が
上
梓
さ
れ
、
当
時
、
大
学
院
生
の
闘
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
「
社
会
認
識
と
想
像
力
』
が
、
カ
パ
ー
を

外
し
て
論
文
整
理
番
号
を
付
け
、
無
造
作
に
置
い
で
あ
っ
た
。
ま
た
他
の
い
く
つ
か
の
論
文
を
ば
ら
ば
ら
と
見
て
、
結
果
と
し
て
い
っ

そ
う
困
惑
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

こ
の
学
位
取
得
に
際
し
て
は
、
学
部
時
代
か
ら
の
私
の
唯
一
の
指
導
教
官
で
あ
っ
た
直
井
優
先
生
が
主
査
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
旬
、

「社

要十
，~、

の理
出学
来の
」白

に樫
つ=
い四

Z壁
私亙川、
因教
惑育
は干土
解会
加学
r の
宍菊
五盟
夫笥
審幸
吉宗
無副
事霊

長事
I t 
た長
そ警
のド

宮支
たら
だれ
、た

ii 
官
に前
胞述
めし
てた
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い
た
だ
い
た
こ
と
と
、
関
連
隣
接
領
域
の
教
授
に
正
当
に
評
価
し
て
い
た
だ
け
た
と
い
う
結
末
に
、
無
廊
気
に
満
足
し
た
こ
と
を
紀
愉



274 

し
て
い
る
。
三
先
生
に
は
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

と
り
わ
け
恩
師
、
直
井
優
先
生
に
は
「
未
知
数
」
と
い
う
よ
り
も
全
く
の
無
知
で
あ
っ
た
私
に
、
幾
度
と
な
く
身
に
余
る
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
き
、
様
々
な
学
問
的
知
見
を
惜
し
み
な
く
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
と
き
に
突
飛
で
乱
雑
な
私
を
指
導
教
官
・
ス

ー
パ

1
パ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
本
当
に
暖
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
本
書
を
読
み
返
す
度
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
。
ま

院た
時本
代書
かの
ら内
の容
学に
友関
でし
あて
るは
轟
亮私
、と

金の
明共

禿旦
太発
郎を司、F

時与
団長t
l'来百、
会続

zF 
尽〈
な#

~< '~ 

弱J
bザし、

主る
空言
拠ご
る-

fE 
ろ史
が章
大氏
主
いま
。た
ゼ大
ミ学

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
些
細
な
日
常
会
話
の
「
延
長
戦
」
と
し
て
、
研
績
し
合
っ
た
日
々
は
私
の
貴
重
な
財
産
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
そ
の
後
、
私
は
社
会
学
の
研
究
者
と
し
て
職
を
得
て
、
数
年
が
経
ち
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
と
き
ど
き
、
こ
の
「
学
位

論
文
」
が
件
の
閲
覧
室
の
書
架
に
人
目
に
付
か
ぬ
よ
う
に
無
造
作
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
思
い
出
し
、
「
仕
方
な
い
か

な
Ei--」
と
思
い
な
が
ら
も
、
多
少
心
残
り
に
は
な
っ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
思
い
も
あ
っ
て
、
各
章
を
さ
ら
に
加
筆
し
、
あ
る
い
は
発
展
的
な
議
論
を
新
た
に
展
開
し
て
、
い
く
つ
か
の
学
術
論
文

と
し
て
投
稿
・
発
表
し
て
き
た
。
本
書
の
中
の
左
記
の
四
つ
の
章
は
、
厳
密
に
は
こ
う
し
た
ヴ
ァ

I
ジ
ョ
ン
が
(
印
刷
物
と
し
て
の
)

初
出
と
な
る
。

第
三
章
(
原
題
)
「
社
会
階
層
と
『
自
己

l
指
令
的
』
態
度
の
形
成
」
、
『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
第
三
七
巻
一
号
、

一
九
九
二
年
(
こ
の
論

文
は
学
位
取
得
に
先
行
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
)

第
四
章
(
原
題
)
「
現
代
社
会
に
お
け
る
権
威
主
義
的
態
度
尺
度
の
有
用
性
|
環
境
保
護
意
識
、

ヘ
ル
ス
・
コ
ン
シ
ャ
ス
の
分
析
視

角
と
し
て

l
」
、
「
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』
第
三
九
巻
二
号
、

一
九
九
四
年

第
十
章
「
言
語
資
本
に
よ
る
文
化
的
再
生
産

l
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
説
明
カ
と
適
用
範
囲
に
つ
い
て
の
一
考
察
|
」
、
『
ソ
シ
オ



ロ
ジ
」
第
四
一
巻
一
号
、

一
九
九
六
年

第
十
一
章
「
学
校
教
育
と
戦
後
日
本
の
社
会
意
識
の
民
主
化
」
、
『
教
育
社
会
学
研
究
」
第
五
八
集
、

一
九
九
六
年
(
吉
川
徹
・
轟
亮

の
合
名
論
文
)

そ
し
て
こ
の
加
筆
・
修
正
の
作
業
が
自
分
の
中
で
一
区
切
り
つ
い
た
の
で
、
意
を
決
し
て
本
書
を
出
版
す
る
こ
と
に
し
た
。
「
稚
拙

な
研
究
を
、
十
分
に
吟
味
し
な
い
ま
ま
で

i
:」
と
い
う
諸
先
輩
の
眉
を
翠
め
て
の
お
叱
り
は
甘
受
す
る
こ
と
と
し
、
目
下
の
学
問
的

主
張
を
、
あ
え
て
世
に
問
う
決
意
を
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

本
書
が
最
終
的
に
刊
行
さ
れ
る
ま
で
に
は
多
く
の
方
の
ご
協
力
を
得
て
い
る
。
大
阪
大
学
人
間
科
学
部
の
白
倉
幸
男
教
授
、
静
岡
大

学
人
文
学
部
の
間
庭
充
幸
教
授
を
は
じ
め
、
お
名
前
は
あ
げ
き
れ
な
い
が
私
の
所
属
す
る
(
し
た
)
講
座
の
諸
先
生
に
は
、
私
の
学
問

的
営
為
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
自
由
に
恩
策
し
、
研
究
を
遂
行
す
る
た
め
の
環
境
と
時
聞
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
ミ
ネ
ル
ヴ

ァ
書
房
の
浅
井
久
仁
人
さ
ん
に
は
編
集
に
関
わ
る
煩
わ
し
い
仕
事
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
本
書
執
筆
中
に
私
自
身
の
生
活
環
境
と
し
て
、
「
師
」
、
「
教
え
子
」
、
「
友
人
」
そ
し
て
「
家
族
」
の
役
割
を
担

い
、
い
く
ぶ
ん
「
型
破
り
」
な
私
の
日
常
に
付
合
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

一
九
九
七
年
十
二
月

南
ア
ル
プ
ス
の
雪
の
稜
線
を
眺
め
な
が
ら

徹

吉
川

あとがき275 
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